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港港区区平平和和都都市市宣宣言言   

  

  かかけけががええののなないい美美ししいい地地球球をを守守りり、、世世界界のの恒恒久久平平和和   

をを願願うう人人びびととのの心心はは一一つつでであありり、、いいつつままででもも変変わわるるここ  

ととははあありりまませせんん。。   

  私私たたちちもも真真のの平平和和をを望望みみななががらら、、文文化化やや伝伝統統をを守守りり、、   

生生ききががいいにに満満ちちたたままちちづづくくりりにに努努めめてていいまますす。。   

  ここののふふれれああいいののああるる郷郷土土、、美美ししいい大大地地ををここれれかからら生生   

ままれれ育育つつここどどももたたちちにに伝伝ええるるここととはは私私たたちちのの務務めめでですす。。   

  私私たたちちはは、、我我がが国国がが『『非非核核三三原原則則』』をを堅堅持持すするるこことと  

をを求求めめるるととととももにに、、ここここにに広広くく核核兵兵器器のの廃廃絶絶をを訴訴ええ、、   

心心かからら平平和和のの願願いいををここめめてて港港区区がが平平和和都都市市ででああるるこことと   

をを宣宣言言ししまますす。。   

  

    昭昭和和６６００年年８８月月１１５５日日   

港港     区区     



はじめに 

 

区では基本構想の理念に人間性の尊重を掲げ、平和を基礎に人権が尊重された上

で、女性と男性が平等に参画できる地域社会を築くことを目指しています。 

平和に関しては、「港区平和都市宣言」に基づき、国際平和の実現に向け、あらゆ

る機会をとらえて平和を訴える事業を展開しています。 

人権に関しては、平成28年度に「障害者差別解消法」、「ヘイトスピーチ解消法」

及び「部落差別解消推進法」が施行されました。また、令和元年度には、「アイヌ施

策推進法」が施行されました。部落差別（同和問題）など様々な差別を解消し、性

別、年齢、障害の有無、国籍などにかかわらず、全ての人が平等に大切にされる人

権尊重社会の確立を目指し、人権尊重意識の啓発を図っています。 

男女平等参画に関しては、港区男女平等参画条例に基づき、「港区男女平等参画行

動計画」（以下「行動計画」という。）を策定し、全ての人が性別等にとらわれず自

分らしく豊かに生きることのできる男女平等参画社会の実現をめざして、区民、事

業者等との連携・協働により施策を推進しています。令和３年度からは、「第４次港

区男女平等参画行動計画-みんなで進めよう 男女平等-(令和３年度～令和８年

度)」により進めています。 

本書は二部構成とし、第一部は区の平和・人権・男女平等参画に関する事業概要、

第二部は港区男女平等参画行動計画計上事業の令和４年度実施状況をまとめた年次

報告書となっています。 

平和と人権が尊重された男女平等参画社会の実現に向けた取組を御理解いただく

とともに、男女平等参画施策の基礎資料として御活用いただければ幸いです。 

 

令和５年８月 

港区総務部人権・男女平等参画担当 
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Ⅰ 平  和 

 



 

平  和  展 

概  要 
  戦争・被爆体験を忘れることなく未来へと語り継ぎ、平和の大切さを改めて考える機会
として、区内５会場で広島や長崎等から借用した戦争や平和に関する各種資料を展示して
います。 

 

事 業 開 始 時 期 

昭和60年度（平成５年度までは、「平和のための原爆被爆展」として開催） 

 

事 業 の 状 況 

○開催期間 
令和４年７月27日（水）～８月18日（木） 

 
会  場 内  容 

港区役所１階ロビー 

テーマ：戦時下の子どもたち・若者たち 

・学童疎開資料 

・戦時下の港区の学校資料 

・知覧特攻隊資料 

・キッズゲルニカ 

ありすいきいきプラザ 
１階展示・読書コーナー 

テーマ：沖縄返還から 50年 平和への願い 

・沖縄戦現物資料 

・沖縄戦紹介パネル 

赤坂図書館多目的ホール 

テーマ:東京大空襲 

・東京大空襲関連資料 

・東京大空襲現物資料 

郷土歴史館講座室 D 

テーマ：語り継ぐ、原爆と空襲の脅威 

・広島・長崎原爆資料 

・港区平和青年団活動写真 

みなとパーク芝浦 
 １階区民ギャラリー 

テーマ：世界の難民事情と国際平和 
・世界の難民事情資料 
・国連 WFP（世界食糧計画）協会紹介パネル 
・ウクライナ関連絵画 
・平和首長会議パネル 

全会場共通 

・平和の折り鶴コーナー 
・著名人からの平和メッセージパネル 
・平和の灯について 
・港区平和都市宣言 
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平和のつどい 

概  要 

幅広い世代の区民が平和を考える機会をもてるよう、コンサート等各種ステージイベン

トのほか、港区平和青年団による活動報告会を同時に開催しています。 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 19年度（平成 28年度までは、「平和を考える集い」として実施） 

 

事 業 の 状 況 

年 度 日 時 会 場 内 容 
参加 
人数 

30 ８月 25日（土） 

男女平等参画
センター 
リーブラ 
ホール 

・広島市長、長崎市長、福岡県八女市長 
からのメッセージ 

・港区平和都市宣言朗読 
・港区平和青年団活動報告 
・平和祈念コンサート 

183 

元 ８月 24日（土） 

男女平等参画
センター 
リーブラ 
ホール 

・広島市長、長崎市長、福岡県八女市長 
からのメッセージ 

・港区平和都市宣言朗読 
・港区平和青年団活動報告 
・平和祈念コンサート 

164 

２ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

３ ８月 21日（土） 

男女平等参画
センター 
リーブラ 
ホール 

・広島市長、長崎市長、福岡県八女市長 
からのメッセージ 

・港区平和都市宣言朗読 
・港区平和青年団活動報告 
・平和祈念コンサート 

113 

４ ８月 27日（土） 

男女平等参画
センター 
リーブラ 
ホール 

・広島市長、長崎市長、福岡県八女市長 
 からのメッセージ 
・港区平和都市宣言朗読 
・港区平和青年団活動報告 
・被爆体験伝承講話 
・平和祈念コンサート 

110 
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巡回平和メッセージ展 

概  要 
次世代を担う子どもたちに平和の尊さを改めて考える機会を提供するため、区立小学校

で著名人からの「平和メッセージ」や「港区平和都市宣言」のパネル展示、「平和図書コ
ーナー」を設置しています。 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 16年度 

 

事 業 の 状 況 

 
年 度 開催期間 実施校 

30 10月15日（月）～12月21日（金） 
芝小学校、白金小学校、南山小学校、 

笄小学校、お台場学園港陽小学校 

元 10月15日（火）～12月20日（金） 
赤羽小学校、御田小学校、港南小学校、 
東町小学校、青南小学校 

２ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。リーフレットのみ配付。 

３ 10月18日（月）～12月24日（金） 
御成門小学校、芝浦小学校、 

白金の丘学園白金の丘小学校、麻布小学校、

青山小学校 

４ 10月17日（月）～12月23日（金） 
芝小学校、御田小学校、南山小学校、 

青南小学校、お台場学園港陽小学校 

 
【展示内容】 
○パネル展示（著名人による平和メッセージパネル、港区平和都市宣言パネル） 
 
○平和図書コーナーの設置 
 
○区立小学校６年生全員にリーフレットを配付（著名人からのメッセージ及び平和 
の灯を掲載） 

 

 

平和のつどい 

概  要 

幅広い世代の区民が平和を考える機会をもてるよう、コンサート等各種ステージイベン

トのほか、港区平和青年団による活動報告会を同時に開催しています。 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 19年度（平成 28年度までは、「平和を考える集い」として実施） 

 

事 業 の 状 況 

年 度 日 時 会 場 内 容 
参加 
人数 

30 ８月 25日（土） 

男女平等参画
センター 
リーブラ 
ホール 

・広島市長、長崎市長、福岡県八女市長 
からのメッセージ 

・港区平和都市宣言朗読 
・港区平和青年団活動報告 
・平和祈念コンサート 

183 

元 ８月 24日（土） 

男女平等参画
センター 
リーブラ 
ホール 

・広島市長、長崎市長、福岡県八女市長 
からのメッセージ 

・港区平和都市宣言朗読 
・港区平和青年団活動報告 
・平和祈念コンサート 

164 

２ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

３ ８月 21日（土） 

男女平等参画
センター 
リーブラ 
ホール 

・広島市長、長崎市長、福岡県八女市長 
からのメッセージ 

・港区平和都市宣言朗読 
・港区平和青年団活動報告 
・平和祈念コンサート 

113 

４ ８月 27日（土） 

男女平等参画
センター 
リーブラ 
ホール 

・広島市長、長崎市長、福岡県八女市長 
 からのメッセージ 
・港区平和都市宣言朗読 
・港区平和青年団活動報告 
・被爆体験伝承講話 
・平和祈念コンサート 

110 
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ミニ平和展セットの貸出し 

概  要 
戦時中の暮らしを再現した平和啓発セットを貸し出しています。 
戦時中の悲惨さを衣・食・住の３つの視点から捉え、平和の尊さを改めて考える機会を
提供しています。 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 17年度 

 

事 業 の 状 況 

町会や地域等、子どもたちが集う場所での戦争・戦災体験の語り継ぎや、平和の尊さを
考える会などの催しで活用してもらうために貸出しを行っています。 
３か月前の同日から貸出しの申込を受け付けています。 
貸出期間は、展示する期間及び展示・梱包・運搬などに必要な期間を含め、原則として

２週間以内です。 

年度 貸出実績 

30 １件 

元 １件 

２ ０件 

３ １件 

４ ０件 

   Ａセット（衣） 
品 目 貸 出 品 

手で触れる物品 
日常着（もんぺ、防災ずきん、国民服【甲号・上着のみ】、
巻ゲートル）、日常品（持ち出しかばん、ヘルメット【紙
製】、布製バケツ、水筒） 

ビデオ（アニメ） おかあさんの木、なっちゃんの赤いてぶくろ 

本 
絵で読む広島の原爆、絵本東京大空襲、戦争とくらし百
科、地雷ではなく花をください、難民と地雷 

 
Ｂセット（食） 

品 目 貸 出 品 

手で触れる物品 
食品のレプリカ（すいとん、大根飯、芋の茎の煮物・箸
付）、米つき 

ビデオ（アニメ） 100ばんめのサル、一つの花 

本 
絵で読む広島の原爆、絵本東京大空襲、戦争とくらし百
科、地雷ではなく花をください、難民と地雷 

 
Ｃセット（住） 

品 目 貸 出 品 
手で触れる物品 灯火管制（電球、布製カバー、スタンド） 

ビデオ（アニメ） 
十六地蔵物語～戦争の犠牲になったこどもたち～、シロ
とたけし 

本 
絵で読む広島の原爆、絵本東京大空襲、地雷ではなく花
をください、左手がなくても僕は負けない、語り伝える
ヒロシマ・ナガサキ（１～５巻）、戦争とくらしの事典 
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平和青年団事業 

概  要 
次代を担う高校生世代を対象に、長崎への派遣研修を中心とした平和に関する研修を通

して、平和を築く意識を醸成します。 
平和学習や平和関連施設の見学などの活動で学習した成果をまとめた活動報告書の作成

や、戦争や核兵器の悲惨さ、平和の大切さを広く地域に発信するため、活動報告会を開催
しています。 

 

事 業 開 始 時 期 

昭和 61年度 

 

事 業 の 状 況 

年度 
派遣

人数 
長崎派遣研修日程 

研修

回数 
活動報告会 

平和活動 

（区事業への参加） 

30 ５ 
８月８日（水） 

～10日（金） 
５ 

８月 25日（土） 

14：00～16：00 

男女平等参画センター 

・平和のつどいへの参加 

・区民まつりへの参加 

元 ７ 
８月８日（木） 

～10日（土） 
５ 

８月 24日（土） 

14：00～16：00 

男女平等参画センター 

・平和のつどいへの参加 

２ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

３ 10 
８月８日（日） 

～９日（月） 
５ 

８月 21日（土） 

14：00～16：00 

男女平等参画センター 

・平和のつどいへの参加 

・東京 2020パラリンピック 

聖火リレー採火式及び聖火

ビジットへの参加 

４ ９ 
８月８日（月） 

～10日（水） 
５ 

８月 27日（土） 

14：00～17：00 

男女平等参画センター 

・平和のつどいへの参加 

・区民まつりへの参加 

  ※令和３年度の長崎派遣研修は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンラインで
実施しました。 

※令和元年度・令和３年度は区民まつりが中止となったため、平和活動を中止しました。 
 

○派遣人数には、団長 1人を含みます。 
 

○当事業の詳細内容は「港区平和青年団活動報告書」を参照 
 
○長崎派遣研修、活動報告会及び平和活動は研修回数には含みません。 

 

ミニ平和展セットの貸出し 

概  要 
戦時中の暮らしを再現した平和啓発セットを貸し出しています。 
戦時中の悲惨さを衣・食・住の３つの視点から捉え、平和の尊さを改めて考える機会を

提供しています。 
 

事 業 開 始 時 期 

平成 17年度 

 

事 業 の 状 況 

町会や地域等、子どもたちが集う場所での戦争・戦災体験の語り継ぎや、平和の尊さを
考える会などの催しで活用してもらうために貸出しを行っています。 
３か月前の同日から貸出しの申込を受け付けています。 
貸出期間は、展示する期間及び展示・梱包・運搬などに必要な期間を含め、原則として

２週間以内です。 

年度 貸出実績 

30 １件 

元 １件 

２ ０件 

３ １件 

４ ０件 

   Ａセット（衣） 
品 目 貸 出 品 

手で触れる物品 
日常着（もんぺ、防災ずきん、国民服【甲号・上着のみ】、
巻ゲートル）、日常品（持ち出しかばん、ヘルメット【紙
製】、布製バケツ、水筒） 

ビデオ（アニメ） おかあさんの木、なっちゃんの赤いてぶくろ 

本 
絵で読む広島の原爆、絵本東京大空襲、戦争とくらし百
科、地雷ではなく花をください、難民と地雷 

 
Ｂセット（食） 

品 目 貸 出 品 

手で触れる物品 
食品のレプリカ（すいとん、大根飯、芋の茎の煮物・箸
付）、米つき 

ビデオ（アニメ） 100ばんめのサル、一つの花 

本 
絵で読む広島の原爆、絵本東京大空襲、戦争とくらし百
科、地雷ではなく花をください、難民と地雷 

 
Ｃセット（住） 

品 目 貸 出 品 
手で触れる物品 灯火管制（電球、布製カバー、スタンド） 

ビデオ（アニメ） 
十六地蔵物語～戦争の犠牲になったこどもたち～、シロ
とたけし 

本 
絵で読む広島の原爆、絵本東京大空襲、地雷ではなく花
をください、左手がなくても僕は負けない、語り伝える
ヒロシマ・ナガサキ（１～５巻）、戦争とくらしの事典 
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平和の灯 

概  要 

   平和都市宣言 20 周年事業の一環として、区立芝公園に新たな平和の象徴である「平和の

灯（ひ）」を設置しました。 

   「平和の灯（ひ）」は、被爆地である広島、長崎、そして広島の原爆の火を灯しつづけて

いる福岡県八女市（分火時は星野村）の三か所の火を合わせたもので、核兵器の廃絶と世

界の恒久平和を願った平和都市宣言の理念を表す新たな礎として、平和の尊さを広く継続

的に訴えていくものです。 

 

設 置 年 月 日 

平成 17年８月 15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和の灯 写真挿入 
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被爆アオギリⅡ世・クスノキⅡ世 

概  要 

   平和都市宣言 20周年事業の一環として、区立芝公園に設置した新たな平和の象徴である

「平和の灯」の周囲に、被爆アオギリⅡ世及び被爆クスノキⅡ世を植樹しました。 

 

○被爆アオギリⅡ世 

   昭和 20年（1945年）８月６日に広島へ投下された原子爆弾の熱線と爆風、放射線によ

り焦土となった中を生き抜いたアオギリの種から育てられたものです。「平和を愛する

心」、「命あるものを大切にする心」を育み、平和の尊さを伝え、過ちを再び繰り返さな

いよう、被爆の実相を後世に伝えるものです。 

 

  ○被爆クスノキⅡ世 

    昭和 20年（1945年）８月９日に長崎へ投下された原子爆弾の熱線と爆風により焼けた

だれた山野の中を生き抜いたクスノキ（現在は、長崎市の天然記念物に指定。）の種か

ら育てられたものです。21 世紀を核兵器のない平和な自然環境を大切にする世紀にした

いという想いがこめられています。 

 

設 置 年 月 日 

平成 17年８月 15日 

 

平和の灯 

概  要 

   平和都市宣言 20 周年事業の一環として、区立芝公園に新たな平和の象徴である「平和の

灯（ひ）」を設置しました。 

   「平和の灯（ひ）」は、被爆地である広島、長崎、そして広島の原爆の火を灯しつづけて

いる福岡県八女市（分火時は星野村）の三か所の火を合わせたもので、核兵器の廃絶と世

界の恒久平和を願った平和都市宣言の理念を表す新たな礎として、平和の尊さを広く継続

的に訴えていくものです。 

 

設 置 年 月 日 

平成 17年８月 15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和の灯 写真挿入 
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区内にある米軍へリポート基地の撤去要請行動 

概  要 

港区には、米軍基地(赤坂プレスセンターとニューサンノー米軍センター)があります。

赤坂プレスセンターには、ヘリポートがあり、区民、特に近隣住民は、米軍へリコプター

の騒音に悩まされ事故発生の不安を抱えています。 

 そのため、区は区内にある米軍基地(赤坂プレスセンター)の早期撤去を求め、国、東京

都及び米国に対して要請行動を行っています。 

 

要 請 行 動 の 状 況 

区内にある米軍基地（赤坂プレスセンター）の返還、事故の再発防止及び騒音等被害の軽

減を求める要請行動を行いました。 

 

【過去５年度の要請行動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

要請日 内  容 

平成 30年２月８日 防衛省及び東京都を訪問し要請 

平成 31年２月６日 防衛省及び東京都を訪問し要請 

令和 ２ 年２月６日 防衛省及び東京都を訪問し要請 

令和 ３ 年２月４日 防衛省及び東京都を訪問し要請 

令和 ４ 年２月８日 防衛省及び東京都を訪問し要請 

令和 ５ 年２月７日 防衛省及び東京都を訪問し要請 
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核実験に対する抗議行動 

概  要 
区は、広く核兵器廃絶を訴えるとともに、心から平和の願いをこめて、昭和 60年８月 15

日に「港区平和都市宣言」をしました。 
平成４年４月１日に、核廃絶や平和宣言を全世界の自治体に呼びかけ、非核宣言自治体
間の協力体制を確立することを目的とする「日本非核宣言自治体協議会」に加盟しました。   
また、平成 22年４月１日には、核兵器廃絶のために世界の都市が連携する「平和市長会
議」（現在は「平和首長会議」）に加盟しました。 
区は、「港区平和都市宣言」の理念に基づき、核兵器廃絶、世界の恒久平和をより効果的
に訴えています。 
 

抗 議 の 状 況 
核兵器の廃絶を訴えるため、これまで、米国、英国、フランス、ロシア、インド、パキス

タン、中国、北朝鮮の各国の核実験に対して抗議しました。 

 

【過去５年度の抗議行動（国別）】 

国 名 抗議送付日 実験の種類 

米国 

平成30年10月11日 臨界前核実験 

令和元年５月29日 臨界前核実験 

令和３年１月18日 臨界前核実験 

令和４年４月14日 臨界前核実験 

 

 

 

 

 

 

区内にある米軍へリポート基地の撤去要請行動 

概  要 

港区には、米軍基地(赤坂プレスセンターとニューサンノー米軍センター)があります。

赤坂プレスセンターには、ヘリポートがあり、区民、特に近隣住民は、米軍へリコプター

の騒音に悩まされ事故発生の不安を抱えています。 

 そのため、区は区内にある米軍基地(赤坂プレスセンター)の早期撤去を求め、国、東京

都及び米国に対して要請行動を行っています。 

 

要 請 行 動 の 状 況 

区内にある米軍基地（赤坂プレスセンター）の返還、事故の再発防止及び騒音等被害の軽

減を求める要請行動を行いました。 

 

【過去５年度の要請行動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

要請日 内  容 

平成 30年２月８日 防衛省及び東京都を訪問し要請 

平成 31年２月６日 防衛省及び東京都を訪問し要請 

令和 ２ 年２月６日 防衛省及び東京都を訪問し要請 

令和 ３ 年２月４日 防衛省及び東京都を訪問し要請 

令和 ４ 年２月８日 防衛省及び東京都を訪問し要請 

令和 ５ 年２月７日 防衛省及び東京都を訪問し要請 
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Ⅱ 人  権 

 



憲法週間記念 講演と映画のつどい 

概  要 
   ５月１日～７日の憲法週間にあわせて「憲法週間記念 講演と映画のつどい」を開催し、

憲法について考える機会を提供しています。 

 

事 業 開 始 時 期 

昭和 57年度 

 

事 業 の 状 況 

年度 日 時 会 場 内 容 
参加 

人数 

30 
５月８日(火) 

13:30～17:00 
高輪区民センター 

「共に生きる社会へ～取材現場からの報告～」 

講師：藪本 雅子（フリーアナウンサー・記者） 

映画：この世界の片隅に 

178 

元 
５月９日(木) 

13:30～17:00 
高輪区民センター 

「インターネットと人々のかかわり～突然、僕

は殺人犯にされた～」 

講師：スマイリーキクチ（タレント） 

映画：グレイテスト・ショーマン 

177 

２ 緊急事態宣言の発令に伴い、中止 

３ 

５月１日(土)

～ 

３月 31日(木) 

区ホームページ 

にて講演動画配信 

「新型コロナウイルス感染症の時代と人権」 

講師：木村 草太(東京都立大学教授) 
796 

４ 

５月１日(日) 

～ 

３月 31日(金) 

区ホームページ 

にて講演動画配信 

「悪意なき情報発信で加害者とならないため

に」 

講師：下村 健一(白鴎大学特任教授) 

618 
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人権週間記念 講演と映画のつどい 

概  要 
   12月４日～10日の人権週間にあわせて「人権週間記念 講演と映画のつどい」を開催し、

差別のない社会をめざして人権尊重意識向上のための啓発を行っています。 

 

事 業 開 始 時 期 

昭和 54年度 

 

事 業 の 状 況 

年度 日 時 会 場 内 容 
参加 

人数 

30 
12月 11日(火) 

13:30～17:20 
高輪区民センター 

「100人の村 あなたもここに生きています」 

講師：池田 香代子（ドイツ文学翻訳家） 

映画：ドリーム 

188 

元 
12月 13日(金) 

13:30～17:10 
高輪区民センター 

「孤立と虐待のない街づくり～傷つく子ども

を救うためにできること～」 

講師：石川 結貴（ジャーナリスト） 

映画：gifted 

169 

２ 
12月８日(火） 

13:30～16:45 
赤坂区民センター 

「多様な人々を肯定する社会づくり」 

講師：中山 貴将（NPO法人 性同一性障害支援

機構 理事長） 

映画：ぼくが性別『ゼロ』に戻るとき 

78 

３ 

12 月１日(水) 

～ 

３月 31日(木) 

区ホームページ 

にて講演動画配信 

「今を生きる子どもたち～子どもの権利とは

～」 

講師：林 大介(浦和大学社会学部現代社会学

科准教授、子どもの権利条約ネットワーク事務

局長) 

170 

４ 
12月８日(木) 

13:30～17:10 
高輪区民センター 

「誹謗中傷と正当な批判との違いは？誹謗中

傷から考える人権問題」 

講師：佐藤 大和(レイ法律事務所弁護士) 

映画：ぼけますから、よろしくお願いします。 

～おかえり お母さん～ 

130 
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人権週間記念 講演と映画のつどい 

概  要 
   12月４日～10日の人権週間にあわせて「人権週間記念 講演と映画のつどい」を開催し、

差別のない社会をめざして人権尊重意識向上のための啓発を行っています。 

 

事 業 開 始 時 期 

昭和 54年度 

 

事 業 の 状 況 

年度 日 時 会 場 内 容 
参加 

人数 

30 
12月 11日(火) 

13:30～17:20 
高輪区民センター 

「100人の村 あなたもここに生きています」 

講師：池田 香代子（ドイツ文学翻訳家） 

映画：ドリーム 

188 

元 
12月 13日(金) 

13:30～17:10 
高輪区民センター 

「孤立と虐待のない街づくり～傷つく子ども

を救うためにできること～」 

講師：石川 結貴（ジャーナリスト） 

映画：gifted 

169 

２ 
12月８日(火） 

13:30～16:45 
赤坂区民センター 

「多様な人々を肯定する社会づくり」 

講師：中山 貴将（NPO法人 性同一性障害支援

機構 理事長） 

映画：ぼくが性別『ゼロ』に戻るとき 

78 

３ 

12 月１日(水) 

～ 

３月 31日(木) 

区ホームページ 

にて講演動画配信 

「今を生きる子どもたち～子どもの権利とは

～」 

講師：林 大介(浦和大学社会学部現代社会学

科准教授、子どもの権利条約ネットワーク事務

局長) 

170 

４ 
12月８日(木) 

13:30～17:10 
高輪区民センター 

「誹謗中傷と正当な批判との違いは？誹謗中

傷から考える人権問題」 

講師：佐藤 大和(レイ法律事務所弁護士) 

映画：ぼけますから、よろしくお願いします。 

～おかえり お母さん～ 

130 

 

 

人権身の上相談 

概  要 
法務大臣が委嘱する人権擁護委員が、区民相談の中で人権に関する相談に応じています。 
人権身の上相談は、区役所区民相談室において、毎月第２・第４木曜日の午後１時から

４時まで行っています（ただし、12月の第４木曜日、１月の第２木曜日は除く）。利用には
前日までの予約が必要です。 
また、人権擁護委員法が施行された６月１日が「人権擁護委員の日」と定められている

ことから、この日にあわせて「特設人権相談」を開設し、午後１時から４時まで予約なし
で相談に応じています。 

 

根 拠 法 令 等 

・人権擁護委員法 

・港区区民相談室設置要綱 

 

事 業 の 状 況 

年度 30 元 ２ ３ ４ 

相談件数

（件） 
４ １ 

新型コロナウイルス感

染拡大防止のため中止 

新型コロナウイルス感

染拡大防止のため中止 
１ 

 

− 21 −



人権擁護委員による人権啓発活動 

概  要 
人権擁護委員は、地域住民の中から人権擁護に理解のある人を区長が推薦し、法務大臣
が委嘱します。人権擁護委員は、人権が侵害されないよう見守り、人権に関する相談に応
じることや、正しい人権思想の普及・向上に努めています。 

根 拠 法 令 等 

・人権擁護委員法 

 

事 業 の 状 況 

○人権週間における街頭啓発 
人権週間（12月４日～10日）にあわせて、人権擁護委員と区職員が街頭（区内１～２

箇所）で啓発物品を配布し、人権啓発活動を行っています。 
令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。 

 
○小・中学生への人権啓発 
【人権の花運動】 

    花の種子や球根などを、子どもたちが協力しあって育てることを通じて、協力、感謝
することの大切さを生きた教育として学び、生命の尊さを実感する中で、人権尊重思想
を育み情操を豊かなものにすることを目的として実施しています。 

    花の種子や球根は、人権擁護委員が区内の小学校に出向いて贈呈式を実施し、子ども
たちに配付しています。 

 

年度 実施校 

30 赤坂小学校、青山小学校 

元 青南小学校、お台場学園港陽小学校 

２ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

３ 御成門小学校、芝小学校 

４ 赤羽小学校、芝浦小学校 

 

【全国中学生人権作文コンテスト】 

    中学生が人権問題についての作文を書くことを通じて、人権尊重の重要性、必要性に
ついての理解を深めるとともに、豊かな人権感覚を身につけることを目的として実施し
ています。 

 

年度 実施校 

30 赤坂中学校 

元 青山中学校 

２ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

３ お台場学園港陽中学校 

４ 御成門中学校 
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【人権メッセージ】 

小学生が人権作文を書くことを通じて、人権尊重の重要性について理解を深めること、

また、各区等の代表が自らの考えや意見を自らの言葉で発表することにより、子ども自

身に人権感覚を身につけさせるとともに区民等の人権意識の高揚を図ることを目的とし

て、実施しています。 

 

年度 実施校 

30 御田小学校 

元 高輪台小学校 

２ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

３ 白金小学校 

４ 白金の丘学園白金の丘小学校 

 

【人権教室】 

小・中学生を対象に、人権課題を知るとともに、人権尊重の重要性、必要性について 

の理解を深め、豊かな人権感覚を身に付けることを目的に学習会を開催しています。人

権擁護委員が講師となって、平成 22年度から実施しています。 

 

年度 実施日 実施校 内容 

30 実施なし － － 

元 

12月５日（木） 

１月 30日（木） 

１月 31日（金） 

赤羽小学校 

「さっちゃんのまほうのて」、「小さな勇

気」、「ぼくらにできること」を教材に、

人権について感じたこと、自分の身近に

置き換えて考えてみたことを班ごとに

話合い、発表しあう。 

２ 実施なし － － 

３ 実施なし － － 

４ 実施なし － － 

 

【子ども人権 SOSミニレターの配布と啓発】 

 電話では相談しにくい、勇気がいるなどといった、子どもたちの気持ちに配慮した手

紙による人権相談です。 

     法務局から届いた専用レター用紙を、小・中学校に配布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

人権擁護委員による人権啓発活動 

概  要 
人権擁護委員は、地域住民の中から人権擁護に理解のある人を区長が推薦し、法務大臣

が委嘱します。人権擁護委員は、人権が侵害されないよう見守り、人権に関する相談に応
じることや、正しい人権思想の普及・向上に努めています。 

根 拠 法 令 等 

・人権擁護委員法 

 

事 業 の 状 況 

○人権週間における街頭啓発 
人権週間（12月４日～10日）にあわせて、人権擁護委員と区職員が街頭（区内１～２

箇所）で啓発物品を配布し、人権啓発活動を行っています。 
令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。 

 
○小・中学生への人権啓発 
【人権の花運動】 

    花の種子や球根などを、子どもたちが協力しあって育てることを通じて、協力、感謝
することの大切さを生きた教育として学び、生命の尊さを実感する中で、人権尊重思想
を育み情操を豊かなものにすることを目的として実施しています。 

    花の種子や球根は、人権擁護委員が区内の小学校に出向いて贈呈式を実施し、子ども
たちに配付しています。 

 

年度 実施校 

30 赤坂小学校、青山小学校 

元 青南小学校、お台場学園港陽小学校 

２ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

３ 御成門小学校、芝小学校 

４ 赤羽小学校、芝浦小学校 

 

【全国中学生人権作文コンテスト】 

    中学生が人権問題についての作文を書くことを通じて、人権尊重の重要性、必要性に
ついての理解を深めるとともに、豊かな人権感覚を身につけることを目的として実施し
ています。 

 

年度 実施校 

30 赤坂中学校 

元 青山中学校 

２ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

３ お台場学園港陽中学校 

４ 御成門中学校 
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人権啓発パネル展 

概  要 
人権尊重意識の向上を目的として、同和対策四区連絡会（港区、品川区、目黒区、大田

区）において作成した人権啓発パネル等を中心に、様々なテーマのパネルを展示し、差別
のない社会をめざした啓発を行っています。 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 20年度 

 

事 業 の 状 況 

年度 開催期間 開催場所 

30 １月９日（水）～23日（水） 
みなとパーク芝浦１階アトリウム・区民
ギャラリー・カフェフルール横・２階ア
トリウム 

元 １月８日（水）～22日（水） 
みなとパーク芝浦１階アトリウム・区民
ギャラリー・カフェフルール横 

２ １月７日（木）～19日（火） 
赤坂区民センター３階区民ギャラ
リー・文化情報センター 

３ １月７日（金）～20日（木） 
みなとパーク芝浦１階アトリウム・区民
ギャラリー・２階アトリウム 

４ 12月６日（火）～８日（木） 高輪区民センター２階展示ギャラリー 

 【主な展示内容等】 

  ○人権啓発パネル 

・障害者の人権、ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）、児童虐待、高齢者虐待、外

国人の人権、インターネット、パワハラ、セクハラ、差別落書き、身元調査、部落差

別、仕事への差別、人権に関する国際条約や法律、犯罪被害者 等 

（提供：同和対策四区連絡会） 

・女性と人権、子どもと人権、高齢者と人権、部落差別と人権、アイヌの人々と人権、

ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者等と人権、刑を終えて出所した人と人権、犯罪被害者

及びその家族と人権、インターネットによる人権侵害、東日本大震災に起因する人権

問題、北朝鮮当局によって拉致された被害者等と人権、ホームレスと人権、性的指向

と人権、性自認と人権、人身取引（トラフィッキング）と人権 等 

（提供：公益財団法人人権教育啓発推進センター） 

  ○食肉市場（芝浦と場）パネル（提供：同和対策四区連絡会） 

  ○人権擁護委員説明パネル 

  ○犯罪被害者支援啓発展示コーナー 

  ○ポスター掲示・パンフレット配布等 

・子ども向け人権啓発冊子、企業向け人権啓発冊子、犯罪被害者等支援関連パンフレッ

ト、アイヌの人々の人権、ハラスメント、多様な性に関するリーフレット、外国語人

権相談ダイヤルに関するリーフレット、人権に関する３つの法律に関するポスター 

等 

   〇感染症と差別（提供：東京都人権プラザ） 

  ○出入国在留管理パネル 
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広報による人権啓発 

概  要 

   人権尊重について考える機会を提供するため、広報みなとに人権に関する記事を掲載し

ています。 

   また、12月４日～10日の人権週間にあわせて、人権週間特集記事を掲載しています。 

 

事 業 の 状 況 

○シリーズ記事「私たちの力で人権の世紀に」 令和４年度 

広報みなと５月 21日号 部落差別(同和問題)について正しく理解しよう 

広報みなと６月 21日号 身元調査や戸籍証明書等の不正取得をなくそう 

広報みなと７月 21日号 多様性を認め合う「外国人の人権」 

広報みなと９月 21日号 犯罪被害者やその家族の人権に配慮しましょう 

広報みなと10月 21日号 インターネットと人権 

広報みなと１月 21日号 アイヌの人々の歴史と差別 

広報みなと２月 11日号 災害に伴う人権問題 

広報みなと３月 21日号 性の多様性について理解を深めよう 

 

○人権週間特集 令和４年度 

    広報みなと 11月 11日号 

【掲載内容】 

 ○人権週間記念 講演と映画のつどい 

○12月４～10日は人権週間です 

 ・寄稿「LGBTQ＋と教育～ゲイの小学校の先生と人権について考える～」 

（プライドハウス東京 理事 鈴木茂義さん) 

・令和４年度啓発活動重点目標 「誰か」のことじゃない。 

・法務省・全国人権擁護委員連合会が掲げる 17項目の強調事項 

・人権啓発パネル展 

 

   ○人権擁護委員制度 令和４年度 

     広報みなと５月 21日号 「６月１日は人権擁護委員の日です」 

 

 

人権啓発パネル展 

概  要 
人権尊重意識の向上を目的として、同和対策四区連絡会（港区、品川区、目黒区、大田

区）において作成した人権啓発パネル等を中心に、様々なテーマのパネルを展示し、差別
のない社会をめざした啓発を行っています。 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 20年度 

 

事 業 の 状 況 

年度 開催期間 開催場所 

30 １月９日（水）～23日（水） 
みなとパーク芝浦１階アトリウム・区民
ギャラリー・カフェフルール横・２階ア
トリウム 

元 １月８日（水）～22日（水） 
みなとパーク芝浦１階アトリウム・区民
ギャラリー・カフェフルール横 

２ １月７日（木）～19日（火） 
赤坂区民センター３階区民ギャラ
リー・文化情報センター 

３ １月７日（金）～20日（木） 
みなとパーク芝浦１階アトリウム・区民
ギャラリー・２階アトリウム 

４ 12月６日（火）～８日（木） 高輪区民センター２階展示ギャラリー 

 【主な展示内容等】 

  ○人権啓発パネル 

・障害者の人権、ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）、児童虐待、高齢者虐待、外

国人の人権、インターネット、パワハラ、セクハラ、差別落書き、身元調査、部落差

別、仕事への差別、人権に関する国際条約や法律、犯罪被害者 等 

（提供：同和対策四区連絡会） 

・女性と人権、子どもと人権、高齢者と人権、部落差別と人権、アイヌの人々と人権、

ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者等と人権、刑を終えて出所した人と人権、犯罪被害者

及びその家族と人権、インターネットによる人権侵害、東日本大震災に起因する人権

問題、北朝鮮当局によって拉致された被害者等と人権、ホームレスと人権、性的指向

と人権、性自認と人権、人身取引（トラフィッキング）と人権 等 

（提供：公益財団法人人権教育啓発推進センター） 

  ○食肉市場（芝浦と場）パネル（提供：同和対策四区連絡会） 

  ○人権擁護委員説明パネル 

  ○犯罪被害者支援啓発展示コーナー 

  ○ポスター掲示・パンフレット配布等 

・子ども向け人権啓発冊子、企業向け人権啓発冊子、犯罪被害者等支援関連パンフレッ

ト、アイヌの人々の人権、ハラスメント、多様な性に関するリーフレット、外国語人

権相談ダイヤルに関するリーフレット、人権に関する３つの法律に関するポスター 

等 

   〇感染症と差別（提供：東京都人権プラザ） 

  ○出入国在留管理パネル 
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人権連続講座 

概  要 

   近年の差別４法（障害者差別解消法、ヘイトスピーチ解消法、部落差別解消推進法、ア

イヌ施策推進法）の施行などの動向を踏まえ、様々な人権問題についての理解を深め、人

権意識の醸成を図るため、区民や事業者を対象に、講演会などの開催による啓発を行って

います。 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 30年度 

 

事 業 の 状 況 

年度 内 容 
参加 

人数 

 

 

４ 

 

 

 

講演：国際法からみた「外国人」の人権 難民、入管制度、技能実習生をめぐって 

日時：９月26日(月) 

講師：阿部 浩己（明治学院大学国際学部教授） 

実施方法：会場開催及びオンライン開催 

30 

映画・トーク：「世界で最も過酷な場所」で起こっている真実を知る。－映画「トゥルー

ノース」上映とトーク 

日時：11月１日(火) 

講師：清水 ハン 栄治（映画「トゥルーノース」監督） 

実施方法：会場開催 

 27 
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人権連続講座 

概  要 

   近年の差別４法（障害者差別解消法、ヘイトスピーチ解消法、部落差別解消推進法、ア

イヌ施策推進法）の施行などの動向を踏まえ、様々な人権問題についての理解を深め、人

権意識の醸成を図るため、区民や事業者を対象に、講演会などの開催による啓発を行って

います。 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 30年度 

 

事 業 の 状 況 

年度 内 容 
参加 

人数 

 

 

４ 

 

 

 

講演：国際法からみた「外国人」の人権 難民、入管制度、技能実習生をめぐって 

日時：９月26日(月) 

講師：阿部 浩己（明治学院大学国際学部教授） 

実施方法：会場開催及びオンライン開催 

30 

映画・トーク：「世界で最も過酷な場所」で起こっている真実を知る。－映画「トゥルー

ノース」上映とトーク 

日時：11月１日(火) 

講師：清水 ハン 栄治（映画「トゥルーノース」監督） 

実施方法：会場開催 

 27 

 

 
 
 

Ⅲ 男女平等参画 

 



 

男女共同参画週間事業 

概  要 

６月 23日～29日の男女共同参画週間に合わせて、家庭・学校・職場・地域のあらゆる場

において、全ての人が性別等にとらわれず自分らしく豊かに生きることのできる「男女共

同参画社会」の実現に向けた取組をしています。 

 

事 業 の 状 況 

○ 男女共同参画パネル展の開催 
 

年度 開催期間 開催場所 

30 ６月14日（木）～22日（金） 高輪区民センター展示ギャラリー 

元 ６月13日（木）～21日（金） 高輪区民センター展示ギャラリー 

２ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

３ リーブラ事業と協力して実施※ 

４ リーブラ事業と協力して実施※ 

    
※ 詳細は、男女平等参画センター（リーブラ）を参照 

 
【主な展示内容】 
○ワーク・ライフ・バランス 

○港区男女平等参画条例 

○男女平等参画に関する苦情等申出制度 

○セクハラ・ＤＶ啓発パネル 

○港区男女平等に関する在住・在勤者の意識・実態調査 

○家庭相談センター 

○女性活躍推進法 

− 29 −



男女平等参画推進会議 

概  要 

男女平等参画の推進を図るため、区長の付属機関として、学識経験者、団体、公募区民

計 15人以内の委員で構成する会議です。 

男女平等参画に関する重要事項を区長の諮問に応じ審議します。 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 16年度 

 

根 拠 法 令 等 

・港区男女平等参画条例 

・港区男女平等参画条例施行規則 

 

 

事 業 の 状 況 

年 度 30 元 ２ ３ ４ 

会議開催数（回） ５ ６ 10 ４ ５ 

 

＊当事業の詳細内容は、第二部「令和４年度男女平等参画の推進に関する年次報告書」を参

照 
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男女平等参画推進会議 

概  要 

男女平等参画の推進を図るため、区長の付属機関として、学識経験者、団体、公募区民

計 15人以内の委員で構成する会議です。 

男女平等参画に関する重要事項を区長の諮問に応じ審議します。 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 16年度 

 

根 拠 法 令 等 

・港区男女平等参画条例 

・港区男女平等参画条例施行規則 

 

 

事 業 の 状 況 

年 度 30 元 ２ ３ ４ 

会議開催数（回） ５ ６ 10 ４ ５ 

 

＊当事業の詳細内容は、第二部「令和４年度男女平等参画の推進に関する年次報告書」を参

照 

 

男女平等参画に関する苦情等申出制度 

概  要 

区が実施する男女平等参画施策又は男女平等参画の推進に影響を及ぼす施策、性別によ

る差別等の人権が侵害されたと認められる事案について、苦情・相談の申し出をすること

ができる制度です。 

苦情等の申し出に対して、３名の苦情処理委員に苦情等の申し出内容の調査及び処理を

依頼します。苦情処理委員は申出内容について、公正・中立な立場で調査をし、是正の勧

告・助言・意見の表明等を行います。 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 16年度 

 

根 拠 法 令 等 

・港区男女平等参画条例 

・港区男女平等参画条例施行規則 

 

 

事 業 の 状 況 

年 度 30 元 ２ ３ ４ 

苦情申し出件数（件） ０ ０ ０ ０ ０ 
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女性に対する暴力をなくす運動パネル展 

概  要 

   11月 25日は「女性に対する暴力撤廃の国際デー」です。内閣府では、毎年 11月 12日～

25 日の２週間を「女性に対する暴力をなくす運動」期間と定めています。この期間に合わ

せて、暴力防止について啓発のための取組をしています。 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 22年度 

 

事 業 の 状 況 

  ○「女性に対する暴力をなくす運動パネル展」の開催 

年 度 開催期間 開催場所 

30 11月14日（水）～22日（木） 高輪区民センター展示ギャラリー 

元 11月13日（水）～22日（金） 高輪区民センター展示ギャラリー 

２ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

３ リーブラ事業と協力して実施※ 

４ リーブラ事業と協力して実施※ 

     
※ 詳細は、男女平等参画センター（リーブラ）を参照 

     

【主な展示内容】 

○港区男女平等参画条例 

○女性活躍推進法 

○ドメスティック・バイオレンス 

○セクハラＱ＆Ａ 

○ＤＶ防止法、ＤＶ啓発 

○ストーカー規制法 

○家庭相談センター 

○デートＤＶ、ＤＶ相談ナビ 

○港区人権に関する区民意識調査 

○苦情等申出制度 
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女性に対する暴力をなくす運動パネル展 

概  要 

   11月 25日は「女性に対する暴力撤廃の国際デー」です。内閣府では、毎年 11月 12日～

25 日の２週間を「女性に対する暴力をなくす運動」期間と定めています。この期間に合わ

せて、暴力防止について啓発のための取組をしています。 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 22年度 

 

事 業 の 状 況 

  ○「女性に対する暴力をなくす運動パネル展」の開催 

年 度 開催期間 開催場所 

30 11月14日（水）～22日（木） 高輪区民センター展示ギャラリー 

元 11月13日（水）～22日（金） 高輪区民センター展示ギャラリー 

２ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

３ リーブラ事業と協力して実施※ 

４ リーブラ事業と協力して実施※ 

     
※ 詳細は、男女平等参画センター（リーブラ）を参照 

     

【主な展示内容】 

○港区男女平等参画条例 

○女性活躍推進法 

○ドメスティック・バイオレンス 

○セクハラＱ＆Ａ 

○ＤＶ防止法、ＤＶ啓発 

○ストーカー規制法 

○家庭相談センター 

○デートＤＶ、ＤＶ相談ナビ 

○港区人権に関する区民意識調査 

○苦情等申出制度 
 

 

 

 

 

仕事と家庭の両立支援事業 

概  要 

性別に関わらず誰もが仕事と家庭を両立できる中小企業の職場環境づくりを支援するた

め、一定の条件を満たした区内中小企業の事業主に仕事と子育ての両立に加え、仕事と介

護の両立、そして、男性の子育て・介護への参加促進を支援する５つの奨励金を交付して

います。 

 

   ○子育て支援奨励金 

中小企業事業主が、従業員に育児休業を６か月以上取得させ、かつ、当該従業員が

雇用保険法に定める育児休業給付金の支給を受けている場合に奨励金を交付します。

（１社１回限り、15万円） 

 

○配偶者出産休暇制度奨励金 

中小企業事業主が、従業員の配偶者の出産に際して２日以上取得できる有給の休暇

制度を、新たに就業規則等に規定し、対象従業員に１日以上利用させた場合に奨励金

を交付します。（１社１回限り、10万円） 

 

○介護支援奨励金 

中小企業事業主が、従業員に介護休業を１か月以上取得させ、かつ、当該従業員が

雇用保険法に定める介護休業給付金の支給を受けている場合に奨励金を交付します。

（１社１回限り、15万円） 

 

○男性の子育て支援奨励金 

中小企業事業主が、男性従業員に育児休業を14日以上又は育児のための短時間勤務

（育児短時間勤務）を継続１か月以上取得させた場合に奨励金を交付します。（１社１

回限り、10万円） 

 

○男性の介護支援奨励金 

中小企業事業主が、要介護状態にある対象家族１人に対して、男性従業員が介護休

業を継続７日以上又は介護休暇を１年間に３日以上（半日もしくは時間単位でも取得

できる場合は、その合計が３日以上）又は介護のための短時間勤務（介護短時間勤務）

を継続１か月以上取得させた場合に奨励金を交付します。（１社１回限り、10万円） 
 

 

事 業 開 始 時 期 

平成 16年度 

 

根 拠 法 令 等 

・港区中小企業子育て支援奨励金交付要綱 

・港区中小企業配偶者出産休暇制度奨励金交付要綱 

  ・港区中小企業介護支援奨励金交付要綱 

  ・港区中小企業男性の子育て支援奨励金交付要綱 

  ・港区中小企業男性の介護支援奨励金交付要綱 
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事 業 の 状 況 

年 度 30 元 ２ ３ ４ 

子育て支援奨励金（件） 17 18 12 18 12 

配偶者出産休暇制度奨励金（件） ８ 12 ７ ４ ２ 

介護支援奨励金（件） ３ １ １ ０ ２ 

男性の子育て支援奨励金（件） ４ ８ ６ 10 ７ 

男性の介護支援奨励金（件） ２ ２ １ ２ １ 
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配偶者出産休暇制度奨励金（件） ８ 12 ７ ４ ２ 

介護支援奨励金（件） ３ １ １ ０ ２ 

男性の子育て支援奨励金（件） ４ ８ ６ 10 ７ 

男性の介護支援奨励金（件） ２ ２ １ ２ １ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女平等参画センター（リーブラ） 

概  要 

男女平等参画センター（リーブラ）は、港区男女平等参画条例で、男女平等参画社会実現の 

ための区民及び団体による活動の支援のほか、男女平等参画施策に関する事業を推進する拠点

施設として位置付けられています。 

「リーブラ」とはラテン語で「てんびん」を意味し、「男女平等」の願いを込めた愛称です。 

    

   【施 設 名】港区立男女平等参画センター 

   【愛  称】リーブラ 

【開設年月】昭和 55 年４月 

【所 在 地】港区芝浦１丁目 16 番１号 みなとパーク芝浦 

【開館時間】午前９時～午後９時 30 分 

【休 館 日】年末年始（12 月 29日～１月３日）、臨時休館 

【管理・運営】指定管理者導入施設（※） 

【指定管理者】（株）明日葉 

【指定期間】 平成 31 年４月１日～令和６年３月 31 日（５年間） 

※ 指定管理者導入施設は、民間事業者等の団体が指定管理者となって区の代行として施設 

の管理・運営を行うものです。 

 

根 拠 法 令 等 

・港区男女平等参画条例 

・港区男女平等参画条例施行規則 

・港区立男女平等参画センター条例 

・港区立男女平等参画センター条例施行規則 

・港区立男女平等参画センター運営要綱 

・港区立男女平等参画センター登録要綱 

・港区立男女平等参画センター運営協議会設置要綱 

・港区立男女平等参画センター運営協議会委員選定要領 

・港区立男女平等参画センター相談事業運営要綱 

 ・港区立男女平等参画センター図書資料室運営要綱 

 

事 業 の 状 況 

（１） 施設利用者数 

年 度 
登録団体数 施設利用数 

（件） 

施設利用者数 

（人） 男女平等推進団体 男女平等学習団体 

30 30 163 7,627 100,971 

元 32 140 7,433 94,337 

２ 32 147 4,645 39,059 

３ 31 145 7,126 57,543 

４ 34 130 7,962 77,622 

 

（２）講座の開催 

  講座やワークショップ、講演会などを開催し、男女平等参画意識の啓発や学習の機会を  

提供しています。 
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〔令和４年度〕 

開催日 講 座 名 
参加

人数 

５月29日（日） 
「母」で傷ついたあなたへ～わたしの「これから」を豊かにするために

～ 
77 

６月25日（土） 
暮らしに取り入れられる SDGs 講座～コンポストの生活実装とコミュニ

ティ形成から学ぶ持続可能な地域づくり～ 
13 

６月25日（土） 子どものいない人生から考える多様性 35 

６月26日（日） 発達障害とハラスメントの関係～隠れている背景への理解～ 31 

７月23日（土）  介護する子どもたち～当事者の語りから学ぶ現状と課題～ 20 

７月30日（土） 

８月27日（土） 

９月24日（土） 

10月29日（土）

11月26日（土） 

＃港区でつながりたい vol．2 書いて人生を楽しもう～大人の文章表現

講座～（全５回） 

延

112 

８月28日（日） 美術からみる戦争～女性画家たちは何を描いたのか～ 28 

９月10日（土） 男が介護するということ 20 

９月15日（木） 

９月29日（木） 

 

事業者向け女性活躍推進オンライン講座（全２回） 

第１回：理論編「女性の視点からリーダーシップを考える～日本の女性

管理職に関する研究から～」 

第２回：実践編「経営戦力としての女性活躍推進～事例から組織を変え

る取組を考える～」 

延 

26 

９月25日（日） わが・ままを生きる 98 

９月28日（水） 

10月５日（水） 

育休からの復職準備講座～育児も仕事も自分も大切にするためのヒン

ト～（全２回） 

延 

26 

10月23日（日） 
シングルマザーのためのライフデザイン講座～仕事を人生の味方にし

て私らしく幸福に生きる【女性】～ 
８ 

10月30日（日） 
わたしのこころと向き合う－コロナ禍におけるストレスとセルフケア

－ 
19 

11月５日（土） 

11月23日 

（水・祝） 

「惹かれる」と関係性の交差点－ポリアモリー、アロマンティック／ 

アセクシャルから考える－（全２回） 

延 

64 

11月12日（土） ドメスティック・バイオレンスと傷つきからの回復 11 

11月13日（日） 男性に対する性暴力 26 

12月10日（土） 
男性育休のリアル〜育児・介護休業法改正のポイントと男性育休の魅力

～ 
16 

12月13日（火） 港区ワーク・ライフ・バランス シンポジウム 37 

12月17日（土） 障害者の恋愛・結婚、性的ニーズ－支援者はどのように向き合うか－ 25 

１月14日（土） 多様性配慮の視点で避難所運営を考える 13 

１月21日（土） 人生 100 年時代のリプロダクティブ ヘルス/ライツとライフプラン 19 

１月21日（土） 女性たちがめざした男女雇用平等法－労働運動と女性運動をつなぐ－ 23 

１月28日（土） 
インターセクショナルな視点で学ぶ  

日本社会における「ハーフ」の社会史・生活史 
40 
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〔令和４年度〕 
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参加

人数 
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13 

６月25日（土） 子どものいない人生から考える多様性 35 

６月26日（日） 発達障害とハラスメントの関係～隠れている背景への理解～ 31 
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＃港区でつながりたい vol．2 書いて人生を楽しもう～大人の文章表現

講座～（全５回） 

延

112 

８月28日（日） 美術からみる戦争～女性画家たちは何を描いたのか～ 28 

９月10日（土） 男が介護するということ 20 

９月15日（木） 

９月29日（木） 

 

事業者向け女性活躍推進オンライン講座（全２回） 

第１回：理論編「女性の視点からリーダーシップを考える～日本の女性

管理職に関する研究から～」 

第２回：実践編「経営戦力としての女性活躍推進～事例から組織を変え

る取組を考える～」 

延 

26 

９月25日（日） わが・ままを生きる 98 

９月28日（水） 

10月５日（水） 

育休からの復職準備講座～育児も仕事も自分も大切にするためのヒン

ト～（全２回） 

延 

26 

10月23日（日） 
シングルマザーのためのライフデザイン講座～仕事を人生の味方にし

て私らしく幸福に生きる【女性】～ 
８ 

10月30日（日） 
わたしのこころと向き合う－コロナ禍におけるストレスとセルフケア

－ 
19 

11月５日（土） 

11月23日 

（水・祝） 

「惹かれる」と関係性の交差点－ポリアモリー、アロマンティック／ 

アセクシャルから考える－（全２回） 

延 

64 

11月12日（土） ドメスティック・バイオレンスと傷つきからの回復 11 

11月13日（日） 男性に対する性暴力 26 

12月10日（土） 
男性育休のリアル〜育児・介護休業法改正のポイントと男性育休の魅力

～ 
16 

12月13日（火） 港区ワーク・ライフ・バランス シンポジウム 37 

12月17日（土） 障害者の恋愛・結婚、性的ニーズ－支援者はどのように向き合うか－ 25 

１月14日（土） 多様性配慮の視点で避難所運営を考える 13 

１月21日（土） 人生 100 年時代のリプロダクティブ ヘルス/ライツとライフプラン 19 

１月21日（土） 女性たちがめざした男女雇用平等法－労働運動と女性運動をつなぐ－ 23 

１月28日（土） 
インターセクショナルな視点で学ぶ  

日本社会における「ハーフ」の社会史・生活史 
40 

２月17日（金） 不妊治療と仕事の両立 25 

２月19日（日） 

２月26日（日） 

女性のための起業講座《初級編》～起業の基本から事業のアイディア出

しまで～ 

延 

55 

３月４日（土） 

国際女性デーin リーブラ 2023 

①ワークショップ「世界がもし 100 人の村だったら～ジェンダー編～」 

②「国際女性デーに寄せるメッセージ展示」・スタンプラリー 

20 

３月４日（土) 
尊重し合える恋愛とは～モラハラ・デート DV から考える、対等な付き合

い方～ 
23 

３月10日（金） 
スウェーデンに学ぶ、若者の政治参加～なぜ若者の投票率が８割を超える

のか～ 
24 

３月12日（日） 包括的性教育ってなんだろう～自分も他者も大切にする性のこと～ 29 

３月19日（日） 男性のための井戸端会議“男だから”感じる窮屈さを探る 15 

３月21日

（火・祝） 
性的マイノリティの権利保障の歴史と～尊厳を守る法の役割～ 26 

 

（３）出前講座 

区内の事業所や保育園・幼稚園・学校等の教育機関を対象に、男女平等参画推進に関連す

るテーマでの研修事業を出前形式で実施しています。 

 

ア 企業向け出前講座・Company College 

① 企業に求められる SOGIE 対応講座 

② 女性の活躍とキャリア形成 

③ 職場のハラスメント防止と対応 

④ 介護離職を防ぐための介護と仕事の両立 

⑤ ワーク・ライフ・バランス 

⑥ 職場におけるコミュニケーション講座 

⑦ 子育てしながら働き続けられる職場づくり 

 

〔令和４年度〕 

開催日 業種  講 座 名 
参加 

人数 

５月25日(水) 貨物海運業 
新しい働き方、マネジメント、そして人生～イ

クボスで、成果と笑顔が共にアップ～ 
21 

９月30日（金） 情報サービス業 

表現とジェンダー～私たちとエンターテイメ

ント業界を取り巻く課題、会社として取り組む

べきこと～ 

100 

11月22日（火） 造園工事業 ハラスメント対策と効果的防止法 18 

１月18日（水） 生活協同組合 身近なことから考えるジェンダー平等 16 

２月24日（金） 情報通信業 ハラスメント対策と効果的防止法 22 

３月７日（火） 
電子部品・デバイ

ス・電子回路製造業 
心理的安全性を高めるコミュニケーション法 292 

３月14日（火） 卸売業、小売業 
心理的安全性を高めるコミュニケーション 

ハラスメント防止に向けて 
27 
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３月23日（木） 認定 NPO 法人 企業に求められる SOGIE 対応講座 10 

３月23日（木) 地方自治体 
SOGIE 研修～パートナーシップ宣誓制度とみな

とマリアージュ制度の違い～ 
16 

３月28日（火） その他サービス業 
（高速道路の建設・管理等） 

介護離職を防ぐための介護と仕事の両立 27 

    

   イ  区内保育園・幼稚園向け 

職員向け保護者向け 

①子どもへの暴力防止ワークショップ 

②親子で学ぶ「性」のこと 

    ③幼少期からのジェンダー平等 

    

〔令和４年度〕 

開催日 設置区分 講 座 名 
参加

人数 

６月17日(金) 認可保育園 親子で学ぶ「性」のこと 
延 

50 

12月１日(木) 区立保育園 
ワークショップ「わたしのからだはわたしの

もの」 
35 

12月15日(木) 区設置保育施設 保育現場で学ぶ「性」のこと 59 

 

ウ 区内学校・教育機関向け     

小学校向け講座 

①子どもへの暴力防止ワークショップ 

②ジェンダー平等 

 

中学校以上向け講座 

①SOGIE 理解促進講座 

②自分の将来を守るために必要な性を考える 

 

高等学校以上向け講座 

①デート DV 予防講座 

②キャリアデザイン講座 

 

〔令和４年度〕 

開催日 設置区分 講 座 名 
参加

人数 

９月22日(木) 区立小学校 
多様な性ってなんだろう？〜すべての子ども

がすごしやすい学校とは〜 
16 
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ウ 区内学校・教育機関向け     

小学校向け講座 

①子どもへの暴力防止ワークショップ 

②ジェンダー平等 

 

中学校以上向け講座 

①SOGIE 理解促進講座 

②自分の将来を守るために必要な性を考える 

 

高等学校以上向け講座 

①デート DV 予防講座 

②キャリアデザイン講座 

 

〔令和４年度〕 

開催日 設置区分 講 座 名 
参加

人数 

９月22日(木) 区立小学校 
多様な性ってなんだろう？〜すべての子ども

がすごしやすい学校とは〜 
16 

 

 

 

 

 

 

エ 協力事業 

 

〔令和４年度〕 

開催日 設置区分 講 座 名 
参加

人数 

10月９日（日） 
主催：ノルウェー大使館、

共催：プライドハウス東京 

映画「Hei Verden ヘイ ヴァルデン」 

上映会＆ディスカッションイベント 
43 

 

 

（４）団体育成支援事業 

男女平等参画社会の実現を図ることを目的とした事業を実施する団体に、助成金の交付及

び支援を行います。団体の成熟度、経験、企画内容・規模などにあわせて、ホップ（最大 10

万円）、ステップ（最大７万円）、ジャンプ（最大 30 万円）の３つのタイプを用意していま

す。 

 

〔令和４年度〕 

タイプ 開催日 団体名 事業内容 
参加 
人数 

ホップ 

1 企画 
９月３日（土） Be Myself Project 

女性のための ONE DAY エンパワメント 

講座 

【書道×コーチング講座】 

自己内省と気持ちの整え方 

【仕事と社会貢献講座】 

自分の仕事と社会貢献の繋がりを知る 

【マインドフルネス講座】 

自分らしく生きるためのヨガと瞑想 

延

43 

ステップ 

３企画 

６月 12 日（日） 

９月 11 日（日） 

12月 11 日（日） 

２月 12 日（日） 

性のお喋り 

メディア 

「はちろく」 

【第１回】 大人の性教育～10 代の頃

に知りたかったことを話そう～ 

【第２回】 大人の性教育・第２弾～こ

れからのわたしたちの性教育～ 

【第３回】 今、知りたい、体のこと性

のこと 

【第４回】 失敗談を踏まえ、未来に伝

えたいこと 

延

59 

10 月 29 日（土） 

11 月 26 日（土） 

認定 NPO プラチナ

美容塾 

『生きづらさを抱えているあなたへ』～漢

方、アロマ、カラーで癒す～ 

【第１回】テーマ：“漢方とアロマで癒

す” 

【第２回】テーマ：“漢方とパーソナル

カラーで癒す” 

延

45 

11 月 13 日（日） 
みなと BOUSAI 

プログラム 

みなとマンション防災シンポジウム 2022 

・マンション防災について、女性も参

加しやすい柔軟性のある組織の必要性 

・実効的なマンションの防災対策 

・管理組合と自治会で日常の交流を盛

んに行っているリムザのマンション防

災 

21 
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ジャンプ 

１企画 

展示 

７月２日（土）

～ 

７月14日（木） 

 

トークイベント 

７月９日（土） 

特定非営利活動法

人フォトボイス・

プロジェクト 

展示（写真展） 

・避難、さまざまな喪失、女性の働き、

ジェンダー平等、除染を考える、防災

と安全など多岐にわたるテーマに沿っ

て約 40 点の写真と「声」を展示した。 

 

トークイベント 

・複数の被災した女性（写真の撮影者）

が問題提起をするとともに、防災や災

害・復興時の男女平等参画推進、風化

予防についてのトークショー 

24 

 

（５）交流促進事業（区民・団体・区・指定管理者） 

ア 男女平等参画センター運営協議会 

男女平等参画センターの事業、施設運営、広報等について、利用者と区及び指定管理   

者の三者で、意見交換、情報提供及び協議を行っています。 

毎月１回（木曜日開催） 計 12 回  

 

イ 利用者懇談会 

男女平等参画センターの施設管理、事業運営に関する報告や意見交換を行うほか、利用

者に男女平等に関する情報提供や知識の習得・交流を図ることを目的に年２回開催してい

ます。 

 

〔令和４年度〕 

 日 時 参加人数 

第１回 

５ 月 27 日（金）午後６時 30 分～８時 

延 65 ５ 月 28 日（土）午前 10 時 30 分～12 時 

５ 月 28 日（土）午後２時～３時 30 分（オンライン） 

第２回 

10 月 14 日（金）午後６時 30 分～８時 

延 60 10 月 15 日（土）午前 10 時 30 分～12 時 

10 月 15 日（土）午後２時～３時 30 分（オンライン） 

 

ウ 第 42 回男女平等参画フェスタ in リーブラ 2022     参加者数：延 1,013 人 

令和４年６月 25 日（土）午前 10 時～午後６時 

令和４年６月 26 日（日）午前 10 時～午後３時 30 分 

男女平等参画推進の拠点施設としての認知度の向上と、リーブラの実施事業や利用団体

の活動内容の紹介・活動成果の発表の機会として開催しました。 

【参加者数内訳 女性：677 人、男性：162 人、無回答 174 人】 

出展団体数：44 団体（展示部：19、料理部：２、ステージ部：21） 

講演会：「自分で道を切り拓くということ～未来を創るひとたちへのメッセージ～」 

【日時】令和４年６月 26 日（日）午後１時 30 分～午後３時 

【講師】里中 満智子氏（マンガ家） 

参加者：104 名（内訳：女性 62 名、男性 12 名、無回答 30 名） 
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24 
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延 60 10 月 15 日（土）午前 10 時 30 分～12 時 

10 月 15 日（土）午後２時～３時 30 分（オンライン） 

 

ウ 第 42 回男女平等参画フェスタ in リーブラ 2022     参加者数：延 1,013 人 

令和４年６月 25 日（土）午前 10 時～午後６時 

令和４年６月 26 日（日）午前 10 時～午後３時 30 分 

男女平等参画推進の拠点施設としての認知度の向上と、リーブラの実施事業や利用団体

の活動内容の紹介・活動成果の発表の機会として開催しました。 

【参加者数内訳 女性：677 人、男性：162 人、無回答 174 人】 

出展団体数：44 団体（展示部：19、料理部：２、ステージ部：21） 

講演会：「自分で道を切り拓くということ～未来を創るひとたちへのメッセージ～」 

【日時】令和４年６月 26 日（日）午後１時 30 分～午後３時 

【講師】里中 満智子氏（マンガ家） 

参加者：104 名（内訳：女性 62 名、男性 12 名、無回答 30 名） 

 

 

エ 芝浦運河まつりでの区民との交流とアンケート調査 

日時 令和４年 10 月２日（日） 午前 10 時 ～ 午後４時 

会場 芝浦運河まつり会場 ＪＲ田町駅東口 新芝橋及び運河遊歩道一帯 

参加者数 アンケート調査（199 件回収） 

内容 リーブラの事業内容を掲載したパネル展示と職員による説明を行い開催講座のチ

ラシやマスコット・キャラクター「りぶら」が印刷された啓発品（不織布バッグ）

を配布し、アンケート調査を実施しました。 

 

 

オ みなと区民まつりでの区民との交流とアンケート調査 

日時 令和４年 10 月８日（土） 午前 10 時 ～ 午後４時 

令和４年 10 月９日（日） 午前 10 時 ～ 午後４時 

会場 みなと区民まつり会場 港区芝公園一帯 

参加者数 アンケート調査（332 件回収） 

内容 リーブラの事業内容を掲載したパネル展示と職員による説明、マスコット・キャ

ラクター「りぶら」のゆるキャラパレードへの参加を行いました。また、開催講

座のチラシやマスコット・キャラクター「りぶら」が印刷された啓発品（不織布

バッグ）を配布し、アンケート調査を実施しました。 

 

 

（６）情報提供事業 

 ア 図書資料室運営 

男女平等参画センター図書資料室では、男女平等参画に関する図書・行政資料・ＤＶＤ・ビ

デオなどの資料を収集・資料の貸出しを行っています。 

検索コーナーでは、検索用パソコンを２台設置し、インターネットで男女平等参画情報につ

いて閲覧することやセンター所蔵のＤＶＤ等を視聴することができます。また、Free Wi-Fi を

導入しており、自分のパソコンを持ち込んで、学習を行うことができます。 

 

年度 
図書資料蔵書数

（冊） 

図書貸出数

（冊） 

視聴コーナー 

利用者数（人） 

インターネット・Ｐ

Ｃ利用者数（人） 

30 16,190 32,398 ９ 1,873 

元 16,861 30,792 16 1,809 

２ 17,421 30,936 ― 662 

３ 18,158 43,236 １ 1,411 

４ 18,771 53,839 10 1,286 

 

イ 港区男女平等参画情報誌「OASIS」の発行（過去４年間） 

通巻号 発行月 特 集 記 事 

令和元年度 

第 61 号 令和 元年 ６月 ファミリー・バイオレンス 

第 62 号 令和 元年 10 月 持続可能なまちづくり 

第 63 号 令和 ２年 １月 アイスランドの男女平等 

第 64 号 令和 ２年 ３月 本から学ぶ ジェンダー平等 

令和２年度 

第 65 号 令和 ２年 ７月 リーブラ 40 周年記念 

第 66 号 令和 ２年 10 月 新しい日常を男女平等参画の視点から考える 

第 67 号 令和 ２年 11 月 「家事＝いえのこと」は手伝うことではなく、一緒にやること 

第 68 号 令和 ３年 １月 ありのままの自分を大事にしよう 
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令和３年度 

第 69 号 令和 ３年 ６月 物語から学び、考える「ジェンダー平等」のかたち 

第 70 号 令和 ３年 ８月 ジェンダーの視点で考える、みんなを守るための防災 

第 71 号 令和 ３年 10 月 人権ってどういうもの？ 

第 72 号 令和 ４年 ２月 働くわたしのこころとからだ 

令和４年度 

第 73号 令和 ４年 ６月 戦争と平和をジェンダーから考える 

第 74 号 令和 ４年 ８月 With コロナ時代の料理とジェンダー 

第 75 号 令和 ４年 11 月 アルコール依存症と女性をめぐる課題 

第 76 号 令和 ５年 ２月 世界の映画から考えるジェンダー・セクシュアリティ 

特集号 令和 ５年 ３月 大人も知りたい、今どきの性教育 

 

ウ クラブＬ（メールマガジン） 

月３回を基本に、講座情報、休館日、相談室・心のサポートルームの開室状況などを中

心とした情報を発信しました。 

   平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度  

会員数（人） 661 485 523 583 639 

   

エ リーブラホームページ  

令和４年 11 月 16 日に、ホームページのリニューアルを実施しました。スマートフォンやタ

ブレット等のウェブブラウザに応じて画面サイズを表示対応しました。 

  平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

セッション数（人） 62,935 25,772 40,458 48,007 50,284 

ページビュー（回） 330,152 67,696 204,874 227,762 204,901 

         ※なお、令和元年度の数値は年度途中からの集計によるものです。 

 

オ SNS 

Twitter（ツイッター）、Facebook（フェイスブック）、Instagram（インスタグラム）

の３つの SNS を活用した情報発信を行っています。 

SNS URL 
令和２年度 

フォロワー数 

令和３年度 

フォロワー数 

令和４年度 

フォロワー数 

Twitter https://twitter.com/LIBRAMINATO 267 402 546 

Facebook 
https://www.facebook.com/librami

nato/ 

292 691 786 

Instagram 
https://www.instagram.com/libram

inato/ 

104 149 214 

 

 

カ 展示・啓発 

館内の掲示板や交流コーナーなどを使用して、男女平等参画に関する情報の発信や 

展示を通じて意識啓発を行っています。 
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カ 展示・啓発 

館内の掲示板や交流コーナーなどを使用して、男女平等参画に関する情報の発信や 

展示を通じて意識啓発を行っています。 

 

 

 

【館内掲示】 

①女性に対する暴力をなくす運動特別展示 

・パネル展示 

・女性に対する暴力をなくす運動関連図書、資料展示 

・相談機関リーフレット配架 

 

年度 開催期間 展示内容 

30 11 月 12 日（月）～30 日（金） 
「女性に対する暴力をなくすためのパネル

展～気づくことから始めよう～」 

元 11月25日（月）～12月１日（日） 
「女性に対する暴力をなくすためのパネル

展～暴力を許さない地域づくり～」 

２ 
11 月 23 日（月・祝）～ 

12 月４日（金） 

「女性に対する暴力をなくすためのパネル

展～デート DV・性的同意のことを知ろう～」 

３ 11 月 19 日（金）～25 日（木） 
リーブラパープルリボン運動 2021 

「心に響かせるＤＶ根絶パネル」展 

４ 11 月 12 日（土）～25 日（金） 

リーブラパープルリボン運動 2022 

「わたしたちは性犯罪・性暴力を許さない」

パネル展 

 

②その他 

〔令和４年度〕 

期間 展示・掲示内容 

４月～３月末 

男女平等参画条例および、第４次男女平等参画行動計画の概要について

掲示。また内閣府作成の成年年齢改定に伴う性犯罪抑止の啓発ビジュア

ルや女性の政治参画に関するポスターを掲示した。その他、内閣府ＤＶ

相談ナビカード、警視庁犯罪被害者支援ポケットカード、東京いのちの

電話リーフレットや性暴力救援センターのカード等を設置。 

６月 23日（木）

～29 日（水） 

男女共同参画週間に合わせ、内閣府作成の男女共同参画週間啓発ポス

ター「「あなたらしい」築く、「あたらしい」社会へ」を掲示した。 

11月12日（土）

～11 月末 

女性に対する暴力をなくす運動期間に内閣府作成の啓発ポスターや

リーフレットを印刷し掲示・配架。 

４月～３月末 講座チラシ、東京都や港区のリーフレット類をまとめて掲示。 

 

キ シアター・リーブラ（年６回：延 301 人） 

リーブラホールの活用と図書資料室所蔵用として購入するＤＶＤなどの映像資料のうち

上映権付きの作品について区民が鑑賞する機会を提供し、男女平等参画や人権尊重等につ

ながるテーマへの理解を深めることを目的としています。 

 

〔令和４年度〕 

開催日 上映作品 来場者数 

５月５日（木・祝） カランコエの花 42 

７月16日（土） ひまわり 89 

10月１日（土） マイ・ブックショップ 52 
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12月 21 日（水） タレンタイム 優しい歌 32 

２月 25 日（土） 主婦の学校 43 

３月 10 日（金） リトル・ガール 43 

   

 

 

（７）その他事業  

  ア 保育室開放 

保育室の利用促進を目的に未就学児童とその保護者が保育室を利用できるよう、感染症

対策を引き続き行いながら週２回の保育開放を行いました。 

日 時：原則、平日月曜日、午後２時～午後５時 

木曜日、午前 10 時～12 時 

対 象：未就学児の子どもとその保護者 

定 員：10 人 

         

年 75 回開催 利用者数合計 136 人 

 

●絵本の森 

新型コロナウイルス感染拡大防止を考慮して、多目的室開催とオンデマンド配信を行い

ました。 

     内 容：絵本の読み聞かせ、手遊び歌など会場開催とオンデマンド配信 

日 時：原則、奇数月の最終月曜日午前 10 時～翌週月曜日午後５時まで配信 

講 師：元区内保育園園長・副園長 

     令和４年度 年６回（会場開催３回、オンデマンド配信３回） 延 219 人 

 

●みんなであそぼう！ 

新型コロナウイルス感染拡大防止を考慮して、オンデマンド配信を行いました。 

     内 容：絵本の読み聞かせ、手遊び歌などオンデマンド配信  

日 時：原則、偶数月の最終月曜日午前 10 時～翌週月曜日午後５時まで配信 

講 師：リーブラコーディネーター・保育士 

     令和４年度 年６回（会場開催３回、オンデマンド配信３回） 延 130 人 

     

   イ メディア掲載 

令和４年度は３件の取材申し込みがあり、ネット新聞、ネットＴＶに掲載、放映されま

した。 

 

 

（８）相談事業 

  「心のサポートルーム」リーブラ相談室を開設しています。 

    相談は、家族・仕事・生き方・働き方・人間関係・離婚・ＤＶ（ドメスティック・バイオ

レンス）・デート DV（交際相手からの暴力）・ハラスメントなどの内容を無料で受け付け

ています。 

ア 一般相談：電話・面接（予約制） 

相談日時：月～土曜日  午前 10 時～午後４時 

火・金曜日（夜間）午後６時～午後９時 

（日曜、年末年始、臨時休館日を除く） 
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ました。 
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     令和４年度 年６回（会場開催３回、オンデマンド配信３回） 延 219 人 

 

●みんなであそぼう！ 

新型コロナウイルス感染拡大防止を考慮して、オンデマンド配信を行いました。 

     内 容：絵本の読み聞かせ、手遊び歌などオンデマンド配信  

日 時：原則、偶数月の最終月曜日午前 10 時～翌週月曜日午後５時まで配信 

講 師：リーブラコーディネーター・保育士 

     令和４年度 年６回（会場開催３回、オンデマンド配信３回） 延 130 人 

     

   イ メディア掲載 

令和４年度は３件の取材申し込みがあり、ネット新聞、ネットＴＶに掲載、放映されま

した。 

 

 

（８）相談事業 

  「心のサポートルーム」リーブラ相談室を開設しています。 

    相談は、家族・仕事・生き方・働き方・人間関係・離婚・ＤＶ（ドメスティック・バイオ

レンス）・デート DV（交際相手からの暴力）・ハラスメントなどの内容を無料で受け付け

ています。 

ア 一般相談：電話・面接（予約制） 

相談日時：月～土曜日  午前 10 時～午後４時 

火・金曜日（夜間）午後６時～午後９時 

（日曜、年末年始、臨時休館日を除く） 

 

                               （件） 

年度 人間関係 
自分自身の 

問題 
健康関係 その他 合計 

30 524 292 37 686 1,539 

元   480 326 48 709 1,563 

２   842 460 216 446 1,964 

３ 812 599 217 439 2,067 

４ 893 618 320 663 2,494 

 

 夫婦・家庭問題専門相談：面接（予約制） 

令和３年２月から、家庭内の不和に伴う様々な問題に応えるため、「夫婦・家族問題専 

門相談」を月１回、開設しています。 

 

年度 

相談者数（人） 相談内容（件） 

女性 男性 その他 離婚 ＤＶ 
親子・ 

親族関係 
合計 

４ 26 ２ ０ 19 ６ ３ 28 

 

イ 法律相談：面接（予約制） 

平成 24 年８月から弁護士による男女平等参画に関する法律相談を開設しています。 

令和２年 12 月から月２回に拡充しました。一般相談のカウンセラーが同席し、相談のサ

ポートも行っています。 

相 談 日：原則、第１木曜日及び第４水曜日 

 

年度 

相談者数（人） 相談内容（件） 

女性 男性 その他 離婚 ＤＶ 
親・子から

の暴力 
金銭 労働 その他 合計 

30 26 ９ ０ 10 １ ０ 14 ０ 10 35 

元 29 ３ ０ 13 ６ ０ ２ ２ ９ 32 

２ 28 ４ １ 18 ０ ３ ２ ３ ７ 33 

３ 31 ４ ０ 14 ４ ０ ８ ３ ６ 35 

４ 41 ５ ０ 22 ４ ０ ４ ６ 10 46 
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Ⅰ 令和４年度年次報告書の 

作成にあたって  

 

 

 



１ 男女平等参画行動計画と年次報告 

（１）計画の体系 

「第４次港区男女平等参画行動計画―みんなで進めよう 男女平等―」（以下「行動

計画」という。）は、港区男女平等参画条例第３条の７つの基本理念に則って、条例

の目標である男女平等参画社会の実現のために４つの目標を次のように定めていま

す。 

目標１ あらゆる場における男女平等参画を推進する 

目標２ ワーク・ライフ・バランスを推進する 

目標３ 人権の尊重と生涯を通じた健康を支援する 

目標４ 男女平等参画社会実現に向けた推進体制を充実する 

これらの目標を達成するために、18の課題を設け、それぞれに施策の方向を掲げ、

施策の実現のために 150の事業を定めました。その中で、男女平等参画社会の実現の

ために重点的に推進していく事業を【責任項目】と位置付けました。〔計画全体の体

系参照〕 

行動計画の期間は、令和３年度（2021年度）から令和８年度（2026年度）までの

６か年です。 

(２) 年次報告の作成の趣旨 

港区男女平等参画条例第 13条では、「区長は、行動計画に基づいた施策の実施状況

について、年一回報告書を作成し、これを公表するものとする。」とし、年次報告書

の作成・公表について規定しています。 

年次報告は、行動計画の計上事業の実施状況をまとめたものです。行動計画に関わ

る全ての事業について、各所管課が令和４年度目標及び令和４年度実施・進捗状況に

ついて記載しています。 

年次報告は、行政内部の判断資料とするだけではなく、積極的に公表し、区民、事

業者が男女平等参画への理解を深め、男女平等参画社会実現に向けた役割を共に担っ

ていくための共通の情報として活用していくものです。 

(３) 責任項目に位置付けた事業について 

責任項目に位置付けた事業は、港区男女平等参画条例第 15 条に規定する港区男女

平等参画推進会議（以下「推進会議」という。）による第三者評価の対象としていま

す。 
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【施策の方向】【課題】【目標】

１ 働く場における女性の活躍の促進

２ 政策・方針決定過程への女性の参画促進

３ 地域活動の場における男女平等参画の促進

４ 教育の場における男女平等参画の推進

５ 家庭や社会の慣行における男女平等参画の推進

６ 男女平等参画の視点に立った防災対策の充実

１ 事業者におけるワーク･ライフ･バランスの推進

２ 安心して子育てできる環境づくり

３ 仕事と介護の両立に向けた支援

４ 男性の家庭・地域への参加促進

１ 人権を尊重する意識の醸成と性別等による差別の根絶

２ 配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶

３ あらゆるメディアにおける人権の尊重

４ 生涯を通じた男女の健康支援

１ 拠点施設リーブラの充実

２ 区職員の男女平等参画の推進

３ 計画推進体制の充実

４ 区民・事業者・教育機関等との連携

１ 事業者における女性の活躍の促進 【責任項目１】

３ 女性の多様な働き方の実現に向けた支援

１ 審議会等委員への女性の参画拡大 【責任項目２】

１ 家庭における男女平等参画と社会の慣行の中立性の確保

１ ワーク・ライフ・バランスの理解促進 ２ 働き方改革に対応した職場環境の整備促進 【責任項目４】

２ あらゆる世代におけるハラスメントの予防と解決

４ 性別等による差別の根絶に向けた働きかけ【責任項目６】

２ 地域ぐるみの子育て・子育ち環境の支援・整備１ 保育環境の充実

３ ひとり親家庭への支援

１ 地域における男女平等参画促進 ２ バリアのない安全なまちづくりの推進

１ 幼少期からの男女平等参画の推進 ２ 生涯学習における男女平等参画の推進

１ 防災分野における男女平等参画の推進 【責任項目３】

１ 高齢者・障害者の自立支援 ２ 在宅介護を担う男女に対する支援の充実 【責任項目５】

１ 男性の働き方の見直しの促進

１ あらゆる暴力を防止するための意識啓発・情報提供

３ 港区子ども家庭総合支援センターの整備

１ メディア等における性別による差別解消への働きかけ

１ 区民に親しまれる施設としての機能の充実 【責任項目８】

１ 庁内における女性活躍の推進

１ 計画の進行・管理

３ 組織の連携

１ 区民・事業者・教育機関等との連携

２ 男女平等参画センター（リーブラ）の事業の充実

２ 区職員のワーク・ライフ・バランスの実現

２ 男女平等参画に関する広報・啓発の充実

２ 国・東京都・他自治体との連携

２ メディア・リテラシー及びソーシャルメディアにおける情報モラルの育成

2 互いの性や健康に関する理解の促進１ 年代に応じた男女の健康づくりの支援

３ 女性の生涯を通じた健康支援

２ 互いの性や健康に関する理解の促進

２ 女性のエンパワーメント支援

２ 在勤者への働きかけ

１ 暴力防止教育と啓発 【責任項目７】

３ 被害者を安全に保護する体制の整備

５ 子どものケア体制の充実

２ 早期発見体制の充実と相談機能の強化

４ 被害者の自立・生活再建を支援する体制の整備

６ 相談から自立までの切れ目のない支援を支える体制の強化

内は港区における「女性の職業生活における活躍の推進に関する施策についての計画」（市町村推進計画）

内は港区における「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に関する基本的な計画」

（市町村基本計画）

あらゆる場における

男女平等参画を推進

する

１

ワーク・ライフ・バラ

ンスを推進する

２

人権の尊重と生涯を

通じた健康を支援

する

３

男女平等参画社会

実現に向けた推進

体制を充実する

４

２ 男性の家庭・地域への参加のための支援

42

音声

コード

７ 計画の体系

目標 課題

１働く場における女性の活躍の促進

１

あらゆる場における

男女平等参画を推進

する

２

ワーク・ライフ・バラ

ンスを推進する

３

人権の尊重と生涯を通

じた健康を支援する

４

男女平等参画社会実現

に向けた推進体制を充

実する

２政策・方針決定過程への女性の参画促進

３地域活動の場における男女平等参画の促進

４教育の場における男女平等参画の推進

５家庭や社会の慣行における男女平等参画の推進

６男女平等参画の視点に立った防災対策の充実

１事業者におけるワーク･ライフ･バランスの推進

２安心して子育てできる環境づくり

３仕事と介護の両立に向けた支援

４男性の家庭・地域への参加促進

１人権を尊重する意識の醸成と性別等による差別の根絶

２配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶

３あらゆるメディアにおける人権の尊重

４生涯を通じた男女の健康支援

１拠点施設リーブラの充実

３計画推進体制の充実

４区民・事業者・教育機関等との連携

２区職員の男女平等参画の推進

７ 計画の体系

目標 課題

１働く場における女性の活躍の促進

１

あらゆる場における

男女平等参画を推進

する

２

ワーク・ライフ・バラ

ンスを推進する

３

人権の尊重と生涯を通

じた健康を支援する

４

男女平等参画社会実現

に向けた推進体制を充

実する

２政策・方針決定過程への女性の参画促進

３地域活動の場における男女平等参画の促進

４教育の場における男女平等参画の推進

５家庭や社会の慣行における男女平等参画の推進

６男女平等参画の視点に立った防災対策の充実

１事業者におけるワーク･ライフ･バランスの推進

２安心して子育てできる環境づくり

３仕事と介護の両立に向けた支援

４男性の家庭・地域への参加促進

１人権を尊重する意識の醸成と性別等による差別の根絶

２配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶

３あらゆるメディアにおける人権の尊重

４生涯を通じた男女の健康支援

１拠点施設リーブラの充実

３計画推進体制の充実

４区民・事業者・教育機関等との連携

２区職員の男女平等参画の推進

− 54 −



【施策の方向】【課題】【目標】

１ 働く場における女性の活躍の促進

２ 政策・方針決定過程への女性の参画促進

３ 地域活動の場における男女平等参画の促進

４ 教育の場における男女平等参画の推進

５ 家庭や社会の慣行における男女平等参画の推進

６ 男女平等参画の視点に立った防災対策の充実

１ 事業者におけるワーク･ライフ･バランスの推進

２ 安心して子育てできる環境づくり

３ 仕事と介護の両立に向けた支援

４ 男性の家庭・地域への参加促進

１ 人権を尊重する意識の醸成と性別等による差別の根絶

２ 配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶

３ あらゆるメディアにおける人権の尊重

４ 生涯を通じた男女の健康支援

１ 拠点施設リーブラの充実

２ 区職員の男女平等参画の推進

３ 計画推進体制の充実

４ 区民・事業者・教育機関等との連携

１ 事業者における女性の活躍の促進 【責任項目１】

３ 女性の多様な働き方の実現に向けた支援

１ 審議会等委員への女性の参画拡大 【責任項目２】

１ 家庭における男女平等参画と社会の慣行の中立性の確保

１ ワーク・ライフ・バランスの理解促進 ２ 働き方改革に対応した職場環境の整備促進 【責任項目４】

２ あらゆる世代におけるハラスメントの予防と解決

４ 性別等による差別の根絶に向けた働きかけ【責任項目６】

２ 地域ぐるみの子育て・子育ち環境の支援・整備１ 保育環境の充実

３ ひとり親家庭への支援

１ 地域における男女平等参画促進 ２ バリアのない安全なまちづくりの推進

１ 幼少期からの男女平等参画の推進 ２ 生涯学習における男女平等参画の推進

１ 防災分野における男女平等参画の推進 【責任項目３】

１ 高齢者・障害者の自立支援 ２ 在宅介護を担う男女に対する支援の充実 【責任項目５】

１ 男性の働き方の見直しの促進

１ あらゆる暴力を防止するための意識啓発・情報提供

３ 港区子ども家庭総合支援センターの整備

１ メディア等における性別による差別解消への働きかけ

１ 区民に親しまれる施設としての機能の充実 【責任項目８】

１ 庁内における女性活躍の推進

１ 計画の進行・管理

３ 組織の連携

１ 区民・事業者・教育機関等との連携

２ 男女平等参画センター（リーブラ）の事業の充実

２ 区職員のワーク・ライフ・バランスの実現

２ 男女平等参画に関する広報・啓発の充実

２ 国・東京都・他自治体との連携

２ メディア・リテラシー及びソーシャルメディアにおける情報モラルの育成

2 互いの性や健康に関する理解の促進１ 年代に応じた男女の健康づくりの支援

３ 女性の生涯を通じた健康支援

２ 互いの性や健康に関する理解の促進

２ 女性のエンパワーメント支援

２ 在勤者への働きかけ

１ 暴力防止教育と啓発 【責任項目７】

３ 被害者を安全に保護する体制の整備

５ 子どものケア体制の充実

２ 早期発見体制の充実と相談機能の強化

４ 被害者の自立・生活再建を支援する体制の整備

６ 相談から自立までの切れ目のない支援を支える体制の強化

内は港区における「女性の職業生活における活躍の推進に関する施策についての計画」（市町村推進計画）

内は港区における「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に関する基本的な計画」

（市町村基本計画）

あらゆる場における

男女平等参画を推進

する

１

ワーク・ライフ・バラ

ンスを推進する

２

人権の尊重と生涯を

通じた健康を支援

する

３

男女平等参画社会

実現に向けた推進

体制を充実する

４

２ 男性の家庭・地域への参加のための支援
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音声

コード

７ 計画の体系

目標 課題

１働く場における女性の活躍の促進

１

あらゆる場における

男女平等参画を推進

する

２

ワーク・ライフ・バラ

ンスを推進する

３

人権の尊重と生涯を通

じた健康を支援する

４

男女平等参画社会実現

に向けた推進体制を充

実する

２政策・方針決定過程への女性の参画促進

３地域活動の場における男女平等参画の促進

４教育の場における男女平等参画の推進

５家庭や社会の慣行における男女平等参画の推進

６男女平等参画の視点に立った防災対策の充実

１事業者におけるワーク･ライフ･バランスの推進

２安心して子育てできる環境づくり

３仕事と介護の両立に向けた支援

４男性の家庭・地域への参加促進

１人権を尊重する意識の醸成と性別等による差別の根絶

２配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶

３あらゆるメディアにおける人権の尊重

４生涯を通じた男女の健康支援

１拠点施設リーブラの充実

３計画推進体制の充実

４区民・事業者・教育機関等との連携

２区職員の男女平等参画の推進

７ 計画の体系

目標 課題

１働く場における女性の活躍の促進

１

あらゆる場における

男女平等参画を推進

する

２

ワーク・ライフ・バラ

ンスを推進する

３

人権の尊重と生涯を通

じた健康を支援する

４

男女平等参画社会実現

に向けた推進体制を充

実する

２政策・方針決定過程への女性の参画促進

３地域活動の場における男女平等参画の促進

４教育の場における男女平等参画の推進

５家庭や社会の慣行における男女平等参画の推進

６男女平等参画の視点に立った防災対策の充実

１事業者におけるワーク･ライフ･バランスの推進

２安心して子育てできる環境づくり

３仕事と介護の両立に向けた支援

４男性の家庭・地域への参加促進

１人権を尊重する意識の醸成と性別等による差別の根絶

２配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶

３あらゆるメディアにおける人権の尊重

４生涯を通じた男女の健康支援

１拠点施設リーブラの充実

３計画推進体制の充実

４区民・事業者・教育機関等との連携

２区職員の男女平等参画の推進
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１ 計画の性格・位置付け

この計画は、次のような位置付けの計画です。

○「港区男女平等参画条例」第 12 条第１項に規定すると同時に、「男女共同参画社

会基本法」第 14条第３項に規定する、市町村男女共同参画計画として位置付ける

行動計画です。

○「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」第２条の３第３項

に規定する、港区における「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための

施策の実施に関する基本的な計画」（市町村基本計画）に相当するものです。

○「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」第６条第２項に規定する、

港区における「女性の職業生活における活躍の推進に関する施策についての計画」

（市町村推進計画）に相当するものです。

○「港区基本構想」及び「港区基本計画」を踏まえるとともに、関連する分野別計

画との整合性を図り策定する計画です。

○「第３次港区男女平等参画行動計画―広げよう 男女平等―（平成 27年度～32年

度（2015～2020年度））」を継承し、さらに発展させる計画です。

■ 計画の位置付け

男女共同参画社会

基本法

港区基本構想 港区基本計画

第５次男女共同

参画基本計画

配偶者からの暴力の防止

及び被害者の保護等に

関する法律

東京都男女平等参

画推進総合計画

第
四
次
港
区
男
女
平
等
参
画
行
動
計
画

 

港区地域保健福祉計画

港区子ども・子育て支援事業計画

港区障害者計画・第６期港区障害福祉

計画（第２期港区障害児福祉計画）

港区学校教育推進計画

第４次港区産業振興プラン

その他関連計画

港区高齢者保健福祉計画

（第８期介護保険事業計画）

【施策の方向】【課題】【目標】

１ 働く場における女性の活躍の促進

２ 政策・方針決定過程への女性の参画促進

３ 地域活動の場における男女平等参画の促進

４ 教育の場における男女平等参画の推進

５ 家庭や社会の慣行における男女平等参画の推進

６ 男女平等参画の視点に立った防災対策の充実

１ 事業者におけるワーク･ライフ･バランスの推進

２ 安心して子育てできる環境づくり

３ 仕事と介護の両立に向けた支援

４ 男性の家庭・地域への参加促進

１ 人権を尊重する意識の醸成と性別等による差別の根絶

２ 配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶

３ あらゆるメディアにおける人権の尊重

４ 生涯を通じた男女の健康支援

１ 拠点施設リーブラの充実

２ 区職員の男女平等参画の推進

３ 計画推進体制の充実

４ 区民・事業者・教育機関等との連携

１ 事業者における女性の活躍の促進 【責任項目１】

３ 女性の多様な働き方の実現に向けた支援

１ 審議会等委員への女性の参画拡大 【責任項目２】

１ 家庭における男女平等参画と社会の慣行の中立性の確保

１ ワーク・ライフ・バランスの理解促進 ２ 働き方改革に対応した職場環境の整備促進 【責任項目４】

２ あらゆる世代におけるハラスメントの予防と解決

４ 性別等による差別の根絶に向けた働きかけ【責任項目６】

２ 地域ぐるみの子育て・子育ち環境の支援・整備１ 保育環境の充実

３ ひとり親家庭への支援

１ 地域における男女平等参画促進 ２ バリアのない安全なまちづくりの推進

１ 幼少期からの男女平等参画の推進 ２ 生涯学習における男女平等参画の推進

１ 防災分野における男女平等参画の推進 【責任項目３】

１ 高齢者・障害者の自立支援 ２ 在宅介護を担う男女に対する支援の充実 【責任項目５】

１ 男性の働き方の見直しの促進

１ あらゆる暴力を防止するための意識啓発・情報提供

３ 港区子ども家庭総合支援センターの整備

１ メディア等における性別による差別解消への働きかけ

１ 区民に親しまれる施設としての機能の充実 【責任項目８】

１ 庁内における女性活躍の推進

１ 計画の進行・管理

３ 組織の連携

１ 区民・事業者・教育機関等との連携

２ 男女平等参画センター（リーブラ）の事業の充実

２ 区職員のワーク・ライフ・バランスの実現

２ 男女平等参画に関する広報・啓発の充実

２ 国・東京都・他自治体との連携

２ メディア・リテラシー及びソーシャルメディアにおける情報モラルの育成

2 互いの性や健康に関する理解の促進１ 年代に応じた男女の健康づくりの支援

３ 女性の生涯を通じた健康支援

２ 互いの性や健康に関する理解の促進

２ 女性のエンパワーメント支援

２ 在勤者への働きかけ

１ 暴力防止教育と啓発 【責任項目７】

３ 被害者を安全に保護する体制の整備

５ 子どものケア体制の充実

２ 早期発見体制の充実と相談機能の強化

４ 被害者の自立・生活再建を支援する体制の整備

６ 相談から自立までの切れ目のない支援を支える体制の強化

内は港区における「女性の職業生活における活躍の推進に関する施策についての計画」（市町村推進計画）

内は港区における「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に関する基本的な計画」

（市町村基本計画）

あらゆる場における

男女平等参画を推進

する

１

ワーク・ライフ・バラ

ンスを推進する

２

人権の尊重と生涯を

通じた健康を支援

する

３

男女平等参画社会

実現に向けた推進

体制を充実する

４

２ 男性の家庭・地域への参加のための支援
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音声

コード

７ 計画の体系

目標 課題

１働く場における女性の活躍の促進

１

あらゆる場における

男女平等参画を推進

する

２

ワーク・ライフ・バラ

ンスを推進する

３

人権の尊重と生涯を通

じた健康を支援する

４

男女平等参画社会実現

に向けた推進体制を充

実する

２政策・方針決定過程への女性の参画促進

３地域活動の場における男女平等参画の促進

４教育の場における男女平等参画の推進

５家庭や社会の慣行における男女平等参画の推進

６男女平等参画の視点に立った防災対策の充実

１事業者におけるワーク･ライフ･バランスの推進

２安心して子育てできる環境づくり

３仕事と介護の両立に向けた支援

４男性の家庭・地域への参加促進

１人権を尊重する意識の醸成と性別等による差別の根絶

２配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶

３あらゆるメディアにおける人権の尊重

４生涯を通じた男女の健康支援

１拠点施設リーブラの充実

３計画推進体制の充実

４区民・事業者・教育機関等との連携

２区職員の男女平等参画の推進
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７ 計画の体系

目標 課題

１働く場における女性の活躍の促進

１

あらゆる場における

男女平等参画を推進

する

２

ワーク・ライフ・バラ

ンスを推進する

３

人権の尊重と生涯を通

じた健康を支援する

４

男女平等参画社会実現

に向けた推進体制を充

実する

２政策・方針決定過程への女性の参画促進

３地域活動の場における男女平等参画の促進

４教育の場における男女平等参画の推進

５家庭や社会の慣行における男女平等参画の推進

６男女平等参画の視点に立った防災対策の充実

１事業者におけるワーク･ライフ･バランスの推進

２安心して子育てできる環境づくり

３仕事と介護の両立に向けた支援

４男性の家庭・地域への参加促進

１人権を尊重する意識の醸成と性別等による差別の根絶

２配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶

３あらゆるメディアにおける人権の尊重

４生涯を通じた男女の健康支援

１拠点施設リーブラの充実

３計画推進体制の充実

４区民・事業者・教育機関等との連携

２区職員の男女平等参画の推進
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施策の方向

１ 事業者における女性の活躍の促進【責任項目１】 ２ 在勤者への働きかけ

３ 女性の多様な働き方の実現に向けた支援

１ 審議会等委員への女性の参画拡大【責任項目２】 ２ 女性のエンパワーメント支援

１ 地域における男女平等参画促進 ２ バリアのない安全なまちづくりの推進

１ 幼少期からの男女平等参画の推進 ２ 生涯学習における男女平等参画の推進

１ 家庭における男女平等参画と社会の慣行の中立性の確保

１ 防災分野における男女平等参画の推進【責任項目３】

１ 保育環境の充実 ２ 地域ぐるみの子育て・子育ち環境の支援・整備

３ ひとり親家庭への支援

１ 高齢者・障害者の自立支援 ２ 在宅介護を担う男女に対する支援の充実【責任項目５】

１ 男性の働き方の見直しの促進 ２ 男性の家庭・地域への参加のための支援

１ ワーク・ライフ・バランスの理解促進 ２ 働き方改革に対応した職場環境の整備促進【責任項目４】

１ あらゆる暴力を防止するための意識啓発・情報提供 ２ あらゆる世代におけるハラスメントの予防と解決

３ 港区子ども家庭総合支援センターの整備 ４ 性別等による差別の根絶に向けた働きかけ【責任項目６】

１ 年代に応じた男女の健康づくりの支援 ２ 互いの性や健康に関する理解の促進

３ 女性の生涯を通じた健康支援

１ 計画の進行・管理 ２ 男女平等参画に関する広報・啓発の充実

３ 組織の連携

１ メディア等における性別による差別解消への働きかけ ２ メディア・リテラシー及びソーシャルメディアにおける情報モラルの育成

１ 庁内における女性活躍の推進 ２ 区職員のワーク・ライフ・バランスの実現

１ 区民・事業者・教育機関等との連携 ２ 国・東京都・他自治体との連携

１ 区民に親しまれる施設としての機能の充実【責任項目８】 ２ 男女平等参画センター（リーブラ）の事業の充実

内は港区における「女性の職業生活における活躍の推進に関する施策についての計画」（市町村推進計画）

内は港区における「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に関する基本的な計画」

（市町村基本計画）

１ 暴力防止教育と啓発【責任項目７】 ２ 早期発見体制の充実と相談機能の強化
３ 被害者を安全に保護する体制の整備 ４ 被害者の自立・生活再建を支援する体制の整備
５ 子どものケア体制の充実 ６ 相談から自立までの切れ目のない支援を支える体制の強化

施策の方向

１ 事業者における女性の活躍の促進【責任項目１】 ２ 在勤者への働きかけ

３ 女性の多様な働き方の実現に向けた支援

１ 審議会等委員への女性の参画拡大【責任項目２】 ２ 女性のエンパワーメント支援

１ 地域における男女平等参画促進 ２ バリアのない安全なまちづくりの推進

１ 幼少期からの男女平等参画の推進 ２ 生涯学習における男女平等参画の推進

１ 家庭における男女平等参画と社会の慣行の中立性の確保

１ 防災分野における男女平等参画の推進【責任項目３】

１ 保育環境の充実 ２ 地域ぐるみの子育て・子育ち環境の支援・整備

３ ひとり親家庭への支援

１ 高齢者・障害者の自立支援 ２ 在宅介護を担う男女に対する支援の充実【責任項目５】

１ 男性の働き方の見直しの促進 ２ 男性の家庭・地域への参加のための支援

１ ワーク・ライフ・バランスの理解促進 ２ 働き方改革に対応した職場環境の整備促進【責任項目４】

１ あらゆる暴力を防止するための意識啓発・情報提供 ２ あらゆる世代におけるハラスメントの予防と解決

３ 港区子ども家庭総合支援センターの整備 ４ 性別等による差別の根絶に向けた働きかけ【責任項目６】

１ 年代に応じた男女の健康づくりの支援 ２ 互いの性や健康に関する理解の促進

３ 女性の生涯を通じた健康支援

１ 計画の進行・管理 ２ 男女平等参画に関する広報・啓発の充実

３ 組織の連携

１ メディア等における性別による差別解消への働きかけ ２ メディア・リテラシー及びソーシャルメディアにおける情報モラルの育成

１ 庁内における女性活躍の推進 ２ 区職員のワーク・ライフ・バランスの実現

１ 区民・事業者・教育機関等との連携 ２ 国・東京都・他自治体との連携

１ 区民に親しまれる施設としての機能の充実【責任項目８】 ２ 男女平等参画センター（リーブラ）の事業の充実

内は港区における「女性の職業生活における活躍の推進に関する施策についての計画」（市町村推進計画）

内は港区における「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に関する基本的な計画」

（市町村基本計画）

１ 暴力防止教育と啓発【責任項目７】 ２ 早期発見体制の充実と相談機能の強化
３ 被害者を安全に保護する体制の整備 ４ 被害者の自立・生活再建を支援する体制の整備
５ 子どものケア体制の充実 ６ 相談から自立までの切れ目のない支援を支える体制の強化
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Ⅱ 令 和 ４ 年 度 男 女 平 等 参 画 

行動計画事業実績  

 

 

 



第
４

次
港

区
男

女
平

等
参

画
行

動
計

画
（

Ｒ
３

～
Ｒ

８
）

　
令

和
４

年
度

事
業

実
績

・
進

捗
状

況
調

査

1 1

1 1

1 1

11

1 1

11

新
規

認
定

5
社

、
更

新
企

業
1
4
社

、
継

続
企

業
4
7
社

新
規

認
定

1
1
社

、
更

新
企

業
８
社

、
継

続
企

業
４
７
社

区
内
1
,3

3
6
社
の
事
業
者
に
ワ
ー
ク
・ラ

イ
フ
・バ

ラ
ン
ス
推

進
企

業
認

定
事

業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送

付
し
、
仕

事
と
家

庭
の
両

立
や
男

女
が
共

に
働

き
や
す

い
職

場
づ
く
り
の
た
め
の
働

き
か
け
を
行

う
と
と
も
に
、
育

児
や
介

護
等

と
仕

事
の
両

立
の
た
め
の
職

場
環

境
整

備
に
つ
い
て
積

極
的

に
取

り
組

ん
で
い
る
事

業
主

を
評

価
し
、
そ
の
取

組
事

例
を
広

く
紹

介
し
ま
し
た
。

新
規

認
定

1
4
社

　
更

新
企

業
1
1
社

　
継

続
企

業
5
5
社

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

区
、
東

京
商

工
会

議
所

、
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

、
産

業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
、
み
な
と
ぴ
っ
く
の
登

録
事

業
者

向
け
冊

子
に
募

集
案

内
記

事
を
掲

載
。
ま
た
、
区

内
企

業
に
対

し
て
、
各

種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送

付
及

び
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
品

川
等

の
窓

口
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

布
し
、
よ
り
多

く
の
企

業
に
港

区
ワ
ー
ク
･
ラ
イ
フ
･
バ
ラ
ン
ス
推

進
企

業
認

定
制

度
の
周

知
に
つ
い
て
働

き
か
け

を
し
た
こ
と
で
、
新

規
申

請
企

業
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

・区
内
中
小
企
業
1
,3

3
6
社
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
送

付
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

A
A

A

掲
載

ペ
ー

ジ
51

担
当

課
産

業
振

興
課

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1

ワ
ー

ク
･
ラ

イ
フ

･
バ

ラ
ン

ス
推

進
企

業
認

定
制

度
の

推
進

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

子
育

て
、

地
域

活
動

、
介

護
、

働
き

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

の
各

分
野

で
ワ

ー
ク

･
ラ

イ
フ

･
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

中
小

企
業

を
認

定
し

ま
す

。
認

定
企

業
は

、
区

広
報

紙
や

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
、

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
等

で
紹

介
し

、
ワ

ー
ク

･
ラ

イ
フ

･
バ

ラ
ン

ス
の

取
組

に
積

極
的

な
企

業
で

あ
る

こ
と
を

広
く

Ｐ
Ｒ

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
事事

業業
者者

にに
おお

けけ
るる

女女
性性

のの
活活

躍躍
のの

促促
進進

【【
責責

任任
項項

目目
１１

】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
品

川
の
協

力
も
得

て
、
区

の
入

札
参

加
資

格
を
も
つ
事

業
者

の
他

、
区

内
の
事

業
所

に
対

し
港

区
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
企

業
認

定
事

業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送

付
す
る
な
ど
男

女
平

等
参

画
推

進
に
向

け
た
働

き
か
け
を
行

い
ま
す
。

区
内
1
,3

3
6
社
の
事
業
者
に
ワ
ー
ク
・ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
企

業
認

定
事

業
、
仕

事
と
家

庭
の
両

立
支

援
事

業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
送

付
の
ほ
か
、
広

報
紙

や
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周

知
も
併

せ
て
、
仕

事
と
家

庭
の
両

立
や
男

女
が
共

に
働

き
や
す
い
職

場
づ
く
り
の
た
め
の
働

き
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

区
の
入

札
参

加
資

格
を
も
つ
事

業
者

及
び
そ
の
他

の
区

内
の
事

業
所

に
対

し
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
等

を
通

じ
て
周

知
を
行

う
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
・ラ

イ
フ
・バ

ラ
ン
ス
推

進
企

業
認

定
事

業
及

び
仕

事
と
家

庭
の
両

立
支

援
事

業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
送

付
を
行

い
ま
す
。

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

価
格

以
外

の
項

目
を

評
価

す
る

特
別

簡
易

型
総

合
評

価
方

式
に

よ
る

工
事

及
び

業
務

委
託

の
入

札
や

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

に
よ

る
選

考
の

際
、

ワ
ー

ク
･
ラ

イ
フ

･
バ
ラ

ン
ス

推
進

企
業

に
認

定
さ

れ
て

い
る

企
業

を
加

点
対

象
と

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
事事

業業
者者

にに
おお

けけ
るる

女女
性性

のの
活活

躍躍
のの

促促
進進

【【
責責

任任
項項

目目
１１

】】

掲
載

ペ
ー

ジ
52

新
た
に
工

事
の
特

別
簡

易
型

総
合

評
価

方
式

に
つ
い
て
、
女

性
活

躍
の
評

価
項

目
を
加

え
、
入

札
参

加
事

業
者

に
女

性
活

躍
に
係

る
取

組
の
推

進
を

促
進

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

Ａ
A

A

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
区

と
の

契
約

希
望

事
業

者
に

対
す

る
働

き
か

け

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

　

掲
載

ペ
ー

ジ
52

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

価
格

以
外

の
項

目
を

評
価

す
る

特
別

簡
易

型
総

合
評

価
方

式
に

よ
る

工
事

及
び

業
務

委
託

の
入

札
や

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

に
よ

る
選

考
の

際
、

ワ
ー

ク
･
ラ

イ
フ

･
バ
ラ

ン
ス

推
進

企
業

に
認

定
さ

れ
て

い
る

企
業

を
加

点
対

象
と

し
ま

す
。

施
策

の
方

向

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
2

区
と

の
契

約
希

望
事

業
者

に
対

す
る

働
き

か
け

事事
業業

者者
にに

おお
けけ

るる
女女

性性
のの

活活
躍躍

のの
促促

進進
【【

責責
任任

項項
目目

１１
】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

担
当

課
契

約
管

財
課

A
A

A

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
入

札
・
契

約
制

度
を
通

じ
、
区

と
の
契

約
希

望
者

に
対

す
る
働

き
か
け
を
行

い
、
よ
り
多

く
の
事

業
所

に
お
け
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

理
解

促
進

を
図

り
ま
す
。

ワ
ー
ク
･
ラ
イ
フ
･
バ
ラ
ン
ス
推

進
企

業
に
認

定
さ
れ
て
い
る
企

業
を
加

点
対

象
と
す
る
特

別
簡

易
型

総
合

評
価

方
式

を
適

用
し
た
委

託
契

約
は
2
7
件

、
工

事
請

負
契

約
は
2
9
件

で
す
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
業

者
を
決

定
し
た
契

約
は
3
8
件

で
す
。

特
別

簡
易

型
総

合
評

価
方

式
に
よ
る
工

事
及

び
業

務
委

託
の
入

札
制

度
を
見

直
し
、
厚

生
労

働
省

の
「
女

性
活

躍
推

進
認

定
」
及

び
「
次

世
代

育
成

推
進

認
定

」
を
評

価
項

目
に
加

え
ま
し
た
。

同
様

に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
見

直
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
入

札
・
契

約
制

度
を
通

じ
、
区

と
の
契

約
希

望
者

に
対

す
る
働

き
か
け

を
行

い
、
よ
り
多

く
の
事

業
所

に
お
け
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
理

解
促

進
を

図
り
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

港
区

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
企

業
に
認

定
さ
れ
て
い
る
企

業
に
対

し
、
契

約
制

度
に
係

る
優

遇
措

置
を
設

け
て
い
る
旨

を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記

載
す
る
な
ど
、
周

知
を
図

り
ま
し
た
。

・区
内
中
小
企
業
1
,3

3
6
社
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
送

付
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

2

1

− 59 −



1 1

11

1 1

1 1

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3

事
業

者
向

け
講

座
・

講
演

会
の

開
催

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

【
出

前
講

座
】

1
．
令

和
4

年
5

月
2

5
日

（
水

）
午

後
2

時
3

0
分

～
4

時
3

0
分

「
新

し
い

働
き

方
、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、
そ

し
て

人
生

～
イ

ク
ボ

ス
で

、
成

果
と

笑
顔

が
共

に
ア

ッ
プ

」参
加

者
2

1
名

　
満

足
度

9
0

.4
％

2
．
令

和
4

年
9

月
3

0
日

（
金

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
表

現
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
～

私
た

ち
と

エ
ン

タ
ー

テ
イ

メ
ン

ト
業

界
を

取
り

巻
く

課
題

、
会

社
と

し
て

取
り

組
む

べ
き

こ
と

～
」
参

加
者

1
0

0
名

　
満

足
度

9
2

.8
％

3
．
令

和
4

年
1
1
月

2
2

日
（
火

）
午

後
3

時
～

4
時

4
0

分
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
と

効
果

的
防

止
法

」
参

加
者

1
8

名
　

満
足

度
1
0

0
％

4
．
令

和
5

年
1
月

1
8

日
（
水

）
午

前
1
0

時
～

1
1
時

3
0

分
「
身

近
な

こ
と

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
1
0

0
％

5
．
令

和
5

年
2

月
2

4
日

（
金

）
午

後
7

時
～

8
時

3
5

分
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
と

効
果

的
防

止
法

」
参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

6
．
令

和
5

年
3

月
7

日
（火

）
午

後
3

時
～

4
時

3
5

分
「心

理
的

安
全

性
を

高
め

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

法
」参

加
者

2
9

2
名

　
満

足
度

8
5

.8
％

7
．
令

和
5

年
3

月
1
4

日
（
火

）
午

後
1
時

3
0

分
～

3
時

「
心

理
的

安
全

性
を

高
め

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
に

向
け

て
」

参
加

者
2

7
名

　
満

足
度

8
8

.5
％

8
．
令

和
5

年
3

月
2

3
日

（
木

）
午

前
1
0

時
3

0
分

～
午

後
0

時
「
L
G

B
T

Q
・S

O
G

IE
対

応
講

座
」
参

加
者

1
0

名
　

満
足

度
1
0

0
％

9
．
令

和
5

年
3

月
2

3
日

（
木

）
午

後
3

時
～

5
時

「
S

O
G

IE
研

修
～

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

宣
誓

制
度

と
み

な
と

マ
リ

ア
ー

ジ
ュ

制
度

の
違

い
～

」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
9

3
.8

％
1
0

．
令

和
5

年
3

月
2

8
日

（
火

）
午

後
1
時

～
3

時
「
介

護
離

職
を

防
ぐ

た
め

の
介

護
と

仕
事

の
両

立
」
参

加
者

2
7

名
　

満
足

度
1
0

0
％

【
主

催
講

座
】

1
．
「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
〈
全

2
回

〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
1
5

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

1
回

・
理

論
編

：
女

性
の

視
点

か
ら

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

考
え

る
～

日
本

の
女

性
管

理
職

に
関

す
る

研
究

か
ら

～
」
参

加
者

1
5

名
　

満
足

度
8

7
.5

％
　

 令
和

4
年

9
月

2
9

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

2
回

・
実

践
編

：
経

営
戦

略
と

し
て

の
女

性
活

躍
推

進
～

事
例

か
ら

組
織

を
変

え
る

取
組

を
考

え
る

～
」
参

加
者

1
1
名

　
満

足
度

1
0

0
％

2
．
令

和
4

年
1
2

月
1
3

日
（
火

）
午

後
3

時
～

5
時

「
令

和
4

年
度

港
区

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
「
基

調
講

演
：
経

営
戦

略
と

し
て

の
働

き
方

改
革

～
ワ

ー
ク

・
エ

ン
ゲ

ー
ジ

メ
ン

ト
と

生
産

性
向

上
を

考
え

る
～

」
参

加
者

3
7

名
　

満
足

度
9

5
.6

％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

A
A

A

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

女
性

の
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

や
ワ

ー
ク

･
ラ

イ
フ

･
バ

ラ
ン

ス
を

推
進

す
る

た
め

、
事

業
主

向
け

の
講

座
・

講
演

会
を

効
果

的
に

開
催

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
事事

業業
者者

にに
おお

けけ
るる

女女
性性

のの
活活

躍躍
のの

促促
進進

【【
責責

任任
項項

目目
１１

】】

掲
載

ペ
ー

ジ
52

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

出
前

講
座

で
は

企
業

の
課

題
や

要
望

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
適

切
な

講
師

選
定

に
努

め
、
講

師
含

め
た

３
者

打
ち

合
わ

せ
を

行
い

講
座

構
成

を
検

討
す

る
こ

と
で

、
高

い
満

足
度

（
ア

ン
ケ

ー
ト

平
均

9
5

.1
％

）
に

つ
な

が
り

ま
し

た
。
ま

た
、
昨

今
関

心
が

高
ま

っ
て

い
る

「
心

理
的

安
全

性
」
を

取
り

上
げ

る
な

ど
、

幅
広

い
テ

ー
マ

で
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

主
催

講
座

で
行

っ
た

女
性

活
躍

推
進

講
座

は
業

務
と

し
て

受
講

で
き

る
よ

う
平

日
日

中
の

設
定

と
し

、
推

進
の

必
要

性
を

十
分

に
啓

発
で

き
る

よ
う

、
理

論
編

と
実

践
編

の
２

回
連

続
講

座
で

開
催

し
ま

し
た

。
ワ

ー
ク

・ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
向

け
て

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

平
日

日
中

に
開

催
し

、
基

調
講

演
お

よ
び

認
定

企
業

2
社

に
よ

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
の

事
例

共
有

、
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

施
し

ま
し

た
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

区
内

中
小

企
業

を
対

象
に

、
男

女
平

等
参

画
に

つ
な

が
る

テ
ー

マ
の

研
修

を
「
企

業
向

け
出

前
講

座
」
と

し
て

９
件

実
施

予
定

で
す

。
テ

ー
マ

は
以

下
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

1
.企

業
に

求
め

ら
れ

る
S

O
G

IE
対

応
講

座
2

.女
性

の
活

躍
と

キ
ャ

リ
ア

形
成

3
.職

場
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

と
対

応
4

.介
護

離
職

を
防

ぐ
た

め
の

介
護

と
仕

事
の

両
立

5
.ワ

ー
ク

・ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン

ス
6

.職
場

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
講

座
7

.子
育

て
し

な
が

ら
働

き
続

け
ら

れ
る

職
場

づ
く

り
ま

た
、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

は
、
働

き
方

改
革

に
対

応
し

た
職

場
の

環
境

整
備

促
進

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

、
長

時
間

労
働

是
正

等
を

テ
ー

マ
に

開
催

し
ま

す
。
さ

ら
に

、
主

催
講

座
に

お
い

て
、

女
性

活
躍

推
進

法
に

お
け

る
行

動
計

画
策

定
啓

発
講

座
、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

予
防

と
対

策
の

講
座

を
実

施
し

ま
す

。

企
業

向
け

出
前

講
座

は
、
1
．
企

業
に

求
め

ら
れ

る
S

O
G

IE
対

応
講

座
２

件
、
３

．
職

場
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

と
対

応
講

座
2

件
、
4

．
介

護
離

職
を

防
ぐ

た
め

の
介

護
と

仕
事

の
両

立
講

座
1
件

、
6

．
職

場
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

講
座

2
件

、
7

．
子

育
て

し
な

が
ら

働
き

続
け

ら
れ

る
職

場
づ

く
り

講
座

１
件

、
そ

の
他

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

を
テ

ー
マ

に
２

件
、
計

1
0

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。

主
催

講
座

で
は

、
改

正
女

性
活

躍
推

進
法

の
施

行
に

伴
い

、
一

般
事

業
主

行
動

計
画

策
定

等
の

啓
発

を
目

的
に

「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
〈
全

2
回

〉
」
を

開
催

し
ま

し
た

。
ま

た
「
令

和
4

年
度

港
区

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
に

て
基

調
講

演
・
昨

年
度

の
区

の
認

定
企

業
２

社
に

よ
る

取
組

発
表

・
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

施
し

ま
し

た
。

区
内

中
小

企
業

を
対

象
に

、
男

女
平

等
参

画
に

つ
な

が
る

テ
ー

マ
の

研
修

を
「
企

業
向

け
出

前
講

座
」
と

し
て

7
件

実
施

し
ま

す
。
ま

た
す

べ
て

の
出

前
講

座
に

お
い

て
講

座
満

足
度

9
0

％
以

上
を

め
ざ

し
ま

す
。
テ

ー
マ

は
以

下
を

予
定

し
て

い
ま

す
が

企
業

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

柔
軟

に
対

応
し

ま
す

。
1
．
企

業
に

求
め

ら
れ

る
S

O
G

IE
研

修
2

．
女

性
の

活
躍

と
キ

ャ
リ

ア
形

成
3

．
職

場
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

と
対

応
4

．
介

護
離

職
を

防
ぐ

た
め

の
介

護
と

仕
事

の
両

立
5

．
ワ

ー
ク

・ラ
イ

フ
・バ

ラ
ン

ス
6

．
職

場
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

講
座

7
．
子

育
て

し
な

が
ら

働
き

続
け

ら
れ

る
職

場
づ

く
り

ま
た

、
主

催
講

座
で

は
、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
開

催
し

、
労

働
関

係
法

令
、
各

種
制

度
の

周
知

を
図

り
ま

す
。

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

関
連

し
た

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
ほ

か
、
個

別
相

談
会

も
同

時
に

開
催

し
、
事

業
者

ご
と

に
抱

え
る

課
題

に
つ

い
て

丁
寧

に
対

応
し

、
区

内
事

業
者

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
た

と
考

え
ま

す
。

実
施

内
容

の
詳

細
（
セ

ミ
ナ

ー
、
相

談
会

）
・
第

１
回

：
令

和
４

年
１
０

月
１
７

日
　

1
4

:0
0

～
1
6

:3
0

、
講

師
：
株

式
会

社
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

キ
ャ

ス
ト

　
参

加
者

1
0

名
　

個
別

相
談

会
4

名
・
第

２
回

：
令

和
５

年
３

月
８

日
　

1
4

:0
0

～
1
6

:3
0

、
講

師
：
株

式
会

社
イ

チ
テ

ッ
ク

　
参

加
者

1
9

名
　

個
別

相
談

会
3

名

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

A
Ｂ

Ｂ

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

労
働

基
準

監
督

署
と

連
携

し
た

労
働

法
セ

ミ
ナ

ー
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

関
連

し
た

経
営

者
向

け
の

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
等

を
通

じ
て

、
多

様
な

働
き

方
に

つ
い

て
周

知
し

て
い

き
ま

す
。

年
に

２
回

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

関
連

し
た

経
営

者
向

け
の

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
等

を
通

じ
て

、
多

様
な

働
き

方
に

つ
い

て
周

知
し

ま
し

た
。

労
働

基
準

監
督

署
と

連
携

し
た

労
働

法
セ

ミ
ナ

ー
や

年
に

２
回

の
ワ

ー
ク

・ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
関

連
し

た
経

営
者

向
け

の
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

等
を

通
じ

て
、
多

様
な

働
き

方
に

つ
い

て
周

知
し

て
い

き
ま

す
。

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

女
性

の
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

や
ワ

ー
ク

･
ラ

イ
フ

･
バ

ラ
ン

ス
を

推
進

す
る

た
め

、
事

業
主

向
け

の
講

座
・

講
演

会
を

効
果

的
に

開
催

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
事 事

業業
者者

にに
おお

けけ
るる

女女
性性

のの
活活

躍躍
のの

促促
進進

【【
責責

任任
項項

目目
１１

】】

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3

事
業

者
向

け
講

座
・

講
演

会
の

開
催

掲
載

ペ
ー

ジ
52

担
当

課
産

業
振

興
課

2

− 60 −



1 1

11

1 1

11

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3

事
業

者
向

け
講

座
・

講
演

会
の

開
催

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

【
出

前
講

座
】

1
．
令

和
4

年
5

月
2

5
日

（
水

）
午

後
2

時
3

0
分

～
4

時
3

0
分

「
新

し
い

働
き

方
、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、
そ

し
て

人
生

～
イ

ク
ボ

ス
で

、
成

果
と

笑
顔

が
共

に
ア

ッ
プ

」参
加

者
2

1
名

　
満

足
度

9
0

.4
％

2
．
令

和
4

年
9

月
3

0
日

（
金

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
表

現
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
～

私
た

ち
と

エ
ン

タ
ー

テ
イ

メ
ン

ト
業

界
を

取
り

巻
く

課
題

、
会

社
と

し
て

取
り

組
む

べ
き

こ
と

～
」
参

加
者

1
0

0
名

　
満

足
度

9
2

.8
％

3
．
令

和
4

年
1
1
月

2
2

日
（
火

）
午

後
3

時
～

4
時

4
0

分
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
と

効
果

的
防

止
法

」
参

加
者

1
8

名
　

満
足

度
1
0

0
％

4
．
令

和
5

年
1
月

1
8

日
（
水

）
午

前
1
0

時
～

1
1
時

3
0

分
「
身

近
な

こ
と

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
1
0

0
％

5
．
令

和
5

年
2

月
2

4
日

（
金

）
午

後
7

時
～

8
時

3
5

分
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
と

効
果

的
防

止
法

」
参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

6
．
令

和
5

年
3

月
7

日
（火

）
午

後
3

時
～

4
時

3
5

分
「心

理
的

安
全

性
を

高
め

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

法
」参

加
者

2
9

2
名

　
満

足
度

8
5

.8
％

7
．
令

和
5

年
3

月
1
4

日
（
火

）
午

後
1
時

3
0

分
～

3
時

「
心

理
的

安
全

性
を

高
め

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
に

向
け

て
」

参
加

者
2

7
名

　
満

足
度

8
8

.5
％

8
．
令

和
5

年
3

月
2

3
日

（
木

）
午

前
1
0

時
3

0
分

～
午

後
0

時
「
L
G

B
T

Q
・S

O
G

IE
対

応
講

座
」
参

加
者

1
0

名
　

満
足

度
1
0

0
％

9
．
令

和
5

年
3

月
2

3
日

（
木

）
午

後
3

時
～

5
時

「
S

O
G

IE
研

修
～

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

宣
誓

制
度

と
み

な
と

マ
リ

ア
ー

ジ
ュ

制
度

の
違

い
～

」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
9

3
.8

％
1
0

．
令

和
5

年
3

月
2

8
日

（
火

）
午

後
1
時

～
3

時
「
介

護
離

職
を

防
ぐ

た
め

の
介

護
と

仕
事

の
両

立
」
参

加
者

2
7

名
　

満
足

度
1
0

0
％

【
主

催
講

座
】

1
．
「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
〈
全

2
回

〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
1
5

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

1
回

・
理

論
編

：
女

性
の

視
点

か
ら

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

考
え

る
～

日
本

の
女

性
管

理
職

に
関

す
る

研
究

か
ら

～
」
参

加
者

1
5

名
　

満
足

度
8

7
.5

％
　

 令
和

4
年

9
月

2
9

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

2
回

・
実

践
編

：
経

営
戦

略
と

し
て

の
女

性
活

躍
推

進
～

事
例

か
ら

組
織

を
変

え
る

取
組

を
考

え
る

～
」
参

加
者

1
1
名

　
満

足
度

1
0

0
％

2
．
令

和
4

年
1
2

月
1
3

日
（
火

）
午

後
3

時
～

5
時

「
令

和
4

年
度

港
区

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
「
基

調
講

演
：
経

営
戦

略
と

し
て

の
働

き
方

改
革

～
ワ

ー
ク

・
エ

ン
ゲ

ー
ジ

メ
ン

ト
と

生
産

性
向

上
を

考
え

る
～

」
参

加
者

3
7

名
　

満
足

度
9

5
.6

％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

A
A

A

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

女
性

の
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

や
ワ

ー
ク

･
ラ

イ
フ

･
バ

ラ
ン

ス
を

推
進

す
る

た
め

、
事

業
主

向
け

の
講

座
・

講
演

会
を

効
果

的
に

開
催

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
事事

業業
者者

にに
おお

けけ
るる

女女
性性

のの
活活

躍躍
のの

促促
進進

【【
責責

任任
項項

目目
１１

】】

掲
載

ペ
ー

ジ
52

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

出
前

講
座

で
は

企
業

の
課

題
や

要
望

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
適

切
な

講
師

選
定

に
努

め
、
講

師
含

め
た

３
者

打
ち

合
わ

せ
を

行
い

講
座

構
成

を
検

討
す

る
こ

と
で

、
高

い
満

足
度

（
ア

ン
ケ

ー
ト

平
均

9
5

.1
％

）
に

つ
な

が
り

ま
し

た
。
ま

た
、
昨

今
関

心
が

高
ま

っ
て

い
る

「
心

理
的

安
全

性
」
を

取
り

上
げ

る
な

ど
、

幅
広

い
テ

ー
マ

で
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

主
催

講
座

で
行

っ
た

女
性

活
躍

推
進

講
座

は
業

務
と

し
て

受
講

で
き

る
よ

う
平

日
日

中
の

設
定

と
し

、
推

進
の

必
要

性
を

十
分

に
啓

発
で

き
る

よ
う

、
理

論
編

と
実

践
編

の
２

回
連

続
講

座
で

開
催

し
ま

し
た

。
ワ

ー
ク

・ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
向

け
て

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

平
日

日
中

に
開

催
し

、
基

調
講

演
お

よ
び

認
定

企
業

2
社

に
よ

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
の

事
例

共
有

、
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

施
し

ま
し

た
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

区
内

中
小

企
業

を
対

象
に

、
男

女
平

等
参

画
に

つ
な

が
る

テ
ー

マ
の

研
修

を
「
企

業
向

け
出

前
講

座
」
と

し
て

９
件

実
施

予
定

で
す

。
テ

ー
マ

は
以

下
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

1
.企

業
に

求
め

ら
れ

る
S

O
G

IE
対

応
講

座
2

.女
性

の
活

躍
と

キ
ャ

リ
ア

形
成

3
.職

場
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

と
対

応
4

.介
護

離
職

を
防

ぐ
た

め
の

介
護

と
仕

事
の

両
立

5
.ワ

ー
ク

・ラ
イ

フ
・
バ

ラ
ン

ス
6

.職
場

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
講

座
7

.子
育

て
し

な
が

ら
働

き
続

け
ら

れ
る

職
場

づ
く

り
ま

た
、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

は
、
働

き
方

改
革

に
対

応
し

た
職

場
の

環
境

整
備

促
進

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

、
長

時
間

労
働

是
正

等
を

テ
ー

マ
に

開
催

し
ま

す
。
さ

ら
に

、
主

催
講

座
に

お
い

て
、

女
性

活
躍

推
進

法
に

お
け

る
行

動
計

画
策

定
啓

発
講

座
、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

予
防

と
対

策
の

講
座

を
実

施
し

ま
す

。

企
業

向
け

出
前

講
座

は
、
1
．
企

業
に

求
め

ら
れ

る
S

O
G

IE
対

応
講

座
２

件
、
３

．
職

場
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

と
対

応
講

座
2

件
、
4

．
介

護
離

職
を

防
ぐ

た
め

の
介

護
と

仕
事

の
両

立
講

座
1
件

、
6

．
職

場
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

講
座

2
件

、
7

．
子

育
て

し
な

が
ら

働
き

続
け

ら
れ

る
職

場
づ

く
り

講
座

１
件

、
そ

の
他

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

を
テ

ー
マ

に
２

件
、
計

1
0

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。

主
催

講
座

で
は

、
改

正
女

性
活

躍
推

進
法

の
施

行
に

伴
い

、
一

般
事

業
主

行
動

計
画

策
定

等
の

啓
発

を
目

的
に

「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
〈
全

2
回

〉
」
を

開
催

し
ま

し
た

。
ま

た
「
令

和
4

年
度

港
区

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
に

て
基

調
講

演
・
昨

年
度

の
区

の
認

定
企

業
２

社
に

よ
る

取
組

発
表

・
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

施
し

ま
し

た
。

区
内

中
小

企
業

を
対

象
に

、
男

女
平

等
参

画
に

つ
な

が
る

テ
ー

マ
の

研
修

を
「
企

業
向

け
出

前
講

座
」
と

し
て

7
件

実
施

し
ま

す
。
ま

た
す

べ
て

の
出

前
講

座
に

お
い

て
講

座
満

足
度

9
0

％
以

上
を

め
ざ

し
ま

す
。
テ

ー
マ

は
以

下
を

予
定

し
て

い
ま

す
が

企
業

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

柔
軟

に
対

応
し

ま
す

。
1
．
企

業
に

求
め

ら
れ

る
S

O
G

IE
研

修
2

．
女

性
の

活
躍

と
キ

ャ
リ

ア
形

成
3

．
職

場
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

と
対

応
4

．
介

護
離

職
を

防
ぐ

た
め

の
介

護
と

仕
事

の
両

立
5

．
ワ

ー
ク

・ラ
イ

フ
・バ

ラ
ン

ス
6

．
職

場
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

講
座

7
．
子

育
て

し
な

が
ら

働
き

続
け

ら
れ

る
職

場
づ

く
り

ま
た

、
主

催
講

座
で

は
、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
開

催
し

、
労

働
関

係
法

令
、
各

種
制

度
の

周
知

を
図

り
ま

す
。

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

関
連

し
た

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
ほ

か
、
個

別
相

談
会

も
同

時
に

開
催

し
、
事

業
者

ご
と

に
抱

え
る

課
題

に
つ

い
て

丁
寧

に
対

応
し

、
区

内
事

業
者

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
た

と
考

え
ま

す
。

実
施

内
容

の
詳

細
（
セ

ミ
ナ

ー
、
相

談
会

）
・
第

１
回

：
令

和
４

年
１
０

月
１
７

日
　

1
4

:0
0

～
1
6

:3
0

、
講

師
：
株

式
会

社
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

キ
ャ

ス
ト

　
参

加
者

1
0

名
　

個
別

相
談

会
4

名
・
第

２
回

：
令

和
５

年
３

月
８

日
　

1
4

:0
0

～
1
6

:3
0

、
講

師
：
株

式
会

社
イ

チ
テ

ッ
ク

　
参

加
者

1
9

名
　

個
別

相
談

会
3

名

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

A
Ｂ

Ｂ

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

労
働

基
準

監
督

署
と

連
携

し
た

労
働

法
セ

ミ
ナ

ー
や

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

関
連

し
た

経
営

者
向

け
の

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
等

を
通

じ
て

、
多

様
な

働
き

方
に

つ
い

て
周

知
し

て
い

き
ま

す
。

年
に

２
回

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

関
連

し
た

経
営

者
向

け
の

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
等

を
通

じ
て

、
多

様
な

働
き

方
に

つ
い

て
周

知
し

ま
し

た
。

労
働

基
準

監
督

署
と

連
携

し
た

労
働

法
セ

ミ
ナ

ー
や

年
に

２
回

の
ワ

ー
ク

・ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
関

連
し

た
経

営
者

向
け

の
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

等
を

通
じ

て
、
多

様
な

働
き

方
に

つ
い

て
周

知
し

て
い

き
ま

す
。

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

女
性

の
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

や
ワ

ー
ク

･
ラ

イ
フ

･
バ

ラ
ン

ス
を

推
進

す
る

た
め

、
事

業
主

向
け

の
講

座
・

講
演

会
を

効
果

的
に

開
催

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
事事

業業
者者

にに
おお

けけ
るる

女女
性性

のの
活活

躍躍
のの

促促
進進

【【
責責

任任
項項

目目
１１

】】

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3

事
業

者
向

け
講

座
・

講
演

会
の

開
催

掲
載

ペ
ー

ジ
52

担
当

課
産

業
振

興
課

2

1 1

11

1 1

１１

掲
載

ペ
ー

ジ
52

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

52
担

当
課

産
業

振
興

課

労
働

関
係

法
（

労
働

基
準

法
、

男
女

雇
用

機
会

均
等

法
、

育
児

・
介

護
休

業
法

、
パ

ー
ト

タ
イ

ム
労

働
法

）
及

び
女

性
活

躍
推

進
法

、
次

世
代

育
成

支
援

対
策

推
進

法
な

ど
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

関
連

す
る

関
係

法
規

、
各

種
制

度
に

つ
い

て
周

知
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

事事
業業

者者
にに

おお
けけ

るる
女女

性性
のの

活活
躍躍

のの
促促

進進
【【

責責
任任

項項
目目

１１
】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
4

労
働

関
係

法
令

、
各

種
制

度
の

周
知

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

区
民

及
び

区
内

中
小

企
業

に
対

し
て

労
働

者
の

権
利

に
関

わ
る

関
係

法
規

の
周

知
を

行
い

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

つ
い

て
の

さ
ら

な
る

理
解

促
進

を
図

り
ま

す
。

東
京

都
作

成
の

ポ
ケ

ッ
ト

労
働

法
の

紹
介

チ
ラ

シ
を

作
成

し
、
産

業
振

興
課

及
び

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

に
配

架
し

、
産

業
振

興
課

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
の

周
知

を
行

い
ま

し
た

。
区

内
の

新
成

人
に

も
成

人
式

に
て

ポ
ケ

ッ
ト

労
働

法
紹

介
チ

ラ
シ

を
配

布
し

、
労

働
に

係
る

法
規

の
周

知
を

行
い

ま
し

た
。

引
き

続
き

、
区

民
及

び
区

内
中

小
企

業
に

対
し

て
労

働
者

の
権

利
に

関
わ

る
関

係
法

規
の

周
知

を
行

い
、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

つ
い

て
の

さ
ら

な
る

理
解

促
進

を
図

り
ま

す
。

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

労
働

関
係

法
（

労
働

基
準

法
、

男
女

雇
用

機
会

均
等

法
、

育
児

・
介

護
休

業
法

、
パ

ー
ト

タ
イ

ム
労

働
法

）
及

び
女

性
活

躍
推

進
法

、
次

世
代

育
成

支
援

対
策

推
進

法
な

ど
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
に

関
連

す
る

関
係

法
規

、
各

種
制

度
に

つ
い

て
周

知
を

図
り

ま
す

。

3

A
A

A

施
策

の
方

向
事 事

業業
者者

にに
おお

けけ
るる

女女
性性

のの
活活

躍躍
のの

促促
進進

【【
責責

任任
項項

目目
１１

】】

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
4

労
働

関
係

法
令

、
各

種
制

度
の

周
知

掲
載

ペ
ー

ジ

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
成

人
だ

け
で

な
く

、
新

た
な

産
業

振
興

拠
点

と
し

て
令

和
4

年
4

月
に

開
設

し
た

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

も
チ

ラ
シ

を
配

架
し

、
ポ

ケ
ッ

ト
労

働
法

に
つ

い
て

幅
広

く
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。
引

き
続

き
効

果
的

に
周

知
で

き
る

よ
う

、
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

成
人

式
で

8
5

0
枚

程
度

配
布

、
産

業
振

興
課

及
び

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

で
は

３
０

枚
程

度
配

架
し

て
い

ま
す

。
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

B
B

B

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

広
報

紙
、
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、
仕

事
と

介
護

、
男

性
の

働
き

方
講

座
、
出

前
講

座
、
男

女
共

同
参

画
週

間
の

掲
示

等
を

関
連

施
設

と
連

携
・
協

力
し

な
が

ら
周

知
を

図
り

ま
す

。

「
令

和
4

年
度

港
区

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
を

開
催

し
、
労

働
関

係
法

令
や

各
種

制
度

の
周

知
を

行
い

ま
し

た
。
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

要
旨

は
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
に

も
掲

載
し

広
く

周
知

を
図

り
ま

し
た

。
「
女

性
活

躍
推

進
」
「
不

妊
治

療
と

仕
事

の
両

立
」
「
育

休
か

ら
の

復
職

」
「
男

性
介

護
」
「
男

性
育

休
」
な

ど
の

主
催

講
座

、
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
」
「
介

護
と

仕
事

と
の

両
立

」
「
男

性
育

休
」
な

ど
企

業
向

け
出

前
講

座
を

実
施

し
ま

し
た

。
男

女
共

同
参

画
週

間
に

は
内

閣
府

作
成

の
ポ

ス
タ

ー
掲

示
や

、
都

作
成

の
「
令

和
4

年
版

働
く

女
性

と
労

働
法

」
、
区

作
成

の
「
企

業
と

人
権

」
等

を
配

架
コ

ー
ナ

ー
に

設
置

し
啓

発
し

ま
し

た
。

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

推
進

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

、
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
や

労
働

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
つ

い
て

の
主

催
講

座
、
出

前
講

座
、
掲

示
等

を
通

し
て

労
働

関
係

法
令

・
各

種
制

度
の

周
知

・
啓

発
を

促
進

し
て

い
き

ま
す

。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

「
令

和
4

年
度

港
区

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
は

基
調

講
演

・
推

進
企

業
に

お
け

る
取

組
発

表
（
2

社
）
す

べ
て

区
内

企
業

に
登

壇
い

た
だ

き
開

催
し

ま
し

た
。
当

セ
ン

タ
ー

の
事

業
に

つ
い

て
、
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

「
港

区
中

小
企

業
応

援
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

」
や

、
外

務
省

「
W

A
W

!
2

0
2

2
　

W
A

W
!ウ

ィ
ー

ク
ス

」公
式

サ
イ

ド
イ

ベ
ン

ト
等

に
て

紹
介

し
て

も
ら

う
な

ど
、
情

報
の

リ
ー

チ
に

努
め

ま
し

た
。
ま

た
、
（公

財
）東

京
し

ご
と

財
団

の
各

種
奨

励
金

に
つ

い
て

チ
ラ

シ
の

館
内

配
架

や
セ

ン
タ

ー
発

行
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

に
お

い
て

周
知

し
ま

し
た

。
育

児
休

業
か

ら
の

復
職

準
備

講
座

で
は

、
仕

事
と

育
児

の
両

立
の

不
安

か
ら

育
児

短
時

間
勤

務
を

選
択

し
よ

う
と

し
て

い
た

参
加

者
が

、
講

座
を

機
に

フ
ル

タ
イ

ム
復

帰
を

決
意

す
る

な
ど

の
事

例
も

あ
り

、
満

足
度

も
高

い
講

座
で

し
た

。
男

性
育

休
を

テ
ー

マ
と

し
た

出
前

講
座

や
主

催
講

座
で

は
、
育

児
・
介

護
休

業
法

改
正

の
ポ

イ
ン

ト
等

に
つ

い
て

周
知

と
取

得
促

進
に

向
け

た
啓

発
を

を
図

り
ま

し
た

。
図

書
資

料
室

に
お

い
て

は
、
主

催
講

座
や

男
女

共
同

参
画

週
間

に
あ

わ
せ

、
労

働
関

係
法

令
や

各
種

制
度

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
や

女
性

活
躍

等
の

特
集

コ
ー

ナ
ー

を
設

置
し

、
理

解
促

進
に

努
め

ま
し

た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
4

年
9

月
1
0

日
(土

)午
後

2
時

～
4

時
「
男

が
介

護
す

る
と

い
う

こ
と

」
参

加
者

2
0

名
　

満
足

度
6

6
.7

%
2

．
「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
〈
全

2
回

〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
1
5

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

1
回

・
理

論
編

：
女

性
の

視
点

か
ら

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

考
え

る
～

日
本

の
女

性
管

理
職

に
関

す
る

研
究

か
ら

～
」
参

加
者

1
5

名
　

満
足

度
8

7
.5

％
　

 令
和

4
年

9
月

2
9

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

2
回

・
実

践
編

：
経

営
戦

略
と

し
て

の
女

性
活

躍
推

進
～

事
例

か
ら

組
織

を
変

え
る

取
組

を
考

え
る

～
」
参

加
者

1
1
名

　
満

足
度

1
0

0
％

3
．
「
育

児
か

ら
復

職
準

備
講

座
～

育
児

も
仕

事
も

自
分

も
大

切
に

す
る

た
め

の
ヒ

ン
ト

〈
全

2
回

〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
2

8
日

（
水

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
第

1
回

・
復

職
後

の
働

き
方

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
か

む
」
参

加
者

1
4

名
　

満
足

度
1
0

0
％

 　
令

和
4

年
1
0

月
5

日
（
水

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
第

2
回

・
復

職
後

の
育

児
・
家

事
・
夫

婦
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
考

え
る

」
参

加
者

1
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

4
．
令

和
4

年
1
2

月
1
0

日
（
土

）
午

後
2

時
～

4
時

「
男

性
育

休
の

リ
ア

ル
～

育
児

・
介

護
休

業
法

改
正

の
ポ

イ
ン

ト
と

男
性

育
休

の
魅

力
～

」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
1
0

0
％

5
．
令

和
4

年
1
2

月
1
3

日
（
火

）
午

後
3

時
～

5
時

「
令

和
4

年
度

港
区

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
「
基

調
講

演
：
経

営
戦

略
と

し
て

の
働

き
方

改
革

～
ワ

ー
ク

・
エ

ン
ゲ

ー
ジ

メ
ン

ト
と

生
産

性
向

上
を

考
え

る
～

」
参

加
者

3
7

名
　

満
足

度
9

5
.6

％
6

．
令

和
5

年
2

月
1
7

日
（
金

）
午

後
7

時
～

9
時

「
不

妊
治

療
と

仕
事

の
両

立
」
参

加
者

2
5

名
　

満
足

度
9

4
.7

％
【
出

前
講

座
】

1
．
令

和
4

年
5

月
2

5
日

（
水

）
午

後
2

時
3

0
分

～
4

時
3

0
分

「
新

し
い

働
き

方
、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、
そ

し
て

人
生

～
イ

ク
ボ

ス
で

、
成

果
と

笑
顔

が
共

に
ア

ッ
プ

」参
加

者
2

1
名

　
満

足
度

9
0

.4
％

2
．
令

和
4

年
1
1
月

2
2

日
（
火

）
午

後
3

時
～

4
時

4
0

分
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
と

効
果

的
防

止
法

」
参

加
者

1
8

名
　

満
足

度
1
0

0
％

3
．
令

和
5

年
2

月
2

4
日

（
金

）
午

後
7

時
～

8
時

3
5

分
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
と

効
果

的
防

止
法

」
参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

4
．
令

和
5

年
3

月
7

日
（火

）
午

後
3

時
～

4
時

3
5

分
「心

理
的

安
全

性
を

高
め

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

法
」参

加
者

2
9

2
名

　
満

足
度

8
5

.8
％

5
．
令

和
5

年
3

月
1
4

日
（
火

）
午

後
1
時

3
0

分
～

3
時

「
心

理
的

安
全

性
を

高
め

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
に

向
け

て
」

参
加

者
2

7
名

　
満

足
度

8
8

.5
％

6
．
令

和
5

年
3

月
2

8
日

（
火

）
午

後
1
時

～
3

時
「
介

護
離

職
を

防
ぐ

た
め

の
介

護
と

仕
事

の
両

立
」
参

加
者

2
7

名
　

満
足

度
1
0

0
％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2

3

− 61 −



1 1

１１

1 1

１１

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

出
前

講
座

で
は

、
実

施
企

業
の

悩
み

や
課

題
等

を
丁

寧
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
し

つ
つ

開
催

し
、
ワ

ー
ク

等
も

取
り

入
れ

る
こ

と
で

、
実

践
的

な
講

座
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
講

義
で

は
様

々
な

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
触

れ
ら

れ
、
そ

の
事

例
と

対
応

に
至

る
ま

で
の

わ
か

り
や

す
い

内
容

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

、
 特

に
事

例
に

つ
い

て
は

、
 ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

な
り

得
る

よ
う

な
場

面
が

実
際

に
あ

っ
た

こ
と

に
気

が
付

い
て

よ
か

っ
た

と
い

う
声

も
聞

か
れ

ま
し

た
。

ま
た

、
各

自
が

自
分

の
対

応
姿

勢
を

考
え

な
お

し
 、

こ
れ

を
機

に
意

識
啓

発
を

図
っ

て
い

こ
う

と
す

る
様

子
が

伺
え

ま
し

た
。

主
催

講
座

で
は

、
港

区
の

不
妊

・
不

育
相

談
ダ

イ
ヤ

ル
の

相
談

対
応

者
で

あ
る

特
定

非
営

利
活

動
法

人
F
in

e
（
フ

ァ
イ

ン
）
の

理
事

を
講

師
に

、
法

や
制

度
改

正
、
新

た
な

認
定

制
度

「
ト

ラ
イ

く
る

み
ん

認
定

」
に

関
す

る
情

報
を

は
じ

め
、
区

の
不

妊
治

療
支

援
事

業
（
利

用
で

き
る

支
援

や
相

談
窓

口
等

）
の

紹
介

が
あ

り
、
高

い
満

足
度

に
つ

な
が

り
ま

し
た

。

【
出

前
講

座
】

1
．
令

和
4

年
1
1
月

2
2

日
（
火

）
午

後
3

時
～

4
時

4
0

分
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
と

効
果

的
防

止
法

」
参

加
者

1
8

名
　

満
足

度
1
0

0
％

2
．
令

和
5

年
2

月
2

4
日

（
金

）
午

後
7

時
～

8
時

3
5

分
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
と

効
果

的
防

止
法

」
参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

3
．
令

和
5

年
3

月
7

日
（火

）
午

後
3

時
～

4
時

3
5

分
「心

理
的

安
全

性
を

高
め

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

法
」参

加
者

2
9

2
名

　
満

足
度

8
5

.8
％

4
．
令

和
5

年
3

月
1
4

日
（
火

）
午

後
1
時

3
0

分
～

3
時

「
心

理
的

安
全

性
を

高
め

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
に

向
け

て
」

参
加

者
2

7
名

　
満

足
度

8
8

.5
％

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
4

年
6

月
2

5
日

(土
)午

後
2

時
～

4
時

「
子

ど
も

の
い

な
い

人
生

か
ら

考
え

る
多

様
性

」
参

加
者

3
5

名
　

満
足

度
8

8
.6

%
2

．
令

和
5

年
2

月
1
7

日
(金

)午
後

7
時

～
9

時
「
不

妊
治

療
と

仕
事

の
両

立
」
参

加
者

2
5

名
　

満
足

度
9

4
.7

%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
52

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

「
職

場
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

と
対

策
講

座
」
「
女

性
活

躍
推

進
講

座
」
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
企

業
向

け
出

前
講

座
で

も
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
予

防
と

対
策

講
座

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、
関

係
団

体
が

作
成

す
る

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

等
を

配
架

し
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
対

す
る

正
し

い
知

識
と

理
解

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
よ

い
職

場
環

境
の

促
進

を
目

的
に

企
業

か
ら

の
要

望
を

も
と

に
出

前
講

座
を

実
施

し
ま

し
た

。
主

催
講

座
で

は
、
妊

娠
、
出

産
等

に
関

す
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

に
含

ま
れ

る
「
不

妊
治

療
等

に
対

す
る

否
定

的
な

言
動

」
に

関
わ

っ
て

「不
妊

治
療

と
仕

事
の

両
立

」
講

座
を

、
ま

た
、
さ

ま
ざ

ま
な

立
場

の
人

々
が

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

へ
の

啓
発

の
観

点
か

ら
「子

ど
も

の
い

な
い

人
生

か
ら

考
え

る
多

様
性

」
講

座
を

開
催

し
ま

し
た

。

「
就

活
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
」
「
マ

タ
ニ

テ
ィ

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

」
な

ど
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

啓
発

の
た

め
の

主
催

講
座

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
引

き
続

き
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
予

防
と

対
策

」
を

テ
ー

マ
に

企
業

向
け

出
前

講
座

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、
掲

示
等

で
も

啓
発

を
行

い
ま

す
。

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

女
性

活
躍

推
進

法
の

改
正

に
伴

う
労

働
関

係
法

の
改

正
を

踏
ま

え
、

事
業

者
に

お
け

る
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
マ

タ
ニ

テ
ィ

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

対
策

強
化

や
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

指
針

策
定

の
た

め
の

ノ
ウ

ハ
ウ

等
を

積
極

的
に

情
報

提
供

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
事事

業業
者者

にに
おお

けけ
るる

女女
性性

のの
活活

躍躍
のの

促促
進進

【【
責責

任任
項項

目目
１１

】】

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
6

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

対
策

の
強

化
に

向
け

た
支

援
《

新
規

》

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

国
や

東
京

都
が

実
施

す
る

行
動

計
画

作
成

支
援

事
業

等
の

関
連

の
資

料
を

配
架

し
、
啓

発
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、
女

性
の

人
材

育
成

や
、
活

動
支

援
の

為
の

講
座

の
情

報
提

供
を

し
ま

す
。
女

性
活

躍
推

進
法

に
お

け
る

一
般

事
業

主
行

動
計

画
策

定
に

関
す

る
講

座
も

実
施

し
ま

す
。

改
正

女
性

活
躍

推
進

法
の

施
行

に
伴

い
、
一

般
事

業
主

行
動

計
画

策
定

等
の

啓
発

を
目

的
に

「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
〈
全

2
回

〉
」

を
開

催
し

ま
し

た
。

仕
事

と
家

庭
の

両
立

支
援

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
改

正
女

性
活

躍
推

進
法

の
内

容
を

掲
載

し
、
情

報
提

供
を

行
い

ま
し

た
。

国
や

東
京

都
が

実
施

す
る

行
動

計
画

作
成

支
援

事
業

等
の

関
連

の
資

料
を

配
架

し
、
啓

発
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、
女

性
の

人
材

育
成

や
、
活

動
支

援
の

為
の

講
座

の
情

報
提

供
を

し
ま

す
。
女

性
活

躍
推

進
法

に
お

け
る

一
般

事
業

主
行

動
計

画
策

定
に

関
す

る
啓

発
や

、
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
啓

発
の

講
座

を
開

催
し

ま
す

。

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

従
業

員
1
0
0
人

以
下

の
事

業
所

に
対

し
て

、
女

性
活

躍
推

進
法

に
関

す
る

情
報

提
供

や
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定
へ

向
け

た
啓

発
を

積
極

的
に

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

事 事
業業

者者
にに

おお
けけ

るる
女女

性性
のの

活活
躍躍

のの
促促

進進
【【

責責
任任

項項
目目

１１
】】

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
5

事
業

者
に

対
す

る
女

性
活

躍
推

進
法

に
基

づ
く

一
般

事
業

主
行

動
計

画
策

定
の

啓
発

《
新

規
》

掲
載

ペ
ー

ジ
52

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

女
性

活
躍

推
進

講
座

は
業

務
と

し
て

受
講

で
き

る
よ

う
平

日
日

中
の

設
定

と
し

、
推

進
の

必
要

性
を

十
分

に
啓

発
で

き
る

よ
う

、
理

論
編

と
実

践
編

の
２

回
連

続
講

座
で

開
催

し
ま

し
た

。
特

に
第

２
回

の
実

践
編

で
は

、
他

社
の

事
例

を
多

く
取

り
入

れ
た

講
義

内
容

に
よ

り
、
満

足
度

1
0

0
％

で
し

た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
〈
全

2
回

〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
1
5

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

1
回

・
理

論
編

：
女

性
の

視
点

か
ら

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

考
え

る
～

日
本

の
女

性
管

理
職

に
関

す
る

研
究

か
ら

～
」
参

加
者

1
5

名
　

満
足

度
8

7
.5

％
　

 令
和

4
年

9
月

2
9

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

2
回

・
実

践
編

：
経

営
戦

略
と

し
て

の
女

性
活

躍
推

進
～

事
例

か
ら

組
織

を
変

え
る

取
組

を
考

え
る

～
」
参

加
者

1
1
名

　
満

足
度

1
0

0
％

・
仕

事
と

家
庭

の
両

立
支

援
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
　

区
内

中
小

企
業

1
,3

3
6

社
に

送
付

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

4

− 62 −



1 1

１１

1 1

１１

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

出
前

講
座

で
は

、
実

施
企

業
の

悩
み

や
課

題
等

を
丁

寧
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
し

つ
つ

開
催

し
、
ワ

ー
ク

等
も

取
り

入
れ

る
こ

と
で

、
実

践
的

な
講

座
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
講

義
で

は
様

々
な

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
触

れ
ら

れ
、
そ

の
事

例
と

対
応

に
至

る
ま

で
の

わ
か

り
や

す
い

内
容

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

、
 特

に
事

例
に

つ
い

て
は

、
 ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

な
り

得
る

よ
う

な
場

面
が

実
際

に
あ

っ
た

こ
と

に
気

が
付

い
て

よ
か

っ
た

と
い

う
声

も
聞

か
れ

ま
し

た
。

ま
た

、
各

自
が

自
分

の
対

応
姿

勢
を

考
え

な
お

し
 、

こ
れ

を
機

に
意

識
啓

発
を

図
っ

て
い

こ
う

と
す

る
様

子
が

伺
え

ま
し

た
。

主
催

講
座

で
は

、
港

区
の

不
妊

・
不

育
相

談
ダ

イ
ヤ

ル
の

相
談

対
応

者
で

あ
る

特
定

非
営

利
活

動
法

人
F
in

e
（
フ

ァ
イ

ン
）
の

理
事

を
講

師
に

、
法

や
制

度
改

正
、
新

た
な

認
定

制
度

「
ト

ラ
イ

く
る

み
ん

認
定

」
に

関
す

る
情

報
を

は
じ

め
、
区

の
不

妊
治

療
支

援
事

業
（
利

用
で

き
る

支
援

や
相

談
窓

口
等

）
の

紹
介

が
あ

り
、
高

い
満

足
度

に
つ

な
が

り
ま

し
た

。

【
出

前
講

座
】

1
．
令

和
4

年
1
1
月

2
2

日
（
火

）
午

後
3

時
～

4
時

4
0

分
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
と

効
果

的
防

止
法

」
参

加
者

1
8

名
　

満
足

度
1
0

0
％

2
．
令

和
5

年
2

月
2

4
日

（
金

）
午

後
7

時
～

8
時

3
5

分
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
と

効
果

的
防

止
法

」
参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

3
．
令

和
5

年
3

月
7

日
（火

）
午

後
3

時
～

4
時

3
5

分
「心

理
的

安
全

性
を

高
め

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

法
」参

加
者

2
9

2
名

　
満

足
度

8
5

.8
％

4
．
令

和
5

年
3

月
1
4

日
（
火

）
午

後
1
時

3
0

分
～

3
時

「
心

理
的

安
全

性
を

高
め

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
に

向
け

て
」

参
加

者
2

7
名

　
満

足
度

8
8

.5
％

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
4

年
6

月
2

5
日

(土
)午

後
2

時
～

4
時

「
子

ど
も

の
い

な
い

人
生

か
ら

考
え

る
多

様
性

」
参

加
者

3
5

名
　

満
足

度
8

8
.6

%
2

．
令

和
5

年
2

月
1
7

日
(金

)午
後

7
時

～
9

時
「
不

妊
治

療
と

仕
事

の
両

立
」
参

加
者

2
5

名
　

満
足

度
9

4
.7

%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
52

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

「
職

場
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

と
対

策
講

座
」
「
女

性
活

躍
推

進
講

座
」
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
企

業
向

け
出

前
講

座
で

も
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
予

防
と

対
策

講
座

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、
関

係
団

体
が

作
成

す
る

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

等
を

配
架

し
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
対

す
る

正
し

い
知

識
と

理
解

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
よ

い
職

場
環

境
の

促
進

を
目

的
に

企
業

か
ら

の
要

望
を

も
と

に
出

前
講

座
を

実
施

し
ま

し
た

。
主

催
講

座
で

は
、
妊

娠
、
出

産
等

に
関

す
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

に
含

ま
れ

る
「
不

妊
治

療
等

に
対

す
る

否
定

的
な

言
動

」
に

関
わ

っ
て

「不
妊

治
療

と
仕

事
の

両
立

」
講

座
を

、
ま

た
、
さ

ま
ざ

ま
な

立
場

の
人

々
が

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

へ
の

啓
発

の
観

点
か

ら
「子

ど
も

の
い

な
い

人
生

か
ら

考
え

る
多

様
性

」
講

座
を

開
催

し
ま

し
た

。

「
就

活
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
」
「
マ

タ
ニ

テ
ィ

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

」
な

ど
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

啓
発

の
た

め
の

主
催

講
座

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
引

き
続

き
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
予

防
と

対
策

」
を

テ
ー

マ
に

企
業

向
け

出
前

講
座

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、
掲

示
等

で
も

啓
発

を
行

い
ま

す
。

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

女
性

活
躍

推
進

法
の

改
正

に
伴

う
労

働
関

係
法

の
改

正
を

踏
ま

え
、

事
業

者
に

お
け

る
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
マ

タ
ニ

テ
ィ

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

対
策

強
化

や
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

指
針

策
定

の
た

め
の

ノ
ウ

ハ
ウ

等
を

積
極

的
に

情
報

提
供

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
事事

業業
者者

にに
おお

けけ
るる

女女
性性

のの
活活

躍躍
のの

促促
進進

【【
責責

任任
項項

目目
１１

】】

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
6

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

対
策

の
強

化
に

向
け

た
支

援
《

新
規

》

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

国
や

東
京

都
が

実
施

す
る

行
動

計
画

作
成

支
援

事
業

等
の

関
連

の
資

料
を

配
架

し
、
啓

発
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、
女

性
の

人
材

育
成

や
、
活

動
支

援
の

為
の

講
座

の
情

報
提

供
を

し
ま

す
。
女

性
活

躍
推

進
法

に
お

け
る

一
般

事
業

主
行

動
計

画
策

定
に

関
す

る
講

座
も

実
施

し
ま

す
。

改
正

女
性

活
躍

推
進

法
の

施
行

に
伴

い
、
一

般
事

業
主

行
動

計
画

策
定

等
の

啓
発

を
目

的
に

「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
〈
全

2
回

〉
」

を
開

催
し

ま
し

た
。

仕
事

と
家

庭
の

両
立

支
援

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
改

正
女

性
活

躍
推

進
法

の
内

容
を

掲
載

し
、
情

報
提

供
を

行
い

ま
し

た
。

国
や

東
京

都
が

実
施

す
る

行
動

計
画

作
成

支
援

事
業

等
の

関
連

の
資

料
を

配
架

し
、
啓

発
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、
女

性
の

人
材

育
成

や
、
活

動
支

援
の

為
の

講
座

の
情

報
提

供
を

し
ま

す
。
女

性
活

躍
推

進
法

に
お

け
る

一
般

事
業

主
行

動
計

画
策

定
に

関
す

る
啓

発
や

、
各

種
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
啓

発
の

講
座

を
開

催
し

ま
す

。

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

従
業

員
1
0
0
人

以
下

の
事

業
所

に
対

し
て

、
女

性
活

躍
推

進
法

に
関

す
る

情
報

提
供

や
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定
へ

向
け

た
啓

発
を

積
極

的
に

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

事事
業業

者者
にに

おお
けけ

るる
女女

性性
のの

活活
躍躍

のの
促促

進進
【【

責責
任任

項項
目目

１１
】】

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
5

事
業

者
に

対
す

る
女

性
活

躍
推

進
法

に
基

づ
く

一
般

事
業

主
行

動
計

画
策

定
の

啓
発

《
新

規
》

掲
載

ペ
ー

ジ
52

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

女
性

活
躍

推
進

講
座

は
業

務
と

し
て

受
講

で
き

る
よ

う
平

日
日

中
の

設
定

と
し

、
推

進
の

必
要

性
を

十
分

に
啓

発
で

き
る

よ
う

、
理

論
編

と
実

践
編

の
２

回
連

続
講

座
で

開
催

し
ま

し
た

。
特

に
第

２
回

の
実

践
編

で
は

、
他

社
の

事
例

を
多

く
取

り
入

れ
た

講
義

内
容

に
よ

り
、
満

足
度

1
0

0
％

で
し

た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
〈
全

2
回

〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
1
5

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

1
回

・
理

論
編

：
女

性
の

視
点

か
ら

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

考
え

る
～

日
本

の
女

性
管

理
職

に
関

す
る

研
究

か
ら

～
」
参

加
者

1
5

名
　

満
足

度
8

7
.5

％
　

 令
和

4
年

9
月

2
9

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

2
回

・
実

践
編

：
経

営
戦

略
と

し
て

の
女

性
活

躍
推

進
～

事
例

か
ら

組
織

を
変

え
る

取
組

を
考

え
る

～
」
参

加
者

1
1
名

　
満

足
度

1
0

0
％

・
仕

事
と

家
庭

の
両

立
支

援
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
　

区
内

中
小

企
業

1
,3

3
6

社
に

送
付

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

4

1 1

2

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
7

在
勤

者
向

け
講

座
・

講
演

会
の

開
催

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

り
、

女
性

活
躍

推
進

法
や

働
き

方
改

革
関

連
法

等
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

に
関

す
る

様
々

な
視

点
の

講
座

・
講

演
会

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

在
勤

者
へ

の
働

き
か

け

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

働
く

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

た
め

、
在

勤
者

向
け

の
講

座
・
講

演
会

と
し

て
、
「
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
「
職

場
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
予

防
と

対
策

」
「
男

性
の

働
き

方
」
「
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
」
「
女

性
管

理
職

養
成

講
座

」
「
L
G

B
T

Q
+

、
S

O
G

IE
理

解
促

進
」
等

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、
引

き
続

き
、
企

業
向

け
出

前
講

座
を

開
催

し
ま

す
。

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

に
向

け
て

4
講

座
、
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
に

向
け

て
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
」
や

「
心

理
的

安
全

性
を

高
め

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
の

出
前

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。
ま

た
、
女

性
活

躍
推

進
講

座
を

連
続

講
座

と
し

て
開

催
し

ま
し

た
。

働
く

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

た
め

、
在

勤
者

向
け

の
講

座
・
講

演
会

と
し

て
、
「
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
や

「
女

性
管

理
職

養
成

講
座

」
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
啓

発
講

座
」
等

を
テ

ー
マ

に
開

催
す

る
と

と
も

に
、
「
女

性
活

躍
」
「
職

場
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
予

防
と

対
策

」
「
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
」

「
L
G

B
T

Q
+

、
S

O
G

IE
理

解
促

進
」
等

の
テ

ー
マ

で
企

業
向

け
出

前
講

座
を

開
催

し
ま

す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

本
年

度
は

、
港

区
立

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

に
て

港
区

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
 シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
ま

し
た

。
基

調
講

演
で

は
、
中

小
企

業
を

取
り

巻
く

環
境

や
ワ

ー
ク

・ラ
イ

フ
・バ

ラ
ン

ス
実

現
を

阻
む

要
因

、
働

き
方

改
革

の
必

要
性

、
女

性
活

躍
推

進
法

に
基

づ
く

、
企

業
の

具
体

的
な

事
例

が
挙

げ
ら

れ
ま

し
た

。
そ

れ
に

よ
り

、
各

自
自

社
の

環
境

の
振

り
返

り
や

今
後

の
課

題
等

を
実

践
的

に
と

ら
え

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

そ
の

他
、
在

勤
者

向
け

企
業

出
前

講
座

を
1
0

講
座

、
主

催
講

座
を

7
講

座
実

施
し

ま
し

た
。
出

前
講

座
に

お
い

て
は

、
在

勤
者

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

強
化

す
る

た
め

昨
年

度
の

5
件

か
ら

、
今

年
度

は
9

件
に

増
や

し
、
そ

れ
ぞ

れ
の

企
業

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
き

、
よ

り
多

く
の

在
勤

者
に

講
座

・
講

演
会

を
実

施
し

ま
し

た
。

【
出

前
講

座
】

１
．
令

和
４

年
5

月
2

5
日

（
水

）
午

後
2

時
3

0
分

～
4

時
3

0
分

「
新

し
い

働
き

方
、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、
そ

し
て

人
生

～
イ

ク
ボ

ス
で

、
成

果
と

笑
顔

が
共

に
ア

ッ
プ

」参
加

者
2

1
名

　
9

0
.4

％
2

．
令

和
４

年
9

月
3

0
日

（
金

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
表

現
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
～

私
た

ち
と

エ
ン

タ
ー

テ
イ

メ
ン

ト
業

界
を

取
り

巻
く

課
題

、
会

社
と

し
て

取
り

組
む

べ
き

こ
と

～
」
参

加
者

1
0

0
名

　
満

足
度

9
2

.8
％

3
．
令

和
４

年
1
1
月

2
2

日
（
火

）
午

後
3

時
～

4
時

4
0

分
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
と

効
果

的
防

止
法

」
参

加
者

1
8

名
　

満
足

度
1
0

0
％

4
．
令

和
５

年
1
月

1
8

日
（
水

）
午

前
1
0

時
～

1
1
時

3
0

分
「
身

近
な

こ
と

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
1
0

0
％

5
．
令

和
５

年
2

月
2

4
日

（
金

）
午

後
7

時
～

8
時

3
5

分
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
と

効
果

的
防

止
法

」
参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

6
．
令

和
５

年
3

月
7

日
（火

）
午

後
3

時
～

4
時

3
5

分
「心

理
的

安
全

性
を

高
め

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

法
」参

加
者

2
9

2
名

　
満

足
度

8
5

.8
％

7
．
令

和
５

年
3

月
1
4

日
（
火

）
午

後
1
時

3
0

分
～

3
時

「
心

理
的

安
全

性
を

高
め

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
に

向
け

て
」

参
加

者
2

7
名

　
満

足
度

8
8

.5
％

8
．
令

和
５

年
3

月
2

3
日

（
木

）
午

前
1
0

時
3

0
分

～
午

後
0

時
「
L
G

B
T

Q
・S

O
G

IE
対

応
講

座
」
参

加
者

1
0

名
　

満
足

度
1
0

0
％

9
．
令

和
５

年
3

月
2

3
日

（
木

）
午

後
3

時
～

5
時

「
S

O
G

IE
研

修
～

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

宣
誓

制
度

と
み

な
と

マ
リ

ア
ー

ジ
ュ

制
度

の
違

い
～

」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
9

3
.8

％
1
0

．
令

和
５

年
3

月
2

8
日

（
火

）
午

後
1
時

～
3

時
「
介

護
離

職
を

防
ぐ

た
め

の
介

護
と

仕
事

の
両

立
」
参

加
者

2
7

名
　

満
足

度
1
0

0
％

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
４

年
6

月
2

5
日

（
土

）
午

後
2

時
～

4
時

　
「
子

ど
も

の
い

な
い

人
生

か
ら

考
え

る
多

様
性

」
参

加
者

3
5

名
　

満
足

度
8

8
.6

％
2

．
「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
〈
全

2
回

〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
1
5

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

1
回

・
理

論
編

：
女

性
の

視
点

か
ら

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

考
え

る
～

日
本

の
女

性
管

理
職

に
関

す
る

研
究

か
ら

～
」
参

加
者

1
5

名
　

満
足

度
8

7
.5

％
　

 令
和

4
年

9
月

2
9

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

2
回

・
実

践
編

：
経

営
戦

略
と

し
て

の
女

性
活

躍
推

進
～

事
例

か
ら

組
織

を
変

え
る

取
組

を
考

え
る

～
」
参

加
者

1
1
名

　
満

足
度

1
0

0
％

3
．
「
育

児
か

ら
復

職
準

備
講

座
～

育
児

も
仕

事
も

自
分

も
大

切
に

す
る

た
め

の
ヒ

ン
ト

〈
全

2
回

〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
2

8
日

（
水

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
第

1
回

・
復

職
後

の
働

き
方

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
か

む
」
参

加
者

1
4

名
　

満
足

度
1
0

0
％

 　
令

和
4

年
1
0

月
5

日
（
水

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
第

2
回

・
復

職
後

の
育

児
・
家

事
・
夫

婦
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
考

え
る

」
参

加
者

1
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

4
．
令

和
４

年
1
2

月
1
3

日
（
火

）
午

後
3

時
～

5
時

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
経

営
戦

略
と

し
て

の
働

き
方

改
革

～
ワ

ー
ク

・
エ

ン
ゲ

ー
ジ

メ
ン

ト
と

生
産

性
向

上
を

考
え

る
～

」
参

加
者

3
7

名
　

満
足

度
9

5
.6

％
5

．
令

和
５

年
1
月

2
1
日

（
土

）
午

前
1
0

時
3

0
分

～
午

後
0

時
3

0
分

「
人

生
1
0

0
年

時
代

の
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
 ヘ

ル
ス

/
ラ

イ
ツ

と
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
」
参

加
者

1
9

名
　

満
足

度
8

5
.7

％
6

．
令

和
５

年
2

月
1
7

日
（
金

）
午

後
7

時
～

9
時

「
不

妊
治

療
と

仕
事

の
両

立
」
参

加
者

2
5

名
　

満
足

度
9

4
.7

％

自
己

評
価

の
推

移

掲
載

ペ
ー

ジ
53

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

3
1
/
元

2
3

-
-

A

5

− 63 −



1 1

2

1 1

3

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

「
女

性
管

理
職

養
成

講
座

」
「
両

立
支

援
講

座
」
「
再

就
職

支
援

セ
ミ

ナ
ー

」
「
起

業
支

援
講

座
」
等

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、
関

係
機

関
と

も
連

携
し

、
在

勤
者

へ
の

雇
用

関
係

情
報

の
提

供
を

行
い

ま
す

。

女
性

管
理

職
養

成
に

向
け

「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

講
座

〈
全

2
回

〉
」
、
女

性
の

起
業

支
援

に
向

け
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
〈
全

2
回

〉
」
、
雇

用
関

係
情

報
の

提
供

と
し

て
「
令

和
4

年
度

港
区

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
、
「
育

休
か

ら
の

復
職

準
備

講
座

〈
全

2
回

〉
」
を

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
、

（
公

財
）
東

京
し

ご
と

財
団

が
実

施
す

る
セ

ミ
ナ

ー
の

チ
ラ

シ
等

を
配

架
コ

ー
ナ

ー
に

設
置

し
情

報
提

供
を

行
い

ま
し

た
。

引
き

続
き

「
女

性
管

理
職

養
成

」
「
女

性
の

起
業

支
援

」
「
就

業
支

援
」
「
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
」
等

の
講

座
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

も
連

携
し

、
在

勤
者

へ
の

雇
用

関
係

情
報

の
提

供
を

行
い

ま
す

。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

女
性

管
理

職
養

成
や

育
休

後
支

援
、
家

庭
と

仕
事

の
両

立
支

援
に

関
す

る
講

座
、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・バ
ラ

ン
ス

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

、
働

く
場

に
お

け
る

女
性

の
活

躍
や

仕
事

と
家

庭
と

の
両

立
に

向
け

た
取

組
の

重
要

性
を

啓
発

し
、
高

い
満

足
度

に
つ

な
が

り
ま

し
た

。
起

業
支

援
講

座
で

は
、
ワ

ー
ク

を
通

し
て

起
業

ア
イ

デ
ィ

ア
が

具
体

化
さ

れ
た

だ
け

で
な

く
、
一

緒
に

起
業

を
目

指
す

仲
間

の
存

在
が

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
な

が
る

な
ど

、
起

業
に

向
け

た
準

備
を

促
進

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、
（
公

財
）
東

京
し

ご
と

財
団

作
成

の
「
女

性
再

就
職

サ
ポ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
経

理
、
事

務
）
」
「
女

性
し

ご
と

応
援

キ
ャ

ラ
バ

ン
」
や

各
種

奨
励

金
、
マ

ザ
ー

ズ
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
作

成
の

仕
事

と
子

育
て

の
両

立
を

目
指

し
た

就
職

支
援

サ
ー

ビ
ス

、
（
公

財
）
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

が
運

営
す

る
T

O
K

Y
O

創
業

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
利

用
案

内
等

、
関

係
機

関
が

作
成

す
る

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

や
チ

ラ
シ

等
を

配
架

コ
ー

ナ
ー

に
設

置
し

情
報

提
供

を
行

い
ま

し
た

。

【
主

催
講

座
】

1
．
「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
〈
全

2
回

〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
1
5

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

1
回

・
理

論
編

：
女

性
の

視
点

か
ら

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

考
え

る
～

日
本

の
女

性
管

理
職

に
関

す
る

研
究

か
ら

～
」
参

加
者

1
5

名
　

満
足

度
8

7
.5

％
　

 令
和

4
年

9
月

2
9

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

2
回

・
実

践
編

：
経

営
戦

略
と

し
て

の
女

性
活

躍
推

進
～

事
例

か
ら

組
織

を
変

え
る

取
組

を
考

え
る

～
」
参

加
者

1
1
名

　
満

足
度

1
0

0
％

2
．
「
育

休
か

ら
の

復
職

準
備

講
座

～
育

児
も

仕
事

も
自

分
も

大
切

に
す

る
た

め
の

ヒ
ン

ト
 〈

全
2

回
〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
2

8
日

（
水

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
第

1
回

：
復

職
後

の
働

き
方

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
か

む
」
参

加
者

1
4

名
　

満
足

度
1
0

0
％

　
 令

和
4

年
1
0

月
5

日
（
水

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
第

2
回

：
復

職
後

の
育

児
・
家

事
・
夫

婦
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
考

え
る

」
参

加
者

1
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

3
．
令

和
4

年
1
2

月
1
3

日
（
火

）
午

後
3

時
～

5
時

「
令

和
4

年
度

港
区

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
「
基

調
講

演
：
経

営
戦

略
と

し
て

の
働

き
方

改
革

～
ワ

ー
ク

・
エ

ン
ゲ

ー
ジ

メ
ン

ト
と

生
産

性
向

上
を

考
え

る
～

」
参

加
者

3
7

名
　

満
足

度
9

5
.6

％
4

．
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
～

起
業

の
基

本
か

ら
事

業
の

ア
イ

デ
ィ

ア
出

し
ま

で
～

<
全

２
回

>
」

　
 令

和
5

年
2

月
1
9

日
(日

)午
後

2
時

～
4

時
 第

1
回

 参
加

者
3

3
名

　
満

足
度

1
0

0
%

　
 令

和
5

年
2

月
2

6
日

(日
)午

後
2

時
～

4
時

 第
2

回
 参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
1
0

0
%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
53

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
8

在
勤

者
へ

の
雇

用
関

係
情

報
の

提
供

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

就
業

支
援

情
報

の
提

供
を

進
め

る
と

と
も

に
、

就
業

支
援

講
座

、
起

業
支

援
講

座
等

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

在
勤

者
へ

の
働

き
か

け

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

53
担

当
課

産
業

振
興

課

事
業

名
9

女
性

の
就

職
・

再
就

職
支

援

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

自
身

の
希

望
に

応
じ

た
就

職
・

再
就

職
を

め
ざ

し
、

就
職

活
動

に
必

要
な

ノ
ウ

ハ
ウ

や
、

ビ
ジ

ネ
ス

ス
キ

ル
等

の
ポ

イ
ン

ト
を

実
践

的
に

学
べ

る
講

座
を

実
施

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

多
様

な
働

き
方

の
実

現
に

向
け

た
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

ニ
ー

ズ
の

高
い

テ
ー

マ
を

設
定

し
、
実

効
性

の
あ

る
セ

ミ
ナ

ー
と

就
職

面
接

会
を

実
施

す
る

こ
と

で
、
女

性
の

再
就

職
を

支
援

し
ま

す
。

今
年

度
か

ら
指

定
管

理
事

業
に

な
り

、
「
女

性
の

た
め

の
再

就
職

支
援

セ
ミ

ナ
ー

」を
全

５
回

開
催

し
ま

し
た

。
第

1
回

「
こ

れ
か

ら
の

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
」
第

2
回

「
仕

事
と

マ
ネ

ー
プ

ラ
ン

」
第

3
回

「
書

類
選

考
突

破
、
伝

わ
る

履
歴

書
」
第

4
回

「
採

用
に

向
け

て
の

面
接

対
策

」
、
第

5
回

「
5

0
代

か
ら

の
再

就
職

」
の

テ
ー

マ
で

開
催

し
、
総

参
加

者
数

は
３

６
名

で
し

た
。

東
京

し
ご

と
財

団
、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
品

川
と

の
共

催
に

よ
り

セ
ミ

ナ
ー

を
３

回
開

催
し

ま
す

。
各

回
３

０
名

合
計

９
０

名
の

参
加

を
目

標
と

し
ま

す
。

掲
載

ペ
ー

ジ

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

Ｃ
　

達
成

半
ば

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

・
各

回
2

0
名

合
計

１
０

０
名

の
参

加
を

目
標

と
し

て
い

た
が

大
幅

な
未

達
と

な
り

ま
し

た
。

·集
客

が
未

達
と

な
っ

た
原

因
は

以
下

を
想

定
し

て
い

ま
す

。
対

象
と

す
る

タ
ー

ゲ
ッ

ト
が

違
う

と
判

断
し

、
「
広

報
み

な
と

」
に

は
開

催
案

内
を

掲
載

し
な

か
っ

た
た

め
。

1
1
/
1
7

～
1
2

/
1
の

2
週

間
で

5
回

開
催

と
し

た
が

、
同

時
期

に
他

の
イ

ベ
ン

ト
と

も
重

な
り

準
備

が
十

分
で

は
な

か
っ

た
た

め
。

セ
ミ

ナ
ー

内
容

が
代

り
映

え
せ

ず
、
見

せ
方

も
含

め
て

魅
力

的
で

は
な

か
っ

た
た

め
。

・
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
品

川
、
東

京
し

ご
と

財
団

と
共

催
し

セ
ミ

ナ
ー

を
３

回
開

催
し

ま
す

。
・
開

催
回

数
と

開
催

時
期

を
見

直
し

、
７

月
と

１
１
月

に
分

散
し

て
開

催
し

ま
す

。
・
就

職
セ

ミ
ナ

ー
と

個
別

相
談

会
（
希

望
者

対
象

）
を

セ
ッ

ト
で

開
催

し
ま

す
。

・
託

児
対

応
を

行
い

育
児

中
の

方
で

も
参

加
し

や
す

く
し

ま
す

。

自
己

評
価

の
推

移

Ａ
Ａ

A

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

6

− 64 −



1 1

2

1 1

3

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

「
女

性
管

理
職

養
成

講
座

」
「
両

立
支

援
講

座
」
「
再

就
職

支
援

セ
ミ

ナ
ー

」
「
起

業
支

援
講

座
」
等

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、
関

係
機

関
と

も
連

携
し

、
在

勤
者

へ
の

雇
用

関
係

情
報

の
提

供
を

行
い

ま
す

。

女
性

管
理

職
養

成
に

向
け

「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

講
座

〈
全

2
回

〉
」
、
女

性
の

起
業

支
援

に
向

け
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
〈
全

2
回

〉
」
、
雇

用
関

係
情

報
の

提
供

と
し

て
「
令

和
4

年
度

港
区

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
、
「
育

休
か

ら
の

復
職

準
備

講
座

〈
全

2
回

〉
」
を

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
、

（
公

財
）
東

京
し

ご
と

財
団

が
実

施
す

る
セ

ミ
ナ

ー
の

チ
ラ

シ
等

を
配

架
コ

ー
ナ

ー
に

設
置

し
情

報
提

供
を

行
い

ま
し

た
。

引
き

続
き

「
女

性
管

理
職

養
成

」
「
女

性
の

起
業

支
援

」
「
就

業
支

援
」
「
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
」
等

の
講

座
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

も
連

携
し

、
在

勤
者

へ
の

雇
用

関
係

情
報

の
提

供
を

行
い

ま
す

。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

女
性

管
理

職
養

成
や

育
休

後
支

援
、
家

庭
と

仕
事

の
両

立
支

援
に

関
す

る
講

座
、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・バ
ラ

ン
ス

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

、
働

く
場

に
お

け
る

女
性

の
活

躍
や

仕
事

と
家

庭
と

の
両

立
に

向
け

た
取

組
の

重
要

性
を

啓
発

し
、
高

い
満

足
度

に
つ

な
が

り
ま

し
た

。
起

業
支

援
講

座
で

は
、
ワ

ー
ク

を
通

し
て

起
業

ア
イ

デ
ィ

ア
が

具
体

化
さ

れ
た

だ
け

で
な

く
、
一

緒
に

起
業

を
目

指
す

仲
間

の
存

在
が

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
な

が
る

な
ど

、
起

業
に

向
け

た
準

備
を

促
進

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、
（
公

財
）
東

京
し

ご
と

財
団

作
成

の
「
女

性
再

就
職

サ
ポ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
経

理
、
事

務
）
」
「
女

性
し

ご
と

応
援

キ
ャ

ラ
バ

ン
」
や

各
種

奨
励

金
、
マ

ザ
ー

ズ
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
作

成
の

仕
事

と
子

育
て

の
両

立
を

目
指

し
た

就
職

支
援

サ
ー

ビ
ス

、
（
公

財
）
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

が
運

営
す

る
T

O
K

Y
O

創
業

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
利

用
案

内
等

、
関

係
機

関
が

作
成

す
る

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

や
チ

ラ
シ

等
を

配
架

コ
ー

ナ
ー

に
設

置
し

情
報

提
供

を
行

い
ま

し
た

。

【
主

催
講

座
】

1
．
「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
〈
全

2
回

〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
1
5

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

1
回

・
理

論
編

：
女

性
の

視
点

か
ら

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

考
え

る
～

日
本

の
女

性
管

理
職

に
関

す
る

研
究

か
ら

～
」
参

加
者

1
5

名
　

満
足

度
8

7
.5

％
　

 令
和

4
年

9
月

2
9

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

2
回

・
実

践
編

：
経

営
戦

略
と

し
て

の
女

性
活

躍
推

進
～

事
例

か
ら

組
織

を
変

え
る

取
組

を
考

え
る

～
」
参

加
者

1
1
名

　
満

足
度

1
0

0
％

2
．
「
育

休
か

ら
の

復
職

準
備

講
座

～
育

児
も

仕
事

も
自

分
も

大
切

に
す

る
た

め
の

ヒ
ン

ト
 〈

全
2

回
〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
2

8
日

（
水

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
第

1
回

：
復

職
後

の
働

き
方

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
か

む
」
参

加
者

1
4

名
　

満
足

度
1
0

0
％

　
 令

和
4

年
1
0

月
5

日
（
水

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
第

2
回

：
復

職
後

の
育

児
・
家

事
・
夫

婦
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
考

え
る

」
参

加
者

1
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

3
．
令

和
4

年
1
2

月
1
3

日
（
火

）
午

後
3

時
～

5
時

「
令

和
4

年
度

港
区

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
「
基

調
講

演
：
経

営
戦

略
と

し
て

の
働

き
方

改
革

～
ワ

ー
ク

・
エ

ン
ゲ

ー
ジ

メ
ン

ト
と

生
産

性
向

上
を

考
え

る
～

」
参

加
者

3
7

名
　

満
足

度
9

5
.6

％
4

．
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
～

起
業

の
基

本
か

ら
事

業
の

ア
イ

デ
ィ

ア
出

し
ま

で
～

<
全

２
回

>
」

　
 令

和
5

年
2

月
1
9

日
(日

)午
後

2
時

～
4

時
 第

1
回

 参
加

者
3

3
名

　
満

足
度

1
0

0
%

　
 令

和
5

年
2

月
2

6
日

(日
)午

後
2

時
～

4
時

 第
2

回
 参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
1
0

0
%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
53

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
8

在
勤

者
へ

の
雇

用
関

係
情

報
の

提
供

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

就
業

支
援

情
報

の
提

供
を

進
め

る
と

と
も

に
、

就
業

支
援

講
座

、
起

業
支

援
講

座
等

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

在
勤

者
へ

の
働

き
か

け

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

53
担

当
課

産
業

振
興

課

事
業

名
9

女
性

の
就

職
・

再
就

職
支

援

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

自
身

の
希

望
に

応
じ

た
就

職
・

再
就

職
を

め
ざ

し
、

就
職

活
動

に
必

要
な

ノ
ウ

ハ
ウ

や
、

ビ
ジ

ネ
ス

ス
キ

ル
等

の
ポ

イ
ン

ト
を

実
践

的
に

学
べ

る
講

座
を

実
施

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

多
様

な
働

き
方

の
実

現
に

向
け

た
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

ニ
ー

ズ
の

高
い

テ
ー

マ
を

設
定

し
、
実

効
性

の
あ

る
セ

ミ
ナ

ー
と

就
職

面
接

会
を

実
施

す
る

こ
と

で
、
女

性
の

再
就

職
を

支
援

し
ま

す
。

今
年

度
か

ら
指

定
管

理
事

業
に

な
り

、
「
女

性
の

た
め

の
再

就
職

支
援

セ
ミ

ナ
ー

」を
全

５
回

開
催

し
ま

し
た

。
第

1
回

「
こ

れ
か

ら
の

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
」
第

2
回

「
仕

事
と

マ
ネ

ー
プ

ラ
ン

」
第

3
回

「
書

類
選

考
突

破
、
伝

わ
る

履
歴

書
」
第

4
回

「
採

用
に

向
け

て
の

面
接

対
策

」
、
第

5
回

「
5

0
代

か
ら

の
再

就
職

」
の

テ
ー

マ
で

開
催

し
、
総

参
加

者
数

は
３

６
名

で
し

た
。

東
京

し
ご

と
財

団
、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
品

川
と

の
共

催
に

よ
り

セ
ミ

ナ
ー

を
３

回
開

催
し

ま
す

。
各

回
３

０
名

合
計

９
０

名
の

参
加

を
目

標
と

し
ま

す
。

掲
載

ペ
ー

ジ

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

Ｃ
　

達
成

半
ば

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

・
各

回
2

0
名

合
計

１
０

０
名

の
参

加
を

目
標

と
し

て
い

た
が

大
幅

な
未

達
と

な
り

ま
し

た
。

·集
客

が
未

達
と

な
っ

た
原

因
は

以
下

を
想

定
し

て
い

ま
す

。
対

象
と

す
る

タ
ー

ゲ
ッ

ト
が

違
う

と
判

断
し

、
「
広

報
み

な
と

」
に

は
開

催
案

内
を

掲
載

し
な

か
っ

た
た

め
。

1
1
/
1
7

～
1
2

/
1
の

2
週

間
で

5
回

開
催

と
し

た
が

、
同

時
期

に
他

の
イ

ベ
ン

ト
と

も
重

な
り

準
備

が
十

分
で

は
な

か
っ

た
た

め
。

セ
ミ

ナ
ー

内
容

が
代

り
映

え
せ

ず
、
見

せ
方

も
含

め
て

魅
力

的
で

は
な

か
っ

た
た

め
。

・
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
品

川
、
東

京
し

ご
と

財
団

と
共

催
し

セ
ミ

ナ
ー

を
３

回
開

催
し

ま
す

。
・
開

催
回

数
と

開
催

時
期

を
見

直
し

、
７

月
と

１
１
月

に
分

散
し

て
開

催
し

ま
す

。
・
就

職
セ

ミ
ナ

ー
と

個
別

相
談

会
（
希

望
者

対
象

）
を

セ
ッ

ト
で

開
催

し
ま

す
。

・
託

児
対

応
を

行
い

育
児

中
の

方
で

も
参

加
し

や
す

く
し

ま
す

。

自
己

評
価

の
推

移

Ａ
Ａ

A

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

6

1 1

3

掲
載

ペ
ー

ジ
53

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
9

女
性

の
就

職
・

再
就

職
支

援

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

自
身

の
希

望
に

応
じ

た
就

職
・

再
就

職
を

め
ざ

し
、

就
職

活
動

に
必

要
な

ノ
ウ

ハ
ウ

や
、

ビ
ジ

ネ
ス

ス
キ

ル
等

の
ポ

イ
ン

ト
を

実
践

的
に

学
べ

る
講

座
を

実
施

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

多
様

な
働

き
方

の
実

現
に

向
け

た
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

「
女

性
管

理
職

養
成

講
座

」
「
両

立
支

援
講

座
」
「
再

就
職

支
援

セ
ミ

ナ
ー

」
「
子

ど
も

の
い

な
い

働
く

女
性

か
ら

考
え

る
職

場
風

土
の

多
様

性
」
等

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、
関

係
機

関
と

も
連

携
し

、
在

勤
者

へ
の

雇
用

関
係

情
報

の
提

供
を

行
い

ま
す

。

現
在

、
育

休
中

の
方

に
向

け
た

「育
休

か
ら

の
復

職
準

備
講

座
～

育
児

も
仕

事
も

自
分

も
大

切
に

す
る

た
め

の
ヒ

ン
ト

～
【
全

2
回

】
」
を

開
催

し
ま

し
た

。
（
1
日

目
：
復

職
後

の
働

き
方

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
か

む
　

2
日

目
：
復

職
後

の
育

児
・
家

事
・
夫

婦
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
考

え
る

。
）

ひ
と

り
親

家
庭

に
向

け
た

「シ
ン

グ
ル

マ
ザ

ー
の

た
め

の
ラ

イ
フ

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

講
座

　
～

仕
事

を
人

生
の

味
方

に
し

て
私

ら
し

く
幸

福
に

生
き

る
」
を

開
催

し
ま

し
た

。

「
ア

タ
マ

と
コ

コ
ロ

の
整

理
整

頓
　

自
分

軸
発

見
！

講
座

」
等

の
主

催
講

座
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

も
連

携
し

、
在

勤
者

へ
の

雇
用

関
係

情
報

の
提

供
を

行
い

ま
す

。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

育
休

復
帰

に
向

け
て

、
1
日

目
は

復
職

後
の

働
き

方
に

つ
い

て
、
2

日
目

は
復

職
し

た
後

の
育

児
や

家
事

の
分

担
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

考
え

れ
ば

い
い

か
、
パ

ー
ト

ナ
ー

間
の

調
整

等
に

つ
い

て
、
講

義
と

個
人

ワ
ー

ク
を

取
り

入
れ

な
が

ら
学

ぶ
講

座
を

提
供

し
ま

し
た

。
会

場
参

加
者

だ
け

で
な

く
、
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

者
か

ら
も

チ
ャ

ッ
ト

機
能

を
利

用
し

て
意

見
や

質
問

を
積

極
的

に
い

た
だ

い
た

こ
と

で
、
講

師
の

講
義

を
一

方
的

に
聴

く
形

式
で

は
な

く
参

加
型

・
相

互
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

型
の

講
座

に
な

り
ま

し
た

。
「
先

生
の

お
話

は
も

ち
ろ

ん
参

考
に

な
り

ま
し

た
が

、
参

加
さ

れ
て

い
る

皆
様

も
復

帰
に

対
し

て
同

じ
様

な
こ

と
で

悩
ん

で
い

る
の

だ
と

感
じ

、
少

し
心

が
軽

く
な

り
ま

し
た

」
「
取

り
入

れ
た

い
ア

イ
デ

ィ
ア

を
沢

山
い

た
だ

け
た

の
で

、
頑

張
ろ

う
と

思
え

た
」
な

ど
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
由

記
述

か
ら

、
参

加
者

か
ら

も
さ

ま
ざ

ま
な

意
見

が
出

た
点

も
講

座
の

評
価

に
つ

な
が

り
ま

し
た

。

【
主

催
講

座
】

1
．
「
育

休
か

ら
の

復
職

準
備

講
座

～
育

児
も

仕
事

も
自

分
も

大
切

に
す

る
た

め
の

ヒ
ン

ト
 〈

全
2

回
〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
2

8
日

（
水

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
第

1
回

：
復

職
後

の
働

き
方

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
か

む
」
参

加
者

1
4

名
　

満
足

度
1
0

0
％

　
 令

和
4

年
1
0

月
5

日
（
水

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
第

2
回

：
復

職
後

の
育

児
・
家

事
・
夫

婦
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
考

え
る

」
参

加
者

1
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

2
．
令

和
４

年
1
0

月
2

3
日

（
日

）
午

後
1
時

～
3

時
 「

シ
ン

グ
ル

マ
ザ

ー
の

た
め

の
ラ

イ
フ

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

講
座

　
～

仕
事

を
人

生
の

味
方

に
し

て
私

ら
し

く
幸

福
に

生
き

る
」
　

参
加

者
8

名
　

満
足

度
8

3
.3

％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

Ａ
Ａ

Ａ

7

− 65 −



1 1

3

1 2

１１

1 2

１１

目
標

の
達

成
は

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

が
、
４

月
に

各
課

に
対

し
て

調
査

を
行

い
、
審

議
会

等
の

女
性

委
員

比
率

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、
目

標
数

値
に

な
る

よ
う

協
力

を
依

頼
し

ま
し

た
。

ま
た

、
女

性
委

員
比

率
の

目
標

値
を

下
回

っ
て

い
る

場
合

に
は

、
担

当
課

か
ら

理
由

等
の

報
告

を
求

め
る

と
と

も
に

、
次

回
委

員
選

定
時

、
速

や
か

に
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

よ
う

依
頼

す
る

協
議

内
容

の
結

果
（
総

務
部

長
コ

メ
ン

ト
）
を

記
載

し
、
全

庁
に

通
知

し
ま

し
た

。
令

和
５

年
度

に
つ

い
て

は
、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

周
知

を
定

期
的

に
行

う
と

と
も

に
、
女

性
委

員
比

率
の

目
標

値
を

下
回

っ
て

い
る

審
議

会
等

に
つ

い
て

は
、
総

務
部

長
へ

の
個

別
協

議
を

行
い

ま
す

。

令
和

３
年

度
　

3
4

.4
%

　
女

性
委

員
が

い
な

い
審

議
会

な
ど

の
数

　
４

令
和

２
年

度
　

3
4

.1
%

　
女

性
委

員
が

い
な

い
審

議
会

な
ど

の
数

　
 ６

令
和

元
年

度
　

3
4

.4
%

　
女

性
委

員
が

い
な

い
審

議
会

な
ど

の
数

  
4

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

Ｃ
Ｃ

Ｃ

自
己

評
価

Ｃ
　

達
成

半
ば

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

目
標

課
題

政
策

・
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

掲
載

ペ
ー

ジ
5
3

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
0

女
性

の
起

業
支

援

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

女
性

の
経

済
力

を
向

上
す

る
一

環
と

し
て

、
起

業
に

関
す

る
ノ

ウ
ハ

ウ
や

資
金

調
達

の
方

法
を

学
ぶ

講
座

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

女
性

の
多

様
な

働
き

方
の

実
現

に
向

け
た

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

起
業

を
考

え
て

い
る

女
性

を
対

象
に

、
必

要
な

知
識

や
ス

キ
ル

、
同

じ
よ

う
な

志
を

も
つ

女
性

と
つ

な
が

る
機

会
を

提
供

す
る

起
業

支
援

講
座

を
開

催
し

ま
す

。

起
業

を
志

す
女

性
た

ち
を

対
象

と
し

た
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
《
初

級
編

》
～

起
業

の
基

本
か

ら
事

業
の

ア
イ

デ
ィ

ア
出

し
ま

で
～

＜
全

2
回

＞
」
を

開
催

し
ま

し
た

。

次
年

度
も

引
き

続
き

「
女

性
の

起
業

支
援

講
座

」
を

開
催

し
、
起

業
を

考
え

て
い

る
女

性
を

対
象

に
、
必

要
な

知
識

や
ス

キ
ル

、
同

じ
よ

う
な

志
を

も
つ

女
性

と
つ

な
が

る
機

会
を

提
供

す
る

起
業

支
援

講
座

を
開

催
し

ま
す

。
ま

た
、
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

創
業

支
援

セ
ミ

ナ
ー

等
の

紹
介

な
ど

の
情

報
提

供
も

行
い

ま
す

。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

起
業

の
メ

リ
ッ

ト
・
デ

メ
リ

ッ
ト

を
は

じ
め

、
起

業
の

マ
イ

ン
ド

セ
ッ

ト
、
起

業
を

志
し

た
ら

ま
ず

す
べ

き
こ

と
等

、
基

礎
知

識
に

関
す

る
情

報
を

提
供

し
ま

し
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

「
同

じ
よ

う
な

目
的

を
も

っ
て

参
加

さ
れ

て
い

る
方

の
話

を
聴

き
、
「
勢

い
」
と

「
情

熱
」
を

傍
で

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
」
「
起

業
に

関
し

て
ぼ

や
け

て
い

た
も

の
が

は
っ

き
り

と
し

、
周

り
の

人
と

話
す

こ
と

で
も

新
し

い
発

見
が

あ
っ

た
り

、
知

識
が

増
え

て
良

か
っ

た
」
「
参

加
者

の
方

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
い

た
だ

い
た

り
と

有
意

義
な

2
日

間
で

し
た

」
な

ど
好

評
の

声
を

多
く

い
た

だ
き

ま
し

た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
～

起
業

の
基

本
か

ら
事

業
の

ア
イ

デ
ィ

ア
出

し
ま

で
～

<
全

２
回

>
」

　
 令

和
5

年
2

月
1
9

日
(日

)午
後

2
時

～
4

時
 第

1
回

 参
加

者
3

3
名

　
満

足
度

1
0

0
%

　
 令

和
5

年
2

月
2

6
日

(日
)午

後
2

時
～

4
時

 第
2

回
 参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
1
0

0
%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

Ａ
Ａ

Ａ

掲
載

ペ
ー

ジ
5
6

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
1

女
性

の
参

画
推

進
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

・
周

知
《

新
規

》

課
題

政
策

・
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

事
業

内
容

女
性

委
員

の
積

極
的

な
選

出
を

推
進

す
る

た
め

、
審

議
会

等
委

員
の

関
係

団
体

へ
の

推
進

依
頼

に
お

け
る

「
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
作

成
し

、
活

用
に

つ
い

て
各

課
に

周
知

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
審審

議議
会会

等等
委委

員員
へへ

のの
女女

性性
のの

参参
画画

拡拡
大大

【【
責責

任任
項項

目目
２２

】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

策
定

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
則

っ
た

委
員

選
任

が
行

わ
れ

る
よ

う
、
庁

内
周

知
を

図
り

ま
す

。
令

和
３

年
８

月
に

策
定

し
た

「審
議

会
等

へ
の

女
性

の
参

画
を

促
進

す
る

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

年
度

初
め

に
各

課
に

通
知

し
、
周

知
を

図
り

ま
し

た
。

女
性

委
員

の
積

極
的

な
選

出
を

推
進

す
る

た
め

、
区

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
掲

示
板

等
を

活
用

し
、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

周
知

を
行

い
ま

す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

４
年

度
事

業
目

標
ど

お
り

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
各

課
に

周
知

し
た

た
め

。
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
5
6

担
当

課
各

課

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
2

審
議

会
等

委
員

の
女

性
参

画
の

推
進

事
業

内
容

男
女

が
対

等
な

立
場

で
責

任
を

分
か

ち
合

い
、

意
見

を
平

等
に

反
映

さ
せ

る
た

め
、

女
性

の
参

画
推

進
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

活
用

し
、

審
議

会
等

の
女

性
委

員
比

率
を

向
上

さ
せ

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

施
策

の
方

向
審審

議議
会会

等等
委委

員員
へへ

のの
女女

性性
のの

参参
画画

拡拡
大大

【【
責責

任任
項項

目目
２２

】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

女
性

の
参

画
推

進
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

活
用

し
、
審

議
会

等
の

女
性

委
員

比
率

3
8

.9
％

を
め

ざ
し

ま
す

。

女
性

委
員

比
率

　
3

6
.1

％
　

女
性

委
員

が
い

な
い

審
議

会
な

ど
の

数
　

３
令

和
３

年
８

月
に

策
定

し
た

「審
議

会
等

へ
の

女
性

の
参

画
を

促
進

す
る

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

年
度

当
初

に
各

課
に

周
知

す
る

と
と

も
に

、
各

課
か

ら
報

告
を

受
け

た
「審

議
会

等
に

お
け

る
女

性
委

員
の

参
画

状
況

報
告

書
」
に

つ
い

て
、
女

性
委

員
比

率
が

5
0

％
に

達
し

て
い

な
い

審
議

会
等

に
つ

い
て

は
、
協

議
内

容
の

結
果

（
総

務
部

長
コ

メ
ン

ト
）
を

記
載

し
、
全

庁
に

通
知

し
ま

し
た

。

女
性

の
参

画
推

進
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

活
用

し
、
審

議
会

等
の

女
性

委
員

比
率

4
2

.1
％

を
め

ざ
し

ま
す

。

8
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1 1

3

1 2

１１

1 2

１１

目
標

の
達

成
は

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

が
、
４

月
に

各
課

に
対

し
て

調
査

を
行

い
、
審

議
会

等
の

女
性

委
員

比
率

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、
目

標
数

値
に

な
る

よ
う

協
力

を
依

頼
し

ま
し

た
。

ま
た

、
女

性
委

員
比

率
の

目
標

値
を

下
回

っ
て

い
る

場
合

に
は

、
担

当
課

か
ら

理
由

等
の

報
告

を
求

め
る

と
と

も
に

、
次

回
委

員
選

定
時

、
速

や
か

に
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

よ
う

依
頼

す
る

協
議

内
容

の
結

果
（
総

務
部

長
コ

メ
ン

ト
）
を

記
載

し
、
全

庁
に

通
知

し
ま

し
た

。
令

和
５

年
度

に
つ

い
て

は
、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

周
知

を
定

期
的

に
行

う
と

と
も

に
、
女

性
委

員
比

率
の

目
標

値
を

下
回

っ
て

い
る

審
議

会
等

に
つ

い
て

は
、
総

務
部

長
へ

の
個

別
協

議
を

行
い

ま
す

。

令
和

３
年

度
　

3
4

.4
%

　
女

性
委

員
が

い
な

い
審

議
会

な
ど

の
数

　
４

令
和

２
年

度
　

3
4

.1
%

　
女

性
委

員
が

い
な

い
審

議
会

な
ど

の
数

　
 ６

令
和

元
年

度
　

3
4

.4
%

　
女

性
委

員
が

い
な

い
審

議
会

な
ど

の
数

  
4

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

Ｃ
Ｃ

Ｃ

自
己

評
価

Ｃ
　

達
成

半
ば

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

目
標

課
題

政
策

・
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

掲
載

ペ
ー

ジ
5
3

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
0

女
性

の
起

業
支

援

課
題

働
く

場
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

の
促

進

事
業

内
容

女
性

の
経

済
力

を
向

上
す

る
一

環
と

し
て

、
起

業
に

関
す

る
ノ

ウ
ハ

ウ
や

資
金

調
達

の
方

法
を

学
ぶ

講
座

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

女
性

の
多

様
な

働
き

方
の

実
現

に
向

け
た

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

起
業

を
考

え
て

い
る

女
性

を
対

象
に

、
必

要
な

知
識

や
ス

キ
ル

、
同

じ
よ

う
な

志
を

も
つ

女
性

と
つ

な
が

る
機

会
を

提
供

す
る

起
業

支
援

講
座

を
開

催
し

ま
す

。

起
業

を
志

す
女

性
た

ち
を

対
象

と
し

た
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
《
初

級
編

》
～

起
業

の
基

本
か

ら
事

業
の

ア
イ

デ
ィ

ア
出

し
ま

で
～

＜
全

2
回

＞
」
を

開
催

し
ま

し
た

。

次
年

度
も

引
き

続
き

「
女

性
の

起
業

支
援

講
座

」
を

開
催

し
、
起

業
を

考
え

て
い

る
女

性
を

対
象

に
、
必

要
な

知
識

や
ス

キ
ル

、
同

じ
よ

う
な

志
を

も
つ

女
性

と
つ

な
が

る
機

会
を

提
供

す
る

起
業

支
援

講
座

を
開

催
し

ま
す

。
ま

た
、
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

創
業

支
援

セ
ミ

ナ
ー

等
の

紹
介

な
ど

の
情

報
提

供
も

行
い

ま
す

。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

起
業

の
メ

リ
ッ

ト
・
デ

メ
リ

ッ
ト

を
は

じ
め

、
起

業
の

マ
イ

ン
ド

セ
ッ

ト
、
起

業
を

志
し

た
ら

ま
ず

す
べ

き
こ

と
等

、
基

礎
知

識
に

関
す

る
情

報
を

提
供

し
ま

し
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

「
同

じ
よ

う
な

目
的

を
も

っ
て

参
加

さ
れ

て
い

る
方

の
話

を
聴

き
、
「
勢

い
」
と

「
情

熱
」
を

傍
で

感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
」
「
起

業
に

関
し

て
ぼ

や
け

て
い

た
も

の
が

は
っ

き
り

と
し

、
周

り
の

人
と

話
す

こ
と

で
も

新
し

い
発

見
が

あ
っ

た
り

、
知

識
が

増
え

て
良

か
っ

た
」
「
参

加
者

の
方

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
い

た
だ

い
た

り
と

有
意

義
な

2
日

間
で

し
た

」
な

ど
好

評
の

声
を

多
く

い
た

だ
き

ま
し

た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
～

起
業

の
基

本
か

ら
事

業
の

ア
イ

デ
ィ

ア
出

し
ま

で
～

<
全

２
回

>
」

　
 令

和
5

年
2

月
1
9

日
(日

)午
後

2
時

～
4

時
 第

1
回

 参
加

者
3

3
名

　
満

足
度

1
0

0
%

　
 令

和
5

年
2

月
2

6
日

(日
)午

後
2

時
～

4
時

 第
2

回
 参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
1
0

0
%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

Ａ
Ａ

Ａ

掲
載

ペ
ー

ジ
5
6

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
1

女
性

の
参

画
推

進
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

・
周

知
《

新
規

》

課
題

政
策

・
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

事
業

内
容

女
性

委
員

の
積

極
的

な
選

出
を

推
進

す
る

た
め

、
審

議
会

等
委

員
の

関
係

団
体

へ
の

推
進

依
頼

に
お

け
る

「
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
作

成
し

、
活

用
に

つ
い

て
各

課
に

周
知

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
審審

議議
会会

等等
委委

員員
へへ

のの
女女

性性
のの

参参
画画

拡拡
大大

【【
責責

任任
項項

目目
２２

】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

策
定

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
則

っ
た

委
員

選
任

が
行

わ
れ

る
よ

う
、
庁

内
周

知
を

図
り

ま
す

。
令

和
３

年
８

月
に

策
定

し
た

「審
議

会
等

へ
の

女
性

の
参

画
を

促
進

す
る

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

年
度

初
め

に
各

課
に

通
知

し
、
周

知
を

図
り

ま
し

た
。

女
性

委
員

の
積

極
的

な
選

出
を

推
進

す
る

た
め

、
区

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
掲

示
板

等
を

活
用

し
、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

周
知

を
行

い
ま

す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

４
年

度
事

業
目

標
ど

お
り

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
各

課
に

周
知

し
た

た
め

。
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
5
6

担
当

課
各

課

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
2

審
議

会
等

委
員

の
女

性
参

画
の

推
進

事
業

内
容

男
女

が
対

等
な

立
場

で
責

任
を

分
か

ち
合

い
、

意
見

を
平

等
に

反
映

さ
せ

る
た

め
、

女
性

の
参

画
推

進
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

活
用

し
、

審
議

会
等

の
女

性
委

員
比

率
を

向
上

さ
せ

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

施
策

の
方

向
審審

議議
会会

等等
委委

員員
へへ

のの
女女

性性
のの

参参
画画

拡拡
大大

【【
責責

任任
項項

目目
２２

】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

女
性

の
参

画
推

進
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

活
用

し
、
審

議
会

等
の

女
性

委
員

比
率

3
8

.9
％

を
め

ざ
し

ま
す

。

女
性

委
員

比
率

　
3

6
.1

％
　

女
性

委
員

が
い

な
い

審
議

会
な

ど
の

数
　

３
令

和
３

年
８

月
に

策
定

し
た

「審
議

会
等

へ
の

女
性

の
参

画
を

促
進

す
る

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

年
度

当
初

に
各

課
に

周
知

す
る

と
と

も
に

、
各

課
か

ら
報

告
を

受
け

た
「審

議
会

等
に

お
け

る
女

性
委

員
の

参
画

状
況

報
告

書
」
に

つ
い

て
、
女

性
委

員
比

率
が

5
0

％
に

達
し

て
い

な
い

審
議

会
等

に
つ

い
て

は
、
協

議
内

容
の

結
果

（
総

務
部

長
コ

メ
ン

ト
）
を

記
載

し
、
全

庁
に

通
知

し
ま

し
た

。

女
性

の
参

画
推

進
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

活
用

し
、
審

議
会

等
の

女
性

委
員

比
率

4
2

.1
％

を
め

ざ
し

ま
す

。

8

1 2

１ １

1 2

2
施

策
の

方
向

女
性

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

女
性

の
人

材
育

成
、
経

済
活

動
の

支
援

を
目

的
に

、
起

業
に

必
要

な
ス

キ
ル

や
同

じ
よ

う
な

志
を

も
つ

女
性

と
つ

な
が

る
機

会
を

提
供

す
る

起
業

支
援

講
座

を
開

催
し

ま
す

。
中

小
企

業
に

も
女

性
活

躍
推

進
法

に
基

づ
く

行
動

計
画

の
策

定
・
届

出
、
情

報
公

表
が

義
務

化
さ

れ
た

こ
と

を
受

け
、
企

業
人

向
け

の
啓

発
講

座
も

実
施

し
、
女

性
が

活
躍

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
支

援
し

ま
す

。
ま

た
、
リ

ー
ブ

ラ
フ

ェ
ス

タ
の

主
講

演
や

国
際

女
性

デ
ー

に
あ

わ
せ

た
講

座
で

、
様

々
な

世
代

の
女

性
を

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

す
る

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

ま
す

。

主
催

講
座

で
は

、
「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
＜

全
２

回
＞

」
「
育

休
か

ら
の

復
職

準
備

講
座

～
育

児
も

仕
事

も
自

分
も

大
切

に
す

る
た

め
の

ヒ
ン

ト
～

＜
全

２
回

＞
」
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
《
初

級
編

》
～

起
業

の
基

本
か

ら
事

業
の

ア
イ

デ
ィ

ア
出

し
ま

で
～

＜
全

２
回

＞
」
を

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
、
2

0
2

2
年

度
港

区
立

男
女

平
等

参
画

セ
ン

タ
ー

助
成

事
業

（ホ
ッ

プ
）「

女
性

の
た

め
の

O
N

E
 D

A
Y

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
講

座
」を

開
催

し
ま

し
た

。
フ

ェ
ス

タ
主

講
演

に
お

い
て

、
漫

画
家

と
し

て
長

年
活

躍
さ

れ
て

い
る

里
中

満
智

子
さ

ん
を

お
迎

え
し

、
「
自

分
で

道
を

切
り

拓
く

と
い

う
こ

と
～

未
来

を
創

る
ひ

と
た

ち
へ

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

～
」
を

開
催

し
ま

し
た

。

「
女

性
管

理
職

養
成

講
座

」
「
女

性
の

起
業

講
座

」
を

開
催

し
ま

す
。
ま

た
、
リ

ー
ブ

ラ
フ

ェ
ス

タ
の

主
講

演
や

国
際

女
性

デ
ー

企
画

を
通

し
て

、
様

々
な

世
代

の
女

性
を

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

す
る

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

ま
す

。
女

性
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

す
る

活
動

を
し

て
い

る
団

体
が

い
れ

ば
、
助

成
事

業
へ

の
参

加
を

積
極

的
に

進
め

て
い

き
ま

す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

2
0

1
9

年
に

女
性

活
躍

推
進

法
が

改
正

さ
れ

、
労

働
者

数
1
0

1
～

3
0

0
人

以
内

の
事

業
主

も
令

和
4

年
(2

0
2

2
年

)4
月

1
日

か
ら

義
務

の
対

象
と

な
り

、
啓

発
を

目
的

に
「
女

性
活

躍
推

進
講

座
」
を

開
催

し
ま

し
た

。
助

成
事

業
、
育

休
復

帰
準

備
講

座
、
起

業
講

座
に

つ
い

て
も

、
講

義
を

と
お

し
て

情
報

提
供

を
行

う
ほ

か
、
個

人
ワ

ー
ク

や
参

加
者

同
士

の
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
を

入
れ

る
な

ど
、
受

講
者

が
よ

り
有

益
な

時
間

を
過

ご
せ

る
よ

う
に

努
め

ま
し

た
。

フ
ェ

ス
タ

主
講

演
に

お
い

て
は

、
漫

画
界

で
道

を
切

り
開

い
て

き
た

里
中

満
智

子
さ

ん
に

ご
自

身
の

人
生

、
作

品
の

主
人

公
に

込
め

た
女

性
活

躍
、
次

世
代

へ
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
な

ど
の

想
い

を
お

話
い

た
だ

き
、
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

多
く

の
好

評
の

声
が

あ
り

ま
し

た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
４

年
6

月
2

6
日

(日
)午

後
1
時

3
0

分
～

3
時

「
自

分
で

道
を

切
り

拓
く

と
い

う
こ

と
～

未
来

を
創

る
ひ

と
た

ち
へ

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

～
」

参
加

者
1
1
5

名
　

満
足

度
8

9
.9

％
2

．
「
事

業
者

向
け

女
性

活
躍

推
進

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
〈
全

2
回

〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
1
5

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

1
回

・
理

論
編

：
女

性
の

視
点

か
ら

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

考
え

る
～

日
本

の
女

性
管

理
職

に
関

す
る

研
究

か
ら

～
」
参

加
者

1
5

名
　

満
足

度
8

7
.5

％
　

 令
和

4
年

9
月

2
9

日
（
木

）
午

後
2

時
～

4
時

「
第

2
回

・
実

践
編

：
経

営
戦

略
と

し
て

の
女

性
活

躍
推

進
～

事
例

か
ら

組
織

を
変

え
る

取
組

を
考

え
る

～
」
参

加
者

1
1
名

　
満

足
度

1
0

0
％

3
．
令

和
４

年
９

月
3

日
（
土

）
　

午
前

1
0

時
～

午
後

4
時

４
５

分
 「

女
性

の
た

め
の

O
N

E
 D

A
Y

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
講

座
」
 参

加
者

4
3

名
4

．
「
育

休
か

ら
の

復
職

準
備

講
座

～
育

児
も

仕
事

も
自

分
も

大
切

に
す

る
た

め
の

ヒ
ン

ト
 〈

全
2

回
〉
」

　
 令

和
4

年
9

月
2

8
日

（
水

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
第

1
回

：
復

職
後

の
働

き
方

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
か

む
」
参

加
者

1
4

名
　

満
足

度
1
0

0
％

　
 令

和
4

年
1
0

月
5

日
（
水

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
第

2
回

：
復

職
後

の
育

児
・
家

事
・
夫

婦
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
考

え
る

」
参

加
者

1
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2

掲
載

ペ
ー

ジ
5
6

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
4

関
係

団
体

と
の

連
携

に
よ

る
女

性
の

人
材

育
成

と
活

動
支

援

課
題

政
策

・
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

事
業

内
容

女
性

リ
ー

ダ
ー

を
育

成
す

る
た

め
の

講
座

、
起

業
す

る
た

め
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
学

ぶ
講

座
等

を
関

係
団

体
と

連
携

し
て

実
施

し
ま

す
。

3

-
-

A

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

委
員

募
集

時
か

ら
性

別
に

か
か

わ
り

な
く

参
加

で
き

る
工

夫
を

し
ま

す
。

委
員

募
集

時
か

ら
性

別
に

か
か

わ
り

な
く

参
加

で
き

る
よ

う
、
一

時
保

育
の

用
意

を
行

う
こ

と
や

開
催

時
間

を
調

整
す

る
な

ど
工

夫
し

ま
し

た
。

委
員

募
集

時
に

一
時

保
育

が
可

能
で

あ
る

こ
と

を
推

薦
依

頼
文

に
明

記
す

る
な

ど
、

性
別

に
関

わ
り

な
く

、
参

加
で

き
る

工
夫

を
し

ま
す

。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

担
当

課
に

事
業

実
績

調
査

を
依

頼
し

、
取

組
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

ま
し

た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

B
B

B

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名

掲
載

ペ
ー

ジ
5
6

担
当

課
各

課

1
3

性
別

に
か

か
わ

り
な

く
参

加
で

き
る

工
夫

課
題

事
業

内
容

審
議

会
等

に
子

育
て

世
代

が
参

加
で

き
る

よ
う

、
開

催
に

当
た

っ
て

は
、

一
時

保
育

の
用

意
や

夜
間

開
催

す
る

な
ど

、
工

夫
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

審審
議議

会会
等等

委委
員員

へへ
のの

女女
性性

のの
参参

画画
拡拡

大大
【【

責責
任任

項項
目目

２２
】】
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1 2

2

1 3

1

今
年

度
も

利
用

者
懇

談
会

を
年

２
回

開
催

し
、
リ

ー
ブ

ラ
と

各
団

体
、
そ

し
て

団
体

間
の

交
流

を
図

り
ま

す
。
さ

ま
ざ

ま
な

女
性

が
繋

が
る

こ
と

の
で

き
る

内
容

の
主

催
講

座
を

企
画

し
、
女

性
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
や

新
規

団
体

登
録

等
を

め
ざ

し
ま

す
。
あ

わ
せ

て
、
港

区
内

の
団

体
と

の
連

携
強

化
を

図
り

ま
す

。

「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
v
o
l．

２
　

書
い

て
人

生
を

楽
し

も
う

～
大

人
の

文
章

表
現

講
座

～
」
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
《
初

級
編

》
～

起
業

の
基

本
か

ら
事

業
の

ア
イ

デ
ィ

ア
出

し
ま

で
～

」
の

主
催

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。
ま

た
助

成
事

業
で

は
、
「
女

性
の

た
め

の
O

N
E

 D
A

Y
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

講
座

」
 を

開
催

し
、
区

内
に

お
け

る
女

性
た

ち
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
を

支
援

し
ま

し
た

。

「
女

性
の

た
め

の
更

年
期

講
座

」
「
自

分
軸

発
見

！
講

座
」
「
女

性
の

起
業

講
座

」
「
女

性
管

理
職

養
成

講
座

」
を

開
催

し
ま

す
。

主
催

講
座

や
助

成
事

業
、
協

力
事

業
等

を
通

し
て

、
同

じ
志

や
関

心
事

、
課

題
を

も
つ

女
性

と
つ

な
が

り
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

機
会

を
提

供
し

ま
す

。
女

性
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
創

成
・
拡

大
し

て
い

け
る

主
旨

の
活

動
を

し
て

い
る

団
体

が
い

れ
ば

、
助

成
事

業
へ

の
参

加
を

積
極

的
に

進
め

て
い

き
ま

す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

女
性

を
含

め
た

区
民

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
目

的
と

し
て

、
「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
v
o
l．

２
　

書
い

て
人

生
を

楽
し

も
う

～
大

人
の

文
章

表
現

講
座

～
」
を

開
催

し
ま

し
た

。
5

回
の

連
続

講
座

と
し

て
開

催
し

、
受

講
者

同
士

の
交

流
や

情
報

交
換

の
機

会
を

設
け

ま
し

た
。

起
業

を
志

す
女

性
た

ち
を

対
象

と
し

た
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
《
初

級
編

》
～

起
業

の
基

本
か

ら
事

業
の

ア
イ

デ
ィ

ア
出

し
ま

で
～

」
を

開
催

し
ま

し
た

。
起

業
の

ハ
ウ

ツ
ー

に
関

す
る

講
義

だ
け

で
な

く
、
参

加
者

同
士

で
行

う
ワ

ー
ク

や
交

流
会

も
取

り
入

れ
、
女

性
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
が

で
き

る
環

境
を

提
供

し
ま

し
た

。
ま

た
、
助

成
事

業
で

は
、
主

催
団

体
や

講
師

と
の

連
携

が
築

か
れ

、
次

年
度

の
助

成
事

業
企

画
な

ど
に

つ
な

が
る

な
ど

、
区

内
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
築

か
れ

ま
し

た
。

【
助

成
事

業
】

1
．
ホ

ッ
プ

「
女

性
の

た
め

の
Ｏ

Ｎ
Ｅ

 Ｄ
Ａ

Ｙ
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

講
座

」
〈
全

3
回

〉
参

加
者

延
4

3
名

2
．
ス

テ
ッ

プ
「
性

の
し

ゃ
べ

り
場

in
み

な
と

」
〈
全

4
回

〉
参

加
者

延
5

9
名

3
．
ス

テ
ッ

プ
「
生

き
づ

ら
さ

を
抱

え
て

い
る

あ
な

た
へ

～
漢

方
、
ア

ロ
マ

、
カ

ラ
ー

で
癒

す
～

」
〈
全

2
回

〉
参

加
者

延
4

5
名

4
．
ス

テ
ッ

プ
「み

な
と

マ
ン

シ
ョ

ン
防

災
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
2

0
2

2
」参

加
者

2
1
名

5
．
ジ

ャ
ン

プ
「
災

害
時

の
男

女
平

等
参

画
を

考
え

る
～

東
日

本
大

震
災

で
被

災
し

た
女

性
た

ち
の

写
真

と
「
声

」
か

ら
～

」
展

示
（
令

和
4

年
7

月
2

日
（
土

）
～

1
4

日
（
木

）
）
及

び
ト

ー
ク

イ
ベ

ン
ト

（
参

加
者

2
4

名
）

【
リ

ー
ブ

ラ
事

業
】

6
．
リ

ー
ブ

ラ
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

運
動

2
0

2
2

　
1
1
月

1
2

日
（土

）～
1
1
月

2
5

日
（金

）団
体

作
品

展
7

．
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
　

7
3

号
：
男

女
平

等
学

習
団

体
「
ジ

ェ
レ

リ
ツ

ェ
」
、
7

5
号

：
男

女
平

等
学

習
団

体
「
パ

ル
シ

ス
テ

ム
東

京
港

あ
け

ぼ
の

会
」
、
特

集
号

：
男

女
平

等
推

進
団

体
「
（
公

社
）
日

本
女

子
プ

ロ
将

棋
協

会
（
L
P

S
A

）
」

8
．
「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
v
o
l.
2

 書
い

て
人

生
を

楽
し

も
う

～
大

人
の

文
章

表
現

講
座

<
全

5
回

>
」
参

加
者

延
1
1
2

名
　

満
足

度
8

8
.6

％
（平

均
）

9
．
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
～

起
業

の
基

本
か

ら
事

業
の

ア
イ

デ
ィ

ア
出

し
ま

で
～

<
全

２
回

>
」

　
 令

和
5

年
2

月
1
9

日
(日

)午
後

2
時

～
4

時
 第

1
回

 参
加

者
3

3
名

　
満

足
度

1
0

0
%

　
 令

和
5

年
2

月
2

6
日

(日
)午

後
2

時
～

4
時

 第
2

回
 参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
1
0

0
%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

課
題

政
策

・
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

推
進

の
拠

点
施

設
で

あ
る

男
女

平
等

参
画

セ
ン

タ
ー

に
関

わ
る

様
々

な
立

場
の

女
性

が
新

た
な

「
連

携
」

を
つ

く
り

上
げ

る
た

め
に

必
要

な
知

識
・

視
点

、
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

掲
載

ペ
ー

ジ
5
6

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
5

女
性

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

の
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

地
域

の
多

様
な

主
体

の
参

画
と

共
同

に
よ

る
取

組
を

推
進

し
ま

す
。
ま

た
、

活
動

に
当

た
っ

て
は

、
幅

広
い

年
齢

や
職

層
の

人
が

参
画

で
き

る
よ

う
に

働
き

か
け

ま
す

。

地
域

の
多

様
な

主
体

の
参

画
と

共
同

に
よ

り
取

組
を

推
進

し
ま

し
た

。
ま

た
、
活

動
に

あ
た

っ
て

は
、
幅

広
い

年
齢

や
職

層
の

人
や

参
画

で
き

る
よ

う
に

働
き

か
け

ま
し

た
。

地
域

の
多

様
な

主
体

の
参

画
と

共
同

に
よ

る
取

組
を

推
進

し
ま

す
。
ま

た
、
活

動
に

あ
た

っ
て

は
、
性

別
に

か
か

わ
り

な
く

、
幅

広
い

年
齢

や
職

層
の

人
が

参
画

で
き

る
よ

う
に

働
き

か
け

ま
す

。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

担
当

課
に

事
業

実
績

調
査

を
依

頼
し

、
取

組
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

ま
し

た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
6

区
民

参
画

に
よ

る
地

域
事

業
等

の
推

進

課
題

地
域

活
動

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
促

進

事
業

内
容

地
域

事
業

等
の

施
策

の
企

画
・

立
案

・
実

施
に

当
た

り
、

地
域

の
多

様
な

主
体

の
参

画
と

共
同

に
よ

る
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

ま
た

、
活

動
に

当
た

っ
て

は
、

幅
広

い
年

齢
や

職
層

の
人

が
参

画
で

き
る

よ
う

に
働

き
か

け
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
促

進

掲
載

ペ
ー

ジ
5
8

担
当

課
各

総
合

支
所

各
課

1
0

− 68 −



1 2

2

1 3

1

今
年

度
も

利
用

者
懇

談
会

を
年

２
回

開
催

し
、
リ

ー
ブ

ラ
と

各
団

体
、
そ

し
て

団
体

間
の

交
流

を
図

り
ま

す
。
さ

ま
ざ

ま
な

女
性

が
繋

が
る

こ
と

の
で

き
る

内
容

の
主

催
講

座
を

企
画

し
、
女

性
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
や

新
規

団
体

登
録

等
を

め
ざ

し
ま

す
。
あ

わ
せ

て
、
港

区
内

の
団

体
と

の
連

携
強

化
を

図
り

ま
す

。

「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
v
o
l．

２
　

書
い

て
人

生
を

楽
し

も
う

～
大

人
の

文
章

表
現

講
座

～
」
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
《
初

級
編

》
～

起
業

の
基

本
か

ら
事

業
の

ア
イ

デ
ィ

ア
出

し
ま

で
～

」
の

主
催

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。
ま

た
助

成
事

業
で

は
、
「
女

性
の

た
め

の
O

N
E

 D
A

Y
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

講
座

」
 を

開
催

し
、
区

内
に

お
け

る
女

性
た

ち
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
を

支
援

し
ま

し
た

。

「
女

性
の

た
め

の
更

年
期

講
座

」
「
自

分
軸

発
見

！
講

座
」
「
女

性
の

起
業

講
座

」
「
女

性
管

理
職

養
成

講
座

」
を

開
催

し
ま

す
。

主
催

講
座

や
助

成
事

業
、
協

力
事

業
等

を
通

し
て

、
同

じ
志

や
関

心
事

、
課

題
を

も
つ

女
性

と
つ

な
が

り
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

機
会

を
提

供
し

ま
す

。
女

性
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
創

成
・
拡

大
し

て
い

け
る

主
旨

の
活

動
を

し
て

い
る

団
体

が
い

れ
ば

、
助

成
事

業
へ

の
参

加
を

積
極

的
に

進
め

て
い

き
ま

す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

女
性

を
含

め
た

区
民

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
目

的
と

し
て

、
「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
v
o
l．

２
　

書
い

て
人

生
を

楽
し

も
う

～
大

人
の

文
章

表
現

講
座

～
」
を

開
催

し
ま

し
た

。
5

回
の

連
続

講
座

と
し

て
開

催
し

、
受

講
者

同
士

の
交

流
や

情
報

交
換

の
機

会
を

設
け

ま
し

た
。

起
業

を
志

す
女

性
た

ち
を

対
象

と
し

た
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
《
初

級
編

》
～

起
業

の
基

本
か

ら
事

業
の

ア
イ

デ
ィ

ア
出

し
ま

で
～

」
を

開
催

し
ま

し
た

。
起

業
の

ハ
ウ

ツ
ー

に
関

す
る

講
義

だ
け

で
な

く
、
参

加
者

同
士

で
行

う
ワ

ー
ク

や
交

流
会

も
取

り
入

れ
、
女

性
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
が

で
き

る
環

境
を

提
供

し
ま

し
た

。
ま

た
、
助

成
事

業
で

は
、
主

催
団

体
や

講
師

と
の

連
携

が
築

か
れ

、
次

年
度

の
助

成
事

業
企

画
な

ど
に

つ
な

が
る

な
ど

、
区

内
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
築

か
れ

ま
し

た
。

【
助

成
事

業
】

1
．
ホ

ッ
プ

「
女

性
の

た
め

の
Ｏ

Ｎ
Ｅ

 Ｄ
Ａ

Ｙ
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

講
座

」
〈
全

3
回

〉
参

加
者

延
4

3
名

2
．
ス

テ
ッ

プ
「
性

の
し

ゃ
べ

り
場

in
み

な
と

」
〈
全

4
回

〉
参

加
者

延
5

9
名

3
．
ス

テ
ッ

プ
「
生

き
づ

ら
さ

を
抱

え
て

い
る

あ
な

た
へ

～
漢

方
、
ア

ロ
マ

、
カ

ラ
ー

で
癒

す
～

」
〈
全

2
回

〉
参

加
者

延
4

5
名

4
．
ス

テ
ッ

プ
「み

な
と

マ
ン

シ
ョ

ン
防

災
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
2

0
2

2
」参

加
者

2
1
名

5
．
ジ

ャ
ン

プ
「
災

害
時

の
男

女
平

等
参

画
を

考
え

る
～

東
日

本
大

震
災

で
被

災
し

た
女

性
た

ち
の

写
真

と
「
声

」
か

ら
～

」
展

示
（
令

和
4

年
7

月
2

日
（
土

）
～

1
4

日
（
木

）
）
及

び
ト

ー
ク

イ
ベ

ン
ト

（
参

加
者

2
4

名
）

【
リ

ー
ブ

ラ
事

業
】

6
．
リ

ー
ブ

ラ
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

運
動

2
0

2
2

　
1
1
月

1
2

日
（土

）～
1
1
月

2
5

日
（金

）団
体

作
品

展
7

．
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
　

7
3

号
：
男

女
平

等
学

習
団

体
「
ジ

ェ
レ

リ
ツ

ェ
」
、
7

5
号

：
男

女
平

等
学

習
団

体
「
パ

ル
シ

ス
テ

ム
東

京
港

あ
け

ぼ
の

会
」
、
特

集
号

：
男

女
平

等
推

進
団

体
「
（
公

社
）
日

本
女

子
プ

ロ
将

棋
協

会
（
L
P

S
A

）
」

8
．
「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
v
o
l.
2

 書
い

て
人

生
を

楽
し

も
う

～
大

人
の

文
章

表
現

講
座

<
全

5
回

>
」
参

加
者

延
1
1
2

名
　

満
足

度
8

8
.6

％
（平

均
）

9
．
「
女

性
の

た
め

の
起

業
講

座
～

起
業

の
基

本
か

ら
事

業
の

ア
イ

デ
ィ

ア
出

し
ま

で
～

<
全

２
回

>
」

　
 令

和
5

年
2

月
1
9

日
(日

)午
後

2
時

～
4

時
 第

1
回

 参
加

者
3

3
名

　
満

足
度

1
0

0
%

　
 令

和
5

年
2

月
2

6
日

(日
)午

後
2

時
～

4
時

 第
2

回
 参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
1
0

0
%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

課
題

政
策

・
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

推
進

の
拠

点
施

設
で

あ
る

男
女

平
等

参
画

セ
ン

タ
ー

に
関

わ
る

様
々

な
立

場
の

女
性

が
新

た
な

「
連

携
」

を
つ

く
り

上
げ

る
た

め
に

必
要

な
知

識
・

視
点

、
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

掲
載

ペ
ー

ジ
5
6

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
5

女
性

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

の
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

地
域

の
多

様
な

主
体

の
参

画
と

共
同

に
よ

る
取

組
を

推
進

し
ま

す
。
ま

た
、

活
動

に
当

た
っ

て
は

、
幅

広
い

年
齢

や
職

層
の

人
が

参
画

で
き

る
よ

う
に

働
き

か
け

ま
す

。

地
域

の
多

様
な

主
体

の
参

画
と

共
同

に
よ

り
取

組
を

推
進

し
ま

し
た

。
ま

た
、
活

動
に

あ
た

っ
て

は
、
幅

広
い

年
齢

や
職

層
の

人
や

参
画

で
き

る
よ

う
に

働
き

か
け

ま
し

た
。

地
域

の
多

様
な

主
体

の
参

画
と

共
同

に
よ

る
取

組
を

推
進

し
ま

す
。
ま

た
、
活

動
に

あ
た

っ
て

は
、
性

別
に

か
か

わ
り

な
く

、
幅

広
い

年
齢

や
職

層
の

人
が

参
画

で
き

る
よ

う
に

働
き

か
け

ま
す

。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

担
当

課
に

事
業

実
績

調
査

を
依

頼
し

、
取

組
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

ま
し

た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
6

区
民

参
画

に
よ

る
地

域
事

業
等

の
推

進

課
題

地
域

活
動

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
促

進

事
業

内
容

地
域

事
業

等
の

施
策

の
企

画
・

立
案

・
実

施
に

当
た

り
、

地
域

の
多

様
な

主
体

の
参

画
と

共
同

に
よ

る
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

ま
た

、
活

動
に

当
た

っ
て

は
、

幅
広

い
年

齢
や

職
層

の
人

が
参

画
で

き
る

よ
う

に
働

き
か

け
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
促

進

掲
載

ペ
ー

ジ
5
8

担
当

課
各

総
合

支
所

各
課

1
0

1 3

1

1 3

1

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
性

別
に
関

わ
り
な
く
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育

成
に
活

躍
す
る

リ
ー
ダ
ー
の
養

成
に
努

め
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

対
策

を
徹

底
し
た
上

で
、
講

義
内

容
を
校

外
学

習
か
ら
明

治
学

院
大

学
内

で
の
講

義
に
変

更
す
る
な
ど
の
工

夫
を
し
な
が
ら
、

令
和

４
年

度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
性

別
に
関

わ
り
な
く
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育

成
に
活

躍
す
る
リ
ー
ダ
ー

の
養

成
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

４
年

度
の
修

了
生

５
９
名

の
う
ち
、
約

6
5
％

が
女

性
で
あ
り
、
性

別
に
関

わ
り
な
く
、
区

民
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大

学
を
受

講
し
て
お
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化

に
つ
な
が
る
人

材
を
育

成
で
き
ま
し
た
。

明
治

学
院

大
学

内
で
実

施
し
、
令

和
４
年

度
は
第

1
５
期

の
受

講
生

。
受

講
期

間
は
1
年

間
。
修

了
後

は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ク
ラ

ブ
に
所

属
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
、
維

持
、
発

展
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地

域
の
活

性
化

の
た
め
、
4
地

域
に
分

か
れ
た
地

域
C
C
ク
ラ
ブ
に
所

属
す
る
修

了
生

も
多

く
、
地

域
福

祉
・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
原

動
力

と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

各
種

事
業

を
実

施
す
る
場

合
に
開

催
時

間
、
曜

日
、
内

容
、
一

時
保

育
を
用

意
す
る
な
ど
様

々
な
人

が
参

加
し
や
す
い
よ
う
工

夫
を
し
ま
す
。

各
事

業
を
実

施
す
る
場

合
に
開

催
時

間
、
曜

日
、
内

容
、
一

時
保

育
や
手

話
通

訳
を
用

意
す
る
な
ど
様

々
な
人

が
参

加
し
や
す
い
よ
う
工

夫
を
し
ま
し
た
。

各
種

事
業

を
実

施
す
る
場

合
に
は
、
開

催
時

間
、
曜

日
、
内

容
、
一

時
保

育
、
手

話
通

訳
を
用

意
す
る
な
ど
様

々
な
人

が
参

加
し
や
す
い
よ
う
工

夫
を
し
ま
す
。

課
題

地
域

活
動

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
促

進

事
業

内
容

各
種

事
業

を
実

施
す

る
場

合
に

開
催

時
間

、
曜

日
、

内
容

、
一

時
保

育
を

用
意

す
る

な
ど

様
々

な
人

が
参

加
し

や
す

い
よ

う
工

夫
を

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
促

進

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
8

チ
ャ

レ
ン

ジ
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
大

学

課
題

地
域

活
動

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
促

進

事
業

内
容

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
7

講
演

会
等

各
種

事
業

実
施

に
お

け
る

様
々

な
区

民
の

参
加

促
進

掲
載

ペ
ー

ジ
5
8

担
当

課
各

課

-
B

施
策

の
方

向
地

域
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
促

進

掲
載

ペ
ー

ジ
5
9

担
当

課
高

輪
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

担
当

課
に
事

業
実

績
調

査
を
依

頼
し
、
取

組
の
進

捗
状

況
を
確

認
し
ま
し
た
。

高
齢

者
が

、
学

習
を

通
じ

て
個

々
の

能
力

を
再

開
発

し
、

自
ら

が
い

き
が

い
の

あ
る

豊
か

な
人

生
を

創
造

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
知

識
及

び
経

験
を

生
か

し
、

地
域

の
活

性
化

や
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

育
成

に
積

極
的

に
活

躍
す

る
リ

ー
ダ

ー
を

養
成

し
ま

す
。

1
1

− 69 −



1 3

1

1 3

2

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

港
区

国
際

化
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会

議
を
３
回

開
催

し
、
国

際
化

推
進

プ
ラ

ン
に
掲

載
し
て
い
る
国

際
化

施
策

に
つ
い
て
、
委

員
か
ら
幅

広
い
意

見
を
伺

い
ま
す
。

全
2
回

、
会

議
を
開

催
し
、
現

行
プ
ラ
ン
に
関

す
る
意

見
を
伺

い
ま
し
た
。

【
出

席
状

況
】

第
１
回

：
オ
ン
ラ
イ
ン

・
日

本
人

委
員

5
名

　
（男

性
委

員
3
名

（
う
ち
１
名

は
座

長
）
、
女

性
委

員
２
名

）
・
外

国
人

委
員

4
名

　
（男

性
委

員
２
名

、
女

性
委

員
2
名

）

第
２
回

：
参

集
・
日

本
人

委
員

５
名

　
（男

性
委

員
3
名

（
う
ち
１
名

は
座

長
）
、
女

性
委

員
2
名

）
・
外

国
人

委
員

2
名

　
（
男

性
委

員
1
名

、
女

性
委

員
１
名

）

港
区

国
際

化
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会

議
を
３
回

開
催

し
、
国

際
化

推
進

プ
ラ
ン
に
掲

載
し
て
い
る
国

際
化

施
策

に
つ
い
て
、
委

員
か
ら
幅

広
い
意

見
を
伺

い
ま
す
。

【
予

定
（
令

和
５
年

4
月

～
令

和
６
年

3
月

）
】

日
本

人
委

員
６
名

・
男

性
委

員
3
名

・
女

性
委

員
3
名

外
国

人
委

員
５
名

・
男

性
委

員
２
名

・
女

性
委

員
３
名

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

外
国

人
、
日

本
人

及
び
、
男

女
比

も
均

衡
が
と
れ
た
良

い
メ
ン
バ
ー
で
、
予

定
ど
お
り
会

議
を
開

催
し
、
ご
意

見
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

59
担

当
課

国
際

化
・

文
化

芸
術

担
当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
9

国
際

化
の

推
進

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

港
区

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構

想
推

進
協

議
会

や
、
ま
ち
歩

き
点

検
に
よ
り
区

民
意

見
を
い
た
だ
く
機

会
を
実

施
す
る
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推

進
に
向

け
た
取

組
を
継

続
し
て
進

め
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

課
題

地
域

活
動

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
促

進

事
業

内
容

一
般

財
団

法
人

港
区

国
際

交
流

協
会

の
支

援
や

、
大

使
館

、
国

際
交

流
団

体
等

の
連

携
強

化
を

図
り

、
区

の
国

際
化

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

「
港

区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構

想
」
及

び
「
特

定
事

業
計

画
」
に
基

づ
き
、
事

業
者

や
施

設
設

置
管

理
者

が
実

施
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
進

捗
状

況
を
引

き
続

き
確

認
し
ま
す
。
ま
た
、
港

区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構

想
推

進
協

議
会

や
ま

ち
歩

き
点

検
等

に
て
区

民
代

表
の
意

見
を
お
伺

い
し
な
が
ら
、
必

要
に
応

じ
て
事

業
者

等
に
対

し
バ
リ
ア
フ
リ
ー
事

業
の
加

速
化

に
向

け
て
の
助

言
や
要

望
等

を
行

い
ま
す
。

港
区

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構

想
の
推

進
に
向

け
て
、
港

区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構

想
推

進
協

議
会

や
ま
ち
歩

き
点

検
等

に
て
、
区

民
か
ら
の
意

見
を
踏

ま
え
て

事
業

者
等

に
対

し
助

言
等

を
行

い
ま
し
た
。
事

業
者

等
が
実

施
す
る
計

画
で
あ
る
「
特

定
事

業
計

画
」
の
進

捗
率

に
つ
い
て
も
7
6
.3

％
と
、
令

和
３
年

度
と
比

較
し
て
1
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
て
い
ま
す
。

引
き
続

き
「
港

区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構

想
」
及

び
「
特

定
事

業
計

画
」
に
基

づ
き
、
事

業
者

や
施

設
設

置
管

理
者

が
実

施
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
進

捗
状

況
を
確

認
し

ま
す
。
事

業
者

等
に
対

し
て
助

言
等

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
特

定
事

業
計

画
」
内

の
整

備
時

期
の
見

通
し
が
不

明
な
事

業
や
、
検

討
中

の
事

業
の
時

期
お
よ
び
内

容
の

見
直

し
を
す
る
こ
と
で
、
着

実
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
進

捗
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

課
題

地
域

活
動

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
促

進

事
業

内
容

「
港

区
バ

リ
ア

フ
リ

ー
基

本
構

想
」

及
び

「
特

定
事

業
計

画
」

に
基

づ
き

、
事

業
者

や
施

設
設

置
管

理
者

が
実

施
す

る
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
進

捗
状

況
を

引
き

続
き

確
認

し
ま

す
。

ま
た

進
捗

状
況

に
応

じ
て

、
区

民
代

表
の

意
見

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

事
業

者
や

施
設

設
置

管
理

者
に

対
し

バ
リ

ア
フ

リ
ー

事
業

の
加

速
化

に
向

け
て

の
助

言
や

協
議

等
を

引
き

続
き

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

バ
リ

ア
の

な
い

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

の
推

進

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
2
0

港
区

バ
リ

ア
フ

リ
ー

基
本

構
想

に
基

づ
く

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
計

画
的

な
推

進

地
域

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

促
進

掲
載

ペ
ー

ジ

掲
載

ペ
ー

ジ
59

担
当

課
地

域
交

通
課

1
2

− 70 −



1 3

1

1 3

2

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

港
区

国
際

化
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会

議
を
３
回

開
催

し
、
国

際
化

推
進

プ
ラ

ン
に
掲

載
し
て
い
る
国

際
化

施
策

に
つ
い
て
、
委

員
か
ら
幅

広
い
意

見
を
伺

い
ま
す
。

全
2
回

、
会

議
を
開

催
し
、
現

行
プ
ラ
ン
に
関

す
る
意

見
を
伺

い
ま
し
た
。

【
出

席
状

況
】

第
１
回

：
オ
ン
ラ
イ
ン

・
日

本
人

委
員

5
名

　
（男

性
委

員
3
名

（
う
ち
１
名

は
座

長
）
、
女

性
委

員
２
名

）
・
外

国
人

委
員

4
名

　
（男

性
委

員
２
名

、
女

性
委

員
2
名

）

第
２
回

：
参

集
・
日

本
人

委
員

５
名

　
（男

性
委

員
3
名

（
う
ち
１
名

は
座

長
）
、
女

性
委

員
2
名

）
・
外

国
人

委
員

2
名

　
（
男

性
委

員
1
名

、
女

性
委

員
１
名

）

港
区

国
際

化
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会

議
を
３
回

開
催

し
、
国

際
化

推
進

プ
ラ
ン
に
掲

載
し
て
い
る
国

際
化

施
策

に
つ
い
て
、
委

員
か
ら
幅

広
い
意

見
を
伺

い
ま
す
。

【
予

定
（
令

和
５
年

4
月

～
令

和
６
年

3
月

）
】

日
本

人
委

員
６
名

・
男

性
委

員
3
名

・
女

性
委

員
3
名

外
国

人
委

員
５
名

・
男

性
委

員
２
名

・
女

性
委

員
３
名

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

外
国

人
、
日

本
人

及
び
、
男

女
比

も
均

衡
が
と
れ
た
良

い
メ
ン
バ
ー
で
、
予

定
ど
お
り
会

議
を
開

催
し
、
ご
意

見
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

59
担

当
課

国
際

化
・

文
化

芸
術

担
当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
1
9

国
際

化
の

推
進

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

港
区

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構

想
推

進
協

議
会

や
、
ま
ち
歩

き
点

検
に
よ
り
区

民
意

見
を
い
た
だ
く
機

会
を
実

施
す
る
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推

進
に
向

け
た
取

組
を
継

続
し
て
進

め
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

課
題

地
域

活
動

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
促

進

事
業

内
容

一
般

財
団

法
人

港
区

国
際

交
流

協
会

の
支

援
や

、
大

使
館

、
国

際
交

流
団

体
等

の
連

携
強

化
を

図
り

、
区

の
国

際
化

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

「
港

区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構

想
」
及

び
「
特

定
事

業
計

画
」
に
基

づ
き
、
事

業
者

や
施

設
設

置
管

理
者

が
実

施
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
進

捗
状

況
を
引

き
続

き
確

認
し
ま
す
。
ま
た
、
港

区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構

想
推

進
協

議
会

や
ま

ち
歩

き
点

検
等

に
て
区

民
代

表
の
意

見
を
お
伺

い
し
な
が
ら
、
必

要
に
応

じ
て
事

業
者

等
に
対

し
バ
リ
ア
フ
リ
ー
事

業
の
加

速
化

に
向

け
て
の
助

言
や
要

望
等

を
行

い
ま
す
。

港
区

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構

想
の
推

進
に
向

け
て
、
港

区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構

想
推

進
協

議
会

や
ま
ち
歩

き
点

検
等

に
て
、
区

民
か
ら
の
意

見
を
踏

ま
え
て

事
業

者
等

に
対

し
助

言
等

を
行

い
ま
し
た
。
事

業
者

等
が
実

施
す
る
計

画
で
あ
る
「
特

定
事

業
計

画
」
の
進

捗
率

に
つ
い
て
も
7
6
.3

％
と
、
令

和
３
年

度
と
比

較
し
て
1
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
て
い
ま
す
。

引
き
続

き
「
港

区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構

想
」
及

び
「
特

定
事

業
計

画
」
に
基

づ
き
、
事

業
者

や
施

設
設

置
管

理
者

が
実

施
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
進

捗
状

況
を
確

認
し

ま
す
。
事

業
者

等
に
対

し
て
助

言
等

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
特

定
事

業
計

画
」
内

の
整

備
時

期
の
見

通
し
が
不

明
な
事

業
や
、
検

討
中

の
事

業
の
時

期
お
よ
び
内

容
の

見
直

し
を
す
る
こ
と
で
、
着

実
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
進

捗
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

課
題

地
域

活
動

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
促

進

事
業

内
容

「
港

区
バ

リ
ア

フ
リ

ー
基

本
構

想
」

及
び

「
特

定
事

業
計

画
」

に
基

づ
き

、
事

業
者

や
施

設
設

置
管

理
者

が
実

施
す

る
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

の
進

捗
状

況
を

引
き

続
き

確
認

し
ま

す
。

ま
た

進
捗

状
況

に
応

じ
て

、
区

民
代

表
の

意
見

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

事
業

者
や

施
設

設
置

管
理

者
に

対
し

バ
リ

ア
フ

リ
ー

事
業

の
加

速
化

に
向

け
て

の
助

言
や

協
議

等
を

引
き

続
き

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

バ
リ

ア
の

な
い

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

の
推

進

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
2
0

港
区

バ
リ

ア
フ

リ
ー

基
本

構
想

に
基

づ
く

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
計

画
的

な
推

進

地
域

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

促
進

掲
載

ペ
ー

ジ

掲
載

ペ
ー

ジ
59

担
当

課
地

域
交

通
課

1
2

1 3

2

1 3

2

1 3

2

3

【
ア
ク
セ
ス
件

数
】

令
和

3
年

度
実

績
　
3
2
,7

1
8
件

／
年

令
和
4
年
度
実
績
　
2
6
,2

9
8
件
／
年
（前

年
度
比
8
0
.4

%
）

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
で
外

出
す
る
機

会
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
件

数
も
減

少
し
た
も
の
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

掲
載

ペ
ー

ジ
6
0

担
当

課
保

健
福

祉
課

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

引
き
続

き
、
港

区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
を
多

く
の
人

に
活

用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
安

定
的

な
運

用
と
掲

載
内

容
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図

っ
て
い
き
ま

す
。

高
齢

者
、
障

害
者

、
乳

幼
児

を
お
連

れ
の
方

等
誰

も
が
安

心
し
て
外

出
で
き
る
よ
う
区

内
の
公

共
施

設
や
交

通
施

設
、
公

園
、
公

衆
ト
イ
レ
等

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

設
備

情
報

等
を
ま
と
め
た
「
港

区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
を
港

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
随

時
更

新
す
る
こ
と
で
内

容
の
充

実
を
図

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
港

区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
を
多

く
の
人

に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

安
定

的
な
運

用
と
掲

載
内

容
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

事
業

内
容

公
共

施
設

、
区

内
商

店
、

区
内

娯
楽

施
設

等
の

ト
イ

レ
の

中
の

ベ
ビ

ー
チ

ェ
ア

や
ベ

ビ
ー

ベ
ッ

ド
、

車
い

す
な

ど
備

品
、

設
備

の
有

無
な

ど
施

設
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

バ
リ

ア
の

な
い

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

の
推

進

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

自
己

評
価

の
推

移

-
-

B

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

【
周

知
活

動
】

ミ
ナ
ト
マ
ン
ス
リ
ー
6
月

号
掲

載
広

報
み
な
と
8
月

1
日

号
掲

載
T
w
it
te

rに
よ
る
周

知
【
令

和
４
年

度
か
ら
の
取

組
】

主
な
最

寄
り
駅

か
ら
区

内
の
公

共
施

設
や
病

院
等

ま
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設

備
を
利

⽤
し
た
ル
ー
ト
の
作

成
を
開

始

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
2
3

バ
リ

ア
の

な
い

ま
ち

づ
く

り
の

情
報

提
供

課
題

地
域

活
動

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
促

進

3
1
/
元

2
3

新
規

施
設

及
び
既

存
施

設
の
改

修
・
改

築
に
あ
わ
せ
て
、
整

備
検

討
を
行

い
ま
す
。

新
規

施
設

及
び
既

存
施

設
の
改

修
・
改

築
に
あ
わ
せ
て
、
整

備
検

討
を
行

い
ま
し
た
。

新
規

施
設

及
び
既

存
施

設
の
改

修
・
改

築
に
あ
わ
せ
て
、
整

備
検

討
を
行

い
ま
す
。

事
業

内
容

乳
幼

児
を

連
れ

て
母

親
や

父
親

が
気

軽
に

外
出

で
き

る
よ

う
、

区
施

設
の

一
角

に
授

乳
コ

ー
ナ

ー
や

保
育

コ
ー

ナ
ー

の
整

備
、

ト
イ

レ
等

に
ベ

ビ
ー

チ
ェ

ア
、

ベ
ビ

ー
ベ

ッ
ド

の
設

置
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

バ
リ

ア
の

な
い

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

の
推

進

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

担
当

課
に
事

業
実

績
調

査
を
行

い
、
取

組
の
進

捗
状

況
を
確

認
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

-
-

B

3
1
/
元

2

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
2
2

区
施

設
へ

の
授

乳
コ

ー
ナ

ー
等

の
整

備

課
題

地
域

活
動

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
促

進

掲
載

ペ
ー

ジ
5
9

担
当

課
各

課

事
業

内
容

地
域

特
性

や
多

様
な

利
用

者
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
誰

も
が

利
用

し
や

す
い

公
園

づ
く

り
を

進
め

、
安

全
で

安
心

し
て

生
活

で
き

る
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

バ
リ

ア
の

な
い

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

の
推

進

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

令
和

４
年

度
、
水

景
施

設
や
複

合
遊

具
等

を
設

置
し
、
し
ゅ
ん
工

を
目

指
し

ま
す
。

古
川

護
岸

と
公

園
区

域
の
重

複
範

囲
の
扱

い
に
つ
い
て
、
東

京
都

と
調

整
が
必

要
で
す
。

東
京

都
が
公

園
の
基

盤
整

備
を
行

っ
た
後

、
令

和
３
年

１
０
月

に
工

事
着

手
し
ま
し
た
。
令

和
４
年

度
に
、
工

事
完

了
予

定
で
し
た
が
、
一

の
橋

公
園

自
転

車
駐

車
場

工
事

の
工

期
延

伸
に
伴

い
、
一

の
橋

公
園

整
備

工
事

も
併

せ
て
工

期
延

期
を
し
て
い
ま
す
。
自

転
車

駐
車

場
に
係

わ
る
舗

装
の
み
完

了
し
て
い
な
い
箇

所
は
あ
り
ま
す
が
、
水

景
施

設
や
複

合
遊

具
等

の
設

置
は
完

了
し
て
い
ま
す
。

一
の
橋

公
園

の
し
ゅ
ん
工

及
び
供

用
開

始
を
目

指
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
2
1

子
ど

も
、

高
齢

者
、

障
害

者
な

ど
誰

も
が

安
全

に
安

心
し

て
使

え
る

公
園

の
整

備

課
題

地
域

活
動

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
促

進

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

一
の
橋

公
園

自
転

車
駐

車
場

工
事

の
工

期
延

伸
に
伴

い
、
一

の
橋

公
園

整
備

工
事

に
つ
い
て
も
工

期
を
延

伸
し
ま
し
た
が
、
自

転
車

駐
車

場
に
係

わ
る
舗

装
以

外
の
水

景
施

設
や
複

合
遊

具
等

の
設

置
が
完

了
し
ま
し
た
。

一
の
橋

公
園

は
、
東

京
都

が
水

害
対

策
の
一

環
と
し
て
整

備
す
る
地

下
調

節
池

を
含

む
古

川
整

備
事

業
の
作

業
ヤ
ー
ド
と
し
て
利

用
さ

れ
て
お
り
、
平

成
２
０
年

度
か
ら
一

時
休

止
の
状

態
が
続

い
て
い
ま
す
。
公

園
の
基

本
設

計
は
地

元
区

民
等

と
と
も
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施

し
、
策

定
し
ま
し
た
。

令
和

４
年

度
、
公

園
整

備
に
合

わ
せ
、
一

の
橋

際
公

衆
便

所
を
誰

も
が
安

全
に
安

心
し
て
利

用
で
き
る
便

所
に
建

替
え
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
5
9

担
当

課
土

木
課

1
3

− 71 −



1 4

1

1 4

1

自
己

評
価

理
由

今
年

度
も

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
に

よ
り

多
数

の
受

講
者

を
維

持
し

ま
し

た
。
研

修
講

師
か

ら
子

ど
も

の
人

権
を

中
心

に
、
具

体
的

な
事

例
の

内
容

の
研

修
を

受
け

、
職

員
の

「
子

ど
も

の
人

権
」
に

対
す

る
認

識
が

高
ま

り
ま

し
た

。
さ

ら
に

多
く

の
職

員
が

研
修

に
参

加
し

、
子

ど
も

の
人

権
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
持

て
る

よ
う

、
研

修
方

法
等

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

令
和

4
年

度
に

お
け

る
参

加
者

は
6

7
名

で
、
前

年
度

と
同

程
度

の
参

加
者

数
を

維
持

し
ま

し
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
で

は
、
研

修
内

容
に

つ
い

て
高

く
評

価
す

る
回

答
で

し
た

。
具

体
的

な
事

例
に

よ
る

、
日

頃
の

保
育

に
つ

い
て

、
人

権
に

つ
い

て
深

く
考

え
て

い
な

か
っ

た
、

一
人

一
人

の
気

持
ち

を
尊

重
す

る
保

育
を

し
て

き
た

い
等

、
保

育
業

務
に

お
け

る
課

題
意

識
を

持
つ

き
っ

か
け

と
な

る
と

の
感

想
が

多
く

寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況

保
育

園
・
幼

稚
園

・
学

校
向

け
の

出
前

講
座

を
実

施
し

ま
す

。
１
.保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

「
子

ど
も

へ
の

暴
力

防
止

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」

2
.保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

「
親

子
で

学
ぶ

『
性

』
の

こ
と

3
.保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

「
幼

少
期

か
ら

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

」

保
育

室
で

は
、
引

き
続

き
「
絵

本
の

森
」
「
み

ん
な

で
あ

そ
ぼ

う
！

」
を

開
催

し
、
読

み
聞

か
せ

、
手

遊
び

、
手

作
り

お
も

ち
ゃ

の
紹

介
を

通
し

て
母

親
、
父

親
、
子

ど
も

が
共

に
楽

し
く

受
講

し
な

が
ら

、
幼

少
期

か
ら

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

の
意

識
を

育
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
題

材
を

工
夫

し
ま

す
。

区
内

保
育

園
・
幼

稚
園

向
け

出
前

講
座

を
3

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

、
「
絵

本
の

森
」
＜

全
6

回
＞

は
、
動

画
配

信
を

3
回

、
会

場
開

催
を

3
回

、
実

施
し

ま
し

た
。
「
み

ん
な

で
あ

そ
ぼ

う
！

」
＜

全
3

回
＞

は
、
手

遊
び

・
絵

本
読

み
聞

か
せ

の
オ

ン
ラ

イ
ン

動
画

配
信

が
2

回
、
対

面
で

の
親

子
映

画
会

を
1
回

行
い

ま
し

た
。

次
年

度
の

事
業

目
標

引
き

続
き

、
令

和
４

年
度

も
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

で
人

権
研

修
を

行
い

ま
す

。
配

信
に

よ
り

保
育

施
設

の
職

員
が

よ
り

研
修

が
受

け
や

す
く

な
る

の
で

、
通

常
の

周
知

の
他

に
園

長
会

等
で

具
体

的
な

説
明

を
し

研
修

参
加

を
勧

め
て

い
き

ま
す

。
保

育
士

の
子

ど
も

に
対

す
る

人
権

を
意

識
し

た
関

わ
り

が
で

き
る

研
修

を
実

施
し

ま
す

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

に
て

人
権

研
修

を
実

施
し

ま
し

た
。
研

修
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
子

ど
も

の
人

権
に

つ
い

て
深

く
知

る
こ

と
が

で
き

た
、
自

分
の

業
務

を
振

り
返

る
機

会
と

な
っ

た
な

ど
、
人

権
を

意
識

し
た

取
り

組
み

の
必

要
性

を
感

じ
る

回
答

が
多

数
あ

り
ま

し
た

。

引
き

続
き

、
令

和
5

年
度

も
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

及
び

動
画

配
信

に
て

人
権

研
修

を
行

い
ま

す
。
オ

ン
ラ

イ
ン

お
よ

び
動

画
配

信
に

よ
り

、
保

育
施

設
の

職
員

が
よ

り
研

修
が

受
け

や
す

く
な

る
た

め
、
通

常
の

通
知

の
他

に
園

長
会

等
で

研
修

参
加

を
勧

め
て

い
き

ま
す

。
保

育
士

の
子

ど
も

に
対

す
る

人
権

を
意

識
し

た
か

か
わ

り
が

で
き

る
研

修
を

実
施

し
ま

す
。

事
業

内
容

教
員

や
保

育
所

職
員

に
対

す
る

研
修

等
を

と
お

し
て

、
子

ど
も

一
人

ひ
と

り
の

個
性

と
能

力
を

の
ば

し
、

国
籍

や
文

化
の

違
い

な
ど

を
認

め
、

互
い

に
尊

重
す

る
心

を
育

て
る

教
育

及
び

保
育

を
推

進
し

ま
す

。

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

自
己

評
価

の
推

移

Ｂ
Ｂ

Ｂ

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

保
育

園
向

け
出

前
講

座
は

全
て

性
教

育
の

要
望

で
し

た
（
園

児
と

そ
の

保
護

者
に

向
け

た
「親

子
で

学
ぶ

『
性

』
の

こ
と

」
2

件
、
子

育
て

ひ
ろ

ば
保

育
支

援
員

向
け

に
行

っ
た

「
保

育
現

場
で

学
ぶ

『
性

』
の

こ
と

」
1
件

）
。
保

護
者

な
ら

び
に

保
育

士
等

大
人

に
向

け
て

は
、
国

際
セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
教

育
ガ

イ
ダ

ン
ス

に
基

づ
い

た
性

教
育

を
行

い
ま

し
た

。
 こ

れ
ま

で
性

教
育

を
ほ

と
ん

ど
受

け
て

い
な

い
大

人
た

ち
に

と
っ

て
は

、
性

教
育

と
は

生
殖

に
関

す
る

学
び

と
イ

メ
ー

ジ
さ

れ
が

ち
で

す
が

、
ガ

イ
ダ

ン
ス

に
基

づ
く

性
教

育
と

は
人

権
か

ら
人

間
関

係
の

話
ま

で
幅

広
い

も
の

で
あ

る
こ

と
を

啓
発

し
、
受

講
者

の
視

野
を

広
め

る
こ

と
に

繋
が

り
ま

し
た

。
本

年
度

も
引

き
続

き
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

予
防

の
た

め
、
「
み

ん
な

で
あ

そ
ぼ

う
！

」
「
絵

本
の

森
」
に

て
、
Y

o
u
T

u
b
e
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
に

て
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
や

手
遊

び
、
簡

単
な

お
も

ち
ゃ

づ
く

り
等

の
動

画
を

配
信

し
ま

し
た

。
自

分
ら

し
さ

を
大

切
に

で
き

る
よ

う
な

絵
本

を
取

り
上

げ
る

よ
う

努
め

ま
し

た
。

「
絵

本
の

森
」
の

会
場

開
催

は
、
子

育
て

相
談

や
何

気
な

い
子

育
て

談
話

等
が

参
加

者
に

喜
ば

れ
ま

し
た

。

自
己

評
価

の
推

移

Ａ
Ａ

Ａ

3
1
/
元

2
3

施
策

の
方

向
幼

少
期

か
ら

の
男

女
平

等
参

画
の

推
進

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
2
4

乳
幼

児
の

保
護

者
等

へ
の

男
女

平
等

参
画

の
啓

発

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

2
5

多
様

な
価

値
観

を
は

ぐ
く

む
教

育
・

保
育

の
充

実

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

【
出

前
講

座
】

保
育

園
向

け
1
.令

和
４

年
6

月
1
7

日
（
金

）
午

前
1
0

時
～

1
0

時
4

0
分

「
大

人
向

け
性

教
育

講
座

（
職

員
・
保

護
者

）
」
参

加
者

2
0

名
満

足
度

　
9

5
％

、
午

前
1
0

時
4

0
分

～
1
1
時

3
0

分
「
子

ど
も

向
け

性
教

育
講

座
」
参

加
者

3
0

名
（
う

ち
園

児
1
0

名
）

2
.令

和
４

年
1
2

月
1
日

（
木

）
午

後
3

時
3

0
分

～
午

後
4

時
3

0
分

「
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

『
わ

た
し

の
か

ら
だ

は
わ

た
し

の
も

の
』
」
参

加
者

3
5

名
満

足
度

8
5

.7
％

3
.令

和
４

年
1
2

月
1
5

日
（
木

）
午

後
３

時
～

４
時

3
0

分
「
保

育
現

場
で

学
ぶ

『
性

』
の

こ
と

」
参

加
者

5
9

名
満

足
度

9
3

.2
％

【
主

催
講

座
】

1
.令

和
5

年
３

月
１
２

日
（
日

）
午

後
２

時
～

４
時

「
包

括
的

性
教

育
っ

て
な

ん
だ

ろ
う

～
自

分
も

他
者

も
大

切
に

す
る

性
の

こ
と

～
」
参

加
者

2
9

名
満

足
度

1
0

0
%

2
.「

み
ん

な
で

あ
そ

ぼ
う

！
」
＜

全
3

回
＞

　
①

令
和

４
年

８
月

2
9

日
（
月

）
～

９
月

1
2

日
（
月

）
参

加
者

4
9

名
　

満
足

度
8

0
％

、
②

令
和

４
年

1
0

月
3

1
日

（
月

）
午

前
1
0

時
3

0
分

～
1
2

時
1
5

分
 親

子
映

画
会

　
参

加
者

2
9

名
　

満
足

度
7

1
.4

％
、
③

令
和

5
年

2
月

2
0

日
（
月

）
～

3
月

6
日

（
月

）
参

加
者

5
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

 、
総

計
延

べ
1
3

0
名

 満
足

度
平

均
8

3
.8

％
3

.「
絵

本
の

森
」
＜

全
6

回
＞

①
令

和
4

年
5

月
3

0
日

（
月

）
～

6
月

6
日

（
月

）
　

参
加

者
4

4
名

満
足

度
7

6
.9

％
、
②

令
和

4
年

7
月

2
7

日
（
水

）
午

前
1
0

時
～

午
後

0
時

 参
加

者
2

2
名

満
足

度
1
0

0
％

、
③

令
和

４
年

９
月

2
6

日
（
月

）
午

前
1
0

時
～

午
後

0
時

　
参

加
者

1
2

名
満

足
度

8
3

.4
％

、
④

令
和

４
年

1
1
月

2
8

日
（
月

）
午

前
1
0

時
～

午
後

0
時

　
参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
8

1
.8

％
、
⑤

令
和

５
年

１
月

3
0

日
（
月

）
～

2
月

6
日

（
月

）
参

加
者

5
8

名
満

足
度

9
0

％
、
⑥

令
和

５
年

３
月

2
0

日
（
月

）
～

3
月

2
7

日
（
月

）
参

加
者

6
1
名

　
満

足
度

5
7

.1
％

参
加

者
延

2
1
9

名
　

満
足

度
平

均
 8

1
.5

％

保
育

園
・
幼

稚
園

向
け

の
出

前
講

座
を

下
記

の
テ

ー
マ

で
3

件
実

施
し

ま
す

。
１
.保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

「
子

ど
も

へ
の

暴
力

防
止

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」

2
.保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

「
一

緒
に

学
ぶ

『
性

』
の

こ
と

3
.保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

「
幼

少
期

か
ら

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

」

保
育

室
で

は
、
引

き
続

き
「
絵

本
の

森
」
「
み

ん
な

で
あ

そ
ぼ

う
！

」
を

で
き

る
だ

け
対

面
に

て
開

催
し

て
い

き
ま

す
。
幼

少
期

か
ら

性
別

に
と

ら
わ

れ
ず

個
性

を
尊

重
す

る
意

識
を

醸
成

し
て

い
き

ま
す

。

事
業

内
容

乳
幼

児
の

保
護

者
等

に
向

け
、

性
別

に
と

ら
わ

れ
ず

子
ど

も
の

個
性

を
尊

重
す

る
た

め
の

出
前

講
座

等
を

実
施

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
幼

少
期

か
ら

の
男

女
平

等
参

画
の

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
63

担
当

課
子

ど
も

政
策

課

掲
載

ペ
ー

ジ
62

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

1
4

− 72 −



1 4

1

1 4

1

自
己

評
価

理
由

今
年

度
も

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
に

よ
り

多
数

の
受

講
者

を
維

持
し

ま
し

た
。
研

修
講

師
か

ら
子

ど
も

の
人

権
を

中
心

に
、
具

体
的

な
事

例
の

内
容

の
研

修
を

受
け

、
職

員
の

「
子

ど
も

の
人

権
」
に

対
す

る
認

識
が

高
ま

り
ま

し
た

。
さ

ら
に

多
く

の
職

員
が

研
修

に
参

加
し

、
子

ど
も

の
人

権
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
持

て
る

よ
う

、
研

修
方

法
等

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

令
和

4
年

度
に

お
け

る
参

加
者

は
6

7
名

で
、
前

年
度

と
同

程
度

の
参

加
者

数
を

維
持

し
ま

し
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
で

は
、
研

修
内

容
に

つ
い

て
高

く
評

価
す

る
回

答
で

し
た

。
具

体
的

な
事

例
に

よ
る

、
日

頃
の

保
育

に
つ

い
て

、
人

権
に

つ
い

て
深

く
考

え
て

い
な

か
っ

た
、

一
人

一
人

の
気

持
ち

を
尊

重
す

る
保

育
を

し
て

き
た

い
等

、
保

育
業

務
に

お
け

る
課

題
意

識
を

持
つ

き
っ

か
け

と
な

る
と

の
感

想
が

多
く

寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況

保
育

園
・
幼

稚
園

・
学

校
向

け
の

出
前

講
座

を
実

施
し

ま
す

。
１
.保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

「
子

ど
も

へ
の

暴
力

防
止

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」

2
.保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

「
親

子
で

学
ぶ

『
性

』
の

こ
と

3
.保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

「
幼

少
期

か
ら

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

」

保
育

室
で

は
、
引

き
続

き
「
絵

本
の

森
」
「
み

ん
な

で
あ

そ
ぼ

う
！

」
を

開
催

し
、
読

み
聞

か
せ

、
手

遊
び

、
手

作
り

お
も

ち
ゃ

の
紹

介
を

通
し

て
母

親
、
父

親
、
子

ど
も

が
共

に
楽

し
く

受
講

し
な

が
ら

、
幼

少
期

か
ら

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

の
意

識
を

育
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
題

材
を

工
夫

し
ま

す
。

区
内

保
育

園
・
幼

稚
園

向
け

出
前

講
座

を
3

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

、
「
絵

本
の

森
」
＜

全
6

回
＞

は
、
動

画
配

信
を

3
回

、
会

場
開

催
を

3
回

、
実

施
し

ま
し

た
。
「
み

ん
な

で
あ

そ
ぼ

う
！

」
＜

全
3

回
＞

は
、
手

遊
び

・
絵

本
読

み
聞

か
せ

の
オ

ン
ラ

イ
ン

動
画

配
信

が
2

回
、
対

面
で

の
親

子
映

画
会

を
1
回

行
い

ま
し

た
。

次
年

度
の

事
業

目
標

引
き

続
き

、
令

和
４

年
度

も
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

で
人

権
研

修
を

行
い

ま
す

。
配

信
に

よ
り

保
育

施
設

の
職

員
が

よ
り

研
修

が
受

け
や

す
く

な
る

の
で

、
通

常
の

周
知

の
他

に
園

長
会

等
で

具
体

的
な

説
明

を
し

研
修

参
加

を
勧

め
て

い
き

ま
す

。
保

育
士

の
子

ど
も

に
対

す
る

人
権

を
意

識
し

た
関

わ
り

が
で

き
る

研
修

を
実

施
し

ま
す

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

に
て

人
権

研
修

を
実

施
し

ま
し

た
。
研

修
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
子

ど
も

の
人

権
に

つ
い

て
深

く
知

る
こ

と
が

で
き

た
、
自

分
の

業
務

を
振

り
返

る
機

会
と

な
っ

た
な

ど
、
人

権
を

意
識

し
た

取
り

組
み

の
必

要
性

を
感

じ
る

回
答

が
多

数
あ

り
ま

し
た

。

引
き

続
き

、
令

和
5

年
度

も
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

及
び

動
画

配
信

に
て

人
権

研
修

を
行

い
ま

す
。
オ

ン
ラ

イ
ン

お
よ

び
動

画
配

信
に

よ
り

、
保

育
施

設
の

職
員

が
よ

り
研

修
が

受
け

や
す

く
な

る
た

め
、
通

常
の

通
知

の
他

に
園

長
会

等
で

研
修

参
加

を
勧

め
て

い
き

ま
す

。
保

育
士

の
子

ど
も

に
対

す
る

人
権

を
意

識
し

た
か

か
わ

り
が

で
き

る
研

修
を

実
施

し
ま

す
。

事
業

内
容

教
員

や
保

育
所

職
員

に
対

す
る

研
修

等
を

と
お

し
て

、
子

ど
も

一
人

ひ
と

り
の

個
性

と
能

力
を

の
ば

し
、

国
籍

や
文

化
の

違
い

な
ど

を
認

め
、

互
い

に
尊

重
す

る
心

を
育

て
る

教
育

及
び

保
育

を
推

進
し

ま
す

。

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

自
己

評
価

の
推

移

Ｂ
Ｂ

Ｂ

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

保
育

園
向

け
出

前
講

座
は

全
て

性
教

育
の

要
望

で
し

た
（
園

児
と

そ
の

保
護

者
に

向
け

た
「親

子
で

学
ぶ

『
性

』
の

こ
と

」
2

件
、
子

育
て

ひ
ろ

ば
保

育
支

援
員

向
け

に
行

っ
た

「
保

育
現

場
で

学
ぶ

『
性

』
の

こ
と

」
1
件

）
。
保

護
者

な
ら

び
に

保
育

士
等

大
人

に
向

け
て

は
、
国

際
セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
教

育
ガ

イ
ダ

ン
ス

に
基

づ
い

た
性

教
育

を
行

い
ま

し
た

。
 こ

れ
ま

で
性

教
育

を
ほ

と
ん

ど
受

け
て

い
な

い
大

人
た

ち
に

と
っ

て
は

、
性

教
育

と
は

生
殖

に
関

す
る

学
び

と
イ

メ
ー

ジ
さ

れ
が

ち
で

す
が

、
ガ

イ
ダ

ン
ス

に
基

づ
く

性
教

育
と

は
人

権
か

ら
人

間
関

係
の

話
ま

で
幅

広
い

も
の

で
あ

る
こ

と
を

啓
発

し
、
受

講
者

の
視

野
を

広
め

る
こ

と
に

繋
が

り
ま

し
た

。
本

年
度

も
引

き
続

き
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

予
防

の
た

め
、
「
み

ん
な

で
あ

そ
ぼ

う
！

」
「
絵

本
の

森
」
に

て
、
Y

o
u
T

u
b
e
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
に

て
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
や

手
遊

び
、
簡

単
な

お
も

ち
ゃ

づ
く

り
等

の
動

画
を

配
信

し
ま

し
た

。
自

分
ら

し
さ

を
大

切
に

で
き

る
よ

う
な

絵
本

を
取

り
上

げ
る

よ
う

努
め

ま
し

た
。

「
絵

本
の

森
」
の

会
場

開
催

は
、
子

育
て

相
談

や
何

気
な

い
子

育
て

談
話

等
が

参
加

者
に

喜
ば

れ
ま

し
た

。

自
己

評
価

の
推

移

Ａ
Ａ

Ａ

3
1
/
元

2
3

施
策

の
方

向
幼

少
期

か
ら

の
男

女
平

等
参

画
の

推
進

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
2
4

乳
幼

児
の

保
護

者
等

へ
の

男
女

平
等

参
画

の
啓

発

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

2
5

多
様

な
価

値
観

を
は

ぐ
く

む
教

育
・

保
育

の
充

実

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

【
出

前
講

座
】

保
育

園
向

け
1
.令

和
４

年
6

月
1
7

日
（
金

）
午

前
1
0

時
～

1
0

時
4

0
分

「
大

人
向

け
性

教
育

講
座

（
職

員
・
保

護
者

）
」
参

加
者

2
0

名
満

足
度

　
9

5
％

、
午

前
1
0

時
4

0
分

～
1
1
時

3
0

分
「
子

ど
も

向
け

性
教

育
講

座
」
参

加
者

3
0

名
（
う

ち
園

児
1
0

名
）

2
.令

和
４

年
1
2

月
1
日

（
木

）
午

後
3

時
3

0
分

～
午

後
4

時
3

0
分

「
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

『
わ

た
し

の
か

ら
だ

は
わ

た
し

の
も

の
』
」
参

加
者

3
5

名
満

足
度

8
5

.7
％

3
.令

和
４

年
1
2

月
1
5

日
（
木

）
午

後
３

時
～

４
時

3
0

分
「
保

育
現

場
で

学
ぶ

『
性

』
の

こ
と

」
参

加
者

5
9

名
満

足
度

9
3

.2
％

【
主

催
講

座
】

1
.令

和
5

年
３

月
１
２

日
（
日

）
午

後
２

時
～

４
時

「
包

括
的

性
教

育
っ

て
な

ん
だ

ろ
う

～
自

分
も

他
者

も
大

切
に

す
る

性
の

こ
と

～
」
参

加
者

2
9

名
満

足
度

1
0

0
%

2
.「

み
ん

な
で

あ
そ

ぼ
う

！
」
＜

全
3

回
＞

　
①

令
和

４
年

８
月

2
9

日
（
月

）
～

９
月

1
2

日
（
月

）
参

加
者

4
9

名
　

満
足

度
8

0
％

、
②

令
和

４
年

1
0

月
3

1
日

（
月

）
午

前
1
0

時
3

0
分

～
1
2

時
1
5

分
 親

子
映

画
会

　
参

加
者

2
9

名
　

満
足

度
7

1
.4

％
、
③

令
和

5
年

2
月

2
0

日
（
月

）
～

3
月

6
日

（
月

）
参

加
者

5
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

 、
総

計
延

べ
1
3

0
名

 満
足

度
平

均
8

3
.8

％
3

.「
絵

本
の

森
」
＜

全
6

回
＞

①
令

和
4

年
5

月
3

0
日

（
月

）
～

6
月

6
日

（
月

）
　

参
加

者
4

4
名

満
足

度
7

6
.9

％
、
②

令
和

4
年

7
月

2
7

日
（
水

）
午

前
1
0

時
～

午
後

0
時

 参
加

者
2

2
名

満
足

度
1
0

0
％

、
③

令
和

４
年

９
月

2
6

日
（
月

）
午

前
1
0

時
～

午
後

0
時

　
参

加
者

1
2

名
満

足
度

8
3

.4
％

、
④

令
和

４
年

1
1
月

2
8

日
（
月

）
午

前
1
0

時
～

午
後

0
時

　
参

加
者

2
2

名
　

満
足

度
8

1
.8

％
、
⑤

令
和

５
年

１
月

3
0

日
（
月

）
～

2
月

6
日

（
月

）
参

加
者

5
8

名
満

足
度

9
0

％
、
⑥

令
和

５
年

３
月

2
0

日
（
月

）
～

3
月

2
7

日
（
月

）
参

加
者

6
1
名

　
満

足
度

5
7

.1
％

参
加

者
延

2
1
9

名
　

満
足

度
平

均
 8

1
.5

％

保
育

園
・
幼

稚
園

向
け

の
出

前
講

座
を

下
記

の
テ

ー
マ

で
3

件
実

施
し

ま
す

。
１
.保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

「
子

ど
も

へ
の

暴
力

防
止

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」

2
.保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

「
一

緒
に

学
ぶ

『
性

』
の

こ
と

3
.保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

「
幼

少
期

か
ら

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

」

保
育

室
で

は
、
引

き
続

き
「
絵

本
の

森
」
「
み

ん
な

で
あ

そ
ぼ

う
！

」
を

で
き

る
だ

け
対

面
に

て
開

催
し

て
い

き
ま

す
。
幼

少
期

か
ら

性
別

に
と

ら
わ

れ
ず

個
性

を
尊

重
す

る
意

識
を

醸
成

し
て

い
き

ま
す

。

事
業

内
容

乳
幼

児
の

保
護

者
等

に
向

け
、

性
別

に
と

ら
わ

れ
ず

子
ど

も
の

個
性

を
尊

重
す

る
た

め
の

出
前

講
座

等
を

実
施

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
幼

少
期

か
ら

の
男

女
平

等
参

画
の

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
63

担
当

課
子

ど
も

政
策

課

掲
載

ペ
ー

ジ
62

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

1
4

1 4

1

1 4

1

1 4

1

引
き
続

き
、
男

女
平

等
教

育
の
充

実
を
図

り
、
互

い
に
相

手
を
尊

重
し
認

め
合

い
、
子

ど
も
た
ち
が
個

性
と
能

力
を
発

揮
し
、
幼

児
・
児

童
・
生

徒
が
男

女
平

等
感

覚
を
身

に
付

け
ら
れ
る
よ
う
指

導
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

区
立

幼
稚

園
、
小

・
中

学
校

各
校

で
男

女
平

等
の
大

切
さ
を
理

解
し
、
互

い
に
相

手
を
尊

重
し
認

め
合

い
、
子

ど
も
た
ち
が
個

性
と
能

力
を
発

揮
で
き
る
よ
う

に
、
男

女
平

等
教

育
の
趣

旨
を
踏

ま
え
た
教

育
を
推

進
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
男

女
平

等
教

育
の
充

実
を
図

り
、
互

い
に
相

手
を
尊

重
し
認

め
合

い
、

子
ど
も
た
ち
が
個

性
と
能

力
を
発

揮
し
、
幼

児
・
児

童
・
生

徒
が
男

女
平

等
感

覚
を

身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
指

導
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

計
画

通
り
研

修
等

を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

人
権

教
育

研
修

会
（
年

３
回

）
人

権
教

育
推

進
委

員
会

（
年

３
回

）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

B
B

B

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

区
立

幼
稚

園
、

小
・

中
学

校
各

校
で

男
女

平
等

の
大

切
さ

を
理

解
し

、
互

い
に

相
手

を
尊

重
し

認
め

合
い

、
子

ど
も

た
ち

が
個

性
と

能
力

を
発

揮
で

き
る

よ
う

に
、

男
女

平
等

教
育

の
趣

旨
を

踏
ま

え
た

教
育

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

幼
少

期
か

ら
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

適
切

に
事

業
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

B
B

B

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
学

習
指

導
要

領
に
基

づ
い
て
、
体

育
や
保

健
体

育
を
は
じ
め
と

す
る
全

教
育

活
動

に
お
い
て
、
性

に
関

す
る
基

礎
的

、
基

本
的

な
内

容
を
取

り
上

げ
、
相

手
を
思

い
や
る
心

を
育

み
ま
す
。
教

育
課

程
届

出
の
際

に
、
各

学
校

の
年

間
指

導
計

画
に
性

に
関

す
る
基

礎
的

・
基

本
的

な
内

容
を
位

置
付

け
る
よ
う
指

導
す
る
と
と
も
に
、
授

業
実

践
の
充

実
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

す
べ
て
の
児

童
・
生

徒
に
対

し
、
人

権
尊

重
・
男

女
平

等
の
精

神
の
徹

底
を
図

り
、
性

に
関

す
る
基

礎
的

・
基

本
的

な
内

容
を
児

童
・
生

徒
の
発

達
段

階
に
応

じ
て
正

し
く
理

解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
直

面
す
る
性

に
関

す
る
様

々
な
課

題
に
対

し
て
適

切
な
意

思
決

定
や
行

動
選

択
が
で
き
る
よ
う
性

教
育

を
充

実
し
ま
し

た
。

引
き
続

き
、
学

習
指

導
要

領
に
基

づ
い
て
、
体

育
や
保

健
体

育
を
は
じ
め
と
す
る
全

教
育

活
動

に
お
い
て
、
性

に
関

す
る
基

礎
的

、
基

本
的

な
内

容
を
取

り
上

げ
、
相

手
を
思

い
や
る
心

を
育

み
ま
す
。
教

育
課

程
届

出
の
際

に
、
各

学
校

の
年

間
指

導
計

画
に
性

に
関

す
る
基

礎
的

・
基

本
的

な
内

容
を
位

置
付

け
る
よ
う
指

導
す
る
と
と
も

に
、
授

業
実

践
の
充

実
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

全
て

の
児

童
・

生
徒

に
対

し
、

人
権

尊
重

・
男

女
平

等
の

精
神

の
徹

底
を

図
り

、
性

に
関

す
る

基
礎

的
・

基
本

的
な

内
容

を
児

童
・

生
徒

の
発

達
段

階
に

応
じ

て
正

し
く

理
解

さ
せ

る
と

と
も

に
、

直
面

す
る

性
に

関
す

る
様

々
な

課
題

に
対

し
て

適
切

な
意

思
決

定
や

行
動

選
択

が
で

き
る

よ
う

性
教

育
を

充
実

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
幼

少
期

か
ら

の
男

女
平

等
参

画
の

推
進

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
2
7

性
教

育
の

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
63

担
当

課
教

育
指

導
担

当

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

計
画

通
り
研

修
等

を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

幼
児

教
育

研
修

会
（
年

２
回

）
保

幼
小

合
同

研
修

会
（
年

１
回

）
人

権
教

育
研

修
会

（
年

３
回

）
人

権
教

育
推

進
委

員
会

（
年

３
回

）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2

掲
載

ペ
ー

ジ
63

担
当

課
教

育
指

導
担

当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
26

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

学
校

教
育

に
お

け
る

男
女

平
等

教
育

の
推

進

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

3

Ｂ
Ｂ

Ｂ

担
当

課
教

育
指

導
担

当
掲

載
ペ

ー
ジ

63

引
き
続

き
、
教

員
の
指

導
力

や
意

識
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
互

い
の
良

さ
を
認

め
合

い
、
個

性
と
能

力
を
伸

長
さ
せ
る
な
ど
多

様
な
価

値
観

を
育

む
教

育
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図

り
ま
す
。

教
員

や
保

育
所

職
員

に
対

す
る
研

修
等

を
と
お
し
て
、
子

ど
も
一

人
ひ
と
り
の
個

性
と
能

力
を
の
ば
し
、
国

籍
や
文

化
の
違

い
な
ど
を
認

め
、
互

い
に
尊

重
す

る
心

を
育

て
る
教

育
及

び
保

育
を
推

進
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
教

員
の
指

導
力

や
意

識
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
互

い
の
良

さ
を
認

め
合

い
、
個

性
と
能

力
を
伸

長
さ
せ
る
な
ど
多

様
な
価

値
観

を
育

む
教

育
の
さ
ら
な

る
充

実
を
図

り
ま
す
。

事
業

内
容

教
員

や
保

育
所

職
員

に
対

す
る

研
修

等
を

と
お

し
て

、
子

ど
も

一
人

ひ
と

り
の

個
性

と
能

力
を

の
ば

し
、

国
籍

や
文

化
の

違
い

な
ど

を
認

め
、

互
い

に
尊

重
す

る
心

を
育

て
る

教
育

及
び

保
育

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

幼
少

期
か

ら
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
2
5

多
様

な
価

値
観

を
は

ぐ
く

む
教

育
・

保
育

の
充

実

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

1
5

− 73 −



1 4

1

1 4

1

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
2
8

男
女

平
等

教
育

の
技

術
向

上
及

び
男

女
平

等
意

識
の

醸
成

引
き

続
き

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
連

す
る

偏
見

や
差

別
、
い

じ
め

が
起

き
な

い
よ

う
、
各

学
校

で
の

指
導

を
徹

底
し

て
ま

い
り

ま
す

。
区

立
幼

稚
園

、
小

・
中

学
校

の
教

員
を

対
象

に
人

権
教

育
研

修
会

を
実

施
し

、
男

女
平

等
意

識
を

醸
成

し
ま

し
た

。
引

き
続

き
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
連

す
る

偏
見

や
差

別
、
い

じ
め

が
起

き
な

い
よ

う
、
各

学
校

で
の

指
導

を
徹

底
し

て
ま

い
り

ま
す

。

自
己

評
価

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

適
切

に
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

。

令
和

４
年

度
　

人
権

教
育

研
修

会
　

テ
ー

マ
第

１
回

　
「
学

校
に

お
け

る
人

権
教

育
に

つ
い

て
」

第
２

回
　

「
港

区
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

に
つ

い
て

」
第

３
回

　
「
人

権
課

題
『
子

供
』
に

つ
い

て
」

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元
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自
己
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価
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む
ね

達
成
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己
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理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

出
前

講
座

で
は

、
各

園
が

課
題

と
し

て
い

る
内

容
（
保

育
士

や
保

育
支

援
員

、
な

ら
び

に
保

護
者

が
乳

幼
児

へ
伝

え
る

性
教

育
な

ど
）性

に
関

す
る

こ
と

の
伝

え
方

・
幼

児
期

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

教
育

）
に

つ
い

て
、
対

象
に

合
わ

せ
た

内
容

構
成

を
実

施
し

ま
し

た
。
ま

た
、
幼

児
に

伝
え

る
前

に
、
ま

ず
保

育
関

係
者

・
保

護
者

が
全

体
像

を
把

握
し

て
お

く
こ

と
が

大
事

で
あ

り
、
先

に
大

人
向

け
に

研
修

を
実

施
し

ま
し

た
。
私

立
保

育
園

は
、
系

列
園

や
系

列
学

童
ク

ラ
ブ

な
ど

が
区

内
に

あ
る

た
め

、
情

報
を

共
有

し
て

一
緒

に
受

講
さ

れ
ま

し
た

。
質

疑
応

答
の

時
間

も
十

分
に

と
る

こ
と

で
、
個

別
の

課
題

に
も

丁
寧

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

情
報

誌
オ

ア
シ

ス
に

て
私

立
学

校
を

取
り

上
げ

、
料

理
に

お
け

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

を
特

集
し

、
区

内
の

私
立

中
学

校
と

連
携

し
た

情
報

発
信

を
行

い
ま

し
た

。
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４
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講
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４
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ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

『
わ

た
し

の
か

ら
だ

は
わ

た
し

の
も

の
』
」
参

加
者

3
5

名
満

足
度

8
5

.7
％

3
.令

和
４
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～
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４
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部
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推

移

3
1
/
元

2
3

B
B

B

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和
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績
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度

の
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目
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会
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え
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発
用

冊
子

や
ポ

ス
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等

を
送
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し

、
男

女
平

等
参

画
に

関
す

る
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。

区
内
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育

園
・
幼

稚
園

へ
の

出
前

講
座

を
3

講
座

実
施

し
ま

し
た

。
学

校
向

け
出

前
講
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で

は
、
私

立
短

期
大

学
か

ら
の

申
込

み
が

あ
り

ま
し

た
が

、
先

方
の

日
程

の
調

整
が

つ
か

ず
本

年
度

は
キ

ャ
ン

セ
ル

と
な

り
ま

し
た

。
男

女
平

等
参

画
情
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で
は
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学
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麻
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を
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し
、
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学
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の
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等
の
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を
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介
し

ま
し
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。

ま
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、
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小
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に
人

権
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発
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子
を
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し
ま
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。
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・
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・
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出
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講
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を
実
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し
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。
ま
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、
学

生
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ら
の

持
ち
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み

企
画

等
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極

的
に
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力
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る

他
、
機

会
を

と
ら

え
、

啓
発

用
冊

子
や

ポ
ス

タ
ー

な
ど

を
送
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し

、
男
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平

等
参
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に

関
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る
働

き
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を
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す
。
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醸

成
し

ま
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す
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偏
見
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別
、
い
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が
起
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な

い
よ

う
、
各

学
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で
の

指
導

を
徹

底
し
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ま
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す
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立
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稚
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、
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を
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、
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に
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、
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が
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な

い
よ

う
、
各

学
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で
の

指
導

を
徹

底
し

て
ま
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り

ま
す

。
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の

他
、

事
業

の
実
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・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

適
切

に
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

。

令
和

４
年

度
　

人
権

教
育

研
修

会
　

テ
ー

マ
第

１
回

　
「
学

校
に

お
け

る
人

権
教

育
に

つ
い

て
」

第
２

回
　

「
港

区
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

に
つ

い
て

」
第
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回

　
「
人

権
課

題
『
子

供
』
に

つ
い

て
」

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

B
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自
己

評
価
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お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

出
前

講
座

で
は

、
各

園
が

課
題

と
し

て
い

る
内

容
（
保

育
士

や
保

育
支

援
員

、
な

ら
び

に
保

護
者

が
乳

幼
児

へ
伝

え
る

性
教

育
な

ど
）性

に
関

す
る

こ
と

の
伝

え
方

・
幼

児
期

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

教
育

）
に

つ
い

て
、
対

象
に

合
わ

せ
た

内
容

構
成

を
実

施
し

ま
し

た
。
ま

た
、
幼

児
に

伝
え

る
前

に
、
ま

ず
保

育
関

係
者

・
保

護
者

が
全

体
像

を
把

握
し

て
お

く
こ

と
が

大
事

で
あ

り
、
先

に
大

人
向

け
に

研
修

を
実

施
し

ま
し

た
。
私

立
保

育
園

は
、
系

列
園

や
系

列
学

童
ク

ラ
ブ

な
ど

が
区

内
に

あ
る

た
め

、
情

報
を

共
有

し
て

一
緒

に
受

講
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れ
ま

し
た

。
質

疑
応

答
の

時
間

も
十
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に

と
る

こ
と
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、
個

別
の

課
題

に
も

丁
寧

に
対

応
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と
が

で
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ま
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。

情
報

誌
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に
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、
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と
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と
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と
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校

法
人

麻
布

学
園

　
麻

布
中

学
校

 麻
布

高
等

学
校

 お
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理
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究
部

自
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の
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移
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元
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和
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え
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や
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ス
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等
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し

、
男
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等
参
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に
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働
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け
を
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す

。
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園
・
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稚
園

へ
の

出
前

講
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を
3

講
座
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し
ま

し
た

。
学

校
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け
出
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講
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で

は
、
私

立
短
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大

学
か

ら
の

申
込

み
が

あ
り

ま
し

た
が

、
先

方
の

日
程

の
調

整
が

つ
か

ず
本
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度
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キ
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ン

セ
ル

と
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り
ま

し
た

。
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女
平
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参

画
情

報
誌
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は
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法
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・
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学
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を
ク
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プ

し
、
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内
私

立
学
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の

ジ
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ダ

ー
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等
の

取
組

を
紹

介
し
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し

た
。

ま
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、
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立
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に
人

権
啓

発
冊

子
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稚
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・
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前

講
座
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。
ま

た
、
学

生
か

ら
の

持
ち

込
み

企
画

等
に

積
極

的
に

協
力

す
る

他
、
機
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を

と
ら

え
、

啓
発
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冊

子
や

ポ
ス

タ
ー

な
ど

を
送

付
し

、
男

女
平
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参

画
に
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る
働

き
か

け
を

                    
行

い
ま

す
。

                      

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

男
女

平
等

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

講
座

等
の

実
施

や
参

考
資

料
と

な
る

啓
発

冊
子

や
ポ

ス
タ

ー
等

を
送

付
す

る
な

ど
、

啓
発

・
周

知
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

幼
少

期
か

ら
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
2
9

私
立

学
校

へ
の

働
き

か
け

掲
載

ペ
ー

ジ
63

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

区
立

幼
稚

園
、

小
・

中
学

校
の

教
員

を
対

象
に

人
権

教
育

研
修

会
を

実
施

し
、

男
女

平
等

意
識

を
醸

成
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

幼
少

期
か

ら
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

掲
載

ペ
ー

ジ
63

担
当

課
教

育
指

導
担

当

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

1
6

1 4

1

1 4

2

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ

ア
シ

ス
」
に

て
、
在

日
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
大

使
館

推
薦

映
画

を
シ

ア
タ

ー
リ

ー
ブ

ラ
で

上
映

し
、
ノ

ル
ウ

ェ
ー

大
使

館
と

は
協

力
事

業
で

の
連

携
を

図
っ

た
映

画
を

誌
面

で
も

紹
介

し
、
各

事
業

の
連

動
を

図
り

ま
し

た
。
大

使
館

が
多

く
あ

る
港

区
の

立
地

を
活

か
し

、
映

画
と

い
う

身
近

な
エ

ン
タ

ー
テ

イ
ン

メ
ン

ト
か

ら
諸

外
国

の
文

化
や

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
に

つ
い

て
知

る
き

っ
か

け
を

つ
く

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

図
書

室
で

は
、
閲

覧
し

や
す

い
配

架
に

変
更

す
る

こ
と

で
、
目

的
の

資
料

へ
の

導
線

を
ス

ム
ー

ズ
に

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、
絵

本
・
児

童
書

は
特

集
棚

の
横

に
移

動
し

場
所

を
分

か
り

や
す

く
し

ま
し

た
。
月

々
に

応
じ

た
特

集
棚

の
設

置
や

講
座

関
連

資
料

の
配

架
、
こ

こ
ろ

の
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

コ
ー

ナ
ー

と
相

談
事

業
な

ど
学

習
・
相

談
事

業
で

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、
充

実
し

た
情

報
提

供
事

業
と

な
る

よ
う

取
り

組
み

ま
し

た
。

シ
ア

タ
ー

リ
ー

ブ
ラ

で
は

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

の
啓

発
に

つ
な

が
る

内
容

の
作

品
を

選
び

上
映

し
ま

し
た

。
ま

た
、
上

映
す

る
曜

日
、
時

間
等

も
対

象
に

合
わ

せ
て

設
定

し
集

客
を

増
や

す
よ

う
努

め
ま

し
た

。

【
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
】

7
3

号
「戦

争
と

平
和

を
ジ

ェ
ン

ダ
ー

か
ら

考
え

る
」、

7
4

号
「 

W
it

h
コ

ロ
ナ

時
代

の
料

理
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
」、

7
5

号
「
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
と

女
性

を
め

ぐ
る

課
題

」
、
7

6
号

「
世

界
の

映
画

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

」
、
特

集
号

「
大

人
も

知
り

た
い

、
今

ど
き

の
性

教
育

」
【
図

書
室

特
集

棚
テ

ー
マ

】
令

和
4

年
4

月
「
多

様
性

」
「
戦

争
と

平
和

」
「
性

暴
力

/
J
K

」
、
5

月
「
性

の
多

様
性

」
「
家

族
」
「
日

本
国

憲
法

」
、
6

月
「
男

女
雇

用
機

会
均

等
法

」
「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

」
「
男

女
共

同
参

画
」
、
7

月
「
世

界
人

口
デ

ー
/
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

・
ラ

イ
ツ

」
「
人

身
取

引
」
「
政

治
」
、
8

月
「
世

界
の

男
た

ち
」
「
暴

力
」
「
戦

争
と

平
和

」
、
9

月
「
食

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

」
「
障

害
者

雇
用

」
「
防

災
」
、
1
0

月
「
パ

パ
育

休
」
「
ピ

ン
ク

リ
ボ

ン
」
「
ガ

ー
ル

ズ
デ

ー
」
、
1
1
月

「
D

V
」
「
児

童
虐

待
」
「
過

重
労

働
」
、
1
2

月
「
地

球
温

暖
化

」
「
障

害
者

」
「
男

性
学

」
、
令

和
5

年
1
月

「
防

災
」
「
食

・
料

理
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
」
「
転

職
」
、
2

月
「
こ

こ
ろ

セ
ラ

ピ
ー

」
「
メ

デ
ィ

ア
」
「
教

育
」
、
3

月
「
ケ

ア
労

働
」
「
戦

争
と

平
和

」
「
国

際
女

性
デ

ー
」

【
シ

ア
タ

ー
リ

ー
ブ

ラ
上

映
作

品
名

】
『
カ

ラ
ン

コ
エ

の
花

』
『
ひ

ま
わ

り
』
『
マ

イ
・
ブ

ッ
ク

シ
ョ

ッ
プ

』
『
タ

レ
ン

タ
イ

ム
 優

し
い

歌
』
『
＜

主
婦

＞
の

学
校

』
『
リ

ト
ル

・
ガ

ー
ル

』

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き

続
き

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ

ア
シ

ス
」
（
年

4
回

＋
増

刊
号

発
行

）
を

発
行

し
ま

す
。
時

世
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

特
集

記
事

を
心

が
け

る
と

と
も

に
、
団

体
紹

介
を

継
続

し
、
区

民
・
団

体
の

誌
面

参
加

を
働

き
か

け
て

い
き

ま
す

。
図

書
資

料
室

で
は

、
時

期
に

相
応

し
い

コ
ー

ナ
ー

づ
く

り
や

講
座

と
の

連
携

を
図

る
と

と
も

に
、
分

か
り

や
す

い
表

示
等

、
よ

り
多

く
の

貸
出

に
つ

な
が

る
図

書
資

料
室

を
め

ざ
し

ま
す

。
S

N
S

の
発

信
も

よ
り

増
や

し
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

世
代

と
の

繋
が

り
の

強
化

も
め

ざ
し

ま
す

。
シ

ア
タ

ー
リ

ー
ブ

ラ
で

は
、
こ

れ
ま

で
リ

ー
ブ

ラ
に

来
館

し
た

こ
と

の
な

い
在

住
者

･
在

勤
者

・
在

学
者

を
開

拓
し

、
リ

ー
ブ

ラ
の

認
知

度
を

向
上

さ
せ

て
、
施

設
利

用
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

を
め

ざ
し

ま
す

。

男
女

平
等

参
画

セ
ン

タ
ー

で
発

行
す

る
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
を

年
５

回
発

行
し

ま
し

た
。
昨

年
度

に
続

き
、
今

年
度

も
、
リ

ー
ブ

ラ
で

活
動

し
て

い
る

団
体

紹
介

の
ペ

ー
ジ

を
設

け
ま

し
た

。
戦

争
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
な

ど
時

勢
の

関
心

に
合

わ
せ

た
テ

ー
マ

の
設

定
や

、
近

隣
の

大
使

館
（
駐

日
ノ

ル
ウ

ェ
ー

大
使

館
・
駐

日
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
大

使
館

・
在

日
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

大
使

館
）
か

ら
の

推
薦

映
画

の
紹

介
な

ど
の

掲
載

を
す

る
な

ど
連

携
を

は
か

り
ま

し
た

。
ま

た
、
推

薦
映

画
の

シ
ア

タ
ー

リ
ー

ブ
ラ

で
の

上
映

や
協

力
事

業
で

の
ノ

ル
ウ

ェ
ー

大
使

館
企

画
の

映
画

「
H

e
i 
V

e
rd

e
n
 ヘ

イ
 ヴ

ァ
ル

デ
ン

」
上

映
会

 &
 デ

ィ
カ

ッ
シ

ョ
ン

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
な

ど
、
事

業
の

連
携

を
図

り
ま

し
た

。
図

書
資

料
室

は
、
配

架
場

所
の

変
更

を
す

る
な

ど
し

、
東

京
都

を
は

じ
め

、
港

区
の

資
料

、
各

地
の

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

の
資

料
を

ま
と

め
、
閲

覧
し

や
す

い
動

線
づ

く
り

を
し

ま
し

た
。

引
き

続
き

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ

ア
シ

ス
」
（
年

4
回

＋
特

集
号

発
行

）
を

発
行

し
ま

す
。
港

区
内

で
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

推
進

に
取

り
組

む
若

者
の

取
組

や
出

前
講

座
実

施
企

業
へ

の
感

想
な

ど
区

民
の

声
を

募
っ

て
い

き
ま

す
。
ま

た
本

年
度

も
、
時

世
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

特
集

記
事

を
心

が
け

る
と

と
も

に
、
団

体
紹

介
を

継
続

し
、

区
民

・
団

体
の

誌
面

参
加

を
働

き
か

け
て

い
き

ま
す

。
図

書
資

料
室

で
は

、
時

期
に

相
応

し
い

コ
ー

ナ
ー

づ
く

り
や

講
座

と
の

連
携

を
図

る
と

と
も

に
、
分

か
り

や
す

い
表

示
等

、
よ

り
多

く
の

貸
出

に
つ

な
が

る
図

書
資

料
室

づ
く

り
を

し
ま

す
。
新

た
に

展
示

コ
ー

ナ
ー

を
つ

く
り

、
男

女
平

等
参

画
へ

の
啓

発
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

シ
ア

タ
ー

リ
ー

ブ
ラ

で
は

、
映

画
内

容
や

時
間

帯
を

工
夫

し
な

が
ら

、
様

々
な

対
象

が
参

加
で

き
る

よ
う

工
夫

し
ま

す
。

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

セ
ン

タ
ー

で
実

施
す

る
講

座
・

講
演

会
に

関
連

す
る

図
書

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
紹

介
や

、
特

集
コ

ー
ナ

ー
を

設
置

し
て

、
男

女
平

等
参

画
関

係
資

料
を

広
く

紹
介

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
生

涯
学

習
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
の

推
進

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
0

図
書

館
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

を
活

用
し

た
男

女
平

等
参

画
関

係
資

料
の

紹
介

掲
載

ペ
ー

ジ
64

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
2
9

私
立

学
校

へ
の

働
き

か
け

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

男
女

平
等

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

講
座

等
の

実
施

や
参

考
資

料
と

な
る

啓
発

冊
子

や
ポ

ス
タ

ー
等

を
送

付
す

る
な

ど
、

啓
発

・
周

知
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

幼
少

期
か

ら
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

掲
載

ペ
ー

ジ
63

担
当

課
教

育
長

室

引
き

続
き

、
私

立
学

校
に

対
し

男
女

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る

情
報

を
提

供
し

、
啓

発
・
周

知
を

行
っ

て
い

く
。

東
京

都
生

活
文

化
局

私
学

部
経

由
で

送
付

さ
れ

た
、
国

の
関

係
機

関
（
独

立
行

政
法

人
　

教
職

員
支

援
機

構
）
が

主
催

す
る

人
権

教
育

研
修

の
通

知
を

各
私

立
幼

稚
園

に
周

知
し

参
加

を
促

し
ま

し
た

。
引

き
続

き
、
私

立
学

校
に

対
し

男
女

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る

情
報

を
提

供
し

、
啓

発
・
周

知
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

適
切

に
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

。
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

B
B

B

1
7

− 75 −



1 4

2

1 4

2

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

主
催

講
座

や
出

前
講

座
に

て
「女

性
の

労
働

問
題

」
「
男

性
学

」
「
若

者
の

政
治

参
画

」
な

ど
様

々
な

テ
ー

マ
に

つ
い

て
取

り
上

げ
、
男

女
平

等
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
て

課
題

が
残

る
分

野
に

つ
い

て
多

様
な

世
代

や
属

性
に

向
け

た
啓

発
を

行
い

ま
し

た
。
ま

た
、
内

閣
府

作
成

「
女

性
の

政
治

参
画

マ
ッ

プ
2

0
2

2
」、

（公
財

）せ
ん

だ
い

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

作
成

「話
し

て
み

な
い

？
#

ジ
ェ

ン
ダ

ー
不

平
等

」等
の

ポ
ス

タ
ー

掲
示

や
、
都

が
作

成
し

た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
「
だ

れ
も

が
輝

く
と

う
き

ょ
う

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

 男
女

平
等

参
画

の
た

め
の

施
策

」
を

配
架

コ
ー

ナ
ー

に
設

置
し

啓
発

し
ま

し
た

。
出

前
講

座
で

は
、
「
身

近
な

こ
と

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

」
を

テ
ー

マ
に

、
日

々
の

生
活

か
ら

男
女

平
等

参
画

を
身

近
に

ひ
き

つ
け

て
考

え
る

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
4

年
6

月
2

6
日

(日
)午

前
1
0

時
～

午
後

0
時

「
発

達
障

害
と

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
関

係
　

～
隠

れ
て

い
る

背
景

へ
の

理
解

～
」
参

加
者

3
1
名

　
満

足
度

8
6

.7
%

2
．
令

和
4

年
8

月
2

8
日

(日
)午

後
2

時
～

午
後

4
時

「
美

術
か

ら
み

る
戦

争
～

女
性

画
家

た
ち

は
何

を
描

い
た

の
か

～
」
参

加
者

2
8

名
満

足
度

1
0

0
%

3
．
令

和
4

年
1
1
月

1
3

日
(日

)午
後

2
時

～
午

後
5

時
「
男

性
に

対
す

る
性

暴
力

」
参

加
者

2
6

名
　

満
足

度
1
0

0
%

4
．
令

和
4

年
1
2

月
1
0

日
(土

)午
後

2
時

～
午

後
4

時
「
男

性
育

休
の

リ
ア

ル
～

育
児

・
介

護
休

業
法

改
正

の
ポ

イ
ン

ト
と

男
性

育
休

の
魅

力
～

」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
1
0

0
%

5
．
令

和
5

年
1
月

1
4

日
(土

)午
後

2
時

～
午

後
4

時
「
多

様
性

配
慮

の
視

点
で

避
難

所
運

営
を

考
え

る
」
参

加
者

1
3

名
　

満
足

度
9

1
.7

%
6

．
令

和
5

年
1
月

2
1
日

(土
)午

前
1
0

時
3

0
分

～
午

後
0

時
3

0
分

「
人

生
1
0

0
年

時
代

の
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ツ

/ラ
イ

ツ
と

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

」
参

加
者

1
9

名
　

満
足

度
8

5
.7

%
7

．
令

和
5

年
1
月

2
1
日

(土
)午

後
2

時
～

午
後

4
時

「
女

性
た

ち
が

め
ざ

し
た

男
女

雇
用

平
等

法
―

労
働

運
動

と
女

性
運

動
を

つ
な

ぐ
―

」
参

加
者

2
3

名
　

満
足

度
1
0

0
%

8
．
令

和
5

年
3

月
1
0

日
(金

)午
後

7
時

～
午

後
9

時
「
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
に

学
ぶ

、
若

者
の

政
治

参
加

～
な

ぜ
若

者
の

投
票

率
が

8
割

を
超

え
る

の
か

～
」
参

加
者

2
4

名
　

満
足

度
1
0

0
%

9
．
令

和
5

年
3

月
1
9

日
(日

)午
前

1
0

時
～

午
後

0
時

3
0

分
「
男

性
の

た
め

の
井

戸
端

会
議

“
男

だ
か

ら
”
感

じ
る

窮
屈

さ
を

探
る

」
参

加
者

1
5

名
　

満
足

度
1
0

0
%

【
出

前
講

座
】

1
．
令

和
5

年
1
月

1
8

日
(水

)午
前

1
0

時
～

午
前

1
1
時

3
0

分
「
身

近
な

こ
と

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
1
0

0
%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
1

男
女

平
等

参
画

講
座

等
の

実
施

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

多
様

な
世

代
や

属
性

に
向

け
た

男
女

平
等

参
画

講
座

の
実

施
を

と
お

し
て

、
情

報
提

供
や

学
習

の
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

ま
た

、
生

涯
学

習
出

前
講

座
に

お
い

て
は

、
「

男
女

平
等

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

て
」

を
講

座
の

テ
ー

マ
に

設
定

し
、

区
民

等
に

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

生
涯

学
習

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

掲
載

ペ
ー

ジ

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

「
女

性
の

政
治

参
画

」
「
女

性
の

労
働

問
題

」
「
男

性
学

」
な

ど
、
男

女
平

等
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
て

課
題

が
残

る
分

野
や

、
「
セ

カ
ン

ド
ラ

イ
フ

」
の

よ
う

に
自

分
ら

し
く

豊
か

に
生

き
る

こ
と

を
支

援
す

る
内

容
の

講
座

な
ど

を
開

催
し

ま
す

。

労
働

、
政

治
参

画
、
障

害
、
美

術
、
防

災
、
健

康
な

ど
様

々
な

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

で
学

ぶ
多

様
な

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。
ま

た
、
「
男

性
に

対
す

る
性

暴
力

」
「
男

性
の

た
め

の
井

戸
端

会
議

」
「
男

性
介

護
」
「
男

性
育

児
」
な

ど
男

性
に

焦
点

を
当

て
た

テ
ー

マ
設

定
を

し
、
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

講
座

も
開

催
し

ま
し

た
。
ま

た
、
内

閣
府

作
成

「女
性

の
政

治
参

画
マ

ッ
プ

2
0

2
2

」
等

の
ポ

ス
タ

ー
掲

示
や

、
関

係
機

関
が

作
成

し
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

や
チ

ラ
シ

等
を

配
架

コ
ー

ナ
ー

に
設

置
し

啓
発

し
ま

し
た

。

「
女

性
の

労
働

問
題

」
「
法

制
度

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

」な
ど

男
女

平
等

参
画

の
実

現
に

向
け

て
課

題
が

残
る

分
野

や
、
「
ポ

ス
ト

シ
ニ

ア
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」
な

ど
セ

カ
ン

ド
ラ

イ
フ

を
自

分
ら

し
く

豊
か

に
生

き
る

こ
と

を
支

援
す

る
内

容
な

ど
に

取
り

組
み

、
多

様
な

世
代

や
属

性
に

向
け

た
男

女
平

等
参

画
講

座
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

多
様

な
世

代
や

属
性

に
向

け
た

男
女

平
等

参
画

講
座

の
実

施
を

と
お

し
て

、
情

報
提

供
や

学
習

の
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

ま
た

、
生

涯
学

習
出

前
講

座
に

お
い

て
は

、
「

男
女

平
等

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

て
」

を
講

座
の

テ
ー

マ
に

設
定

し
、

区
民

等
に

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

生
涯

学
習

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
1

男
女

平
等

参
画

講
座

等
の

実
施

掲
載

ペ
ー

ジ
64

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

64
担

当
課

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

引
き

続
き

、
区

民
の

生
涯

学
習

を
支

援
す

る
た

め
、
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
S

N
S

等
を

活
用

し
、
事

業
の

周
知

に
努

め
て

い
く

。
区

民
等

が
主

催
す

る
学

習
会

等
に

区
の

職
員

を
講

師
と

し
て

派
遣

し
、
区

政
の

取
組

等
の

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
S

N
S

等
で

事
業

を
周

知
を

し
ま

し
た

。
引

き
続

き
、
男

女
平

等
参

画
の

推
進

の
為

、
区

民
等

に
出

前
講

座
の

利
用

を
周

知
す

る
と

と
も

に
講

座
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

ま
す

。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

４
年

度
は

、
区

政
の

取
組

や
専

門
知

識
を

生
か

し
た

生
涯

学
習

出
前

講
座

を
１
３

回
実

施
し

ま
し

た
。

よ
り

利
用

が
増

え
る

よ
う

、
オ

ン
ラ

イ
ン

な
ど

の
手

法
に

よ
る

講
座

開
催

を
検

討
し

ま
す

。
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

-
-

C

1
8

− 76 −



1 4

2

1 4

2

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

主
催

講
座

や
出

前
講

座
に

て
「女

性
の

労
働

問
題

」
「
男

性
学

」
「
若

者
の

政
治

参
画

」
な

ど
様

々
な

テ
ー

マ
に

つ
い

て
取

り
上

げ
、
男

女
平

等
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
て

課
題

が
残

る
分

野
に

つ
い

て
多

様
な

世
代

や
属

性
に

向
け

た
啓

発
を

行
い

ま
し

た
。
ま

た
、
内

閣
府

作
成

「
女

性
の

政
治

参
画

マ
ッ

プ
2

0
2

2
」、

（公
財

）せ
ん

だ
い

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

作
成

「話
し

て
み

な
い

？
#

ジ
ェ

ン
ダ

ー
不

平
等

」等
の

ポ
ス

タ
ー

掲
示

や
、
都

が
作

成
し

た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
「
だ

れ
も

が
輝

く
と

う
き

ょ
う

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

 男
女

平
等

参
画

の
た

め
の

施
策

」
を

配
架

コ
ー

ナ
ー

に
設

置
し

啓
発

し
ま

し
た

。
出

前
講

座
で

は
、
「
身

近
な

こ
と

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

」
を

テ
ー

マ
に

、
日

々
の

生
活

か
ら

男
女

平
等

参
画

を
身

近
に

ひ
き

つ
け

て
考

え
る

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
4

年
6

月
2

6
日

(日
)午

前
1
0

時
～

午
後

0
時

「
発

達
障

害
と

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
関

係
　

～
隠

れ
て

い
る

背
景

へ
の

理
解

～
」
参

加
者

3
1
名

　
満

足
度

8
6

.7
%

2
．
令

和
4

年
8

月
2

8
日

(日
)午

後
2

時
～

午
後

4
時

「
美

術
か

ら
み

る
戦

争
～

女
性

画
家

た
ち

は
何

を
描

い
た

の
か

～
」
参

加
者

2
8

名
満

足
度

1
0

0
%

3
．
令

和
4

年
1
1
月

1
3

日
(日

)午
後

2
時

～
午

後
5

時
「
男

性
に

対
す

る
性

暴
力

」
参

加
者

2
6

名
　

満
足

度
1
0

0
%

4
．
令

和
4

年
1
2

月
1
0

日
(土

)午
後

2
時

～
午

後
4

時
「
男

性
育

休
の

リ
ア

ル
～

育
児

・
介

護
休

業
法

改
正

の
ポ

イ
ン

ト
と

男
性

育
休

の
魅

力
～

」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
1
0

0
%

5
．
令

和
5

年
1
月

1
4

日
(土

)午
後

2
時

～
午

後
4

時
「
多

様
性

配
慮

の
視

点
で

避
難

所
運

営
を

考
え

る
」
参

加
者

1
3

名
　

満
足

度
9

1
.7

%
6

．
令

和
5

年
1
月

2
1
日

(土
)午

前
1
0

時
3

0
分

～
午

後
0

時
3

0
分

「
人

生
1
0

0
年

時
代

の
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ツ

/ラ
イ

ツ
と

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

」
参

加
者

1
9

名
　

満
足

度
8

5
.7

%
7

．
令

和
5

年
1
月

2
1
日

(土
)午

後
2

時
～

午
後

4
時

「
女

性
た

ち
が

め
ざ

し
た

男
女

雇
用

平
等

法
―

労
働

運
動

と
女

性
運

動
を

つ
な

ぐ
―

」
参

加
者

2
3

名
　

満
足

度
1
0

0
%

8
．
令

和
5

年
3

月
1
0

日
(金

)午
後

7
時

～
午

後
9

時
「
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
に

学
ぶ

、
若

者
の

政
治

参
加

～
な

ぜ
若

者
の

投
票

率
が

8
割

を
超

え
る

の
か

～
」
参

加
者

2
4

名
　

満
足

度
1
0

0
%

9
．
令

和
5

年
3

月
1
9

日
(日

)午
前

1
0

時
～

午
後

0
時

3
0

分
「
男

性
の

た
め

の
井

戸
端

会
議

“
男

だ
か

ら
”
感

じ
る

窮
屈

さ
を

探
る

」
参

加
者

1
5

名
　

満
足

度
1
0

0
%

【
出

前
講

座
】

1
．
令

和
5

年
1
月

1
8

日
(水

)午
前

1
0

時
～

午
前

1
1
時

3
0

分
「
身

近
な

こ
と

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
1
0

0
%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
1

男
女

平
等

参
画

講
座

等
の

実
施

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

多
様

な
世

代
や

属
性

に
向

け
た

男
女

平
等

参
画

講
座

の
実

施
を

と
お

し
て

、
情

報
提

供
や

学
習

の
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

ま
た

、
生

涯
学

習
出

前
講

座
に

お
い

て
は

、
「

男
女

平
等

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

て
」

を
講

座
の

テ
ー

マ
に

設
定

し
、

区
民

等
に

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

生
涯

学
習

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

掲
載

ペ
ー

ジ

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

「
女

性
の

政
治

参
画

」
「
女

性
の

労
働

問
題

」
「
男

性
学

」
な

ど
、
男

女
平

等
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
て

課
題

が
残

る
分

野
や

、
「
セ

カ
ン

ド
ラ

イ
フ

」
の

よ
う

に
自

分
ら

し
く

豊
か

に
生

き
る

こ
と

を
支

援
す

る
内

容
の

講
座

な
ど

を
開

催
し

ま
す

。

労
働

、
政

治
参

画
、
障

害
、
美

術
、
防

災
、
健

康
な

ど
様

々
な

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

で
学

ぶ
多

様
な

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。
ま

た
、
「
男

性
に

対
す

る
性

暴
力

」
「
男

性
の

た
め

の
井

戸
端

会
議

」
「
男

性
介

護
」
「
男

性
育

児
」
な

ど
男

性
に

焦
点

を
当

て
た

テ
ー

マ
設

定
を

し
、
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

講
座

も
開

催
し

ま
し

た
。
ま

た
、
内

閣
府

作
成

「女
性

の
政

治
参

画
マ

ッ
プ

2
0

2
2

」
等

の
ポ

ス
タ

ー
掲

示
や

、
関

係
機

関
が

作
成

し
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

や
チ

ラ
シ

等
を

配
架

コ
ー

ナ
ー

に
設

置
し

啓
発

し
ま

し
た

。

「
女

性
の

労
働

問
題

」
「
法

制
度

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

」な
ど

男
女

平
等

参
画

の
実

現
に

向
け

て
課

題
が

残
る

分
野

や
、
「
ポ

ス
ト

シ
ニ

ア
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」
な

ど
セ

カ
ン

ド
ラ

イ
フ

を
自

分
ら

し
く

豊
か

に
生

き
る

こ
と

を
支

援
す

る
内

容
な

ど
に

取
り

組
み

、
多

様
な

世
代

や
属

性
に

向
け

た
男

女
平

等
参

画
講

座
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

課
題

教
育

の
場

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

多
様

な
世

代
や

属
性

に
向

け
た

男
女

平
等

参
画

講
座

の
実

施
を

と
お

し
て

、
情

報
提

供
や

学
習

の
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

ま
た

、
生

涯
学

習
出

前
講

座
に

お
い

て
は

、
「

男
女

平
等

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

て
」

を
講

座
の

テ
ー

マ
に

設
定

し
、

区
民

等
に

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

生
涯

学
習

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
1

男
女

平
等

参
画

講
座

等
の

実
施

掲
載

ペ
ー

ジ
64

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

64
担

当
課

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

引
き

続
き

、
区

民
の

生
涯

学
習

を
支

援
す

る
た

め
、
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
S

N
S

等
を

活
用

し
、
事

業
の

周
知

に
努

め
て

い
く

。
区

民
等

が
主

催
す

る
学

習
会

等
に

区
の

職
員

を
講

師
と

し
て

派
遣

し
、
区

政
の

取
組

等
の

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
S

N
S

等
で

事
業

を
周

知
を

し
ま

し
た

。
引

き
続

き
、
男

女
平

等
参

画
の

推
進

の
為

、
区

民
等

に
出

前
講

座
の

利
用

を
周

知
す

る
と

と
も

に
講

座
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

ま
す

。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

４
年

度
は

、
区

政
の

取
組

や
専

門
知

識
を

生
か

し
た

生
涯

学
習

出
前

講
座

を
１
３

回
実

施
し

ま
し

た
。

よ
り

利
用

が
増

え
る

よ
う

、
オ

ン
ラ

イ
ン

な
ど

の
手

法
に

よ
る

講
座

開
催

を
検

討
し

ま
す

。
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

-
-

C

1
8

1 5

1

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

家
庭

や
職

場
、
防

災
活

動
な
ど
様

々
な
場

で
の
性

別
役

割
分

担
意

識
の
解

消
が
強

く
求

め
ら
れ
る
分

野
や
、
国

際
女

性
デ
ー
に
あ
わ
せ
た
企

画
の
実

施
な
ど
多

様
な
切

り
口

で
主

催
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。
国

際
女

性
デ
ー
企

画
は
、
み
な
と
パ
ー
ク
芝

浦
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
合

わ
せ
て
実

施
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
国

際
女

性
デ
ー
に
寄

せ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
楽

し
く
参

加
で
き
る
工

夫
を
す
る
こ
と
で
、
幅

広
い
層

に
男

女
平

等
参

画
に
つ
い
て
考

え
る
機

会
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
情

報
誌

オ
ア
シ
ス
や
内

閣
府

作
成

「
女

性
の
政

治
参

画
マ
ッ
プ
2
0
2
2
」等

の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
、
関
係
機
関
が
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
等

を
配

架
コ
ー
ナ
ー
に
設

置
す
る
な
ど
し
て
、
男

女
平

等
参

画
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
の
充

実
を
図

り
、
利

用
者

の
意

識
啓

発
の
促

進
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

企
業

の
出

前
向

け
講

座
で
は
、
講

演
だ
け
で
な
く
参

加
者

自
身

が
性

別
役

割
意

識
に
つ
い
て
考

え
る
ワ
ー
ク
を
通

し
て
、
「
固

定
的

性
別

役
割

意
識

に
も
と
づ
く
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
に
気

づ
い
た
」
と
い
う
感

想
が
得

ら
れ
る
な
ど
偏

見
意

識
解

消
に
つ
な
が
る
啓

発
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
高

い
満

足
度

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ー
ブ
ラ
フ
ェ
ス
タ
や
「
わ
が
・
ま
ま
を
生

き
る
」
講

座
で
は
、
男

性
が
数

多
い
世

界
に
率

先
し
て
飛

び
込

み
、
性

差
別

解
消

に
早

く
か
ら
取

り
組

ん
で
き
た
先

駆
者

の
講

演
会

を
盛

況
に
実

施
し
ま
し
た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
4
年

5
月

2
9
日

(日
)午

後
2
時

～
午

後
4
時

「
「
母

」
で
傷

つ
い
た
あ
な
た
へ
～

わ
た
し
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
豊

か
に
す
る
た
め
に
～

」
参

加
者

7
7
名

　
満

足
度

8
3
.0
%

2
．
令

和
4
年

6
月

2
6
日

(日
)午

後
1
時

3
0
分

～
午

後
3
時

「
自

分
で
道

を
切

り
拓

く
と
い
う
こ
と
～

未
来

を
創

る
ひ
と
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
～

」
参

加
者

1
1
5
名

　
満

足
度

8
9
.9

%
3
．
令

和
4
年

7
月

2
3
日

(土
)午

後
2
時

～
午

後
4
時

3
0
分

「
介

護
す
る
子

ど
も
た
ち
～

当
事

者
の
語

り
か
ら
学

ぶ
現

状
と
課

題
～

」
参

加
者

2
0
名

　
満

足
度

1
0
0
%

4
．
令

和
4
年

9
月

1
0
日

(土
)午

後
2
時

～
午

後
4
時

「
男

が
介

護
す
る
と
い
う
こ
と
」
参

加
者

2
0
名

　
満

足
度

6
6
.7

%
5
．
令

和
4
年

9
月

2
5
日

(日
)午

後
2
時

～
午

後
4
時

「
わ
が
・
ま
ま
を
生

き
る
」
参

加
者

9
8
名

　
満

足
度

9
0
.2

%
6
．
令

和
4
年

1
2
月

1
0
日

(土
)午

後
2
時

～
午

後
4
時

「
男

性
育

休
の
リ
ア
ル
～

育
児

・
介

護
休

業
法

改
正

の
ポ
イ
ン
ト
と
男

性
育

休
の
魅

力
～

」
参

加
者

1
6
名

　
満

足
度

1
0
0
%

7
．
令

和
5
年

1
月

1
4
日

(土
)午

後
2
時

～
午

後
4
時

「
多

様
性

配
慮

の
視

点
で
避

難
所

運
営

を
考

え
る
」
参

加
者

1
3
名

　
満

足
度

9
1
.7

%
8
．
令

和
5
年

1
月

2
1
日

(土
)午

後
2
時

～
午

後
4
時

「
女

性
た
ち
が
め
ざ
し
た
男

女
雇

用
平

等
法

―
労

働
運

動
と
女

性
運

動
を
つ
な
ぐ

―
」
参

加
者

2
3
名

　
満

足
度

1
0
0
%

9
．
令

和
5
年

3
月

4
日

(土
)午

前
1
0
時

3
0
分

～
午

後
0
時

3
0
分

「
世

界
が
も
し
1
0
0
人

の
村

だ
っ
た
ら
～

ジ
ェ
ン
ダ
ー
編

～
」
参

加
者

2
0
名

　
満

足
度

1
0
0
%

1
0
．
令

和
5
年

3
月

1
9
日

(日
)午

前
1
0
時

～
午

後
0
時

3
0
分

「
男

性
の
た
め
の
井

戸
端

会
議

“
男

だ
か
ら
”
感

じ
る
窮

屈
さ
を
探

る
」
参

加
者

1
5
名

　
満

足
度

1
0
0
%

【
出

前
講

座
】

1
．
令

和
4
年

5
月

2
5
日

(水
)午

後
2
時

3
0
分

～
午

後
4
時

3
0
分

「
新

し
い
働

き
方

、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
そ
し
て
人

生
～

イ
ク
ボ
ス
で
、
成

果
と
笑

顔
が
共

に
ア
ッ
プ
」参

加
者

2
1
名

　
満

足
度

9
0
.4

％
2
．
令

和
5
年

3
月

2
8
日

(火
)午

後
1
時

～
午

後
3
時

「
介

護
離

職
を
防

ぐ
た
め
の
介

護
と
仕

事
の
両

立
」
参

加
者

2
7
名

　
満

足
度

1
0
0
%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
―

」
「
ケ
ア
」
「
女

性
の
政

治
参

画
」
な
ど
、
性

別
役

割
分

担
意

識
の
解

消
が
強

く
求

め
ら
れ
る
テ
ー
マ
で
講

座
を
開

催
し
ま
す
。
企

業
向

け
出

前
講

座
で
は
「
子

育
て
し
な
が
ら
働

き
続

け
ら
れ
る
職

場
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
の
ひ
と
つ
に
設

定
し
、
男

性
の
育

児
休

業
取

得
の
促

進
等

に
つ
い
て
も
積

極
的

に
取

り
上

げ
ま
す
。

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ
ア
シ
ス
」
に
お
い
て
は
、
性

別
役

割
分

担
意

識
を
問

い
直

す
啓

発
記

事
を
掲

載
し
ま
す
。

ま
た
、
国

際
女

性
デ
ー
に
あ
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
や
男

女
平

等
参

画
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
の
館

内
掲

示
を
行

い
、
利

用
者

の
意

識
啓

発
に
継

続
的

に
取

り
組

み
ま
す
。

「
男

性
の
育

児
」
「
男

性
介

護
」
「
労

働
」
「
防

災
」
「
政

治
」
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
―

」
な
ど
様

々
な
場

に
お
け
る
性

別
役

割
分

担
意

識
解

消
の
た
め
の
主

催
講

座
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
企

業
向

け
の
出

前
講

座
で
は
男

性
の
育

児
休

業
取

得
推

進
に
向

け
「
新

し
い
働

き
方

、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
そ
し
て
人

生
～

イ
ク
ボ
ス
で
、
成

果
と
笑

顔
が
共

に
ア
ッ
プ
～

」
を
実

施
し
ま
し
た
。

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ
ア
シ
ス
」
で
は
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
料

理
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
取

り
上

げ
、
男

女
の
料

理
頻

度
の
差

が
残

る
な
ど
女

性
へ
の
家

事
役

割
が
偏

る
現

状
な
ど
を
紹

介
し
、
男

性
の
家

庭
で
の
平

等
参

画
に
つ
い
て
企

画
記

事
を
掲

載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ー
ブ
ラ
フ
ェ
ス
タ
主

講
演

や
「
わ
が
・
ま
ま
を
生

き
る
」
講

座
で
は
、
男

女
平

等
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
活

躍
し
た
著

名
人

の
講

演
会

を
開

催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国

際
女

性
デ
ー
に
は
、
「
世

界
が
も
し
１
０
０
人

の
村

だ
っ
た
ら
～

ジ
ェ
ン
ダ
ー
編

～
」
と
し
て
世

界
と
日

本
の
状

況
や
慣

行
等

を
考

え
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
性

別
役

割
分

担
意

識
の
解

消
が
強

く
求

め
ら
れ
る
テ
ー
マ
に
関

す
る
主

催
講

座
の
実

施
や
国

際
女

性
デ
ー
に
あ
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓

発
、
男

女
平

等
参

画
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
館

内
掲

示
を
行

い
、
利

用
者

の
意

識
啓

発
に

継
続

的
に
取

り
組

み
ま
す
。

課
題

家
庭

や
社

会
の

慣
行

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

国
の

制
度

、
職

場
や

地
域

等
の

慣
行

の
中

に
あ

る
性

別
役

割
分

担
意

識
解

消
の

た
め

、
男

女
平

等
参

画
講

座
の

実
施

や
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
等

を
活

用
し

て
、

啓
発

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
家

庭
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
と

社
会

の
慣

行
の

中
立

性
の

確
保

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
2

性
別

役
割

分
担

意
識

解
消

の
た

め
の

啓
発

掲
載

ペ
ー

ジ
6
6

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

1
9
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1 5

1

1 5

1

1 5

1

課
題

家
庭

や
社

会
の

慣
行

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

人
権

擁
護

委
員

が
人

権
身

の
上

相
談

の
相

談
員

と
し

て
、

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る

人
権

問
題

な
ど

様
々

な
人

権
問

題
の

解
決

に
向

け
て

取
り

組
み

ま
す

。
施

策
の

方
向

家
庭

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

と
社

会
の

慣
行

の
中

立
性

の
確

保

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

人
権

擁
護

委
員

に
よ
る
人

権
身

の
上

相
談

を
実

施
し
ま
す
。

人
権

擁
護

委
員

に
よ
る
人

権
身

の
上

相
談

を
実

施
し
ま
し
た
。

相
談

件
数

：
２
件

人
権

擁
護

委
員

に
よ
る
人

権
身

の
上

相
談

を
実

施
し
ま
す
。

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
5

人
権

身
の

上
相

談
等

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
6
6

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

感
染

拡
大

防
止

策
を
と
り
な
が
ら
、
人

権
身

の
上

相
談

を
実

施
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

-

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

担
当

課
に
事

業
実

績
調

査
を
依

頼
し
、
取

組
の
進

捗
状

況
を
確

認
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

相
談

者
の
意

思
を
第

一
に
、
各

相
談

窓
口

に
お
い
て
、
解

決
に
向

け
た
連

携
・
連

絡
を
取

り
調

整
し
ま
す
。

相
談

者
の
意

思
を
第

一
に
、
各

相
談

窓
口

に
お
い
て
、
解

決
に
向

け
た
連

携
・
連

絡
を
取

り
、
調

整
し
ま
し
た
。

相
談

者
の
意

思
を
第

一
に
、
各

相
談

窓
口

に
お
い
て
、
解

決
に
向

け
た
連

携
・
連

絡
を
取

り
、
調

整
し
ま
す
。

課
題

家
庭

や
社

会
の

慣
行

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

に
起

因
す

る
問

題
に

つ
い

て
、

相
談

者
の

意
思

を
第

一
に

、
各

相
談

窓
口

に
お

い
て

、
解

決
に

向
け

た
連

携
・

連
絡

を
取

り
調

整
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

家
庭

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

と
社

会
の

慣
行

の
中

立
性

の
確

保

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
4

各
種

相
談

の
連

携
・

連
絡

調
整

掲
載

ペ
ー

ジ
6
6

担
当

課
各

課

自
己

評
価

ー
 
未

実
施

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

-

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る
苦

情
等

申
出

制
度

の
周

知
を
行

う
と
と
も
に
、
申

出
が
あ
っ
た
際

に
は
適

切
に
対

処
し
、
解

決
に
向

け
て
取

り
組

み
ま
す
。

苦
情

等
申

出
は
０
件

で
し
た
。

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る
苦

情
等

申
出

制
度

の
周

知
を
行

う
と
と
も
に
、
申

出
が

あ
っ
た
際

に
は
適

切
に
対

処
し
、
解

決
に
向

け
て
取

り
組

み
ま
す
。

課
題

家
庭

や
社

会
の

慣
行

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

区
民

、
事

業
者

か
ら

の
男

女
平

等
参

画
に

関
す

る
苦

情
等

に
対

し
て

、
解

決
に

向
け

苦
情

処
理

委
員

と
と

も
に

取
り

組
み

ま
す

。
施

策
の

方
向

家
庭

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

と
社

会
の

慣
行

の
中

立
性

の
確

保

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
3

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る

苦
情

・
相

談
窓

口
の

円
滑

な
運

営

掲
載

ペ
ー

ジ
6
6

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

2
0
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1 5

1

1 5

1

1 5

1

課
題

家
庭

や
社

会
の

慣
行

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

人
権

擁
護

委
員

が
人

権
身

の
上

相
談

の
相

談
員

と
し

て
、

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る

人
権

問
題

な
ど

様
々

な
人

権
問

題
の

解
決

に
向

け
て

取
り

組
み

ま
す

。
施

策
の

方
向

家
庭

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

と
社

会
の

慣
行

の
中

立
性

の
確

保

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

人
権

擁
護

委
員

に
よ
る
人

権
身

の
上

相
談

を
実

施
し
ま
す
。

人
権

擁
護

委
員

に
よ
る
人

権
身

の
上

相
談

を
実

施
し
ま
し
た
。

相
談

件
数

：
２
件

人
権

擁
護

委
員

に
よ
る
人

権
身

の
上

相
談

を
実

施
し
ま
す
。

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
5

人
権

身
の

上
相

談
等

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
6
6

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

感
染

拡
大

防
止

策
を
と
り
な
が
ら
、
人

権
身

の
上

相
談

を
実

施
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

-

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

担
当

課
に
事

業
実

績
調

査
を
依

頼
し
、
取

組
の
進

捗
状

況
を
確

認
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

相
談

者
の
意

思
を
第

一
に
、
各

相
談

窓
口

に
お
い
て
、
解

決
に
向

け
た
連

携
・
連

絡
を
取

り
調

整
し
ま
す
。

相
談

者
の
意

思
を
第

一
に
、
各

相
談

窓
口

に
お
い
て
、
解

決
に
向

け
た
連

携
・
連

絡
を
取

り
、
調

整
し
ま
し
た
。

相
談

者
の
意

思
を
第

一
に
、
各

相
談

窓
口

に
お
い
て
、
解

決
に
向

け
た
連

携
・
連

絡
を
取

り
、
調

整
し
ま
す
。

課
題

家
庭

や
社

会
の

慣
行

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

に
起

因
す

る
問

題
に

つ
い

て
、

相
談

者
の

意
思

を
第

一
に

、
各

相
談

窓
口

に
お

い
て

、
解

決
に

向
け

た
連

携
・

連
絡

を
取

り
調

整
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

家
庭

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

と
社

会
の

慣
行

の
中

立
性

の
確

保

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
4

各
種

相
談

の
連

携
・

連
絡

調
整

掲
載

ペ
ー

ジ
6
6

担
当

課
各

課

自
己

評
価

ー
 
未

実
施

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

-

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る
苦

情
等

申
出

制
度

の
周

知
を
行

う
と
と
も
に
、
申

出
が
あ
っ
た
際

に
は
適

切
に
対

処
し
、
解

決
に
向

け
て
取

り
組

み
ま
す
。

苦
情

等
申

出
は
０
件

で
し
た
。

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る
苦

情
等

申
出

制
度

の
周

知
を
行

う
と
と
も
に
、
申

出
が

あ
っ
た
際

に
は
適

切
に
対

処
し
、
解

決
に
向

け
て
取

り
組

み
ま
す
。

課
題

家
庭

や
社

会
の

慣
行

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

区
民

、
事

業
者

か
ら

の
男

女
平

等
参

画
に

関
す

る
苦

情
等

に
対

し
て

、
解

決
に

向
け

苦
情

処
理

委
員

と
と

も
に

取
り

組
み

ま
す

。
施

策
の

方
向

家
庭

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

と
社

会
の

慣
行

の
中

立
性

の
確

保

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
3

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る

苦
情

・
相

談
窓

口
の

円
滑

な
運

営

掲
載

ペ
ー

ジ
6
6

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

2
0

1 6

11

1 6

11

1 6

11

事
業

目
標

を
達

成
し
た
た
め
。

こ
れ
ま
で
女

性
が
少

な
か
っ
た
地

域
の
防

災
訓

練
に
お
い
て
、
町

会
長

を
と
お
し
て
婦

人
部

に
働

き
か
け
を
行

い
、
各

訓
練

で
４
割

以
上

の
女

性
参

加
率

を
達

成
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

課
題

掲
載

ペ
ー

ジ
69

担
当

課
芝

地
区

総
合

支
所

協
働

推
進

課

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
6

地
域

防
災

組
織

・
防

災
訓

練
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
防

災
対

策
の

充
実

事
業

内
容

災
害

時
に

多
様

な
視

点
で

避
難

所
設

営
等

の
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

防
災

組
織

の
メ

ン
バ

ー
の

女
性

比
率

の
向

上
を

促
進

し
ま

す
。

ま
た

、
発

災
時

に
的

確
に

行
動

で
き

る
よ

う
地

域
の

防
災

訓
練

に
女

性
の

参
画

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
防防

災災
分分

野野
にに

おお
けけ

るる
男男

女女
平平

等等
参参

画画
のの

推推
進進

【【
責責

任任
項項

目目
３３

】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

芝
地

区
総

合
防

災
訓

練
及

び
各

地
域

防
災

協
議

会
の
訓

練
で
、
参

加
者

の
女

性
比

率
４
割

を
目

指
し
ま
す
。

芝
地

区
総

合
防

災
訓

練
及

び
各

地
域

防
災

協
議

会
の
訓

練
で
、
参

加
者

の
女

性
比

率
４
割

を
達

成
し
ま
し
た
。

芝
地

区
総

合
防

災
訓

練
及

び
各

地
域

防
災

協
議

会
の
訓

練
で
、
参

加
者

の
女

性
比

率
5
割

を
目

指
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

掲
載

ペ
ー

ジ
69

担
当

課
麻

布
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
6

地
域

防
災

組
織

・
防

災
訓

練
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

課
題

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
防

災
対

策
の

充
実

事
業

内
容

災
害

時
に

多
様

な
視

点
で

避
難

所
設

営
等

の
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

防
災

組
織

の
メ

ン
バ

ー
の

女
性

比
率

の
向

上
を

促
進

し
ま

す
。

ま
た

、
発

災
時

に
的

確
に

行
動

で
き

る
よ

う
地

域
の

防
災

訓
練

に
女

性
の

参
画

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
防防

災災
分分

野野
にに

おお
けけ

るる
男男

女女
平平

等等
参参

画画
のの

推推
進進

【【
責責

任任
項項

目目
３３

】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
防

災
協

議
会

や
訓

練
な
ど
を
通

じ
て
出

さ
れ
た
意

見
な
ど
を
踏

ま
え
、
地

域
の
防

災
訓

練
に
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
ま
す
。

協
議

会
活

動
や
避

難
所

運
営

訓
練

、
総

合
防

災
訓

練
に
は
地

域
の
女

性
の
方

々
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
し
た
女

性
の
方

々
か
ら
い
た
だ
い

た
意

見
な
ど
を
踏

ま
え
、
物

資
の
配

備
な
ど
の
対

応
を
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
防

災
協

議
会

や
訓

練
な
ど
を
通

じ
て
出

さ
れ
た
意

見
な
ど
を
踏

ま
え
、

地
域

の
防

災
訓

練
に
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

総
合

防
災

訓
練

で
は
、
全

一
般

参
加

者
の
う
ち
、
5
割

弱
の
女

性
の
参

加
者

が
い
た
た
め
。
今

後
は
、
女

性
向

け
の
防

災
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
な
ど
、
女

性
の
参

加
者

の
増

加
を
目

指
し
ま
す
。

防
災

訓
練

全
一

般
参

加
者

数
（
議

員
除

く
）
8
7
8
人
、
う
ち
女
性
4
2
6
人

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
69

担
当

課
赤

坂
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
6

地
域

防
災

組
織

・
防

災
訓

練
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

課
題

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
防

災
対

策
の

充
実

事
業

内
容

災
害

時
に

多
様

な
視

点
で

避
難

所
設

営
等

の
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

防
災

組
織

の
メ

ン
バ

ー
の

女
性

比
率

の
向

上
を

促
進

し
ま

す
。

ま
た

、
発

災
時

に
的

確
に

行
動

で
き

る
よ

う
地

域
の

防
災

訓
練

に
女

性
の

参
画

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
防防

災災
分分

野野
にに

おお
けけ

るる
男男

女女
平平

等等
参参

画画
のの

推推
進進

【【
責責

任任
項項

目目
３３

】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
災

害
時

に
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
た
避

難
所

運
営

体
制

を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
防

災
訓

練
に
お
い
て
も
、
女

性
が
参

加
し
や
す
い

体
制

を
検

討
及

び
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

女
性

目
線

で
の
避

難
所

運
営

を
図

る
た
め
に
、
女

性
の
訓

練
の
参

加
を
促

し
ま
し
た
。

女
性

の
訓

練
へ
の
参

加
者

数
を
増

や
す
た
め
の
工

夫
や
、
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
た
避

難
所

運
営

体
制

を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

女
性

の
参

加
委

員
比

率
は
、
1
7
.9

%
で
し
た
。

今
後

、
女

性
が
参

加
し
や
す
い
体

制
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

避
難

所
運

営
訓

練
の
参

加
人

数
1
1
2
名

の
う
ち
、
女

性
参

加
者

数
2
0
名

(女
性

参
加

比
率

1
7
.9

%
)

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

2
1

− 79 −



1 6

11

1 6

11

1 6

11

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

目
標

が
達

成
で
き
た
た
め
。

令
和

４
年

度
の
配

備
数

（下
着

：8
8
0
人

分
、
生

理
用

品
7
2
パ
ッ
ク
（１

パ
ッ
ク
2
4
枚
入
）、

テ
ン
ト
1
2
5
張

　
（※

福
祉

避
難

所
分

））
※

テ
ン
ト
は
、
令

和
３
年

度
に
4
1
0
張

（
全

避
難

所
分

）
を
購

入
し
て
区

内
の
備

蓄
倉

庫
に
一

括
納

入
し
、
令

和
４
年

度
に
福

祉
避

難
所

を
含

む
各

避
難

所
へ
分

散
配

備
を
進

め
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

福
祉

避
難

所
と
な
る
高

齢
者

施
設

及
び
障

害
者

施
設

に
下

着
や
生

理
用

品
、
避

難
所

ボ
ー
ド
等

を
配

備
し
ま
す
。

目
標

の
と
お
り
、
福

祉
避

難
所

と
な
る
施

設
に
下

着
や
生

理
用

品
を
配

備
し
た
ほ
か
、
避

難
所

ボ
ー
ド
の
代

わ
り
に
、
避

難
所

ボ
ー
ド
と
同

等
以

上
の
機

能
を

持
つ
「
テ
ン
ト
」
を
配

備
し
、
災

害
時

に
配

慮
が
必

要
な
方

が
避

難
所

で
過

ご
し
や
す
い
環

境
を
整

備
し
ま
し
た
。

災
害

時
に
区

民
避

難
所

と
な
る
施

設
に
、
感

染
症

対
策

に
資

す
る
ほ
か
更

衣
室

と
し

て
も
使

用
が
可

能
な
「
テ
ン
ト
」
を
配

備
し
、
男

女
問

わ
ず
多

様
な
方

が
過

ご
し
や
す

い
避

難
所

と
な
る
よ
う
な
環

境
を
整

備
し
ま
す
。

課
題

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
防

災
対

策
の

充
実

事
業

内
容

女
性

や
高

齢
者

、
障

害
者

、
外

国
人

、
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

視
点

を
取

り
入

れ
た

防
災

対
策

を
進

め
、

さ
ら

に
、

感
染

症
対

策
の

点
に

つ
い

て
も

、
様

々
な

人
に

配
慮

し
た

避
難

所
運

営
や

必
要

な
備

蓄
物

資
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
防防

災災
分分

野野
にに

おお
けけ

るる
男男

女女
平平

等等
参参

画画
のの

推推
進進

【【
責責

任任
項項

目目
３３

】】

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
7

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
防

災
対

策
の

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
69

担
当

課
防

災
課

掲
載

ペ
ー

ジ
69

担
当

課
高

輪
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
6

地
域

防
災

組
織

・
防

災
訓

練
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

課
題

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
防

災
対

策
の

充
実

事
業

内
容

災
害

時
に

多
様

な
視

点
で

避
難

所
設

営
等

の
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

防
災

組
織

の
メ

ン
バ

ー
の

女
性

比
率

の
向

上
を

促
進

し
ま

す
。

ま
た

、
発

災
時

に
的

確
に

行
動

で
き

る
よ

う
地

域
の

防
災

訓
練

に
女

性
の

参
画

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
防防

災災
分分

野野
にに

おお
けけ

るる
男男

女女
平平

等等
参参

画画
のの

推推
進進

【【
責責

任任
項項

目目
３３

】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
意

見
を
求

め
、
地

域
の
防

災
訓

練
に
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
ま

す
。

地
域

の
防

災
協

議
会

の
話

し
合

い
や
活

動
の
中

で
、
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
た
防

災
へ
の
取

り
組

み
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
女

性
の
参

画
を
目

指
す
協

議
会

に
は
ア
ド
バ
イ
ス
も
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
高

輪
地

区
総

合
支

所
管

内
の
各

防
災

協
議

会
の
意

見
を
求

め
、
地

域
の
防

災
訓

練
に
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
ま
す
。

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
防

災
対

策
の

充
実

事
業

内
容

災
害

時
に

多
様

な
視

点
で

避
難

所
設

営
等

の
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

防
災

組
織

の
メ

ン
バ

ー
の

女
性

比
率

の
向

上
を

促
進

し
ま

す
。

ま
た

、
発

災
時

に
的

確
に

行
動

で
き

る
よ

う
地

域
の

防
災

訓
練

に
女

性
の

参
画

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
防防

災災
分分

野野
にに

おお
けけ

るる
男男

女女
平平

等等
参参

画画
のの

推推
進進

【【
責責

任任
項項

目目
３３

】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
避

難
所

運
営

訓
練

実
施

の
際

に
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
、
円

滑
な
避

難
所

運
営

体
制

等
を
構

築
で
き
る
よ
う
、
防

災
組

織
の
活

動
を
支

援
し
て
い
く
。

各
地

区
の
防

災
協

議
会

で
女

性
の
参

加
者

に
よ
る
意

見
を
聞

き
、
避

難
所

運
営

訓
練

に
お
い
て
、
避

難
所

設
置

運
営

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
ま
し

た
。

引
き
続

き
、
地

域
防

災
訓

練
実

施
の
際

に
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
、
円

滑
な
避

難
所

運
営

体
制

等
を
構

築
で
き
る
よ
う
、
防

災
組

織
の
活

動
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

年
度

前
半

は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影

響
も
あ
り
、
地

域
防

災
協

議
会

・
町

会
・
自

治
会

等
を
主

体
と
し
た
防

災
訓

練
は
少

な
か
っ
た
が
、
後

半
以

降
は
、
w
it
h

コ
ロ
ナ
を
踏

ま
え
、
防

災
訓

練
の
計

画
段

階
で
、
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
た
め
。

災
害

時
に
多

様
な
視

点
で
避

難
所

設
営

等
の
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
防

災
組

織
の
メ
ン
バ
ー
の
女

性
比

率
の
向

上
を
促

進
し
ま
す
。

ま
た
、
発

災
時

に
的

確
に
行

動
で
き
る
よ
う
避

難
所

運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
見

直
し
の
際

に
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
等

を
通

じ
、
地

域
の
防

災
訓

練
に
女

性
の
参

画
を
進

め
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

C

掲
載

ペ
ー
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担
当

課
芝

浦
港

南
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

港
南

地
区

の
総

合
防

災
訓

練
に
お
い
て
、
女

性
の
意

見
を
取

り
入

れ
た
内

容
を
取

り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

芝
浦

地
区

、
台

場
地

区
で
は
、
女

性
の
意

見
を
取

り
入

れ
た
内

容
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
今

後
は
全

会
場

で
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

【
女

性
意

見
を
取

り
入

れ
た
具

体
例

】
令

和
４
年

度
は
、
総

合
防

災
訓

練
（
港

南
会

場
）
で
、
女

性
の
視

点
に
配

慮
し
た
避

難
所

コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、
女

性
専

用
ト
イ
レ
、
衛

生
用

品
セ
ッ
ト
、
乳

児
セ
ッ
ト
等

の
備

蓄
物

資
の
展

示
を
行

い
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
6

地
域

防
災

組
織

・
防

災
訓

練
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

課
題

2
2
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11
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11

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

目
標

が
達

成
で
き
た
た
め
。

令
和

４
年

度
の
配

備
数

（下
着

：8
8
0
人

分
、
生

理
用

品
7
2
パ
ッ
ク
（１

パ
ッ
ク
2
4
枚
入
）、

テ
ン
ト
1
2
5
張

　
（※

福
祉

避
難

所
分

））
※

テ
ン
ト
は
、
令

和
３
年

度
に
4
1
0
張

（
全

避
難

所
分

）
を
購

入
し
て
区

内
の
備

蓄
倉

庫
に
一

括
納

入
し
、
令

和
４
年

度
に
福

祉
避

難
所

を
含

む
各

避
難

所
へ
分

散
配

備
を
進

め
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

福
祉

避
難

所
と
な
る
高

齢
者

施
設

及
び
障

害
者

施
設

に
下

着
や
生

理
用

品
、
避

難
所

ボ
ー
ド
等

を
配

備
し
ま
す
。

目
標

の
と
お
り
、
福

祉
避

難
所

と
な
る
施

設
に
下

着
や
生

理
用

品
を
配

備
し
た
ほ
か
、
避

難
所

ボ
ー
ド
の
代

わ
り
に
、
避

難
所

ボ
ー
ド
と
同

等
以

上
の
機

能
を

持
つ
「
テ
ン
ト
」
を
配

備
し
、
災

害
時

に
配

慮
が
必

要
な
方

が
避

難
所

で
過

ご
し
や
す
い
環

境
を
整

備
し
ま
し
た
。

災
害

時
に
区

民
避

難
所

と
な
る
施

設
に
、
感

染
症

対
策

に
資

す
る
ほ
か
更

衣
室

と
し

て
も
使

用
が
可

能
な
「
テ
ン
ト
」
を
配

備
し
、
男

女
問

わ
ず
多

様
な
方

が
過

ご
し
や
す

い
避

難
所

と
な
る
よ
う
な
環

境
を
整

備
し
ま
す
。

課
題

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
防

災
対

策
の

充
実

事
業

内
容

女
性

や
高

齢
者

、
障

害
者

、
外

国
人

、
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

視
点

を
取

り
入

れ
た

防
災

対
策

を
進

め
、

さ
ら

に
、

感
染

症
対

策
の

点
に

つ
い

て
も

、
様

々
な

人
に

配
慮

し
た

避
難

所
運

営
や

必
要

な
備

蓄
物

資
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
防防

災災
分分

野野
にに

おお
けけ

るる
男男

女女
平平

等等
参参

画画
のの

推推
進進

【【
責責

任任
項項

目目
３３

】】

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
7

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
防

災
対

策
の

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
69

担
当

課
防

災
課

掲
載

ペ
ー

ジ
69

担
当

課
高

輪
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
6

地
域

防
災

組
織

・
防

災
訓

練
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

課
題

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
防

災
対

策
の

充
実

事
業

内
容

災
害

時
に

多
様

な
視

点
で

避
難

所
設

営
等

の
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

防
災

組
織

の
メ

ン
バ

ー
の

女
性

比
率

の
向

上
を

促
進

し
ま

す
。

ま
た

、
発

災
時

に
的

確
に

行
動

で
き

る
よ

う
地

域
の

防
災

訓
練

に
女

性
の

参
画

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
防防

災災
分分

野野
にに

おお
けけ

るる
男男

女女
平平

等等
参参

画画
のの

推推
進進

【【
責責

任任
項項

目目
３３

】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
意

見
を
求

め
、
地

域
の
防

災
訓

練
に
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
ま

す
。

地
域

の
防

災
協

議
会

の
話

し
合

い
や
活

動
の
中

で
、
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
た
防

災
へ
の
取

り
組

み
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
女

性
の
参

画
を
目

指
す
協

議
会

に
は
ア
ド
バ
イ
ス
も
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
高

輪
地

区
総

合
支

所
管

内
の
各

防
災

協
議

会
の
意

見
を
求

め
、
地

域
の
防

災
訓

練
に
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
ま
す
。

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
防

災
対

策
の

充
実

事
業

内
容

災
害

時
に

多
様

な
視

点
で

避
難

所
設

営
等

の
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

防
災

組
織

の
メ

ン
バ

ー
の

女
性

比
率

の
向

上
を

促
進

し
ま

す
。

ま
た

、
発

災
時

に
的

確
に

行
動

で
き

る
よ

う
地

域
の

防
災

訓
練

に
女

性
の

参
画

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
防防

災災
分分

野野
にに

おお
けけ

るる
男男

女女
平平

等等
参参

画画
のの

推推
進進

【【
責責

任任
項項

目目
３３

】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
避

難
所

運
営

訓
練

実
施

の
際

に
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
、
円

滑
な
避

難
所

運
営

体
制

等
を
構

築
で
き
る
よ
う
、
防

災
組

織
の
活

動
を
支

援
し
て
い
く
。

各
地

区
の
防

災
協

議
会

で
女

性
の
参

加
者

に
よ
る
意

見
を
聞

き
、
避

難
所

運
営

訓
練

に
お
い
て
、
避

難
所

設
置

運
営

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
ま
し

た
。

引
き
続

き
、
地

域
防

災
訓

練
実

施
の
際

に
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
、
円

滑
な
避

難
所

運
営

体
制

等
を
構

築
で
き
る
よ
う
、
防

災
組

織
の
活

動
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

年
度

前
半

は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影

響
も
あ
り
、
地

域
防

災
協

議
会

・
町

会
・
自

治
会

等
を
主

体
と
し
た
防

災
訓

練
は
少

な
か
っ
た
が
、
後

半
以

降
は
、
w
it
h

コ
ロ
ナ
を
踏

ま
え
、
防

災
訓

練
の
計

画
段

階
で
、
女

性
の
視

点
を
取

り
入

れ
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
た
め
。

災
害

時
に
多

様
な
視

点
で
避

難
所

設
営

等
の
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
防

災
組

織
の
メ
ン
バ
ー
の
女

性
比

率
の
向

上
を
促

進
し
ま
す
。

ま
た
、
発

災
時

に
的

確
に
行

動
で
き
る
よ
う
避

難
所

運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
見

直
し
の
際

に
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
等

を
通

じ
、
地

域
の
防

災
訓

練
に
女

性
の
参

画
を
進

め
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

C

掲
載

ペ
ー

ジ
69

担
当

課
芝

浦
港

南
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

港
南

地
区

の
総

合
防

災
訓

練
に
お
い
て
、
女

性
の
意

見
を
取

り
入

れ
た
内

容
を
取

り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

芝
浦

地
区

、
台

場
地

区
で
は
、
女

性
の
意

見
を
取

り
入

れ
た
内

容
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
今

後
は
全

会
場

で
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

【
女

性
意

見
を
取

り
入

れ
た
具

体
例

】
令

和
４
年

度
は
、
総

合
防

災
訓

練
（
港

南
会

場
）
で
、
女

性
の
視

点
に
配

慮
し
た
避

難
所

コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、
女

性
専

用
ト
イ
レ
、
衛

生
用

品
セ
ッ
ト
、
乳

児
セ
ッ
ト
等

の
備

蓄
物

資
の
展

示
を
行

い
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

目
標

あ
ら

ゆ
る

場
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
を

推
進

す
る

事
業

名
3
6

地
域

防
災

組
織

・
防

災
訓

練
へ

の
女

性
の

参
画

促
進

課
題

2
2

第
４

次
港

区
男

女
平

等
参

画
行

動
計

画
（

Ｒ
３

～
Ｒ

８
）

　
令

和
４

年
度

事
業

実
績

・
進

捗
状

況
調

査

2 1

1

2 1

22

　

掲
載

ペ
ー

ジ
73

担
当

課
産

業
振

興
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

3
8

ワ
ー

ク
･
ラ

イ
フ

･
バ

ラ
ン

ス
に

関
す

る
取

組
支

援

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

産
業

振
興

課
で
実

施
す
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
企

業
に
、
産

業
振

興
セ
ン
タ
ー
指

定
管

理
者

が
担

う
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関

連
す

る
セ
ミ
ナ
ー
・個

別
相

談
会

事
業

を
周

知
す
る
な
ど
、
積

極
的

に
連

携
を
取

り
、
前

年
度

と
比

較
し
、
さ
ら
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・バ

ラ
ン
ス
を
推

進
す
る
取

組
を
強

化
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

実
施

内
容

の
詳

細
（
セ
ミ
ナ
ー
、
相

談
会

）
・
第

１
回

：
令

和
４
年

１
０
月

１
７
日

　
1
4
:0

0
～

1
6
:3

0
、
講

師
：
株

式
会

社
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ス
ト
　
参

加
者

1
0
名

　
個

別
相

談
会

4
名

・
第

２
回

：
令

和
５
年

３
月

８
日

　
1
4
:0

0
～

1
6
:3

0
、
講

師
：
株

式
会

社
イ
チ
テ
ッ
ク
　
参

加
者

1
9
名

　
個

別
相

談
会

3
名

実
施

内
容

の
詳

細
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）

・
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
１
０
０
０
部

作
成

し
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
へ
取

り
組

む
中

小
企

業
等

へ
配

付
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

令
和

４
年

度
か
ら
は
産

業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
合

わ
せ
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・バ

ラ
ン
ス
推

進
企

業
認

定
事

業
を
推

進
し
な
が
ら
、
講

演
会

や
セ
ミ

ナ
ー
、
個

別
相

談
会

を
通

じ
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
か
か
る
区

内
中

小
企

業
へ
の
支

援
を
強

化
し
、
働

き
や
す
い
環

境
整

備
に
関

す
る
取

組
を

推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和

４
年

度
か
ら
は
産

業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
合

わ
せ
、
ワ
ー
ク
・ラ

イ
フ
・バ

ラ
ン
ス
推

進
企

業
認

定
事

業
を
推

進
し
な
が
ら
、
講

演
会

や
セ
ミ
ナ
ー
、
個

別
相

談
会

を
通

じ
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
か
か
る
区

内
中

小
企

業
へ
の
支

援
を
強

化
し
、
働

き
や
す
い
環

境
整

備
に
関

す
る
取

組
を
推

進
し
ま
し
た
。

産
業

振
興

セ
ン
タ
ー
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
企

業
認

定
事

業
と
連

携
し

な
が
ら
、
講

演
会

や
セ
ミ
ナ
ー
、
個

別
相

談
会

を
通

じ
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

か
か
る
区

内
中

小
企

業
へ
の
支

援
を
強

化
し
、
働

き
や
す
い
環

境
整

備
に
関

す
る

取
組

を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

課
題

事
業

者
に

お
け

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

事
業

内
容

区
内

中
小

事
業

者
が

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
し

、
女

性
の

働
き

方
を

は
じ

め
労

働
時

間
の

制
度

見
直

し
や

働
き

方
改

革
関

連
法

に
定

め
る

制
度

の
実

践
を

支
援

す
る

観
点

か
ら

、
セ

ミ
ナ

ー
や

相
談

会
を

開
催

し
ま

す
。

ま
た

、
働

き
方

の
基

本
的

な
考

え
方

で
あ

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
の

配
布

等
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
理

解
促

進

課
題

事
業

者
に

お
け

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

事
業

内
容

従
業

員
1
0
0
人

以
下

の
事

業
所

に
対

し
て

、
ワ

ー
ク

･
ラ

イ
フ

･
バ

ラ
ン

ス
推

進
企

業
認

定
制

度
の

普
及

・
啓

発
と

あ
わ

せ
て

、
計

画
の

策
定

へ
向

け
た

啓
発

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
働働

きき
方方

改改
革革

にに
対対

応応
しし

たた
職職

場場
環環

境境
のの

整整
備備

促促
進進

【【
責責

任任
項項

目目
４４

】】

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

3
9

事
業

者
に

対
す

る
次

世
代

育
成

支
援

対
策

推
進

法
に

基
づ

く
一

般
事

業
主

行
動

計
画

策
定

の
啓

発

Ｂ
Ｂ

Ｂ

掲
載

ペ
ー

ジ
74

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

区
、
東

京
商

工
会

議
所

、
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

、
産

業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
、
み
な
と
ぴ
っ
く
の
登

録
事

業
者

向
け
冊

子
に
募

集
案

内
記

事
を
掲

載
。
ま
た
、
区

内
企

業
に
対

し
て
、
各

種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送

付
及

び
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
品

川
等

の
窓

口
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

布
し
、
よ
り
多

く
の
企

業
に
港

区
ワ
ー
ク
･
ラ
イ
フ
･
バ
ラ
ン
ス
推

進
企

業
認

定
制

度
の
周

知
に
つ
い
て
働

き
か
け

を
し
た
こ
と
で
、
新

規
申

請
企

業
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

・区
内
中
小
企
業
1
,3

3
6
社
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
送

付
（
事

業
周

知
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記

載
し
た
内

容
）

・
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定
及

び
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
情

報
公

表
の
義

務
の
対

象
に
つ
い
て

・
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
「
情

報
公

表
項

目
」
の
追

加
に
つ
い
て

・
産

後
パ
パ
育

休
（
出

生
時

育
児

休
業

）
の
創

設
、
育

児
休

業
の
分

割
取

得
に
つ
い
て

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

区
の
入

札
参

加
資

格
を
も
つ
事

業
者

及
び
そ
の
他

の
区

内
の
事

業
所

に
対

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
品

川
の
協

力
も
得

て
、
港

区
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
推

進
企

業
認

定
事

業
及

び
両

立
支

援
事

業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送

付
す

る
な
ど
、
男

女
平

等
参

画
推

進
に
向

け
た
働

き
か
け
を
行

い
ま
す
。

区
内
1
,3

3
6
社
の
事
業
者
に
ワ
ー
ク
・ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
企

業
認

定
事

業
、
仕

事
と
家

庭
の
両

立
支

援
事

業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送

付
し
、
仕

事
と
家

庭
の
両

立
や
男

女
が
共

に
働

き
や
す
い
職

場
づ
く
り
の
た
め
の
働

き
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
企

業
認

定
事

業
に
お
い
て
、
育

児
や
介

護
等

と
仕

事
の
両

立
の
た
め
の
職

場
環

境
整

備
に
つ
い
て
積

極
的

に
取

り
組

ん
で
い
る
事

業
主

を
評

価
し
、
そ
の
取

組
事

例
を
広

く
紹

介
し
ま
し
た
。

区
の
入

札
参

加
資

格
を
も
つ
事

業
者

及
び
そ
の
他

の
区

内
の
事

業
所

に
対

し
、
各

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
通

じ
て
周

知
を
行

う
と
と
も
に
、
港

区
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
推

進
企

業
認

定
事

業
及

び
両

立
支

援
事

業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送

付
及

び
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
品

川
等

で
窓

口
配

布
す
る
な
ど
、
男

女
平

等
参

画
推

進
に
向

け
た
働

き
か
け
を
継

続
し
て
行

い
ま
す
。

1

− 81 −



2 1

22

2 1

22

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

各
奨

励
金

の
当

初
予

算
執

行
率

が
7
0
％

以
上

と
な
る
よ
う
周

知
・
啓

発
を

行
い
、
申

請
が
あ
っ
た
際

に
は
適

切
に
審

査
の
う
え
、
交

付
し
ま
す
。

①
子

育
て
支

援
奨

励
金

1
8
件

、
②

配
偶

者
出

産
休

暇
制

度
奨

励
金

２
件

、
③

介
護

支
援

奨
励

金
２
件

、
④

男
性

の
子

育
て
支

援
奨

励
金

７
件

、
⑤

男
性

の
介

護
支

援
奨

励
金

１
件

　
計

2
4
件

交
付

男
女

平
等

参
画

セ
ン
タ
ー
に
て
行

う
企

業
向

け
講

座
に
て
周

知
す
る
な
ど
、
各

奨
励

金
の
当

初
予

算
執

行
率

が
9
0
％

以
上

と
な
る
よ
う
周

知
・
啓

発
を
行

い
、
申

請
が

あ
っ
た
際

に
は
適

切
に
審

査
の
う
え
、
交

付
し
ま
す
。

課
題

事
業

者
に

お
け

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

事
業

内
容

中
小

企
業

に
お

け
る

仕
事

と
子

育
て

・
介

護
を

両
立

で
き

る
職

場
環

境
づ

く
り

を
支

援
す

る
た

め
、

子
育

て
支

援
奨

励
金

、
配

偶
者

出
産

休
暇

制
度

奨
励

金
、

介
護

支
援

奨
励

金
、

男
性

の
子

育
て

支
援

奨
励

金
、

男
性

の
介

護
支

援
奨

励
金

を
交

付
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

働働
きき

方方
改改

革革
にに

対対
応応

しし
たた

職職
場場

環環
境境

のの
整整

備備
促促

進進
【【

責責
任任

項項
目目

４４
】】

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
0

仕
事

と
家

庭
の

両
立

支
援

事
業

の
実

施

課
題

事
業

者
に

お
け

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

事
業

内
容

国
基

準
以

上
の

就
業

規
則

の
設

定
、

長
時

間
労

働
の

見
直

し
、

サ
ー

ビ
ス

残
業

の
解

消
、

年
次

有
給

休
暇

の
確

実
な

取
得

促
進

等
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

た
情

報
提

供
を

行
い

、
啓

発
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

働働
きき

方方
改改

革革
にに

対対
応応

しし
たた

職職
場場

環環
境境

のの
整整

備備
促促

進進
【【

責責
任任

項項
目目

４４
】】

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
1

多
様

で
柔

軟
な

働
き

方
促

進
へ

の
啓

発

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

当
初

予
算

執
行

率
7
1
.3

%
で
し
た
。

事
業

周
知

用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
最

新
の
働

き
方

改
革

に
関

す
る
法

改
正

を
併

せ
て
掲

載
す
る
な
ど
、
効

果
的

に
発

信
し
ま
し
た
。

・
区

内
中

小
企

業
1
,3

3
6
社
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
送

付
（
事

業
周

知
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記

載
し
た
内

容
）

・
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定
及

び
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
情

報
公

表
の
義

務
の
対

象
に
つ
い
て

・
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
「
情

報
公

表
項

目
」
の
追

加
に
つ
い
て

・
産

後
パ
パ
育

休
（
出

生
時

育
児

休
業

）
の
創

設
、
育

児
休

業
の
分

割
取

得
に
つ
い
て

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関

す
る
事

業
案

内
を
ま
と
め
て
送

付
す
る
な
ど
、
効

果
的

に
周

知
で
き
る
よ
う
工

夫
し
ま
し
た
。

・区
内
中
小
企
業
1
,3

3
6
社
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
送

付
（
事

業
周

知
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記

載
し
た
内

容
）

・
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定
及

び
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
情

報
公

表
の
義

務
の
対

象
に
つ
い
て

・
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
「
情

報
公

表
項

目
」
の
追

加
に
つ
い
て

・
産

後
パ
パ
育

休
（
出

生
時

育
児

休
業

）
の
創

設
、
育

児
休

業
の
分

割
取

得
に
つ
い
て

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

両
立

支
援

事
業

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
送

付
を
通

し
て
、
男

女
平

等
参

画
推

進
に

向
け
た
働

き
か
け
を
行

い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・ラ

イ
フ
・バ

ラ
ン
ス
推

進
企

業
認

定
事

業
及

び
仕

事
と
家

庭
の
両

立
支

援
事

業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
送

付
を
通

し
て
区

内
中

小
企

業
等

に
、
男

女
平

等
参

画
推

進
に
向

け
た
働

き
か
け
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
及

び
働

き
方

改
革

の
推

進
に
向

け
、
専

門
家

や
認

定
企

業
か
ら
具

体
的

な
取

組
事

例
を
区

民
や
区

内
事

業
者

に
紹

介
す
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。

仕
事

と
家

庭
の
両

立
支

援
事

業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
送

付
と
あ
わ
せ
て
、
リ
ー
ブ
ラ
出

前
講

座
「
港

区
内

企
業

向
け
研

修
」
の
案

内
を
送

付
し
ま
す
。

掲
載

ペ
ー

ジ
74

担
当

課

掲
載

ペ
ー

ジ
74

担
当

課

2

− 82 −



2 1

22

2 1

22

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

各
奨

励
金

の
当

初
予

算
執

行
率

が
7
0
％

以
上

と
な
る
よ
う
周

知
・
啓

発
を

行
い
、
申

請
が
あ
っ
た
際

に
は
適

切
に
審

査
の
う
え
、
交

付
し
ま
す
。

①
子

育
て
支

援
奨

励
金

1
8
件

、
②

配
偶

者
出

産
休

暇
制

度
奨

励
金

２
件

、
③

介
護

支
援

奨
励

金
２
件

、
④

男
性

の
子

育
て
支

援
奨

励
金

７
件

、
⑤

男
性

の
介

護
支

援
奨

励
金

１
件

　
計

2
4
件

交
付

男
女

平
等

参
画

セ
ン
タ
ー
に
て
行

う
企

業
向

け
講

座
に
て
周

知
す
る
な
ど
、
各

奨
励

金
の
当

初
予

算
執

行
率

が
9
0
％

以
上

と
な
る
よ
う
周

知
・
啓

発
を
行

い
、
申

請
が

あ
っ
た
際

に
は
適

切
に
審

査
の
う
え
、
交

付
し
ま
す
。

課
題

事
業

者
に

お
け

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

事
業

内
容

中
小

企
業

に
お

け
る

仕
事

と
子

育
て

・
介

護
を

両
立

で
き

る
職

場
環

境
づ

く
り

を
支

援
す

る
た

め
、

子
育

て
支

援
奨

励
金

、
配

偶
者

出
産

休
暇

制
度

奨
励

金
、

介
護

支
援

奨
励

金
、

男
性

の
子

育
て

支
援

奨
励

金
、

男
性

の
介

護
支

援
奨

励
金

を
交

付
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

働働
きき

方方
改改

革革
にに

対対
応応

しし
たた

職職
場場

環環
境境

のの
整整

備備
促促

進進
【【

責責
任任

項項
目目

４４
】】

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
0

仕
事

と
家

庭
の

両
立

支
援

事
業

の
実

施

課
題

事
業

者
に

お
け

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

事
業

内
容

国
基

準
以

上
の

就
業

規
則

の
設

定
、

長
時

間
労

働
の

見
直

し
、

サ
ー

ビ
ス

残
業

の
解

消
、

年
次

有
給

休
暇

の
確

実
な

取
得

促
進

等
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

た
情

報
提

供
を

行
い

、
啓

発
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

働働
きき

方方
改改

革革
にに

対対
応応

しし
たた

職職
場場

環環
境境

のの
整整

備備
促促

進進
【【

責責
任任

項項
目目

４４
】】

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
1

多
様

で
柔

軟
な

働
き

方
促

進
へ

の
啓

発

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

当
初

予
算

執
行

率
7
1
.3

%
で
し
た
。

事
業

周
知

用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
最

新
の
働

き
方

改
革

に
関

す
る
法

改
正

を
併

せ
て
掲

載
す
る
な
ど
、
効

果
的

に
発

信
し
ま
し
た
。

・
区

内
中

小
企

業
1
,3

3
6
社
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
送

付
（
事

業
周

知
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記

載
し
た
内

容
）

・
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定
及

び
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
情

報
公

表
の
義

務
の
対

象
に
つ
い
て

・
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
「
情

報
公

表
項

目
」
の
追

加
に
つ
い
て

・
産

後
パ
パ
育

休
（
出

生
時

育
児

休
業

）
の
創

設
、
育

児
休

業
の
分

割
取

得
に
つ
い
て

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関

す
る
事

業
案

内
を
ま
と
め
て
送

付
す
る
な
ど
、
効

果
的

に
周

知
で
き
る
よ
う
工

夫
し
ま
し
た
。

・区
内
中
小
企
業
1
,3

3
6
社
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
送

付
（
事

業
周

知
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記

載
し
た
内

容
）

・
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定
及

び
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
情

報
公

表
の
義

務
の
対

象
に
つ
い
て

・
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
「
情

報
公

表
項

目
」
の
追

加
に
つ
い
て

・
産

後
パ
パ
育

休
（
出

生
時

育
児

休
業

）
の
創

設
、
育

児
休

業
の
分

割
取

得
に
つ
い
て

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

両
立

支
援

事
業

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
送

付
を
通

し
て
、
男

女
平

等
参

画
推

進
に

向
け
た
働

き
か
け
を
行

い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・ラ

イ
フ
・バ

ラ
ン
ス
推

進
企

業
認

定
事

業
及

び
仕

事
と
家

庭
の
両

立
支

援
事

業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
送

付
を
通

し
て
区

内
中

小
企

業
等

に
、
男

女
平

等
参

画
推

進
に
向

け
た
働

き
か
け
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
及

び
働

き
方

改
革

の
推

進
に
向

け
、
専

門
家

や
認

定
企

業
か
ら
具

体
的

な
取

組
事

例
を
区

民
や
区

内
事

業
者

に
紹

介
す
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。

仕
事

と
家

庭
の
両

立
支

援
事

業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
送

付
と
あ
わ
せ
て
、
リ
ー
ブ
ラ
出

前
講

座
「
港

区
内

企
業

向
け
研

修
」
の
案

内
を
送

付
し
ま
す
。

掲
載

ペ
ー

ジ
74

担
当

課

掲
載

ペ
ー

ジ
74

担
当

課

2

2 2

1

掲
載

ペ
ー

ジ
77

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

区
内

の
保

育
施

設
の
定

員
に
空

き
が
生

じ
て
き
て
い
る
状

況
や
保

育
需

要
の
動

向
を
注

視
し
な
が
ら
、
「
港

区
の
待

機
児

童
ゼ
ロ
達

成
後

の
新

た
な
課

題
へ
の
対

応
方

針
」
に
沿

っ
て
引

き
続

き
保

育
定

員
の
管

理
に
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た
、
港

区
保

育
室

に
つ
い
て
も
、
引

き
続

き
、
将

来
的

な
終

了
も
視

野
に

入
れ
た
定

員
設

定
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

●
令

和
４
年

度
に
開

設
を
予

定
し
て
い
る
施

設
（
令

和
４
年

４
月

１
日

～
令

和
５
年

３
月

３
１
日

）
［
私

立
認

可
保

育
園

］
①

に
じ
い
ろ
保

育
園

新
橋

　
　
（
令

和
４
年

４
月

１
日

開
設

）
②

太
陽

の
子

芝
浦

二
丁

目
保

育
園

　
　
（
令

和
４
年

４
月

１
日

開
設

）
③

（
仮

称
）
す
く
す
く
保

育
園

浜
松

町
　
　
（
令

和
４
年

８
月

１
日

開
設

）

●
令

和
４
年

度
に
閉

園
を
予

定
し
て
い
る
施

設
（
令

和
４
年

４
月

１
日

～
令

和
５
年

３
月

３
１
日

）
［
小

規
模

保
育

事
業

］
①

正
光

寺
保

育
園

赤
羽

橋
園

　
　
（
令

和
５
年

３
月

３
１
日

閉
園

）
［
港

区
保

育
室

］
①

新
橋

保
育

室
　
　
（
令

和
４
年

７
月

３
１
日

閉
園

）
②

三
光

保
育

室
　
　
（
令

和
５
年

３
月

３
１
日

閉
園

）

●
令

和
４
年

度
に
開

設
し
た
施

設
（
令

和
４
年

４
月

１
日

～
令

和
５
年

３
月

３
１
日

）
［
私

立
認

可
保

育
園

］
①

に
じ
い
ろ
保

育
園

新
橋

　
　
（
令

和
４
年

４
月

１
日

開
設

）
②

太
陽

の
子

芝
浦

二
丁

目
保

育
園

　
　
（
令

和
４
年

４
月

１
日

開
設

）
③

汐
留

サ
ー
ノ
保

育
園

　
　
（
令

和
４
年

８
月

１
日

開
設

）

●
令

和
４
年

度
に
閉

園
し
た
施

設
（
令

和
４
年

４
月

１
日

～
令

和
５
年

３
月

３
１
日

）
［
小

規
模

保
育

事
業

］
①

正
光

寺
保

育
園

赤
羽

橋
園

　
　
（
令

和
５
年

３
月

３
１
日

閉
園

）
［
港

区
保

育
室

］
①

新
橋

保
育

室
　
　
（
令

和
４
年

７
月

３
１
日

閉
園

）
②

三
光

保
育

室
　
　
（
令

和
５
年

３
月

３
１
日

閉
園

）

さ
ら
に
、
港

区
保

育
室

の
定

員
減

な
ど
、
保

育
需

要
の
状

況
に
応

じ
た
定

員
管

理
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

令
和

５
年

度
の
保

育
定

員
（
区

の
利

用
調

整
の
対

象
と
な
ら
な
い
施

設
等

を
含

む
）
は
8
,6

6
4
人
と
、
令
和
４
年
度
の
8
,8

4
1
人
か
ら
1
7
7
人
減
と
す
る
な
ど
、

現
況

を
踏

ま
え
た
対

応
を
し
な
が
ら
も
、
令

和
５
年

４
月

の
待

機
児

童
数

は
ゼ
ロ
の
見

込
み
で
す
。

区
内

保
育

施
設

の
定

員
に
空

き
が
生

じ
て
い
る
状

況
や
保

育
需

要
の
動

向
を
注

視
し
な
が
ら
、
「
港

区
の
待

機
児

童
ゼ
ロ
達

成
後

の
新

た
な
課

題
へ
の
対

応
方

針
」
に

沿
っ
て
、
保

育
定

員
の
適

切
な
管

理
に
取

り
組

み
ま
す
。

港
区

保
育

室
に
つ
い
て
も
、
引

き
続

き
、
将

来
的

な
終

了
も
視

野
に
入

れ
た
定

員
設

定
を
行

い
ま
す
。

●
令

和
５
年

度
に
開

設
を
予

定
し
て
い
る
施

設
（
令

和
５
年

４
月

１
日

～
令

和
６
年

３
月

３
１
日

）
［
私

立
認

可
保

育
園

］
①

ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
白

金
高

輪
ナ
ー
サ
リ
ー

　
　
（令

和
５
年

４
月

１
日

開
設

）

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

待
機

児
童

ゼ
ロ

を
継

続
す

る
た

め
、

保
育

施
設

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

地
域

に
よ

っ
て

保
育

施
設

の
定

員
に

空
き

が
生

じ
て

き
て

い
る

状
況

を
踏

ま
え

、
人

口
動

向
や

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
が

保
育

需
要

に
及

ぼ
す

影
響

を
注

視
し

な
が

ら
、

保
育

定
員

の
管

理
に

取
り

組
み

ま
す

。
施

策
の

方
向

保
育

環
境

の
充

実

子
ど

も
政

策
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
2

保
育

施
設

の
充

実

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

区
内

の
就

学
前

児
童

人
口

の
動

向
や
保

育
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
、
柔

軟
に
保

育
定

員
を
設

定
し
て
い
る
た
め
。

区
内

の
就

学
前

児
童

人
口

（
０
～

５
歳

人
口

）
は
、
令

和
４
年

4
月

1
日

現
在

か
ら
令
和
５
年
４
月
1
日
現
在
で
４
３
８
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

就
学

前
児

童
人

口
の
減

少
を
踏

ま
え
、
令

和
５
年

度
の
保

育
定

員
を
、
令

和
４
年

度
の
保

育
定

員
か
ら
１
７
７
人

減
少

さ
せ
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

3
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2 2

1

2 2

1

保
育

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
3

病
児

・
病

後
児

、
年

末
、

休
日

等
保

護
者

支
援

の
保

育
事

業
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
78

担
当

課

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

病
児

・
病

後
児

保
育

で
は
昨

年
度

に
引

き
続

き
継

続
し
て
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
、
訪

問
型

病
児

で
も
費

用
の
一

部
に
対

す
る
助

成
を
実

施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
年

末
保

育
、
休

日
保

育
を
実

施
し
ま
す
。

病
児

・
病

後
児

保
育

を
継

続
し
て
実

施
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続

き
、
保

護
者

が
通

常
の
病

児
・
病

後
児

保
育

室
が
利

用
で
き
ず
訪

問
型

病
児

・
病

後
児

保
育

を
利

用
し
た
場

合
に
、
そ
の
費

用
の
一

部
に
対

す
る
助

成
を
行

い
ま

す
。

年
末

保
育

、
休

日
保

育
に
つ
い
て
も
継

続
し
て
実

施
し
ま
し
た
。
年

末
保

育
は
8
園

で
実

施
し
ま
し
た
。
病

児
・
病

後
児

保
育

を
継

続
し
て
実

施
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続

き
、
保

護
者

が
通

常
の
病

児
・
病

後
児

保
育

室
が
利

用
で
き
ず
訪

問
型

病
児

・
病

後
児

保
育

を
利

用
し
た
場

合
に
、
そ
の
費

用
の
一

部
に
対

す
る
助

成
を
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
年

末
保

育
、
休

日
保

育
を
実

施
し
ま
す
。

病
児

・
病

後
児

保
育

を
継

続
し
て
実

施
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続

き
、
保

護
者

が
通

常
の
病

児
・
病

後
児

保
育

室
が
利

用
で
き
ず
訪

問
型

病
児

・
病

後
児

保
育

を
利

用
し

た
場

合
に
、
そ
の
費

用
の
一

部
に
対

す
る
助

成
を
行

い
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

保
護

者
の

子
育

て
と

就
労

の
両

立
を

支
援

す
る

た
め

、
病

児
・

病
後

児
保

育
、

年
末

保
育

、
休

日
保

育
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
保

護
者

の
経

済
的

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
、

認
証

保
育

所
や

東
京

都
ま

た
は

区
市

町
村

の
指

導
監

督
基

準
を

満
た

す
証

明
書

の
交

付
の

あ
る

認
可

外
保

育
施

設
に

通
う

場
合

の
保

育
料

と
認

可
保

育
園

の
保

育
料

と
の

差
額

を
助

成
し

ま
す

。
さ

ら
に

、
生

計
を

同
一

に
し

て
い

る
兄

や
姉

が
い

る
第

２
子

以
降

の
保

育
料

（
給

食
費

）
を

無
料

と
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

保
育

環
境

の
充

実

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

家
庭

に
お

け
る

保
育

が
困

難
な

乳
幼

児
を

一
時

的
に

保
育

す
る

一
時

預
か

り
事

業
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
保

育
環

境
の

充
実

保
育

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
4

一
時

預
か

り
事

業
の

充
実

78
担

当
課

-
-

B

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

参
考

情
報

令
和

５
年

３
月

末
現

在
で
、
区

立
保

育
園

７
園

及
び
私

立
保

育
園

２
園

で
一

時
保

育
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
小

規
模

1
1
施

設
で
余

裕
活

用
型

一
時

預
か
り
を
実

施
し
、
在

宅
子

育
て
家

庭
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
在

宅
子

育
て
家

庭
の
ニ
ー
ズ
把

握
に
努

め
、
支

援
事

業
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
令

和
４
年

度
は
IC

T
を
活

用
し
、
施

設
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

を
進

め
て
利

用
者

の
利

便
性

の
向

上
に
努

め
ま
す
。

在
宅

子
育

て
家

庭
の
ニ
ー
ズ
把

握
に
努

め
る
と
と
も
に
、
区

立
保

育
園

・
私

立
保

育
園

・
小

規
模

保
育

事
業

所
に
お
い
て
、
一

時
預

か
り
制

度
を
実

施
し
ま
し

た
。

引
き
続

き
、
在

宅
子

育
て
家

庭
の
ニ
ー
ズ
把

握
に
努

め
、
私

立
保

育
園

に
お
け
る
余

裕
活

用
型

一
時

預
か
り
事

業
の
実

施
な
ど
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
令

和
５
年

度
も
引

き
続

き
IC

T
を
活

用
し
、
施

設
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

を
進

め
て
利

用
者

の
利

便
性

の
向

上
に
努

め
ま
す
。

掲
載

ペ
ー

ジ

4
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2 2

1

2 2

1

保
育

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
3

病
児

・
病

後
児

、
年

末
、

休
日

等
保

護
者

支
援

の
保

育
事

業
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
78

担
当

課

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

病
児

・
病

後
児

保
育

で
は
昨

年
度

に
引

き
続

き
継

続
し
て
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
、
訪

問
型

病
児

で
も
費

用
の
一

部
に
対

す
る
助

成
を
実

施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
年

末
保

育
、
休

日
保

育
を
実

施
し
ま
す
。

病
児

・
病

後
児

保
育

を
継

続
し
て
実

施
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続

き
、
保

護
者

が
通

常
の
病

児
・
病

後
児

保
育

室
が
利

用
で
き
ず
訪

問
型

病
児

・
病

後
児

保
育

を
利

用
し
た
場

合
に
、
そ
の
費

用
の
一

部
に
対

す
る
助

成
を
行

い
ま

す
。

年
末

保
育

、
休

日
保

育
に
つ
い
て
も
継

続
し
て
実

施
し
ま
し
た
。
年

末
保

育
は
8
園

で
実

施
し
ま
し
た
。
病

児
・
病

後
児

保
育

を
継

続
し
て
実

施
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続

き
、
保

護
者

が
通

常
の
病

児
・
病

後
児

保
育

室
が
利

用
で
き
ず
訪

問
型

病
児

・
病

後
児

保
育

を
利

用
し
た
場

合
に
、
そ
の
費

用
の
一

部
に
対

す
る
助

成
を
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
年

末
保

育
、
休

日
保

育
を
実

施
し
ま
す
。

病
児

・
病

後
児

保
育

を
継

続
し
て
実

施
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続

き
、
保

護
者

が
通

常
の
病

児
・
病

後
児

保
育

室
が
利

用
で
き
ず
訪

問
型

病
児

・
病

後
児

保
育

を
利

用
し

た
場

合
に
、
そ
の
費

用
の
一

部
に
対

す
る
助

成
を
行

い
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

保
護

者
の

子
育

て
と

就
労

の
両

立
を

支
援

す
る

た
め

、
病

児
・

病
後

児
保

育
、

年
末

保
育

、
休

日
保

育
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
保

護
者

の
経

済
的

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
、

認
証

保
育

所
や

東
京

都
ま

た
は

区
市

町
村

の
指

導
監

督
基

準
を

満
た

す
証

明
書

の
交

付
の

あ
る

認
可

外
保

育
施

設
に

通
う

場
合

の
保

育
料

と
認

可
保

育
園

の
保

育
料

と
の

差
額

を
助

成
し

ま
す

。
さ

ら
に

、
生

計
を

同
一

に
し

て
い

る
兄

や
姉

が
い

る
第

２
子

以
降

の
保

育
料

（
給

食
費

）
を

無
料

と
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

保
育

環
境

の
充

実

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

家
庭

に
お

け
る

保
育

が
困

難
な

乳
幼

児
を

一
時

的
に

保
育

す
る

一
時

預
か

り
事

業
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
保

育
環

境
の

充
実

保
育

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
4

一
時

預
か

り
事

業
の

充
実

78
担

当
課

-
-

B

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

参
考

情
報

令
和

５
年

３
月

末
現

在
で
、
区

立
保

育
園

７
園

及
び
私

立
保

育
園

２
園

で
一

時
保

育
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
小

規
模

1
1
施

設
で
余

裕
活

用
型

一
時

預
か
り
を
実

施
し
、
在

宅
子

育
て
家

庭
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
在

宅
子

育
て
家

庭
の
ニ
ー
ズ
把

握
に
努

め
、
支

援
事

業
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
令

和
４
年

度
は
IC

T
を
活

用
し
、
施

設
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

を
進

め
て
利

用
者

の
利

便
性

の
向

上
に
努

め
ま
す
。

在
宅

子
育

て
家

庭
の
ニ
ー
ズ
把

握
に
努

め
る
と
と
も
に
、
区

立
保

育
園

・
私

立
保

育
園

・
小

規
模

保
育

事
業

所
に
お
い
て
、
一

時
預

か
り
制

度
を
実

施
し
ま
し

た
。

引
き
続

き
、
在

宅
子

育
て
家

庭
の
ニ
ー
ズ
把

握
に
努

め
、
私

立
保

育
園

に
お
け
る
余

裕
活

用
型

一
時

預
か
り
事

業
の
実

施
な
ど
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
令

和
５
年

度
も
引

き
続

き
IC

T
を
活

用
し
、
施

設
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

を
進

め
て
利

用
者

の
利

便
性

の
向

上
に
努

め
ま
す
。

掲
載

ペ
ー

ジ

4

2 2

1

2 2

1

2 2

2

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

パ
ー

ト
タ

イ
ム

勤
務

や
育

児
短

時
間

勤
務

等
、

保
護

者
の

就
労

形
態

の
多

様
化

に
伴

う
保

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

み
な

と
保

育
サ

ポ
ー

ト
事

業
（

定
期

利
用

保
育

事
業

）
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
保

育
環

境
の

充
実

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
5

み
な

と
保

育
サ

ポ
ー

ト
事

業
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
78

担
当

課

-
-

A

ＩＣ
Ｔ
を
活

用
し
、
施

設
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

を
進

め
る
こ
と
で
、
利

用
者

の
利

便
性

の
向

上
を
は
じ
め
、
支

払
い
時

の
接

触
機

会
の
軽

減
に
よ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
防

止
を
図

り
ま
し
た
。

乳
幼

児
一

時
預

か
り
事

業
は
、
子

育
て
ひ
ろ
ば
「あ

っ
ぴ
ぃ
」
や
保

育
園

等
1
8
箇

所
で
事

業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

ＩＣ
Ｔ
を
活

用
し
、
施

設
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

を
進

め
る
こ
と
で
、
利

用
者

の
利

便
性

の
向

上
を
は
じ
め
、
支

払
い
時

の
接

触
機

会
の
軽

減
に
よ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
防

止
を
図

り
ま
し
た
。

み
な
と
保

育
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
、
区

内
５
箇

所
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

感
染

防
止

対
策

を
実

施
し
な
が
ら
、
引

き
続

き
利

用
者

が
安

全
に
安

心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
安

定
し
た
事

業
運

営
に

努
め
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

感
染

防
止

対
策

を
実

施
し
な
が
ら
、
利

用
者

が
安

全
に
安

心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
安

定
し
た
事

業
運

営
を
行

い
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

感
染

防
止

対
策

を
実

施
し
な
が
ら
、
引

き
続

き
利

用
者

が
安

全
に
安

心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
安

定
し
た
事

業
運

営
に
努

め
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
産

後
母

子
ケ
ア
事

業
と
し
て
、
多

く
の
方

が
参

加
で
き
る
よ
う
に

地
区

別
に
日

程
を
設

け
る
等

の
工

夫
を
し
し
ま
す
。
ま
た
、
必

要
な
人

に
切

れ
目

の
な
い
継

続
的

な
支

援
が
で
き
る
よ
う
に
事

業
を
実

施
し
ま
す
。

感
染

症
対

策
を
実

施
し
な
が
ら
、
毎

月
実

施
し
ま
し
た
。
H
e
ll
o
マ
マ
サ
ロ
ン
（生

後
１
～

2
か
月

の
対

象
）
は
月

1
回

計
1
2
回
実
施
し
、
3
0
6
組
6
1
5
人

参
加

、
う
さ
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ
（
生

後
２
～

3
か
月

対
象

）
は
、
月

2
回

計
2
4
回

実
施

し
、
4
1
9
組

８
１
４
人

参
加

、
の
ん
び
り
サ
ロ
ン
（
生

後
３
～

４
か
月

の
対

象
）
は
月

１
回

計
1
2
回
実
施
し
、
2
4
9
組
5
0
1
人
参
加
し
ま
し
た
。
ぷ
ち
と
ま
と
の
会
（出

生
お
お
む
ね
2
0
0
0
ｇ
以

下
の
子

と
そ
の
保

護
者

を
対

象
）は

年
6
回

開
催

し
1
7
組

3
2
人

参
加

し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
産

後
母

子
ケ
ア
事

業
と
し
て
、
多

く
の
方

が
気

軽
に
参

加
で
き
る
よ
う
に

地
区

別
に
日

程
を
設

け
る
等

の
工

夫
を
し
て
実

施
ま
す
。
ま
た
、
必

要
な
人

に
切

れ
目

の
な
い
継

続
的

な
支

援
が
で
き
る
よ
う
に
事

業
を
実

施
し
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

第
１

子
で

生
後

２
か

月
～

３
か

月
の

赤
ち

ゃ
ん

と
保

護
者

の
子

育
て

の
仲

間
づ

く
り

を
目

的
と

し
た

参
加

者
同

士
の

交
流

会
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

健
康

推
進

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
6

う
さ

ち
ゃ

ん
く

ら
ぶ

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
78

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
予

防
対

策
を
工

夫
を
し
な
が
ら
、
休

止
す
る
こ
と
な
く
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

令
和

4
年

度
実

績
（
延

べ
利

用
人

数
）

H
e
ll
o
マ
マ
サ
ロ
ン
6
1
5
人

、
う
さ
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ
8
1
4
人

、
の
ん
び
り
サ
ロ
ン
5
0
1
人

、
ぷ
ち
と
ま
と
の
会

3
2
人

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
各

施
設

の
安

定
し
た
事

業
運

営
に
努

め
る
と
と
も
に
、
利

用
者

が
利

用
し
や
す
い
事

業
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一

層
の
事

業
内

容
等

の
充

実
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、
令

和
４
年

度
か
ら
、
港

南
四

丁
目

保
育

室
跡

地
に
お
い
て
、
新

た
に

乳
幼

児
一

時
預

か
り
事

業
を
実

施
し
ま
す
。

各
施

設
の
安

定
し
た
事

業
運

営
に
努

め
る
と
と
も
に
、
利

用
者

が
利

用
し
や
す
い
事

業
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一

層
の
事

業
内

容
等

の
充

実
を
図

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
各

施
設

の
安

定
し
た
事

業
運

営
に
努

め
る
と
と
も
に
、
利

用
者

が
利

用
し
や
す
い
事

業
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一

層
の
事

業
内

容
等

の
充

実
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
令

和
４
年

度
か
ら
、
港

南
四

丁
目

保
育

室
跡

地
に
お
い
て
、
新

た
に
乳

幼
児

一
時

預
か
り
事

業
を
実

施
し
ま
す
。

掲
載

ペ
ー

ジ
78

担
当

課
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

事
業

内
容

家
庭

に
お

け
る

保
育

が
困

難
な

乳
幼

児
を

一
時

的
に

保
育

す
る

一
時

預
か

り
事

業
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
保

育
環

境
の

充
実

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

4
4

一
時

預
か

り
事

業
の

充
実

5

− 85 −



2 2

2

2 2

2
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
事

業
の
充

実
を
め
ざ
し
ま
す
。

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
の
共

催
事

業
で
子

育
て
に
つ
い
て
の
話

し
合

い
、
本

村
保

育
園

の
保

育
士

に
よ
る
子

育
て
相

談
。
看

護
師

に
よ
る
育

児
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
歯

科
医

師
に
よ
る
講

義
を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
関

係
機

関
が
聞

き
取

っ
た
利

用
者

の
ニ
ー
ズ
を
共

有
す
る
こ
と
で
今

後
の
支

援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
利
用
者
数
　
大
人
1
0
,8

4
4
人
子
ど
も
1
1
,6

8
5
人

引
き
続

き
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
事

業
の
充

実
を
め
ざ
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

計
画

し
て
い
た
事

業
は
予

定
通

り
、
全

て
実

施
で
き
て
充

足
率

も
高

か
っ
た
で
す
。
利

用
者

か
ら
の
相

談
を
受

け
て
地

域
機

関
を
紹

介
す
る
し
ま
す

が
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
地

域
機

関
と
の
連

携
を
促

進
し
て
い
く
こ
と
が
課

題
で
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

芝
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
7

児
童

館
等

に
お

け
る

乳
幼

児
と

保
護

者
に

向
け

た
支

援
事

業
の

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
78

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

へ
の
対

策
を
徹

底
す
る
こ
と
で
、
安

全
・
安

心
に
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
、
安

全
対

策
を
取

り
、
親

子
で
一

緒
に
楽

し
む
こ
と
の
で
き
る
事

業
を
工

夫
し
て
充

実
し
て
い
き
ま
す
。

安
全

対
策

を
図

り
な
が
ら
、
製

作
、
英

会
話

イ
ベ
ン
ト
、
絵

本
・
紙

芝
居

の
読

み
聞

か
せ
等

を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同

じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
で
も
開

催
回

数
を
分

け
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
親

子
が
参

加
し
や
す
い
工

夫
を
し
ま
し
た
。

関
係

機
関

と
の
連

携
を
図

り
、
必

要
な
安

全
対

策
を
取

り
な
が
ら
引

き
続

き
親

子
で

一
緒

に
楽

し
む
こ
と
の
で
き
る
事

業
を
工

夫
し
て
充

実
し
て
い
き
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
等

で
乳

幼
児

や
保

護
者

向
け

の
支

援
事

業
を

推
進

し
、

保
護

者
同

士
の

交
流

活
動

を
促

進
し

ま
す

。
ま

た
、

地
域

の
子

育
て

サ
ー

ク
ル

へ
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
78

担
当

課
麻

布
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
7

児
童

館
等

に
お

け
る

乳
幼

児
と

保
護

者
に

向
け

た
支

援
事

業
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
等

で
乳

幼
児

や
保

護
者

向
け

の
支

援
事

業
を

推
進

し
、

保
護

者
同

士
の

交
流

活
動

を
促

進
し

ま
す

。
ま

た
、

地
域

の
子

育
て

サ
ー

ク
ル

へ
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

施
策

の
方

向

6

− 86 −



2 2

2

2 2

2
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
事

業
の
充

実
を
め
ざ
し
ま
す
。

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
の
共

催
事

業
で
子

育
て
に
つ
い
て
の
話

し
合

い
、
本

村
保

育
園

の
保

育
士

に
よ
る
子

育
て
相

談
。
看

護
師

に
よ
る
育

児
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
歯

科
医

師
に
よ
る
講

義
を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
関

係
機

関
が
聞

き
取

っ
た
利

用
者

の
ニ
ー
ズ
を
共

有
す
る
こ
と
で
今

後
の
支

援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
利
用
者
数
　
大
人
1
0
,8

4
4
人
子
ど
も
1
1
,6

8
5
人

引
き
続

き
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
事

業
の
充

実
を
め
ざ
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

計
画

し
て
い
た
事

業
は
予

定
通

り
、
全

て
実

施
で
き
て
充

足
率

も
高

か
っ
た
で
す
。
利

用
者

か
ら
の
相

談
を
受

け
て
地

域
機

関
を
紹

介
す
る
し
ま
す

が
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
地

域
機

関
と
の
連

携
を
促

進
し
て
い
く
こ
と
が
課

題
で
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

芝
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
7

児
童

館
等

に
お

け
る

乳
幼

児
と

保
護

者
に

向
け

た
支

援
事

業
の

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
78

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

へ
の
対

策
を
徹

底
す
る
こ
と
で
、
安

全
・
安

心
に
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
、
安

全
対

策
を
取

り
、
親

子
で
一

緒
に
楽

し
む
こ
と
の
で
き
る
事

業
を
工

夫
し
て
充

実
し
て
い
き
ま
す
。

安
全

対
策

を
図

り
な
が
ら
、
製

作
、
英

会
話

イ
ベ
ン
ト
、
絵

本
・
紙

芝
居

の
読

み
聞

か
せ
等

を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同

じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
で
も
開

催
回

数
を
分

け
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
親

子
が
参

加
し
や
す
い
工

夫
を
し
ま
し
た
。

関
係

機
関

と
の
連

携
を
図

り
、
必

要
な
安

全
対

策
を
取

り
な
が
ら
引

き
続

き
親

子
で

一
緒

に
楽

し
む
こ
と
の
で
き
る
事

業
を
工

夫
し
て
充

実
し
て
い
き
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
等

で
乳

幼
児

や
保

護
者

向
け

の
支

援
事

業
を

推
進

し
、

保
護

者
同

士
の

交
流

活
動

を
促

進
し

ま
す

。
ま

た
、

地
域

の
子

育
て

サ
ー

ク
ル

へ
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
78

担
当

課
麻

布
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
7

児
童

館
等

に
お

け
る

乳
幼

児
と

保
護

者
に

向
け

た
支

援
事

業
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
等

で
乳

幼
児

や
保

護
者

向
け

の
支

援
事

業
を

推
進

し
、

保
護

者
同

士
の

交
流

活
動

を
促

進
し

ま
す

。
ま

た
、

地
域

の
子

育
て

サ
ー

ク
ル

へ
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

施
策

の
方

向

6

2 2

2

2 2

2

2 2

2

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
完

成
防

止
の
た
め
、
一

部
の
事

業
に
つ
い
て
は
実

施
を
見

送
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他

の
事

業
に
つ
い
て
は
感

染
防

止
対

策
を
徹

底
し
た
う
え
で
実

施
し
、
保

護
者

同
士

の
交

流
活

動
を
促

進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
7

児
童

館
等

に
お

け
る

乳
幼

児
と

保
護

者
に

向
け

た
支

援
事

業
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
等

で
乳

幼
児

や
保

護
者

向
け

の
支

援
事

業
を

推
進

し
、

保
護

者
同

士
の

交
流

活
動

を
促

進
し

ま
す

。
ま

た
、

地
域

の
子

育
て

サ
ー

ク
ル

へ
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
事

業
の
充

実
を
め
ざ
し
ま
す
。

年
度

当
初

は
、
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
の
取

組
を
踏

ま
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
た
う
え
で
、
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。
一

部
の
施

設
に
お
い
て
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
る
事

業
の
中

止
は
あ
り
ま
し
た
が
、
感

染
症

対
策

を
徹

底
し
た
上

で
乳

幼
児

や
保

護
者

向
け
の
支

援
事

業
を
実

施
し
、
保

護
者

同
士

の
交

流
活

動
を
促

進
し
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し

た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続

き
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
事

業
の
充

実
を
め
ざ
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

定
員

を
従

来
よ
り
減

ら
す
な
ど
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

対
策

を
と
っ
た
上

で
、
概

ね
例

年
通

り
の
事

業
を
実

施
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
78

担
当

課
芝

浦
港

南
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
7

児
童

館
等

に
お

け
る

乳
幼

児
と

保
護

者
に

向
け

た
支

援
事

業
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
等

で
乳

幼
児

や
保

護
者

向
け

の
支

援
事

業
を

推
進

し
、

保
護

者
同

士
の

交
流

活
動

を
促

進
し

ま
す

。
ま

た
、

地
域

の
子

育
て

サ
ー

ク
ル

へ
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
、
乳

幼
児

親
子

の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ

せ
た
事

業
を
工

夫
、
周

知
し
実

施
し
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

対
策

を
と
っ
た
上

で
実

施
可

能
な
乳

幼
児

と
そ
の
保

護
者

向
け
各

種
事

業
を
、
豊

岡
児

童
館

、
高

輪
児

童
館

、
白

金
台

児
童

館
に
お
い
て
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
、
乳

幼
児

親
子

の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
事

業
を
工

夫
、
周

知
し
実

施
し
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

へ
の
対

策
を
徹

底
し
た
上

で
、
引

き
続

き
乳

幼
児

と
保

護
者

に
交

流
の
場

を
提

供
し
、
充

実
し
た
事

業
を
実

施
で
き
る
よ

う
努

め
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症

対
策

を
徹

底
し
、
参

加
人

数
が
多

く
見

込
め
る
行

事
に
つ
い
て
は
年

齢
別

の
部

制
を
設

け
る
な
ど
参

加
人

数
を
調

整
し
た
う

え
で
行

事
を
実

施
し
、
保

護
者

同
士

の
交

流
活

動
を
促

進
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
事

業
の
充

実
を
め
ざ
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

年
間

を
通

じ
て
計

画
通

り
に
行

事
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
78

担
当

課
高

輪
地

区
総

合
支

所
管

理
課

掲
載

ペ
ー

ジ
78

担
当

課
赤

坂
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
7

児
童

館
等

に
お

け
る

乳
幼

児
と

保
護

者
に

向
け

た
支

援
事

業
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
等

で
乳

幼
児

や
保

護
者

向
け

の
支

援
事

業
を

推
進

し
、

保
護

者
同

士
の

交
流

活
動

を
促

進
し

ま
す

。
ま

た
、

地
域

の
子

育
て

サ
ー

ク
ル

へ
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

7
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2 2

2

2 2

2

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

子
ど

も
と

子
育

て
に

関
す

る
あ

ら
ゆ

る
相

談
に

応
じ

、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

虐
待

の
未

然
防

止
・

迅
速

な
対

応
・

適
切

な
支

援
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

子
育

て
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
事

業
等

を
通

じ
子

育
て

支
援

に
関

す
る

在
宅

サ
ー

ビ
ス

の
調

整
・

提
供

・
連

携
を

行
い

ま
す

。
さ

ら
に

子
育

て
サ

ー
ク

ル
支

援
、

地
域

の
子

育
て

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
動

の
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
8

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
79

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
会

議
を
実

施
し
て
、
関

係
機

関
で
協

議
し
な
が
ら
相

談
事

例
に
適

切
に
対

応
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
３
機

関
の
連

携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機

関
を
含

め
た

虐
待

の
防

止
・
迅

速
な
対

応
・
適

切
な
保

護
を
行

い
ま
す
。

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
、
児

童
相

談
所

、
母

子
生

活
支

援
施

設
を
兼

ね
そ
ろ
え
た
施

設
と
し
て
、
各

機
関

の
連

携
を
強

化
し
、
虐

待
の
未

然
防

止
・
迅

速
な
対

応
・
適

切
な
支

援
を
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
３
機

関
の
連

携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機

関
を
含

め
た
虐

待
の

防
止

・
迅

速
な
対

応
・
適

切
な
保

護
を
行

い
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
親

子
が
身

近
な
場

所
で
気

軽
に
集

い
、
仲

間
づ
く
り
や
情

報
交

換
が
で
き
る
場

所
を
提

供
し
、
育

児
に
関

す
る
講

座
や
集

い
の
開

催
、
子

育
て
相

談
等

を
行

う
子

育
て
ひ
ろ
ば
事

業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

親
子

が
身

近
な
場

所
で
気

軽
に
集

い
、
仲

間
づ
く
り
や
情

報
交

換
が
で
き
る
場

所
を
提

供
し
、
育

児
に
関

す
る
講

座
や
集

い
の
開

催
、
子

育
て
相

談
等

を
行

う
子

育
て
ひ
ろ
ば
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。

令
和

３
年

４
月

１
日

か
ら
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
内

に
設

置
さ
れ
る
親

子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
に
お
い
て
、
子

育
て
ひ
ろ
ば
事

業
を
新

た
に
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
親

子
が
身

近
な
場

所
で
気

軽
に
集

い
、
仲

間
づ
く
り
や
情

報
交

換
が
で
き

る
場

所
を
提

供
し
、
育

児
に
関

す
る
講

座
や
集

い
の
開

催
、
子

育
て
相

談
等

を
行

う
子

育
て
ひ
ろ
ば
事

業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

親
子

が
身

近
な

場
所

で
気

軽
に

集
い

、
仲

間
づ

く
り

や
情

報
交

換
が

で
き

る
場

所
を

提
供

し
、

育
児

に
関

す
る

講
座

や
集

い
の

開
催

、
子

育
て

相
談

等
を

行
う

子
育

て
ひ

ろ
ば

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
9

子
育

て
ひ

ろ
ば

事
業

の
充

実

掲
載

ペ
ー

ジ
79

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

３
年

４
月

１
日

か
ら
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
内

に
設

置
さ
れ
る
親

子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
に
お
い
て
、
子

育
て
ひ
ろ
ば
事

業
を
新

た
に
実

施
し
ま

し
た
。

子
育

て
ひ
ろ
ば
事

業
は
、
子

ど
も
中

高
生

プ
ラ
ザ
や
子

育
て
ひ
ろ
ば
「あ

っ
ぴ
ぃ
」
等

1
9
箇

所
で
事

業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

8

− 88 −



2 2

2

2 2

2

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

子
ど

も
と

子
育

て
に

関
す

る
あ

ら
ゆ

る
相

談
に

応
じ

、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

虐
待

の
未

然
防

止
・

迅
速

な
対

応
・

適
切

な
支

援
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

子
育

て
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
事

業
等

を
通

じ
子

育
て

支
援

に
関

す
る

在
宅

サ
ー

ビ
ス

の
調

整
・

提
供

・
連

携
を

行
い

ま
す

。
さ

ら
に

子
育

て
サ

ー
ク

ル
支

援
、

地
域

の
子

育
て

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
動

の
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
8

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
79

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
会

議
を
実

施
し
て
、
関

係
機

関
で
協

議
し
な
が
ら
相

談
事

例
に
適

切
に
対

応
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
３
機

関
の
連

携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機

関
を
含

め
た

虐
待

の
防

止
・
迅

速
な
対

応
・
適

切
な
保

護
を
行

い
ま
す
。

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
、
児

童
相

談
所

、
母

子
生

活
支

援
施

設
を
兼

ね
そ
ろ
え
た
施

設
と
し
て
、
各

機
関

の
連

携
を
強

化
し
、
虐

待
の
未

然
防

止
・
迅

速
な
対

応
・
適

切
な
支

援
を
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
３
機

関
の
連

携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機

関
を
含

め
た
虐

待
の

防
止

・
迅

速
な
対

応
・
適

切
な
保

護
を
行

い
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
親

子
が
身

近
な
場

所
で
気

軽
に
集

い
、
仲

間
づ
く
り
や
情

報
交

換
が
で
き
る
場

所
を
提

供
し
、
育

児
に
関

す
る
講

座
や
集

い
の
開

催
、
子

育
て
相

談
等

を
行

う
子

育
て
ひ
ろ
ば
事

業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

親
子

が
身

近
な
場

所
で
気

軽
に
集

い
、
仲

間
づ
く
り
や
情

報
交

換
が
で
き
る
場

所
を
提

供
し
、
育

児
に
関

す
る
講

座
や
集

い
の
開

催
、
子

育
て
相

談
等

を
行

う
子

育
て
ひ
ろ
ば
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。

令
和

３
年

４
月

１
日

か
ら
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
内

に
設

置
さ
れ
る
親

子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
に
お
い
て
、
子

育
て
ひ
ろ
ば
事

業
を
新

た
に
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
親

子
が
身

近
な
場

所
で
気

軽
に
集

い
、
仲

間
づ
く
り
や
情

報
交

換
が
で
き

る
場

所
を
提

供
し
、
育

児
に
関

す
る
講

座
や
集

い
の
開

催
、
子

育
て
相

談
等

を
行

う
子

育
て
ひ
ろ
ば
事

業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

親
子

が
身

近
な

場
所

で
気

軽
に

集
い

、
仲

間
づ

く
り

や
情

報
交

換
が

で
き

る
場

所
を

提
供

し
、

育
児

に
関

す
る

講
座

や
集

い
の

開
催

、
子

育
て

相
談

等
を

行
う

子
育

て
ひ

ろ
ば

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

4
9

子
育

て
ひ

ろ
ば

事
業

の
充

実

掲
載

ペ
ー

ジ
79

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

３
年

４
月

１
日

か
ら
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
内

に
設

置
さ
れ
る
親

子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
に
お
い
て
、
子

育
て
ひ
ろ
ば
事

業
を
新

た
に
実

施
し
ま

し
た
。

子
育

て
ひ
ろ
ば
事

業
は
、
子

ど
も
中

高
生

プ
ラ
ザ
や
子

育
て
ひ
ろ
ば
「あ

っ
ぴ
ぃ
」
等

1
9
箇

所
で
事

業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

8

2 2

2

2 2

2

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
0

育
児

サ
ポ

ー
ト

子
む

す
び

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
79

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

広
報

な
ど
を
活

用
し
て
子

育
て
支

援
員

研
修

の
案

内
を
周

知
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
育

児
サ
ポ
ー
ト
子

む
す
び
の
協

力
会

員
を
養

成
す
る
た
め
、
子

育
て
支

援
員

研
修

を
年

間
で
２
期

開
催

し
ま
す
。

育
児

サ
ポ
ー
ト
子

む
す
び
の
協

力
会

員
を
養

成
す
る
た
め
、
子

育
て
支

援
員

研
修

を
年

間
で
２
期

開
催

し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
育

児
サ
ポ
ー
ト
子

む
す
び
の
協

力
会

員
を
養

成
す
る
た
め
、
子

育
て
支

援
員

研
修

を
年

間
で
２
期

開
催

し
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

保
育

施
設

等
へ

の
送

迎
や

保
育

等
、

利
用

会
員

と
協

力
会

員
を

結
び

、
助

け
合

い
に

よ
る

子
育

て
支

援
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
事

業
（

家
庭

で
一

時
的

に
子

育
て

が
困

難
な

場
合

の
短

期
間

の
養

育
）

や
ト

ワ
イ

ラ
イ

ト
ス

テ
イ

事
業

（
仕

事
等

で
帰

宅
が

夜
間

に
な

る
場

合
の

預
か

り
）

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
1

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
・

ト
ワ

イ
ラ

イ
ト

ス
テ

イ
事

業
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
79

担
当

課

-
-

A

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

３
年

４
月

１
日

か
ら
東

京
都

済
生

会
中

央
病

院
附

属
乳

児
院

に
お
い
て
新

た
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
を
実

施
し
、
こ
れ
ま
で
１
名

し
か
受

け
入

れ
が
で
き
な
か
っ
た
０
歳

の
枠

を
増

や
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
は
区

内
３
箇

所
、
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事

業
は
区

内
１
箇

所
で
事

業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
事

業
の
安

定
し
た
運

営
を
行

う
と
と
も
に
、
事

業
の
周

知
に
努

め
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

対
策

を
行

い
な
が
ら
事

業
の
安

定
し
た
運

営
を
行

う
と
と
も
に
、
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
活

用
し
て
事

業
の
周

知
に
努

め
ま

し
た
。

ま
た
、
令

和
３
年

４
月

１
日

か
ら
東

京
都

済
生

会
中

央
病

院
附

属
乳

児
院

に
お
い
て
新

た
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
を
実

施
し
、
こ
れ
ま
で
１
名

し
か
受

け
入

れ
が
で
き
な
か
っ
た
０
歳

の
枠

を
増

や
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
事

業
の
安

定
し
た
運

営
を
行

う
と
と
も
に
、
事

業
の
周

知
に
努

め
ま
す
。
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2 2

2

2 2

2

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
幼

児
人

口
や
幼

稚
園

入
園

ニ
ー
ズ
を
適

切
に
把

握
し
、
受

入
体

制
を
確

保
し
ま
す
。

幼
稚

園
希

望
率

が
減

少
し
、
定

員
に
空

き
が
出

て
い
る
状

況
を
踏

ま
え
、
令

和
５
年

度
区

立
幼

稚
園

定
員

を
３
～

５
歳

児
合

計
で
１
５
０
人

削
減

し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
幼

児
人

口
や
幼

稚
園

入
園

ニ
ー
ズ
を
適

切
に
把

握
し
、
受

入
体

制
を
確

保
し
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

改
訂

し
た

小
学

校
入

学
前

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
活

用
し

、
幼

稚
園

教
育

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

地
域

や
年

齢
ご

と
の

幼
稚

園
入

園
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
し

、
公

私
立

幼
稚

園
全

体
で

幼
稚

園
の

受
入

れ
体

制
を

確
保

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備学

務
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
2

幼
稚

園
教

育
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
79

担
当

課

教
育

指
導

担
当

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
2

幼
稚

園
教

育
の

充
実

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
79

担
当

課

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

幼
稚

園
希

望
率

の
減

少
等

を
踏

ま
え
、
区

立
幼

稚
園

定
員

を
削

減
し
ま
し
た
が
、
引

き
続

き
定

員
に
空

き
が
出

て
い
る
状

況
で
す
。

今
後

も
、
よ
り
多

く
の
方

に
幼

稚
園

を
選

択
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
情

報
発

信
や
魅

力
向

上
に
取

り
組

み
ま
す
。

区
立

幼
稚

園
在

園
者

数
（
４
月

時
点

）
・令

和
４
年

度
　
　
８
３
３
人

・
令

和
５
年

度
　
　
7
1
0
人

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

計
画

通
り
、
事

業
を
推

進
し
た
た
め
。

「
き
っ
ず
な
び
」
（
５
歳

児
保

護
者

向
け
）
、
「
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
３
・
４
歳

児
保

護
者

向
け
）
を
全

家
庭

に
配

布
幼

児
教

育
研

修
会

の
実

施
（
年

２
回

）
保

幼
小

合
同

研
修

会
の
実

施
（
小

学
校

区
域

ご
と
に
年

１
回

以
上

）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
各

園
に
「
み
な
と
き
っ
ず
な
び
」や

「育
ち
と
学

び
を
つ
な
ぐ
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
活

用
を
促

す
と
と
も
に
、
令

和
３
年

度
末

に
各

園
に
周

知
し
た
活

用
の
工

夫
に
つ
い
て
実

施
状

況
を
確

認
し
、

保
護

者
の
啓

発
を
促

進
し
ま
す
。

引
き
続

き
、
各

園
、
校

に
「
小

学
校

入
学

前
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
さ
ら
な

る
活

用
を
促

す
と
と
も
に
、
研

修
会

を
開

催
し
ま
す
。

幼
児

教
育

調
査

指
導

員
に
よ
る
教

員
へ
の
巡

回
指

導
、
助

言
及

び
保

護
者

に
対

す
る
子

育
て
相

談
を
継

続
し
て
行

い
ま
す
。

各
園

が
「
き
っ
ず
な
び
」
、
「
育

ち
と
学

び
を
つ
な
ぐ
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を

保
護

者
会

等
で
活

用
し
、
保

護
者

の
啓

発
を
行

っ
た
ほ
か
、

「
港

区
保

育
園

・
幼

稚
園

・
小

学
校

連
絡

協
議

会
」
に
お
い
て
、
更

な
る
活

用
の
工

夫
に
つ
い
て
検

討
し
、
年

度
末

に
各

園
に
周

知
し
ま
し
た
。

接
続

期
の
教

育
を
テ
ー
マ
に
し
た
研

修
会

を
開

催
し
、
各

園
、
校

で
の
さ
ら
な
る
活

用
を
促

し
ま
し
た
。

幼
児

教
育

調
査

指
導

員
に
よ
る
教

員
へ
の
巡

回
指

導
、
助

言
及

び
保

護
者

に
対

す
る
子

育
て
相

談
を
継

続
し
て
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
各

園
に
「
み
な
と
き
っ
ず
な
び
」や

「育
ち
と
学

び
を
つ
な
ぐ
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
活

用
を
促

す
と
と
も
に
、
保

護
者

の
啓

発
を
促

進
し

ま
す
。

引
き
続

き
、
各

園
、
校

に
「
小

学
校

入
学

前
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
さ
ら
な
る
活

用
を

促
す
と
と
も
に
、
研

修
会

を
開

催
し
ま
す
。

幼
児

教
育

調
査

指
導

員
に
よ
る
教

員
へ
の
巡

回
指

導
、
助

言
及

び
保

護
者

に
対

す
る
子

育
て
相

談
を
継

続
し
て
行

い
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

改
訂

し
た

小
学

校
入

学
前

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
活

用
し

、
幼

稚
園

教
育

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

地
域

や
年

齢
ご

と
の

幼
稚

園
入

園
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
し

、
公

私
立

幼
稚

園
全

体
で

幼
稚

園
の

受
入

れ
体

制
を

確
保

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

-
-

B
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2 2

2

2 2

2

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
幼

児
人

口
や
幼

稚
園

入
園

ニ
ー
ズ
を
適

切
に
把

握
し
、
受

入
体

制
を
確

保
し
ま
す
。

幼
稚

園
希

望
率

が
減

少
し
、
定

員
に
空

き
が
出

て
い
る
状

況
を
踏

ま
え
、
令

和
５
年

度
区

立
幼

稚
園

定
員

を
３
～

５
歳

児
合

計
で
１
５
０
人

削
減

し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
幼

児
人

口
や
幼

稚
園

入
園

ニ
ー
ズ
を
適

切
に
把

握
し
、
受

入
体

制
を
確

保
し
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

改
訂

し
た

小
学

校
入

学
前

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
活

用
し

、
幼

稚
園

教
育

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

地
域

や
年

齢
ご

と
の

幼
稚

園
入

園
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
し

、
公

私
立

幼
稚

園
全

体
で

幼
稚

園
の

受
入

れ
体

制
を

確
保

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備学

務
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
2

幼
稚

園
教

育
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
79

担
当

課

教
育

指
導

担
当

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
2

幼
稚

園
教

育
の

充
実

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
79

担
当

課

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

幼
稚

園
希

望
率

の
減

少
等

を
踏

ま
え
、
区

立
幼

稚
園

定
員

を
削

減
し
ま
し
た
が
、
引

き
続

き
定

員
に
空

き
が
出

て
い
る
状

況
で
す
。

今
後

も
、
よ
り
多

く
の
方

に
幼

稚
園

を
選

択
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
情

報
発

信
や
魅

力
向

上
に
取

り
組

み
ま
す
。

区
立

幼
稚

園
在

園
者

数
（
４
月

時
点

）
・令

和
４
年

度
　
　
８
３
３
人

・
令

和
５
年

度
　
　
7
1
0
人

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

計
画

通
り
、
事

業
を
推

進
し
た
た
め
。

「
き
っ
ず
な
び
」
（
５
歳

児
保

護
者

向
け
）
、
「
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
３
・
４
歳

児
保

護
者

向
け
）
を
全

家
庭

に
配

布
幼

児
教

育
研

修
会

の
実

施
（
年

２
回

）
保

幼
小

合
同

研
修

会
の
実

施
（
小

学
校

区
域

ご
と
に
年

１
回

以
上

）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
各

園
に
「
み
な
と
き
っ
ず
な
び
」や

「育
ち
と
学

び
を
つ
な
ぐ
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
活

用
を
促

す
と
と
も
に
、
令

和
３
年

度
末

に
各

園
に
周

知
し
た
活

用
の
工

夫
に
つ
い
て
実

施
状

況
を
確

認
し
、

保
護

者
の
啓

発
を
促

進
し
ま
す
。

引
き
続

き
、
各

園
、
校

に
「
小

学
校

入
学

前
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
さ
ら
な

る
活

用
を
促

す
と
と
も
に
、
研

修
会

を
開

催
し
ま
す
。

幼
児

教
育

調
査

指
導

員
に
よ
る
教

員
へ
の
巡

回
指

導
、
助

言
及

び
保

護
者

に
対

す
る
子

育
て
相

談
を
継

続
し
て
行

い
ま
す
。

各
園

が
「
き
っ
ず
な
び
」
、
「
育

ち
と
学

び
を
つ
な
ぐ
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を

保
護

者
会

等
で
活

用
し
、
保

護
者

の
啓

発
を
行

っ
た
ほ
か
、

「
港

区
保

育
園

・
幼

稚
園

・
小

学
校

連
絡

協
議

会
」
に
お
い
て
、
更

な
る
活

用
の
工

夫
に
つ
い
て
検

討
し
、
年

度
末

に
各

園
に
周

知
し
ま
し
た
。

接
続

期
の
教

育
を
テ
ー
マ
に
し
た
研

修
会

を
開

催
し
、
各

園
、
校

で
の
さ
ら
な
る
活

用
を
促

し
ま
し
た
。

幼
児

教
育

調
査

指
導

員
に
よ
る
教

員
へ
の
巡

回
指

導
、
助

言
及

び
保

護
者

に
対

す
る
子

育
て
相

談
を
継

続
し
て
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
各

園
に
「
み
な
と
き
っ
ず
な
び
」や

「育
ち
と
学

び
を
つ
な
ぐ
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
活

用
を
促

す
と
と
も
に
、
保

護
者

の
啓

発
を
促

進
し

ま
す
。

引
き
続

き
、
各

園
、
校

に
「
小

学
校

入
学

前
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
さ
ら
な
る
活

用
を

促
す
と
と
も
に
、
研

修
会

を
開

催
し
ま
す
。

幼
児

教
育

調
査

指
導

員
に
よ
る
教

員
へ
の
巡

回
指

導
、
助

言
及

び
保

護
者

に
対

す
る
子

育
て
相

談
を
継

続
し
て
行

い
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

改
訂

し
た

小
学

校
入

学
前

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
活

用
し

、
幼

稚
園

教
育

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

地
域

や
年

齢
ご

と
の

幼
稚

園
入

園
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
し

、
公

私
立

幼
稚

園
全

体
で

幼
稚

園
の

受
入

れ
体

制
を

確
保

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

-
-

B

1
0

2 2

2

2 2

2

2 2

2

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

対
策

を
と
っ
た
上

で
実

施
可

能
な
事

業
を
、
各

保
育

園
で
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
施

設
情

報
紙

等
を
活

用
し
、
事

業
の
周

知
を

図
り
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

感
染

症
対

策
を
と
っ
た
上

で
実

施
可

能
な
事

業
を
、
各

保
育

園
で
実

施
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課
麻

布
地

区
総

合
支

所
管

理
課

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

希
望

す
る

在
園

児
を

対
象

に
区

立
幼

稚
園

全
園

で
、

午
後

４
時

3
0
分

ま
で

の
預

か
り

保
育

（
子

育
て

サ
ポ

ー
ト

保
育

）
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
幼

児
の

生
活

リ
ズ
ム

へ
の

配
慮

や
家

庭
と

の
連

携
を

踏
ま

え
た

上
で

、
保

育
内

容
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

ま
た

、
第

２
子

以
降

の
年

間
利

用
の

子
育

て
サ

ポ
ー

ト
保

育
料

を
無

料
と

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備学

務
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
3

幼
稚

園
で

の
子

育
て

サ
ポ

ー
ト

保
育

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
79

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

区
立

幼
稚

園
全

園
に
お
い
て
、
年

間
を
通

し
て
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
保

育
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
次

年
度

に
向

け
て
時

間
延

長
等

事
業

の
充

実
策

を
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

子
育

て
サ
ポ
ー
ト
保

育
年

間
延

べ
利

用
者

数
・
令

和
３
年

度
　
1
4
,8

1
5
人

・
令

和
４
年

度
　
1
6
,7

6
1
人

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
区

立
幼

稚
園

全
園

で
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
保

育
を
実

施
し
ま
す
。

各
園

ご
と
に
感

染
症

対
策

を
徹

底
し
、
1
年

を
通

し
て
全

園
で
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
保

育
を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
保

護
者

ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
、
令

和
５
年

度
か
ら
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
保

育
の
保

育
時

間
を
全

園
で
午

後
５
時

ま
で
に
延

長
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

区
立

幼
稚

園
全

園
で
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
保

育
の
保

育
時

間
を
午

後
５
時

ま
で
に
延

長
し
実

施
し
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

へ
の
対

策
を
徹

底
し
た
上

で
、
引

き
続

き
「
保

育
園

で
あ
そ
ぼ
う
」
を
実

施
し
、
参

加
し
た
親

子
に
園

児
と
遊

ぶ
機

会
や

育
児

情
報

を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
可

能
な
範

囲
で
手

遊
び
や
ふ
れ
あ
い
遊

び
を
実

施
し
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

へ
の
対

策
を
徹

底
し
た
上

で
、
引

き
続

き
「
保

育
園

で
あ
そ
ぼ
う
」
を
実

施
し
、
参

加
し
た
親

子
に
園

児
と
遊

ぶ
機

会
や
育

児
情

報
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

「
保

育
園

で
あ

そ
ぼ

う
」

で
は

、
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が

育
児

相
談

に
応

じ
ま

す
。

親
子

が
園

児
や

他
の

親
子

と
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
育

児
不

安
の

解
消

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
電

話
で

の
育

児
相

談
に

も
応

じ
ま

す
。

幼
稚

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

会
」

の
実

施
や

子
育

て
の

相
談

、
幼

稚
園

に
関

す
る

情
報

の
発

信
、

親
子

で
在

園
児

と
交

流
で

き
る

場
の

提
供

等
を

行
い

ま
す

。
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
等

で
は

、
５

歳
児

保
護

者
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
み

な
と

き
っ

ず
な

び
」

、
３

、
４

歳
児

保
護

者
向

け
の

「
家

庭
で

大
切

に
し

た
い

こ
と

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で

の
活

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
積

極
的

に
地

域
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

芝
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
4

保
育

園
・

幼
稚

園
に

よ
る

子
育

て
支

援
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

へ
の
対

策
を
徹

底
す
る
こ
と
で
、
安

全
・
安

心
に
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
4

保
育

園
・

幼
稚

園
に

よ
る

子
育

て
支

援
の

充
実

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

「
保

育
園

で
あ

そ
ぼ

う
」

で
は

、
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が

育
児

相
談

に
応

じ
ま

す
。

親
子

が
園

児
や

他
の

親
子

と
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
育

児
不

安
の

解
消

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
電

話
で

の
育

児
相

談
に

も
応

じ
ま

す
。

幼
稚

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

会
」

の
実

施
や

子
育

て
の

相
談

、
幼

稚
園

に
関

す
る

情
報

の
発

信
、

親
子

で
在

園
児

と
交

流
で

き
る

場
の

提
供

等
を

行
い

ま
す

。
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
等

で
は

、
５

歳
児

保
護

者
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
み

な
と

き
っ

ず
な

び
」

、
３

、
４

歳
児

保
護

者
向

け
の

「
家

庭
で

大
切

に
し

た
い

こ
と

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で

の
活

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
積

極
的

に
地

域
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

へ
の
対

策
を
徹

底
し
た
上

で
、
引

き
続

き
「
保

育
園

で
あ
そ
ぼ
う
」
を
実

施
し
、
参

加
し
た
親

子
に
園

児
と
遊

ぶ
機

会
や

育
児

情
報

を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

1
1

− 91 −



2 2

2

2 2

2

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

感
染

症
対

策
を
と
っ
た
上

で
実

施
可

能
な
事

業
を
、
白

金
保

育
園

、
高

輪
保

育
園

、
伊

皿
子

坂
保

育
園

で
実

施
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
4

保
育

園
・

幼
稚

園
に

よ
る

子
育

て
支

援
の

充
実

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

「
保

育
園

で
あ

そ
ぼ

う
」

で
は

、
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が

育
児

相
談

に
応

じ
ま

す
。

親
子

が
園

児
や

他
の

親
子

と
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
育

児
不

安
の

解
消

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
電

話
で

の
育

児
相

談
に

も
応

じ
ま

す
。

幼
稚

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

会
」

の
実

施
や

子
育

て
の

相
談

、
幼

稚
園

に
関

す
る

情
報

の
発

信
、

親
子

で
在

園
児

と
交

流
で

き
る

場
の

提
供

等
を

行
い

ま
す

。
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
等

で
は

、
５

歳
児

保
護

者
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
み

な
と

き
っ

ず
な

び
」

、
３

、
４

歳
児

保
護

者
向

け
の

「
家

庭
で

大
切

に
し

た
い

こ
と

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で

の
活

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
積

極
的

に
地

域
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
施

設
情

報
紙

等
を
活

用
し
、
事

業
の

周
知

を
図

り
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

対
策

を
と
っ
た
上

で
実

施
可

能
な
事

業
を
、
白

金
保

育
園

、
高

輪
保

育
園

、
伊

皿
子

坂
保

育
園

で
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
施

設
情

報
紙

等
を
活

用
し
、
事

業
の
周

知
を

図
り
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

年
間

を
通

し
て
「保

育
園

で
あ
そ
ぼ
う
」
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課
高

輪
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
4

保
育

園
・

幼
稚

園
に

よ
る

子
育

て
支

援
の

充
実

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

「
保

育
園

で
あ

そ
ぼ

う
」

で
は

、
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が

育
児

相
談

に
応

じ
ま

す
。

親
子

が
園

児
や

他
の

親
子

と
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
育

児
不

安
の

解
消

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
電

話
で

の
育

児
相

談
に

も
応

じ
ま

す
。

幼
稚

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

会
」

の
実

施
や

子
育

て
の

相
談

、
幼

稚
園

に
関

す
る

情
報

の
発

信
、

親
子

で
在

園
児

と
交

流
で

き
る

場
の

提
供

等
を

行
い

ま
す

。
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
等

で
は

、
５

歳
児

保
護

者
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
み

な
と

き
っ

ず
な

び
」

、
３

、
４

歳
児

保
護

者
向

け
の

「
家

庭
で

大
切

に
し

た
い

こ
と

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で

の
活

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
積

極
的

に
地

域
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

へ
の
対

策
を
徹

底
し
た
上

で
、
引

き
続

き
「
保

育
園

で
あ
そ
ぼ
う
」
を
実

施
し
、
参

加
し
た
親

子
に
園

児
と
遊

ぶ
機

会
や

育
児

情
報

を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

対
策

を
徹

底
し
、
赤

坂
管

内
の
区

立
保

育
園

３
園

で
は
「
保

育
園

で
あ
そ
ぼ
う
」
を
実

施
し
、
事

業
の
周

知
に
努

め
ま
し
た
。

引
き
続

き
「
保

育
園

で
あ
そ
ぼ
う
」
を
実

施
し
、
参

加
し
た
親

子
に
園

児
と
遊

ぶ
機

会
や
育

児
情

報
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課
赤

坂
地

区
総

合
支

所
管

理
課

1
2

− 92 −



2 2

2

2 2

2

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

感
染

症
対

策
を
と
っ
た
上

で
実

施
可

能
な
事

業
を
、
白

金
保

育
園

、
高

輪
保

育
園

、
伊

皿
子

坂
保

育
園

で
実

施
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
4

保
育

園
・

幼
稚

園
に

よ
る

子
育

て
支

援
の

充
実

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

「
保

育
園

で
あ

そ
ぼ

う
」

で
は

、
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が

育
児

相
談

に
応

じ
ま

す
。

親
子

が
園

児
や

他
の

親
子

と
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
育

児
不

安
の

解
消

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
電

話
で

の
育

児
相

談
に

も
応

じ
ま

す
。

幼
稚

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

会
」

の
実

施
や

子
育

て
の

相
談

、
幼

稚
園

に
関

す
る

情
報

の
発

信
、

親
子

で
在

園
児

と
交

流
で

き
る

場
の

提
供

等
を

行
い

ま
す

。
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
等

で
は

、
５

歳
児

保
護

者
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
み

な
と

き
っ

ず
な

び
」

、
３

、
４

歳
児

保
護

者
向

け
の

「
家

庭
で

大
切

に
し

た
い

こ
と

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で

の
活

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
積

極
的

に
地

域
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
施

設
情

報
紙

等
を
活

用
し
、
事

業
の

周
知

を
図

り
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

対
策

を
と
っ
た
上

で
実

施
可

能
な
事

業
を
、
白

金
保

育
園

、
高

輪
保

育
園

、
伊

皿
子

坂
保

育
園

で
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
施

設
情

報
紙

等
を
活

用
し
、
事

業
の
周

知
を

図
り
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

年
間

を
通

し
て
「保

育
園

で
あ
そ
ぼ
う
」
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課
高

輪
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
4

保
育

園
・

幼
稚

園
に

よ
る

子
育

て
支

援
の

充
実

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

「
保

育
園

で
あ

そ
ぼ

う
」

で
は

、
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が

育
児

相
談

に
応

じ
ま

す
。

親
子

が
園

児
や

他
の

親
子

と
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
育

児
不

安
の

解
消

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
電

話
で

の
育

児
相

談
に

も
応

じ
ま

す
。

幼
稚

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

会
」

の
実

施
や

子
育

て
の

相
談

、
幼

稚
園

に
関

す
る

情
報

の
発

信
、

親
子

で
在

園
児

と
交

流
で

き
る

場
の

提
供

等
を

行
い

ま
す

。
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
等

で
は

、
５

歳
児

保
護

者
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
み

な
と

き
っ

ず
な

び
」

、
３

、
４

歳
児

保
護

者
向

け
の

「
家

庭
で

大
切

に
し

た
い

こ
と

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で

の
活

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
積

極
的

に
地

域
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

へ
の
対

策
を
徹

底
し
た
上

で
、
引

き
続

き
「
保

育
園

で
あ
そ
ぼ
う
」
を
実

施
し
、
参

加
し
た
親

子
に
園

児
と
遊

ぶ
機

会
や

育
児

情
報

を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

対
策

を
徹

底
し
、
赤

坂
管

内
の
区

立
保

育
園

３
園

で
は
「
保

育
園

で
あ
そ
ぼ
う
」
を
実

施
し
、
事

業
の
周

知
に
努

め
ま
し
た
。

引
き
続

き
「
保

育
園

で
あ
そ
ぼ
う
」
を
実

施
し
、
参

加
し
た
親

子
に
園

児
と
遊

ぶ
機

会
や
育

児
情

報
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課
赤

坂
地

区
総

合
支

所
管

理
課

1
2

2 2

2

2 2

2

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

計
画

し
て
い
た
事

業
を
保

育
園

や
認

定
こ
ど
も
園

で
実

施
す
る
こ
と
で
、
育

児
不

安
の
解

消
や
育

児
力

の
向

上
を
図

り
、
積

極
的

に
地

域
の
子

育
て
を

支
援

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

D

子
ど

も
政

策
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
4

保
育

園
・

幼
稚

園
に

よ
る

子
育

て
支

援
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
4

保
育

園
・

幼
稚

園
に

よ
る

子
育

て
支

援
の

充
実

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

「
保

育
園

で
あ

そ
ぼ

う
」

で
は

、
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が

育
児

相
談

に
応

じ
ま

す
。

親
子

が
園

児
や

他
の

親
子

と
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
育

児
不

安
の

解
消

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
電

話
で

の
育

児
相

談
に

も
応

じ
ま

す
。

幼
稚

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

会
」

の
実

施
や

子
育

て
の

相
談

、
幼

稚
園

に
関

す
る

情
報

の
発

信
、

親
子

で
在

園
児

と
交

流
で

き
る

場
の

提
供

等
を

行
い

ま
す

。
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
等

で
は

、
５

歳
児

保
護

者
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
み

な
と

き
っ

ず
な

び
」

、
３

、
４

歳
児

保
護

者
向

け
の

「
家

庭
で

大
切

に
し

た
い

こ
と

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で

の
活

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
積

極
的

に
地

域
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
感

染
防

止
に
留

意
し
、
年

１
０
回

１
日

３
組

を
受

け
入

れ
、
保

育
士

、
看

護
師

等
が
育

児
相

談
に
応

じ
ま
す
。
ま
た
、
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を

提
供

す
る
こ
と
で
、
育

児
の
不

安
の
解

消
、
育

児
力

の
向

上
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
引

き
続

き
電

話
で
の
育

児
相

談
に
も
応

じ
、
安

心
し
て
子

育
て
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

対
策

を
と
っ
た
上

で
、
育

児
相

談
や
遊

ぶ
場

、
育

児
情

報
の
提

供
を
行

い
ま
し
た
。
育

児
相

談
で
は
保

護
者

に
寄

り
添

い
丁

寧
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
同

じ
年

齢
の
ク
ラ
ス
等

で
一

緒
に
遊

ぶ
機

会
を
作

る
こ
と
で
、
育

児
不

安
の
解

消
や
育

児
力

の
向

上
を
図

り
ま
し
た
。
目

標
と
す
る
１

日
３
組

が
集

ま
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周

知
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
見

学
者

へ
の
声

か
け
等

の
周

知
を
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
地

域
に
開

か
れ
た
保

育
園

と
し
て
、
育

児
相

談
に
丁

寧
に
対

応
し
、
安

心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
育

児
の
不

安
の
解

消
、
育

児
力

の
向

上
を
図

り
ま
す
。
広

報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
施

設
情

報
誌

等
を
活

用
し
、
事

業
の
周

知
を
図

り
ま
す
。

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課
芝

浦
港

南
地

区
総

合
支

所
管

理
課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

安
心

し
て
遊

べ
る
場

が
あ
る
こ
と
や
、
園

児
ら
の
様

子
を
見

る
こ
と
が
で
き
良

か
っ
た
と
の
感

想
が
聞

か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
参

加
者

同
士

が
知

り
合

い
に
な
っ
た
り
、
子

ど
も
と
遊

び
な
が
ら
保

育
士

等
と
話

が
で
き
る
こ
と
も
良

か
っ
た
と
の
感

想
も
あ
り
、
育

児
不

安
の
解

消
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
在

宅
子

育
て
家

庭
の
親

子
に
安

心
し
て
遊

べ
る
場

を
提

供
し
、

園
児

や
他

の
親

子
と
交

流
す
る
機

会
を
設

け
ま
す
。
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が
専

門
性

に
応

じ
た
具

体
的

な
助

言
や
子

ど
も
へ
の
関

わ
り
方

を
知

ら
せ
な
が
ら
、
育

児
相

談
に
応

じ
在

宅
子

育
て
家

庭
の
育

児
不

安
の
解

消
を
図

り
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡

大
防

止
策

を
取

り
な
が
ら
実

施
し
ま
し
た
。
参

加
者

が
安

心
し
て
遊

べ
る
場

を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保

育
士

、
看

護
師

及
び
栄

養
士

ら
が
相

談
に
応

じ
、
育

児
不

安
の
解

消
を
図

り
ま
し
た
。
園

庭
で
園

児
と
一

緒
に
遊

ん
だ
り
、
離

乳
食

の
試

食
会

を
実

施
し
た
園

も
あ
り
、
具

体
的

な
子

ど
も
の
姿

を
通

し
て
の
相

談
に
応

じ
ま
し
た
。
参

加
者

同
士

が
知

り
合

い
に
な
る
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
在

宅
子

育
て
家

庭
の
親

子
に
、
安

心
し
て
遊

べ
る
場

を
提

供
し
、
園

児
や
他

の
親

子
と
交

流
す
る
機

会
を
設

け
ま
す
。
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が
専

門
性

に
応

じ
た
具

体
的

な
助

言
や
関

わ
り
方

を
知

ら
せ
な
が
ら
、
育

児
相

談
に
応

じ
、
在

宅
子

育
て
家

庭
の
育

児
不

安
の
解

消
を
図

り
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

「
保

育
園

で
あ

そ
ぼ

う
」

で
は

、
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が

育
児

相
談

に
応

じ
ま

す
。

親
子

が
園

児
や

他
の

親
子

と
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
育

児
不

安
の

解
消

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
電

話
で

の
育

児
相

談
に

も
応

じ
ま

す
。

幼
稚

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

会
」

の
実

施
や

子
育

て
の

相
談

、
幼

稚
園

に
関

す
る

情
報

の
発

信
、

親
子

で
在

園
児

と
交

流
で

き
る

場
の

提
供

等
を

行
い

ま
す

。
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
等

で
は

、
５

歳
児

保
護

者
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
み

な
と

き
っ

ず
な

び
」

、
３

、
４

歳
児

保
護

者
向

け
の

「
家

庭
で

大
切

に
し

た
い

こ
と

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で

の
活

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
積

極
的

に
地

域
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

-
-

A

1
3
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2 2

2

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

「
保

育
園

で
あ

そ
ぼ

う
」

で
は

、
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が

育
児

相
談

に
応

じ
ま

す
。

親
子

が
園

児
や

他
の

親
子

と
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
育

児
不

安
の

解
消

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
電

話
で

の
育

児
相

談
に

も
応

じ
ま

す
。

幼
稚

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

会
」

の
実

施
や

子
育

て
の

相
談

、
幼

稚
園

に
関

す
る

情
報

の
発

信
、

親
子

で
在

園
児

と
交

流
で

き
る

場
の

提
供

等
を

行
い

ま
す

。
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
等

で
は

、
５

歳
児

保
護

者
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
み

な
と

き
っ

ず
な

び
」

、
３

、
４

歳
児

保
護

者
向

け
の

「
家

庭
で

大
切

に
し

た
い

こ
と

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で

の
活

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
積

極
的

に
地

域
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備学

務
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
4

保
育

園
・

幼
稚

園
に

よ
る

子
育

て
支

援
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
を
受

け
つ
つ
も
、
未

就
園

児
の
会

の
参

加
者

が
昨
年
度
に
比
べ
1
,5

2
2
人
増
加
す
る
な
ど
、
多
く
の
方

に
園

庭
開

放
や
未

就
園

児
の
会

を
利

用
い
た
だ
き
、
子

育
て
の
相

談
、
幼

稚
園

に
関

す
る
情

報
の
発

信
、
親

子
で
在

園
児

と
交

流
で
き
る
場

を
提

供
す
る
こ
と

が
で
き
た
た
め
。

未
就

園
児

の
会

延
べ
参

加
者

数
・令

和
３
年

度
　
1
,0

8
9
人

・
令

和
４
年

度
　
2
,6

1
1
人

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

区
立

幼
稚

園
で
は
、
引

き
続

き
、
園

庭
開

放
や
未

就
園

児
の
会

等
を
実

施
し
、
参

加
者

同
士

の
交

流
を
促

す
と
と
も
に
、
子

育
て
の
悩

み
を
気

軽
に
相

談
で
き
る
場

を
作

り
、
保

護
者

の
育

児
不

安
や
園

生
活

へ
の
不

安
解

消
を

図
り
ま
す
。

区
立

幼
稚

園
全

園
で
園

庭
開

放
及

び
未

就
園

児
の
会

を
実

施
し
、
乳

幼
児

の
遊

び
場

や
交

流
の
場

を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保

護
者

の
相

談
に
応

じ
る
こ
と

で
、
育

児
不

安
等

の
解

消
を
図

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
区

立
幼

稚
園

で
園

庭
開

放
や
未

就
園

児
の
会

等
を
実

施
し
、
参

加
者

同
士

の
交

流
を
促

す
と
と
も
に
、
子

育
て
の
悩

み
を
気

軽
に
相

談
で
き
る
場

を
作

り
、
保

護
者

の
育

児
不

安
や
園

生
活

へ
の
不

安
解

消
を
図

り
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
「
み
な
と
き
っ
ず
な
び
」
や
「
育

ち
と
学

び
を
つ
な
ぐ
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
保

護
者

会
や
懇

談
会

等
で
の
活

用
を
促

す
と
と
も
に
、
令

和
３
年

度
末

に
各

園
に
周

知
し
た
活

用
の
工

夫
に
つ
い
て

実
施

状
況

を
確

認
し
、
よ
り
積

極
的

に
地

域
の
子

育
て
を
支

援
し
ま
す
。

引
き
続

き
、
感

染
症

対
策

を
講

じ
な
が
ら
「園

庭
開

放
」
や
「未

就
園

児
の

会
」
を
実

施
し
、
参

加
者

同
士

の
交

流
を
促

し
、
子

育
て
の
悩

み
を
気

軽
に

相
談

で
き
る
場

づ
く
り
を
進

め
、
保

護
者

の
育

児
不

安
や
園

生
活

へ
の
不

安
の
解

消
を
図

り
ま
す
。

「
み
な
と
き
っ
ず
な
び
」、

「
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で
の
活

用
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
「
港

区
保

育
園

・
幼

稚
園

・
小

学
校

連
絡

協
議

会
」
に
お
い
て
、
更

な
る
活

用
の
工

夫
に
つ
い
て
検

討
し
、
年

度
末

に
各

園
に
周

知
し
ま
し
た
。

感
染

症
対

策
を
講

じ
な
が
ら
「園

庭
開

放
」
や
「未

就
園

児
の
会

」
を
実

施
し
、
参

加
者

同
士

の
交

流
を
促

し
、
子

育
て
の
悩

み
を
気

軽
に
相

談
で
き
る
場

づ
く

り
を
進

め
、
保

護
者

の
育

児
不

安
や
園

生
活

へ
の
不

安
の
解

消
を
図

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
「
み
な
と
き
っ
ず
な
び
」
や
「
育

ち
と
学

び
を
つ
な
ぐ
家

庭
で
大

切
に
し
た

い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で
の
活

用
を
促

す
と
と
も
に
、
各

園
に
周

知
し
た
活

用
の
工

夫
に
つ
い
て
実

施
状

況
を
確

認
し
、
よ
り
積

極
的

に
地

域
の
子

育
て
を
支

援
し
ま
す
。

引
き
続

き
、
感

染
症

対
策

を
講

じ
な
が
ら
「園

庭
開

放
」
や
「未

就
園

児
の
会

」
を
実

施
し
、
参

加
者

同
士

の
交

流
を
促

し
、
子

育
て
の
悩

み
を
気

軽
に
相

談
で
き
る
場

づ
く
り
を
進

め
、
保

護
者

の
育

児
不

安
や
園

生
活

へ
の
不

安
の
解

消
を
図

り
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

「
保

育
園

で
あ

そ
ぼ

う
」

で
は

、
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が

育
児

相
談

に
応

じ
ま

す
。

親
子

が
園

児
や

他
の

親
子

と
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
育

児
不

安
の

解
消

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
電

話
で

の
育

児
相

談
に

も
応

じ
ま

す
。

幼
稚

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

会
」

の
実

施
や

子
育

て
の

相
談

、
幼

稚
園

に
関

す
る

情
報

の
発

信
、

親
子

で
在

園
児

と
交

流
で

き
る

場
の

提
供

等
を

行
い

ま
す

。
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
等

で
は

、
５

歳
児

保
護

者
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
み

な
と

き
っ

ず
な

び
」

、
３

、
４

歳
児

保
護

者
向

け
の

「
家

庭
で

大
切

に
し

た
い

こ
と

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で

の
活

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
積

極
的

に
地

域
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

教
育

指
導

担
当

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
4

保
育

園
・

幼
稚

園
に

よ
る

子
育

て
支

援
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

計
画

通
り
、
事

業
を
推

進
し
た
た
め
。

「
き
っ
ず
な
び
」
（
５
歳

児
保

護
者

向
け
）
、
「
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
３
・
４
歳

児
保

護
者

向
け
）
を
全

家
庭

に
配

布
し
ま

し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

1
4

− 94 −



2 2

2

2 2

2

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

「
保

育
園

で
あ

そ
ぼ

う
」

で
は

、
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が

育
児

相
談

に
応

じ
ま

す
。

親
子

が
園

児
や

他
の

親
子

と
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
育

児
不

安
の

解
消

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
電

話
で

の
育

児
相

談
に

も
応

じ
ま

す
。

幼
稚

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

会
」

の
実

施
や

子
育

て
の

相
談

、
幼

稚
園

に
関

す
る

情
報

の
発

信
、

親
子

で
在

園
児

と
交

流
で

き
る

場
の

提
供

等
を

行
い

ま
す

。
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
等

で
は

、
５

歳
児

保
護

者
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
み

な
と

き
っ

ず
な

び
」

、
３

、
４

歳
児

保
護

者
向

け
の

「
家

庭
で

大
切

に
し

た
い

こ
と

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で

の
活

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
積

極
的

に
地

域
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備学

務
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
4

保
育

園
・

幼
稚

園
に

よ
る

子
育

て
支

援
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
を
受

け
つ
つ
も
、
未

就
園

児
の
会

の
参

加
者

が
昨
年
度
に
比
べ
1
,5

2
2
人
増
加
す
る
な
ど
、
多
く
の
方

に
園

庭
開

放
や
未

就
園

児
の
会

を
利

用
い
た
だ
き
、
子

育
て
の
相

談
、
幼

稚
園

に
関

す
る
情

報
の
発

信
、
親

子
で
在

園
児

と
交

流
で
き
る
場

を
提

供
す
る
こ
と

が
で
き
た
た
め
。

未
就

園
児

の
会

延
べ
参

加
者

数
・令

和
３
年

度
　
1
,0

8
9
人

・
令

和
４
年

度
　
2
,6

1
1
人

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

区
立

幼
稚

園
で
は
、
引

き
続

き
、
園

庭
開

放
や
未

就
園

児
の
会

等
を
実

施
し
、
参

加
者

同
士

の
交

流
を
促

す
と
と
も
に
、
子

育
て
の
悩

み
を
気

軽
に
相

談
で
き
る
場

を
作

り
、
保

護
者

の
育

児
不

安
や
園

生
活

へ
の
不

安
解

消
を

図
り
ま
す
。

区
立

幼
稚

園
全

園
で
園

庭
開

放
及

び
未

就
園

児
の
会

を
実

施
し
、
乳

幼
児

の
遊

び
場

や
交

流
の
場

を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
保

護
者

の
相

談
に
応

じ
る
こ
と

で
、
育

児
不

安
等

の
解

消
を
図

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
区

立
幼

稚
園

で
園

庭
開

放
や
未

就
園

児
の
会

等
を
実

施
し
、
参

加
者

同
士

の
交

流
を
促

す
と
と
も
に
、
子

育
て
の
悩

み
を
気

軽
に
相

談
で
き
る
場

を
作

り
、
保

護
者

の
育

児
不

安
や
園

生
活

へ
の
不

安
解

消
を
図

り
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
「
み
な
と
き
っ
ず
な
び
」
や
「
育

ち
と
学

び
を
つ
な
ぐ
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
保

護
者

会
や
懇

談
会

等
で
の
活

用
を
促

す
と
と
も
に
、
令

和
３
年

度
末

に
各

園
に
周

知
し
た
活

用
の
工

夫
に
つ
い
て

実
施

状
況

を
確

認
し
、
よ
り
積

極
的

に
地

域
の
子

育
て
を
支

援
し
ま
す
。

引
き
続

き
、
感

染
症

対
策

を
講

じ
な
が
ら
「園

庭
開

放
」
や
「未

就
園

児
の

会
」
を
実

施
し
、
参

加
者

同
士

の
交

流
を
促

し
、
子

育
て
の
悩

み
を
気

軽
に

相
談

で
き
る
場

づ
く
り
を
進

め
、
保

護
者

の
育

児
不

安
や
園

生
活

へ
の
不

安
の
解

消
を
図

り
ま
す
。

「
み
な
と
き
っ
ず
な
び
」、

「
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で
の
活

用
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
「
港

区
保

育
園

・
幼

稚
園

・
小

学
校

連
絡

協
議

会
」
に
お
い
て
、
更

な
る
活

用
の
工

夫
に
つ
い
て
検

討
し
、
年

度
末

に
各

園
に
周

知
し
ま
し
た
。

感
染

症
対

策
を
講

じ
な
が
ら
「園

庭
開

放
」
や
「未

就
園

児
の
会

」
を
実

施
し
、
参

加
者

同
士

の
交

流
を
促

し
、
子

育
て
の
悩

み
を
気

軽
に
相

談
で
き
る
場

づ
く

り
を
進

め
、
保

護
者

の
育

児
不

安
や
園

生
活

へ
の
不

安
の
解

消
を
図

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
「
み
な
と
き
っ
ず
な
び
」
や
「
育

ち
と
学

び
を
つ
な
ぐ
家

庭
で
大

切
に
し
た

い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で
の
活

用
を
促

す
と
と
も
に
、
各

園
に
周

知
し
た
活

用
の
工

夫
に
つ
い
て
実

施
状

況
を
確

認
し
、
よ
り
積

極
的

に
地

域
の
子

育
て
を
支

援
し
ま
す
。

引
き
続

き
、
感

染
症

対
策

を
講

じ
な
が
ら
「園

庭
開

放
」
や
「未

就
園

児
の
会

」
を
実

施
し
、
参

加
者

同
士

の
交

流
を
促

し
、
子

育
て
の
悩

み
を
気

軽
に
相

談
で
き
る
場

づ
く
り
を
進

め
、
保

護
者

の
育

児
不

安
や
園

生
活

へ
の
不

安
の
解

消
を
図

り
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

「
保

育
園

で
あ

そ
ぼ

う
」

で
は

、
保

育
士

、
看

護
師

、
栄

養
士

等
が

育
児

相
談

に
応

じ
ま

す
。

親
子

が
園

児
や

他
の

親
子

と
遊

ぶ
場

や
育

児
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

で
育

児
不

安
の

解
消

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
電

話
で

の
育

児
相

談
に

も
応

じ
ま

す
。

幼
稚

園
に

お
い

て
、

「
未

就
園

児
の

会
」

の
実

施
や

子
育

て
の

相
談

、
幼

稚
園

に
関

す
る

情
報

の
発

信
、

親
子

で
在

園
児

と
交

流
で

き
る

場
の

提
供

等
を

行
い

ま
す

。
保

育
園

、
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
等

で
は

、
５

歳
児

保
護

者
向

け
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
み

な
と

き
っ

ず
な

び
」

、
３

、
４

歳
児

保
護

者
向

け
の

「
家

庭
で

大
切

に
し

た
い

こ
と

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

保
護

者
会

や
懇

談
会

等
で

の
活

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
積

極
的

に
地

域
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

教
育

指
導

担
当

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
4

保
育

園
・

幼
稚

園
に

よ
る

子
育

て
支

援
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

計
画

通
り
、
事

業
を
推

進
し
た
た
め
。

「
き
っ
ず
な
び
」
（
５
歳

児
保

護
者

向
け
）
、
「
家

庭
で
大

切
に
し
た
い
こ
と
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
３
・
４
歳

児
保

護
者

向
け
）
を
全

家
庭

に
配

布
し
ま

し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

1
4

2 2

2

2 2

2

2 2

2

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
5

子
育

て
セ

ミ
ナ

ー
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
す
る
な
ど
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

に
配

慮
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
状

況
を
踏

ま
え
つ
つ
実

施
を
検

討
し
ま
す
。

委
託

事
業

者
と
調

整
し
、
育

児
に
役

立
つ
テ
ー
マ
を
選

定
し
、
家

庭
で
の
教

育
や
子

育
て
に
つ
い
て
学

習
す
る
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
区

内
３
か
所

の
子

ど
も
中

高
生

プ
ラ
ザ
及

び
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子

育
て
支

援
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
状

況
を
踏

ま
え
つ
つ
実

施
を
検

討
し
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

保
護

者
が

必
要

と
し

て
い

る
育

児
に

役
立

つ
テ

ー
マ

を
選

定
し

、
家

庭
で

の
教

育
や

子
育

て
に

つ
い

て
学

習
す

る
講

座
を

開
催

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

区
立

幼
稚

園
、

小
・

中
学

校
の

各
Ｐ

Ｔ
Ａ

、
社

会
教

育
関

係
団

体
に

登
録

し
て

い
る

子
育

て
グ

ル
ー

プ
が

、
家

庭
教

育
に

関
す

る
テ

ー
マ

に
つ

い
て

学
習

す
る

際
、

教
育

委
員

会
が

講
師

謝
礼

を
負

担
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

生
涯

学
習

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
6

家
庭

教
育

学
級

（
自

主
）

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課

-
-

A

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

前
年

度
か
ら
3
件

増
加

し
、
コ
ロ
ナ
前

の
状

況
に
近

づ
い
た
た
め
。

利
用

す
る
団

体
は
増

え
ま
し
た
が
、
ま
だ
予

算
の
執

行
残

が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
年

度
途

中
に
も
、
事

業
の
再

周
知

を
行

う
な
ど
、
利

用
促

進
を
図

り
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
各

Ｐ
Ｔ
Ａ
等

の
自

主
的

な
講

座
の
企

画
・
運

営
を
支

援
す
る
と
と

も
に
、
講

師
謝

礼
を
負

担
す
る
。

8
園

の
幼

稚
園

P
T
A
（
各

１
回

）
及

び
幼

稚
園

P
T
A
連

合
会

（
１
回

）
が
講

座
を
企

画
・
開

催
し
,教

育
委

員
会

は
、
講

師
謝

礼
を
負

担
す
る
こ
と
で
自

主
的

な
取

組
を
支

援
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
各

校
（
園

）
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

の
自

主
的

な
講

座
の
企

画
・
運

営
を
支

援
す
る

た
め
、
講

師
及

び
一

時
保

育
ス
タ
ッ
フ
へ
の
謝

礼
を
負

担
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
、
丁

寧
に
周

知
し
、
実

施
校

（
園

）
の
拡

大
を
図

り
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

赤
坂

区
民

セ
ン
タ
ー
乳

幼
児

室
と
青

山
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
４
２
回

開
催

し
ま
す
。
緊

急
事

態
宣

言
下

等
で
対

面
開

催
が
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
オ

ン
ラ
イ
ン
に
変

更
し
て
実

施
し
ま
す
。

赤
坂

区
民

セ
ン
タ
ー
乳

幼
児

室
と
青

山
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
４
２
回

開
催

し
ま
し
た
。

赤
坂

区
民

セ
ン
タ
ー
乳

幼
児

室
と
青

山
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
４
２
回

開
催

し
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

子
育

て
に

関
す

る
相

談
や

情
報

交
換

と
交

流
の

場
と

し
て

、
赤

坂
区

民
セ

ン
タ

ー
と

青
山

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
で

「
よ

ち
よ

ち
子

育
て

交
流

会
」

を
開

催
し

ま
す

。
保

健
師

、
栄

養
士

等
の

専
門

職
に

よ
る

相
談

を
行

う
と

と
も

に
、

子
育

て
ひ

ろ
ば

「
あ

い
・

ぽ
ー

と
」

の
「

子
育

て
・

家
族

支
援

者
」

等
の

地
域

の
人

材
を

活
用

し
て

、
交

流
の

促
進

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

・
子

育
ち

環
境

の
支

援
・

整
備

赤
坂

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
7

よ
ち

よ
ち

子
育

て
交

流
会

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

年
間

を
通

じ
て
計

画
通

り
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

1
5
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2 2

2

評
価

の
推

移

2 2

2

高
輪

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
8

ほ
っ

と
ひ

と
い

き
子

育
て

支
援

事
業

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

参
加

者
の
満

足
度

は
高

く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
半

数
近

く
い
る
た
め
。

母
親

だ
け
で
な
く
父

親
が
参

加
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ミ
ニ
講

座
で
は
講

師
に
積

極
的

に
質

問
す
る
場

面
が
多

く
み
ら
れ
た
。
子

育
て
の
悩

み
を
共

有
で
き
情

報
共

有
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
を
今

後
も
継

続
し
て
ほ
し
い
声

が
聞

か
れ
て
い
ま
す
。

3
1
/
元

2
3

引
き
続

き
身

近
な
地

域
で
親

同
士

が
交

流
や
育

児
相

談
が
で
き
る
こ
と

で
、
親

自
身

の
育

児
能

力
の
向

上
を
図

り
、
安

心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ

う
支

援
し
ま
す
。

助
産

師
等

に
よ
る
ミ
ニ
講

座
や
情

報
交

換
を
通

じ
て
、
身

近
な
地

域
で
保

護
者

の
友

達
づ
く
り
や
交

流
の
場

を
提

供
し
、
育

児
不

安
の
軽

減
と
保

護
者

自
身

の
育

児
力

を
高

め
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
実
績
：年

3
6
回
実
施
、
延
人
数
2
9
9
人

引
き
続

き
身

近
な
地

域
で
親

同
士

が
交

流
や
育

児
相

談
が
で
き
る
こ
と
で
、
親

自
身

の
育

児
能

力
の
向

上
を
図

り
、
安

心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

乳
幼

児
を

持
つ

保
護

者
に

対
し

て
、

育
児

相
談

や
育

児
情

報
の

提
供

、
交

流
会

を
実

施
し

ま
す

。
地

域
の

身
近

な
場

所
で

楽
し

み
な

が
ら

保
育

士
や

そ
の

他
の

専
門

職
に

相
談

で
き

る
場

を
つ

く
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
区

の
保

健
師

や
地

域
の

関
係

機
関

と
連

携
し

、
育

児
の

不
安

解
消

に
つ

な
げ

ま
す

。
ま

た
、

地
域

の
中

で
の

仲
間

づ
く

り
や

保
護

者
同

士
の

交
流

を
促

進
す

る
こ

と
で

、
孤

立
せ

ず
安

心
し

て
子

育
て

で
き

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
令

和
４

年
度

の
事

業
目

標
次

年
度

の
事

業
目

標

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

地
区

内
の

身
近

な
施

設
を

利
用

し
、

子
育

て
支

援
の

ひ
と

つ
と

し
て

年
間

9
3
回

開
催

し
ま

す
。

子
育

て
の

不
安

や
悩

み
を

保
健

師
や

臨
床

心
理

士
等

の
専

門
職

に
相
談

で
き

る
環

境
を

整
備

し
、

子
ど

も
の

発
達

相
談

、
保

護
者

の
気

持
ち

の
相

談
等

に
対

応
し

ま
す

。
ま

た
、

保
護

者
同

士
の

交
流

の
場

を
提

供
し

、
地

域
内

で
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

令
和

３
年

度
か

ら
対

象
者

を
拡

大
し

、
「

乳
幼

児
（

未
就

学
児

）
と

そ
の

保
護

者
」

に
加

え
「

妊
婦

」
も

対
象

と
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

芝
浦

港
南

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
9

子
育

て
あ

ん
し

ん
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課

-
-

B

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

開
催

会
場

を
芝

浦
港

南
地

区
内

の
身

近
な
施

設
に
す
る
こ
と
で
交

通
の
便

も
よ
く
な
り
、
気

軽
に
参

加
で
き
る
環

境
が
整

え
ら
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の

参
加

者
に
対

す
る
受

け
入

れ
姿

勢
が
、
事

業
に
対

し
て
好

評
を
得

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

会
場

の
広

さ
や
明

る
さ
に
差

が
あ
り
ま
す
が
、
概

ね
参

加
者

か
ら
は
満

足
の
声

が
聞

か
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
声

掛
け
が
育

児
に
対

す
る

不
安

を
気

軽
に
相

談
で
き
る
雰

囲
気

づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
令

和
4
年

8
月

か
ら
は
保

健
所

の
体

制
が
か
わ
り
、
事

業
に
か
か
わ
っ

て
い
た
保

健
師

の
か
か
わ
り
が
減

少
し
た
た
め
、
事

業
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
不

安
が
あ
り
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
感

染
防

止
に
留

意
し
、
管

内
5
か
所

の
児

童
施

設
等

で
、
育

児
相

談
等

を
年

6
0
日

・
9
3
回

、
妊

婦
相

談
を
年

2
4
回

実
施

す
る
ほ
か
、
交

流
の

場
と
し
て
か
る
か
も
く
ら
ぶ
を
年

2
4
回

に
拡

大
し
て
開

催
し
、
不

安
の
解

消
、
育

児
力

の
向

上
を
図

り
、
安

心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま

す
。

新
型

コ
ロ
ナ
の
感

染
症

対
策

を
徹

底
し
、
芝

浦
港

南
地

区
管

内
の
施

設
を
利

用
し
、
年

間
6
0
日

、
延

べ
9
3
回

の
育

児
相

談
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保

護
者

同
士

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
の
き
っ
か
け
と
な
る
か
る
が
も
く
ら
ぶ
は
、
毎

月
2
回

参
加

の
コ
ー
ス
を
計

画
し
年

間
2
4
回

実
施

し
、
交

流
の
拡

大
に
努

め
ま
し

た
。
育

児
相

談
で
は
、
気

軽
に
相

談
で
き
る
場

が
あ
る
こ
と
に
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
る
参

加
者

も
増

加
し
ま
し
た
。

子
育

て
の
不

安
や
悩

み
を
専

門
チ
ー
ム
（
保

健
師

、
助

産
師

、
管

理
栄

養
士

、
臨

床
心

理
士

）
で
対

応
し
、
子

育
て
の
不

安
の
解

消
、
育

児
力

の
向

上
を
図

り
ま
す
。
地

域
で
安

心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。

1
6
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2 2

2

評
価

の
推

移

2 2

2

高
輪

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
8

ほ
っ

と
ひ

と
い

き
子

育
て

支
援

事
業

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
80

担
当

課

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

参
加

者
の
満

足
度

は
高

く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
半

数
近

く
い
る
た
め
。

母
親

だ
け
で
な
く
父

親
が
参

加
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ミ
ニ
講

座
で
は
講

師
に
積

極
的

に
質

問
す
る
場

面
が
多

く
み
ら
れ
た
。
子

育
て
の
悩

み
を
共

有
で
き
情

報
共

有
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
を
今

後
も
継

続
し
て
ほ
し
い
声

が
聞

か
れ
て
い
ま
す
。

3
1
/
元

2
3

引
き
続

き
身

近
な
地

域
で
親

同
士

が
交

流
や
育

児
相

談
が
で
き
る
こ
と

で
、
親

自
身

の
育

児
能

力
の
向

上
を
図

り
、
安

心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ

う
支

援
し
ま
す
。

助
産

師
等

に
よ
る
ミ
ニ
講

座
や
情

報
交

換
を
通

じ
て
、
身

近
な
地

域
で
保

護
者

の
友

達
づ
く
り
や
交

流
の
場

を
提

供
し
、
育

児
不

安
の
軽

減
と
保

護
者

自
身

の
育

児
力

を
高

め
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
実
績
：年

3
6
回
実
施
、
延
人
数
2
9
9
人

引
き
続

き
身

近
な
地

域
で
親

同
士

が
交

流
や
育

児
相

談
が
で
き
る
こ
と
で
、
親

自
身

の
育

児
能

力
の
向

上
を
図

り
、
安

心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

乳
幼

児
を

持
つ

保
護

者
に

対
し

て
、

育
児

相
談

や
育

児
情

報
の

提
供

、
交

流
会

を
実

施
し

ま
す

。
地

域
の

身
近

な
場

所
で

楽
し

み
な

が
ら

保
育

士
や

そ
の

他
の

専
門

職
に

相
談

で
き

る
場

を
つ

く
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
区

の
保

健
師

や
地

域
の

関
係

機
関

と
連

携
し

、
育

児
の

不
安

解
消

に
つ

な
げ

ま
す

。
ま

た
、

地
域

の
中

で
の

仲
間

づ
く

り
や

保
護

者
同

士
の

交
流

を
促

進
す

る
こ

と
で

、
孤

立
せ

ず
安

心
し

て
子

育
て

で
き

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
令

和
４

年
度

の
事

業
目

標
次

年
度

の
事

業
目

標

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

地
区

内
の

身
近

な
施

設
を

利
用

し
、

子
育

て
支

援
の

ひ
と

つ
と

し
て

年
間

9
3
回

開
催

し
ま

す
。

子
育

て
の

不
安

や
悩

み
を

保
健

師
や

臨
床

心
理

士
等

の
専

門
職

に
相
談

で
き

る
環

境
を

整
備

し
、

子
ど

も
の

発
達

相
談

、
保

護
者

の
気

持
ち

の
相

談
等

に
対

応
し

ま
す

。
ま

た
、

保
護

者
同

士
の

交
流

の
場

を
提

供
し

、
地

域
内

で
の

子
育

て
を

支
援

し
ま

す
。

令
和

３
年

度
か

ら
対

象
者

を
拡

大
し

、
「

乳
幼

児
（

未
就

学
児

）
と

そ
の

保
護

者
」

に
加

え
「

妊
婦

」
も

対
象

と
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

芝
浦

港
南

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

5
9

子
育

て
あ

ん
し

ん
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課

-
-

B

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

開
催

会
場

を
芝

浦
港

南
地

区
内

の
身

近
な
施

設
に
す
る
こ
と
で
交

通
の
便

も
よ
く
な
り
、
気

軽
に
参

加
で
き
る
環

境
が
整

え
ら
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の

参
加

者
に
対

す
る
受

け
入

れ
姿

勢
が
、
事

業
に
対

し
て
好

評
を
得

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

会
場

の
広

さ
や
明

る
さ
に
差

が
あ
り
ま
す
が
、
概

ね
参

加
者

か
ら
は
満

足
の
声

が
聞

か
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
声

掛
け
が
育

児
に
対

す
る

不
安

を
気

軽
に
相

談
で
き
る
雰

囲
気

づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
令

和
4
年

8
月

か
ら
は
保

健
所

の
体

制
が
か
わ
り
、
事

業
に
か
か
わ
っ

て
い
た
保

健
師

の
か
か
わ
り
が
減

少
し
た
た
め
、
事

業
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
不

安
が
あ
り
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
感

染
防

止
に
留

意
し
、
管

内
5
か
所

の
児

童
施

設
等

で
、
育

児
相

談
等

を
年

6
0
日

・
9
3
回

、
妊

婦
相

談
を
年

2
4
回

実
施

す
る
ほ
か
、
交

流
の

場
と
し
て
か
る
か
も
く
ら
ぶ
を
年

2
4
回

に
拡

大
し
て
開

催
し
、
不

安
の
解

消
、
育

児
力

の
向

上
を
図

り
、
安

心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま

す
。

新
型

コ
ロ
ナ
の
感

染
症

対
策

を
徹

底
し
、
芝

浦
港

南
地

区
管

内
の
施

設
を
利

用
し
、
年

間
6
0
日

、
延

べ
9
3
回

の
育

児
相

談
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保

護
者

同
士

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
の
き
っ
か
け
と
な
る
か
る
が
も
く
ら
ぶ
は
、
毎

月
2
回

参
加

の
コ
ー
ス
を
計

画
し
年

間
2
4
回

実
施

し
、
交

流
の
拡

大
に
努

め
ま
し

た
。
育

児
相

談
で
は
、
気

軽
に
相

談
で
き
る
場

が
あ
る
こ
と
に
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
る
参

加
者

も
増

加
し
ま
し
た
。

子
育

て
の
不

安
や
悩

み
を
専

門
チ
ー
ム
（
保

健
師

、
助

産
師

、
管

理
栄

養
士

、
臨

床
心

理
士

）
で
対

応
し
、
子

育
て
の
不

安
の
解

消
、
育

児
力

の
向

上
を
図

り
ま
す
。
地

域
で
安

心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。

1
6

2 2

2

2 2

2

2 2

2

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

放
課

Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
を
提

供
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
1

放
課

後
等

の
居

場
所

づ
く

り
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
･
児

童
施

設
、

学
校

施
設

等
を

利
用

し
て

、
放

課
後

等
に

児
童

が
安

全
・

安
心

に
活

動
で

き
る

居
場

所
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

対
策

を
徹

底
し
た
上

で
、
引

き
続

き
安

全
・

安
心

な
施

設
利

用
に
向

け
、
職

員
の
研

修
や
関

係
機

関
と
の
連

携
連

絡
を

図
り
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
対

策
を
徹

底
し
た
う
え
で
、
令

和
４
年

４
月

か
ら
放

課
Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
に
取

り
組

み
ま
す
。

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課
麻

布
地

区
総

合
支

所
管

理
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
仕

事
と
子

育
て
の
両

立
を
支

援
し
、
子

ど
も
た
ち
の
健

や
か
な

育
ち
を
支

え
る
と
と
も
に
、
喫

緊
の
課

題
を
解

決
す
る
た
め
に
基

金
の
活

用
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

令
和

４
年

度
は
、
総

合
支

所
が
実

施
す
る
地

域
事

業
、
保

育
定

員
の
拡

大
に
向

け
私

立
保

育
園

等
の
設

置
促

進
を
図

る
事

業
等

、
１
４
事

業
を
基

金
充

当
事

業
と
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
仕

事
と
子

育
て
の
両

立
を
支

援
し
、
子

ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
育

ち
を

支
え
る
と
と
も
に
、
喫

緊
の
課

題
を
解

決
す
る
た
め
に
基

金
の
活

用
を
検

討
し
て
い

き
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

基
金

を
活

用
し

て
仕

事
と

子
育

て
の

両
立

を
支

援
し

、
子

ど
も

た
ち

の
健

や
か

な
育

ち
を

支
え

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

子
ど

も
政

策
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
0

子
育

て
王

国
基

金
の

運
営

実
施

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課

芝
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
1

放
課

後
等

の
居

場
所

づ
く

り
の

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

地
域

ぐ
る
み
で
、
仕

事
と
子

育
て
の
両

立
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
育

ち
を
支

え
る
事

業
に
要

す
る
経

費
の
財

源
に
充

て
ま
し

た
。

令
和

４
年

度
基

金
充

当
事

業
：
麻

布
地

区
親

子
で
エ
コ
っ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
麻

布
ま
ち
づ
く
り
課

）
、
麻

布
地

区
地

域
間

子
ど
も
交

流
（
麻

布
管

理
課

）
、
赤

坂
地

区
赤

坂
・
青

山
子

ど
も
共

育
事

業
（
赤

坂
協

働
推

進
課

）
、
赤

坂
地

区
よ
ち
よ
ち
子

育
て
交

流
事

業
（
赤

坂
区

民
課

）
、
高

輪
地

区
た
か
な
わ
子

ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
高

輪
管

理
課

）
、
高

輪
地

区
高

輪
ほ
っ
と
ひ
と
い
き
子

育
て
支

援
事

業
（
高

輪
区

民
課

）
、
芝

浦
港

南
地

区
歴

史
と
文

化
が
つ
な
ぐ
地

域
交

流
事

業
（
芝

浦
港

南
協

働
推

進
課

）
、
芝

浦
港

南
地

区
子

育
て
あ
ん
し
ん
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（芝

浦
港

南
区

民
課

）
、
保

育
施

設
誘

致
促

進
事

業
（
保

育
政

策
課

）
、
産

前
産

後
家

事
・
育

児
支

援
事

業
（
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
）
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
セ
レ
ク
ト
事

業
（
子

ど
も
家

庭
課

）
、
み
な
と
プ
レ
マ
マ
応

援
事

業
（
健

康
推

進
課

）
、
児

童
福

祉
施

設
等

整
備

費
補

助
（
子

ど
も
家

庭
課

）
、
港

区
子

育
て
応

援
商

品
券

（
子

ど
も
家

庭
課

）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

へ
の
対

策
を
徹

底
す
る
こ
と
で
、
安

全
・
安

心
な
居

場
所

を
提

供
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
児

童
の
安

全
・
安

心
を
担

保
で
き
る
よ
う
に
情

報
共

有
を
綿

密
に
行

い
な
が
ら
、
居

場
所

づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
安

全
対

策
を
取

り
な
が
ら
、
学

校
と
児

童
の
様

子
等

を
共

有
し
、
学

童
ク
ラ
ブ
、
放

課
Ｇ
Ｏ
→

を
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
児

童
の
安

全
・
安

心
を
担

保
で
き
る
よ
う
に
学

校
や
関

連
施

設
と
情

報
共

有
を
綿

密
に
行

い
な
が
ら
、
居

場
所

づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
･
児

童
施

設
、

学
校

施
設

等
を

利
用

し
て

、
放

課
後

等
に

児
童

が
安

全
・

安
心

に
活

動
で

き
る

居
場

所
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

-
-

B

1
7
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2 2

2

2 2

2

2 2

2

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

放
課

Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
を
提

供
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
1

放
課

後
等

の
居

場
所

づ
く

り
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
･
児

童
施

設
、

学
校

施
設

等
を

利
用

し
て

、
放

課
後

等
に

児
童

が
安

全
・

安
心

に
活

動
で

き
る

居
場

所
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
子

ど
も
家

庭
支

援
部

と
連

携
し
、
学

童
ク
ラ
ブ
の
入

会
状

況
及

び
小

学
校

の
入

学
推

移
を
踏

ま
え
、
児

童
が
安

全
、
安

心
に
過

ご
せ
る
居

場
所

の
確

保
に
努

め
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
対

策
を
徹

底
し
た
う
え
で
、
令

和
４
年

４
月

か
ら
放

課
Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く

り
に
取

り
組

み
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

放
課

Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
を
提

供
で
き
た
た
め
。

令
和

５
年

３
月

３
１
日

で
三

光
学

童
ク
ラ
ブ
（
定

員
１
６
０
人

）
を
終

了
し
、
令

和
５
年

４
月

１
日

に
神

応
学

童
ク
ラ
ブ
（
定

員
1
7
0
人

）
を
開

設
し

ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課
芝

浦
港

南
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
1

放
課

後
等

の
居

場
所

づ
く

り
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
･
児

童
施

設
、

学
校

施
設

等
を

利
用

し
て

、
放

課
後

等
に

児
童

が
安

全
・

安
心

に
活

動
で

き
る

居
場

所
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
放

課
後

等
に
児

童
が
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く

り
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
予

定
通

り
神

応
学

童
ク
ラ
ブ
を
開

設
で
き
る
よ
う

に
整

備
等

を
進

め
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
対

策
を
徹

底
し
た
う
え
で
、
令

和
４
年

４
月

か
ら
放

課
Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
に
取

り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
神

応
学

童
ク
ラ
ブ
の
令

和
5
年

4
月

開
設

に
向

け
旧

神
応

小
学

校
の
整

備
工

事
を
行

い
、
令

和
５
年

３
月

２
９
日

に
竣

工
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
放

課
後

等
に
児

童
が
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

放
課

Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
を
提

供
で
き
た
た
め
。

令
和

４
年

1
1
月

１
日

か
ら
放

課
Ｇ
Ｏ
→

学
童

ク
ラ
ブ
あ
か
さ
か
の
定

員
を
3
0
人

か
ら
5
4
人

に
拡

大
し
ま
し
た
。

令
和

５
年

４
月

１
日

か
ら
、
放

課
Ｇ
Ｏ
→

学
童

ク
ラ
ブ
あ
か
ば
ね
の
定

員
を
3
0
人

か
ら
7
7
人

に
拡

大
し
ま
す
。
ま
た
、
神

応
学

童
ク
ラ
ブ

（
定

員
1
7
0
人

）
を
開

設
し
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課
高

輪
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
1

放
課

後
等

の
居

場
所

づ
く

り
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
･
児

童
施

設
、

学
校

施
設

等
を

利
用

し
て

、
放

課
後

等
に

児
童

が
安

全
・

安
心

に
活

動
で

き
る

居
場

所
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

対
策

を
徹

底
し
た
上

で
、
引

き
続

き
安

全
・

安
心

な
施

設
利

用
に
向

け
、
職

員
の
研

修
や
関

係
機

関
と
の
連

携
連

絡
を

図
り
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
対

策
を
徹

底
し
た
う
え
で
、
令

和
４
年

４
月

か
ら
放

課
Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
に
取

り
組

み
ま
す
。

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課
赤

坂
地

区
総

合
支

所
管

理
課

1
8
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2 2

2

2 2

2

2 2

2

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

放
課

Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
を
提

供
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
1

放
課

後
等

の
居

場
所

づ
く

り
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
･
児

童
施

設
、

学
校

施
設

等
を

利
用

し
て

、
放

課
後

等
に

児
童

が
安

全
・

安
心

に
活

動
で

き
る

居
場

所
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
子

ど
も
家

庭
支

援
部

と
連

携
し
、
学

童
ク
ラ
ブ
の
入

会
状

況
及

び
小

学
校

の
入

学
推

移
を
踏

ま
え
、
児

童
が
安

全
、
安

心
に
過

ご
せ
る
居

場
所

の
確

保
に
努

め
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
対

策
を
徹

底
し
た
う
え
で
、
令

和
４
年

４
月

か
ら
放

課
Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く

り
に
取

り
組

み
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

放
課

Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
を
提

供
で
き
た
た
め
。

令
和

５
年

３
月

３
１
日

で
三

光
学

童
ク
ラ
ブ
（
定

員
１
６
０
人

）
を
終

了
し
、
令

和
５
年

４
月

１
日

に
神

応
学

童
ク
ラ
ブ
（
定

員
1
7
0
人

）
を
開

設
し

ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課
芝

浦
港

南
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
1

放
課

後
等

の
居

場
所

づ
く

り
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
･
児

童
施

設
、

学
校

施
設

等
を

利
用

し
て

、
放

課
後

等
に

児
童

が
安

全
・

安
心

に
活

動
で

き
る

居
場

所
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
放

課
後

等
に
児

童
が
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く

り
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
予

定
通

り
神

応
学

童
ク
ラ
ブ
を
開

設
で
き
る
よ
う

に
整

備
等

を
進

め
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
対

策
を
徹

底
し
た
う
え
で
、
令

和
４
年

４
月

か
ら
放

課
Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
に
取

り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
神

応
学

童
ク
ラ
ブ
の
令

和
5
年

4
月

開
設

に
向

け
旧

神
応

小
学

校
の
整

備
工

事
を
行

い
、
令

和
５
年

３
月

２
９
日

に
竣

工
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
放

課
後

等
に
児

童
が
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

放
課

Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
を
提

供
で
き
た
た
め
。

令
和

４
年

1
1
月

１
日

か
ら
放

課
Ｇ
Ｏ
→

学
童

ク
ラ
ブ
あ
か
さ
か
の
定

員
を
3
0
人

か
ら
5
4
人

に
拡

大
し
ま
し
た
。

令
和

５
年

４
月

１
日

か
ら
、
放

課
Ｇ
Ｏ
→

学
童

ク
ラ
ブ
あ
か
ば
ね
の
定

員
を
3
0
人

か
ら
7
7
人

に
拡

大
し
ま
す
。
ま
た
、
神

応
学

童
ク
ラ
ブ

（
定

員
1
7
0
人

）
を
開

設
し
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課
高

輪
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
1

放
課

後
等

の
居

場
所

づ
く

り
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
･
児

童
施

設
、

学
校

施
設

等
を

利
用

し
て

、
放

課
後

等
に

児
童

が
安

全
・

安
心

に
活

動
で

き
る

居
場

所
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

対
策

を
徹

底
し
た
上

で
、
引

き
続

き
安

全
・

安
心

な
施

設
利

用
に
向

け
、
職

員
の
研

修
や
関

係
機

関
と
の
連

携
連

絡
を

図
り
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
対

策
を
徹

底
し
た
う
え
で
、
令

和
４
年

４
月

か
ら
放

課
Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
に
取

り
組

み
ま
す
。

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課
赤

坂
地

区
総

合
支

所
管

理
課

1
8

2 2

2

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

放
課

Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
を
提

供
で
き
た
た
め
。

・
令

和
４
年

1
1
月

１
日

か
ら
放

課
Ｇ
Ｏ
→

学
童

ク
ラ
ブ
あ
か
さ
か
の
定

員
を
3
0
人

か
ら
5
4
人

に
拡

大
し
ま
し
た
。

・
令

和
５
年

４
月

１
日

か
ら
、
放

課
Ｇ
Ｏ
→

学
童

ク
ラ
ブ
あ
か
ば
ね
の
定

員
を
3
0
人

か
ら
7
7
人

に
拡

大
し
ま
す
。

・
令

和
５
年

３
月

３
１
日

で
三

光
学

童
ク
ラ
ブ
（
定

員
１
６
０
人

）
は
終

了
し
、
神

応
学

童
ク
ラ
ブ
（
定

員
1
7
0
人

）
を
開

設
し
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

-

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課
子

ど
も

若
者

支
援

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
1

放
課

後
等

の
居

場
所

づ
く

り
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
･
児

童
施

設
、

学
校

施
設

等
を

利
用

し
て

、
放

課
後

等
に

児
童

が
安

全
・

安
心

に
活

動
で

き
る

居
場

所
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
対

策
を
講

じ
な
が
ら
、

児
童

が
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
学

童
ク
ラ
ブ
の
入

会
待

ち
児

童
数

の
減

少
に
向

け
た
定

員
管

理
等

を
行

い
ま

す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
対

策
を
徹

底
し
た
う
え
で
、
令

和
４
年

４
月

か
ら
放

課
Ｇ
Ｏ
→

を
再

開
し
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く

り
に
取

り
組

み
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

1
9

− 99 −



2 2

2

2 2

3

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
･
児

童
施

設
、

学
校

施
設

等
を

利
用

し
て

、
放

課
後

等
に

児
童

が
安

全
・

安
心

に
活

動
で

き
る

居
場

所
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
対

策
を
徹

底
し
た
う
え
で
放

課
G
O

→
を
再

開
し
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
に
取

り
組

む
。

令
和

4
年

4
月

か
ら
は
、
放

課
G
O
→

を
再

開
し
ま
し
た
。

利
用

者
等

の
意

見
を
踏

ま
え
、
放

課
後

等
に
児

童
が
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

放
課

G
O
→

を
再

開
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課
生

涯
学

習
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
1

放
課

後
等

の
居

場
所

づ
く

り
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

所
得

限
度

額
未

満
の

ひ
と

り
親

家
庭

の
父

又
は

母
若

し
く

は
養

育
者

と
1
5
歳

～
1
8
歳

の
そ

の
児

童
を

対
象

に
、

医
療

費
の

自
己

負
担

分
の

一
部

を
助

成
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

支
援

子
ど

も
若

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
2

ひ
と

り
親

家
庭

等
医

療
費

助
成

掲
載

ペ
ー

ジ
82

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

対
象

者
が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
を
行

い
医

療
費

の
助

成
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和

4
年

度
末

受
給

者
数

　
1
,1
6
9
名

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
対

象
者

が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る

と
と
も
に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
し
医

療
費

の
助

成
に
努

め
ま
す
。

対
象

者
が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
及

び
手

当
の
支

給
に
努

め
ま

し
た
。

引
き
続

き
、
対

象
者

が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る
と
と
も

に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
し
医

療
費

の
助

成
に
努

め
ま
す
。

2
0

− 100 −



2 2

2

2 2

3

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

館
･
児

童
施

設
、

学
校

施
設

等
を

利
用

し
て

、
放

課
後

等
に

児
童

が
安

全
・

安
心

に
活

動
で

き
る

居
場

所
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
・

子
育

ち
環

境
の

支
援

・
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
対

策
を
徹

底
し
た
う
え
で
放

課
G
O

→
を
再

開
し
、
小

学
校

の
児

童
が
放

課
後

等
の
時

間
に
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
に
取

り
組

む
。

令
和

4
年

4
月

か
ら
は
、
放

課
G
O
→

を
再

開
し
ま
し
た
。

利
用

者
等

の
意

見
を
踏

ま
え
、
放

課
後

等
に
児

童
が
安

全
・
安

心
に
活

動
で
き
る
居

場
所

づ
く
り
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

放
課

G
O
→

を
再

開
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
81

担
当

課
生

涯
学

習
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
1

放
課

後
等

の
居

場
所

づ
く

り
の

推
進

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

所
得

限
度

額
未

満
の

ひ
と

り
親

家
庭

の
父

又
は

母
若

し
く

は
養

育
者

と
1
5
歳

～
1
8
歳

の
そ

の
児

童
を

対
象

に
、

医
療

費
の

自
己

負
担

分
の

一
部

を
助

成
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

支
援

子
ど

も
若

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
2

ひ
と

り
親

家
庭

等
医

療
費

助
成

掲
載

ペ
ー

ジ
82

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

対
象

者
が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
を
行

い
医

療
費

の
助

成
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和

4
年

度
末

受
給

者
数

　
1
,1
6
9
名

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
対

象
者

が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る

と
と
も
に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
し
医

療
費

の
助

成
に
努

め
ま
す
。

対
象

者
が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
及

び
手

当
の
支

給
に
努

め
ま

し
た
。

引
き
続

き
、
対

象
者

が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る
と
と
も

に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
し
医

療
費

の
助

成
に
努

め
ま
す
。

2
0

2 2

3

2 2

3

2 2

3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

３
年

度
の

利
用

実
績

を
踏

ま
え

、
ひ

と
り

親
家

庭
の

父
ま

た
は

母
へ

の
育

児
・
家

事
援

助
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

し
ま

す
。

港
区

在
住

の
小

学
生

以
下

の
児

童
が

い
る

ひ
と

り
親

家
庭

を
対

象
に

、
家

事
援

助
・
育

児
サ

ー
ビ

ス
を

、
1
日

１
回

、
２

時
間

、
３

時
間

、
４

時
間

の
い

ず
れ

か
の

利
用

限
度

を
設

け
、
子

ど
も

の
年

齢
に

よ
り

月
2

4
時

間
か

ら
４

８
時

間
の

上
限

で
実

施
し

ま
し

た
。

３
年

度
の

利
用

実
績

を
踏

ま
え

、
ひ

と
り

親
家

庭
の

父
ま

た
は

母
へ

の
育

児
・
家

事
援

助
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

し
ま

す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

小
学

生
以

下
の

ひ
と

り
親

家
庭

の
父

又
は

母
へ

の
育

児
・

家
事

援
助

サ
ー

ビ
ス

を
、

午
前

７
時

～
午

後
1
0
時

ま
で

の
間

の
１

日
１

回
４

時
間

上
限

（
１

月
当

た
り

の
利

用
時

間
数

上
限

あ
り

）
で

実
施

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
ひ

と
り

親
家

庭
へ

の
支

援

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
3

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

掲
載

ペ
ー

ジ
82

担
当

課

子
ど

も
若

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
4

児
童

育
成

手
当

等
の

支
給

掲
載

ペ
ー

ジ
82

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

サ
ー

ビ
ス

内
容

を
見

直
し

た
結

果
、
昨

年
度

に
比

べ
利

用
時

間
数

が
増

え
ま

し
た

。
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

対
象

者
が

公
平

に
利

用
で

き
る

よ
う

、
広

く
制

度
を

周
知

す
る

と
と

も
に

、
適

正
な

審
査

に
よ

り
、
円

滑
か

つ
迅

速
な

資
格

認
定

及
び

手
当

の
支

給
を

達
成

で
き

ま
し

た
。

令
和

4
年

度
末

受
給

者
数

  
 1

,3
4

0
名

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き

続
き

、
対

象
者

が
公

平
に

利
用

で
き

る
よ

う
、
広

く
制

度
を

周
知

す
る

と
と

も
に

、
適

正
な

審
査

に
よ

り
、
円

滑
か

つ
迅

速
な

資
格

認
定

及
び

手
当

の
支

給
に

努
め

ま
す

。

対
象

者
が

公
平

に
利

用
で

き
る

よ
う

、
広

く
制

度
を

周
知

す
る

と
と

も
に

、
適

正
な

審
査

に
よ

り
、
円

滑
か

つ
迅

速
な

資
格

認
定

及
び

手
当

の
支

給
に

努
め

ま
し

た
。

引
き

続
き

、
対

象
者

が
公

平
に

利
用

で
き

る
よ

う
、
広

く
制

度
を

周
知

す
る

と
と

も
に

、
適

正
な

審
査

に
よ

り
、
円

滑
か

つ
迅

速
な

資
格

認
定

及
び

手
当

の
支

給
に

努
め

ま
す

。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

育
成

手
当

を
1
8
歳

に
達

し
た

日
以

後
の

最
初

の
３

月
3
1
日

ま
で

の
児

童
を

扶
養

す
る

ひ
と

り
親

家
庭

に
支

給
し

ま
す

。
ま

た
、

障
害

手
当

を
2
0
歳

未
満

で
障

害
の

あ
る

児
童

を
扶

養
す

る
家

庭
に

支
給

し
ま

す
。

な
お

、
東

京
都

の
制

度
に

基
づ

く
支

給
要

件
・

支
給

制
限

が
あ

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
ひ

と
り

親
家

庭
へ

の
支

援

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

1
8
歳

未
満

の
子

ど
も

を
養

育
し

て
い

る
、

Ｄ
Ｖ

か
ら

の
避

難
者

や
子

の
養

育
に

困
難

さ
を

抱
え

る
母

子
世

帯
及

び
母

子
世

帯
に

準
ず

る
世

帯
が

、
一

定
期

間
入

所
し
て

い
る

間
、

施
設

の
専

門
員

に
よ

る
心

身
と

生
活

を
安

定
す

る
た

め
の

相
談

・
援

助
を

行
い

、
再

び
自

立
生

活
を

営
め

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

支
援

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
5

母
子

生
活

支
援

施
設

入
所

実
施

掲
載

ペ
ー

ジ
82

担
当

課

-
-

A

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

D
V

か
ら

の
避

難
者

や
子

の
養

育
が

困
難

な
母

子
世

帯
が

入
所

し
ま

し
た

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

か
ら

、
施

設
内

の
保

育
や

学
童

な
ど

、
制

限
を

設
け

な
が

ら
実

施
し

ま
し

た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き

続
き

、
区

立
の

母
子

生
活

支
援

施
設

「
メ

ゾ
ン

・
ド

・
あ

じ
さ

い
」
に

お
い

て
、
ド

メ
ス

テ
ィ

ッ
ク

・バ
イ

オ
レ

ン
ス

等
、
様

々
な

事
情

に
よ

り
養

育
が

困
難

と
な

っ
た

母
子

世
帯

を
保

護
し

、
自

立
に

向
け

た
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。

区
立

の
母

子
生

活
支

援
施

設
「
メ

ゾ
ン

・
ド

・
あ

じ
さ

い
」
を

開
設

し
、
ド

メ
ス

テ
ィ

ッ
ク

・
バ

イ
オ

レ
ン

ス
等

、
様

々
な

事
情

に
よ

り
養

育
が

困
難

と
な

っ
た

母
子

世
帯

が
入

所
し

ま
し

た
。

引
き

続
き

、
区

立
の

母
子

生
活

支
援

施
設

「
メ

ゾ
ン

・
ド

・
あ

じ
さ

い
」
に

お
い

て
、
ド

メ
ス

テ
ィ

ッ
ク

・バ
イ

オ
レ

ン
ス

等
、
様

々
な

事
情

に
よ

り
養

育
が

困
難

と
な

っ
た

母
子

世
帯

を
保

護
し

、
自

立
に

向
け

た
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。

2
1

− 101 −



2 2

3

2 2

3

2 2

3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
適

正
な
審

査
と
迅

速
な
貸

付
を
行

う
こ
と
で
、
経

済
的

な
困

窮
状

態
に
あ
る
ひ
と
り
親

家
庭

の
安

定
を
図

る
こ
と
の
支

援
に
取

り
組

み
ま

す
。

適
正

な
審

査
と
迅

速
な
貸

付
を
行

う
こ
と
で
、
経

済
的

な
困

窮
状

態
に
あ
る
ひ
と
り
親

家
庭

の
安

定
を
図

る
こ
と
を
支

援
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
適

正
な
審

査
と
迅

速
な
貸

付
を
行

う
こ
と
で
、
経

済
的

な
困

窮
状

態
に

あ
る
ひ
と
り
親

家
庭

の
安

定
を
図

る
こ
と
の
支

援
に
取

り
組

み
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

ひ
と

り
親

家
庭

に
対

し
て

生
活

・
就

学
・

修
学

等
に

必
要

な
資

金
の

貸
付

を
行

い
ま

す
。

（
限

度
額

あ
り

）
施

策
の

方
向

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

支
援

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
6

母
子

及
び

父
子

福
祉

資
金

の
貸

付

掲
載

ペ
ー

ジ
82

担
当

課

子
ど

も
若

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
7

児
童

扶
養

手
当

の
支

給

掲
載

ペ
ー

ジ
82

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

ひ
と
り
親

家
庭

の
安

定
を
図

る
こ
と
を
支

援
す
る
た
め
、
母

子
及

び
父

子
福

祉
資

金
を
貸

し
付

け
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

対
象

者
が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
及

び
手

当
の
支

給
を
達

成
で
き
ま
し
た
。

令
和

4
年

度
末

受
給

者
数

　
8
8
7
名

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
対

象
者

が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る

と
と
も
に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
及

び
手

当
の
支

給
に
努

め
ま
す
。

対
象

者
が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
及

び
手

当
の
支

給
に
努

め
ま

し
た
。

引
き
続

き
、
対

象
者

が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る
と
と
も

に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
及

び
手

当
の
支

給
に
努

め
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

ひ
と

り
親

家
庭

等
の

生
活

の
安

定
と

自
立

の
促

進
を

支
援

し
、

児
童

の
福

祉
の

増
進

を
図

り
ま

す
。

な
お

、
国

の
制

度
に

基
づ

き
支

給
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

支
援

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

ひ
と

り
親

家
庭

の
職

業
訓

練
に

お
け

る
給

付
金

の
支

給
等

を
通

じ
て

就
労

を
支

援
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

支
援

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
8

ひ
と

り
親

就
労

支
援

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
82

担
当

課

-
-

A

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

保
育

士
等

の
資

格
取

得
や
就

労
の
際

の
講

座
受

講
に
か
か
る
経

費
の
一

部
を
支

給
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
ひ
と
り
親

家
庭

の
自

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

及
び
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

等
の
問

い
合

わ
せ
に
迅

速
に
対

応
し
、
就

労
支

援
に

取
り
組

み
ま
す
。

ひ
と
り
親

家
庭

の
自

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

及
び
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

等
の
問

い
合

わ
せ
に
迅

速
に
対

応
し
、
給

付
金

を
支

給
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
ひ
と
り
親

家
庭

の
自

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

及
び
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

等
の
問

い
合

わ
せ
に
迅

速
に
対

応
し
、
就

労
支

援
に
取

り
組

み
ま
す
。

2
2

− 102 −



2 2

3

2 2

3

2 2

3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
適

正
な
審

査
と
迅

速
な
貸

付
を
行

う
こ
と
で
、
経

済
的

な
困

窮
状

態
に
あ
る
ひ
と
り
親

家
庭

の
安

定
を
図

る
こ
と
の
支

援
に
取

り
組

み
ま

す
。

適
正

な
審

査
と
迅

速
な
貸

付
を
行

う
こ
と
で
、
経

済
的

な
困

窮
状

態
に
あ
る
ひ
と
り
親

家
庭

の
安

定
を
図

る
こ
と
を
支

援
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
適

正
な
審

査
と
迅

速
な
貸

付
を
行

う
こ
と
で
、
経

済
的

な
困

窮
状

態
に

あ
る
ひ
と
り
親

家
庭

の
安

定
を
図

る
こ
と
の
支

援
に
取

り
組

み
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

ひ
と

り
親

家
庭

に
対

し
て

生
活

・
就

学
・

修
学

等
に

必
要

な
資

金
の

貸
付

を
行

い
ま

す
。

（
限

度
額

あ
り

）
施

策
の

方
向

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

支
援

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
6

母
子

及
び

父
子

福
祉

資
金

の
貸

付

掲
載

ペ
ー

ジ
82

担
当

課

子
ど

も
若

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
7

児
童

扶
養

手
当

の
支

給

掲
載

ペ
ー

ジ
82

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

ひ
と
り
親

家
庭

の
安

定
を
図

る
こ
と
を
支

援
す
る
た
め
、
母

子
及

び
父

子
福

祉
資

金
を
貸

し
付

け
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

対
象

者
が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
及

び
手

当
の
支

給
を
達

成
で
き
ま
し
た
。

令
和

4
年

度
末

受
給

者
数

　
8
8
7
名

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
対

象
者

が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る

と
と
も
に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
及

び
手

当
の
支

給
に
努

め
ま
す
。

対
象

者
が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
及

び
手

当
の
支

給
に
努

め
ま

し
た
。

引
き
続

き
、
対

象
者

が
公

平
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
広

く
制

度
を
周

知
す
る
と
と
も

に
、
適

正
な
審

査
に
よ
り
、
円

滑
か
つ
迅

速
な
資

格
認

定
及

び
手

当
の
支

給
に
努

め
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

ひ
と

り
親

家
庭

等
の

生
活

の
安

定
と

自
立

の
促

進
を

支
援

し
、

児
童

の
福

祉
の

増
進

を
図

り
ま

す
。

な
お

、
国

の
制

度
に

基
づ

き
支

給
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

支
援

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

ひ
と

り
親

家
庭

の
職

業
訓

練
に

お
け

る
給

付
金

の
支

給
等

を
通

じ
て

就
労

を
支

援
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

支
援

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
8

ひ
と

り
親

就
労

支
援

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
82

担
当

課

-
-

A

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

保
育

士
等

の
資

格
取

得
や
就

労
の
際

の
講

座
受

講
に
か
か
る
経

費
の
一

部
を
支

給
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
ひ
と
り
親

家
庭

の
自

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

及
び
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

等
の
問

い
合

わ
せ
に
迅

速
に
対

応
し
、
就

労
支

援
に

取
り
組

み
ま
す
。

ひ
と
り
親

家
庭

の
自

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

及
び
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

等
の
問

い
合

わ
せ
に
迅

速
に
対

応
し
、
給

付
金

を
支

給
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
ひ
と
り
親

家
庭

の
自

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

及
び
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

等
の
問

い
合

わ
せ
に
迅

速
に
対

応
し
、
就

労
支

援
に
取

り
組

み
ま
す
。

2
2

2 2

3

2 3

1

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
状

況
を
注

視
し
な
が
ら
、
対

象
世

帯
に
対

し
、
月

１
回

食
料

品
や
日

用
品

の
給

付
を
行

い
、
ひ
と
り
親

家
庭

等
の
生

活
を
支

援
し
ま
す
。

対
象

世
帯

に
対

し
、
月

１
回

食
料

品
や
日

用
品

の
給

付
を
行

い
、
ひ
と
り
親

家
庭

等
の
生

活
を
支

援
し
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
状

況
や
物

価
高

騰
の
状

況
を
注

視
し
な
が
ら
、
対

象
世

帯
に
対

し
、
月

１
回

食
料

品
や
日

用
品

の
給

付
を
行

い
、
ひ
と
り
親

家
庭

等
の

生
活

を
支

援
し
ま
す
。

課
題

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り

事
業

内
容

児
童

扶
養

手
当

を
受

給
し

て
い

る
ひ

と
り

親
家

庭
等

に
対

し
、

食
料

品
や

日
用

品
の

給
付

を
月

１
回

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

支
援

子
ど

も
若

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

6
9

エ
ン

ジ
ョ

イ
・

セ
レ

ク
ト

事
業

《
新

規
》

掲
載

ペ
ー

ジ
82

担
当

課

保
健

福
祉

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
0

高
齢

者
の

就
業

支
援

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

利
用

者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通

し
て
給

付
す
る
食

料
品

や
日

用
品

の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
品

目
の
入

替
等

を
行

い
、
対

象
世

帯
に
対

し
生

活
支

援
の

充
実

を
図

り
ま
し
た
。

令
和

4
年

度
末

延
べ
配

付
世

帯
数

　
4
0
,3

6
6
世

帯
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和
４
年
度
は
会
員
数
が
1
,7

7
7
人

と
な
り
年

間
の
目

標
を
達

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請

負
＋

派
遣

の
合

計
契

約
金

額
が
8
0
5
,4

5
2
千
円
と
な
り
、
初

め
て
８
億

円
を
超

え
る
過

去
最

高
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

就
業

率
に
つ
い
て
も
前

年
度

比
６
．
６
%

増
で
8
5
.9

%
と
な
り
目

標
を
達

成
し
ま
し
た
。

会
員
数
：目

標
：1

,7
4
0
人
　
実
績
：1

,7
7
7
人

就
業
実
人
員
：目

標
：1

,3
9
2
人
　
実
績
：1

,5
2
8
人

年
間

就
業

率
：
目

標
：
8
0
.0

％
　
実

績
：
8
5
.9

％
請

負
契

約
金

額
目

標
：6

8
0
,0

0
0
千
円
　
実
績
：6

7
1
,4

5
2
千
円

シ
ル
バ
ー
派

遣
事

業
契

約
金

額
：
目

標
：
1
2
8
,0

0
0
千
円
　
実
績
：1

3
3
，
8
9
4
千
円

契
約

金
額

合
計

：
目

標
：8

0
8
.0

0
0
千
円
　
実
績
：8

0
5
,2

7
5
千
円

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
活

動
（
就

業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等

）
を
通

し
て
、
生

き
が
い

づ
く
り
の
支

援
や
地

域
社

会
の
活

性
化

を
図

る
公

益
社

団
法

人
港

区
シ
ル

バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
支

援
し
ま
す
。

（
公

社
）
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
対

し
運

営
費

、
事

業
費

の
補

助
金

を
支

出
し
ま
し
た
。

港
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
請
負
契
約
に
お
け
る
契
約
金
額
は
、
前
年
度
比
3
.7

％
増
で
、
6
7
1
,4

5
2
千
円
で
し
た
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
に
お
け
る
契
約
金
額
は
、
前
年
度
比
6
.0

％
増
で
、
1
3
3
,8

9
4
千
円
で
し
た
。

引
き
続

き
、
活

動
（
就

業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等

）
を
通

し
て
、
生

き
が
い
づ
く
り
の

支
援

や
地

域
社

会
の
活

性
化

を
図

る
公

益
社

団
法

人
港

区
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン

タ
ー
を
支

援
し
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

港
区

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

で
は

、
長

年
培

っ
て

き
た

経
験

や
能

力
を

発
揮

し
た

い
高

齢
者

に
向

け
て

様
々

な
仕

事
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
い

き
が

い
づ

く
り

に
つ

な
が

る
地

域
貢

献
活

動
も

実
施

し
て

い
ま

す
。

港
区

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

の
活

動
を

広
報

み
な

と
等

で
周

知
す

る
と

と
も

に
、

運
営

等
に

対
す

る
支

援
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

-
-

A

2
3
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2 3

1

2 3

1

2 3

1

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

障
害

者
の

自
立

を
一

層
促

進
す

る
た

め
、

生
産

性
や

工
賃

の
向

上
を

め
ざ

す
事

業
所

の
支

援
を

強
化

し
、

働
く

場
の

充
実

と
、

障
害

者
就

労
に

お
け

る
多

様
な

働
き

方
の

実
現

を
め

ざ
し

ま
す

。
ま

た
、

障
害

者
が

安
心

し
て

働
き

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

身
近

な
地

域
に

お
い

て
、

就
労

面
と

生
活

面
の

一
体

的
な

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
充

実
に

努
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

障
害

者
福

祉
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
1

障
害

者
の

就
労

支
援

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
た
な
障

害
者

就
労

機
会

を
創

出
す
る
た
め
、
分

身
ロ
ボ
ッ
ト
を
活

用
し
た
就

労
や
超

短
時

間
就

労
の
推

進
に
取

り
組

み
、
多

様
な
働

き
方

を
支

援
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
超

短
時

間
就

労
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年

度
は
実

績
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令

和
４
年

度
で
は
1
1
名

の
方

が
就

労
に

結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

分
身

ロ
ボ
ッ
ト
を
操

作
し
て
働

い
て
い
る
方

か
ら
、
「
外

出
し
て
い
る
気

分
に
な
れ
て
楽

し
い
」
「
い
ろ
い
ろ
な
人

と
接

し
な
が
ら
仕

事
が
で
き

る
の
が
う
れ
し
い
」
な
ど
、
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

超
短

時
間

就
労

の
推

進
は
、
超

短
時

間
雇

用
モ
デ
ル
を
構

築
し
た
「東

京
大

学
先

端
科

学
技

術
研

究
セ
ン
タ
ー
」、

企
業

へ
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
委

託
業

者
「
ピ
ー
プ
ル
デ
ザ
イ
ン
研

究
所

」
、
港

区
就

労
支

援
セ
ン
タ
ー
か
も
め
を
受

託
し
て
い
る
「
み
な
と
障

が
い
者

福
祉

事
業

団
」

と
障

害
者

福
祉

課
が
連

携
・
協

力
し
て
取

り
組

ん
で
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
た
な
障

害
者

就
労

機
会

を
創

出
し
、
多

様
な
働

き
方

を
支

援
す
る
た
め
、

分
身

ロ
ボ
ッ
ト
を
活

用
し
た
就

労
場

所
の
拡

大
、
超

短
時

間
就

労
の
保

育
園

や
高

齢
者

施
設

な
ど
区

立
施

設
に
お
け
る
実

証
実

施
な
ど
、
障

害
者

の
働

く
選

択
肢

が
広

が
る
よ
う
取

組
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続

き
、
共

同
受

注
窓

口
を
活

用
し
た
販

路
拡

大
の
ほ
か
、
就

労
面

と
生

活
面

の
一

体
的

な
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
充

実
に
努

め
ま
す
。

令
和

３
年

７
月

か
ら
福

祉
売

店
「
は
な
み
ず
き
」で

の
分

身
ロ
ボ
ッ
ト
を
活

用
し
た
接

客
業

の
実

証
実

験
を
開

始
し
て
お
り
、
令

和
４
年

度
よ
り
１
人

増
え
、
現

在
３
名

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
ロ
ボ
ッ
ト
を
操

作
す
る
障

害
者

）
が
従

事
し
て
い
ま
す
。
ま
た
令

和
４
年

度
よ
り
、
障

害
保

健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内

の
み
な
の
カ
フ
ェ
タ
ン
ポ
ポ

で
の
接

客
や
映

画
会

で
の
案

内
等

、
分

身
ロ
ボ
ッ
ト
の
活

動
の
機

会
を
増

や
し
て
い
ま
す
。

超
短

時
間

就
労

（
週

1
0
時

間
未

満
の
就

労
）
に
つ
い
て
、
企

業
等

に
対

し
て
超

短
時

間
就

労
の
周

知
や
導

入
を
働

き
か
け
、
超

短
時

間
就

労
に
適

し
た
仕

事
と
就

労
を
希

望
す
る
障

害
者

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
、
令

和
４
年

度
で
は
１
１
名

の
方

が
就

労
に
結

び
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
共

同
受

注
に
加

え
、
企

業
と
連

携
し
た
販

売
会

や
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
出

店
な
ど
を
通

じ
て
、
新

た
な
販

路
の
拡

大
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

新
た
な
障

害
者

就
労

機
会

を
創

出
し
、
多

様
な
働

き
方

を
支

援
す
る
た
め
、
分

身
ロ

ボ
ッ
ト
を
活

用
し
た
就

労
機

会
の
更

な
る
拡

大
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
増

や
す
こ
と
に
取

り
組

む
と
と
も
に
、
超

短
時

間
就

労
の
機

会
を
区

立
施

設
や
区

の
各

部
署

で
拡

大
す

る
な
ど
、
障

害
者

の
働

く
選

択
肢

が
広

が
る
よ
う
取

組
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続

き
、
共

同
受

注
窓

口
を
活

用
し
た
販

路
拡

大
の
ほ
か
、
就

労
面

と
生

活
面

の
一

体
的

な
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
充

実
に
努

め
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

書
類

作
成

に
対

し
負

担
を
感

じ
る
役

員
が
多

い
た
め
、
個

々
の
ク
ラ
ブ
の
状

況
に
応

じ
た
書

類
作

成
の
サ
ポ
ー
ト
し
、
引

き
続

き
誰

も
が
参

加
し
や
す
い

老
人

ク
ラ
ブ
に
な
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

4
月

の
実

績
報

告
及

び
助

成
金

申
請

時
期

に
合

わ
せ
て
、
書

類
作

成
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。

個
々

の
ク
ラ
ブ
の
実

情
に
応

じ
た
書

類
作

成
の
サ
ポ
ー
ト
し
、
引

き
続

き
誰

も
が
参

加
し
や
す
い
老

人
ク
ラ
ブ
に
な
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

高
齢

者
が

地
域

社
会

と
一

体
と

な
り

活
動

す
る

自
主

的
団

体
で

あ
る

老
人

ク
ラ

ブ
を

育
成

し
、

そ
の

運
営

を
助

成
す

る
た

め
、

会
員

数
に

応
じ

た
助

成
金

を
交

付
し

ま
す

。
ま

た
、

各
老

人
ク

ラ
ブ

の
育

成
指

導
と

会
員

相
互

の
親

睦
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

港
区

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

の
運

営
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

芝
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
2

老
人

ク
ラ

ブ
の

育
成

と
運

営
助

成

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

各
老

人
ク
ラ
ブ
の
実

情
に
応

じ
て
、
会

長
宅

を
訪

問
し
書

類
作

成
の
補

助
を
行

っ
た
り
、
年

間
複

数
回

会
計

役
員

ら
と
顔

を
合

わ
せ
る
な
ど
し
、
円

滑
な

ク
ラ
ブ
運

営
及

び
活

動
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課
麻

布
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
2

老
人

ク
ラ

ブ
の

育
成

と
運

営
助

成

-
-

B

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

高
齢

者
が

地
域

社
会

と
一

体
と

な
り

活
動

す
る

自
主

的
団

体
で

あ
る

老
人

ク
ラ

ブ
を

育
成

し
、

そ
の

運
営

を
助

成
す

る
た

め
、

会
員

数
に

応
じ

た
助

成
金

を
交

付
し

ま
す

。
ま

た
、

各
老

人
ク

ラ
ブ

の
育

成
指

導
と

会
員

相
互

の
親

睦
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

港
区

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

の
運

営
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活

動
支

援
・
育

成
を
通

じ
て
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

会
員

数
に
応

じ
た
助

成
金

を
交

付
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
支

援
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活

動
支

援
・
育

成
を
通

じ
て
高

齢
者

の
生

き
が
い
づ
く
り

を
支

援
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

各
老

人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍

前
と
ほ
ぼ
同

等
の
活

動
が
実

施
さ
れ
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

2
4
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2 3

1

2 3

1

2 3

1

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

障
害

者
の

自
立

を
一

層
促

進
す

る
た

め
、

生
産

性
や

工
賃

の
向

上
を

め
ざ

す
事

業
所

の
支

援
を

強
化

し
、

働
く

場
の

充
実

と
、

障
害

者
就

労
に

お
け

る
多

様
な

働
き

方
の

実
現

を
め

ざ
し

ま
す

。
ま

た
、

障
害

者
が

安
心

し
て

働
き

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

身
近

な
地

域
に

お
い

て
、

就
労

面
と

生
活

面
の

一
体

的
な

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
充

実
に

努
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

障
害

者
福

祉
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
1

障
害

者
の

就
労

支
援

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
た
な
障

害
者

就
労

機
会

を
創

出
す
る
た
め
、
分

身
ロ
ボ
ッ
ト
を
活

用
し
た
就

労
や
超

短
時

間
就

労
の
推

進
に
取

り
組

み
、
多

様
な
働

き
方

を
支

援
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
超

短
時

間
就

労
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年

度
は
実

績
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令

和
４
年

度
で
は
1
1
名

の
方

が
就

労
に

結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

分
身

ロ
ボ
ッ
ト
を
操

作
し
て
働

い
て
い
る
方

か
ら
、
「
外

出
し
て
い
る
気

分
に
な
れ
て
楽

し
い
」
「
い
ろ
い
ろ
な
人

と
接

し
な
が
ら
仕

事
が
で
き

る
の
が
う
れ
し
い
」
な
ど
、
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

超
短

時
間

就
労

の
推

進
は
、
超

短
時

間
雇

用
モ
デ
ル
を
構

築
し
た
「東

京
大

学
先

端
科

学
技

術
研

究
セ
ン
タ
ー
」、

企
業

へ
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
委

託
業

者
「
ピ
ー
プ
ル
デ
ザ
イ
ン
研

究
所

」
、
港

区
就

労
支

援
セ
ン
タ
ー
か
も
め
を
受

託
し
て
い
る
「
み
な
と
障

が
い
者

福
祉

事
業

団
」

と
障

害
者

福
祉

課
が
連

携
・
協

力
し
て
取

り
組

ん
で
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
た
な
障

害
者

就
労

機
会

を
創

出
し
、
多

様
な
働

き
方

を
支

援
す
る
た
め
、

分
身

ロ
ボ
ッ
ト
を
活

用
し
た
就

労
場

所
の
拡

大
、
超

短
時

間
就

労
の
保

育
園

や
高

齢
者

施
設

な
ど
区

立
施

設
に
お
け
る
実

証
実

施
な
ど
、
障

害
者

の
働

く
選

択
肢

が
広

が
る
よ
う
取

組
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続

き
、
共

同
受

注
窓

口
を
活

用
し
た
販

路
拡

大
の
ほ
か
、
就

労
面

と
生

活
面

の
一

体
的

な
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
充

実
に
努

め
ま
す
。

令
和

３
年

７
月

か
ら
福

祉
売

店
「
は
な
み
ず
き
」で

の
分

身
ロ
ボ
ッ
ト
を
活

用
し
た
接

客
業

の
実

証
実

験
を
開

始
し
て
お
り
、
令

和
４
年

度
よ
り
１
人

増
え
、
現

在
３
名

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
ロ
ボ
ッ
ト
を
操

作
す
る
障

害
者

）
が
従

事
し
て
い
ま
す
。
ま
た
令

和
４
年

度
よ
り
、
障

害
保

健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内

の
み
な
の
カ
フ
ェ
タ
ン
ポ
ポ

で
の
接

客
や
映

画
会

で
の
案

内
等

、
分

身
ロ
ボ
ッ
ト
の
活

動
の
機

会
を
増

や
し
て
い
ま
す
。

超
短

時
間

就
労

（
週

1
0
時

間
未

満
の
就

労
）
に
つ
い
て
、
企

業
等

に
対

し
て
超

短
時

間
就

労
の
周

知
や
導

入
を
働

き
か
け
、
超

短
時

間
就

労
に
適

し
た
仕

事
と
就

労
を
希

望
す
る
障

害
者

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
、
令

和
４
年

度
で
は
１
１
名

の
方

が
就

労
に
結

び
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
共

同
受

注
に
加

え
、
企

業
と
連

携
し
た
販

売
会

や
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
出

店
な
ど
を
通

じ
て
、
新

た
な
販

路
の
拡

大
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

新
た
な
障

害
者

就
労

機
会

を
創

出
し
、
多

様
な
働

き
方

を
支

援
す
る
た
め
、
分

身
ロ

ボ
ッ
ト
を
活

用
し
た
就

労
機

会
の
更

な
る
拡

大
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
増

や
す
こ
と
に
取

り
組

む
と
と
も
に
、
超

短
時

間
就

労
の
機

会
を
区

立
施

設
や
区

の
各

部
署

で
拡

大
す

る
な
ど
、
障

害
者

の
働

く
選

択
肢

が
広

が
る
よ
う
取

組
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続

き
、
共

同
受

注
窓

口
を
活

用
し
た
販

路
拡

大
の
ほ
か
、
就

労
面

と
生

活
面

の
一

体
的

な
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
充

実
に
努

め
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

書
類

作
成

に
対

し
負

担
を
感

じ
る
役

員
が
多

い
た
め
、
個

々
の
ク
ラ
ブ
の
状

況
に
応

じ
た
書

類
作

成
の
サ
ポ
ー
ト
し
、
引

き
続

き
誰

も
が
参

加
し
や
す
い

老
人

ク
ラ
ブ
に
な
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

4
月

の
実

績
報

告
及

び
助

成
金

申
請

時
期

に
合

わ
せ
て
、
書

類
作

成
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。

個
々

の
ク
ラ
ブ
の
実

情
に
応

じ
た
書

類
作

成
の
サ
ポ
ー
ト
し
、
引

き
続

き
誰

も
が
参

加
し
や
す
い
老

人
ク
ラ
ブ
に
な
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

高
齢

者
が

地
域

社
会

と
一

体
と

な
り

活
動

す
る

自
主

的
団

体
で

あ
る

老
人

ク
ラ

ブ
を

育
成

し
、

そ
の

運
営

を
助

成
す

る
た

め
、

会
員

数
に

応
じ

た
助

成
金

を
交

付
し

ま
す

。
ま

た
、

各
老

人
ク

ラ
ブ

の
育

成
指

導
と

会
員

相
互

の
親

睦
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

港
区

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

の
運

営
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

芝
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
2

老
人

ク
ラ

ブ
の

育
成

と
運

営
助

成

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

各
老

人
ク
ラ
ブ
の
実

情
に
応

じ
て
、
会

長
宅

を
訪

問
し
書

類
作

成
の
補

助
を
行

っ
た
り
、
年

間
複

数
回

会
計

役
員

ら
と
顔

を
合

わ
せ
る
な
ど
し
、
円

滑
な

ク
ラ
ブ
運

営
及

び
活

動
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課
麻

布
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
2

老
人

ク
ラ

ブ
の

育
成

と
運

営
助

成

-
-

B

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

高
齢

者
が

地
域

社
会

と
一

体
と

な
り

活
動

す
る

自
主

的
団

体
で

あ
る

老
人

ク
ラ

ブ
を

育
成

し
、

そ
の

運
営

を
助

成
す

る
た

め
、

会
員

数
に

応
じ

た
助

成
金

を
交

付
し

ま
す

。
ま

た
、

各
老

人
ク

ラ
ブ

の
育

成
指

導
と

会
員

相
互

の
親

睦
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

港
区

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

の
運

営
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活

動
支

援
・
育

成
を
通

じ
て
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

会
員

数
に
応

じ
た
助

成
金

を
交

付
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
支

援
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活

動
支

援
・
育

成
を
通

じ
て
高

齢
者

の
生

き
が
い
づ
く
り

を
支

援
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

各
老

人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍

前
と
ほ
ぼ
同

等
の
活

動
が
実

施
さ
れ
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

2
4

2 3

1

2 3

1

2 3

1

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課
赤

坂
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
2

老
人

ク
ラ

ブ
の

育
成

と
運

営
助

成

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

高
齢

者
が

地
域

社
会

と
一

体
と

な
り

活
動

す
る

自
主

的
団

体
で

あ
る

老
人

ク
ラ

ブ
を

育
成

し
、

そ
の

運
営

を
助

成
す

る
た

め
、

会
員

数
に

応
じ

た
助

成
金

を
交

付
し

ま
す

。
ま

た
、

各
老

人
ク

ラ
ブ

の
育

成
指

導
と

会
員

相
互

の
親

睦
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

港
区

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

の
運

営
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
老

人
ク
ラ
ブ
活

動
を
通

し
て
、
高

齢
者

の
い
き
が
い
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

５
団

体
、
1
,6

0
2
千

円
の
助

成
を
し
て
い
ま
す
。

・
赤

坂
新

和
会

（
６
2
名

）
：
男

性
１
2
名

、
女

性
：
5
0
名

・
赤

坂
和

合
会

（
５
6
名

）
：
男

性
１
3
名

、
女

性
：
4
3
名

・
青

山
常

盤
会

（
５
6
名

）
：
男

性
４
名

、
女

性
：
５
2
名

・
青

山
富

士
見

会
（
３
３
名

）
：
男

性
6
名

、
女

性
：
２
7
名

・
青

山
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
（
３
3
名

）
：
男

性
１
6
名

、
女

性
：
１
7
名

総
計

２
４
0
名

、
会

長
：男

性
２
名

、
女

性
３
名

引
き
続

き
、
老

人
ク
ラ
ブ
活

動
を
通

し
て
、
高

齢
者

の
い
き
が
い
づ
く
り
を
支

援
し
ま

す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

拡
大

防
止

を
し
な
が
ら
、
各

団
体

が
で
き
る
こ
と
を
工

夫
し
て
、
ク
ラ
ブ
運

営
を
行

い
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課
高

輪
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
2

老
人

ク
ラ

ブ
の

育
成

と
運

営
助

成

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

高
齢

者
が

地
域

社
会

と
一

体
と

な
り

活
動

す
る

自
主

的
団

体
で

あ
る

老
人

ク
ラ

ブ
を

育
成

し
、

そ
の

運
営

を
助

成
す

る
た

め
、

会
員

数
に

応
じ

た
助

成
金

を
交

付
し

ま
す

。
ま

た
、

各
老

人
ク

ラ
ブ

の
育

成
指

導
と

会
員

相
互

の
親

睦
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

港
区

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

の
運

営
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
引

き
続

き
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活

動
が
充

実
す
る
よ
う

に
支

援
・
育

成
に
取

り
組

み
、
高

齢
者

の
生

き
が
い
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

高
齢

者
の
自

主
的

団
体

で
あ
る
老

人
ク
ラ
ブ
の
育

成
を
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
の
相

談
に
乗

り
、
外

出
や
活

動
を
制

限
す
る
中

で
の
生

き
が
い

づ
く
り
の
応

援
に
努

め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
引

き
続

き
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活

動
が
充

実
す
る
よ
う
に
支

援
・

育
成

に
取

り
組

み
、
高

齢
者

の
生

き
が
い
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
、
生

き
が
い
や
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
活

動
に
関

す
る
相

談
に
乗

り
、
補

助
金

の
活

用
方

法
な
ど
の
案

内
を
す
る
こ
と
が
で
き
た

た
め
。

高
齢

者
が
地

域
社

会
と
一

体
と
な
り
活

動
す
る
自

主
的

団
体

で
あ
る
老

人
ク
ラ
ブ
を
育

成
し
、
そ
の
運

営
を
助

成
す
る
た
め
、
会

員
数

に
応

じ
た
助

成
金

を
交

付
し
ま
す
。

ま
た
、
各

老
人

ク
ラ
ブ
の
育

成
指

導
と
会

員
相

互
の
親

睦
を
図

る
こ
と
を
目

的
と
し
た
港

区
老

人
ク
ラ
ブ
連

合
会

の
運

営
を
支

援
し
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課
芝

浦
港

南
地

区
総

合
支

所
協

働
推

進
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
2

老
人

ク
ラ

ブ
の

育
成

と
運

営
助

成

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

高
齢

者
が

地
域

社
会

と
一

体
と

な
り

活
動

す
る

自
主

的
団

体
で

あ
る

老
人

ク
ラ

ブ
を

育
成

し
、

そ
の

運
営

を
助

成
す

る
た

め
、

会
員

数
に

応
じ

た
助

成
金

を
交

付
し

ま
す

。
ま

た
、

各
老

人
ク

ラ
ブ

の
育

成
指

導
と

会
員

相
互

の
親

睦
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

港
区

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

の
運

営
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
継

ぎ
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活

動
支

援
、
老

人
ク
ラ
ブ
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深

め
る
た
め
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
体

験
な
ど
を
実

施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢

者
の
生

活
を
豊

か
な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
い
き
い
き
し
た
高

齢
社

会
の
実

現
に
資

す
る
こ
と
を
目

的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活

性
化

を
図

り
相

互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る
た
め
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
体

験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
令

和
4
年

度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染

症
が
落

ち
着

い
た
時

期
、
ボ
ッ
チ
ャ
の
体

験
会

を
2
回

実
施

し
ま
し
た
。

引
き
継

ぎ
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活

動
支

援
、
老

人
ク
ラ
ブ
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深

め
る
た
め
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
体

験
な
ど
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

老
人

ク
ラ
ブ
の
活

動
支

援
に
つ
い
て
は
、
全

団
体

に
補

助
金

を
助

成
し
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各

体
験

教
室

の
実

施
も
徐

々
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

手
続

き
を
分

か
り
や
す
く
し
、
申

請
を
い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
に
電

子
化

が
必

要
で
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

2
5

− 105 −



2 3

1

2 3

1

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

高
齢

者
が

地
域

社
会

と
一

体
と

な
り

活
動

す
る

自
主

的
団

体
で

あ
る

老
人

ク
ラ

ブ
を

育
成

し
、

そ
の

運
営

を
助

成
す

る
た

め
、

会
員

数
に

応
じ

た
助

成
金

を
交

付
し

ま
す

。
ま

た
、

各
老

人
ク

ラ
ブ

の
育

成
指

導
と

会
員

相
互

の
親

睦
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

港
区

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

の
運

営
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

保
健

福
祉

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
2

老
人

ク
ラ

ブ
の

育
成

と
運

営
助

成

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

港
区

老
人

ク
ラ
ブ
連

合
会

の
事

務
局

と
情

報
共

有
を
し
な
が
ら
、
久

し
ぶ
り
の
開

催
と
な
る
行

事
に
つ
い
て
も
円

滑
に
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡

大
に
よ
り
一

部
実

施
で
き
な
か
っ
た
行

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
適

宜
事

務
局

か
ら
各

老
人

ク
ラ
ブ
に
対

し
て
情

報
提

供
等

を
行

い
ま
し
た
。

港
区

老
人

ク
ラ
ブ
連

合
会

主
催

の
イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
、
バ
ス
ハ
イ
ク
研

修
会

、
芸

能
大

会
、
映

画
鑑

賞
会

、
軽

体
操

や
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
の
活

動
等

、
多

く
の
行

事
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大

会
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡

大
防

止
の
た
め
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
老

人
ク
ラ
ブ
活

動
を
通

し
て
、
高

齢
者

の
生

き
が
い
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

高
齢

者
が
地

域
社

会
と
一

体
と
な
り
、
自

主
的

な
活

動
を
す
る
区

内
の
老

人
ク
ラ
ブ
（
4
7
ク
ラ
ブ
）
及

び
港

区
老

人
ク
ラ
ブ
連

合
会

に
対

し
て
助

成
金

を
交

付
し
、
そ
の
活

動
を
支

援
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
老

人
ク
ラ
ブ
活

動
を
通

し
て
、
高

齢
者

の
生

き
が
い
づ
く
り
を
支

援
し
ま

す
。

次
年

度
の

事
業

目
標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
の
た
め
、
令

和
2
年

度
に
お
い
て
前

年
度

比
で
半

減
し
た
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
9
0
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま

す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま
し
た
。
貸

室
利

用
実

績
は
令

和
元

年
度

比
8
9
.1
4
％

ま
で
回

復
し
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
の
た
め
、
令

和
2
年

度
に
お
い
て
前

年
度

比
で
半

減
し
た
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
0
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

敬
老

室
や

和
室

を
6
0
歳

以
上

の
人

に
開

放
し

、
健

康
の

保
持

・
増

進
に

つ
な

が
る

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

芝
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
3

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
等

で
の

高
齢

者
の

い
き

が
い

づ
く

り
の

応
援

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

へ
の
対

策
を
徹

底
す
る
こ
と
で
、
安

全
・
安

心
に
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況

2
6

− 106 −



2 3

1

2 3

1

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

高
齢

者
が

地
域

社
会

と
一

体
と

な
り

活
動

す
る

自
主

的
団

体
で

あ
る

老
人

ク
ラ

ブ
を

育
成

し
、

そ
の

運
営

を
助

成
す

る
た

め
、

会
員

数
に

応
じ

た
助

成
金

を
交

付
し

ま
す

。
ま

た
、

各
老

人
ク

ラ
ブ

の
育

成
指

導
と

会
員

相
互

の
親

睦
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

港
区

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

の
運

営
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

保
健

福
祉

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
2

老
人

ク
ラ

ブ
の

育
成

と
運

営
助

成

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

港
区

老
人

ク
ラ
ブ
連

合
会

の
事

務
局

と
情

報
共

有
を
し
な
が
ら
、
久

し
ぶ
り
の
開

催
と
な
る
行

事
に
つ
い
て
も
円

滑
に
実

施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡

大
に
よ
り
一

部
実

施
で
き
な
か
っ
た
行

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
適

宜
事

務
局

か
ら
各

老
人

ク
ラ
ブ
に
対

し
て
情

報
提

供
等

を
行

い
ま
し
た
。

港
区

老
人

ク
ラ
ブ
連

合
会

主
催

の
イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
、
バ
ス
ハ
イ
ク
研

修
会

、
芸

能
大

会
、
映

画
鑑

賞
会

、
軽

体
操

や
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
の
活

動
等

、
多

く
の
行

事
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大

会
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡

大
防

止
の
た
め
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
老

人
ク
ラ
ブ
活

動
を
通

し
て
、
高

齢
者

の
生

き
が
い
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

高
齢

者
が
地

域
社

会
と
一

体
と
な
り
、
自

主
的

な
活

動
を
す
る
区

内
の
老

人
ク
ラ
ブ
（
4
7
ク
ラ
ブ
）
及

び
港

区
老

人
ク
ラ
ブ
連

合
会

に
対

し
て
助

成
金

を
交

付
し
、
そ
の
活

動
を
支

援
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
老

人
ク
ラ
ブ
活

動
を
通

し
て
、
高

齢
者

の
生

き
が
い
づ
く
り
を
支

援
し
ま

す
。

次
年

度
の

事
業

目
標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
の
た
め
、
令

和
2
年

度
に
お
い
て
前

年
度

比
で
半

減
し
た
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
9
0
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま

す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま
し
た
。
貸

室
利

用
実

績
は
令

和
元

年
度

比
8
9
.1
4
％

ま
で
回

復
し
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
の
た
め
、
令

和
2
年

度
に
お
い
て
前

年
度

比
で
半

減
し
た
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
0
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

敬
老

室
や

和
室

を
6
0
歳

以
上

の
人

に
開

放
し

、
健

康
の

保
持

・
増

進
に

つ
な

が
る

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

芝
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
3

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
等

で
の

高
齢

者
の

い
き

が
い

づ
く

り
の

応
援

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

へ
の
対

策
を
徹

底
す
る
こ
と
で
、
安

全
・
安

心
に
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況

2
6

2 3

1

2 3

1

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課
麻

布
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
3

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
等

で
の

高
齢

者
の

い
き

が
い

づ
く

り
の

応
援

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

敬
老

室
や

和
室

を
6
0
歳

以
上

の
人

に
開

放
し

、
健

康
の

保
持

・
増

進
に

つ
な

が
る

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
の
た
め
、
令

和
2
年

度
に
お
い
て
前

年
度

比
で
半

減
し
た
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
0
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま

す
。

年
度

当
初

は
、
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
の
取

り
組

み
を
踏

ま
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
た
う
え
で
、
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。

警
戒

期
間

終
了

後
も
、
感

染
拡

大
防

止
対

策
を
徹

底
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
で
減

少
し
た
利

用
実

績
を
、
コ
ロ
ナ
前

に
戻

せ
る
よ
う
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し

た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
接

種
の
開

始
や
、
感

染
症

拡
大

防
止

対
策

を
徹

底
し
、
安

全
な
施

設
運

営
に
努

め
る
こ
と
で
、
利

用
者

が
安

心
し
て
施

設
を
利

用
で
き
る
状

況
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
し
つ
つ
あ
る
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課
赤

坂
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
3

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
等

で
の

高
齢

者
の

い
き

が
い

づ
く

り
の

応
援

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

敬
老

室
や

和
室

を
6
0
歳

以
上

の
人

に
開

放
し

、
健

康
の

保
持

・
増

進
に

つ
な

が
る

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
の
た
め
、
令

和
2
年

度
に
お
い
て
前

年
度

比
で
半

減
し
た
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
0
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま

す
。

年
度

当
初

は
、
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
の
取

り
組

み
を
踏

ま
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
た
う
え
で
、
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。

警
戒

期
間

終
了

後
も
、
感

染
拡

大
防

止
対

策
を
徹

底
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

令
和

5
年

4
月

に
神

応
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
を
新

規
開

設
す
る
こ
と
で
、
各

種
教

室
及

び
講

座
の
開

催
を
増

や
し
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
で
、

減
少

し
た
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
2
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
接

種
の
開

始
や
、
感

染
症

拡
大

防
止

対
策

を
徹

底
し
、
安

全
な
施

設
運

営
に
努

め
る
こ
と
で
、
利

用
者

が
安

心
し
て
施

設
を
利

用
で
き
る
状

況
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
し
つ
つ
あ
る
た
め
。

令
和

４
年

４
月

１
日

（
金

）
～

５
月

2
2
日

（
日

）
　
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
…

開
館

時
間

通
常

（
短

縮
な
し
）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

2
7
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1
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1

2 3

1

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
の
た
め
、
令

和
2
年

度
に
お
い
て
前

年
度

比
で
半

減
し
た
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
0
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま

す
。

年
度

当
初

は
、
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
の
取

り
組

み
を
踏

ま
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
た
う
え
で
、
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。

警
戒

期
間

終
了

後
も
、
感

染
拡

大
防

止
対

策
を
徹

底
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

令
和

5
年

4
月

に
神

応
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
を
新

規
開

設
す
る
こ
と
で
、
各

種
教

室
及

び
講

座
の
開

催
を
増

や
し
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
で
、

減
少

し
た
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
2
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

敬
老

室
や

和
室

を
6
0
歳

以
上

の
人

に
開

放
し

、
健

康
の

保
持

・
増

進
に

つ
な

が
る

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
3

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
等

で
の

高
齢

者
の

い
き

が
い

づ
く

り
の

応
援

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
接

種
の
開

始
や
、
感

染
症

拡
大

防
止

対
策

を
徹

底
し
、
安

全
な
施

設
運

営
に
努

め
る
こ
と
で
、
利

用
者

が
安

心
し
て
施

設
を
利

用
で
き
る
状

況
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
し
つ
つ
あ
る
た
め
。

令
和

４
年

４
月

１
日

（
金

）
～

５
月

2
2
日

（
日

）
　
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
…

開
館

時
間

通
常

（
短

縮
な
し
）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課
高

輪
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
3

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
等

で
の

高
齢

者
の

い
き

が
い

づ
く

り
の

応
援

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

敬
老

室
や

和
室

を
6
0
歳

以
上

の
人

に
開

放
し

、
健

康
の

保
持

・
増

進
に

つ
な

が
る

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
の
た
め
、
令

和
2
年

度
に
お
い
て
前

年
度

比
で
半

減
し
た
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
8
0
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま

す
。

神
応

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
令

和
5
年

4
月

開
設

に
向

け
、
引

き
続

き
、
旧

神
応

小
学

校
の
整

備
工

事
を
行

い
ま
す
。

年
度

当
初

は
、
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
の
取

組
を
踏

ま
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
た
う
え
で
、
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。
警

戒
期

間
終

了
後

も
、
感

染
拡

大
防

止
対

策
を
徹

底
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
神

応
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
令

和
5
年

4
月

開
設

に
向

け
旧

神
応

小
学

校
の
整

備
工

事
を
行

い
、
令

和
５
年

３
月

２
９
日

に
竣

工
し
ま
し
た
。

令
和

5
年

4
月

に
神

応
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
を
新

規
開

設
す
る
こ
と
で
、
各

種
教

室
及

び
講

座
の
開

催
を
増

や
し
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
で
、

減
少

し
た
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
2
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
接

種
の
開

始
や
、
感

染
症

拡
大

防
止

対
策

を
徹

底
し
、
安

全
な
施

設
運

営
に
努

め
る
こ
と
で
、
利

用
者

が
安

心
し
て
施

設
を
利

用
で
き
る
状

況
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
し
つ
つ
あ
る
た
め
。

令
和

４
年

４
月

１
日

（
金

）
～

５
月

2
2
日

（
日

）
　
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
…

開
館

時
間

通
常

（
短

縮
な
し
）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
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掲
載
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担
当

課
芝

浦
港

南
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
3

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
等

で
の

高
齢

者
の

い
き

が
い

づ
く

り
の

応
援

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

敬
老

室
や

和
室

を
6
0
歳

以
上

の
人

に
開

放
し

、
健

康
の

保
持

・
増

進
に

つ
な

が
る

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
の
た
め
、
令

和
2
年

度
に
お
い
て
前

年
度

比
で
半

減
し
た
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
0
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま

す
。

年
度

当
初

は
、
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
の
取

り
組

み
を
踏

ま
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
た
う
え
で
、
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。

警
戒

期
間

終
了

後
も
、
感

染
拡

大
防

止
対

策
を
徹

底
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

令
和

5
年

4
月

に
神

応
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
を
新

規
開

設
す
る
こ
と
で
、
各

種
教

室
及

び
講

座
の
開

催
を
増

や
し
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
で
、

減
少

し
た
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
2
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

参
考

情
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新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
接

種
の
開

始
や
、
感

染
症

拡
大

防
止

対
策

を
徹

底
し
、
安

全
な
施

設
運

営
に
努

め
る
こ
と
で
、
利

用
者

が
安

心
し
て
施

設
を
利

用
で
き
る
状

況
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
し
つ
つ
あ
る
た
め
。

令
和

４
年

４
月

１
日

（
金

）
～

５
月

2
2
日

（
日

）
　
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
…

開
館

時
間

通
常

（
短

縮
な
し
）

自
己

評
価

の
推

移

3
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/
元

2
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令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
の
た
め
、
令

和
2
年

度
に
お
い
て
前

年
度

比
で
半

減
し
た
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
0
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま

す
。

年
度

当
初

は
、
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
の
取

り
組

み
を
踏

ま
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
た
う
え
で
、
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。

警
戒

期
間

終
了

後
も
、
感

染
拡

大
防

止
対

策
を
徹

底
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

令
和

5
年

4
月

に
神

応
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
を
新

規
開

設
す
る
こ
と
で
、
各

種
教

室
及

び
講

座
の
開

催
を
増

や
し
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
で
、

減
少

し
た
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
2
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

敬
老

室
や

和
室

を
6
0
歳

以
上

の
人

に
開

放
し

、
健

康
の

保
持

・
増

進
に

つ
な

が
る

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
3

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
等

で
の

高
齢

者
の

い
き

が
い

づ
く

り
の

応
援

掲
載
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ー

ジ
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担
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自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
接

種
の
開

始
や
、
感

染
症

拡
大

防
止

対
策

を
徹

底
し
、
安

全
な
施

設
運

営
に
努

め
る
こ
と
で
、
利

用
者

が
安

心
し
て
施

設
を
利

用
で
き
る
状

況
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
し
つ
つ
あ
る
た
め
。

令
和

４
年

４
月

１
日

（
金

）
～

５
月

2
2
日

（
日

）
　
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
…

開
館

時
間

通
常

（
短

縮
な
し
）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課
高

輪
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
3

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
等

で
の

高
齢

者
の

い
き

が
い

づ
く

り
の

応
援

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

敬
老

室
や

和
室

を
6
0
歳

以
上

の
人

に
開

放
し

、
健

康
の

保
持

・
増

進
に

つ
な

が
る

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
の
た
め
、
令

和
2
年

度
に
お
い
て
前

年
度

比
で
半

減
し
た
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
8
0
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま

す
。

神
応

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
令

和
5
年

4
月

開
設

に
向

け
、
引

き
続

き
、
旧

神
応

小
学

校
の
整

備
工

事
を
行

い
ま
す
。

年
度

当
初

は
、
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
の
取

組
を
踏

ま
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
た
う
え
で
、
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。
警

戒
期

間
終

了
後

も
、
感

染
拡

大
防

止
対

策
を
徹

底
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
神

応
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
令

和
5
年

4
月

開
設

に
向

け
旧

神
応

小
学

校
の
整

備
工

事
を
行

い
、
令

和
５
年

３
月

２
９
日

に
竣

工
し
ま
し
た
。

令
和

5
年

4
月

に
神

応
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
を
新

規
開

設
す
る
こ
と
で
、
各

種
教

室
及

び
講

座
の
開

催
を
増

や
し
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
で
、

減
少

し
た
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
2
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
接

種
の
開

始
や
、
感

染
症

拡
大

防
止

対
策

を
徹

底
し
、
安

全
な
施

設
運

営
に
努

め
る
こ
と
で
、
利

用
者

が
安

心
し
て
施

設
を
利

用
で
き
る
状

況
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
し
つ
つ
あ
る
た
め
。

令
和

４
年

４
月

１
日

（
金

）
～

５
月

2
2
日

（
日

）
　
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
…

開
館

時
間

通
常

（
短

縮
な
し
）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3
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掲
載

ペ
ー

ジ
85

担
当

課
芝

浦
港

南
地

区
総

合
支

所
管

理
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
3

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
等

で
の

高
齢

者
の

い
き

が
い

づ
く

り
の

応
援

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

敬
老

室
や

和
室

を
6
0
歳

以
上

の
人

に
開

放
し

、
健

康
の

保
持

・
増

進
に

つ
な

が
る

各
種

事
業

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
の
た
め
、
令

和
2
年

度
に
お
い
て
前

年
度

比
で
半

減
し
た
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
0
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま

す
。

年
度

当
初

は
、
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
の
取

り
組

み
を
踏

ま
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
た
う
え
で
、
事

業
を
実

施
し
ま
し
た
。

警
戒

期
間

終
了

後
も
、
感

染
拡

大
防

止
対

策
を
徹

底
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

令
和

5
年

4
月

に
神

応
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
を
新

規
開

設
す
る
こ
と
で
、
各

種
教

室
及

び
講

座
の
開

催
を
増

や
し
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
で
、

減
少

し
た
利

用
実

績
を
令

和
元

年
度

実
績

比
1
0
2
％

に
近

づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
防

止
に
留

意
し
、
利

用
者

の
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
各

種
事

業
等

を
実

施
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

参
考

情
報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
接

種
の
開

始
や
、
感

染
症

拡
大

防
止

対
策

を
徹

底
し
、
安

全
な
施

設
運

営
に
努

め
る
こ
と
で
、
利

用
者

が
安

心
し
て
施

設
を
利

用
で
き
る
状

況
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
利

用
実

績
は
回

復
し
つ
つ
あ
る
た
め
。

令
和

４
年

４
月

１
日

（
金

）
～

５
月

2
2
日

（
日

）
　
東

京
都

の
リ
バ
ウ
ン
ド
警

戒
期

間
…

開
館

時
間

通
常

（
短

縮
な
し
）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

2
8

2 3

1

2 3

1

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
4

地
域

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

な
ど

精
神

障
害

者
を

支
え

る
地

域
の

支
援

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課

-
A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

３
年

６
月

か
ら
開

設
し
、
新

規
事

業
（
就

労
継

続
支

援
Ｂ
型

、
短

期
入

所
、
生

活
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
）
を
開

始
し
ま
し
た
。
各

事
業

と
も
、
利

用
者

が
継

続
的

に
増

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就

労
継

続
支

援
Ｂ
型

に
つ
い
て
は
、
安

定
し
た
受

注
や
喫

茶
で
の
販

売
が
で
き
て
お
り
、
利

用
者

の
工

賃
も
高

い
水

準
で
支

払
う
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

各
事

業
の
新

規
利

用
相

談
が
あ
っ
た
際

に
も
、
職

員
が
丁

寧
に
面

談
を
実

施
し
、
各

利
用

希
望

者
に
適

し
た
支

援
の
案

内
が
で
き
て
お

り
、
利

用
者

一
人

ひ
と
り
の
状

況
に
応

じ
、
一

貫
し
た
支

援
が
行

う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
規

事
業

に
つ
い
て
は
適

宜
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
を
見

直
し
、
各

事
業

を
連

動
さ
せ
、
精

神
障

害
者

に
対

す
る
一

貫
し
た
支

援
を
実

施
し
ま
す
。

令
和

３
年

６
月

か
ら
の
新

規
事

業
で
あ
る
「
生

活
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
」
で
は
、
館

内
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加

え
、
新

た
に
、
障

害
保

健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー

ル
を
活

用
し
た
、
運

動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

就
労

継
続

支
援

Ｂ
型

に
つ
い
て
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
啓

発
品

の
受

注
や
喫

茶
利

用
者

の
定

着
化

に
よ
り
、
売

り
上

げ
は
順

調
に
伸

び
て
い
ま
す
。

生
活

体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
に
つ
い
て
は
、
利

用
登

録
者

が
少

な
い
た
め
、
引

き
続

き
、
関

係
部

門
や
事

業
者

へ
の
周

知
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

の
提

供
や

相
談

支
援

、
各

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

等
、

利
用

者
の

社
会

復
帰

及
び

社
会

参
加

に
必

要
な

場
所

の
提

供
及

び
事

業
を

実
施

し
ま

す
。

※
令

和
３

年
６

月
か

ら
は

港
区

立
精

神
障

害
者

支
援

セ
ン

タ
ー

と
な

り
、

既
存

事
業

の
ほ

か
に

、
就

労
継

続
支

援
Ｂ

型
や

短
期

入
所

、
区

独
自

の
生

活
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
業

を
新

た
に

実
施

し
、

精
神

障
害

者
に

対
す

る
一

貫
し

た
支

援
を

実
施

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

障
害

者
福

祉
課

86
担

当
課

芝
地

区
総

合
支

所
区

民
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

- -
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

区
民

の
健

康
問

題
や
相

談
内

容
に
応

じ
て
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
、
継

続
し
て
支

援
で
き
た
た
め
。

令
和

4
年

8
月

に
福

祉
総

合
窓

口
が
開

設
し
、
障

害
お
よ
び
高

齢
の
専

門
相

談
員

、
保

健
師

に
よ
る
相

談
が
開

始
し
ま
し
た
。
必

要
に
応

じ
、
み
な
と
保

健
所

健
康

推
進

課
に
所

属
す
る
保

健
師

が
、
家

庭
訪

問
、
面

接
、
電

話
相

談
や
関

係
機

関
と
連

携
し
、
支

援
を
実

施
し
ま
し

た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

区
民

の
健

康
問

題
に
対

し
、
継

続
的

に
健

康
相

談
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
、

関
係

機
関

と
の
連

携
を
図

り
支

援
し
ま
す
。

区
民

の
心

身
の
健

康
に
つ
い
て
、
訪

問
・
面

接
・
電

話
等

に
よ
り
健

康
相

談
や
保

健
指

導
を
実

施
し
、
必

要
時

継
続

的
に
相

談
支

援
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
必

要
時

、
関

係
機

関
と
連

携
を
と
り
、
適

切
な
支

援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
調

整
を
行

い
ま
し
た
。

区
民

の
健

康
問

題
に
対

し
、
継

続
的

に
健

康
相

談
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
支

援
し
ま
す
。

7
5

家
庭

訪
問

保
健

指
導

の
実

施

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

心
身

の
健

康
に

関
す

る
不

安
、

悩
み

が
あ

る
人

及
び

家
族

を
対

象
に

家
庭

訪
問

を
し

ま
す

。
病

気
の

予
防

や
療

養
方

法
の

指
導

、
栄

養
指

導
を

行
い

健
康

の
保

持
・

増
進

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

掲
載

ペ
ー

ジ

2
9

− 109 −



2 3

1

2 3

1

2 3

1

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
5

家
庭

訪
問

保
健

指
導

の
実

施

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

心
身

の
健

康
に

関
す

る
不

安
、

悩
み

が
あ

る
人

及
び

家
族

を
対

象
に

家
庭

訪
問

を
し

ま
す

。
病

気
の

予
防

や
療

養
方

法
の

指
導

、
栄

養
指

導
を

行
い

健
康

の
保

持
・

増
進

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課
麻

布
地

区
総

合
支

所
区

民
課

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
つ
づ
き
健

康
相

談
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
支

援
し
ま
す
。

心
身

の
健

康
に
関

す
る
不

安
、
悩

み
が
あ
る
人

及
び
家

族
を
対

象
に
家

庭
訪

問
を
実

施
し
ま
し
た
。
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
、
健

康
の
保

持
・
増

進
を
支

援
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
健

康
相

談
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
支

援
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

必
要

に
応

じ
て
家

庭
訪

問
を
実

施
し
、
健

康
の
保

持
・
増

進
を
支

援
し
た
点

を
評

価
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課
赤

坂
地

区
総

合
支

所
区

民
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
5

家
庭

訪
問

保
健

指
導

の
実

施

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

心
身

の
健

康
に

関
す

る
不

安
、

悩
み

が
あ

る
人

及
び

家
族

を
対

象
に

家
庭

訪
問

を
し

ま
す

。
病

気
の

予
防

や
療

養
方

法
の

指
導

、
栄

養
指

導
を

行
い

健
康

の
保

持
・

増
進

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
相

談
の
内

容
に
よ
り
、
関

係
機

関
と
連

携
を
図

り
、
適

切
な
家

庭
訪

問
指

導
を
実

施
し
ま
す
。

心
身

の
健

康
に
関

す
る
不

安
、
悩

み
が
あ
る
人

及
び
家

族
を
対

象
に
家

庭
訪

問
を
実

施
し
ま
し
た
。
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
、
健

康
の
保

持
・
増

進
を
支

援
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
健

康
相

談
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
支

援
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

必
要

に
応

じ
て
家

庭
訪

問
を
実

施
し
、
健

康
の
保

持
・
増

進
を
支

援
し
た
点

を
評

価
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課
高

輪
地

区
総

合
支

所
区

民
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
5

家
庭

訪
問

保
健

指
導

の
実

施

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

心
身

の
健

康
に

関
す

る
不

安
、

悩
み

が
あ

る
人

及
び

家
族

を
対

象
に

家
庭

訪
問

を
し

ま
す

。
病

気
の

予
防

や
療

養
方

法
の

指
導

、
栄

養
指

導
を

行
い

健
康

の
保

持
・

増
進

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

心
身

の
健

康
問

題
を
抱

え
た
区

民
と
そ
の
家

族
に
対

し
、
家

庭
訪

問
す
る
こ

と
に
よ
り
病

気
の
予

防
や
療

養
生

活
の
指

導
等

を
行

い
、
健

康
の
保

持
増

進
を
図

り
ま
す
。

区
民

の
心

身
の
健

康
に
つ
い
て
、
訪

問
・
面

接
・
電

話
等

に
よ
り
健

康
相

談
や
保

健
指

導
を
実

施
し
、
必

要
に
応

じ
て
継

続
的

に
支

援
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、

状
況

に
応

じ
て
、
関

係
機

関
と
連

携
し
、
適

切
な
支

援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
調

整
を
行

い
ま
し
た
。

区
民

の
健

康
問

題
に
対

し
、
継

続
的

に
健

康
相

談
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
支

援
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

区
民

の
健

康
問

題
や
相

談
内

容
に
応

じ
て
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
、
継

続
し
て
支

援
で
き
た
た
め
。

令
和

4
年

8
月

に
福

祉
総

合
窓

口
が
開

設
し
、
保

健
師

、
障

害
分

野
の
専

門
相

談
員

、
高

齢
者

相
談

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
相

談
が
開

始
し
ま

し
た
。
保

健
師

は
、
み
な
と
保

健
所

健
康

推
進

課
か
ら
区

民
課

へ
兼

務
に
よ
り
輪

番
配

置
さ
れ
る
体

制
で
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

3
0

− 110 −



2 3

1

2 3

1

2 3

1

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
5

家
庭

訪
問

保
健

指
導

の
実

施

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

心
身

の
健

康
に

関
す

る
不

安
、

悩
み

が
あ

る
人

及
び

家
族

を
対

象
に

家
庭

訪
問

を
し

ま
す

。
病

気
の

予
防

や
療

養
方

法
の

指
導

、
栄

養
指

導
を

行
い

健
康

の
保

持
・

増
進

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課
麻

布
地

区
総

合
支

所
区

民
課

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
つ
づ
き
健

康
相

談
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
支

援
し
ま
す
。

心
身

の
健

康
に
関

す
る
不

安
、
悩

み
が
あ
る
人

及
び
家

族
を
対

象
に
家

庭
訪

問
を
実

施
し
ま
し
た
。
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
、
健

康
の
保

持
・
増

進
を
支

援
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
健

康
相

談
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
支

援
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

必
要

に
応

じ
て
家

庭
訪

問
を
実

施
し
、
健

康
の
保

持
・
増

進
を
支

援
し
た
点

を
評

価
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課
赤

坂
地

区
総

合
支

所
区

民
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
5

家
庭

訪
問

保
健

指
導

の
実

施

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

心
身

の
健

康
に

関
す

る
不

安
、

悩
み

が
あ

る
人

及
び

家
族

を
対

象
に

家
庭

訪
問

を
し

ま
す

。
病

気
の

予
防

や
療

養
方

法
の

指
導

、
栄

養
指

導
を

行
い

健
康

の
保

持
・

増
進

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
相

談
の
内

容
に
よ
り
、
関

係
機

関
と
連

携
を
図

り
、
適

切
な
家

庭
訪

問
指

導
を
実

施
し
ま
す
。

心
身

の
健

康
に
関

す
る
不

安
、
悩

み
が
あ
る
人

及
び
家

族
を
対

象
に
家

庭
訪

問
を
実

施
し
ま
し
た
。
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
、
健

康
の
保

持
・
増

進
を
支

援
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
健

康
相

談
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
支

援
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

必
要

に
応

じ
て
家

庭
訪

問
を
実

施
し
、
健

康
の
保

持
・
増

進
を
支

援
し
た
点

を
評

価
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課
高

輪
地

区
総

合
支

所
区

民
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
5

家
庭

訪
問

保
健

指
導

の
実

施

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

心
身

の
健

康
に

関
す

る
不

安
、

悩
み

が
あ

る
人

及
び

家
族

を
対

象
に

家
庭

訪
問

を
し

ま
す

。
病

気
の

予
防

や
療

養
方

法
の

指
導

、
栄

養
指

導
を

行
い

健
康

の
保

持
・

増
進

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

心
身

の
健

康
問

題
を
抱

え
た
区

民
と
そ
の
家

族
に
対

し
、
家

庭
訪

問
す
る
こ

と
に
よ
り
病

気
の
予

防
や
療

養
生

活
の
指

導
等

を
行

い
、
健

康
の
保

持
増

進
を
図

り
ま
す
。

区
民

の
心

身
の
健

康
に
つ
い
て
、
訪

問
・
面

接
・
電

話
等

に
よ
り
健

康
相

談
や
保

健
指

導
を
実

施
し
、
必

要
に
応

じ
て
継

続
的

に
支

援
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、

状
況

に
応

じ
て
、
関

係
機

関
と
連

携
し
、
適

切
な
支

援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
調

整
を
行

い
ま
し
た
。

区
民

の
健

康
問

題
に
対

し
、
継

続
的

に
健

康
相

談
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
支

援
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

区
民

の
健

康
問

題
や
相

談
内

容
に
応

じ
て
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
、
継

続
し
て
支

援
で
き
た
た
め
。

令
和

4
年

8
月

に
福

祉
総

合
窓

口
が
開

設
し
、
保

健
師

、
障

害
分

野
の
専

門
相

談
員

、
高

齢
者

相
談

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
相

談
が
開

始
し
ま

し
た
。
保

健
師

は
、
み
な
と
保

健
所

健
康

推
進

課
か
ら
区

民
課

へ
兼

務
に
よ
り
輪

番
配

置
さ
れ
る
体

制
で
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

3
0

2 3

1

2 3

1

高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
6

高
齢

者
の

健
康

保
持

増
進

の
た

め
の

各
種

事
業

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

良
か

っ
た

点
は

、
動

画
の

内
容

で
す

。
体

を
動

か
す

ミ
ニ

健
３

０
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
（
実

践
）
と

、
専

門
職

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
講

話
（
５

つ
の

テ
ー

マ
）
で

知
識

を
学

ぶ
内

容
と

、
充

実
し

た
内

容
の

動
画

を
作

製
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。
た

だ
し

、
大

き
く

２
点

の
課

題
が

残
っ

た
と

考
え

て
い

ま
す

。
１
点

目
は

、
D

V
D

の
配

布
や

Y
o
u
T

u
b
e
の

視
聴

促
進

で
す

。
２

点
目

は
、
D

V
D

配
布

時
、
区

民
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

渡
し

、
記

入
後

近
く

の
介

護
予

防
事

業
実

施
施

設
に

提
出

す
る

よ
う

依
頼

し
て

い
ま

し
た

が
、
現

時
点

で
ア

ン
ケ

ー
ト

が
回

収
で

き
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、
介

護
予

防
事

業
の

参
加

に
繋

が
っ

て
い

な
い

可
能

性
が

高
く

、
視

聴
後

の
変

化
を

把
握

で
き

て
い

な
い

こ
と

で
す

。

■
広

告
（
周

知
）

①
1
0

月
・
1
1
月

・
・
・
ち

ぃ
ば

す
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
て

２
分

3
0

秒
の

広
告

動
画

放
映

②
1
1
月

・
・
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
チ

ャ
ン

ネ
ル

（
J
-
C

O
M

）
　

 番
組

名
／

運
動

編
：
め

ざ
せ

ア
ク

テ
ィ

ブ
シ

ニ
ア

！
 自

宅
で

も
で

き
る

健
康

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

 ミ
ニ

健
3

0
　

尺
／

3
0

分
 　

エ
リ

ア
／

港
区

、
新

宿
区

編
成

日
時

／
月

曜
1
0

:0
0

、
火

曜
1
4

:0
0

、
水

曜
7

:3
0

、
木

曜
1
4

:0
0

、
金

曜
7

:3
0

、
土

曜
2

0
:3

0
、

 　
日

曜
1
9

:3
0

（１
か

月
間

毎
日

放
送

）
③

1
0

月
・
・
・
港

区
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・港

区
公

式
y
o
u
tu

b
e
チ

ャ
ン

ネ
ル

④
適

宜
・
・
・
チ

ラ
シ

の
配

布
（
Q

R
コ

ー
ド

あ
り

）
⑤

1
2

月
1
1
日

号
・
・
広

報
み

な
と

掲
載

（
Q

R
コ

ー
ド

あ
り

）
⑥

1
月

1
日

～
・
・
・
　

広
報

番
組

（
3

0
秒

程
度

1
月

放
送

）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

介
護

予
防

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

事
業

と
し

て
、
教

室
に

通
う

こ
と

が
で

き
な

い
人

で
あ

っ
て

も
、
実

際
に

教
室

に
通

っ
て

い
る

人
と

同
様

の
講

座
を

受
講

で
き

る
内

容
の

Ｄ
Ｖ

Ｄ
作

成
に

加
え

、
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で

の
紹

介
を

行
う

こ
と

で
、
場

所
や

時
間

を
選

ば
ず

、
よ

り
気

軽
に

介
護

予
防

に
参

加
で

き
る

環
境

を
つ

く
り

ま
す

。

区
で

展
開

し
て

い
る

介
護

予
防

事
業

（
教

室
）
に

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

兼
ね

合
い

で
参

加
で

き
な

い
場

合
や

、
教

室
に

申
し

込
ん

だ
が

抽
選

で
外

れ
て

し
ま

っ
た

等
、
様

々
な

事
情

で
参

加
で

き
な

い
人

に
、
自

宅
で

も
教

室
と

同
様

の
講

座
を

受
講

で
き

る
コ

ン
テ

ン
ツ

を
２

部
作

製
し

ま
し

た
。

【
内

容
①

】
ミ

ニ
健

3
0

（3
0

分
×

1
0

回
）
　

タ
イ

ト
ル

：
め

ざ
せ

ア
ク

テ
ィ

ブ
シ

ニ
ア

！
自

宅
で

も
で

き
る

健
康

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

　
ミ

ニ
健

3
0

【
内

容
②

】
講

話
（
約

1
0

分
×

5
本

）
１
．
低

栄
養

予
防

２
．
口

腔
機

能
３

．
閉

じ
こ

も
り

予
防

４
．
膝

痛
予

防
５

．
腰

痛
予

防
タ

イ
ト

ル
：め

ざ
せ

ア
ク

テ
ィ

ブ
シ

ニ
ア

！
自

宅
で

学
ぼ

う
介

護
予

防
　

講
話

結
果

、
Y

o
u
T

u
b
e
の

視
聴

回
数

は
伸

び
悩

ん
で

い
る

が
、
2

,0
0

0
セ

ッ
ト

作
成

し
た

D
V

D
は

、
令

和
４

年
度

に
４

８
０

セ
ッ

ト
配

布
し

ま
し

た
。

引
き

続
き

、
作

製
し

た
D

V
D

を
配

布
し

た
り

、
Y

o
u
T

u
b
e
動

画
の

周
知

を
図

っ
た

り
し

て
、
介

護
予

防
の

取
り

組
み

に
繋

が
る

よ
う

努
め

ま
す

。
ま

た
、
コ

ン
テ

ン
ツ

を
き

っ
か

け
に

介
護

予
防

事
業

へ
の

参
加

に
つ

な
が

る
よ

う
、
併

せ
て

実
施

教
室

の
紹

介
等

を
添

え
る

よ
う

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

従
来

型
の

施
設

に
通

う
介

護
予

防
事

業
に

加
え

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
介

護
予

防
事

業
や

、
社

会
参

加
に

つ
な

が
る

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

、
み

ん
な

と
い

き
い

き
体

操
の

普
及

等
、

介
護

予
防

の
取

組
の

更
な

る
推

進
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課
芝

浦
港

南
地

区
総

合
支

所
区

民
課

自
己

評
価

Ｃ
　

達
成

半
ば

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
体

制
と

窓
口

対
応

、
新

型
コ

ロ
ナ

の
中

で
の

訪
問

自
粛

な
ど

、
訪

問
に

出
向

く
こ

と
が

困
難

な
状

況
が

続
き

ま
し

た
。

窓
口

業
務

と
訪

問
業

務
、
２

つ
の

大
き

な
業

務
を

円
滑

に
行

う
た

め
の

方
策

を
検

討
し

ま
す

。
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

-
-

C

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
5

家
庭

訪
問

保
健

指
導

の
実

施

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

心
身

の
健

康
に

関
す

る
不

安
、

悩
み

が
あ

る
人

及
び

家
族

を
対

象
に

家
庭

訪
問

を
し

ま
す

。
病

気
の

予
防

や
療

養
方

法
の

指
導

、
栄

養
指

導
を

行
い

健
康

の
保

持
・

増
進

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

窓
口

業
務

と
両

立
を

図
り

、
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
、
効

率
よ

く
適

切
な

保
健

指
導

を
実

施
し

ま
す

。
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
役

割
分

担
を

し
、
保

健
師

に
よ

る
家

庭
訪

問
や

保
健

指
導

を
行

い
ま

し
た

。
令

和
4

年
8

月
よ

り
体

制
が

変
わ

り
ま

し
た

。
新

体
制

に
な

り
、
今

ま
で

以
上

に
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
、
効

率
よ

く
適

切
な

保
健

指
導

を
実

施
し

ま
す

。

3
1

− 111 −



2 3

1

2 3

1

2 3

1

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

在
宅

で
1
8
歳

以
上

の
身

体
障

害
が

あ
る

人
に

対
し

、
障

害
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
で

、
利

用
者

の
自

立
及

び
社

会
参

加
の

促
進

を
図

る
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

で
健

康
の

保
持

増
進

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

障
害

者
福

祉
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
7

自
立

訓
練

（
機

能
訓

練
）

事
業

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

利
用

者
の
自

立
及

び
社

会
参

加
の
促

進
が
図

れ
る
よ
う
、
一

人
ひ
と
り
の
身

体
機

能
や
生

活
能

力
に
応

じ
た
機

能
訓

練
を
実

施
し
ま
し
た
。

「
自

立
・
社

会
参

加
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
：
生

活
の
リ
ズ
ム
を
整

え
、
体

力
、
持

久
力

等
の
向

上
、
自

己
管

理
能

力
を
高

め
る
と
と
も
に
、
社

会
復

帰
に
向

け
た
準

備
や
社

会
生

活
力

を
高

め
ま
す
。
基

本
的

な
生

活
動

作
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
身

に
つ
け
、
諸

活
動

を
通

し
て
社

会
参

加
経

験
を
積

み
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
：
集

団
活

動
を
通

し
て
、
社

会
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高

め
ま
す
。
ま
た
、
自

立
、
社

会
参

加
に
必

要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
代

替
手

段
を
身

に
つ
け
ま
す
。

「
水

中
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
：
水

の
特

性
を
活

か
し
、
身

体
を
動

か
す
こ
と
の
楽

し
さ
、
心

身
と
も
に
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

利
用

者
の
自

立
及

び
社

会
参

加
の
促

進
が
図

れ
る
よ
う
、
身

体
機

能
・
生

活
能

力
の
維

持
・
向

上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
機

能
訓

練
を
実

施
し
ま
す
。

身
体

機
能

・
生

活
能

力
の
維

持
・
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
生

活
リ
ズ
ム
を
整

え
る
こ
と
や
体

力
の
向

上
な
ど
を
行

う
「
自

立
・
社

会
参

加
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
集

団
活

動
を
通

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高

め
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
水

の
中

で
身

体
を
動

か
す
こ
と
の
楽

し
さ
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
図

る
「
水

中
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
、
効

果
的

な
支

援
を
実

施
し
ま
し
た
。

利
用

者
の
自

立
及

び
社

会
参

加
の
促

進
が
図

れ
る
よ
う
、
身

体
機

能
・
生

活
能

力
の
維

持
・
向

上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
機

能
訓

練
を
実

施
し
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
高

齢
者

が
住

み
慣

れ
た
地

域
で
安

心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
在

宅
生

活
を
支

え
る
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努

め
ま
す
。

高
齢

者
が
住

み
慣

れ
た
地

域
で
安

心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
在

宅
生

活
を
支

え
る
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図

り
ま
し
た
。
在

宅
要

介
護

者
が
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
濃

厚
接

触
者

に
な
っ
た
場

合
等

の
支

援
を
実

施
し
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
、
介

護
が
必

要
な
高

齢
者

の
生

活
を
支

援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
加

齢
に
よ
る
難

聴
と
な
っ
た
高

齢
者

を
対

象
に
高

齢
者

補
聴

器
購

入
費

助
成

事
業

を
新

た
に
実

施
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
し
て
い
る
方

に
、
適

切
な

サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
努

め
ま
し
た
。

引
き
続

き
高

齢
者

が
住

み
慣

れ
た
地

域
で
安

心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
在

宅
生

活
を

支
え
る
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努

め
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

ひ
と

り
暮

ら
し

高
齢

者
や

高
齢

者
の

み
の

世
帯

の
増

加
が

見
込

ま
れ

て
い

る
中

、
生

活
環

境
の

変
化

や
多

様
化

す
る

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
、

見
守

り
機

能
を

持
つ

配
食

サ
ー

ビ
ス

や
訪

問
電

話
、

在
宅

生
活

へ
の

支
援

と
し

て
入

浴
支

援
用

具
や

シ
ル

バ
ー

カ
ー

等
の

日
常

生
活

用
具

の
給

付
、

介
護

が
必

要
な

方
へ

紙
お

む
つ

給
付

、
福

祉
キ

ャ
ブ

運
行

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

、
在

宅
生

活
の

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

各
地

区
に

配
置

し
た

ふ
れ

あ
い

相
談

員
に

よ
る

、
ひ

と
り

暮
ら

し
高

齢
者

等
の

見
守

り
、

支
援

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
8

高
齢

者
の

在
宅

生
活

を
支

え
る

各
種

サ
ー

ビ
ス

の
実

施

高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
9

高
齢

者
の

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

推
進

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
在

宅
要

介
護

者
へ
の
支

援
や
補

聴
器

購
入

費
助

成
事

業
を
開

始
す
る
な
ど
、
社

会
状

況
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努

め
た

た
め
。

各
種

サ
ー
ビ
ス
は
、
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

で
広

く
区

民
に
周

知
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
相

談
員

に
よ
る
訪

問
時

に
高

齢
者

の
状

況
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
案

内
す
る
な
ど
、
高

齢
者

の
在

宅
生

活
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

高
齢

者
地

域
支

援
連

絡
協

議
会

を
予

定
ど
お
り
２
回

開
催

し
、
高

齢
者

に
関

わ
る
様

々
な
事

項
を
、
警

察
、
消

防
、
民

生
委

員
・
児

童
委

員
等

関
係

機
関

と
顔

を
合

わ
せ
て
協

議
を
行

い
、
身

近
な
地

域
で
支

え
合

う
体

制
づ
く
り
を
推

進
し
た
た
め
。

高
齢

者
地

域
支

援
連

絡
協

議
会

の
地

区
組

織
で
あ
る
地

区
高

齢
者

支
援

連
絡

会
を
５
地

区
で
開

催
し
、
各

地
区

で
活

動
す
る
団

体
や

関
係

機
関

と
総

合
支

所
で
相

互
に
情

報
交

換
や
連

絡
調

整
を
行

い
、
連

携
を
図

り
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
協

定
内

容
の
再

確
認

を
行

う
な
ど
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
よ

り
密

に
し
、
閉

じ
こ
も
り
や
孤

立
を
防

ぐ
た
め
、
身

近
な
地

域
で
支

え
合

う
仕

組
み
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

高
齢

者
の
見

守
り
に
関

す
る
協

定
と
併

せ
て
、
東

京
都

が
進

め
て
い
る
「
都

と
事

業
者

と
の
連

携
に
よ
る
高

齢
者

等
を
支

え
る
地

域
づ
く
り
協

定
」
及

び
「
な
が

ら
見

守
り
連

携
事

業
」
の
協

定
に
よ
っ
て
、
事

業
者

と
の
連

携
を
深

め
て
い
ま
す
。
令

和
２
年

度
以

降
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
会

議
が
開

催
で

き
な
い
時

期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
令

和
４
年

度
は
、
感

染
対

策
を
講

じ
な
が
ら
会

議
を
開

催
し
、
関

係
機

関
の
取

組
の
報

告
や
区

か
ら
の
情

報
共

有
を
行

い
、

高
齢

者
の
見

守
り
や
虐

待
防

止
、
消

費
者

被
害

の
防

止
等

に
つ
い
て
、
関

係
機

関
が
連

携
し
て
取

り
組

む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
高

齢
者

地
域

支
援

連
絡

協
議

会
を
開

催
し
、
関

係
機

関
や
見

守
り
協

定
先

事
業

者
と
の
連

携
を
よ
り
密

に
し
、
高

齢
者

の
孤

立
を
防

ぐ
た
め
、
身

近
な
地

域
で
支

え
合

う
仕

組
み
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

「
高

齢
者

地
域

支
援

連
絡

協
議

会
」

や
各

地
区

の
「

地
区

高
齢

者
支

援
連

絡
会

」
で

の
情

報
交

換
や

協
議

を
踏

ま
え

、
高

齢
者

を
取

り
巻

く
地

域
の

様
々

な
機

関
、

活
動

主
体

、
高

齢
者

の
見

守
り

協
定

先
事

業
者

な
ど

と
協

働
し

、
地

域
で

の
日

々
の

見
守

り
や

虐
待

防
止

、
消

費
者

被
害

の
防

止
な

ど
の

、
高

齢
者

の
地

域
に

お
け

る
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

推
進

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

-
-

A

3
2

− 112 −



2 3

1

2 3

1

2 3

1

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

在
宅

で
1
8
歳

以
上

の
身

体
障

害
が

あ
る

人
に

対
し

、
障

害
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
で

、
利

用
者

の
自

立
及

び
社

会
参

加
の

促
進

を
図

る
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

で
健

康
の

保
持

増
進

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

障
害

者
福

祉
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
7

自
立

訓
練

（
機

能
訓

練
）

事
業

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

利
用

者
の
自

立
及

び
社

会
参

加
の
促

進
が
図

れ
る
よ
う
、
一

人
ひ
と
り
の
身

体
機

能
や
生

活
能

力
に
応

じ
た
機

能
訓

練
を
実

施
し
ま
し
た
。

「
自

立
・
社

会
参

加
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
：
生

活
の
リ
ズ
ム
を
整

え
、
体

力
、
持

久
力

等
の
向

上
、
自

己
管

理
能

力
を
高

め
る
と
と
も
に
、
社

会
復

帰
に
向

け
た
準

備
や
社

会
生

活
力

を
高

め
ま
す
。
基

本
的

な
生

活
動

作
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
身

に
つ
け
、
諸

活
動

を
通

し
て
社

会
参

加
経

験
を
積

み
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
：
集

団
活

動
を
通

し
て
、
社

会
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高

め
ま
す
。
ま
た
、
自

立
、
社

会
参

加
に
必

要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
代

替
手

段
を
身

に
つ
け
ま
す
。

「
水

中
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
：
水

の
特

性
を
活

か
し
、
身

体
を
動

か
す
こ
と
の
楽

し
さ
、
心

身
と
も
に
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

利
用

者
の
自

立
及

び
社

会
参

加
の
促

進
が
図

れ
る
よ
う
、
身

体
機

能
・
生

活
能

力
の
維

持
・
向

上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
機

能
訓

練
を
実

施
し
ま
す
。

身
体

機
能

・
生

活
能

力
の
維

持
・
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
生

活
リ
ズ
ム
を
整

え
る
こ
と
や
体

力
の
向

上
な
ど
を
行

う
「
自

立
・
社

会
参

加
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
集

団
活

動
を
通

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高

め
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
水

の
中

で
身

体
を
動

か
す
こ
と
の
楽

し
さ
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
図

る
「
水

中
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
、
効

果
的

な
支

援
を
実

施
し
ま
し
た
。

利
用

者
の
自

立
及

び
社

会
参

加
の
促

進
が
図

れ
る
よ
う
、
身

体
機

能
・
生

活
能

力
の
維

持
・
向

上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
機

能
訓

練
を
実

施
し
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
高

齢
者

が
住

み
慣

れ
た
地

域
で
安

心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
在

宅
生

活
を
支

え
る
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努

め
ま
す
。

高
齢

者
が
住

み
慣

れ
た
地

域
で
安

心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
在

宅
生

活
を
支

え
る
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図

り
ま
し
た
。
在

宅
要

介
護

者
が
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
濃

厚
接

触
者

に
な
っ
た
場

合
等

の
支

援
を
実

施
し
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
、
介

護
が
必

要
な
高

齢
者

の
生

活
を
支

援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
加

齢
に
よ
る
難

聴
と
な
っ
た
高

齢
者

を
対

象
に
高

齢
者

補
聴

器
購

入
費

助
成

事
業

を
新

た
に
実

施
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
し
て
い
る
方

に
、
適

切
な

サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
努

め
ま
し
た
。

引
き
続

き
高

齢
者

が
住

み
慣

れ
た
地

域
で
安

心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
在

宅
生

活
を

支
え
る
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努

め
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

ひ
と

り
暮

ら
し

高
齢

者
や

高
齢

者
の

み
の

世
帯

の
増

加
が

見
込

ま
れ

て
い

る
中

、
生

活
環

境
の

変
化

や
多

様
化

す
る

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
、

見
守

り
機

能
を

持
つ

配
食

サ
ー

ビ
ス

や
訪

問
電

話
、

在
宅

生
活

へ
の

支
援

と
し

て
入

浴
支

援
用

具
や

シ
ル

バ
ー

カ
ー

等
の

日
常

生
活

用
具

の
給

付
、

介
護

が
必

要
な

方
へ

紙
お

む
つ

給
付

、
福

祉
キ

ャ
ブ

運
行

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

、
在

宅
生

活
の

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

各
地

区
に

配
置

し
た

ふ
れ

あ
い

相
談

員
に

よ
る

、
ひ

と
り

暮
ら

し
高

齢
者

等
の

見
守

り
、

支
援

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
8

高
齢

者
の

在
宅

生
活

を
支

え
る

各
種

サ
ー

ビ
ス

の
実

施

高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

7
9

高
齢

者
の

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

推
進

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
86

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
在

宅
要

介
護

者
へ
の
支

援
や
補

聴
器

購
入

費
助

成
事

業
を
開

始
す
る
な
ど
、
社

会
状

況
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努

め
た

た
め
。

各
種

サ
ー
ビ
ス
は
、
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

で
広

く
区

民
に
周

知
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
相

談
員

に
よ
る
訪

問
時

に
高

齢
者

の
状

況
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
案

内
す
る
な
ど
、
高

齢
者

の
在

宅
生

活
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

高
齢

者
地

域
支

援
連

絡
協

議
会

を
予

定
ど
お
り
２
回

開
催

し
、
高

齢
者

に
関

わ
る
様

々
な
事

項
を
、
警

察
、
消

防
、
民

生
委

員
・
児

童
委

員
等

関
係

機
関

と
顔

を
合

わ
せ
て
協

議
を
行

い
、
身

近
な
地

域
で
支

え
合

う
体

制
づ
く
り
を
推

進
し
た
た
め
。

高
齢

者
地

域
支

援
連

絡
協

議
会

の
地

区
組

織
で
あ
る
地

区
高

齢
者

支
援

連
絡

会
を
５
地

区
で
開

催
し
、
各

地
区

で
活

動
す
る
団

体
や

関
係

機
関

と
総

合
支

所
で
相

互
に
情

報
交

換
や
連

絡
調

整
を
行

い
、
連

携
を
図

り
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
協

定
内

容
の
再

確
認

を
行

う
な
ど
、
関

係
機

関
と
の
連

携
を
よ

り
密

に
し
、
閉

じ
こ
も
り
や
孤

立
を
防

ぐ
た
め
、
身

近
な
地

域
で
支

え
合

う
仕

組
み
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

高
齢

者
の
見

守
り
に
関

す
る
協

定
と
併

せ
て
、
東

京
都

が
進

め
て
い
る
「
都

と
事

業
者

と
の
連

携
に
よ
る
高

齢
者

等
を
支

え
る
地

域
づ
く
り
協

定
」
及

び
「
な
が

ら
見

守
り
連

携
事

業
」
の
協

定
に
よ
っ
て
、
事

業
者

と
の
連

携
を
深

め
て
い
ま
す
。
令

和
２
年

度
以

降
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
会

議
が
開

催
で

き
な
い
時

期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
令

和
４
年

度
は
、
感

染
対

策
を
講

じ
な
が
ら
会

議
を
開

催
し
、
関

係
機

関
の
取

組
の
報

告
や
区

か
ら
の
情

報
共

有
を
行

い
、

高
齢

者
の
見

守
り
や
虐

待
防

止
、
消

費
者

被
害

の
防

止
等

に
つ
い
て
、
関

係
機

関
が
連

携
し
て
取

り
組

む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
高

齢
者

地
域

支
援

連
絡

協
議

会
を
開

催
し
、
関

係
機

関
や
見

守
り
協

定
先

事
業

者
と
の
連

携
を
よ
り
密

に
し
、
高

齢
者

の
孤

立
を
防

ぐ
た
め
、
身

近
な
地

域
で
支

え
合

う
仕

組
み
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

「
高

齢
者

地
域

支
援

連
絡

協
議

会
」

や
各

地
区

の
「

地
区

高
齢

者
支

援
連

絡
会

」
で

の
情

報
交

換
や

協
議

を
踏

ま
え

、
高

齢
者

を
取

り
巻

く
地

域
の

様
々

な
機

関
、

活
動

主
体

、
高

齢
者

の
見

守
り

協
定

先
事

業
者

な
ど

と
協

働
し

、
地

域
で

の
日

々
の

見
守

り
や

虐
待

防
止

、
消

費
者

被
害

の
防

止
な

ど
の

、
高

齢
者

の
地

域
に

お
け

る
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

推
進

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

-
-

A

3
2

2 3

1

2 3

1

2 3

1

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
の

活
用

に
よ

る
認

知
症

へ
の

理
解

促
進

や
、

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

養
成

、
総

合
支

所
・

保
健

所
・

高
齢

者
相

談
セ

ン
タ

ー
（

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

）
等

と
の

連
携

に
よ

る
、

認
知

症
高

齢
者

や
若

年
性

認
知

症
へ

の
相

談
対

応
の

充
実

、
オ

レ
ン

ジ
カ

フ
ェ

（
認

知
症

カ
フ

ェ
）

の
実

施
に

よ
る

相
談

や
情

報
提

供
等

の
支

援
等

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

高
齢

者
・

障
害

者
の

自
立

支
援

高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
0

認
知

症
と

共
生

す
る

地
域

づ
く

り
の

推
進

《
新

規
》

掲
載

ペ
ー

ジ
87

担
当

課

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
87

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

当
初

の
予

定
ど
お
り
に
事

業
を
実

施
し
、
認

知
症

の
普

及
啓

発
や
見

守
り
強

化
、
相

談
対

応
に
取

り
組

む
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

・
認

知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講

座
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
実

施
を
し
て
幅

広
く
参

加
で
き
る
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。
区

民
や
在

勤
・
在

学
者

、
区

立
中

学
生

向
け
に
実

施
し
て
お
り
、
参

加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
満

足
度

の
高

い
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
と
認

知
症

サ
ポ
ー
ト
店

に
つ
い
て
は
、
商

店
街

連
合

会
や
港

区
薬

剤
師

会
の
会

合
で
参

加
を
呼

び
か
け
、
認

定
に
繋

げ
て
い
ま
す
。

・
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
介

護
す
る
家

族
や
男

性
の
参

加
者

が
増

え
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
認

知
症

ケ
ア
パ
ス
や
若

年
性

認
知

症
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
・

配
布

し
、
認

知
症

に
関

す
る
正

し
い
知

識
の
普

及
啓

発
と
理

解
の
促

進
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
区

民
や
区

内
企

業
を
対

象
に
認

知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講

座
を
開

催
し
、
認

知
症

の
人

を
地

域
で
見

守
り
支

援
す
る
体

制
づ
く
り
を

強
化

し
ま
す
。
認

知
症

カ
フ
ェ
は
地

域
の
身

近
な
場

所
で
開

催
し
、
認

知
症

の
人

や
家

族
の
相

談
に
応

じ
ま
す
。

・
認

知
症

に
関

す
る
正

し
い
知

識
や
相

談
先

、
社

会
資

源
を
ま
と
め
た
認

知
症

ケ
ア
パ
ス
を
1
0
0
0
部

作
成

し
ま
し
た
。
認

知
症

ケ
ア
パ
ス
は
支

所
や
高

齢
者

相
談

セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
介

護
予

防
総

合
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
高

齢
者

関
連

施
設

の
ほ
か
、
区

民
セ
ン
タ
ー
や
図

書
館

で
も
配

布
し
て
い
ま
す
。

・
認

知
症

の
人

を
地

域
で
見

守
る
た
め
に
、
認

知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
を
2
1
1
4
名

（暫
定

）
養

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
認

知
症

に
関

す
る
知

識
を
生

か
し
て
接

客
時

に
適

切
な
対

応
や
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
「
み
な
と
認

知
症

サ
ポ
ー
ト
店

」
を
1
3
店

舗
認

定
し
ま
し
た
。

・認
知

症
の
人

や
家

族
、
認

知
症

予
防

に
興

味
の
あ
る
方

が
参

加
で
き
る
「み

ん
な
と
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（認

知
症
カ
フ
ェ
）　

」を
6
0
回
実
施
し
、
6
4
7
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
フ
ェ
で
活

躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
1
5
名

養
成

し
ま
し
た
。

・認
知

症
ケ
ア
パ
ス
を
1
,0

0
0
部

作
成

し
、
多

く
の
区

民
に
手

に
取

っ
て
も
ら
え
る
よ

う
幅

広
く
配

布
し
ま
す
。

・
認

知
症

の
人

を
地

域
で
見

守
り
支

援
す
る
体

制
づ
く
り
を
強

化
し
ま
す
。
（
目

標
：

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
2
,0

0
0
名
養
成
、
み
な
と
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
店
2
0
店
舗
認

定
）

・
地

域
の
身

近
な
場

所
で
認

知
症

カ
フ
ェ
を
実

施
し
、
認

知
症

の
人

や
家

族
の
相

談
に
応

じ
ま
す
。
（目

標
：6

0
回
実
施
、
6
0
0
名
参
加
）

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
虐

待
防

止
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
と
職

員
向

け
の
研

修
を
開

催
し
、
虐

待
防

止
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
介

護
家

族
の
会

に
つ
い
て
も
引

き
続

き
開

催
を
す
る
と
と
も
に
、
区

が
養

成
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
会

の
運

営
に

携
わ
っ
て
も
ら
い
、
地

域
で
の
つ
な
が
り
の
強

化
を
図

り
ま
す
。

虐
待

防
止

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
区

民
や
関

係
機

関
に
配

布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
虐

待
対

応
に
携

わ
る
職

員
向

け
の
研

修
会

を
開

催
し
、
職

員
の
質

の
向

上
に
努

め
ま
し
た
。
各

地
区

高
齢

者
相

談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介

護
家

族
の
会

を
開

催
し
て
介

護
者

へ
の
支

援
を
行

い
ま
し
た
。
区

が
養

成
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

各
セ
ン
タ
ー
で
の
介

護
家

族
の
会

に
参

加
し
て
も
ら
う
な
ど
、
人

材
活

用
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
き
続

き
虐

待
防

止
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
と
職

員
向

け
の
研

修
を
開

催
し
、
虐

待
防

止
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
介

護
家

族
の
会

に
つ
い
て
も
引

き
続

き
開

催
を
す
る
と
と

も
に
、
区

が
養

成
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
会

の
運

営
に
携

わ
っ
て
も
ら
い
、
地

域
で

の
つ
な
が
り
の
強

化
を
図

り
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

高
齢

者
虐

待
、

障
害

者
虐

待
防

止
対

策
を

実
施

し
、

養
護

者
を

支
援

す
る

た
め

の
各

種
取

組
を

実
施

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
1

高
齢

者
、

障
害

者
虐

待
防

止
・

養
護

者
支

援
事

業
の

実
施

障
害

者
福

祉
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
1

高
齢

者
、

障
害

者
虐

待
防

止
・

養
護

者
支

援
事

業
の

実
施

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
87

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

当
初

の
計

画
ど
お
り
各

事
業

の
実

施
や
啓

発
活

動
を
行

い
、
地

域
で
の
つ
な
が
り
を
強

化
し
て
虐

待
防

止
に
取

り
組

む
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

職
員

向
け
の
研

修
の
一

部
は
、
区

内
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所

職
員

を
対

象
に
実

施
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

虐
待

相
談

に
迅

速
に
対

応
し
、
障

害
者

本
人

の
権

利
擁

護
に
取

り
組

む
と
と
も
に
、
講

演
会

や
研

修
を
通

じ
て
養

護
者

や
関

係
者

に
対

す
る
支

援
を
行

い
ま
し
た
。

障
害

者
本

人
へ
の
支

援
に
あ
た
っ
て
は
、
幅

広
く
関

係
者

等
か
ら
聞

き
取

り
を
行

っ
て
事

実
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
障

害
者

本
人

が
ど
の

よ
う
な
生

活
を
望

ん
で
い
る
か
な
ど
の
意

思
を
丁

寧
に
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
養

護
者

や
関

係
者

（
施

設
職

員
等

）
に
対

し
て
は
、
虐

待
に

関
す
る
知

識
や
防

止
す
る
取

組
な
ど
を
習

得
で
き
る
講

演
会

や
研

修
を
行

い
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

障
害

者
虐

待
の
早

期
発

見
と
早

期
対

応
に
努

め
ま
す
。
相

談
を
受

け
る
こ

と
に
よ
り
障

害
者

虐
待

を
未

然
に
防

ぎ
、
障

害
者

の
自

立
と
安

全
を
確

保
す

る
と
と
も
に
、
権

利
擁

護
を
め
ざ
し
、
養

護
者

や
関

係
者

等
に
対

す
る
支

援
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
障

害
者

虐
待

に
つ
い
て
の
周

知
啓

発
の
講

演
会

等
を

実
施

し
ま
す
。

虐
待

の
相

談
に
つ
い
て
は
、
障

害
者

本
人

の
状

況
を
確

認
し
て
必

要
な
支

援
を
行

い
、
養

護
者

や
関

係
者

に
対

す
る
相

談
や
支

援
を
実

施
し
ま
し
た
。

1
1
月

に
は
、
区

内
障

害
サ
ー
ビ
ス
提

供
事

業
所

の
管

理
者

向
け
と
支

援
者

向
け
の
講

演
会

を
そ
れ
ぞ
れ
2
回

開
催

し
ま
し
た
。

ま
た
、
区

内
２
カ
所

の
障

害
者

入
所

施
設

に
対

し
て
は
、
虐

待
防

止
委

員
会

へ
出

席
し
、
別

途
、
虐

待
防

止
研

修
も
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
障

害
者

虐
待

の
早

期
発

見
と
早

期
対

応
に
努

め
ま
す
。
相

談
を
受

け
る

こ
と
に
よ
り
虐

待
を
未

然
に
防

ぎ
、
障

害
者

の
自

立
と
安

全
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、

権
利

擁
護

を
目

指
し
、
養

護
者

や
関

係
者

等
に
対

す
る
支

援
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、

虐
待

に
つ
い
て
の
研

修
や
講

演
会

を
実

施
し
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

高
齢

者
虐

待
、

障
害

者
虐

待
防

止
対

策
を

実
施

し
、

養
護

者
を

支
援

す
る

た
め

の
各

種
取

組
を

実
施

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
高

齢
者

・
障

害
者

の
自

立
支

援

-
-

A

3
3

− 113 −



2 3

22

2 3

22

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

介
護

人
材

を
確

保
す

る
た

め
区

内
の

事
業

所
で

介
護

に
従

事
す

る
こ

と
を

要
件

に
介

護
の

資
格

取
得

の
助

成
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

在 在
宅宅

介介
護護

をを
担担

うう
男男

女女
にに

対対
すす

るる
支支

援援
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
５５

】】

介
護

保
険

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
2

介
護

人
材

の
確

保
・

支
援

掲
載

ペ
ー

ジ
88

担
当

課

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
88

担
当

課

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

昨
年

度
と
比

べ
、
介

護
の
し
ご
と
面

接
相

談
会

の
採

用
件

数
は
減

少
し
て
し
ま
っ
た
が
、
資

格
取

得
助

成
は
２
倍

以
上

の
申

請
件

数
を
上

回
る
な
ど
、

多
く
の
介

護
事

業
所

の
介

護
人

材
の
確

保
・
育

成
を
支

援
で
き
た
た
め
。

港
区

介
護

の
し
ご
と
面

接
相

談
会

の
参

加
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
採

用
に
は
繋

が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
9
5
％

が
、
「
満

足
し
た
」
「
や
や
満

足
し
た
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

介
護

が
必

要
に
な
っ
た
と
き
、
安

定
的

に
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ

う
、
人

権
に
配

慮
し
な
が
ら
介

護
人

材
の
確

保
・
育

成
を
推

進
し
ま
す
。

人
権

に
配

慮
し
な
が
ら
介

護
の
し
ご
と
面

接
・
相

談
会

を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
資

格
取

得
の
助

成
に
よ
り
、
介

護
人

材
の
育

成
や
定

着
に
努

め
ま
し
た
。

・
港

区
介

護
の
し
ご
と
面

接
・
相

談
会

　
出

展
事

業
者

数
　
1
4
事

業
所

、
採

用
事

業
者

数
　
２
事

業
所

・
介

護
人

材
育

成
支

援
事

業
　
介

護
職

員
初

任
者

研
修

　
2
0
件

、
介

護
職

員
実

務
者

研
修

　
1
7
件

、
喀

痰
吸

引
等

研
修

　
８
件

引
き
続

き
、
介

護
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
、
安

定
的

に
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ

る
よ
う
、
人

権
に
配

慮
し
な
が
ら
介

護
人

材
の
確

保
・
育

成
を
推

進
し
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
入

所
者

の
意

見
や
要

望
を
聞

き
、
ま
た
第

三
者

評
価

（
年

１
回

）
の
結

果
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
よ
り
利

用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
努

め
ま
す
。

日
常

的
に
入

所
者

の
声

を
聴

く
姿

勢
を
事

業
者

全
体

で
持

ち
、
意

見
箱

、
サ
ー
ビ
ス
評

価
ア
ン
ケ
ー
ト
、
家

族
会

の
実

施
、
日

常
的

な
会

話
を
含

め
、
寄

せ
ら

れ
た
意

見
へ
の
対

応
、
検

討
を
行

い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取

り
組

ん
で
い
ま
す
。
意

見
箱

や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
内

容
は
公

開
し
、
情

報
公

開
に
も
努

め
ま
し

た
。

入
所

者
や
介

護
者

等
か
ら
の
意

見
や
要

望
、
第

三
者

評
価

（
年

１
回

）
の
結

果
を
踏

ま
え
た
改

善
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
利

用
者

が
安

全
・
安

心
に
利

用
し
や
す
い
施

設
と
な
る
よ
う
努

め
る
と
と
も
に
、
介

護
者

が
安

心
し
て
預

け
ら
れ
る
施

設
環

境
を
整

備
し
、
介

護
者

の
離

職
防

止
、
就

労
の
促

進
及

び
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
(リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
)に

繋
げ
、
在

宅
介

護
を
担

う
男

女
に
対

す
る
支

援
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

）
等

の
整

備
・

充
実

を
図

り
ま

す
。

障
害

者
支

援
施

設
等

で
の

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

在 在
宅宅

介介
護護

をを
担担

うう
男男

女女
にに

対対
すす

るる
支支

援援
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
５５

】】

高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
3

施
設

入
所

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

こ
れ
ま
で
も
入

所
者

の
要

望
を
事

業
に
反

映
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
も
引

き
続

き
入

所
者

の
意

見
を
取

り
入

れ
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努

め
る
た
め
。

事
業

者
独

自
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
や
、
日

常
会

話
の
中

で
の
聞

き
取

り
を
実

施
。
第

三
者

評
価

で
入

所
者

の
意

見
を
把

握
し
、
サ
ー
ビ
ス
に
反

映
さ
せ
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

3
4

− 114 −



2 3

22

2 3

22

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

介
護

人
材

を
確

保
す

る
た

め
区

内
の

事
業

所
で

介
護

に
従

事
す

る
こ

と
を

要
件

に
介

護
の

資
格

取
得

の
助

成
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

在在
宅宅

介介
護護

をを
担担

うう
男男

女女
にに

対対
すす

るる
支支

援援
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
５５

】】

介
護

保
険

課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
2

介
護

人
材

の
確

保
・

支
援

掲
載

ペ
ー

ジ
88

担
当

課

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
88

担
当

課

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

昨
年

度
と
比

べ
、
介

護
の
し
ご
と
面

接
相

談
会

の
採

用
件

数
は
減

少
し
て
し
ま
っ
た
が
、
資

格
取

得
助

成
は
２
倍

以
上

の
申

請
件

数
を
上

回
る
な
ど
、

多
く
の
介

護
事

業
所

の
介

護
人

材
の
確

保
・
育

成
を
支

援
で
き
た
た
め
。

港
区

介
護

の
し
ご
と
面

接
相

談
会

の
参

加
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
採

用
に
は
繋

が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
9
5
％

が
、
「
満

足
し
た
」
「
や
や
満

足
し
た
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

介
護

が
必

要
に
な
っ
た
と
き
、
安

定
的

に
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ

う
、
人

権
に
配

慮
し
な
が
ら
介

護
人

材
の
確

保
・
育

成
を
推

進
し
ま
す
。

人
権

に
配

慮
し
な
が
ら
介

護
の
し
ご
と
面

接
・
相

談
会

を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
資

格
取

得
の
助

成
に
よ
り
、
介

護
人

材
の
育

成
や
定

着
に
努

め
ま
し
た
。

・
港

区
介

護
の
し
ご
と
面

接
・
相

談
会

　
出

展
事

業
者

数
　
1
4
事

業
所

、
採

用
事

業
者

数
　
２
事

業
所

・
介

護
人

材
育

成
支

援
事

業
　
介

護
職

員
初

任
者

研
修

　
2
0
件

、
介

護
職

員
実

務
者

研
修

　
1
7
件

、
喀

痰
吸

引
等

研
修

　
８
件

引
き
続

き
、
介

護
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
、
安

定
的

に
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ

る
よ
う
、
人

権
に
配

慮
し
な
が
ら
介

護
人

材
の
確

保
・
育

成
を
推

進
し
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
入

所
者

の
意

見
や
要

望
を
聞

き
、
ま
た
第

三
者

評
価

（
年

１
回

）
の
結

果
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
よ
り
利

用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
努

め
ま
す
。

日
常

的
に
入

所
者

の
声

を
聴

く
姿

勢
を
事

業
者

全
体

で
持

ち
、
意

見
箱

、
サ
ー
ビ
ス
評

価
ア
ン
ケ
ー
ト
、
家

族
会

の
実

施
、
日

常
的

な
会

話
を
含

め
、
寄

せ
ら

れ
た
意

見
へ
の
対

応
、
検

討
を
行

い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取

り
組

ん
で
い
ま
す
。
意

見
箱

や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
内

容
は
公

開
し
、
情

報
公

開
に
も
努

め
ま
し

た
。

入
所

者
や
介

護
者

等
か
ら
の
意

見
や
要

望
、
第

三
者

評
価

（
年

１
回

）
の
結

果
を
踏

ま
え
た
改

善
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
利

用
者

が
安

全
・
安

心
に
利

用
し
や
す
い
施

設
と
な
る
よ
う
努

め
る
と
と
も
に
、
介

護
者

が
安

心
し
て
預

け
ら
れ
る
施

設
環

境
を
整

備
し
、
介

護
者

の
離

職
防

止
、
就

労
の
促

進
及

び
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
(リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
)に

繋
げ
、
在

宅
介

護
を
担

う
男

女
に
対

す
る
支

援
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

）
等

の
整

備
・

充
実

を
図

り
ま

す
。

障
害

者
支

援
施

設
等

で
の

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

在在
宅宅

介介
護護

をを
担担

うう
男男

女女
にに

対対
すす

るる
支支

援援
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
５５

】】

高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
3

施
設

入
所

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

こ
れ
ま
で
も
入

所
者

の
要

望
を
事

業
に
反

映
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
も
引

き
続

き
入

所
者

の
意

見
を
取

り
入

れ
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努

め
る
た
め
。

事
業

者
独

自
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
や
、
日

常
会

話
の
中

で
の
聞

き
取

り
を
実

施
。
第

三
者

評
価

で
入

所
者

の
意

見
を
把

握
し
、
サ
ー
ビ
ス
に
反

映
さ
せ
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

3
4

2 3

22

2 3

22

2 3

22

障
害

者
福

祉
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
3

施
設

入
所

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

掲
載

ペ
ー

ジ
88

担
当

課

自
己

評
価

Ｃ
　

達
成

半
ば

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

施
設

利
用

者
や
家

族
等

か
ら
多

数
の
意

見
や
要

望
を
聞

く
と
と
も
に
、
施

設
職

員
と
の
連

絡
調

整
を
継

続
的

に
行

っ
て
い
ま
す
が
、
現

時
点

で
は
、
意

見
等

を
反

映
し
た
更

な
る
サ
ー
ビ
ス
の
改

善
及

び
充

実
を
図

る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

施
設

利
用

者
の
家

族
等

か
ら
日

常
的

に
電

話
、
対

面
等

で
意

見
や
要

望
を
聞

き
取

っ
て
い
る
ほ
か
、
令

和
4
年

度
に
は
、
家

族
連

絡
会

の
実

施
や
、
第

三
者

評
価

な
ど
を
行

い
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
随

時
施

設
職

員
と
共

有
し
て
い
ま
す
が
、
利

用
者

が
安

全
・
安

心
に
利

用
で

き
る
施

設
に
向

け
、
今

後
も
継

続
的

な
進

捗
管

理
や
サ
ー
ビ
ス
改

善
が
必

要
で
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

障
害

者
入

所
施

設
と
の
連

携
に
努

め
、
施

設
利

用
者

や
保

護
者

等
か
ら
意

見
や
要

望
を
聞

き
な
が
ら
、
利

用
者

が
安

全
・
安

心
に
利

用
し
や
す
い
施

設
を
整

備
し
ま
す
。

日
常

生
活

の
食

事
、
排

せ
つ
、
入

浴
等

の
介

護
に
加

え
、
日

中
の
創

作
活

動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
障

害
者

入
所

施
設

の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
施

設
利

用
者

と
そ
の
家

族
等

の
要

望
等

を
踏

ま
え
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
改

善
に
努

め
て
い
ま
す
。
施

設
利

用
者

か
ら
の
要

望
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年

度
に
行

わ
れ
た
第

三
者

評
価

機
関

に
よ
る
聞

き
取

り
、
施

設
内

へ
の
意

見
箱

の
設

置
、
利

用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
、
利

用
者

代
表

者
会

議
及

び
日

常
的

な
利

用
者

と
職

員
と
の

関
わ
り
の
中

か
ら
要

望
の
把

握
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家

族
等

か
ら
の
要

望
に
つ
い
て
は
、
年

4
回

実
施

し
た
家

族
連

絡
会

、
第

三
者

評
価

機
関

に
よ
る

家
族

ア
ン
ケ
ー
ト
及

び
施

設
内

へ
の
意

見
箱

に
よ
り
要

望
の
把

握
を
行

っ
て
い
ま
す
。

入
所

者
や
介

護
者

等
か
ら
の
意

見
や
要

望
、
第

三
者

評
価

（
年

１
回

）
の
結

果
を
踏

ま
え
た
改

善
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
利

用
者

が
安

全
・
安

心
に
利

用
し
や
す
い
施

設
と
な
る
よ
う
努

め
る
と
と
も
に
、
介

護
者

が
安

心
し
て
預

け
ら
れ
る
施

設
環

境
を
整

備
し
、
介

護
者

の
離

職
防

止
、
就

労
の
促

進
及

び
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
(リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
)に

繋
げ
、
在

宅
介

護
を
担

う
男

女
に
対

す
る
支

援
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

）
等

の
整

備
・

充
実

を
図

り
ま

す
。

障
害

者
支

援
施

設
等

で
の

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

在 在
宅宅

介介
護護

をを
担担

うう
男男

女女
にに

対対
すす

るる
支支

援援
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
５５

】】

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

高
齢

者
、

障
害

者
に

対
し

、
高

齢
者

在
宅

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

や
障

害
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
等

で
日

常
生

活
能

力
等

の
訓

練
を

通
所

で
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

在在
宅宅

介介
護護

をを
担担

うう
男男

女女
にに

対対
すす

るる
支支

援援
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
５５

】】

高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
4

通
所

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

-
-

C

掲
載

ペ
ー

ジ
88

担
当

課

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
88

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

こ
れ
ま
で
利

用
者

の
要

望
を
事

業
に
反

映
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
も
引

き
続

き
入

所
者

の
意

見
を
取

り
入

れ
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努

め
る
た
め
。

事
業

者
独

自
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
や
、
日

常
会

話
の
中

で
の
聞

き
取

り
を
実

施
。
第

三
者

評
価

で
利

用
者

の
意

見
を
把

握
し
、
サ
ー
ビ

ス
に
反

映
さ
せ
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
利

用
者

の
意

見
や
要

望
を
聞

き
、
ま
た
第

三
者

評
価

（
年

1
回

）
の
結

果
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
よ
り
利

用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
努

め
ま
す
。

日
常

的
に
利

用
者

の
声

を
聴

く
姿

勢
を
事

業
者

全
体

で
持

ち
、
意

見
箱

、
サ
ー
ビ
ス
評

価
ア
ン
ケ
ー
ト
、
家

族
会

の
実

施
、
日

常
的

な
会

話
を
含

め
、
寄

せ
ら

れ
た
意

見
へ
の
対

応
、
検

討
を
行

い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取

り
組

ん
で
い
ま
す
。
意

見
箱

や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
内

容
は
公

開
し
、
情

報
公

開
に
も
努

め
ま
し

た
。

利
用

者
や
介

護
者

等
か
ら
の
意

見
や
要

望
、
第

三
者

評
価

(年
１
回

)の
結

果
を
踏

ま
え
た
改

善
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
利

用
者

が
通

所
し
て
い
る
間

に
介

護
者

が
就

労
や
休

息
(リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
)等

の
で
き
る
環

境
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
介

護
負

担
の
軽

減
を
実

現
し
、
在

宅
介

護
を
担

う
男

女
に
対

す
る
支

援
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

今
後

も
利

用
者

の
意

見
、
要

望
等

を
丁

寧
に
聞

き
取

り
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス

の
向

上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

障
害

保
健

福
祉

セ
ン
タ
ー
に
は
、
常

に
介

護
を
必

要
と
す
る
障

害
の
あ
る
方

に
、
食

事
、
排

せ
つ
、
入

浴
の
介

護
等

や
創

作
的

活
動

の
場

を
提

供
し
て
い
る

「
工

房
ア
ミ
」
を
設

置
し
て
お
り
、
利

用
者

か
ら
の
要

望
等

を
踏

ま
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
取

り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
意

見
、
要

望
等

が
あ
っ
た
場

合
に
は
、

速
や
か
な
対

応
に
努

め
て
い
ま
す
。

利
用

者
や
介

護
者

等
か
ら
の
意

見
や
要

望
、
第

三
者

評
価

(年
１
回

)の
結

果
を
踏

ま
え
た
改

善
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
利

用
者

が
通

所
し
て
い
る
間

に
介

護
者

が
就

労
や
休

息
(リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
)等

の
で
き
る
環

境
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
介

護
負

担
の
軽

減
を
実

現
し
、
在

宅
介

護
を
担

う
男

女
に
対

す
る
支

援
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

高
齢

者
、

障
害

者
に

対
し

、
高

齢
者

在
宅

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

や
障

害
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
等

で
日

常
生

活
能

力
等

の
訓

練
を

通
所

で
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

在在
宅宅

介介
護護

をを
担担

うう
男男

女女
にに

対対
すす

るる
支支

援援
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
５５

】】

障
害

者
福

祉
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
4

通
所

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

現
在

、
利

用
者

か
ら
要

望
の
あ
っ
た
日

中
活

動
の
充

実
に
つ
い
て
取

り
組

ん
で
い
ま
す
。

令
和

３
年

度
か
ら
、
利

用
者

の
好

み
に
応

じ
て
参

加
で
き
る
ク
ラ
ブ
活

動
(ネ

イ
チ
ャ
ー
部

（
園

芸
）
、
ア
ー
ト
部

等
)を

開
始

し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

3
5

− 115 −
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高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
5

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
88

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

こ
れ
ま
で
も
利

用
者

の
要

望
を
事

業
に
反

映
さ
せ
き
ま
し
た
が
、
今

後
も
引

き
続

き
入

所
者

の
意

見
を
取

り
入

れ
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努

め
る
た
め
。

事
業

者
独

自
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
や
、
日

常
会

話
の
中

で
の
聞

き
取

り
を
実

施
。
第

三
者

評
価

で
利

用
者

の
意

見
を
把

握
し
、
サ
ー
ビ

ス
に
反

映
さ
せ
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
利

用
者

の
意

見
や
要

望
を
聞

き
、
ま
た
第

三
者

評
価

（
年

1
回

）
の
結

果
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
よ
り
利

用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
努

め
ま
す
。

日
常

的
に
利

用
者

の
声

を
聴

く
姿

勢
を
事

業
者

全
体

で
持

ち
、
意

見
箱

、
サ
ー
ビ
ス
評

価
ア
ン
ケ
ー
ト
、
家

族
会

の
実

施
、
日

常
的

な
会

話
を
含

め
、
寄

せ
ら

れ
た
意

見
へ
の
対

応
、
検

討
を
行

い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取

り
組

ん
で
い
ま
す
。
意

見
箱

や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
内

容
は
公

開
し
、
情

報
公

開
に
も
努

め
ま
し

た
。

利
用

者
や
介

護
者

等
か
ら
の
意

見
や
要

望
、
第

三
者

評
価

(年
１
回

)の
結

果
を
踏

ま
え
た
改

善
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
利

用
者

が
短

期
入

所
を
し
て
い
る
間

に
介

護
者

が
休

息
(リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
)や

数
日

を
要

す
る

用
事

へ
の
取

組
等

を
行

う
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
在

宅
介

護
を

担
う
男

女
に
対

す
る
支

援
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
等

の
介

護
施

設
に

短
期

間
入

所
し

、
日

常
生

活
の

世
話

や
機

能
訓

練
等

を
行

う
こ

と
で

、
在

宅
で

生
活

す
る

高
齢

者
及

び
障

害
者

を
支

援
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

在 在
宅宅

介介
護護

をを
担担

うう
男男

女女
にに

対対
すす

るる
支支

援援
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
５５

】】

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
等

の
介

護
施

設
に

短
期

間
入

所
し

、
日

常
生

活
の

世
話

や
機

能
訓

練
等

を
行

う
こ

と
で

、
在

宅
で

生
活

す
る

高
齢

者
及

び
障

害
者

を
支

援
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

在在
宅宅

介介
護護

をを
担担

うう
男男

女女
にに

対対
すす

るる
支支

援援
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
５５

】】

障
害

者
福

祉
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
5

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
の

充
実

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
88

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

３
年

６
月

に
精

神
障

害
者

支
援

セ
ン
タ
ー
の
短

期
入

所
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
障

害
種

別
に
応

じ
た
短

期
入

所
先

を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

障
害

保
健

福
祉

セ
ン
タ
ー
（
知

的
障

害
者

）
、
障

害
者

支
援

ホ
ー
ム
南

麻
布

（
身

体
障

害
者

）
、
精

神
障

害
者

支
援

セ
ン
タ
ー
（
精

神
障

害
者

）
と
い
う
形

で
、
３
障

害
そ
れ
ぞ
れ
に
応

じ
た
短

期
入

所
先

を
整

備
で
き
ま
し
た
。

令
和

３
年

1
1
月

か
ら
は
、
地

域
生

活
支

援
拠

点
事

業
を
開

始
し
、
日

常
的

な
短

期
入

所
の
利

用
に
加

え
、
緊

急
時

の
受

入
れ
等

に
も
対

応
し
た
事

業
を
開

始
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
利

用
者

が
安

心
し
て
、
安

全
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
利

用
者

の
意

見
・
要

望
等

を
聞

き
取

り
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努

め
て
い
き

ま
す
。

障
害

の
あ
る
方

が
利

用
す
る
短

期
入

所
で
は
、
自

宅
で
介

護
す
る
人

が
病

気
の
場

合
等

に
、
短

期
間

、
夜

間
も
含

め
、
施

設
で
食

事
、
排

せ
つ
、
入

浴
の
介

護
等

を
行

っ
て
お
り
、
利

用
者

か
ら
の
要

望
等

を
踏

ま
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
取

り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
意

見
、
要

望
等

が
あ
っ
た
場

合
は
速

や
か
な
対

応
に
努

め
て
い
ま
す
。
障

害
保

健
福

祉
セ
ン
タ
ー
及

び
障

害
者

支
援

ホ
ー
ム
南

麻
布

、
精

神
障

害
者

支
援

セ
ン
タ
ー
で
、
障

害
者

総
合

支
援

法
に
基

づ
く
短

期
入

所
を
実

施
し
ま
し
た
。

利
用

者
や
介

護
者

等
か
ら
の
意

見
や
要

望
、
第

三
者

評
価

(年
１
回

)の
結

果
を
踏

ま
え
た
改

善
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
利

用
者

が
短

期
入

所
を
し
て
い
る
間

に
介

護
者

が
休

息
(リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
)や

数
日

を
要

す
る

用
事

へ
の
取

組
等

を
行

う
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
在

宅
介

護
を

担
う
男

女
に
対

す
る
支

援
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

3
6

− 116 −



2 3

22

2 3

22

高
齢

者
支

援
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
5

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
88

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

こ
れ
ま
で
も
利

用
者

の
要

望
を
事

業
に
反

映
さ
せ
き
ま
し
た
が
、
今

後
も
引

き
続

き
入

所
者

の
意

見
を
取

り
入

れ
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努

め
る
た
め
。

事
業

者
独

自
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
や
、
日

常
会

話
の
中

で
の
聞

き
取

り
を
実

施
。
第

三
者

評
価

で
利

用
者

の
意

見
を
把

握
し
、
サ
ー
ビ

ス
に
反

映
さ
せ
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
利

用
者

の
意

見
や
要

望
を
聞

き
、
ま
た
第

三
者

評
価

（
年

1
回

）
の
結

果
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
よ
り
利

用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
努

め
ま
す
。

日
常

的
に
利

用
者

の
声

を
聴

く
姿

勢
を
事

業
者

全
体

で
持

ち
、
意

見
箱

、
サ
ー
ビ
ス
評

価
ア
ン
ケ
ー
ト
、
家

族
会

の
実

施
、
日

常
的

な
会

話
を
含

め
、
寄

せ
ら

れ
た
意

見
へ
の
対

応
、
検

討
を
行

い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取

り
組

ん
で
い
ま
す
。
意

見
箱

や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
内

容
は
公

開
し
、
情

報
公

開
に
も
努

め
ま
し

た
。

利
用

者
や
介

護
者

等
か
ら
の
意

見
や
要

望
、
第

三
者

評
価

(年
１
回

)の
結

果
を
踏

ま
え
た
改

善
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
利

用
者

が
短

期
入

所
を
し
て
い
る
間

に
介

護
者

が
休

息
(リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
)や

数
日

を
要

す
る

用
事

へ
の
取

組
等

を
行

う
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
在

宅
介

護
を

担
う
男

女
に
対

す
る
支

援
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
等

の
介

護
施

設
に

短
期

間
入

所
し

、
日

常
生

活
の

世
話

や
機

能
訓

練
等

を
行

う
こ

と
で

、
在

宅
で

生
活

す
る

高
齢

者
及

び
障

害
者

を
支

援
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

在在
宅宅

介介
護護

をを
担担

うう
男男

女女
にに

対対
すす

るる
支支

援援
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
５５

】】

課
題

仕
事

と
介

護
の

両
立

に
向

け
た

支
援

事
業

内
容

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
等

の
介

護
施

設
に

短
期

間
入

所
し

、
日

常
生

活
の

世
話

や
機

能
訓

練
等

を
行

う
こ

と
で

、
在

宅
で

生
活

す
る

高
齢

者
及

び
障

害
者

を
支

援
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

在在
宅宅

介介
護護

をを
担担

うう
男男

女女
にに

対対
すす

るる
支支

援援
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
５５

】】

障
害

者
福

祉
課

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
5

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
の

充
実

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
88

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

３
年

６
月

に
精

神
障

害
者

支
援

セ
ン
タ
ー
の
短

期
入

所
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
障

害
種

別
に
応

じ
た
短

期
入

所
先

を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

障
害

保
健

福
祉

セ
ン
タ
ー
（
知

的
障

害
者

）
、
障

害
者

支
援

ホ
ー
ム
南

麻
布

（
身

体
障

害
者

）
、
精

神
障

害
者

支
援

セ
ン
タ
ー
（
精

神
障

害
者

）
と
い
う
形

で
、
３
障

害
そ
れ
ぞ
れ
に
応

じ
た
短

期
入

所
先

を
整

備
で
き
ま
し
た
。

令
和

３
年

1
1
月

か
ら
は
、
地

域
生

活
支

援
拠

点
事

業
を
開

始
し
、
日

常
的

な
短

期
入

所
の
利

用
に
加

え
、
緊

急
時

の
受

入
れ
等

に
も
対

応
し
た
事

業
を
開

始
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
利

用
者

が
安

心
し
て
、
安

全
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
利

用
者

の
意

見
・
要

望
等

を
聞

き
取

り
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努

め
て
い
き

ま
す
。

障
害

の
あ
る
方

が
利

用
す
る
短

期
入

所
で
は
、
自

宅
で
介

護
す
る
人

が
病

気
の
場

合
等

に
、
短

期
間

、
夜

間
も
含

め
、
施

設
で
食

事
、
排

せ
つ
、
入

浴
の
介

護
等

を
行

っ
て
お
り
、
利

用
者

か
ら
の
要

望
等

を
踏

ま
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
取

り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
意

見
、
要

望
等

が
あ
っ
た
場

合
は
速

や
か
な
対

応
に
努

め
て
い
ま
す
。
障

害
保

健
福

祉
セ
ン
タ
ー
及

び
障

害
者

支
援

ホ
ー
ム
南

麻
布

、
精

神
障

害
者

支
援

セ
ン
タ
ー
で
、
障

害
者

総
合

支
援

法
に
基

づ
く
短

期
入

所
を
実

施
し
ま
し
た
。

利
用

者
や
介

護
者

等
か
ら
の
意

見
や
要

望
、
第

三
者

評
価

(年
１
回

)の
結

果
を
踏

ま
え
た
改

善
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
利

用
者

が
短

期
入

所
を
し
て
い
る
間

に
介

護
者

が
休

息
(リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
)や

数
日

を
要

す
る

用
事

へ
の
取

組
等

を
行

う
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
在

宅
介

護
を

担
う
男

女
に
対

す
る
支

援
の
充

実
を
図

り
ま
す
。

3
6

2 4

1

2 4

2

掲
載

ペ
ー

ジ
91

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
啓

発
し
て
い
く

ほ
か
、
出

前
講

座
等

で
長

時
間

労
働

の
是

正
等

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
、
働

き
方

改
革

に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
設

定
を
行

い
講

座
実

施
企

業
を
募

り
ま
す
。
ま
た
、
「
仕

事
と
介

護
」
「
治

療
と
仕

事
」
「
ケ
ア
に
つ
い
て
」な

ど
、
固

定
的

性
別

役
割

分
担

意
識

の
解

消
等

も
合

わ
せ
な
が
ら
長

時
間

労
働

是
正

啓
発

の
講

座
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機

関
の
各

種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
の
配

架
等

の
情

報
提

供
を
行

い
ま
す
。

長
時

間
労

働
是

正
に
向

け
た
テ
ー
マ
と
し
て
、
「
令

和
4
年

度
港

区
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
働

き
方

改
革

、
出

前
講

座
で
は
両

立
支

援
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
内

容
の
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
男

性
の
「
介

護
」
「
育

児
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。

関
係

機
関

が
作

成
し
た
育

児
・
介

護
取

得
推

進
に
向

け
た
奨

励
金

の
チ
ラ
シ
等

を
配

架
コ
ー
ナ
ー
に
設

置
し
、
情

報
提

供
を
行

い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
・ラ

イ
フ
・バ

ラ
ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
長

時
間

労
働

の
是

正
を
啓

発
し
て
い
く
ほ
か
、
企

業
向

け
出

前
講

座
に
て
テ
ー
マ
設

定
を
行

い
、
啓

発
を
行

い
ま

す
。

課
題

男
性

の
家

庭
・

地
域

へ
の

参
加

促
進

事
業

内
容

働
き

方
改

革
関

連
法

の
順

次
施

行
を

踏
ま

え
、

働
き

方
改

革
の

必
要

性
や

労
働

時
間

に
関

す
る

制
度

の
見

直
し

等
に

つ
い

て
、

情
報

提
供

を
と

お
し

て
啓

発
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

男
性

の
働

き
方

の
見

直
し

の
促

進

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
6

長
時

間
労

働
の

是
正

に
向

け
た

制
度

の
周

知
・

啓
発

《
新

規
》

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
7

男
性

向
け

講
座

の
充

実

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
91

担
当

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

長
時

間
労

働
の
是

正
に
向

け
て
は
企

業
内

で
の
意

識
改

革
が
必

要
で
あ
り
、
「
令

和
4
年

度
港

区
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や
企

業
向

け
出

前
講

座
に
て
企

業
へ
の
啓

発
を
行

い
ま
し
た
。
特

に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
少

子
化

に
よ
る
労

働
力

不
足

に
対

し
て
、
女

性
労

働
力

の
確

保
・
女

性
活

躍
の
推

進
や
優

秀
な
人

材
確

保
の
た
め
に
、
長

時
間

労
働

是
正

に
向

け
た
働

き
方

改
革

の
必

要
性

や
具

体
的

な
取

り
組

み
事

例
を
紹

介
し
、
企

業
で
の
実

践
に
活

か
せ
る
内

容
と
し
て
、
高

い
満

足
度

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
主

催
講

座
で
は
、
近

年
、
法

や
制

度
改

正
が
行

わ
れ
た
テ
ー
マ
（
育

休
、
不

妊
治

療
の
仕

事
の
両

立
）
や
働

き
方

の
変

化
な
ど
時

勢
に
あ
っ
た
テ
ー

マ
を
設

定
し
、
在

勤
者

向
け
の
講

座
の
充

実
を
図

り
ま
し
た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
4
年

9
月

1
0
日

(土
)午

後
2
時

～
午

後
4
時

「
男

が
介

護
す
る
と
い
う
こ
と
」
参

加
者

2
0
名

　
満

足
度

6
6
.7

%
2
．
令

和
4
年

1
2
月

1
0
日

(土
)午

後
2
時

～
午

後
4
時

「
男

性
育

休
の
リ
ア
ル
～

育
児

・
介

護
休

業
法

改
正

の
ポ
イ
ン
ト
と
男

性
育

休
の
魅

力
～

」
参

加
者

1
6
名

　
満

足
度

1
0
0
%

3
．
令

和
4
年

1
2
月

1
3
日

（
火

）
午

後
3
時

～
午

後
5
時

「
令

和
4
年

度
港

区
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
「
基

調
講

演
：
経

営
戦

略
と
し
て
の
働

き
方

改
革

～
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
生

産
性

向
上

を
考

え
る
～

」
参

加
者

3
7
名

　
満

足
度

9
5
.6

％
4
．
令

和
5
年

2
月

1
7
日

(金
)午

後
7
時

～
午

後
9
時

「
不

妊
治

療
と
仕

事
の
両

立
」
参

加
者

2
5
名

　
満

足
度

9
4
.7

%
【
出

前
講

座
】

1
．
令

和
4
年

5
月

2
5
日

(水
)午

後
2
時

3
0
分

～
4
時

3
0
分

「
新

し
い
働

き
方

、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
そ
し
て
人

生
～

イ
ク
ボ
ス
で
、
成

果
と
笑

顔
が
共

に
ア
ッ
プ
」参

加
者

2
1
名

　
満

足
度

9
0
.4

%
2
．
令

和
5
年

3
月

2
8
日

(火
)午

後
1
時

～
午

後
3
時

「
介

護
離

職
を
防

ぐ
た
め
の
介

護
と
仕

事
の
両

立
」
参

加
者

2
7
名

　
満

足
度

1
0
0
%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

主
催

講
座

お
よ
び
出

前
講

座
に
て
、
介

護
、
育

休
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
男

性
の
生

き
づ
ら
さ
等

各
種

テ
ー
マ
を
取

り
上

げ
、
男

性
向

け
の
講

座
の
充

実
を
図

り
ま
し
た
。
「
男

性
の
た
め
の
井

戸
端

会
議

“
男

だ
か
ら
”
感

じ
る
窮

屈
さ
を
探

る
」
で
は
、
参

加
者

を
男

性
に
限

定
し
た
内

容
に
す
る
こ
と

で
、
異

性
の
目

を
気

に
せ
ず
男

性
性

に
つ
い
て
考

え
直

す
機

会
と
な
り
、
「
男

性
中

心
社

会
が
男

性
に
と
っ
て
も
生

き
づ
ら
い
」
な
ど
ジ
ェ
ン
ダ
平

等
社

会
を
目

指
す
意

識
を
喚

起
さ
せ
る
内

容
で
あ
っ
た
こ
と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
も
表

れ
、
高

い
満

足
度

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
4
年

9
月

1
0
日

(土
)午

後
2
時

～
午

後
4
時

「
男

が
介

護
す
る
と
い
う
こ
と
」
参

加
者

2
0
名

　
満

足
度

6
6
.7

%
2
．
令

和
4
年

1
1
月

1
3
日

(日
)午

後
2
時

～
午

後
5
時

「
男

性
に
対

す
る
性

暴
力

」
参

加
者

2
6
名

　
満

足
度

1
0
0
%

3
．
令

和
4
年

1
2
月

1
0
日

(土
)午

後
2
時

～
午

後
4
時

「
男

性
育

休
の
リ
ア
ル
～

育
児

・
介

護
休

業
法

改
正

の
ポ
イ
ン
ト
と
男

性
育

休
の
魅

力
～

」
参

加
者

1
6
名

　
満

足
度

1
0
0
%

4
．
令

和
4
年

1
2
月

1
3
日

（
火

）
午

後
3
時

～
午

後
5
時

「
令

和
4
年

度
港

区
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
「
基

調
講

演
：
経

営
戦

略
と
し
て
の
働

き
方

改
革

～
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
生

産
性

向
上

を
考

え
る
～

」
参

加
者

3
7
名

　
満

足
度

9
5
.6

％
5
．
令

和
5
年

3
月

1
9
日

(日
)午

前
1
0
時

～
午

後
0
時

3
0
分

「
男

性
の
た
め
の
井

戸
端

会
議

“
男

だ
か
ら
”
感

じ
る
窮

屈
さ
を
探

る
」
参

加
者

1
5
名

　
満

足
度

1
0
0
%

【
出

前
講

座
】

1
．
令

和
4
年

5
月

2
5
日

(水
)午

後
2
時

3
0
分

～
4
時

3
0
分

「
新

し
い
働

き
方

、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
そ
し
て
人

生
～

イ
ク
ボ
ス
で
、
成

果
と
笑

顔
が
共

に
ア
ッ
プ
」参

加
者

2
1
名

　
満

足
度

9
0
.4

%
2
．
令

和
5
年

3
月

2
8
日

(火
)午

後
1
時

～
午

後
3
時

「
介

護
離

職
を
防

ぐ
た
め
の
介

護
と
仕

事
の
両

立
」
参

加
者

2
7
名

　
満

足
度

1
0
0
%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

男
性

学
の
講

座
を
次

年
度

も
開

催
す
る
ほ
か
、
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」
「
仕

事
と
介

護
」
「
治

療
と
仕

事
の
両

立
」
な
ど
、
男

性
の
働

き
方

や
生

き
方

に
活

き
る
講

座
の
充

実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
男

性
が
参

加
し
や
す
い
よ

う
講

座
の
タ
イ
ト
ル
付

け
な
ど
を
工

夫
し
ま
す
。
企

業
向

け
出

前
講

座
に
お

い
て
も
、
介

護
離

職
防

止
や
ワ
ー
ク
・ラ

イ
フ
・バ

ラ
ン
ス
な
ど
の
テ
ー
マ
を
引

き
続

き
設

定
し
、
実

施
企

業
を
募

り
ま
す
。

「
男

性
育

休
」
「
男

性
へ
の
性

暴
力

」
「
男

性
介

護
」
「
男

性
の
生

き
づ
ら
さ
」
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
な
ど
各

種
講

座
を
開

催
し
、
男

性
の
働

き
方

や
生

き
方

を
考

え
る
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
出

前
講

座
に
て
お
い
て
も
、
介

護
や
育

休
に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
を
取

り
上

げ
、
企

業
内

で
の
啓

発
機

会
の
充

実
も
図

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
に
関

す
る
テ
ー
マ
や
男

性
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講

座
な
ど
を
通

し
て
、
男

性
が
参

加
し
や
す
い
講

座
の
充

実
を
図

っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
企

業
向

け
出

前
講

座
に
お
い
て
も
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の

テ
ー
マ
を
継

続
的

に
設

定
し
、
実

施
企

業
を
募

っ
て
い
き
ま
す
。

課
題

男
性

の
家

庭
・

地
域

へ
の

参
加

促
進

事
業

内
容

男
性

向
け

の
地

域
参

画
や

家
事

技
術

を
学

ぶ
講

座
や

育
児

中
の

父
親

向
け

講
座

、
男

性
の

生
き

方
を

考
え

る
講

座
等

の
充

実
を

図
り

、
男

性
が

人
生

を
豊

か
に

し
自

分
ら

し
く

生
き

て
い

く
こ

と
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
男

性
の

家
庭

・
地

域
へ

の
参

加
の

た
め

の
支

援

Ａ
Ａ

Ａ

3
7
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2 4

2

課
題

男
性

の
家

庭
・

地
域

へ
の

参
加

促
進

事
業

内
容

「
仕

事
と

家
庭

の
両

立
支

援
事

業
」

に
お

い
て

、
男

性
の

子
育

て
支

援
奨

励
金

や
介

護
支

援
奨

励
金

を
交

付
し

、
中

小
企

業
に

お
け

る
男

性
従

業
員

の
育

児
参

加
を

促
進

し
、

介
護

に
よ

る
離

職
の

防
止

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
男

性
の

家
庭

・
地

域
へ

の
参

加
の

た
め

の
支

援

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
8

男
性

の
育

児
休

業
・

介
護

休
業

へ
の

取
組

の
支

援

掲
載

ペ
ー

ジ
92

担
当

課

Ａ
Ａ

Ａ

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

当
初

予
算

執
行

率
7
1
.3

%
で
し
た
。

事
業

周
知

用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
最

新
の
働

き
方

改
革

に
関

す
る
法

改
正

を
併

せ
て
掲

載
す
る
な
ど
、
効

果
的

に
発

信
し
ま
し
た
。

・区
内
中
小
企
業
1
,3

3
6
社
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
送

付
（
事

業
周

知
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記

載
し
た
内

容
）

・
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定
及

び
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
情

報
公

表
の
義

務
の
対

象
に
つ
い
て

・
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
「
情

報
公

表
項

目
」
の
追

加
に
つ
い
て

・
産

後
パ
パ
育

休
（
出

生
時

育
児

休
業

）
の
創

設
、
育

児
休

業
の
分

割
取

得
に
つ
い
て

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

各
奨

励
金

の
当

初
予

算
執

行
率

が
7
0
％

以
上

と
な
る
よ
う
周

知
・
啓

発
を

行
い
、
申

請
が
あ
っ
た
際

に
は
適

切
に
審

査
の
う
え
、
交

付
し
ま
す
。

①
子

育
て
支

援
奨

励
金

1
8
件

、
②

配
偶

者
出

産
休

暇
制

度
奨

励
金

２
件

、
③

介
護

支
援

奨
励

金
２
件

、
④

男
性

の
子

育
て
支

援
奨

励
金

７
件

、
⑤

男
性

の
介

護
支

援
奨

励
金

１
件

　
計

2
4
件

交
付

男
女

平
等

参
画

セ
ン
タ
ー
に
て
行

う
企

業
向

け
講

座
に
て
周

知
す
る
な
ど
、
各

奨
励

金
の
当

初
予

算
執

行
率

が
9
0
％

以
上

と
な
る
よ
う
周

知
・
啓

発
を
行

い
、
申

請
が

あ
っ
た
際

に
は
適

切
に
審

査
の
う
え
、
交

付
し
ま
す
。

3
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2 4

2

課
題

男
性

の
家

庭
・

地
域

へ
の

参
加

促
進

事
業

内
容

「
仕

事
と

家
庭

の
両

立
支

援
事

業
」

に
お

い
て

、
男

性
の

子
育

て
支

援
奨

励
金

や
介

護
支

援
奨

励
金

を
交

付
し

、
中

小
企

業
に

お
け

る
男

性
従

業
員

の
育

児
参

加
を

促
進

し
、

介
護

に
よ

る
離

職
の

防
止

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
男

性
の

家
庭

・
地

域
へ

の
参

加
の

た
め

の
支

援

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
推

進
す

る
事

業
名

8
8

男
性

の
育

児
休

業
・

介
護

休
業

へ
の

取
組

の
支

援

掲
載

ペ
ー

ジ
92

担
当

課

Ａ
Ａ

Ａ

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

当
初

予
算

執
行

率
7
1
.3

%
で
し
た
。

事
業

周
知

用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
最

新
の
働

き
方

改
革

に
関

す
る
法

改
正

を
併

せ
て
掲

載
す
る
な
ど
、
効

果
的

に
発

信
し
ま
し
た
。

・区
内
中
小
企
業
1
,3

3
6
社
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
送

付
（
事

業
周

知
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記

載
し
た
内

容
）

・
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定
及

び
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
情

報
公

表
の
義

務
の
対

象
に
つ
い
て

・
女

性
の
活

躍
に
関

す
る
「
情

報
公

表
項

目
」
の
追

加
に
つ
い
て

・
産

後
パ
パ
育

休
（
出

生
時

育
児

休
業

）
の
創

設
、
育

児
休

業
の
分

割
取

得
に
つ
い
て

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

各
奨

励
金

の
当

初
予

算
執

行
率

が
7
0
％

以
上

と
な
る
よ
う
周

知
・
啓

発
を

行
い
、
申

請
が
あ
っ
た
際

に
は
適

切
に
審

査
の
う
え
、
交

付
し
ま
す
。

①
子

育
て
支

援
奨

励
金

1
8
件

、
②

配
偶

者
出

産
休

暇
制

度
奨

励
金

２
件

、
③

介
護

支
援

奨
励

金
２
件

、
④

男
性

の
子

育
て
支

援
奨

励
金

７
件

、
⑤

男
性

の
介

護
支

援
奨

励
金

１
件

　
計

2
4
件

交
付

男
女

平
等

参
画

セ
ン
タ
ー
に
て
行

う
企

業
向

け
講

座
に
て
周

知
す
る
な
ど
、
各

奨
励

金
の
当

初
予

算
執

行
率

が
9
0
％

以
上

と
な
る
よ
う
周

知
・
啓

発
を
行

い
、
申

請
が

あ
っ
た
際

に
は
適

切
に
審

査
の
う
え
、
交

付
し
ま
す
。

3
8

第
４

次
港

区
男

女
平

等
参

画
行

動
計

画
（

Ｒ
３

～
Ｒ

８
）

　
令

和
４

年
度

事
業

実
績

・
進

捗
状

況
調

査

3 1

1

3 1

1

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

「
わ

た
し

た
ち

は
性

犯
罪

・
性

暴
力

を
許

さ
な

い
」
パ

ネ
ル

で
、
D

V
だ

け
で

な
く

レ
イ

プ
、
強

制
わ

い
せ

つ
、
セ

ク
ハ

ラ
、
ス

ト
ー

カ
ー

等
の

あ
ら

ゆ
る

形
態

の
性

暴
力

に
つ

い
て

予
防

啓
発

を
行

い
、
被

害
者

が
性

暴
力

に
よ

っ
て

被
る

心
身

の
影

響
や

、
利

用
で

き
る

支
援

機
関

の
紹

介
等

、
情

報
提

供
を

行
い

ま
し

た
。
ま

た
、
リ

ー
ブ

ラ
登

録
団

体
か

ら
も

、
色

調
や

形
態

の
違

う
展

示
物

を
多

数
ご

提
供

い
た

だ
き

、
団

体
と

と
も

に
女

性
に

対
す

る
暴

力
防

止
の

啓
発

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

令
和

４
年

1
1
月

1
2

日
（
土

）
～

1
1
月

2
5

日
（
金

）
：
「
わ

た
し

た
ち

は
性

犯
罪

・
性

暴
力

を
許

さ
な

い
」
パ

ネ
ル

展
＆

団
体

作
品

展
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
」
期

間
に

、
団

体
作

品
展

や
パ

ネ
ル

展
、
講

座
等

を
開

催
し

ま
す

。
ま

た
、
「
男

性
へ

の
性

暴
力

」
に

つ
い

て
の

講
座

を
実

施
し

ま
す

。
相

談
窓

口
の

周
知

等
、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
や

カ
ー

ド
の

配
布

も
積

極
的

に
行

い
ま

す
。

「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
」
期

間
の

パ
ネ

ル
展

で
「
わ

た
し

た
ち

は
性

犯
罪

・
性

暴
力

を
許

さ
な

い
」
パ

ネ
ル

（
埼

玉
県

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

（
W

it
h

 Y
o
u
 さ

い
た

ま
）
）
展

を
実

施
し

ま
し

た
。
パ

ネ
ル

展
示

と
合

わ
せ

て
、
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

に
ち

な
ん

だ
紫

色
の

作
品

を
展

示
す

る
「
団

体
作

品
展

（
リ

ー
ブ

ラ
で

活
動

す
る

団
体

）
」
を

開
催

し
ま

し
た

。

刑
法

改
正

（
性

犯
罪

規
定

の
改

正
）
や

D
V

法
改

正
を

受
け

て
、
そ

れ
ら

の
内

容
を

反
映

し
た

事
業

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
1
1
月

の
「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
」
に

あ
わ

せ
て

、
パ

ネ
ル

展
示

や
講

座
等

を
行

い
ま

す
。
ま

た
、
関

連
講

座
が

開
催

さ
れ

る
際

、
リ

ー
ブ

ラ
心

の
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

等
、
相

談
窓

口
の

周
知

を
積

極
的

に
行

い
ま

す
。
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
底

に
性

差
別

が
あ

る
こ

と
に

鑑
み

、
『
性

差
別

的
な

ふ
る

ま
い

を
見

過
ご

さ
な

い
』
を

テ
ー

マ
に

ア
ク

テ
ィ

ブ
バ

イ
ス

タ
ン

ダ
ー

の
重

要
性

に
つ

い
て

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ

ア
シ

ス
」
で

啓
発

し
ま

す
。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

男
女

共
同

参
画

週
間

や
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
に

あ
わ

せ
た

パ
ネ

ル
展

等
で

啓
発

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
講

座
の

開
催

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

を
配

布
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

あ
ら

ゆ
る

暴
力

を
防

止
す

る
た

め
の

意
識

啓
発

・
情

報
提

供

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
0

ス
ト

ー
カ

ー
行

為
に

関
す

る
意

識
啓

発

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
95

担
当

課

　

掲
載

ペ
ー

ジ
95

担
当

課
人

権
・

男
女

平
等

参
画

担
当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

8
9

人
権

尊
重

に
関

す
る

意
識

啓
発

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

感
染

状
況

に
併

せ
て

、
実

施
方

法
を

工
夫

し
な

が
ら

実
施

で
き

ま
し

た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

状
況

を
踏

ま
え

な
が

ら
、
人

権
尊

重
の

意
識

啓
発

に
関

す
る

講
演

会
や

パ
ネ

ル
展

を
開

催
し

ま
す

。
・
憲

法
週

間
記

念
講

演
の

つ
ど

い
(動

画
配

信
)　

　
　

　
延

べ
再

生
数

 　
6

1
8

回
・
人

権
週

間
記

念
講

演
と

映
画

の
つ

ど
い

(会
場

開
催

)参
加

者
数

　
　

　
1
3

0
人

令
和

５
年

度
は

世
界

人
権

宣
言

7
5

周
年

を
記

念
し

、
例

年
実

施
し

て
い

る
講

演
会

や
パ

ネ
ル

展
に

加
え

、
人

権
連

続
講

座
を

実
施

し
ま

す
。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

条
例

の
基

本
理

念
に

基
づ

き
、

全
て

の
人

が
性

別
等

に
と

ら
わ

れ
ず

自
分

ら
し

く
豊

か
に

生
き

る
こ

と
が

で
き

る
地

域
社

会
を

つ
く

る
た

め
に

、
講

演
会

・
パ

ネ
ル

展
の

開
催

や
、

広
報

紙
等

を
活

用
し

て
意

識
啓

発
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

あ
ら

ゆ
る

暴
力

を
防

止
す

る
た

め
の

意
識

啓
発

・
情

報
提

供

1
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3 1

1

3 1

1

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
在

宅
勤

務
の
増

加
、
経

済
活

動
の
停

滞
に
よ
る
減

給
・
失

職
等

の
不

安
や
ス
ト
レ
ス
の
増

加
、
子

ど
も
の
休

校
・
休

園
等

に
よ
り
、

D
V
・
児

童
虐

待
の
増

加
が
社

会
的

に
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
D
V
防

止
講

座
で
は
、
子

ど
も
の
い
る
家

庭
で
の
面

前
D
V
が
「
心

理
的

虐
待

」
で
あ
り
、

D
V
と
児

童
虐

待
が
同

時
に
起

き
て
い
る
状

態
で
あ
る
こ
と
や
子

ど
も
に
与

え
る
影

響
等

に
つ
い
て
も
啓

発
し
、
回

復
に
向

け
た
支

援
等

の
情

報
提

供
を
行

い
ま
し
た
。

「
絵

本
の
森

」
の
会

場
開

催
で
は
、
参

加
者

か
ら
「家

に
ば
か
り
い
て
、
誰

に
も
会

え
ず
に
息

が
詰

ま
り
そ
う
だ
っ
た
」等

の
声

が
寄

せ
ら
れ
、
経

験
豊

か
な
保

育
士

の
講

師
た
ち
が
子

育
て
相

談
に
乗

る
な
ど
有

意
義

な
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
を
連

れ
た
来

館
者

や
保

育
室

利
用

者
へ
の
声

掛
け
を
行

い
、
「
絵

本
の
森

」
「
み
ん
な
で
遊

ぼ
う
」
へ
の
新

規
参

加
を
促

し
ま
し
た
。
多

く
は
母

親
で
す
が
、
父

親
か
ら
の
申

込
み
も
入

り
始

め
ま
し
た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動

画
に
て
、
保

育
室

の
紹

介
を
行

い
、
保

育
室

無
料

開
放

時
の
利

用
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
4
年

1
1
月

1
2
日

（
土

）
午

後
２
時

～
４
時

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
と
傷

つ
き
か
ら
の
回

復
」
参

加
者

１
１
名

・
満

足
度

1
0
0
％

2
．
令

和
5
年

3
月

1
2
日

（
日

）
午

後
２
時

～
４
時

「
包

括
的

性
教

育
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
～

自
分

も
他

者
も
大

切
に
性

の
こ
と
～

」
参

加
者

２
９

名
・
満

足
度

1
0
0
％

３
．
「
絵

本
の
森

」
＜

全
６
回

＞
：
≪

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
≫

･
令

和
4
年

5
月

3
0
日

（
月

）
～

6
月

6
日

（
月

）
参

加
者

4
4
名

・
満

足
度

7
6
.9

%
・令

和
5
年

1
月

3
0
日

（月
）～

2
月

6
日

（月
）参

加
者

5
8
名

・満
足

度
9
0
％

　
・令

和
5
年

3
月

2
0
日

（月
）～

3
月

2
7
日

（月
）参

加
者

6
1
名

・
満

足
度

5
7
.1
%

、
≪

会
場

開
催

≫
・
令

和
4
年

7
月

2
7
日

（
水

）
参

加
者

2
2
名

・
満

足
度

1
0
0
％

　
・
令

和
4
年

9
月

2
6
日

（
月

）
参

加
者

1
2
名

・
満

足
度

8
3
.4

%
　
・
令

和
4
年

1
1
月

2
8
日

（
月

）
参

加
者

2
2
名

・
満

足
度

8
1
.8

%
４
．
「
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
！

」
＜

全
3
回

＞
：
≪

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
≫

・
令

和
4
年

8
月

2
9
日

（
月

）
～

9
月

1
2
日

（
月

）
参

加
者

4
9
名

・
満

足
度

8
0
％

　
・令

和
5
年

2
月

2
0
日

（
月

）
～

3
月

6
日

（
月

）
参

加
者

5
2
名

・
満

足
度

1
0
0
％

、
≪

会
場

開
催

≫
・
令

和
4
年

1
0
月

3
1
日

（
月

）
親

子
映

画
会

・
参

加
者

2
9
名

・
満

足
度

7
1
.4

%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

「
D
V
防

止
」
や
「ア

ニ
メ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」講

座
を
実

施
し
、
児

童
虐

待
予

防
の
意

識
を
醸

成
し
、

児
童

虐
待

予
防

、
早

期
対

応
や
相

談
窓

口
に
つ
い
て
普

及
、
啓

発
を
行

い
ま
す
。

現
在

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

っ
て
い
る
「
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
」
「
絵

本
の
森

」
も
子

ど
も
の
人

権
と
い
う
観

点
か
ら
引

き
続

き
実

施
し
、
絵

本
の
森

に
つ
い
て
は

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状

況
を
見

な
が
ら
、
会

場
で
の
開

催
も
行

っ
て
い
き
ま
す
。
会

場
開

催
に
伴

い
、
保

育
室

の
無

料
開

放
も
実

施
し
ま
す
。

主
催

講
座

の
「
D
V
防

止
講

座
」
で
は
、
D
V
が
子

ど
も
に
与

え
る
影

響
に
つ
い
て
も
扱

い
、
「
包

括
的

性
教

育
」
で
も
子

ど
も
の
人

権
尊

重
や
相

談
窓

口
の
紹

介
を
行

い
ま
し
た
。

「
絵

本
の
森

」
「
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
！

」
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
状

況
に
合

わ
せ
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
だ
け
で
な
く
、
会

場
で
も
開

催
す
る
こ
と

が
で
き
、
プ
チ
子

育
て
相

談
の
時

間
を
設

け
、
保

護
者

の
悩

み
、
苦

し
み
を
吐

き
出

す
場

所
、
情

報
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
得

ら
れ
る
場

所
を
提

供
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状

況
も
踏

ま
え
つ
つ
、
保

育
室

の
無

料
開

放
を
実

施
し
ま
し
た
。

主
催

講
座

で
、
「
D
V
防

止
」
や
「
包

括
的

性
教

育
」
を
取

扱
い
、
児

童
虐

待
を
非

と
す

る
意

識
を
醸

成
す
る
と
と
も
に
、
相

談
事

業
に
お
い
て
も
適

切
な
相

談
窓

口
へ
つ
な

げ
ま
す
。

「
絵

本
の
森

」
「
み
ん
な
で
遊

ぼ
う
」
を
継

続
し
、
保

護
者

の
居

場
所

、
情

報
交

流
で
き

る
場

を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
保

育
室

の
無

料
開

放
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

1
1
月

の
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運

動
と
と
も
に
、
児

童
虐

待
防

止
の
啓

発
も
行

い
ま
す
。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

児
童

虐
待

は
発

見
し

た
人

が
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

等
に

通
告

す
る

義
務

が
あ

り
ま

す
。

本
来

子
ど

も
を

守
る

べ
き

身
近

な
大

人
か

ら
受

け
る

児
童

虐
待

は
表

面
化

し
に

く
い

た
め

、
地

域
住

民
や

子
ど

も
自

身
が

権
利

侵
害

と
し

て
認

識
し

、
適

切
な

対
処

が
で

き
る

よ
う

、
発

見
者

の
通

告
義

務
も

含
め

啓
発

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
子

ど
も

の
心

身
の

成
長

と
人

格
の

形
成

に
深

刻
な

影
響

を
与

え
る

重
大

な
権

利
侵

害
で

あ
る

児
童

虐
待

に
つ

い
て

、
講

座
の

開
催

や
パ

ネ
ル

展
等

で
啓

発
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

あ
ら

ゆ
る

暴
力

を
防

止
す

る
た

め
の

意
識

啓
発

・
情

報
提

供

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
1

児
童

虐
待

に
関

す
る

意
識

啓
発

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
と
区

民
が
協

同
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
こ
と
で
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
周

知
し
、
児

童
虐

待
防

止
を
啓

発
す
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

掲
載

ペ
ー

ジ
95

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡

大
状

況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
関

係
機

関
と
の
連

携
強

化
と
、
支

援
対

象
児

童
等

の
早

期
発

見
や
適

切
な
支

援
の
た
め
に
、
代

表
者

会
議

、
実

務
者

会
議

を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
児

童
虐

待
対

応
と
子

育
て
支

援
の
あ
り
方

や
心

に
不

安
を

抱
え
た
保

護
者

と
の
か
か
わ
り
方

等
を
テ
ー
マ
に
関

係
機

関
向

け
研

修
を

実
施

し
ま
す
。

ま
た
、
6
月

、
1
1
月

児
童

虐
待

防
止

推
進

月
間

に
「
い
じ
め
・
児

童
虐

待
防

止
イ
ベ
ン
ト
」ま

た
は
講

演
会

等
を
実

施
し
、
児

童
虐

待
防

止
の
啓

発
を
図

り
ま
す
。

関
係

機
関

と
の
連

携
強

化
に
向

け
、
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
代

表
者

会
議

、
実

務
者

会
議

、
随

時
ケ
ー
ス
会

議
を
実

施
し
ま
し
た
。

児
童

虐
待

防
止

推
進

月
間

で
あ
る
１
１
月

中
旬

、
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
内

で
障

害
者

ア
ー
ト
の
展

示
を
行

う
際

に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
、
児

童
虐

待
防

止
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
入

れ
展

示
す
る
こ
と
で
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
周

知
し
、
児

童
虐

待
防

止
を
啓

発
し
ま
し
た
。
ま
た
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
や
広

報
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
全

区
的

に
周

知
及

び
啓

発
を
行

い
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡

大
状

況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
関

係
機

関
と
の
連

携
強

化
と
、
支

援
対

象
児

童
等

の
早

期
発

見
や
適

切
な
支

援
の
た
め
に
、
代

表
者

会
議

、
実

務
者

会
議

を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
児

童
虐

待
対

応
と
子

育
て
支

援
の
あ
り
方

や
心

に
不

安
を
抱

え
た
保

護
者

と
の
か
か
わ
り

方
等

を
テ
ー
マ
に
関

係
機

関
向

け
研

修
を
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
6
月

、
1
1
月

児
童

虐
待

防
止

推
進

月
間

に
「
い
じ
め
・
児

童
虐

待
防

止
イ
ベ
ン

ト
」ま

た
は
講

演
会

等
を
実

施
し
、
児

童
虐

待
防

止
の
啓

発
を
図

り
ま
す
。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

児
童

虐
待

は
発

見
し

た
人

が
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

等
に

通
告

す
る

義
務

が
あ

り
ま

す
。

本
来

子
ど

も
を

守
る

べ
き

身
近

な
大

人
か

ら
受

け
る

児
童

虐
待

は
表

面
化

し
に

く
い

た
め

、
地

域
住

民
や

子
ど

も
自

身
が

権
利

侵
害

と
し

て
認

識
し

、
適

切
な

対
処

が
で

き
る

よ
う

、
発

見
者

の
通

告
義

務
も

含
め

啓
発

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
子

ど
も

の
心

身
の

成
長

と
人

格
の

形
成

に
深

刻
な

影
響

を
与

え
る

重
大

な
権

利
侵

害
で

あ
る

児
童

虐
待

に
つ

い
て

、
講

座
の

開
催

や
パ

ネ
ル

展
等

で
啓

発
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

あ
ら

ゆ
る

暴
力

を
防

止
す

る
た

め
の

意
識

啓
発

・
情

報
提

供

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
1

児
童

虐
待

に
関

す
る

意
識

啓
発

掲
載

ペ
ー

ジ
95

担
当

課
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-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
在

宅
勤

務
の
増

加
、
経

済
活

動
の
停

滞
に
よ
る
減

給
・
失

職
等

の
不

安
や
ス
ト
レ
ス
の
増

加
、
子

ど
も
の
休

校
・
休

園
等

に
よ
り
、

D
V
・
児

童
虐

待
の
増

加
が
社

会
的

に
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
D
V
防

止
講

座
で
は
、
子

ど
も
の
い
る
家

庭
で
の
面

前
D
V
が
「
心

理
的

虐
待

」
で
あ
り
、

D
V
と
児

童
虐

待
が
同

時
に
起

き
て
い
る
状

態
で
あ
る
こ
と
や
子

ど
も
に
与

え
る
影

響
等

に
つ
い
て
も
啓

発
し
、
回

復
に
向

け
た
支

援
等

の
情

報
提

供
を
行

い
ま
し
た
。

「
絵

本
の
森

」
の
会

場
開

催
で
は
、
参

加
者

か
ら
「家

に
ば
か
り
い
て
、
誰

に
も
会

え
ず
に
息

が
詰

ま
り
そ
う
だ
っ
た
」等

の
声

が
寄

せ
ら
れ
、
経

験
豊

か
な
保

育
士

の
講

師
た
ち
が
子

育
て
相

談
に
乗

る
な
ど
有

意
義

な
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
を
連

れ
た
来

館
者

や
保

育
室

利
用

者
へ
の
声

掛
け
を
行

い
、
「
絵

本
の
森

」
「
み
ん
な
で
遊

ぼ
う
」
へ
の
新

規
参

加
を
促

し
ま
し
た
。
多

く
は
母

親
で
す
が
、
父

親
か
ら
の
申

込
み
も
入

り
始

め
ま
し
た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動

画
に
て
、
保

育
室

の
紹

介
を
行

い
、
保

育
室

無
料

開
放

時
の
利

用
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
4
年

1
1
月

1
2
日

（
土

）
午

後
２
時

～
４
時

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
と
傷

つ
き
か
ら
の
回

復
」
参

加
者

１
１
名

・
満

足
度

1
0
0
％

2
．
令

和
5
年

3
月

1
2
日

（
日

）
午

後
２
時

～
４
時

「
包

括
的

性
教

育
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
～

自
分

も
他

者
も
大

切
に
性

の
こ
と
～

」
参

加
者

２
９

名
・
満

足
度

1
0
0
％

３
．
「
絵

本
の
森

」
＜

全
６
回

＞
：
≪

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
≫

･
令

和
4
年

5
月

3
0
日

（
月

）
～

6
月

6
日

（
月

）
参

加
者

4
4
名

・
満

足
度

7
6
.9

%
・令

和
5
年

1
月

3
0
日

（月
）～

2
月

6
日

（月
）参

加
者

5
8
名

・満
足

度
9
0
％

　
・令

和
5
年

3
月

2
0
日

（月
）～

3
月

2
7
日

（月
）参

加
者

6
1
名

・
満

足
度

5
7
.1
%

、
≪

会
場

開
催

≫
・
令

和
4
年

7
月

2
7
日

（
水

）
参

加
者

2
2
名

・
満

足
度

1
0
0
％

　
・
令

和
4
年

9
月

2
6
日

（
月

）
参

加
者

1
2
名

・
満

足
度

8
3
.4

%
　
・
令

和
4
年

1
1
月

2
8
日

（
月

）
参

加
者

2
2
名

・
満

足
度

8
1
.8

%
４
．
「
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
！

」
＜

全
3
回

＞
：
≪

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
≫

・
令

和
4
年

8
月

2
9
日

（
月

）
～

9
月

1
2
日

（
月

）
参

加
者

4
9
名

・
満

足
度

8
0
％

　
・令

和
5
年

2
月

2
0
日

（
月

）
～

3
月

6
日

（
月

）
参

加
者

5
2
名

・
満

足
度

1
0
0
％

、
≪

会
場

開
催

≫
・
令

和
4
年

1
0
月

3
1
日

（
月

）
親

子
映

画
会

・
参

加
者

2
9
名

・
満

足
度

7
1
.4

%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

「
D
V
防

止
」
や
「ア

ニ
メ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」講

座
を
実

施
し
、
児

童
虐

待
予

防
の
意

識
を
醸

成
し
、

児
童

虐
待

予
防

、
早

期
対

応
や
相

談
窓

口
に
つ
い
て
普

及
、
啓

発
を
行

い
ま
す
。

現
在

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

っ
て
い
る
「
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
」
「
絵

本
の
森

」
も
子

ど
も
の
人

権
と
い
う
観

点
か
ら
引

き
続

き
実

施
し
、
絵

本
の
森

に
つ
い
て
は

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状

況
を
見

な
が
ら
、
会

場
で
の
開

催
も
行

っ
て
い
き
ま
す
。
会

場
開

催
に
伴

い
、
保

育
室

の
無

料
開

放
も
実

施
し
ま
す
。

主
催

講
座

の
「
D
V
防

止
講

座
」
で
は
、
D
V
が
子

ど
も
に
与

え
る
影

響
に
つ
い
て
も
扱

い
、
「
包

括
的

性
教

育
」
で
も
子

ど
も
の
人

権
尊

重
や
相

談
窓

口
の
紹

介
を
行

い
ま
し
た
。

「
絵

本
の
森

」
「
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
！

」
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
状

況
に
合

わ
せ
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
だ
け
で
な
く
、
会

場
で
も
開

催
す
る
こ
と

が
で
き
、
プ
チ
子

育
て
相

談
の
時

間
を
設

け
、
保

護
者

の
悩

み
、
苦

し
み
を
吐

き
出

す
場

所
、
情

報
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
得

ら
れ
る
場

所
を
提

供
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状

況
も
踏

ま
え
つ
つ
、
保

育
室

の
無

料
開

放
を
実

施
し
ま
し
た
。

主
催

講
座

で
、
「
D
V
防

止
」
や
「
包

括
的

性
教

育
」
を
取

扱
い
、
児

童
虐

待
を
非

と
す

る
意

識
を
醸

成
す
る
と
と
も
に
、
相

談
事

業
に
お
い
て
も
適

切
な
相

談
窓

口
へ
つ
な

げ
ま
す
。

「
絵

本
の
森

」
「
み
ん
な
で
遊

ぼ
う
」
を
継

続
し
、
保

護
者

の
居

場
所

、
情

報
交

流
で
き

る
場

を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
保

育
室

の
無

料
開

放
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

1
1
月

の
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運

動
と
と
も
に
、
児

童
虐

待
防

止
の
啓

発
も
行

い
ま
す
。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

児
童

虐
待

は
発

見
し

た
人

が
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

等
に

通
告

す
る

義
務

が
あ

り
ま

す
。

本
来

子
ど

も
を

守
る

べ
き

身
近

な
大

人
か

ら
受

け
る

児
童

虐
待

は
表

面
化

し
に

く
い

た
め

、
地

域
住

民
や

子
ど

も
自

身
が

権
利

侵
害

と
し

て
認

識
し

、
適

切
な

対
処

が
で

き
る

よ
う

、
発

見
者

の
通

告
義

務
も

含
め

啓
発

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
子

ど
も

の
心

身
の

成
長

と
人

格
の

形
成

に
深

刻
な

影
響

を
与

え
る

重
大

な
権

利
侵

害
で

あ
る

児
童

虐
待

に
つ

い
て

、
講

座
の

開
催

や
パ

ネ
ル

展
等

で
啓

発
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

あ
ら

ゆ
る

暴
力

を
防

止
す

る
た

め
の

意
識

啓
発

・
情

報
提

供

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
1

児
童

虐
待

に
関

す
る

意
識

啓
発

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
と
区

民
が
協

同
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
こ
と
で
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
周

知
し
、
児

童
虐

待
防

止
を
啓

発
す
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

掲
載

ペ
ー

ジ
95

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡

大
状

況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
関

係
機

関
と
の
連

携
強

化
と
、
支

援
対

象
児

童
等

の
早

期
発

見
や
適

切
な
支

援
の
た
め
に
、
代

表
者

会
議

、
実

務
者

会
議

を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
児

童
虐

待
対

応
と
子

育
て
支

援
の
あ
り
方

や
心

に
不

安
を

抱
え
た
保

護
者

と
の
か
か
わ
り
方

等
を
テ
ー
マ
に
関

係
機

関
向

け
研

修
を

実
施

し
ま
す
。

ま
た
、
6
月

、
1
1
月

児
童

虐
待

防
止

推
進

月
間

に
「
い
じ
め
・
児

童
虐

待
防

止
イ
ベ
ン
ト
」ま

た
は
講

演
会

等
を
実

施
し
、
児

童
虐

待
防

止
の
啓

発
を
図

り
ま
す
。

関
係

機
関

と
の
連

携
強

化
に
向

け
、
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
代

表
者

会
議

、
実

務
者

会
議

、
随

時
ケ
ー
ス
会

議
を
実

施
し
ま
し
た
。

児
童

虐
待

防
止

推
進

月
間

で
あ
る
１
１
月

中
旬

、
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
内

で
障

害
者

ア
ー
ト
の
展

示
を
行

う
際

に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
、
児

童
虐

待
防

止
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
入

れ
展

示
す
る
こ
と
で
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
周

知
し
、
児

童
虐

待
防

止
を
啓

発
し
ま
し
た
。
ま
た
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
や
広

報
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
全

区
的

に
周

知
及

び
啓

発
を
行

い
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡

大
状

況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
関

係
機

関
と
の
連

携
強

化
と
、
支

援
対

象
児

童
等

の
早

期
発

見
や
適

切
な
支

援
の
た
め
に
、
代

表
者

会
議

、
実

務
者

会
議

を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
児

童
虐

待
対

応
と
子

育
て
支

援
の
あ
り
方

や
心

に
不

安
を
抱

え
た
保

護
者

と
の
か
か
わ
り

方
等

を
テ
ー
マ
に
関

係
機

関
向

け
研

修
を
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
6
月

、
1
1
月

児
童

虐
待

防
止

推
進

月
間

に
「
い
じ
め
・
児

童
虐

待
防

止
イ
ベ
ン

ト
」ま

た
は
講

演
会

等
を
実

施
し
、
児

童
虐

待
防

止
の
啓

発
を
図

り
ま
す
。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

児
童

虐
待

は
発

見
し

た
人

が
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

等
に

通
告

す
る

義
務

が
あ

り
ま

す
。

本
来

子
ど

も
を

守
る

べ
き

身
近

な
大

人
か

ら
受

け
る

児
童

虐
待

は
表

面
化

し
に

く
い

た
め

、
地

域
住

民
や

子
ど

も
自

身
が

権
利

侵
害

と
し

て
認

識
し

、
適

切
な

対
処

が
で

き
る

よ
う

、
発

見
者

の
通

告
義

務
も

含
め

啓
発

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
子

ど
も

の
心

身
の

成
長

と
人

格
の

形
成

に
深

刻
な

影
響

を
与

え
る

重
大

な
権

利
侵

害
で

あ
る

児
童

虐
待

に
つ

い
て

、
講

座
の

開
催

や
パ

ネ
ル

展
等

で
啓

発
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

あ
ら

ゆ
る

暴
力

を
防

止
す

る
た

め
の

意
識

啓
発

・
情

報
提

供

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
1

児
童

虐
待

に
関

す
る

意
識

啓
発

掲
載

ペ
ー

ジ
95

担
当

課

2

3 1

1

-
-

A

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

具
体

事
例

を
踏

ま
え
た
研

修
会

を
実

施
で
き
た
こ
と
で
、
よ
り
身

近
に
起

き
る
犯

罪
に
対

す
る
認

知
度

を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
港

区
生

活
安

全
行

動
計

画
に
基

づ
き
、
区

民
防

犯
研

修
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
女

性
が
被

害
者

と
な
り
や
す
い
犯

罪
の
特

徴
と
手

口
、
被

害
の
防

止
法

等
を
盛

り
込

み
ま
す
。

特
殊

詐
欺

被
害

が
未

だ
多

く
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
統

計
的

に
高

齢
の
女

性
が
被

害
者

に
な
り
や
す
い
傾

向
が
あ
る
な
ど
、
事

例
や
寸

劇
ま
た
、
警

察
官

か
ら
の
講

話
を
踏

ま
え
、
分

か
り
や
す
い
内

容
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
港

区
生

活
安

全
行

動
計

画
に
基

づ
き
、
研

修
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
女

性
が
被

害
者

と
な
り
や
す
い
犯

罪
の
特

徴
と
手

口
、
被

害
の
防

止
法

等
取

り
入

れ
実

施
し
ま
す
。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

防
犯

に
関

す
る

知
識

・
意

識
向

上
を

図
り

、
自

分
自

身
で

身
を

守
る

こ
と

を
心

掛
け

て
も

ら
う

と
と

も
に

、
み

ん
な

と
安

全
安

心
メ

ー
ル

等
で

必
要

な
情

報
を

配
信

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
あ

ら
ゆ

る
暴

力
を

防
止

す
る

た
め

の
意

識
啓

発
・

情
報

提
供

危
機

管
理

・
生

活
安

全
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
2

女
性

の
た

め
の

防
犯

講
座

の
実

施

95
担

当
課

掲
載

ペ
ー

ジ

3

− 121 −



3 1

2

3 1

2

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

家
庭

相
談

員
が
自

立
に
努

め
る
母

子
家

庭
の
相

談
に
応

じ
る
な
か
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
利

点
を
生

か
し
、
D
V
相

談
な
ど
困

難
な
問

題
を
抱

え
る
家

庭
の
相

談
に
も
対

応
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

配
偶

者
か
ら
の
暴

力
の
相

談
、
緊

急
時

に
お
け
る
安

全
の
確

保
、
自

立
生

活
促

進
の
た
め
の
情

報
提

供
や
援

助
な
ど
、
引

き
続

き
、
総

合
的

な
支

援
に

取
り
組

み
ま
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
総

合
的

に
支

援
の
で
き
る
体

制
を
整

備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
配

偶
者

か
ら
の
暴

力
の
相

談
、
緊

急
時

に
お
け
る
安

全
の
確

保
、
自

立
生

活
促

進
の
た
め
の
情

報
提

供
や
援

助
な
ど
総

合
的

な
支

援
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
総

合
的

に
支

援
の
で
き
る
体

制
を
強

化
し
、
配

偶
者

か
ら
の
暴

力
の
相

談
、
緊

急
時

に
お
け
る
安

全
の
確

保
、
自

立
生

活
促

進
の
た
め
の
情

報
提

供
や
援

助
な
ど
総

合
的

な
支

援
に
取

り
組

み
ま
す
。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

家
庭

相
談

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
け

る
女

性
福

祉
相

談
・

家
庭

相
談

は
、

令
和

３
年

４
月

か
ら

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
の

相
談

業
務

に
統

合
し

、
子

ど
も

と
家

庭
が

直
面

し
て

い
る

様
々

な
課

題
に

つ
い

て
、

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

で
総

合
的

に
支

援
で

き
る

体
制

を
整

備
し

ま
す

。
ま

た
、

教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

教
育

相
談

、
男

女
平

等
参

画
セ

ン
タ

ー
相

談
室

な
ど

各
種

相
談

体
制

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

あ
ら

ゆ
る

世
代

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
予

防
と

解
決

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
4

女
性

・
子

ど
も

・
家

庭
の

相
談

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
96

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

主
催

講
座

で
は
様

々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
多

様
な
切

り
口

で
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。
「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
講

座
」
で
は
、
「
自

分
が
配

慮
し
て
話

し
て
い
る
は
ず
が
、
違

う
視

点
で
は
絶

対
に
言

う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
言

っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
振

り
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
」
と
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ミ
ッ
ク
ス
ル
ー
ツ
に
対

す
る
何

気
な
い
差

別
・
偏

見
を
見

直
す
視

点
を
も
つ
機

会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
「
性

的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
権

利
保

障
講

座
」
で
は
、
「
早

急
に
差

別
禁

止
（
解

消
）
法

の
整

備
が
必

要
な
実

態
を
は
っ
き
り
と
わ
か
り
や
す
く
教

え
て
い
た
だ
い
た
」
「
法

整
備

は
じ
め
、
啓

発
事

業
の
重

要
性

を
あ
ら
た
め
て
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と

い
う
感

想
が
寄

せ
ら
れ
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
感

じ
る
生

き
づ

ら
さ
は
社

会
的

な
構

造
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
社

会
的

保
障

の
必

要
性

を
理

解
す
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
傷

つ
き

か
ら
の
回

復
講

座
」
「
男

性
に
対

す
る
性

暴
力

講
座

」
で
は
、
被

害
者

の
苦

し
み
や
回

復
の
難

し
さ
、
2
次

被
害

な
ど
の
実

態
を
取

扱
い
、
暴

力
の
防

止
啓

発
や
支

援
の
必

要
性

を
学

ぶ
時

間
に
な
り
ま
し
た
。
「
尊

重
し
合

え
る
恋

愛
～

モ
ラ
ハ
ラ
・デ

ー
ト
D
V
か
ら
考

え
る
、
対

等
な
付

き
合

い
方

～
講

座
」

で
は
、
「
も
し
当

事
者

に
な
っ
て
も
周

囲
に
相

談
し
づ
ら
く
、
客

観
的

に
置

か
れ
た
状

況
を
把

握
し
に
く
い
。
今

後
、
自

分
や
周

囲
に
D
V
被

害
が
あ
っ
た

時
に
は
相

談
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
た
い
」
等

、
自

身
、
周

囲
へ
の
D
V
防

止
と
相

談
機

関
と
の
早

期
連

携
を
啓

発
し
ま
し
た
。

「リ
ー
ブ
ラ
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
2
0
2
2
」で

は
、
展
示
協
力
を
し
て
く
だ
さ
る
団

体
が
9
団

体
か
ら
1
1
団

体
に
増

え
ま
し
た
。

主
催

講
座

、
出

前
講

座
、
展

示
等

、
多

様
な
手

段
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に
つ
い
て
啓

発
を
行

い
ま
し
た
。

【
主

催
講

座
】

１
．
令

和
4
年

６
月

２
５
日

（
土

）
午

後
２
時

～
４
時

「
子

ど
も
の
い
な
い
人

生
か
ら
考

え
る
多

様
性

」
参

加
者

３
５
名

・
満

足
度

8
8
.6

％
2
．
令

和
4
年

6
月

2
6
日

（
日

）
午

前
１
０
時

～
午

後
0
時

「
発

達
障

害
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
関

係
～

隠
れ
て
い
る
背

景
へ
の
理

解
～

」
参

加
者

３
１
名

・満
足

度
8
6
.7

％
3
．
令

和
4
年

1
1
月

1
2
日

（
土

）
午

後
2
時

～
4
時

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
と
傷

つ
き
か
ら
の
回

復
」
参

加
者

1
1
名

・
満

足
度

1
0
0
％

　
※

令
和

4
年

1
1
月

1
2
日

（土
）～

1
1
月
2
5
日
（金

）「
リ
ー
ブ
ラ
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
2
0
2
2
」

4
．
令

和
4
年

1
1
月

1
3
日

（
日

）
午

後
２
時

～
5
時

「
男

性
に
対

す
る
性

暴
力

」
参

加
者

：
2
6
名

・
満

足
度

1
0
0
％

５
．
令

和
5
年

1
月

2
8
日

（
土

）
午

後
２
時

～
4
時

「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
視

点
に
学

ぶ
日

本
社

会
に
お
け
る
『
ハ
ー
フ
』
の
社

会
史

・
生

活
史

」
参

加
者

4
0
名

・
満

足
度

1
0
0
％

６
．
令

和
5
年

２
月

１
７
日

（
金

）
午

後
７
時

～
９
時

「
不

妊
治

療
と
仕

事
の
両

立
」
参

加
者

２
５
名

・
満

足
度

9
4
.7

％
7
．
令

和
5
年

3
月

4
日

（
土

）
午

後
２
時

～
４
時

「
尊

重
し
合

え
る
恋

愛
と
は
～

モ
ラ
ハ
ラ
・
デ
ー
ト
D
V
か
ら
考

え
る
、
対

等
な
付

き
合

い
方

～
」
参

加
者

２
３
名

・
満

足
度

１
０
０
％

8
．
令

和
5
年

3
月

2
1
日

（
火

）
午

後
２
時

～
4
時

「
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権

利
保

障
の
歴

史
と
今

～
尊

厳
を
守

る
法

の
役

割
～

」
参

加
者

2
6
名

・
満

足
度

1
0
0
％

【
出

前
講

座
】

9
．
令

和
4
年

1
1
月

2
2
日

（
火

）
午

後
３
時

～
4
時

4
0
分

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
と
効

果
的

防
止

法
」
参

加
者

1
8
名

・
満

足
度

1
0
0
％

1
0
．
令

和
5
年

2
月

2
4
日

（
金

）
午

後
7
時

～
８
時

３
５
分

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
と
効

果
的

防
止

法
」
参

加
者

２
２
名

・
満

足
度

1
0
0
％

1
1
．
令

和
5
年

3
月

7
日

（火
）午

後
３
時

～
４
時

3
5
分

「心
理

的
安

全
性

を
高

め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法
」参

加
者
２
９
２
名

・
満

足
度

８
５
．
８
％

1
2
．
令

和
5
年

3
月

1
4
日

（
火

）
午

後
１
時

3
0
分

～
午

後
3
時

「
心

理
的

安
全

性
を
高

め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に

向
け
て
～

」
参

加
者

2
7
名

・
満

足
度

8
8
.5

％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

「
職

場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
講

座
」
、
「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ

講
座

」
、
「
S
O
G
IE

講
座

」
、
「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
講

座
」
、
「
女

性
に
対

す
る
暴

力
防

止
講

座
」
、
「
男

性
に
対

す
る
性

暴
力

講
座

」
等

を
通

じ
て
、
様

々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考

え
る
機

会
お
よ
び
実

践
的

な
知

識
を
提

供
し

ま
す
。
主

催
講

座
に
加

え
て
、
企

業
向

け
・
教

育
機

関
向

け
出

前
講

座
で
も

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
を
テ
ー
マ
に
講

座
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続

き
関

係
団

体
が
作

成
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

を
配

架
し
て
情

報
提

供
を
行

い
ま
す
。

主
催

講
座

で
は
、
「
子

ど
も
の
い
な
い
人

生
か
ら
考

え
る
多

様
性

講
座

」
「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
講

座
」
「
不

妊
治

療
と
仕

事
の
両

立
講

座
」
「
S
O
G
IE

講
座

」
、
「
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権

利
保

障
の
歴

史
と
今

～
尊

厳
を
守

る
法

の
役

割
～

」「
女

性
に
対

す
る
暴

力
防

止
講

座
」
「
男

性
に
対

す
る
性

暴
力

講
座

」
等

を
行

い
ま
し
た
。
シ
ア
タ
ー
リ
ー
ブ
ラ
で
も
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
女

の
子

を
題

材
に
取

り
上

げ
、
理

解
促

進
を
図

り
ま
し
た
。

企
業

・
教

育
機

関
向

け
の
出

前
講

座
で
は
「
職

場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
と
対

応
」
を
講

座
テ
ー
マ
に
設

定
し
、
企

業
の
実

態
に
応

じ
た
出

前
講

座
を
行

い
ま
し

た
。

1
1
月

の
「
女

性
に
対

す
る
暴

力
を
な
く
す
運

動
」の

期
間

に
合

わ
せ
、
「
リ
ー
ブ
ラ
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
2
0
2
2
」と

題
し
、
リ
ー
ブ
ラ
活
動
団
体
と
協
力
し
て
啓

発
展

示
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
各

種
機

関
の
啓

発
ポ
ス
タ
ー
や
各

相
談

機
関

へ
の
相

談
窓

口
の
案

内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
カ
ー
ド
な
ど
を
配

架
し
ま
し
た
。

主
催

講
座

で
は
、
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
「
就

活
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」な

ど
職

場
に

お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
啓

発
、
「
D
V
／

デ
ー
ト
D
V
」
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
関

す
る
講

座
」
を
通

し
、
様

々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考

え
る
機

会
を
設

け
ま
す
。

企
業

向
け
・
教

育
機

関
向

け
の
出

前
講

座
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
を
講

座
テ
ー

マ
に
設

定
し
、
各

現
場

の
実

態
に
合

っ
た
講

座
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

関
連

機
関

が
作

成
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

の
配

架
を
行

い
、
情

報
提

供
を
行

い
ま
す
。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

職
場

や
学

校
、

家
庭

、
地

域
等

、
あ

ら
ゆ

る
場

で
起

こ
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

（
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
モ

ラ
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

）
に

つ
い

て
、

区
広

報
紙

へ
の

啓
発

記
事

の
掲

載
、

男
女

共
同

参
画

週
間

や
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
に

あ
わ

せ
た

パ
ネ

ル
展

、
講

座
開

催
等

で
啓

発
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

あ
ら

ゆ
る

世
代

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
予

防
と

解
決

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
3

様
々

な
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
意

識
啓

発

掲
載

ペ
ー

ジ
96

担
当

課

4
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3 1

2

3 1

2

-
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B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

家
庭

相
談

員
が
自

立
に
努

め
る
母

子
家

庭
の
相

談
に
応

じ
る
な
か
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
利

点
を
生

か
し
、
D
V
相

談
な
ど
困

難
な
問

題
を
抱

え
る
家

庭
の
相

談
に
も
対

応
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

配
偶

者
か
ら
の
暴

力
の
相

談
、
緊

急
時

に
お
け
る
安

全
の
確

保
、
自

立
生

活
促

進
の
た
め
の
情

報
提

供
や
援

助
な
ど
、
引

き
続

き
、
総

合
的

な
支

援
に

取
り
組

み
ま
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
総

合
的

に
支

援
の
で
き
る
体

制
を
整

備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
配

偶
者

か
ら
の
暴

力
の
相

談
、
緊

急
時

に
お
け
る
安

全
の
確

保
、
自

立
生

活
促

進
の
た
め
の
情

報
提

供
や
援

助
な
ど
総

合
的

な
支

援
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
総

合
的

に
支

援
の
で
き
る
体

制
を
強

化
し
、
配

偶
者

か
ら
の
暴

力
の
相

談
、
緊

急
時

に
お
け
る
安

全
の
確

保
、
自

立
生

活
促

進
の
た
め
の
情

報
提

供
や
援

助
な
ど
総

合
的

な
支

援
に
取

り
組

み
ま
す
。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

家
庭

相
談

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
け

る
女

性
福

祉
相

談
・

家
庭

相
談

は
、

令
和

３
年

４
月

か
ら

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
の

相
談

業
務

に
統

合
し

、
子

ど
も

と
家

庭
が

直
面

し
て

い
る

様
々

な
課

題
に

つ
い

て
、

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

で
総

合
的

に
支

援
で

き
る

体
制

を
整

備
し

ま
す

。
ま

た
、

教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

教
育

相
談

、
男

女
平

等
参

画
セ

ン
タ

ー
相

談
室

な
ど

各
種

相
談

体
制

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

あ
ら

ゆ
る

世
代

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
予

防
と

解
決

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
4

女
性

・
子

ど
も

・
家

庭
の

相
談

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
96

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

主
催

講
座

で
は
様

々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
多

様
な
切

り
口

で
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。
「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
講

座
」
で
は
、
「
自

分
が
配

慮
し
て
話

し
て
い
る
は
ず
が
、
違

う
視

点
で
は
絶

対
に
言

う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
言

っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
振

り
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
」
と
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ミ
ッ
ク
ス
ル
ー
ツ
に
対

す
る
何

気
な
い
差

別
・
偏

見
を
見

直
す
視

点
を
も
つ
機

会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
「
性

的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
権

利
保

障
講

座
」
で
は
、
「
早

急
に
差

別
禁

止
（
解

消
）
法

の
整

備
が
必

要
な
実

態
を
は
っ
き
り
と
わ
か
り
や
す
く
教

え
て
い
た
だ
い
た
」
「
法

整
備

は
じ
め
、
啓

発
事

業
の
重

要
性

を
あ
ら
た
め
て
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と

い
う
感

想
が
寄

せ
ら
れ
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
感

じ
る
生

き
づ

ら
さ
は
社

会
的

な
構

造
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
社

会
的

保
障

の
必

要
性

を
理

解
す
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
傷

つ
き

か
ら
の
回

復
講

座
」
「
男

性
に
対

す
る
性

暴
力

講
座

」
で
は
、
被

害
者

の
苦

し
み
や
回

復
の
難

し
さ
、
2
次

被
害

な
ど
の
実

態
を
取

扱
い
、
暴

力
の
防

止
啓

発
や
支

援
の
必

要
性

を
学

ぶ
時

間
に
な
り
ま
し
た
。
「
尊

重
し
合

え
る
恋

愛
～

モ
ラ
ハ
ラ
・デ

ー
ト
D
V
か
ら
考

え
る
、
対

等
な
付

き
合

い
方

～
講

座
」

で
は
、
「
も
し
当

事
者

に
な
っ
て
も
周

囲
に
相

談
し
づ
ら
く
、
客

観
的

に
置

か
れ
た
状

況
を
把

握
し
に
く
い
。
今

後
、
自

分
や
周

囲
に
D
V
被

害
が
あ
っ
た

時
に
は
相

談
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
た
い
」
等

、
自

身
、
周

囲
へ
の
D
V
防

止
と
相

談
機

関
と
の
早

期
連

携
を
啓

発
し
ま
し
た
。

「リ
ー
ブ
ラ
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
2
0
2
2
」で

は
、
展
示
協
力
を
し
て
く
だ
さ
る
団

体
が
9
団

体
か
ら
1
1
団

体
に
増

え
ま
し
た
。

主
催

講
座

、
出

前
講

座
、
展

示
等

、
多

様
な
手

段
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に
つ
い
て
啓

発
を
行

い
ま
し
た
。

【
主

催
講

座
】

１
．
令

和
4
年

６
月

２
５
日

（
土

）
午

後
２
時

～
４
時

「
子

ど
も
の
い
な
い
人

生
か
ら
考

え
る
多

様
性

」
参

加
者

３
５
名

・
満

足
度

8
8
.6

％
2
．
令

和
4
年

6
月

2
6
日

（
日

）
午

前
１
０
時

～
午

後
0
時

「
発

達
障

害
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
関

係
～

隠
れ
て
い
る
背

景
へ
の
理

解
～

」
参

加
者

３
１
名

・満
足

度
8
6
.7

％
3
．
令

和
4
年

1
1
月

1
2
日

（
土

）
午

後
2
時

～
4
時

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
と
傷

つ
き
か
ら
の
回

復
」
参

加
者

1
1
名

・
満

足
度

1
0
0
％

　
※

令
和

4
年

1
1
月

1
2
日

（土
）～

1
1
月
2
5
日
（金

）「
リ
ー
ブ
ラ
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
2
0
2
2
」

4
．
令

和
4
年

1
1
月

1
3
日

（
日

）
午

後
２
時

～
5
時

「
男

性
に
対

す
る
性

暴
力

」
参

加
者

：
2
6
名

・
満

足
度

1
0
0
％

５
．
令

和
5
年

1
月

2
8
日

（
土

）
午

後
２
時

～
4
時

「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
視

点
に
学

ぶ
日

本
社

会
に
お
け
る
『
ハ
ー
フ
』
の
社

会
史

・
生

活
史

」
参

加
者

4
0
名

・
満

足
度

1
0
0
％

６
．
令

和
5
年

２
月

１
７
日

（
金

）
午

後
７
時

～
９
時

「
不

妊
治

療
と
仕

事
の
両

立
」
参

加
者

２
５
名

・
満

足
度

9
4
.7

％
7
．
令

和
5
年

3
月

4
日

（
土

）
午

後
２
時

～
４
時

「
尊

重
し
合

え
る
恋

愛
と
は
～

モ
ラ
ハ
ラ
・
デ
ー
ト
D
V
か
ら
考

え
る
、
対

等
な
付

き
合

い
方

～
」
参

加
者

２
３
名

・
満

足
度

１
０
０
％

8
．
令

和
5
年

3
月

2
1
日

（
火

）
午

後
２
時

～
4
時

「
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権

利
保

障
の
歴

史
と
今

～
尊

厳
を
守

る
法

の
役

割
～

」
参

加
者

2
6
名

・
満

足
度

1
0
0
％

【
出

前
講

座
】

9
．
令

和
4
年

1
1
月

2
2
日

（
火

）
午

後
３
時

～
4
時

4
0
分

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
と
効

果
的

防
止

法
」
参

加
者

1
8
名

・
満

足
度

1
0
0
％

1
0
．
令

和
5
年

2
月

2
4
日

（
金

）
午

後
7
時

～
８
時

３
５
分

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
と
効

果
的

防
止

法
」
参

加
者

２
２
名

・
満

足
度

1
0
0
％

1
1
．
令

和
5
年

3
月

7
日

（火
）午

後
３
時

～
４
時

3
5
分

「心
理

的
安

全
性

を
高

め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法
」参

加
者
２
９
２
名

・
満

足
度

８
５
．
８
％

1
2
．
令

和
5
年

3
月

1
4
日

（
火

）
午

後
１
時

3
0
分

～
午

後
3
時

「
心

理
的

安
全

性
を
高

め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に

向
け
て
～

」
参

加
者

2
7
名

・
満

足
度

8
8
.5

％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

「
職

場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
講

座
」
、
「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ

講
座

」
、
「
S
O
G
IE

講
座

」
、
「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
講

座
」
、
「
女

性
に
対

す
る
暴

力
防

止
講

座
」
、
「
男

性
に
対

す
る
性

暴
力

講
座

」
等

を
通

じ
て
、
様

々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考

え
る
機

会
お
よ
び
実

践
的

な
知

識
を
提

供
し

ま
す
。
主

催
講

座
に
加

え
て
、
企

業
向

け
・
教

育
機

関
向

け
出

前
講

座
で
も

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
を
テ
ー
マ
に
講

座
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続

き
関

係
団

体
が
作

成
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

を
配

架
し
て
情

報
提

供
を
行

い
ま
す
。

主
催

講
座

で
は
、
「
子

ど
も
の
い
な
い
人

生
か
ら
考

え
る
多

様
性

講
座

」
「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
講

座
」
「
不

妊
治

療
と
仕

事
の
両

立
講

座
」
「
S
O
G
IE

講
座

」
、
「
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権

利
保

障
の
歴

史
と
今

～
尊

厳
を
守

る
法

の
役

割
～

」「
女

性
に
対

す
る
暴

力
防

止
講

座
」
「
男

性
に
対

す
る
性

暴
力

講
座

」
等

を
行

い
ま
し
た
。
シ
ア
タ
ー
リ
ー
ブ
ラ
で
も
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
女

の
子

を
題

材
に
取

り
上

げ
、
理

解
促

進
を
図

り
ま
し
た
。

企
業

・
教

育
機

関
向

け
の
出

前
講

座
で
は
「
職

場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
と
対

応
」
を
講

座
テ
ー
マ
に
設

定
し
、
企

業
の
実

態
に
応

じ
た
出

前
講

座
を
行

い
ま
し

た
。

1
1
月

の
「
女

性
に
対

す
る
暴

力
を
な
く
す
運

動
」の

期
間

に
合

わ
せ
、
「
リ
ー
ブ
ラ
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
2
0
2
2
」と

題
し
、
リ
ー
ブ
ラ
活
動
団
体
と
協
力
し
て
啓

発
展

示
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
各

種
機

関
の
啓

発
ポ
ス
タ
ー
や
各

相
談

機
関

へ
の
相

談
窓

口
の
案

内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
カ
ー
ド
な
ど
を
配

架
し
ま
し
た
。

主
催

講
座

で
は
、
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
「
就

活
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」な

ど
職

場
に

お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
啓

発
、
「
D
V
／

デ
ー
ト
D
V
」
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
関

す
る
講

座
」
を
通

し
、
様

々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考

え
る
機

会
を
設

け
ま
す
。

企
業

向
け
・
教

育
機

関
向

け
の
出

前
講

座
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
を
講

座
テ
ー

マ
に
設

定
し
、
各

現
場

の
実

態
に
合

っ
た
講

座
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

関
連

機
関

が
作

成
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

の
配

架
を
行

い
、
情

報
提

供
を
行

い
ま
す
。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

職
場

や
学

校
、

家
庭

、
地

域
等

、
あ

ら
ゆ

る
場

で
起

こ
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

（
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

マ
タ

ニ
テ

ィ
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
モ

ラ
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

）
に

つ
い

て
、

区
広

報
紙

へ
の

啓
発

記
事

の
掲

載
、

男
女

共
同

参
画

週
間

や
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
に

あ
わ

せ
た

パ
ネ

ル
展

、
講

座
開

催
等

で
啓

発
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

あ
ら

ゆ
る

世
代

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
予

防
と

解
決

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
3

様
々

な
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
意

識
啓

発

掲
載

ペ
ー

ジ
96

担
当

課

4

3 1

2

3 1
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3 1
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-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

養
護

相
談

・
虐

待
対

応
を

進
め

て
い

く
中

で
保

護
者

と
の

対
立

が
生

じ
、
審

査
請

求
を

は
じ

め
法

的
対

応
等

の
業

務
が

増
え

て
お

り
本

来
の

面
接

訪
問

や
助

言
指

導
の

業
務

と
の

バ
ラ

ン
ス

に
苦

慮
し

て
い

ま
す

。
法

的
対

応
が

必
要

な
ケ

ー
ス

に
対

す
る

家
庭

裁
判

所
へ

の
手

続
き

は
弁

護
士

の
協

力
の

下
、
円

滑
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

て
い

ま
す

。
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き

続
き

地
域

の
関

係
機

関
と

連
携

し
、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

に
つ

い
て

は
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
再

確
認

し
、
切

れ
目

な
く

支
援

・
援

助
の

対
応

を
行

い
ま

す
。

子
ど

も
と

家
庭

の
問

題
は

虐
待

対
応

の
他

、
障

害
相

談
、
性

格
行

動
不

登
校

相
談

等
に

つ
い

て
も

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
と

適
時

協
議

し
な

が
ら

対
応

し
ま

し
た

。
関

係
機

関
と

の
連

携
に

つ
い

て
は

、
警

察
署

と
は

一
時

保
護

対
応

や
保

護
者

対
応

等
に

つ
い

て
情

報
を

共
有

し
、
迅

速
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

事
案

が
複

数
あ

り
ま

し
た

。

引
き

続
き

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
地

域
の

関
係

機
関

と
連

携
し

、
切

れ
目

の
な

い
支

援
・
援

助
に

つ
な

げ
ま

す
。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

児
童

相
談

所
で

は
、

児
童

虐
待

な
ど

の
養

護
相

談
、

非
行

相
談

、
障

害
相

談
等

の
子

ど
も

と
家

庭
の

問
題

に
対

応
し

ま
す

。
迅

速
に

安
全

確
認

、
調

査
、

相
談

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
、

一
時

保
護

、
里

親
委

託
、

施
設

入
所

等
を

行
い

ま
す

。
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

や
地

域
の

関
係

機
関

と
連

携
し

、
子

ど
も

と
家

庭
の

状
況

に
応

じ
た

切
れ

目
の

な
い

き
め

細
か

な
援

助
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

港
区

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
の

整
備

児
童

相
談

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
5

児
童

相
談

所
の

設
置

に
よ

る
迅

速
か

つ
き

め
細

か
な

支
援

《
新

規
》

掲
載

ペ
ー

ジ
97

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

関
係

諸
機

関
と

適
切

な
連

携
を

図
り

ま
し

た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き

続
き

、
相

談
内

容
に

応
じ

た
適

切
な

連
携

を
関

係
機

関
と

図
り

ま
す

。
港

区
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

た
教

員
向

け
研

修
を

実
施

す
る

な
ど

、
相

談
内

容
に

応
じ

た
連

携
先

に
つ

い
て

各
幼

稚
園

、
小

中
学

校
に

周
知

す
る

と
と

も
に

、
相

談
内

容
に

応
じ

た
適

切
な

連
携

を
図

り
ま

し
た

。
引

き
続

き
、
相

談
内

容
に

応
じ

た
適

切
な

連
携

を
関

係
機

関
と

図
り

ま
す

。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

家
庭

相
談

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
け

る
女

性
福

祉
相

談
・

家
庭

相
談

は
、

令
和

３
年

４
月

か
ら

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
の

相
談

業
務

に
統

合
し

、
子

ど
も

と
家

庭
が

直
面

し
て

い
る

様
々

な
課

題
に

つ
い

て
、

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

で
総

合
的

に
支

援
で

き
る

体
制

を
整

備
し

ま
す

。
ま

た
、

教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

教
育

相
談

、
男

女
平

等
参

画
セ

ン
タ

ー
相

談
室

な
ど

各
種

相
談

体
制

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

あ
ら

ゆ
る

世
代

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
予

防
と

解
決

教
育

指
導

担
当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
4

女
性

・
子

ど
も

・
家

庭
の

相
談

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
96

担
当

課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

年
間

を
通

じ
た

相
談

室
の

開
室

と
と

も
に

、
予

定
し

て
い

た
夫

婦
家

庭
問

題
専

門
相

談
お

よ
び

法
律

相
談

も
す

べ
て

実
施

し
ま

し
た

。
さ

ら
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
S

N
S

で
の

告
知

も
毎

月
最

低
1
回

は
実

施
し

ま
し

た
。

相
談

員
研

修
も

予
定

通
り

月
1
回

実
施

し
、
法

律
相

談
・
専

門
相

談
の

専
門

相
談

員
か

ら
講

義
を

受
け

、
夫

婦
や

家
庭

問
題

へ
の

対
応

や
法

律
の

基
礎

を
学

ぶ
と

と
も

に
、
ケ

ー
ス

検
討

や
関

連
機

関
と

の
連

携
強

化
を

図
り

ま
し

た
。
あ

わ
せ

て
、
相

談
室

内
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
リ

フ
ァ

ー
先

リ
ス

ト
の

更
新

も
行

い
ま

し
た

。

・相
談

件
数

は
2

,4
9

4
件

（前
年

比
1
2

0
.7

%
）で

し
た

。
・
夫

婦
家

庭
問

題
専

門
相

談
は

2
8

件
（
前

年
比

9
6

.5
%

 ※
1
回

回
数

減
）
、
法

律
相

談
は

4
6

件
（
前

年
比

1
3

1
.4

%
）
で

し
た

。
・
相

談
員

研
修

は
年

間
1
2

回
実

施
す

る
と

と
も

に
、
関

連
施

設
な

ど
の

外
部

研
修

に
つ

い
て

も
相

談
室

内
で

共
有

し
、
責

任
者

お
よ

び
相

談
員

も
任

意
で

参
加

し
ま

し
た

。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

一
般

相
談

、
法

律
相

談
、
専

門
相

談
の

特
徴

と
機

能
を

活
か

し
、
相

談
者

の
状

況
と

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

相
談

体
制

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、
必

要
な

方
に

当
相

談
サ

ー
ビ

ス
を

認
知

、
活

用
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

S
N

S
な

ど
で

も
相

談
室

の
告

知
を

行
い

ま
す

。
相

談
員

研
修

で
は

、
専

門
家

の
講

義
等

に
よ

り
相

談
者

の
心

に
寄

り
添

う
相

談
員

の
資

質
の

一
層

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
相

談
室

内
ケ

ー
ス

検
討

や
港

区
関

係
機

関
の

情
報

共
有

な
ど

に
よ

り
、
相

談
室

内
外

の
連

携
を

強
化

し
、
相

談
者

に
対

し
て

的
確

か
つ

有
効

な
情

報
の

提
供

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
知

識
づ

く
り

を
醸

成
し

ま
す

。

月
曜

日
～

土
曜

日
の

1
0

時
～

1
6

時
お

よ
び

火
曜

日
・金

曜
日

は
1
8

時
～

2
1
時

に
相

談
室

を
開

設
し

、
2

,4
9

4
件

の
相

談
を

受
け

ま
し

た
。
内

、
女

性
か

ら
の

相
談

は
2

,2
6

0
件

で
前

年
比

1
2

6
.2

％
と

な
り

ま
し

た
。
夫

婦
家

庭
問

題
専

門
相

談
を

年
間

1
2

回
（相

談
実

績
2

8
件

）、
法

律
相

談
を

年
間

2
4

回
（
相

談
実

績
4

6
件

）
を

実
施

し
、
相

談
者

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

専
門

家
の

相
談

も
実

施
し

ま
し

た
。

同
相

談
に

お
い

て
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
お

知
ら

せ
欄

へ
の

毎
月

の
掲

載
、
S

N
S

で
の

告
知

も
毎

月
行

い
ま

し
た

。
相

談
員

研
修

は
毎

月
１
回

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

。
専

門
相

談
・
法

律
相

談
を

担
当

し
て

い
る

専
門

家
か

ら
の

離
婚

や
別

居
、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
な

ど
の

対
応

や
関

連
法

律
に

つ
い

て
の

講
義

、
相

談
室

内
の

ケ
ー

ス
検

討
や

港
区

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
情

報
交

換
会

も
実

施
し

ま
し

た
。

さ
ら

に
、
相

談
室

内
の

緊
急

対
応

な
ど

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

更
新

、
リ

フ
ァ

ー
先

リ
ス

ト
の

更
新

を
図

り
、
相

談
者

に
対

し
て

的
確

か
つ

有
効

な
情

報
が

提
供

で
き

る
運

営
も

行
い

ま
し

た
。

相
談

者
の

「
相

談
し

た
い

」
と

い
う

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
べ

く
、
各

相
談

の
相

談
時

間
な

ど
を

調
整

し
、
相

談
件

数
の

増
加

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
専

門
相

談
や

法
律

相
談

の
専

門
家

に
よ

る
簡

単
な

コ
ラ

ム
執

筆
依

頼
と

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
掲

載
に

よ
り

、
相

談
に

来
訪

し
や

す
い

情
報

を
発

信
し

ま
す

。
相

談
員

研
修

に
お

い
て

は
、
専

門
相

談
・
法

律
相

談
の

専
門

家
に

よ
る

講
義

も
実

施
し

、
相

談
員

の
知

識
向

上
と

情
報

共
有

を
図

り
ま

す
。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

家
庭

相
談

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
け

る
女

性
福

祉
相

談
・

家
庭

相
談

は
、

令
和

３
年

４
月

か
ら

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
の

相
談

業
務

に
統

合
し

、
子

ど
も

と
家

庭
が

直
面

し
て

い
る

様
々

な
課

題
に

つ
い

て
、

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

で
総

合
的

に
支

援
で

き
る

体
制

を
整

備
し

ま
す

。
ま

た
、

教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

教
育

相
談

、
男

女
平

等
参

画
セ

ン
タ

ー
相

談
室

な
ど

各
種

相
談

体
制

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

あ
ら

ゆ
る

世
代

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
予

防
と

解
決

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
4

女
性

・
子

ど
も

・
家

庭
の

相
談

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
96

担
当

課
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B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

目
標

に
掲

げ
る

取
組

を
適

切
に

実
施

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き

続
き

、
学

習
し

た
内

容
を

保
護

者
会

等
を

と
お

し
て

保
護

者
に

周
知

し
ま

す
。

１
．
児

童
・
生

徒
の

発
達

段
階

を
踏

ま
え

、
性

の
多

様
性

内
容

に
触

れ
た

学
習

を
道

徳
科

や
保

健
体

育
科

（
保

健
領

域
）
、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

に
お

い
て

展
開

し
ま

し
た

。
小

学
校

低
学

年
は

、
体

育
の

着
替

え
や

ト
イ

レ
な

ど
の

環
境

配
慮

に
つ

い
て

や
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
ゾ

ー
ン

の
大

切
さ

に
つ

い
て

、
小

学
校

高
学

年
で

は
、
性

の
多

様
性

も
含

め
て

、
多

様
な

考
え

方
や

生
き

方
が

あ
る

こ
と

、
中

学
校

で
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

性
(体

の
性

、
心

の
性

、
好

き
に

な
る

性
、
表

現
す

る
性

)
が

あ
る

こ
と

を
知

り
、
誰

も
が

自
分

ら
し

く
生

き
る

こ
と

に
つ

い
て

学
習

し
て

お
り

ま
す

。
２

．
学

習
し

た
内

容
に

つ
い

て
、
保

護
者

会
等

を
通

じ
て

保
護

者
へ

周
知

し
ま

し
た

。
併

せ
て

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

レ
ス

水
着

や
標

準
服

の
選

択
の

自
由

(ス
ラ

ッ
ク

ス
を

生
徒

が
選

択
で

き
る

)に
つ

い
て

も
周

知
し

ま
し

た
。

１
．
引

き
続

き
、
児

童
・
生

徒
の

発
達

段
階

を
踏

ま
え

学
習

し
た

内
容

を
保

護
者

会
等

を
と

お
し

て
保

護
者

に
周

知
し

ま
す

。
２

．
児

童
・
生

徒
に

対
し

て
、
困

っ
た

時
に

、
す

ぐ
に

助
け

を
求

め
る

こ
と

に
つ

い
て

指
導

す
る

と
と

も
に

、
教

員
に

対
し

て
は

、
す

で
に

毎
月

実
施

し
て

い
る

児
童

・
生

徒
向

け
ア

ン
ケ

ー
ト

の
工

夫
や

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
活

用
に

つ
い

て
改

め
て

周
知

し
ま

す
。

３
．
保

護
者

か
ら

の
ご

意
見

を
伺

う
な

ど
の

機
会

等
を

創
出

し
、
教

育
活

動
に

反
映

し
て

い
き

ま
す

。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

道
徳

科
や

保
健

体
育

科
（

保
健

領
域

）
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
に

お
い

て
、

性
の

多
様

性
に

つ
い

て
学

習
し

ま
す

。
ま

た
、

そ
の

取
組

内
容

に
つ

い
て

、
保

護
者

会
等

を
通

じ
て

保
護

者
へ

周
知

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
性性

別別
等等

にに
よよ

るる
差差

別別
のの

根根
絶絶

にに
向向

けけ
たた

働働
きき

かか
けけ

【【
責責

任任
項項

目目
６６

】】

教
育

指
導

担
当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
7

教
育

分
野

に
お

け
る

理
解

促
進

《
新

規
》

掲
載

ペ
ー

ジ
97

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

惹
か

れ
る

こ
と

 ・
 惹

か
れ

な
い

こ
と

を
め

ぐ
る

多
様

性
に

つ
い

て
考

え
る

主
催

講
座

で
は

、
第

１
回

・
第

２
回

と
も

に
参

加
者

の
半

数
以

上
が

1
0

代
か

ら
3

0
代

と
、
他

の
講

座
と

比
較

し
て

若
い

方
た

ち
の

参
加

が
特

徴
的

で
し

た
。
ま

た
、
参

加
者

か
ら

も
先

駆
的

、
一

歩
進

ん
だ

講
座

と
い

う
評

価
を

得
ま

し
た

。
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

権
利

保
障

の
歴

史
を

学
び

日
本

の
課

題
に

つ
い

て
考

え
る

主
催

講
座

は
、
L
G

B
T

法
に

つ
い

て
の

議
論

が
活

発
に

起
こ

る
中

で
の

開
催

と
な

り
、
示

唆
に

富
む

内
容

と
な

り
ま

し
た

。
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
は

、
区

内
の

大
使

館
に

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
の

理
解

を
進

め
る

お
す

す
め

映
画

を
紹

介
い

た
だ

き
、

港
区

の
特

性
を

踏
ま

え
た

誌
面

構
成

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

出
前

講
座

は
、
リ

ー
ブ

ラ
隣

接
の

芝
浜

小
学

校
に

に
S

O
G

IE
理

解
促

進
の

講
座

を
、
ま

た
港

区
職

員
に

は
令

和
２

年
の

条
例

改
正

の
趣

旨
お

よ
び

、
「
み

な
と

マ
リ

ア
ー

ジ
ュ

制
度

」
と

他
の

自
治

体
の

「
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
宣

誓
制

度
」
の

違
い

、
東

京
都

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

宣
誓

制
度

と
の

連
携

に
つ

い
て

学
習

を
深

め
る

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

で
し

ば
ら

く
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

協
力

事
業

に
つ

い
て

も
、
ノ

ル
ウ

ェ
ー

大
使

館
が

ク
ィ

ア
文

化
を

祝
う

記
念

年
と

し
て

開
催

す
る

「
映

画
上

映
会

＆
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
イ

ベ
ン

ト
」に

協
力

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
4

年
1
1
月

5
日

（
土

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
「
惹

か
れ

る
」
と

関
係

性
の

交
差

性
―

ポ
リ

ア
モ

リ
ー

、
ア

ロ
マ

ン
テ

ィ
ッ

ク
／

ア
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
か

ら
考

え
る

―
〈
全

2
回

〉
」
第

1
回

ポ
リ

ア
モ

リ
ー

：参
加

者
3

6
名

　
満

足
度

7
0

％
／

第
2

回
 A

ro
 /

A
c
e
：
参

加
者

2
8

名
満

足
度

1
0

0
％

2
．
令

和
5

年
3

月
2

1
日

（
火

）
午

後
2

時
～

4
時

「
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

権
利

保
障

の
歴

史
と

今
～

尊
厳

を
守

る
法

の
役

割
～

」
参

加
者

2
6

名
　

満
足

度
1
0

0
％

【
定

期
開

催
講

座
】

3
．
令

和
5

年
3

月
1
0

日
（
金

）
午

後
2

時
～

3
時

4
0

分
「
シ

ア
タ

ー
・リ

ー
ブ

ラ
『
リ

ト
ル

・
ガ

ー
ル

』
」
参

加
者

4
3

名
　

満
足

度
7

6
.7

％
【
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
】

4
．
7

3
号

（
令

和
4

年
6

月
発

行
）
「
日

本
に

お
け

る
難

民
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
／

セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

に
ま

つ
わ

る
課

題
」

5
．
7

6
号

（
令

和
5

年
2

月
発

行
）
「
世

界
の

映
画

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

」
【
出

前
講

座
】

6
．
令

和
4

年
9

月
2

2
日

（
木

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
多

様
な

性
っ

て
な

ん
だ

ろ
う

？
～

す
べ

て
の

子
ど

も
が

す
ご

し
や

す
い

学
校

と
は

～
」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
1
0

0
％

7
．
令

和
5

年
3

月
2

3
日

（
木

）
午

前
1
0

時
3

0
分

～
午

後
０

時
「
L
G

B
T

Q
・S

O
G

IE
対

応
講

座
」
参

加
者

1
0

名
　

満
足

度
1
0

0
％

8
．
令

和
5

年
3

月
2

3
日

（
木

）
午

後
３

時
～

５
時

「
港

区
S

O
G

IE
研

修
～

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

宣
誓

制
度

と
み

な
と

マ
リ

ア
ー

ジ
ュ

制
度

の
違

い
」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
9

3
.8

％
【
協

力
事

業
】

9
．
令

和
４

年
1
0

月
9

日
（
日

）
午

後
２

時
～

４
時

「
映

画
『
ヘ

イ
 ヴ

ァ
ル

デ
ン

』
上

映
会

＆
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
イ

ベ
ン

ト
」
（
主

催
：
ノ

ル
ウ

ェ
ー

大
使

館
・
共

催
：
プ

ラ
イ

ド
ハ

ウ
ス

東
京

）
参

加
者

4
3

名

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

主
催

講
座

で
は

、
S

O
G

IE
や

ト
ラ

ン
ス

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

つ
い

て
理

解
を

促
進

す
る

た
め

の
講

座
を

開
催

す
る

他
、
シ

ア
タ

ー
リ

ー
ブ

ラ
で

も
関

連
す

る
作

品
を

上
映

し
、
よ

り
多

く
の

方
へ

の
啓

発
に

努
め

ま
す

。
前

年
度

に
引

き
続

き
、
企

業
向

け
出

前
講

座
・
教

育
機

関
へ

の
出

前
講

座
に

お
い

て
も

S
O

G
IE

の
理

解
促

進
を

テ
ー

マ
に

設
定

し
ま

す
。
ま

た
、
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
や

館
内

配
架

物
で

も
、
啓

発
に

寄
与

す
る

情
報

発
信

を
継

続
し

て
行

い
ま

す
。

性
的

指
向

（
ポ

リ
ア

モ
リ

ー
、
ア

ロ
マ

ン
テ

ィ
ッ

ク
・
ア

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

）
や

、
法

制
度

（
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

権
利

保
障

の
歴

史
と

今
後

の
課

題
）
の

切
り

口
で

主
催

講
座

を
開

催
し

ま
し

た
。

シ
ア

タ
ー

・
リ

ー
ブ

ラ
で

は
ト

ラ
ン

ス
ジ

ェ
ン

ダ
ー

女
児

が
主

人
公

の
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
を

紹
介

し
ま

し
た

。
学

校
向

け
・
企

業
向

け
出

前
講

座
で

S
O

G
IE

の
理

解
促

進
を

テ
ー

マ
に

３
件

実
施

し
ま

し
た

。
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
で

は
、
「
難

民
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
／

セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

に
ま

つ
わ

る
課

題
」
や

「世
界

の
映

画
か

ら
考

え
る

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
」
（
ノ

ル
ウ

ェ
ー

、
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

大
使

館
協

力
）
を

特
集

し
、
S

O
G

IE
や

セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

に
関

す
る

理
解

促
進

や
意

識
啓

発
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

そ
の

他
、
協

力
事

業
と

し
て

、
ノ

ル
ウ

ェ
ー

大
使

館
主

催
の

映
画

上
映

会
＆

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

イ
ベ

ン
ト

に
協

力
し

ま
し

た
。

主
催

講
座

で
は

、
セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
や

S
O

G
IE

の
理

解
を

深
め

る
講

座
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
へ

の
理

解
増

進
・
交

流
の

場
づ

く
り

を
目

的
と

し
た

連
続

講
座

を
行

い
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

や
活

動
拠

点
に

な
る

よ
う

努
め

て
い

き
ま

す
。
ま

た
、
シ

ア
タ

ー
・リ

ー
ブ

ラ
で

S
O

G
IE

に
関

す
る

映
画

上
映

を
行

う
と

と
も

に
、

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ

ア
シ

ス
」
等

で
の

情
報

発
信

な
ど

、
意

識
啓

発
を

進
め

ま
す

。
前

年
度

に
引

き
続

き
、
企

業
・
学

校
向

け
の

出
前

講
座

に
、
S

O
G

IE
の

理
解

促
進

を
テ

ー
マ

設
定

し
、
実

施
を

働
き

か
け

ま
す

。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

身
体

の
性

（
生

物
学

的
性

）
と

心
の

性
（

性
の

自
己

意
識

）
が

一
致

し
な

い
、

恋
愛

等
対

象
の

性
が

異
性

で
は

な
い

、
性

別
表

現
が

性
自

認
と

一
致

し
な

い
な

ど
性

の
あ

り
方

は
多

様
で

す
。

Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ

Ｅ
（

性
的

指
向

や
性

自
認

、
性

別
表

現
）

に
関

す
る

理
解

を
深

め
、

偏
見

や
差

別
を

な
く

す
た

め
、

広
報

紙
や

講
座

、
パ

ネ
ル

展
等

で
啓

発
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

性性
別別

等等
にに

よよ
るる

差差
別別

のの
根根

絶絶
にに

向向
けけ

たた
働働

きき
かか

けけ
【【

責責
任任

項項
目目

６６
】】

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
6

Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ

Ｅ
に

関
す

る
意

識
啓

発

掲
載

ペ
ー

ジ
97

担
当

課
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自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

目
標

に
掲

げ
る

取
組

を
適

切
に

実
施

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き

続
き

、
学

習
し

た
内

容
を

保
護

者
会

等
を

と
お

し
て

保
護

者
に

周
知

し
ま

す
。

１
．
児

童
・
生

徒
の

発
達

段
階

を
踏

ま
え

、
性

の
多

様
性

内
容

に
触

れ
た

学
習

を
道

徳
科

や
保

健
体

育
科

（
保

健
領

域
）
、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

に
お

い
て

展
開

し
ま

し
た

。
小

学
校

低
学

年
は

、
体

育
の

着
替

え
や

ト
イ

レ
な

ど
の

環
境

配
慮

に
つ

い
て

や
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
ゾ

ー
ン

の
大

切
さ

に
つ

い
て

、
小

学
校

高
学

年
で

は
、
性

の
多

様
性

も
含

め
て

、
多

様
な

考
え

方
や

生
き

方
が

あ
る

こ
と

、
中

学
校

で
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

性
(体

の
性

、
心

の
性

、
好

き
に

な
る

性
、
表

現
す

る
性

)
が

あ
る

こ
と

を
知

り
、
誰

も
が

自
分

ら
し

く
生

き
る

こ
と

に
つ

い
て

学
習

し
て

お
り

ま
す

。
２

．
学

習
し

た
内

容
に

つ
い

て
、
保

護
者

会
等

を
通

じ
て

保
護

者
へ

周
知

し
ま

し
た

。
併

せ
て

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

レ
ス

水
着

や
標

準
服

の
選

択
の

自
由

(ス
ラ

ッ
ク

ス
を

生
徒

が
選

択
で

き
る

)に
つ

い
て

も
周

知
し

ま
し

た
。

１
．
引

き
続

き
、
児

童
・
生

徒
の

発
達

段
階

を
踏

ま
え

学
習

し
た

内
容

を
保

護
者

会
等

を
と

お
し

て
保

護
者

に
周

知
し

ま
す

。
２

．
児

童
・
生

徒
に

対
し

て
、
困

っ
た

時
に

、
す

ぐ
に

助
け

を
求

め
る

こ
と

に
つ

い
て

指
導

す
る

と
と

も
に

、
教

員
に

対
し

て
は

、
す

で
に

毎
月

実
施

し
て

い
る

児
童

・
生

徒
向

け
ア

ン
ケ

ー
ト

の
工

夫
や

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
活

用
に

つ
い

て
改

め
て

周
知

し
ま

す
。

３
．
保

護
者

か
ら

の
ご

意
見

を
伺

う
な

ど
の

機
会

等
を

創
出

し
、
教

育
活

動
に

反
映

し
て

い
き

ま
す

。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

道
徳

科
や

保
健

体
育

科
（

保
健

領
域

）
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
に

お
い

て
、

性
の

多
様

性
に

つ
い

て
学

習
し

ま
す

。
ま

た
、

そ
の

取
組

内
容

に
つ

い
て

、
保

護
者

会
等

を
通

じ
て

保
護

者
へ

周
知

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
性性

別別
等等

にに
よよ

るる
差差

別別
のの

根根
絶絶

にに
向向

けけ
たた

働働
きき

かか
けけ

【【
責責

任任
項項

目目
６６

】】

教
育

指
導

担
当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
7

教
育

分
野

に
お

け
る

理
解

促
進

《
新

規
》

掲
載

ペ
ー

ジ
97

担
当

課

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

惹
か

れ
る

こ
と

 ・
 惹

か
れ

な
い

こ
と

を
め

ぐ
る

多
様

性
に

つ
い

て
考

え
る

主
催

講
座

で
は

、
第

１
回

・
第

２
回

と
も

に
参

加
者

の
半

数
以

上
が

1
0

代
か

ら
3

0
代

と
、
他

の
講

座
と

比
較

し
て

若
い

方
た

ち
の

参
加

が
特

徴
的

で
し

た
。
ま

た
、
参

加
者

か
ら

も
先

駆
的

、
一

歩
進

ん
だ

講
座

と
い

う
評

価
を

得
ま

し
た

。
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

権
利

保
障

の
歴

史
を

学
び

日
本

の
課

題
に

つ
い

て
考

え
る

主
催

講
座

は
、
L
G

B
T

法
に

つ
い

て
の

議
論

が
活

発
に

起
こ

る
中

で
の

開
催

と
な

り
、
示

唆
に

富
む

内
容

と
な

り
ま

し
た

。
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
は

、
区

内
の

大
使

館
に

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
の

理
解

を
進

め
る

お
す

す
め

映
画

を
紹

介
い

た
だ

き
、

港
区

の
特

性
を

踏
ま

え
た

誌
面

構
成

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

出
前

講
座

は
、
リ

ー
ブ

ラ
隣

接
の

芝
浜

小
学

校
に

に
S

O
G

IE
理

解
促

進
の

講
座

を
、
ま

た
港

区
職

員
に

は
令

和
２

年
の

条
例

改
正

の
趣

旨
お

よ
び

、
「
み

な
と

マ
リ

ア
ー

ジ
ュ

制
度

」
と

他
の

自
治

体
の

「
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
宣

誓
制

度
」
の

違
い

、
東

京
都

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

宣
誓

制
度

と
の

連
携

に
つ

い
て

学
習

を
深

め
る

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

で
し

ば
ら

く
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

協
力

事
業

に
つ

い
て

も
、
ノ

ル
ウ

ェ
ー

大
使

館
が

ク
ィ

ア
文

化
を

祝
う

記
念

年
と

し
て

開
催

す
る

「
映

画
上

映
会

＆
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
イ

ベ
ン

ト
」に

協
力

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
4

年
1
1
月

5
日

（
土

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
「
惹

か
れ

る
」
と

関
係

性
の

交
差

性
―

ポ
リ

ア
モ

リ
ー

、
ア

ロ
マ

ン
テ

ィ
ッ

ク
／

ア
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
か

ら
考

え
る

―
〈
全

2
回

〉
」
第

1
回

ポ
リ

ア
モ

リ
ー

：参
加

者
3

6
名

　
満

足
度

7
0

％
／

第
2

回
 A

ro
 /

A
c
e
：
参

加
者

2
8

名
満

足
度

1
0

0
％

2
．
令

和
5

年
3

月
2

1
日

（
火

）
午

後
2

時
～

4
時

「
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

権
利

保
障

の
歴

史
と

今
～

尊
厳

を
守

る
法

の
役

割
～

」
参

加
者

2
6

名
　

満
足

度
1
0

0
％

【
定

期
開

催
講

座
】

3
．
令

和
5

年
3

月
1
0

日
（
金

）
午

後
2

時
～

3
時

4
0

分
「
シ

ア
タ

ー
・リ

ー
ブ

ラ
『
リ

ト
ル

・
ガ

ー
ル

』
」
参

加
者

4
3

名
　

満
足

度
7

6
.7

％
【
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
】

4
．
7

3
号

（
令

和
4

年
6

月
発

行
）
「
日

本
に

お
け

る
難

民
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
／

セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

に
ま

つ
わ

る
課

題
」

5
．
7

6
号

（
令

和
5

年
2

月
発

行
）
「
世

界
の

映
画

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

」
【
出

前
講

座
】

6
．
令

和
4

年
9

月
2

2
日

（
木

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
「
多

様
な

性
っ

て
な

ん
だ

ろ
う

？
～

す
べ

て
の

子
ど

も
が

す
ご

し
や

す
い

学
校

と
は

～
」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
1
0

0
％

7
．
令

和
5

年
3

月
2

3
日

（
木

）
午

前
1
0

時
3

0
分

～
午

後
０

時
「
L
G

B
T

Q
・S

O
G

IE
対

応
講

座
」
参

加
者

1
0

名
　

満
足

度
1
0

0
％

8
．
令

和
5

年
3

月
2

3
日

（
木

）
午

後
３

時
～

５
時

「
港

区
S

O
G

IE
研

修
～

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

宣
誓

制
度

と
み

な
と

マ
リ

ア
ー

ジ
ュ

制
度

の
違

い
」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
9

3
.8

％
【
協

力
事

業
】

9
．
令

和
４

年
1
0

月
9

日
（
日

）
午

後
２

時
～

４
時

「
映

画
『
ヘ

イ
 ヴ

ァ
ル

デ
ン

』
上

映
会

＆
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
イ

ベ
ン

ト
」
（
主

催
：
ノ

ル
ウ

ェ
ー

大
使

館
・
共

催
：
プ

ラ
イ

ド
ハ

ウ
ス

東
京

）
参

加
者

4
3

名

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

主
催

講
座

で
は

、
S

O
G

IE
や

ト
ラ

ン
ス

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

つ
い

て
理

解
を

促
進

す
る

た
め

の
講

座
を

開
催

す
る

他
、
シ

ア
タ

ー
リ

ー
ブ

ラ
で

も
関

連
す

る
作

品
を

上
映

し
、
よ

り
多

く
の

方
へ

の
啓

発
に

努
め

ま
す

。
前

年
度

に
引

き
続

き
、
企

業
向

け
出

前
講

座
・
教

育
機

関
へ

の
出

前
講

座
に

お
い

て
も

S
O

G
IE

の
理

解
促

進
を

テ
ー

マ
に

設
定

し
ま

す
。
ま

た
、
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
や

館
内

配
架

物
で

も
、
啓

発
に

寄
与

す
る

情
報

発
信

を
継

続
し

て
行

い
ま

す
。

性
的

指
向

（
ポ

リ
ア

モ
リ

ー
、
ア

ロ
マ

ン
テ

ィ
ッ

ク
・
ア

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

）
や

、
法

制
度

（
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

権
利

保
障

の
歴

史
と

今
後

の
課

題
）
の

切
り

口
で

主
催

講
座

を
開

催
し

ま
し

た
。

シ
ア

タ
ー

・
リ

ー
ブ

ラ
で

は
ト

ラ
ン

ス
ジ

ェ
ン

ダ
ー

女
児

が
主

人
公

の
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
を

紹
介

し
ま

し
た

。
学

校
向

け
・
企

業
向

け
出

前
講

座
で

S
O

G
IE

の
理

解
促

進
を

テ
ー

マ
に

３
件

実
施

し
ま

し
た

。
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
で

は
、
「
難

民
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
／

セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

に
ま

つ
わ

る
課

題
」
や

「世
界

の
映

画
か

ら
考

え
る

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
」
（
ノ

ル
ウ

ェ
ー

、
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

大
使

館
協

力
）
を

特
集

し
、
S

O
G

IE
や

セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

に
関

す
る

理
解

促
進

や
意

識
啓

発
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

そ
の

他
、
協

力
事

業
と

し
て

、
ノ

ル
ウ

ェ
ー

大
使

館
主

催
の

映
画

上
映

会
＆

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

イ
ベ

ン
ト

に
協

力
し

ま
し

た
。

主
催

講
座

で
は

、
セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
や

S
O

G
IE

の
理

解
を

深
め

る
講

座
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
へ

の
理

解
増

進
・
交

流
の

場
づ

く
り

を
目

的
と

し
た

連
続

講
座

を
行

い
、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

や
活

動
拠

点
に

な
る

よ
う

努
め

て
い

き
ま

す
。
ま

た
、
シ

ア
タ

ー
・リ

ー
ブ

ラ
で

S
O

G
IE

に
関

す
る

映
画

上
映

を
行

う
と

と
も

に
、

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ

ア
シ

ス
」
等

で
の

情
報

発
信

な
ど

、
意

識
啓

発
を

進
め

ま
す

。
前

年
度

に
引

き
続

き
、
企

業
・
学

校
向

け
の

出
前

講
座

に
、
S

O
G

IE
の

理
解

促
進

を
テ

ー
マ

設
定

し
、
実

施
を

働
き

か
け

ま
す

。

課
題

人
権

を
尊

重
す

る
意

識
の

醸
成

と
性

別
等

に
よ

る
差

別
の

根
絶

事
業

内
容

身
体

の
性

（
生

物
学

的
性

）
と

心
の

性
（

性
の

自
己

意
識

）
が

一
致

し
な

い
、

恋
愛

等
対

象
の

性
が

異
性

で
は

な
い

、
性

別
表

現
が

性
自

認
と

一
致

し
な

い
な

ど
性

の
あ

り
方

は
多

様
で

す
。

Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ

Ｅ
（

性
的

指
向

や
性

自
認

、
性

別
表

現
）

に
関

す
る

理
解

を
深

め
、

偏
見

や
差

別
を

な
く

す
た

め
、

広
報

紙
や

講
座

、
パ

ネ
ル

展
等

で
啓

発
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

性性
別別

等等
にに

よよ
るる

差差
別別

のの
根根

絶絶
にに

向向
けけ

たた
働働

きき
かか

けけ
【【

責責
任任

項項
目目

６６
】】

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
6

Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ

Ｅ
に

関
す

る
意

識
啓

発

掲
載

ペ
ー

ジ
97

担
当

課

6

3 2

11

3 2

11

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

麻
布

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
8

ド
メ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

バ
イ

オ
レ

ン
ス

に
関

す
る

意
識

啓
発

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

男
女

共
同

参
画

週
間

や
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
期

間
の

パ
ネ

ル
展

、
区

広
報

紙
や

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
等

を
通

じ
て

の
啓

発
や

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
令

和
３

年
４

月
か

ら
は

、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
い

て
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
知

識
や

相
談

で
き

る
機

関
等

に
つ

い
て

記
載

し
た

冊
子

を
配

布
し

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

家
庭

相
談

セ
ン
タ
ー
・子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、
人

権
や
男

女
平

等
の
観

点
か
ら
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
の
正

し
い
認

識
を
持

つ
た
め
の
情

報
提

供
を
窓

口
で
の
各

種
手

続
き
お
よ
び
相

談
時

に
、
冊

子
の
配

布
を
通

し
て
行

う
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
図

り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配

布
す
る

こ
と
に
よ
り
、
情

報
提

供
に
努

め
ま
す
。
ま
た
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
･
バ
イ
オ
レ
ン

ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
を
習

得
す
る
た
め
、
研

修
や
講

演
会

に
積

極
的

に
参

加
し
ま
す
。

家
庭

相
談

セ
ン
タ
ー
・子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
情

報
共

有
を
行

う
な
ど
、
連

携
を
図

り
対

応
し
ま
し
た
。
ま
た
、
正

し
い
知

識
の
習

得
の
た
め
に
情

報
収

集
し
、
適

切
な
対

応
に
努

め
ま
し
た
。

家
庭

相
談

セ
ン
タ
ー
・
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
図

り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
配

布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情

報
提

供
に
努

め
ま
す
。
ま
た
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
･
バ
イ

オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
を
習

得
す
る
た
め
、
研

修
や
講

演
会

に
積

極
的

に
参

加
し
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

男
女

共
同

参
画

週
間

や
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
期

間
の

パ
ネ

ル
展

、
区

広
報

紙
や

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
等

を
通

じ
て

の
啓

発
や

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
令

和
３

年
４

月
か

ら
は

、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
い

て
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
知

識
や

相
談

で
き

る
機

関
等

に
つ

い
て

記
載

し
た

冊
子

を
配

布
し

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

暴 暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

Ｂ
Ｂ

A

芝
地

区
総

合
支

所
区

民
課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
8

ド
メ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

バ
イ

オ
レ

ン
ス

に
関

す
る

意
識

啓
発

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

暴暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配

布
し
情

報
提

供
に
努

め
る
と
と
も
に
、
職

員
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
理

解
の
促

進
に
努

め
ま
す
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
窓

口
で
配

布
し
、
情

報
提

供
を
す
る
と
と
も
に
、
職

員
が
出

席
す
る
担

当
者

会
を
通

じ
て
、

職
員

の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
の
習

得
に
努

め
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配

布
し
情

報
提

供
に
努

め
る
と
と
も
に
、
職

員
の
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
理

解
の
促

進
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

継
続

し
て
職

員
が
出

席
す
る
担

当
者

会
を
通

じ
て
、
職

員
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
の
習

得
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た

点
を
評

価
し
た
た
め
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
区

民
課

カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
配

布
し
ま
し
た
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
職

員
の
継

続
的

な
理

解
促

進
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
お
む
ね
達

成
と
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

Ｂ
Ｂ

Ｂ

7

− 125 −



3 2

11

3 2

11

3 2

11

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

赤
坂

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
8

ド
メ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

バ
イ

オ
レ

ン
ス

に
関

す
る

意
識

啓
発

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

男
女

共
同

参
画

週
間

や
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
期

間
の

パ
ネ

ル
展

、
区

広
報

紙
や

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
等

を
通

じ
て

の
啓

発
や

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
令

和
３

年
４

月
か

ら
は

、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
い

て
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
知

識
や

相
談

で
き

る
機

関
等

に
つ

い
て

記
載

し
た

冊
子

を
配

布
し

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

暴暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配

布
し
情

報
提

供
に
努

め
る
と
と
も
に
、
職

員
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
理

解
の
促

進
に
努

め
ま
す
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
窓

口
で
配

布
し
、
情

報
提

供
を
す
る
と
と
も
に
職

員
が
出

席
す
る
担

当
者

会
を
通

じ
て
、

職
員

の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
の
習

得
に
努

め
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を

行
う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

継
続

し
て
職

員
が
出

席
す
る
担

当
者

会
を
通

じ
て
、
職

員
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
の
習

得
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た

点
を
評

価
す
る
と
と
も
に
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
に
関
す
る
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
区

民
課

カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
配

布
し
ま
し
た
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
職

員
の
理

解
が
低

下
す
る
こ
と
な
く
取

り
組

む
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
お
む
ね
達

成
と
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

Ｂ
Ｂ

Ｂ

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

高
輪

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
8

ド
メ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

バ
イ

オ
レ

ン
ス

に
関

す
る

意
識

啓
発

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

男
女

共
同

参
画

週
間

や
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
期

間
の

パ
ネ

ル
展

、
区

広
報

紙
や

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
等

を
通

じ
て

の
啓

発
や

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
令

和
３

年
４

月
か

ら
は

、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
い

て
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
知

識
や

相
談

で
き

る
機

関
等

に
つ

い
て

記
載

し
た

冊
子

を
配

布
し

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

暴暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
人

権
や
男

女
平

等
の
観

点
か
ら
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
に
つ
い
て
の
正

し
い
認

識
を
持

つ
た
め
の
情

報
提

供
と
防

止
に
努

め
ま

す
。

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン
タ
ー
）に

お
い
て
Ｄ
Ｖ
に
関

す
る
知

識
や
相

談
で
き
る
機

関
等

に
つ
い
て
記

載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
配

布
し
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の
人

へ
必

要
な
情

報
提

供
を
行

い
ま
し
た
。

年
6
回

開
催

す
る
区

民
課

の
支

援
措

置
担

当
者

会
に
お
い
て
、
業

務
の
知

識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
支

援
措

置
希

望
者

の
窓

口
案

内
方

法
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
校

正
を
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
人

権
や
男

女
平

等
の
観

点
か
ら
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
つ

い
て
の
正

し
い
認

識
を
持

つ
た
め
の
情

報
提

供
を
行

い
、
防

止
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
提

供
さ
れ
る
各

種
講

座
案

内
や
、
相

談
窓

口
に
関

す
る
チ
ラ
シ
を
区

民
課

カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
希

望
者

に
配

布
を
実

施
し
ま
し
た
。

D
V
研

修
に
参

加
す
る
職

員
を
増

や
し
、
今

後
、
係

内
研

修
を
年

1
回

程
度

実
施

し
ま
す
。

１
２
月

に
東

京
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
研

修
に
職

員
２
名

が
出

席
し
、
係

会
で
内

容
の
共

有
を
行

い
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

Ｂ
Ｂ

Ｂ

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

芝
浦

港
南

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
8

ド
メ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

バ
イ

オ
レ

ン
ス

に
関

す
る

意
識

啓
発

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

男
女

共
同

参
画

週
間

や
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
期

間
の

パ
ネ

ル
展

、
区

広
報

紙
や

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
等

を
通

じ
て

の
啓

発
や

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
令

和
３

年
４

月
か

ら
は

、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
い

て
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
知

識
や

相
談

で
き

る
機

関
等

に
つ

い
て

記
載

し
た

冊
子

を
配

布
し

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

暴暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
図

り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配

布
す
る

こ
と
に
よ
り
、
情

報
提

供
に
努

め
ま
す
。
ま
た
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
･
バ
イ
オ
レ
ン

ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
を
習

得
す
る
た
め
、
研

修
や
講

演
会

に
積

極
的

に
参

加
し
ま
す
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
窓

口
で
配

布
し
情

報
提

供
を
す
る
と
と
も
に
、
職

員
が
出

席
す
る
担

当
者

会
を
通

じ
て
正

し
い
知

識
の
習

得
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
相

談
を
受

け
た
場

合
は
速

や
か
に
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
図

り
、
対

応
し
ま
し
た
。

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
図

り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配

布
す
る
こ
と
に

よ
り
、
情

報
提

供
に
努

め
ま
す
。
ま
た
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
･
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
を
習

得
す
る
た
め
、
研

修
や
講

演
会

に
積

極
的

に
参

加
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
提

供
さ
れ
る
各

種
講

座
案

内
や
相

談
窓

口
に
関

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
配

布
な
ど
情

報
提

供
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
た
め
。
ま
た
、
職

員
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
の
習

得
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

Ｂ
Ｂ

A

8

− 126 −



3 2

11

3 2

11

3 2

11

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

赤
坂

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
8

ド
メ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

バ
イ

オ
レ

ン
ス

に
関

す
る

意
識

啓
発

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

男
女

共
同

参
画

週
間

や
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
期

間
の

パ
ネ

ル
展

、
区

広
報

紙
や

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
等

を
通

じ
て

の
啓

発
や

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
令

和
３

年
４

月
か

ら
は

、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
い

て
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
知

識
や

相
談

で
き

る
機

関
等

に
つ

い
て

記
載

し
た

冊
子

を
配

布
し

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

暴暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配

布
し
情

報
提

供
に
努

め
る
と
と
も
に
、
職

員
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
理

解
の
促

進
に
努

め
ま
す
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
窓

口
で
配

布
し
、
情

報
提

供
を
す
る
と
と
も
に
職

員
が
出

席
す
る
担

当
者

会
を
通

じ
て
、

職
員

の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
の
習

得
に
努

め
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を

行
う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

継
続

し
て
職

員
が
出

席
す
る
担

当
者

会
を
通

じ
て
、
職

員
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
の
習

得
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た

点
を
評

価
す
る
と
と
も
に
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
に
関
す
る
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
区

民
課

カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
配

布
し
ま
し
た
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
職

員
の
理

解
が
低

下
す
る
こ
と
な
く
取

り
組

む
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
お
む
ね
達

成
と
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

Ｂ
Ｂ

Ｂ

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

高
輪

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
8

ド
メ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

バ
イ

オ
レ

ン
ス

に
関

す
る

意
識

啓
発

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

男
女

共
同

参
画

週
間

や
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
期

間
の

パ
ネ

ル
展

、
区

広
報

紙
や

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
等

を
通

じ
て

の
啓

発
や

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
令

和
３

年
４

月
か

ら
は

、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
い

て
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
知

識
や

相
談

で
き

る
機

関
等

に
つ

い
て

記
載

し
た

冊
子

を
配

布
し

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

暴暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
人

権
や
男

女
平

等
の
観

点
か
ら
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
に
つ
い
て
の
正

し
い
認

識
を
持

つ
た
め
の
情

報
提

供
と
防

止
に
努

め
ま

す
。

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン
タ
ー
）に

お
い
て
Ｄ
Ｖ
に
関

す
る
知

識
や
相

談
で
き
る
機

関
等

に
つ
い
て
記

載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
配

布
し
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の
人

へ
必

要
な
情

報
提

供
を
行

い
ま
し
た
。

年
6
回

開
催

す
る
区

民
課

の
支

援
措

置
担

当
者

会
に
お
い
て
、
業

務
の
知

識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
支

援
措

置
希

望
者

の
窓

口
案

内
方

法
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
校

正
を
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
人

権
や
男

女
平

等
の
観

点
か
ら
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
つ

い
て
の
正

し
い
認

識
を
持

つ
た
め
の
情

報
提

供
を
行

い
、
防

止
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
提

供
さ
れ
る
各

種
講

座
案

内
や
、
相

談
窓

口
に
関

す
る
チ
ラ
シ
を
区

民
課

カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
希

望
者

に
配

布
を
実

施
し
ま
し
た
。

D
V
研

修
に
参

加
す
る
職

員
を
増

や
し
、
今

後
、
係

内
研

修
を
年

1
回

程
度

実
施

し
ま
す
。

１
２
月

に
東

京
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
研

修
に
職

員
２
名

が
出

席
し
、
係

会
で
内

容
の
共

有
を
行

い
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

Ｂ
Ｂ

Ｂ

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

芝
浦

港
南

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
8

ド
メ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

バ
イ

オ
レ

ン
ス

に
関

す
る

意
識

啓
発

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

男
女

共
同

参
画

週
間

や
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
期

間
の

パ
ネ

ル
展

、
区

広
報

紙
や

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
等

を
通

じ
て

の
啓

発
や

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
令

和
３

年
４

月
か

ら
は

、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
い

て
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
知

識
や

相
談

で
き

る
機

関
等

に
つ

い
て

記
載

し
た

冊
子

を
配

布
し

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

暴暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
図

り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配

布
す
る

こ
と
に
よ
り
、
情

報
提

供
に
努

め
ま
す
。
ま
た
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
･
バ
イ
オ
レ
ン

ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
を
習

得
す
る
た
め
、
研

修
や
講

演
会

に
積

極
的

に
参

加
し
ま
す
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
窓

口
で
配

布
し
情

報
提

供
を
す
る
と
と
も
に
、
職

員
が
出

席
す
る
担

当
者

会
を
通

じ
て
正

し
い
知

識
の
習

得
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
相

談
を
受

け
た
場

合
は
速

や
か
に
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
図

り
、
対

応
し
ま
し
た
。

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
図

り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配

布
す
る
こ
と
に

よ
り
、
情

報
提

供
に
努

め
ま
す
。
ま
た
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
･
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
を
習

得
す
る
た
め
、
研

修
や
講

演
会

に
積

極
的

に
参

加
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

子
ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
提

供
さ
れ
る
各

種
講

座
案

内
や
相

談
窓

口
に
関

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
配

布
な
ど
情

報
提

供
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
た
め
。
ま
た
、
職

員
の
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
に
関

す
る
正

し
い
知

識
の
習

得
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

Ｂ
Ｂ

A

8

3 2

11

3 2

11

Ａ
Ａ

Ａ

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

「
わ

た
し

た
ち

は
性

犯
罪

・
性

暴
力

を
許

さ
な

い
」
パ

ネ
ル

展
で

は
、
D

V
だ

け
で

な
く

、
レ

イ
プ

・痴
漢

・
ス

ト
ー

カ
ー

な
ど

様
々

な
形

態
の

暴
力

が
あ

る
こ

と
を

区
民

に
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

、
「
こ

う
い

う
展

示
な

ど
の

啓
発

活
動

は
有

意
義

と
感

じ
ま

し
た

」
と

の
感

想
が

寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。
「
D

V
予

防
啓

発
講

座
」
は

相
談

室
責

任
者

・
事

業
推

進
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

等
を

配
置

す
る

と
と

も
に

、
加

害
者

が
来

場
す

る
こ

と
も

想
定

し
て

、
1
階

の
防

災
セ

ン
タ

ー
に

手
厚

い
警

備
を

依
頼

し
ま

し
た

。
当

事
者

の
参

加
も

見
受

け
ら

れ
、
「
参

加
を

直
前

ま
で

悩
み

ま
し

た
が

、
（
講

座
に

来
た

こ
と

で
）
自

分
の

中
で

一
歩

前
進

で
き

ま
し

た
」
等

の
ア

ン
ケ

ー
ト

が
寄

せ
ら

れ
ま

し
た

。
「
男

性
に

対
す

る
性

暴
力

」
は

、
研

究
者

の
ほ

か
に

性
暴

力
被

害
当

事
者

に
登

壇
い

た
だ

き
ま

し
た

。
団

体
作

品
展

で
は

、
1
1
団

体
の

参
加

が
あ

り
、
団

体
の

一
言

メ
ッ

セ
ー

ジ
と

と
も

に
紫

色
の

作
品

を
展

示
し

S
N

S
で

も
積

極
的

に
発

信
す

る
な

ど
、
団

体
と

と
も

に
女

性
に

対
す

る
暴

力
防

止
の

啓
発

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

1
．
リ

ー
ブ

ラ
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

運
動

2
0

2
2

　
令

和
4

年
1
1
月

1
2

日
（
土

）
～

1
1
月

2
5

日
（
金

）
「
わ

た
し

た
ち

は
性

犯
罪

・
性

暴
力

を
許

さ
な

い
」
パ

ネ
ル

展
＆

団
体

作
品

展
　

令
和

4
年

1
1
月

1
2

日
（
土

）
午

後
2

時
～

4
時

：
D

V
予

防
啓

発
講

座
「
ド

メ
ス

テ
ィ

ッ
ク

・バ
イ

オ
レ

ン
ス

と
傷

つ
き

か
ら

の
回

復
」
参

加
者

1
1
名

　
満

足
度

1
0

0
％

2
．
令

和
4

年
1
1
月

1
3

日
（
日

）
午

後
２

時
～

5
時

「
男

性
に

対
す

る
性

暴
力

」
参

加
者

2
6

名
　

満
足

度
1
0

0
％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

引
き

続
き

、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

（配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
）に

お
い

て
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
相

談
等

に
つ

い
て

記
載

し
た

冊
子

を
配

布
し

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

女
性

支
援

新
法

等
の

情
報

を
盛

り
込

ん
だ

D
V

防
止

を
テ

ー
マ

に
し

た
講

座
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
1
1
月

の
「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
」

に
あ

わ
せ

、
パ

ネ
ル

展
示

や
講

座
等

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
リ

ー
ブ

ラ
心

の
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

を
は

じ
め

、
相

談
窓

口
の

周
知

を
促

進
し

ま
す

。

「女
性

に
対

す
る

暴
力

を
な

く
す

運
動

」期
間

、
「リ

ー
ブ

ラ
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

運
動

2
0

2
2

」と
題

し
て

、
D

V
予

防
啓

発
講

座
・「

わ
た

し
た

ち
は

性
犯

罪
・
性

暴
力

を
許

さ
な

い
」
パ

ネ
ル

展
（
埼

玉
県

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

（W
it

h
 Y

o
u
 さ

い
た

ま
）か

ら
借

用
）
・
登

録
団

体
作

品
展

を
展

開
し

ま
し

た
。
あ

わ
せ

て
、
内

閣
府

作
成

の
ポ

ス
タ

ー
や

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
印

刷
し

掲
示

・
配

架
す

る
と

と
も

に
、
館

内
を

パ
ー

プ
ル

リ
ボ

ン
や

装
飾

で
彩

り
、
S

N
S

や
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

に
お

い
て

も
啓

発
に

努
め

ま
し

た
。
団

体
作

品
展

の
様

子
は

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ

ア
シ

ス
」
で

も
紹

介
し

ま
し

た
。

図
書

資
料

室
コ

ー
ナ

ー
で

は
、
「
こ

こ
ろ

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
コ

ー
ナ

ー
」
を

常
時

設
置

し
、
D

V
防

止
と

啓
発

、
支

援
等

に
関

す
る

様
々

な
書

籍
を

紹
介

し
ま

し
た

。
ま

た
、
「
男

性
に

対
す

る
性

暴
力

」
に

つ
い

て
の

主
催

講
座

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
し

ま
し

た
。

刑
法

改
正

（
性

犯
罪

規
定

の
改

正
）
や

D
V

法
改

正
、
困

難
女

性
支

援
法

の
施

行
を

受
け

て
、
そ

れ
ら

の
内

容
を

反
映

し
た

事
業

を
行

い
ま

す
。
1
1
月

の
「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
」に

あ
わ

せ
て

、
リ

ー
ブ

ラ
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

運
動

2
0

2
3

を
実

施
し

、
パ

ネ
ル

展
示

や
講

座
等

を
行

い
ま

す
。
ま

た
、
関

連
講

座
が

開
催

さ
れ

る
際

、
リ

ー
ブ

ラ
心

の
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

等
の

相
談

窓
口

の
周

知
を

積
極

的
に

行
い

ま
す

。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

男
女

共
同

参
画

週
間

や
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
期

間
の

パ
ネ

ル
展

、
区

広
報

紙
や

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
等

を
通

じ
て

の
啓

発
や

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
令

和
３

年
４

月
か

ら
は

、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
い

て
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
知

識
や

相
談

で
き

る
機

関
等

に
つ

い
て

記
載

し
た

冊
子

を
配

布
し

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

暴暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
8

ド
メ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

バ
イ

オ
レ

ン
ス

に
関

す
る

意
識

啓
発

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

Ｂ
Ｂ

Ｂ

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

Ｄ
Ｖ

に
関

す
る

相
談

等
に

つ
い

て
記

載
し

た
冊

子
を

相
談

者
に

直
接

、
配

布
す

る
事

で
、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
し

た
。
な

か
に

は
、
冊

子
を

手
に

し
て

初
め

て
D

V
を

意
識

す
る

こ
と

も
あ

る
た

め
、
必

要
な

人
に

届
く

情
報

提
供

を
続

け
ま

す
。

配
布

の
際

、
相

談
者

の
被

害
が

大
き

く
な

ら
な

い
よ

う
に

細
心

の
注

意
を

は
ら

い
、
声

掛
け

を
行

い
ま

す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き

続
き

、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

（配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
）
に

お
い

て
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
相

談
等

に
つ

い
て

記
載

し
た

冊
子

を
配

布
し

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
（配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）に
お

い
て

Ｄ
Ｖ

に
関

す
る

相
談

等
に

つ
い

て
記

載
し

た
冊

子
を

配
布

し
、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
し

た
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

男
女

共
同

参
画

週
間

や
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
期

間
の

パ
ネ

ル
展

、
区

広
報

紙
や

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
等

を
通

じ
て

の
啓

発
や

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
令

和
３

年
４

月
か

ら
は

、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

（
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

）
に

お
い

て
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
知

識
や

相
談

で
き

る
機

関
等

に
つ

い
て

記
載

し
た

冊
子

を
配

布
し

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

や
周

囲
の

人
へ

必
要

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

暴暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
8

ド
メ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

バ
イ

オ
レ

ン
ス

に
関

す
る

意
識

啓
発

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

9

− 127 −



3 2

11

3 2

11

Ａ
Ａ

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

「
デ
ー
ト
D
V
防

止
」
講

座
で
は
、
親

密
な
関

係
で
起

き
る
暴

力
は
誰

に
で
も
起

こ
り
得

る
身

近
な
も
の
に
も
関

わ
ら
ず
本

人
も
周

囲
も
な
ぜ
被

害
に
気

づ
き
に
く
い
の
か
と
い
う
基

本
的

な
こ
と
か
ら
、
加

害
者

／
被

害
者

の
実

情
、
被

害
・
加

害
心

理
に
関

す
る
最

新
の
理

論
、
セ
ル
フ
ケ
ア
な
ど
、
初

学
者

に
も
知

識
の
あ
る
方

に
も
充

実
し
た
情

報
を
提

供
す
る
と
と
も
に
支

援
・
相

談
機

関
の
周

知
も
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ー
ト
D
V
そ
の
も
の
を
防

止
し
て
い
く

た
め
、
互

い
を
尊

重
す
る
人

間
関

係
の
構

築
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
自

尊
心

等
を
育

成
す
る
「
包

括
的

性
教

育
」
の
推

進
の
必

要
性

に
つ
い
て

も
積

極
的

に
啓

発
し
ま
し
た
。

「
女

性
に
対

す
る
暴

力
を
な
く
す
運

動
」
期

間
に
は
、
内

閣
府

の
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
印

刷
し
配

架
、
各

種
相

談
窓

口
の
カ
ー
ド
配

布
を
行

い
ま
し
た
。
同

期
間

の
「
わ
た
し
た
ち
は
性

犯
罪

・
性

暴
力

を
許

さ
な
い
」
パ
ネ
ル
展

に
お
い
て
は
、
デ
ー
ト
D
V
を
含

め
た
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
女

性
に
対

す
る
暴

力
に
つ
い
て
啓

発
を
行

い
ま
し
た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
5
年

3
月

4
日

（
土

）
午

後
2
時

～
4
時

「
尊

重
し
合

え
る
恋

愛
と
は
～

モ
ラ
ハ
ラ
・
デ
ー
ト
D
V
か
ら
考

え
る
、
対

等
な
付

き
合

い
方

～
」
参

加
者

2
3
名

　
満

足
度

1
0
0
％

2
．
令

和
5
年

3
月

1
2
日

（
日

）
午

後
2
時

～
4
時

「
包

括
的

性
教

育
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
～

自
分

も
他

者
も
大

切
に
す
る
性

の
こ
と
～

」
参

加
者

2
9
名

　
満

足
度

1
0
0
％

【
情

報
提

供
】

3
．
令

和
4
年

1
1
月

1
2
日

（
土

）
～

1
1
月

2
5
日

（
金

）
：
「
わ
た
し
た
ち
は
性

犯
罪

・
性

暴
力

を
許

さ
な
い
」
パ
ネ
ル
展

4
．
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
特

集
号

（
令

和
5
年

3
月

）
：
大

人
も
知

り
た
い
、
今

ど
き
の
性

教
育

「
人

権
と
し
て
の
性

を
語

り
合

う
包

括
的

性
教

育
」

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

教
育

機
関

向
け
出

前
講

座
と
し
て
「
デ
ー
ト
D
V
予

防
講

座
」
を
テ
ー
マ
に
盛

り
込

み
実

施
で
き
る
よ
う
、
教

育
機

関
へ
の
周

知
・
募

集
を
強

化
し
ま
す
。
ま

た
、
相

談
室

と
の
連

携
強

化
を
図

り
、
利

用
者

へ
の
適

切
な
情

報
提

供
に
努

め
ま
す
。

「
デ
ー
ト
D
V
」
防

止
に
向

け
た
意

識
啓

発
・
理

解
促

進
を
図

る
た
め
、
関

連
す
る
講

座
情

報
や
デ
ー
ト
D
V
防

止
に
つ
い
て
の
情

報
を
若

年
層

に
届

け
る

た
め
S
N
S
等

に
よ
る
情

報
発

信
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

「
女

性
に
対

す
る
暴

力
を
な
く
す
運

動
」
に
合

わ
せ
、
パ
ネ
ル
展

示
等

を
行

い
ま
す
。

「
デ
ー
ト
D
V
防

止
」
に
つ
い
て
の
主

催
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
D
V
や
性

暴
力

そ
の
も
の
を
防

止
す
る
観

点
か
ら
、
人

権
を
基

盤
と
し
た
包

括
的

性
教

育
に
つ
い
て
の
主

催
講

座
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
で
も
特

集
し
ま
し
た
。

講
座

に
合

わ
せ
て
、
図

書
資

料
室

に
デ
ー
ト
D
V
や
包

括
的

性
教

育
に
つ
い
て
の
特

集
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
し
た
。

「
デ
ー
ト
D
V
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
主

催
講

座
を
開

催
し
ま
す
。
「
デ
ー
ト
D
V
」防

止
に

向
け
た
意

識
啓

発
・
理

解
促

進
を
図

る
た
め
、
関

連
す
る
講

座
情

報
や
「
デ
ー
ト
D
V

防
止

」
啓

発
、
4
月

の
「
若

年
層

の
性

暴
力

被
害

予
防

月
間

」
に
つ
い
て
の
情

報
を

S
N
S
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等

で
も
発

信
し
ま
す
。
教

育
機

関
向

け
出

前
講

座
と
し
て

「
デ
ー
ト
D
V
予

防
講

座
」
を
実

施
で
き
る
よ
う
教

育
機

関
へ
の
周

知
を
強

化
し
ま

す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

ス
ト

ー
カ

ー
行

為
や

婚
姻

後
の

Ｄ
Ｖ

に
つ

な
が

る
デ

ー
ト

Ｄ
Ｖ

に
つ

い
て

、
若

い
世

代
を

中
心

に
広

く
広

報
誌

や
講

座
等

で
啓

発
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

暴暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
9

デ
ー

ト
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
意

識
啓

発

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

Ｂ
Ｂ

Ｂ

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

デ
ー
ト
D
V
に
つ
い
て
、
公

立
・
私

立
の
中

学
校

・
高

等
学

校
へ
幅

広
く
周

知
啓

発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京

都
か
ら
の
広

報
誌

を
中

心
に
講

座
等

を
含

め
て
案

内
に
よ
る
周

知
を
行

い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
や
婚

姻
後

の
Ｄ
Ｖ
に
つ
な
が
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に

つ
い
て
、
若

い
世

代
を
中

心
に
広

く
広

報
誌

や
講

座
等

で
啓

発
を
進

め
ま

す
。

中
高
生
向
け
の
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
1
3
,0

0
0
部

作
製

し
、
区

内
の
中

学
校

・高
等

学
校

等
に
配

布
し
ま
し
た
。

東
京

都
の
D
V
防

止
法

に
基

づ
く
広

報
誌

を
案

内
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感

染
症

拡
大

防
止

の
観

点
か
ら
講

座
等

で
の
啓

発
は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

デ
ー
ト
D
V
に
つ
い
て
、
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
を
行

い
、
公

立
・

私
立

の
中

学
校

・
高

等
学

校
へ
幅

広
く
周

知
啓

発
し
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

ス
ト

ー
カ

ー
行

為
や

婚
姻

後
の

Ｄ
Ｖ

に
つ

な
が

る
デ

ー
ト

Ｄ
Ｖ

に
つ

い
て

、
若

い
世

代
を

中
心

に
広

く
広

報
誌

や
講

座
等

で
啓

発
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

暴 暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
9

デ
ー

ト
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
意

識
啓

発

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

1
0

− 128 −



3 2

11

3 2

11

Ａ
Ａ

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

「
デ
ー
ト
D
V
防

止
」
講

座
で
は
、
親

密
な
関

係
で
起

き
る
暴

力
は
誰

に
で
も
起

こ
り
得

る
身

近
な
も
の
に
も
関

わ
ら
ず
本

人
も
周

囲
も
な
ぜ
被

害
に
気

づ
き
に
く
い
の
か
と
い
う
基

本
的

な
こ
と
か
ら
、
加

害
者

／
被

害
者

の
実

情
、
被

害
・
加

害
心

理
に
関

す
る
最

新
の
理

論
、
セ
ル
フ
ケ
ア
な
ど
、
初

学
者

に
も
知

識
の
あ
る
方

に
も
充

実
し
た
情

報
を
提

供
す
る
と
と
も
に
支

援
・
相

談
機

関
の
周

知
も
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ー
ト
D
V
そ
の
も
の
を
防

止
し
て
い
く

た
め
、
互

い
を
尊

重
す
る
人

間
関

係
の
構

築
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
自

尊
心

等
を
育

成
す
る
「
包

括
的

性
教

育
」
の
推

進
の
必

要
性

に
つ
い
て

も
積

極
的

に
啓

発
し
ま
し
た
。

「
女

性
に
対

す
る
暴

力
を
な
く
す
運

動
」
期

間
に
は
、
内

閣
府

の
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
印

刷
し
配

架
、
各

種
相

談
窓

口
の
カ
ー
ド
配

布
を
行

い
ま
し
た
。
同

期
間

の
「
わ
た
し
た
ち
は
性

犯
罪

・
性

暴
力

を
許

さ
な
い
」
パ
ネ
ル
展

に
お
い
て
は
、
デ
ー
ト
D
V
を
含

め
た
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
女

性
に
対

す
る
暴

力
に
つ
い
て
啓

発
を
行

い
ま
し
た
。

【
主

催
講

座
】

1
．
令

和
5
年

3
月

4
日

（
土

）
午

後
2
時

～
4
時

「
尊

重
し
合

え
る
恋

愛
と
は
～

モ
ラ
ハ
ラ
・
デ
ー
ト
D
V
か
ら
考

え
る
、
対

等
な
付

き
合

い
方

～
」
参

加
者

2
3
名

　
満

足
度

1
0
0
％

2
．
令

和
5
年

3
月

1
2
日

（
日

）
午

後
2
時

～
4
時

「
包

括
的

性
教

育
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
～

自
分

も
他

者
も
大

切
に
す
る
性

の
こ
と
～

」
参

加
者

2
9
名

　
満

足
度

1
0
0
％

【
情

報
提

供
】

3
．
令

和
4
年

1
1
月

1
2
日

（
土

）
～

1
1
月

2
5
日

（
金

）
：
「
わ
た
し
た
ち
は
性

犯
罪

・
性

暴
力

を
許

さ
な
い
」
パ
ネ
ル
展

4
．
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
特

集
号

（
令

和
5
年

3
月

）
：
大

人
も
知

り
た
い
、
今

ど
き
の
性

教
育

「
人

権
と
し
て
の
性

を
語

り
合

う
包

括
的

性
教

育
」

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

教
育

機
関

向
け
出

前
講

座
と
し
て
「
デ
ー
ト
D
V
予

防
講

座
」
を
テ
ー
マ
に
盛

り
込

み
実

施
で
き
る
よ
う
、
教

育
機

関
へ
の
周

知
・
募

集
を
強

化
し
ま
す
。
ま

た
、
相

談
室

と
の
連

携
強

化
を
図

り
、
利

用
者

へ
の
適

切
な
情

報
提

供
に
努

め
ま
す
。

「
デ
ー
ト
D
V
」
防

止
に
向

け
た
意

識
啓

発
・
理

解
促

進
を
図

る
た
め
、
関

連
す
る
講

座
情

報
や
デ
ー
ト
D
V
防

止
に
つ
い
て
の
情

報
を
若

年
層

に
届

け
る

た
め
S
N
S
等

に
よ
る
情

報
発

信
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

「
女

性
に
対

す
る
暴

力
を
な
く
す
運

動
」
に
合

わ
せ
、
パ
ネ
ル
展

示
等

を
行

い
ま
す
。

「
デ
ー
ト
D
V
防

止
」
に
つ
い
て
の
主

催
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
D
V
や
性

暴
力

そ
の
も
の
を
防

止
す
る
観

点
か
ら
、
人

権
を
基

盤
と
し
た
包

括
的

性
教

育
に
つ
い
て
の
主

催
講

座
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
で
も
特

集
し
ま
し
た
。

講
座

に
合

わ
せ
て
、
図

書
資

料
室

に
デ
ー
ト
D
V
や
包

括
的

性
教

育
に
つ
い
て
の
特

集
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
し
た
。

「
デ
ー
ト
D
V
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
主

催
講

座
を
開

催
し
ま
す
。
「
デ
ー
ト
D
V
」防

止
に

向
け
た
意

識
啓

発
・
理

解
促

進
を
図

る
た
め
、
関

連
す
る
講

座
情

報
や
「
デ
ー
ト
D
V

防
止

」
啓

発
、
4
月

の
「
若

年
層

の
性

暴
力

被
害

予
防

月
間

」
に
つ
い
て
の
情

報
を

S
N
S
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等

で
も
発

信
し
ま
す
。
教

育
機

関
向

け
出

前
講

座
と
し
て

「
デ
ー
ト
D
V
予

防
講

座
」
を
実

施
で
き
る
よ
う
教

育
機

関
へ
の
周

知
を
強

化
し
ま

す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

ス
ト

ー
カ

ー
行

為
や

婚
姻

後
の

Ｄ
Ｖ

に
つ

な
が

る
デ

ー
ト

Ｄ
Ｖ

に
つ

い
て

、
若

い
世

代
を

中
心

に
広

く
広

報
誌

や
講

座
等

で
啓

発
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

暴暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
9

デ
ー

ト
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
意

識
啓

発

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

Ｂ
Ｂ

Ｂ

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

デ
ー
ト
D
V
に
つ
い
て
、
公

立
・
私

立
の
中

学
校

・
高

等
学

校
へ
幅

広
く
周

知
啓

発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京

都
か
ら
の
広

報
誌

を
中

心
に
講

座
等

を
含

め
て
案

内
に
よ
る
周

知
を
行

い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
や
婚

姻
後

の
Ｄ
Ｖ
に
つ
な
が
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に

つ
い
て
、
若

い
世

代
を
中

心
に
広

く
広

報
誌

や
講

座
等

で
啓

発
を
進

め
ま

す
。

中
高
生
向
け
の
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
1
3
,0

0
0
部

作
製

し
、
区

内
の
中

学
校

・高
等

学
校

等
に
配

布
し
ま
し
た
。

東
京

都
の
D
V
防

止
法

に
基

づ
く
広

報
誌

を
案

内
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感

染
症

拡
大

防
止

の
観

点
か
ら
講

座
等

で
の
啓

発
は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

デ
ー
ト
D
V
に
つ
い
て
、
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
を
行

い
、
公

立
・

私
立

の
中

学
校

・
高

等
学

校
へ
幅

広
く
周

知
啓

発
し
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

ス
ト

ー
カ

ー
行

為
や

婚
姻

後
の

Ｄ
Ｖ

に
つ

な
が

る
デ

ー
ト

Ｄ
Ｖ

に
つ

い
て

、
若

い
世

代
を

中
心

に
広

く
広

報
誌

や
講

座
等

で
啓

発
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

暴暴
力力

防防
止止

教教
育育

とと
啓啓

発発
【【

責責
任任

項項
目目

７７
】】

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

9
9

デ
ー

ト
Ｄ

Ｖ
に

関
す

る
意

識
啓

発

掲
載

ペ
ー

ジ
10

0
担

当
課

1
0

3 2

2

-
-

C

自
己

評
価

Ｃ
　

達
成

半
ば

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

D
V
関

係
の
団

体
等

と
は
、
日

ご
ろ
か
ら
協

力
関

係
に
あ
り
、
情

報
共

有
等

を
行

っ
て
い
ま
す
。
港

区
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
に
お
い
て
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
、
関

係
機

関
と
連

携
・
情

報
共

有
を
図

る
こ
と
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
な
ど
か

ら
、
協

議
会

を
活

用
し
た
関

係
団

体
等

と
の
連

携
は
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

港
区

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

に
お
い
て
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
に
つ
い
て
、
関

係
機

関
と
連

携
・
情

報
共

有
を
図

る
こ
と
が
可

能
か

検
討

し
ま
す
。

港
区

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

に
お
い
て
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
、
関

係
機

関
と
連

携
・
情

報
共

有
を
図

る
こ
と
が
可

能
か
引

き
続

き
、
検

討
し
ま
す
。

引
き
続

き
、
港

区
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
に
お
い
て
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
、
関

係
機

関
と
連

携
・
情

報
共

有
を
図

る
こ
と
が
可

能
か
検

討
し

ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

港
区

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

に
お

い
て

連
携

機
関

と
情

報
共

有
を

図
り

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

対
応

を
迅

速
か

つ
的

確
に

行
う

と
と

も
に

相
談

・
支

援
体

制
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
早

期
発

見
体

制
の

充
実

と
相

談
機

能
の

強
化子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
0

Ｄ
Ｖ

被
害

者
支

援
体

制
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
10

1
担

当
課

1
1
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3 2

2

3 2

3

3 2

3

-
-

A

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

民
間

団
体

に
経

費
を
補

助
し
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
安

全
・
安

心
な
生

活
環

境
の
確

保
と
生

活
再

建
に
向

け
た
支

援
活

動
を
支

援
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
等

を
区

内
で
借

り
上

げ
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
支

援
活

動
を
行

う
、
区

内
に
活

動
拠

点
の
あ
る
民

間
団

体
に
対

し
、
支

援
活

動
に

要
す
る
経

費
の
一

部
を
補

助
し
、
D
V
被

害
者

の
安

全
・
安

心
な
生

活
環

境
の
確

保
と
生

活
再

建
に
向

け
た
活

動
を
支

援
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
支

援
活

動
を
行

う
、
区

内
に
活

動
拠

点
の
あ
る
民

間
団

体
に
対

し
、
支

援
活

動
に
要

す
る
経

費
の
一

部
を
補

助
し
、
D
V
被

害
者

の
安

全
・
安

心
な
生

活
環

境
の
確

保
と
生

活
再

建
に
向

け
た
活

動
を
支

援
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
等

を
区

内
で
借

り
上

げ
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
支

援
活

動
を

行
う
、
区

内
に
活

動
拠

点
の
あ
る
民

間
団

体
に
対

し
、
支

援
活

動
に
要

す
る
経

費
の

一
部

を
補

助
し
、
D
V
被

害
者

の
安

全
・
安

心
な
生

活
環

境
の
確

保
と
生

活
再

建
に

向
け
た
活

動
を
支

援
し
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

Ｄ
Ｖ

シ
ェ

ル
タ

ー
等

を
区

内
で

借
り

上
げ

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
支

援
活

動
を

行
う

、
区

内
に

活
動

拠
点

の
あ

る
民

間
団

体
に

対
し

、
支

援
活

動
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
補

助
す

る
こ

と
に

よ
り

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
安

全
・

安
心

な
生

活
環

境
の

確
保

と
生

活
再

建
に

向
け

た
支

援
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
被

害
者

を
安

全
に

保
護

す
る

体
制

の
整

備

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
3

Ｄ
Ｖ

被
害

者
支

援
活

動
補

助
金

事
業

《
新

規
》

掲
載

ペ
ー

ジ
10

1
担

当
課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
対

策
を
行

い
、
緊

急
一

時
保

護
を
広

域
で
受

け
入

れ
が
で
き
る
施

設
を
確

保
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
母

子
生

活
支

援
施

設
「
メ
ゾ
ン
・
ド
・
あ
じ
さ
い
」
に
お
い
て
、
D
V

被
害

者
等

の
母

子
の
安

全
を
図

り
、
自

立
を
支

援
す
る
た
め
、
緊

急
一

時
保

護
に
取

り
組

み
ま
す
。

母
子

生
活

支
援

施
設

「
メ
ゾ
ン
・
ド
・
あ
じ
さ
い
」
に
お
い
て
、
D
V
被

害
者

等
の
母

子
の
安

全
を
図

り
、
自

立
を
支

援
す
る
た
め
、
緊

急
一

時
保

護
に
取

り
組

み
ま
し
た
。
合

わ
せ
て
、
緊

急
一

時
保

護
を
広

域
で
受

け
入

れ
が
で
き
る
施

設
を
確

保
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
母

子
生

活
支

援
施

設
「
メ
ゾ
ン
・
ド
・
あ
じ
さ
い
」
に
お
い
て
、
D
V
被

害
者

等
の
母

子
の
安

全
を
図

り
、
自

立
を
支

援
す
る
た
め
、
緊

急
一

時
保

護
に
取

り
組

み
ま
す
。
危

険
性

が
高

く
港

区
内

の
避

難
が
難

し
い
場

合
、
広

域
で
保

護
を
行

っ
て
い

る
施

設
の
利

用
を
検

討
し
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

Ｄ
Ｖ

等
に

お
け

る
緊

急
一

時
保

護
施

設
を

広
域

を
含

め
確

保
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
を

安
全

に
保

護
す

る
体

制
の

整
備

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
2

母
子

等
緊

急
一

時
保

護
所

の
確

保
、

広
域

保
護

情
報

の
充

実

掲
載

ペ
ー

ジ
10

1
担

当
課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

英
語

対
応

で
き
る
相

談
員

を
複

数
配

置
し
た
こ
と
で
、
利

用
者

の
相

談
に
も
適

切
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
「
外

国
籍

被
害

者
相

談
の
た
め
の
シ
ー
ト
」
や
英

語
対

応
の
で

き
る
相

談
員

を
中

心
に
、
国

際
化

に
対

応
し
た
相

談
体

制
の
強

化
に
努

め
ま
す
。

英
語

対
応

の
で
き
る
相

談
員

を
中

心
に
、
国

際
化

に
対

応
し
た
相

談
を
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
英

語
対

応
の
で
き
る
相

談
員

を
中

心
に
、
国

際
化

に
対

応
し
た
相

談
体

制
の
強

化
に
努

め
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

活
用

し
た

通
訳

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

、
ポ

ケ
ト

ー
ク

を
利

用
し

、
丁

寧
な

対
応

と
支

援
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

早
期

発
見

体
制

の
充

実
と

相
談

機
能

の
強

化子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
1

国
際

化
に

対
応

し
た

相
談

体
制

掲
載

ペ
ー

ジ
10

1
担

当
課

1
2
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3 2

2

3 2

3

3 2

3

-
-

A

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

民
間

団
体

に
経

費
を
補

助
し
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
安

全
・
安

心
な
生

活
環

境
の
確

保
と
生

活
再

建
に
向

け
た
支

援
活

動
を
支

援
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
等

を
区

内
で
借

り
上

げ
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
支

援
活

動
を
行

う
、
区

内
に
活

動
拠

点
の
あ
る
民

間
団

体
に
対

し
、
支

援
活

動
に

要
す
る
経

費
の
一

部
を
補

助
し
、
D
V
被

害
者

の
安

全
・
安

心
な
生

活
環

境
の
確

保
と
生

活
再

建
に
向

け
た
活

動
を
支

援
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
支

援
活

動
を
行

う
、
区

内
に
活

動
拠

点
の
あ
る
民

間
団

体
に
対

し
、
支

援
活

動
に
要

す
る
経

費
の
一

部
を
補

助
し
、
D
V
被

害
者

の
安

全
・
安

心
な
生

活
環

境
の
確

保
と
生

活
再

建
に
向

け
た
活

動
を
支

援
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
等

を
区

内
で
借

り
上

げ
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
支

援
活

動
を

行
う
、
区

内
に
活

動
拠

点
の
あ
る
民

間
団

体
に
対

し
、
支

援
活

動
に
要

す
る
経

費
の

一
部

を
補

助
し
、
D
V
被

害
者

の
安

全
・
安

心
な
生

活
環

境
の
確

保
と
生

活
再

建
に

向
け
た
活

動
を
支

援
し
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

Ｄ
Ｖ

シ
ェ

ル
タ

ー
等

を
区

内
で

借
り

上
げ

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
支

援
活

動
を

行
う

、
区

内
に

活
動

拠
点

の
あ

る
民

間
団

体
に

対
し

、
支

援
活

動
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
補

助
す

る
こ

と
に

よ
り

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
安

全
・

安
心

な
生

活
環

境
の

確
保

と
生

活
再

建
に

向
け

た
支

援
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
被

害
者

を
安

全
に

保
護

す
る

体
制

の
整

備

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
3

Ｄ
Ｖ

被
害

者
支

援
活

動
補

助
金

事
業

《
新

規
》

掲
載

ペ
ー

ジ
10

1
担

当
課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
感

染
症

の
感

染
対

策
を
行

い
、
緊

急
一

時
保

護
を
広

域
で
受

け
入

れ
が
で
き
る
施

設
を
確

保
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
母

子
生

活
支

援
施

設
「
メ
ゾ
ン
・
ド
・
あ
じ
さ
い
」
に
お
い
て
、
D
V

被
害

者
等

の
母

子
の
安

全
を
図

り
、
自

立
を
支

援
す
る
た
め
、
緊

急
一

時
保

護
に
取

り
組

み
ま
す
。

母
子

生
活

支
援

施
設

「
メ
ゾ
ン
・
ド
・
あ
じ
さ
い
」
に
お
い
て
、
D
V
被

害
者

等
の
母

子
の
安

全
を
図

り
、
自

立
を
支

援
す
る
た
め
、
緊

急
一

時
保

護
に
取

り
組

み
ま
し
た
。
合

わ
せ
て
、
緊

急
一

時
保

護
を
広

域
で
受

け
入

れ
が
で
き
る
施

設
を
確

保
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
母

子
生

活
支

援
施

設
「
メ
ゾ
ン
・
ド
・
あ
じ
さ
い
」
に
お
い
て
、
D
V
被

害
者

等
の
母

子
の
安

全
を
図

り
、
自

立
を
支

援
す
る
た
め
、
緊

急
一

時
保

護
に
取

り
組

み
ま
す
。
危

険
性

が
高

く
港

区
内

の
避

難
が
難

し
い
場

合
、
広

域
で
保

護
を
行

っ
て
い

る
施

設
の
利

用
を
検

討
し
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

Ｄ
Ｖ

等
に

お
け

る
緊

急
一

時
保

護
施

設
を

広
域

を
含

め
確

保
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
を

安
全

に
保

護
す

る
体

制
の

整
備

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
2

母
子

等
緊

急
一

時
保

護
所

の
確

保
、

広
域

保
護

情
報

の
充

実

掲
載

ペ
ー

ジ
10

1
担

当
課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

英
語

対
応

で
き
る
相

談
員

を
複

数
配

置
し
た
こ
と
で
、
利

用
者

の
相

談
に
も
適

切
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
「
外

国
籍

被
害

者
相

談
の
た
め
の
シ
ー
ト
」
や
英

語
対

応
の
で

き
る
相

談
員

を
中

心
に
、
国

際
化

に
対

応
し
た
相

談
体

制
の
強

化
に
努

め
ま
す
。

英
語

対
応

の
で
き
る
相

談
員

を
中

心
に
、
国

際
化

に
対

応
し
た
相

談
を
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
英

語
対

応
の
で
き
る
相

談
員

を
中

心
に
、
国

際
化

に
対

応
し
た
相

談
体

制
の
強

化
に
努

め
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

活
用

し
た

通
訳

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

、
ポ

ケ
ト

ー
ク

を
利

用
し

、
丁

寧
な

対
応

と
支

援
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

早
期

発
見

体
制

の
充

実
と

相
談

機
能

の
強

化子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
1

国
際

化
に

対
応

し
た

相
談

体
制

掲
載

ペ
ー

ジ
10

1
担

当
課

1
2

3 2

4

3 2

4

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

住
民

記
録

を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の

適
切

な
保

護
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

年
5
回

の
担

当
者

会
に
加

え
、
検

討
事

案
が
あ
っ
た
た
め
臨

時
で
担

当
者

会
を
開

催
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

被
害

者
の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な

連
携

を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

住
民

基
本

台
帳

法
に
基

づ
く
Ｄ
Ｖ
・ス

ト
ー
カ
ー
等

に
関

す
る
支

援
措

置
事

務
に
つ
い
て
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
担

当
者

会
を
設

置
し
、
年

５
回

開
催

す
る
な
ど
、
当

該
事

務
を
取

扱
う
職

員
全

員
の
知

識
・
理

解
の
充

実
を
図

り
ま
し
た
。

令
和

４
年

度
　
芝

地
区

総
合

支
所

取
扱

件
数

　
1
,0

3
6
件

被
害

者
の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、

被
害

者
の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

芝
地

区
総

合
支

所
区

民
課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

各
地

区
総

合
支

所
区

民
生

活
福

祉
係

や
警

察
署

な
ど
、
関

係
部

署
と
連

携
を
図

り
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
関

係
部

署
と
円

滑
に
連

携
し
、
確

実
に
情

報
を
共

有
す
る
と
と

も
に
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
被

害
者

の
各

種
手

続
き
の
支

援
を

行
い
、
さ
ら
な
る
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
生

活
の
安

定
が
図

れ
る
よ
う

支
援

し
ま
す
。

関
係

部
署

と
円

滑
に
連

携
し
、
確

実
に
情

報
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
被

害
者

の
各

種
手

続
き
の
支

援
を
行

い
、
さ
ら
な
る
安

全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
生

活
の
安

定
が
図

れ
る
よ
う
支

援
し
ま
し
た
。
各

制
度

に
対

応
す
る
た
め
に
情

報
収

集
を
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
関

係
部

署
と
円

滑
に
連

携
し
、
確

実
に
情

報
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
被

害
者

の
各

種
手

続
き
の
支

援
を
行

い
、
さ
ら
な
る

安
全

を
確

保
し
た
う
え
で
、
生

活
の
安

定
が
図

れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。
各

制
度

に
対

応
す
る
た
め
に
情

報
収

集
を
行

い
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

Ｄ
Ｖ

被
害

者
を

保
護

し
て

い
る

間
、

安
全

確
保

と
自

立
・

生
活

再
建

に
向

け
、

警
察

を
は

じ
め

と
し

た
関

係
機

関
等

で
行

う
各

種
手

続
き

に
相

談
員

が
同

行
し

ま
す

。
保

護
施

設
か

ら
自

立
す

る
際

は
、

新
た

な
生

活
を

送
る

こ
と

と
な

る
自

治
体

の
関

係
部

署
へ

Ｄ
Ｖ

被
害

者
で

あ
る

こ
と

を
引

き
継

ぐ
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

子
ど

も
の

就
学

手
続

き
等

を
支

援
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
4

Ｄ
Ｖ

被
害

者
の

各
種

手
続

き
の

支
援

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

1
3
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3 2

4

3 2

4

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

麻
布

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て

業
務

を
行

う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま

す
。

窓
口

に
来

庁
し
た
相

談
者

に
、
相

談
者

向
け
の
チ
ラ
シ
を
配

布
し
区

民
へ
適

切
な
情

報
提

供
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、

被
害

者
の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を

行
う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

区
民

へ
の
適

切
な
情

報
提

供
と
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
点

を
評

価
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

赤
坂

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

被
害

者
の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な

連
携

を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

窓
口

に
来

庁
し
た
相

談
者

に
、
相

談
者

向
け
の
チ
ラ
シ
を
配

布
し
区

民
へ
適

切
な
情

報
提

供
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、

被
害

者
の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
し
た
。
令

和
４
年

度
の
赤

坂
地

区
総

合
支

所
取

扱
件

数
6
3
件

。
引

き
続

き
、
住

民
記

録
情

報
の
適

切
な
運

用
と
支

援
措

置
の
情

報
提

供
を
行

い
ま

す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

区
民

へ
の
適

切
な
情

報
提

供
と
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
点

を
評

価
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

1
4
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3 2

4

3 2

4

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

麻
布

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て

業
務

を
行

う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま

す
。

窓
口

に
来

庁
し
た
相

談
者

に
、
相

談
者

向
け
の
チ
ラ
シ
を
配

布
し
区

民
へ
適

切
な
情

報
提

供
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、

被
害

者
の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を

行
う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

区
民

へ
の
適

切
な
情

報
提

供
と
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
点

を
評

価
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

赤
坂

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

被
害

者
の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な

連
携

を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

窓
口

に
来

庁
し
た
相

談
者

に
、
相

談
者

向
け
の
チ
ラ
シ
を
配

布
し
区

民
へ
適

切
な
情

報
提

供
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、

被
害

者
の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
し
た
。
令

和
４
年

度
の
赤

坂
地

区
総

合
支

所
取

扱
件

数
6
3
件

。
引

き
続

き
、
住

民
記

録
情

報
の
適

切
な
運

用
と
支

援
措

置
の
情

報
提

供
を
行

い
ま

す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

区
民

へ
の
適

切
な
情

報
提

供
と
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
点

を
評

価
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

1
4

3 2

4

3 2

4

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

高
輪

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て

業
務

を
行

う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま

す
。

戸
籍

の
請

求
時

に
お
い
て
も
、
現

住
所

地
を
知

ら
れ
る
恐

れ
が
あ
る
場

合
に
は
、
請

求
を
拒

否
で
き
る
よ
う
運

用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改

正
す
る
と
と
も
に
、
必

要
な

職
員

研
修

を
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を

行
う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

担
当

者
会

を
定

期
的

に
開

催
し
、
情

報
共

有
を
図

り
、
必

要
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
改

正
を
適

宜
行

っ
た
た
め
。

支
援

措
置

担
当

者
会

（
全

5
回

開
催

）
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

芝
浦

港
南

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

被
害

者
の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な

連
携

を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

住
民

基
本

台
帳

法
に
基

づ
く
Ｄ
Ｖ
・ス

ト
ー
カ
ー
等

に
関

す
る
支

援
措

置
事

務
に
つ
い
て
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
担

当
者

会
を
年

５
回

開
催

す
る
な
ど
、
当

該
事

務
を
取

扱
う
職

員
全

員
の
知

識
・
理

解
の
充

実
を
図

り
ま
し
た
。

令
和

4
年

度
　
芝

浦
港

南
地

区
総

合
支

所
取

扱
件

数
　
　
　
6
0
件

被
害

者
の
生

活
の
安

全
を
守

る
た
め
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、

被
害

者
の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

住
民

記
録

を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
必

要
な
情

報
共

有
を
図

る
と
と
も
に
、
各

相
談

機
関

と
密

接
な
連

携
を
行

い
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の

適
切

な
保

護
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

年
5
回

の
担

当
者

会
に
加

え
、
検

討
事

案
が
あ
っ
た
た
め
臨

時
で
担

当
者

会
を
開

催
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

1
5
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3 2

4

事
業

名
1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

4
年

度
の
対

応
実

績
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
支

援
措

置
に
つ
い
て
態

勢
を
整

え
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
票

を
利

用
し
て

業
務

を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

D
V
被

害
者

へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
実

績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
支

援
措

置
に
つ
い
て
課

内
で
情

報
共

有
を
図

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
票

を
利

用
し
て
業

務
を

行
う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

関
係

課
（

保
健

福
祉

課
）

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る

1
6
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3 2

4

事
業

名
1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

4
年

度
の
対

応
実

績
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
支

援
措

置
に
つ
い
て
態

勢
を
整

え
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
票

を
利

用
し
て

業
務

を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

D
V
被

害
者

へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
実

績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
支

援
措

置
に
つ
い
て
課

内
で
情

報
共

有
を
図

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
票

を
利

用
し
て
業

務
を

行
う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

関
係

課
（

保
健

福
祉

課
）

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る

1
6

3 2

4

3 2

4

3 2

4

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

10
5

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

関
係

課
（

介
護

保
険

課
）

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
D
V
被

害
者

等
に
対

す
る
情

報
を
共

有
し
て
、
介

護
保

険
シ
ス

テ
ム
で
適

切
に
管

理
し
、
安

全
を
図

り
ま
す
。

区
民

課
が
作

成
す
る
「
D
V
等

支
援

措
置

名
簿

」
を
基

に
、
随

時
介

護
保

険
シ
ス
テ
ム
に
情

報
を
反

映
し
て
い
ま
す
。
住

民
票

を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
D
V
被

害
者

等
に
対

す
る
情

報
を
共

有
し
て
、
介

護
保

険
シ
ス
テ
ム
で

適
切

に
管

理
し
、
安

全
を
図

り
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

情
報

漏
洩

等
の
事

故
も
無

く
、
D
V
被

害
者

等
に
対

す
る
情

報
を
適

切
に
管

理
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

関
係

課
（

国
保

年
金

課
）

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

被
害

者
の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
票

を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

各
部

署
と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
等

適
切

な
保

護
に
努

め
ま
し
た
。

今
後

も
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
記

録
を
利

用
し
て
業

務
を

行
う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

各
部

署
と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
等

適
切

な
保

護
に
努

め
て
お
り
、
問

題
発

生
さ
せ
て
い
な
い
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

関
係

課
（

健
康

推
進

課
）

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
係

会
を
中

心
に
勉

強
会

な
ど
を
開

催
し
、
職

員
の
知

識
、
理

解
を
深

め
て
い
き
ま
す
。

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お
け
る
支

援
措

置
に
つ
い
て
、
毎

年
情

報
を
取

り
扱

う
職

員
の
範

囲
を
見

直
し
、
不

要
な
職

員
か
ら
は
権

限
を
削

除
し
ま
し
た
。

ま
た
、
情

報
を
取

り
扱

う
職

員
に
対

し
て
は
、
課

長
が
研

修
を
行

い
、
職

員
へ
の
注

意
喚

起
と
最

新
の
知

識
習

得
を
図

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
必

要
十

分
な
職

員
が
情

報
を
取

り
扱

う
よ
う
見

直
し
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
係

会
を
中

心
に
勉

強
会

な
ど
を
開

催
し
、
職

員
の
知

識
、
理

解
を
深

め
て
い

き
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

目
標

に
掲

げ
た
職

員
向

け
研

修
を
実

施
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

1
7

− 135 −
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3 2

4

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

関
係

課
（

税
務

課
）

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

職
員

の
知

識
・
理

解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
票

を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、

被
害

者
の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

住
民

票
を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
し
た
。
情

報
漏

え
い
等

の
事

故
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

職
員

の
知

識
・
理

解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、

住
民

票
を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

情
報

漏
え
い
等

の
事

故
等

な
く
、
住

民
票

を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

関
係

課
（

学
務

課
）

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
票

を
利

用
し
て

業
務

を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

被
害

者
の
生

活
と
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
票

を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま

し
た
。

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
票

を
利

用
し
て
業

務
を

行
う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

被
害

者
の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
を
実

施
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

関
係

課
（

選
挙

管
理

委
員

会
事

務
局

）

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

法
律

に
基

づ
き
選

挙
人

等
が
閲

覧
で
き
る
選

挙
人

名
簿

の
調

製
に
あ
た
っ

て
は
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
情

報
を
除

い
て
名

簿
の
調

製
を
行

い
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
情

報
保

護
に
努

め
ま
す
。

定
時

登
録

（
３
，
６
，
９
，
１
２
月

）
に
お
け
る
選

挙
人

名
簿

の
調

製
に
あ
た
っ
て
は
、
法

律
に
基

づ
き
選

挙
人

等
が
閲

覧
で
き
る
選

挙
人

名
簿

の
抄

本
は
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
情

報
を
除

い
て
調

製
し
ま
し
た
。

法
律

に
基

づ
き
選

挙
人

等
が
閲

覧
で
き
る
選

挙
人

名
簿

の
調

製
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
情

報
を
除

い
て
名

簿
の
調

製
を
行

い
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
情

報
保

護
に

努
め
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

選
挙

人
の
正

確
な
情

報
と
被

害
者

情
報

の
保

護
を
比

較
衡

量
し
な
が
ら
、
名

簿
を
調

製
し
た
た
め
。

定
時

登
録

（
３
，
６
，
９
，
１
２
月

）
に
お
け
る
選

挙
人

名
簿

調
製

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

1
8

− 136 −



3 2

4

3 2

4

3 2

4

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

関
係

課
（

税
務

課
）

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

職
員

の
知

識
・
理

解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
票

を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、

被
害

者
の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

住
民

票
を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
し
た
。
情

報
漏

え
い
等

の
事

故
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

職
員

の
知

識
・
理

解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、

住
民

票
を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

情
報

漏
え
い
等

の
事

故
等

な
く
、
住

民
票

を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

関
係

課
（

学
務

課
）

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
票

を
利

用
し
て

業
務

を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

被
害

者
の
生

活
と
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
票

を
利

用
し
て
業

務
を
行

う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま

し
た
。

引
き
続

き
、
被

害
者

の
生

活
の
安

全
を
図

り
な
が
ら
、
住

民
票

を
利

用
し
て
業

務
を

行
う
各

部
署

と
情

報
共

有
を
図

り
、
被

害
者

の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
に
努

め
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

被
害

者
の
住

所
情

報
の
適

切
な
保

護
を
実

施
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

関
係

課
（

選
挙

管
理

委
員

会
事

務
局

）

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
5

住
民

記
録

情
報

の
適

切
な

運
用

と
支

援
措

置
の

情
報

提
供

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

住
民

基
本

台
帳

事
務

に
お

け
る

支
援

措
置

に
つ

い
て

、
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

研
修

及
び

担
当

者
会

等
を

実
施

し
て

職
員

の
知

識
・

理
解

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

住
民

記
録

情
報

を
利

用
し

て
業

務
を

行
う

各
部

署
に

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

に
対

し
て

は
、

医
療

保
険

手
続

き
や

子
ど

も
の

就
学

な
ど

適
切

な
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
区

営
住

宅
の

申
込

み
に

つ
い

て
、

適
切

な
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

被
害

者
の

自
立

・
生

活
再

建
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

法
律

に
基

づ
き
選

挙
人

等
が
閲

覧
で
き
る
選

挙
人

名
簿

の
調

製
に
あ
た
っ

て
は
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
情

報
を
除

い
て
名

簿
の
調

製
を
行

い
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
情

報
保

護
に
努

め
ま
す
。

定
時

登
録

（
３
，
６
，
９
，
１
２
月

）
に
お
け
る
選

挙
人

名
簿

の
調

製
に
あ
た
っ
て
は
、
法

律
に
基

づ
き
選

挙
人

等
が
閲

覧
で
き
る
選

挙
人

名
簿

の
抄

本
は
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
情

報
を
除

い
て
調

製
し
ま
し
た
。

法
律

に
基

づ
き
選

挙
人

等
が
閲

覧
で
き
る
選

挙
人

名
簿

の
調

製
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
情

報
を
除

い
て
名

簿
の
調

製
を
行

い
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者

の
情

報
保

護
に

努
め
ま
す
。

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

選
挙

人
の
正

確
な
情

報
と
被

害
者

情
報

の
保

護
を
比

較
衡

量
し
な
が
ら
、
名

簿
を
調

製
し
た
た
め
。

定
時

登
録

（
３
，
６
，
９
，
１
２
月

）
に
お
け
る
選

挙
人

名
簿

調
製

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

A

1
8

3 2

4

3 2

5

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

関
係

機
関

の
連

携
が
必

要
と
さ
れ
る
い
じ
め
、
虐

待
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
の
研

修
を
実

施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
児

童
虐

待
防

止
の
啓

発
に
も
積

極
的

に
取

り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

を
開

催
し
、
港

区
の
現

状
を
踏

ま
え
た
適

切
な
支

援
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引

き
続

き
連

携
を
強

化
し
ま
す
。
ま

た
、
関

係
機

関
の
職

員
を
対

象
に
、
相

談
内

容
の
実

態
に
合

わ
せ
た
テ
ー

マ
で
研

修
を
実

施
し
、
相

談
対

応
力

の
強

化
を
図

り
ま
す
。

併
せ
て
、
区

民
に
対

し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
や
み
な
と
母

子
手

帳
ア
プ
リ

等
を
通

し
て
、
児

童
虐

待
防

止
の
啓

発
を
行

い
ま
す
。

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

を
開

催
し
、
港

区
の
現

状
を
踏

ま
え
た
適

切
な
支

援
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
連

携
を
強

化
し
て
き
ま
し
た
。

関
係

機
関

の
職

員
を
対

象
に
5
回

の
研

修
を
実

施
し
、
相

談
対

応
力

の
強

化
に
努

め
ま
し
た
。

併
せ
て
、
区

民
に
対

し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
や
み
な
と
母

子
手

帳
ア
プ
リ
等

を
通

し
て
、
児

童
虐

待
防

止
の
啓

発
を
行

っ
て
い
ま
す
。

令
和

６
年

度
も
引

き
続

き
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
を
開

催
し
、
港

区
の
現

状
を
踏

ま
え
た
適

切
な
支

援
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関

係
機

関
連

携
を
強

化
し
ま
す
。
職

員
向

け
の
関

係
機

関
研

修
を
6
回

程
度

実
施

す
る
予

定
で
す
。

併
せ
て
、
区

民
に
対

し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
や
み
な
と
母

子
手

帳
ア
プ
リ
等

を
通

し
て
、
児

童
虐

待
防

止
の
啓

発
を
行

い
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

家
庭

相
談

員
が
研

修
に
参

加
し
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
相

談
対

応
の
知

識
や
情

報
を
共

有
し
、
専

門
研

修
等

へ
の
参

加
を
促

す
こ
と
で
、
相

談
対

応
力

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
適

切
な
支

援
先

に
つ
な
ぐ
案

内
も
行

い
ま
す
。

相
談

対
応

の
知

識
や
情

報
を
共

有
し
、
専

門
研

修
等

へ
の
参

加
を
促

す
こ
と
で
、
相

談
対

応
力

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
適

切
な
支

援
先

に
つ
な
ぐ
案

内
も

行
い
ま
し
た
。
各

研
修

内
容

を
共

有
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
相

談
対

応
の
知

識
や
情

報
を
共

有
し
、
専

門
研

修
等

へ
の
参

加
を
促

す
こ
と
で
、
相

談
対

応
力

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
適

切
な
支

援
先

に
つ
な
ぐ
案

内
も
行

い
、
研

修
内

容
を
共

有
し
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
（

配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
）

に
お

い
て

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

へ
の

相
談

を
実

施
し

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
安

全
の

確
保

（
母

子
生

活
支

援
施

設
入

所
等

）
を

し
た

上
で

、
継

続
的

な
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
自

立
を

支
援

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
被

害
者

の
自

立
・

生
活

再
建

を
支

援
す

る
体

制
の

整
備

-
-

B

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
6

被
害

者
へ

の
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
10

2
担

当
課

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

子
ど

も
に

関
わ

る
様

々
な

機
関

が
連

携
し

て
、

支
援

対
象

児
童

等
の

早
期

発
見

、
早

期
対

応
、

及
び

適
切

な
保

護
等

の
支

援
を

よ
り

一
層

強
化

し
、

児
童

虐
待

対
策

を
推

進
し

ま
す

。
ま

た
、

「
港

区
児

童
虐

待
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

改
訂

や
研

修
の

充
実

等
に

よ
り

、
関

係
機

関
の

支
援

力
の

強
化

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
子

ど
も

の
ケ

ア
体

制
の

充
実

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
7

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

を
中

心
と

し
た

児
童

虐
待

対
策

の
推

進

掲
載

ペ
ー

ジ
10

4
担

当
課

1
9

− 137 −



3 2

5

3 2

6

3 2

6

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

Ｄ
Ｖ
加

害
者

が
受

講
す
る
場

合
、
経

費
の
一

部
を
助

成
し
、
D
V
加

害
者

と
被

害
者

の
関

係
改

善
を
図

り
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
民

間
団

体
が
実

施
す
る
「
Ｄ
Ｖ
加

害
者

更
生

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
Ｄ

Ｖ
加

害
者

が
受

講
す
る
場

合
、
経

費
の
一

部
を
助

成
し
、
D
V
加

害
者

の
更

生
を
支

援
し
ま
す
。

民
間

団
体

が
実

施
す
る
「
Ｄ
Ｖ
加

害
者

更
生

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
Ｄ
Ｖ
加

害
者

が
受

講
す
る
場

合
、
経

費
の
一

部
を
助

成
し
、
D
V
加

害
者

の
更

生
を
支

援
し
ま

す
。
相

談
者

の
男

性
に
寄

り
添

い
適

切
に
案

内
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
民

間
団

体
が
実

施
す
る
「
Ｄ
Ｖ
加

害
者

更
生

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
Ｄ
Ｖ
加

害
者

が
受

講
す
る
場

合
、
経

費
の
一

部
を
助

成
し
、
D
V
加

害
者

の
更

生
を
支

援
し
ま

す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

Ｄ
Ｖ

加
害

者
と

被
害

者
（

配
偶

者
）

の
関

係
改

善
に

向
け

、
民

間
団

体
が

実
施

す
る

「
Ｄ

Ｖ
加

害
者

更
生

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
Ｄ

Ｖ
加

害
者

が
受

講
す

る
場

合
、

経
費

の
一

部
を

助
成

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
相

談
か

ら
自

立
ま

で
の

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
支

え
る

体
制

の
強

化

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
0

Ｄ
Ｖ

加
害

者
更

生
プ

ロ
グ

ラ
ム

利
用

助
成

事
業

《
新

規
》

掲
載

ペ
ー

ジ
10

5
担

当
課

B
Ｂ

Ｂ

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

家
庭

相
談

員
が
D
V
被

害
等

の
相

談
を
受

け
、
母

子
生

活
支

援
施

設
の
入

所
や
婦

人
保

護
施

設
へ
の
入

所
に
繋

ぐ
な
ど
、
自

立
に
向

け
支

援
し
ま
し

た
。
母

子
生

活
支

援
施

設
か
ら
の
転

居
に
よ
り
自

立
し
た
生

活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
支

援
を
行

い
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
専

門
の
相

談
員

を
配

置
し
、
安

定
し
た
相

談
体

制
を
構

築
し
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
被

害
者

の
相

談
か
ら
自

立
ま
で
一

貫
し
た

支
援

を
行

い
ま
す
。

専
門

の
相

談
員

を
配

置
し
、
安

定
し
た
相

談
体

制
を
構

築
し
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
被

害
者

の
相

談
か
ら
自

立
ま
で
一

貫
し
た
支

援
を
行

い
ま
し

た
。

引
き
続

き
、
専

門
の
相

談
員

を
配

置
し
、
安

定
し
た
相

談
体

制
を
構

築
し
、
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
被

害
者

の
相

談
か
ら
自

立
ま
で
一

貫
し
た
支

援
を
行

い
ま

す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
（

配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
）

に
お

い
て

専
門

の
相

談
員

に
よ

る
Ｄ

Ｖ
被

害
者

へ
の

相
談

及
び

自
立

ま
で

の
一

貫
し

た
支

援
を

実
施

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
相

談
か

ら
自

立
ま

で
の

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
支

え
る

体
制

の
強

化

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
9

相
談

か
ら

自
立

ま
で

の
一

貫
し

た
支

援

掲
載

ペ
ー

ジ
10

5
担

当
課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

児
童

・
生

徒
の
支

援
が
必

要
な
児

童
・
生

徒
の
早

期
発

見
・
早

期
対

応
、
い
じ
め
の
未

然
防

止
に
つ
い
て
取

り
組

ん
だ
た
め
。
ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を

活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相

談
等

、
相

談
体

制
の
構

築
に
努

め
た
た
め
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
連

絡
会

（
年

２
回

）
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
小

４
、
小

５
、
中

１
、
中

２
を
対

象
と
し
た
面

接
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
校

内
巡

回
を
継

続
し
て
行

い
、
支

援
が
必

要
な
児

童
・
生

徒
の
早

期
発

見
・
早

期
対

応
、
い
じ
め
の
未

然
防

止
等

を
学

校
組

織
全

体
で

確
実

に
行

い
ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

相
談

等
、
相

談
体

制
を
強

化
し
ま
す
。

小
４
、
小

５
、
中

１
、
中

２
を
対

象
と
し
た
面

接
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
校

内
巡

回
を
実

施
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
支

援
が
必

要
な
児

童
・
生

徒
の
早

期
発

見
・
早

期
対

応
、
い
じ
め
の
未

然
防

止
に
努

め
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相

談
等

、
相

談
体

制
の
構

築
に
努

め
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
小

４
、
小

５
、
中

１
、
中

２
を
対

象
と
し
た
面

接
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
校

内
巡

回
を
継

続
し
て
行

い
、
支

援
が
必

要
な
児

童
・
生

徒
の
早

期
発

見
・

早
期

対
応

、
い
じ
め
の
未

然
防

止
等

を
学

校
組

織
全

体
で
確

実
に
行

い
ま
す
。
ま

た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相

談
等

、
相

談
体

制
を
強

化
し

ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

各
小

・
中

学
校

に
配

置
し

て
い

る
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
が

い
じ

め
・

不
登

校
・

学
業

不
振

・
児

童
虐

待
等

の
悩

み
や

相
談

を
聞

く
こ

と
に

よ
っ

て
心

の
ケ

ア
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

子
ど

も
の

ケ
ア

体
制

の
充

実

教
育

指
導

担
当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
8

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

を
活

用
し

た
子

ど
も

の
心

の
ケ

ア

掲
載

ペ
ー

ジ
10

4
担

当
課

2
0
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3 2

5

3 2

6

3 2

6

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

Ｄ
Ｖ
加

害
者

が
受

講
す
る
場

合
、
経

費
の
一

部
を
助

成
し
、
D
V
加

害
者

と
被

害
者

の
関

係
改

善
を
図

り
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
民

間
団

体
が
実

施
す
る
「
Ｄ
Ｖ
加

害
者

更
生

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
Ｄ

Ｖ
加

害
者

が
受

講
す
る
場

合
、
経

費
の
一

部
を
助

成
し
、
D
V
加

害
者

の
更

生
を
支

援
し
ま
す
。

民
間

団
体

が
実

施
す
る
「
Ｄ
Ｖ
加

害
者

更
生

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
Ｄ
Ｖ
加

害
者

が
受

講
す
る
場

合
、
経

費
の
一

部
を
助

成
し
、
D
V
加

害
者

の
更

生
を
支

援
し
ま

す
。
相

談
者

の
男

性
に
寄

り
添

い
適

切
に
案

内
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
民

間
団

体
が
実

施
す
る
「
Ｄ
Ｖ
加

害
者

更
生

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
Ｄ
Ｖ
加

害
者

が
受

講
す
る
場

合
、
経

費
の
一

部
を
助

成
し
、
D
V
加

害
者

の
更

生
を
支

援
し
ま

す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

Ｄ
Ｖ

加
害

者
と

被
害

者
（

配
偶

者
）

の
関

係
改

善
に

向
け

、
民

間
団

体
が

実
施

す
る

「
Ｄ

Ｖ
加

害
者

更
生

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
Ｄ

Ｖ
加

害
者

が
受

講
す

る
場

合
、

経
費

の
一

部
を

助
成

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
相

談
か

ら
自

立
ま

で
の

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
支

え
る

体
制

の
強

化

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
0

Ｄ
Ｖ

加
害

者
更

生
プ

ロ
グ

ラ
ム

利
用

助
成

事
業

《
新

規
》

掲
載

ペ
ー

ジ
10

5
担

当
課

B
Ｂ

Ｂ

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

家
庭

相
談

員
が
D
V
被

害
等

の
相

談
を
受

け
、
母

子
生

活
支

援
施

設
の
入

所
や
婦

人
保

護
施

設
へ
の
入

所
に
繋

ぐ
な
ど
、
自

立
に
向

け
支

援
し
ま
し

た
。
母

子
生

活
支

援
施

設
か
ら
の
転

居
に
よ
り
自

立
し
た
生

活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
支

援
を
行

い
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
専

門
の
相

談
員

を
配

置
し
、
安

定
し
た
相

談
体

制
を
構

築
し
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ

イ
オ
レ
ン
ス
被

害
者

の
相

談
か
ら
自

立
ま
で
一

貫
し
た

支
援

を
行

い
ま
す
。

専
門

の
相

談
員

を
配

置
し
、
安

定
し
た
相

談
体

制
を
構

築
し
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
被

害
者

の
相

談
か
ら
自

立
ま
で
一

貫
し
た
支

援
を
行

い
ま
し

た
。

引
き
続

き
、
専

門
の
相

談
員

を
配

置
し
、
安

定
し
た
相

談
体

制
を
構

築
し
、
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
被

害
者

の
相

談
か
ら
自

立
ま
で
一

貫
し
た
支

援
を
行

い
ま

す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
（

配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
）

に
お

い
て

専
門

の
相

談
員

に
よ

る
Ｄ

Ｖ
被

害
者

へ
の

相
談

及
び

自
立

ま
で

の
一

貫
し

た
支

援
を

実
施

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
相

談
か

ら
自

立
ま

で
の

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
支

え
る

体
制

の
強

化

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
9

相
談

か
ら

自
立

ま
で

の
一

貫
し

た
支

援

掲
載

ペ
ー

ジ
10

5
担

当
課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

児
童

・
生

徒
の
支

援
が
必

要
な
児

童
・
生

徒
の
早

期
発

見
・
早

期
対

応
、
い
じ
め
の
未

然
防

止
に
つ
い
て
取

り
組

ん
だ
た
め
。
ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を

活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相

談
等

、
相

談
体

制
の
構

築
に
努

め
た
た
め
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
連

絡
会

（
年

２
回

）
自

己
評

価
の

推
移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
小

４
、
小

５
、
中

１
、
中

２
を
対

象
と
し
た
面

接
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
校

内
巡

回
を
継

続
し
て
行

い
、
支

援
が
必

要
な
児

童
・
生

徒
の
早

期
発

見
・
早

期
対

応
、
い
じ
め
の
未

然
防

止
等

を
学

校
組

織
全

体
で

確
実

に
行

い
ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

相
談

等
、
相

談
体

制
を
強

化
し
ま
す
。

小
４
、
小

５
、
中

１
、
中

２
を
対

象
と
し
た
面

接
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
校

内
巡

回
を
実

施
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
支

援
が
必

要
な
児

童
・
生

徒
の
早

期
発

見
・
早

期
対

応
、
い
じ
め
の
未

然
防

止
に
努

め
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相

談
等

、
相

談
体

制
の
構

築
に
努

め
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
小

４
、
小

５
、
中

１
、
中

２
を
対

象
と
し
た
面

接
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
校

内
巡

回
を
継

続
し
て
行

い
、
支

援
が
必

要
な
児

童
・
生

徒
の
早

期
発

見
・

早
期

対
応

、
い
じ
め
の
未

然
防

止
等

を
学

校
組

織
全

体
で
確

実
に
行

い
ま
す
。
ま

た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相

談
等

、
相

談
体

制
を
強

化
し

ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

各
小

・
中

学
校

に
配

置
し

て
い

る
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
が

い
じ

め
・

不
登

校
・

学
業

不
振

・
児

童
虐

待
等

の
悩

み
や

相
談

を
聞

く
こ

と
に

よ
っ

て
心

の
ケ

ア
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

子
ど

も
の

ケ
ア

体
制

の
充

実

教
育

指
導

担
当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
0
8

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

を
活

用
し

た
子

ど
も

の
心

の
ケ

ア

掲
載

ペ
ー

ジ
10

4
担

当
課

2
0

3 2

6

3 3

1

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

担
当

課
に
事

業
実

績
調

査
を
依

頼
し
、
取

組
の
進

捗
状

況
を
確

認
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

性
別

等
に
と
ら
わ
れ
な
い
視

点
で
行

政
刊

行
物

を
作

成
し
ま
す
。

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当
に
て
新

た
に
作

成
し
た
「ち

ょ
っ
と
待

っ
た
！

そ
の
表

現
」
を
活

用
し
な
が
ら
、
性

別
等

に
と
ら
わ
れ
な
い
視

点
で
行

政
刊

行
物

を
作

成
し
ま
し
た
。

性
別

等
に
と
ら
わ
れ
な
い
視

点
で
行

政
刊

行
物

を
作

成
し
ま
す
。

課
題

あ
ら

ゆ
る

メ
デ

ィ
ア

に
お

け
る

人
権

の
尊

重

事
業

内
容

性
別

等
に

基
づ

く
固

定
観

念
に

と
ら

わ
れ

な
い

視
点

で
行

政
刊

行
物

を
作

成
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

メ
デ

ィ
ア

等
に

お
け

る
性

別
に

よ
る

差
別

解
消

へ
の

働
き

か
け

各
課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
2

区
が

発
行

す
る

刊
行

物
の

表
現

の
見

直
し

と
「

ち
ょ

っ
と

待
っ

た
！

そ
の

イ
ラ

ス
ト

」
の

活
用

掲
載

ペ
ー

ジ
1
0
8

担
当

課

Ａ
Ａ

Ａ

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

会
計

年
度

任
用

職
員

に
よ
る
相

談
体

制
を
整

え
る
た
め
、
臨

床
心

理
士

の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
等

を
実

施
し
、
専

門
知

識
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
し

た
。
相

談
の
継

続
性

に
よ
り
相

談
者

の
安

心
感

を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
会

計
年

度
任

用
職

員
に
よ
る
相

談
体

制
を
整

え
る
事

に
よ
り
、

相
談

の
継

続
性

の
強

化
、
ス
キ
ル
、
知

識
の
蓄

積
を
強

化
し
ま
す
。

会
計

年
度

任
用

職
員

に
よ
る
相

談
体

制
を
整

え
る
こ
と
に
よ
り
、
相

談
の
継

続
性

の
強

化
、
ス
キ
ル
、
知

識
の
蓄

積
を
強

化
し
ま
し
た
。
情

報
の
共

有
に
よ
り
ス

ム
ー
ズ
な
対

応
を
行

い
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
会

計
年

度
任

用
職

員
に
よ
る
相

談
体

制
を
整

え
る
こ
と
に
よ
り
、
相

談
の
継

続
性

の
強

化
、
ス
キ
ル
、
知

識
の
蓄

積
を
強

化
し
ま
す
。

課
題

配
偶

者
等

に
対

す
る

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶

事
業

内
容

相
談

員
は

、
内

閣
府

及
び

東
京

都
を

は
じ

め
と

す
る

自
治

体
実

施
の

研
修

会
や

関
係

機
関

連
携

会
議

等
へ

積
極

的
に

参
加

し
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

や
自

治
体

間
等

の
連

携
を

図
り

ま
す

。
職

場
内

で
は

、
専

門
相

談
員

に
よ

る
勉

強
会

を
３

か
月

に
１

回
、

臨
床

心
理

士
の

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ズ
を

毎
月

１
回

実
施

し
、

専
門

知
識

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

行
い

ま
す
。

ま
た

、
キ

ャ
リ

ア
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
等

の
資

格
を

持
っ

た
相

談
員

の
割

合
を

増
や

し
、

相
談

体
制

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

相
談

か
ら

自
立

ま
で

の
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

支
え

る
体

制
の

強
化

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
1

相
談

員
の

体
制

と
研

修
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
1
0
5

担
当

課

2
1
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3 3

1

3 3

2

3 3

2

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

実
態

調
査

を
行

う
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
小

中
学

校
に
お
い
て
情

報
モ
ラ
ル
教

育
の
推

進
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

す
べ
て
の
区

立
小

中
学

校
で
情

報
モ
ラ
ル
に
か
か
わ
る
調

査
を
実

施
し
、

各
学

校
の
結

果
に
合

わ
せ
た
情

報
モ
ラ
ル
教

育
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
生

活
指

導
主

任
会

等
を
と
お
し
て
、
令

和
３
年

度
に
策

定
し
た
「
み
な
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
子

ど
も
ル
ー
ル
」の

定
着

を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

す
べ
て
の
区

立
小

中
学

校
で
情

報
モ
ラ
ル
に
か
か
わ
る
調

査
を
実

施
し
、
各

学
校

の
結

果
に
合

わ
せ
た
児

童
・
生

徒
向

け
の
情

報
モ
ラ
ル
教

育
講

演
会

と
、
保

護
者

に
向

け
た
情

報
モ
ラ
ル
教

育
講

演
会

を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生

活
指

導
主

任
会

等
を
と
お
し
て
、
各

学
校

が
策

定
し
た
S
N
S
ル
ー
ル
を
見

直
し
ま
し

た
。

す
べ
て
の
区

立
小

中
学

校
で
、
各

学
校

の
結

果
に
合

わ
せ
た
情

報
モ
ラ
ル
教

育
を

実
施

し
ま
す
。

課
題

あ
ら

ゆ
る

メ
デ

ィ
ア

に
お

け
る

人
権

の
尊

重

事
業

内
容

子
ど

も
た

ち
の

間
で

急
速

に
普

及
し

て
い

る
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
・

サ
ー

ビ
ス

（
Ｓ

Ｎ
Ｓ

）
の

適
切

な
利

用
方

法
な

ど
人

権
尊

重
に

基
づ

く
情

報
モ

ラ
ル

教
育

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

メ
デ

ィ
ア

・
リ

テ
ラ

シ
ー

及
び

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
に

お
け

る
情

報
モ

ラ
ル

の
育

成

教
育

指
導

担
当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
5

情
報

モ
ラ

ル
教

育
の

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
10

9
担

当
課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
企

業
に
出

前
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。
「
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ク
に
携

わ
っ
て
い
る
の
で
、
表

現
の
確

認
で

意
識

す
る
点

が
増

え
た
」
「
日

本
と
世

界
の
視

点
の
違

い
に
つ
い
て
理

解
が
深

ま
っ
た
」
「
『
差

別
』
『
偏

見
』
『
虐

待
』
を
＂

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
＂

と
し
て

提
供

す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
な
ど
の
感

想
が
寄

せ
ら
れ
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ら
び
に
性

、
民

族
、
宗

教
な
ど
に
よ
る
差

別
・
偏

見
に

対
す
る
意

識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
出

前
講

座
】

・
令

和
4
年

9
月

3
0
日

（
金

）
午

後
2
時

～
3
時

3
0
分

「
表

現
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
～

私
た
ち
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
業

界
を
取

り
巻

く
課

題
、

社
会

と
し
て
取

り
組

む
べ
き
こ
と
～

」
参

加
者

1
0
0
名

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
オ
レ
ン
ス
や
人

権
を
め
ぐ
る
動

向
に
つ

い
て
知

り
、
情

報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
理

解
を
深

め
る
講

座
を
開

催
し
、
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
や
情

報
を
適

切
に
発

信
で
き
る
力

を
身

に
つ
け
る
機

会
を

提
供

し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
企

業
に
「
表

現
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
出

前
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。

主
催

講
座

「
メ
デ
ィ
ア
表

現
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」を

行
う
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ

シ
ー
や
情

報
を
適

切
に
発

信
で
き
る
力

を
身

に
つ
け
る
た
め
の
情

報
提

供
を
行

い
ま
す
。

課
題

あ
ら

ゆ
る

メ
デ

ィ
ア

に
お

け
る

人
権

の
尊

重

事
業

内
容

情
報

を
そ

の
ま

ま
受

け
取

る
の

で
は

な
く

、
つ

く
ら

れ
る

過
程

、
仕

組
み

、
背

景
を

理
解

し
、

正
し

い
情

報
を

適
切

に
発

信
す

る
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
講

座
を

開
催

し
、

情
報

モ
ラ

ル
の

啓
発

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
メ

デ
ィ

ア
・

リ
テ

ラ
シ

ー
及

び
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

に
お

け
る

情
報

モ
ラ

ル
の

育
成

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
4

メ
デ

ィ
ア

・
リ

テ
ラ

シ
ー

及
び

情
報

モ
ラ

ル
の

啓
発

掲
載

ペ
ー

ジ
10

8
担

当
課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

H
P
を
大

幅
に
改

修
し
、
見

や
す
く
し
ま
し
た
。

区
広

報
、
H
P
、
メ
ル
マ
ガ
、
F
a
c
e
b
o
o
k
、
In

s
ta

g
ra

m
、
T
w
it
te

r等
、
様

々
な
方

法
で
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

S
N
S
で
人

権
尊

重
、
男

女
平

等
参

画
の
ワ
ー
ド
を
説

明
し
た
り
、
男

女
平

等
参

画
に
関

す
る
講

座
で
の
成

果
物

を
紹

介
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
男

女
平

等
参

画
週

間
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運

動
な
ど
の
啓

発
も
行

い
ま
し
た
。

・
令

和
4
年

1
1
月

1
6
日

（
水

）
リ
ー
ブ
ラ
H
P
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
…

年
5
回

発
行

・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ク
ラ
ブ
L
」
…

月
3
回

（
各

月
1
日

、
1
1
日

、
2
1
日

）
・S

N
S
　
T
w
it
te

r：
フ
ォ
ロ
ワ
ー
5
4
6
　
前
年
度
比
1
3
6
％
、
F
a
c
e
b
o
o
k
：フ

ォ
ロ
ワ
ー
7
8
6
　
前
年
度
比
1
1
4
％
、
In

s
ta

g
ra

m
：

フ
ォ
ロ
ワ
ー
2
1
4
　
前

年
度

比
1
4
4
％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

区
広

報
、
H
P
、
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
、
メ
ル
マ
ガ
、
S
N
S

等
を
総

合
的

に
活

用
し
、
男

女
平

等
参

画
の
視

点
に
よ
る
情

報
発

信
を
強

化
し
ま
す
。
S
N
S
は
講

座
情

報
だ
け
で
は
な
く
、
心

の
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
や

図
書

資
料

室
の
資

料
紹

介
等

、
充

実
を
図

り
ま
す
。

リ
ー
ブ
ラ
H
P
を
大

幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
開

始
し
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運

動
等

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

各
講

座
、
発

行
物

、
施

設
・
資

料
の
案

内
、
イ
ベ
ン
ト
の
告

知
に
つ
い
て
、
区

広
報

、
H
P
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情

報
発

信
を
行

い
ま
し
た
。

主
催

講
座

で
「
メ
デ
ィ
ア
表

現
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」を

開
催

し
、
区

内
メ
デ
ィ
ア
機

関
や
関

係
者

等
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

区
広

報
、
H
P
、
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
、
メ
ル
マ
ガ
、
S
N
S
等

を
総

合
的

に
活

用
し
、
男

女
平

等
参

画
の
視

点
に
よ
る
情

報
発

信
を
強

化
し
ま
す
。
S
N
S
は

講
座

情
報

だ
け
で
は
な
く
、
心

の
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
や
図

書
資

料
室

の
資

料
紹

介
等

、
さ
ら
に
充

実
を
図

り
ま
す
。

課
題

あ
ら

ゆ
る

メ
デ

ィ
ア

に
お

け
る

人
権

の
尊

重

事
業

内
容

区
内

に
民

間
キ

ー
局

、
広

告
業

界
な

ど
メ

デ
ィ

ア
が

集
結

す
る

情
報

発
信

集
積

地
の

区
と

し
て

、
人

権
尊

重
、

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

よ
る

情
報

の
発

信
に

つ
い

て
の

取
組

を
検

討
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

メ
デ

ィ
ア

等
に

お
け

る
性

別
に

よ
る

差
別

解
消

へ
の

働
き

か
け

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
3

メ
デ

ィ
ア

へ
の

働
き

か
け

掲
載

ペ
ー

ジ
10

8
担

当
課

2
2

− 140 −
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2
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2

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

実
態

調
査

を
行

う
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
小

中
学

校
に
お
い
て
情

報
モ
ラ
ル
教

育
の
推

進
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

す
べ
て
の
区

立
小

中
学

校
で
情

報
モ
ラ
ル
に
か
か
わ
る
調

査
を
実

施
し
、

各
学

校
の
結

果
に
合

わ
せ
た
情

報
モ
ラ
ル
教

育
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
生

活
指

導
主

任
会

等
を
と
お
し
て
、
令

和
３
年

度
に
策

定
し
た
「
み
な
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
子

ど
も
ル
ー
ル
」の

定
着

を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

す
べ
て
の
区

立
小

中
学

校
で
情

報
モ
ラ
ル
に
か
か
わ
る
調

査
を
実

施
し
、
各

学
校

の
結

果
に
合

わ
せ
た
児

童
・
生

徒
向

け
の
情

報
モ
ラ
ル
教

育
講

演
会

と
、
保

護
者

に
向

け
た
情

報
モ
ラ
ル
教

育
講

演
会

を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生

活
指

導
主

任
会

等
を
と
お
し
て
、
各

学
校

が
策

定
し
た
S
N
S
ル
ー
ル
を
見

直
し
ま
し

た
。

す
べ
て
の
区

立
小

中
学

校
で
、
各

学
校

の
結

果
に
合

わ
せ
た
情

報
モ
ラ
ル
教

育
を

実
施

し
ま
す
。

課
題

あ
ら

ゆ
る

メ
デ

ィ
ア

に
お

け
る

人
権

の
尊

重

事
業

内
容

子
ど

も
た

ち
の

間
で

急
速

に
普

及
し

て
い

る
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
・

サ
ー

ビ
ス

（
Ｓ

Ｎ
Ｓ

）
の

適
切

な
利

用
方

法
な

ど
人

権
尊

重
に

基
づ

く
情

報
モ

ラ
ル

教
育

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

メ
デ

ィ
ア

・
リ

テ
ラ

シ
ー

及
び

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
に

お
け

る
情

報
モ

ラ
ル

の
育

成

教
育

指
導

担
当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
5

情
報

モ
ラ

ル
教

育
の

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
10

9
担

当
課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
企

業
に
出

前
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。
「
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ク
に
携

わ
っ
て
い
る
の
で
、
表

現
の
確

認
で

意
識

す
る
点

が
増

え
た
」
「
日

本
と
世

界
の
視

点
の
違

い
に
つ
い
て
理

解
が
深

ま
っ
た
」
「
『
差

別
』
『
偏

見
』
『
虐

待
』
を
＂

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
＂

と
し
て

提
供

す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
な
ど
の
感

想
が
寄

せ
ら
れ
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ら
び
に
性

、
民

族
、
宗

教
な
ど
に
よ
る
差

別
・
偏

見
に

対
す
る
意

識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
出

前
講

座
】

・
令

和
4
年

9
月

3
0
日

（
金

）
午

後
2
時

～
3
時

3
0
分

「
表

現
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
～

私
た
ち
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
業

界
を
取

り
巻

く
課

題
、

社
会

と
し
て
取

り
組

む
べ
き
こ
と
～

」
参

加
者

1
0
0
名

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
オ
レ
ン
ス
や
人

権
を
め
ぐ
る
動

向
に
つ

い
て
知

り
、
情

報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
理

解
を
深

め
る
講

座
を
開

催
し
、
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
や
情

報
を
適

切
に
発

信
で
き
る
力

を
身

に
つ
け
る
機

会
を

提
供

し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
企

業
に
「
表

現
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
出

前
講

座
を
実

施
し
ま
し
た
。

主
催

講
座

「
メ
デ
ィ
ア
表

現
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」を

行
う
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ

シ
ー
や
情

報
を
適

切
に
発

信
で
き
る
力

を
身

に
つ
け
る
た
め
の
情

報
提

供
を
行

い
ま
す
。

課
題

あ
ら

ゆ
る

メ
デ

ィ
ア

に
お

け
る

人
権

の
尊

重

事
業

内
容

情
報

を
そ

の
ま

ま
受

け
取

る
の

で
は

な
く

、
つ

く
ら

れ
る

過
程

、
仕

組
み

、
背

景
を

理
解

し
、

正
し

い
情

報
を

適
切

に
発

信
す

る
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
講

座
を

開
催

し
、

情
報

モ
ラ

ル
の

啓
発

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
メ

デ
ィ

ア
・

リ
テ

ラ
シ

ー
及

び
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

に
お

け
る

情
報

モ
ラ

ル
の

育
成

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
4

メ
デ

ィ
ア

・
リ

テ
ラ

シ
ー

及
び

情
報

モ
ラ

ル
の

啓
発

掲
載

ペ
ー

ジ
10

8
担

当
課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

H
P
を
大

幅
に
改

修
し
、
見

や
す
く
し
ま
し
た
。

区
広

報
、
H
P
、
メ
ル
マ
ガ
、
F
a
c
e
b
o
o
k
、
In

s
ta

g
ra

m
、
T
w
it
te

r等
、
様

々
な
方

法
で
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

S
N
S
で
人

権
尊

重
、
男

女
平

等
参

画
の
ワ
ー
ド
を
説

明
し
た
り
、
男

女
平

等
参

画
に
関

す
る
講

座
で
の
成

果
物

を
紹

介
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
男

女
平

等
参

画
週

間
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運

動
な
ど
の
啓

発
も
行

い
ま
し
た
。

・
令

和
4
年

1
1
月

1
6
日

（
水

）
リ
ー
ブ
ラ
H
P
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
…

年
5
回

発
行

・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ク
ラ
ブ
L
」
…

月
3
回

（
各

月
1
日

、
1
1
日

、
2
1
日

）
・S

N
S
　
T
w
it
te

r：
フ
ォ
ロ
ワ
ー
5
4
6
　
前
年
度
比
1
3
6
％
、
F
a
c
e
b
o
o
k
：フ

ォ
ロ
ワ
ー
7
8
6
　
前
年
度
比
1
1
4
％
、
In

s
ta

g
ra

m
：

フ
ォ
ロ
ワ
ー
2
1
4
　
前

年
度

比
1
4
4
％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

区
広

報
、
H
P
、
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
、
メ
ル
マ
ガ
、
S
N
S

等
を
総

合
的

に
活

用
し
、
男

女
平

等
参

画
の
視

点
に
よ
る
情

報
発

信
を
強

化
し
ま
す
。
S
N
S
は
講

座
情

報
だ
け
で
は
な
く
、
心

の
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
や

図
書

資
料

室
の
資

料
紹

介
等

、
充

実
を
図

り
ま
す
。

リ
ー
ブ
ラ
H
P
を
大

幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
開

始
し
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運

動
等

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

各
講

座
、
発

行
物

、
施

設
・
資

料
の
案

内
、
イ
ベ
ン
ト
の
告

知
に
つ
い
て
、
区

広
報

、
H
P
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情

報
発

信
を
行

い
ま
し
た
。

主
催

講
座

で
「
メ
デ
ィ
ア
表

現
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」を

開
催

し
、
区

内
メ
デ
ィ
ア
機

関
や
関

係
者

等
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

区
広

報
、
H
P
、
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
、
メ
ル
マ
ガ
、
S
N
S
等

を
総

合
的

に
活

用
し
、
男

女
平

等
参

画
の
視

点
に
よ
る
情

報
発

信
を
強

化
し
ま
す
。
S
N
S
は

講
座

情
報

だ
け
で
は
な
く
、
心

の
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
や
図

書
資

料
室

の
資

料
紹

介
等

、
さ
ら
に
充

実
を
図

り
ま
す
。

課
題

あ
ら

ゆ
る

メ
デ

ィ
ア

に
お

け
る

人
権

の
尊

重

事
業

内
容

区
内

に
民

間
キ

ー
局

、
広

告
業

界
な

ど
メ

デ
ィ

ア
が

集
結

す
る

情
報

発
信

集
積

地
の

区
と

し
て

、
人

権
尊

重
、

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

よ
る

情
報

の
発

信
に

つ
い

て
の

取
組

を
検

討
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

メ
デ

ィ
ア

等
に

お
け

る
性

別
に

よ
る

差
別

解
消

へ
の

働
き

か
け

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
3

メ
デ

ィ
ア

へ
の

働
き

か
け

掲
載

ペ
ー

ジ
10

8
担

当
課

2
2

3 4

1

3 4

1

3 4

2

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

主
催

講
座

「
人

生
1
0
0
時

代
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
と
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
で
は
、
「
受

講
前

は
狭

い
視

野
で
し
か
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今

後
は
生

涯
に
渡

っ
て
の
健

康
を
意

識
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
「
人

生
1
0
0
年

時
代

を
迎

え
る
今

後
の
真

の
男

女
平

等
社

会
を
創

造
す
る

に
非

常
に
重

要
な
知

識
に
な
る
と
思

い
ま
す
」
と
い
う
感

想
が
寄

せ
ら
れ
、
将

来
の
健

康
を
見

据
え
た
視

点
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
障

害
者

の
恋

愛
・
結

婚
、
性

的
ニ
ー
ズ
～

支
援

者
は
ど
の
よ
う
に
向

き
合

う
か
～

」
講

座
で
は
、
「
ど
の
よ
う
な
障

害
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
権

利
は
あ
る
と

い
う
先

生
の
支

援
観

に
と
て
も
共

感
し
ま
し
た
」
「
結

婚
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
人

が
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
支

援
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
悩

ん
で
い
た
ん

で
す
。
と
て
も
役

に
立

ち
ま
し
た
」
と
い
う
感

想
が
寄

せ
ら
れ
、
障

害
が
あ
る
方

々
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
「
ラ
イ
ツ
」
に
つ
い
て
理

解
を
深

め
る
機

会
を
つ
く

り
ま
し
た
。
「
包

括
的

性
教

育
」
講

座
で
は
、
男

女
関

係
な
く
性

と
生

殖
へ
の
関

わ
り
方

を
具

体
的

に
取

り
扱

い
、
「
相

手
を
大

切
に
す
る
『
性

』
へ
の
考

え
方

、
相

手
の
意

思
を
尊

重
す
る
事

、
性

教
育

と
人

権
の
関

係
な
ど
、
他

の
参

加
者

か
ら
の
意

見
・
質

問
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
」の

よ
う
な
、
受

講
者

の
疑

問
に
幅

広
く
応

え
る
具

体
的

な
学

習
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ
ア
シ
ス
」
で
は
、
包

括
的

性
教

育
の
専

門
家

に
寄

稿
し
て
い
た
だ
き
、
啓

発
・
情

報
提

供
を
進

め
ま
し
た
。

【
主

催
講

座
】

１
．
令

和
4
年

1
2
月

1
7
日

（
土

）
午

後
2
時

～
4
時

「
障

害
者

の
恋

愛
・
結

婚
、
性

的
ニ
ー
ズ
～

支
援

者
は
ど
の
よ
う
に
向

き
合

う
か
～

」
参

加
者

2
5
名

・
満

足
度

1
0
0
％

２
．
令

和
5
年

2
月

1
7
日

（
金

）
午

後
７
時

～
9
時

「
不

妊
治

療
と
仕

事
の
両

立
」
参

加
者

2
5
名

・
満

足
度

9
4
.7

％
３
．
令

和
5
年

3
月

1
2
日

（
日

）
午

後
２
時

～
４
時

「
包

括
的

性
教

育
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
～

自
分

も
他

者
も
大

切
に
す
る
「
性

」
の
こ
と
～

」
参

加
者

2
9
名

・
満

足
度

1
0
0
％

【
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
】
特

集
号

（
令

和
5
年

3
月

発
行

）
特

集
「
大

人
も
知

り
た
い
、
今

ど
き
の
性

教
育

」

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
主

催
講

座
や
出

前
講

座
、
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ

ス
」
を
通

し
て
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
の
啓

発
・
情

報
提

供
を

行
い
ま
す
。

主
催

講
座

で
は
、
様

々
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
や
、
障

害
の
有

無
な
ど
の
異

な
る
立

場
も
考

慮
し
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・ヘ

ル
ス
／

ラ
イ
ツ
の
啓

発
・
情

報
提

供
を
行

い
ま
し
た
。

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ
ア
シ
ス
」
で
は
、
包

括
的

性
教

育
に
つ
い
て
特

集
し
ま
し
た
。

主
催

講
座

や
出

前
講

座
、
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
、
展

示
等

を
通

し
て
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
の
啓

発
・
情

報
提

供
を
行

い
ま
す
。

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

女
性

の
生

涯
に

わ
た

る
健

康
と

権
利

に
つ

い
て

情
報

誌
や

講
座

等
で

啓
発

・
情

報
提

供
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

互
い

の
性

や
健

康
に

関
す

る
理

解
の

促
進

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
8

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

/
ラ

イ
ツ

の
啓

発
・

情
報

提
供

掲
載

ペ
ー

ジ
11

2
担

当
課

-
-

C

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

3
年

6
月

に
設

置
し
た
検

討
会

に
お
い
て
、
婦

人
科

も
含

め
、
港

区
が
実

施
し
て
い
る
が
ん
検

診
の
進

む
べ
き
方

向
性

が
明

確
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続

き
死

亡
率

減
少

効
果

が
科

学
的

に
実

証
さ
れ
た
検

診
を
目

指
し
て
検

討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
健

康
診

査
、
が
ん
検

診
の
周

知
啓

発
の
向

上
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

婦
人

科
検

診
以

外
の
が
ん
検

診
に
つ
い
て
前

年
度

に
引

き
続

き
検

討
会

を
通

じ
て
議

論
す
る
こ
と
で
、
よ
り
区

民
に
利

益
の
あ
る
検

診
の
実

施
に
つ
な

げ
ま
す
。

ま
た
、
意

識
調

査
へ
の
回

答
結

果
を
集

計
・
分

析
す
る
こ
と
で
、
よ
り
区

民
が
検

診
を
受

診
し
や
す
い
よ
う
な
体

制
整

備
の
検

討
を
行

い
ま
す
。

港
区

が
実

施
す
る
が
ん
検

診
の
あ
り
方

検
討

会
（
検

討
会

）
を
開

催
し
死

亡
率

減
少

効
果

を
科

学
的

に
実

証
さ
れ
た
検

診
を
行

う
こ
と
の
議

論
を
進

め
、
効

果
が
実

証
さ
れ
て
い
な
い
乳

が
ん
検

診
（
視

触
診

）
に
つ
い
て
、
令

和
5
年

度
に
廃

止
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
意

識
調

査
や
区

民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
意

見
を

踏
ま
え
て
周

知
啓

発
方

法
の
検

討
も
行

い
ま
し
た
。

区
か
ら
初

め
て
が
ん
検

診
（
子

宮
頸

が
ん
検

診
）
の
受

診
券

が
届

く
、
２
０
歳

の
女

性
に
対

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
受

診
勧

奨
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
一

新
し
、
同

年
代

の
女

性
の
子

宮
頸

が
ん
検

診
体

験
談

や
疑

問
に
思

う
点

へ
の
Q
&
A
方

式
に
よ
る
説

明
、
女

医
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
若

年
女

性
の
行

動
様

式
を
意

識
し
た
構

成
に
改

変
を
し
ま

す
。

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

健
康

診
査

等
を

実
施

し
、

生
活

習
慣

病
の

予
防

・
改

善
を

推
進

し
ま

す
。

有
効

性
が

認
め

ら
れ

た
が

ん
検

診
を

行
い

、
が

ん
の

早
期

発
見

、
早

期
治

療
に

つ
な

げ
ま

す
。

施
策

の
方

向
年

代
に

応
じ

た
男

女
の

健
康

づ
く

り
の

支
援

健
康

推
進

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
7

健
康

診
査

・
各

種
が

ん
検

診
の

実
施

掲
載

ペ
ー

ジ
11

1
担

当
課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

３
年

度
に
引

き
続

き
開

催
に
あ
た
り
感

染
対

策
を
徹

底
し
、
参

加
定

員
を
減

ら
し
実

施
し
ま
し
た
。
希

望
に
沿

う
よ
う
な
講

座
に
な
り
、
申

込
者

数
が
満

員
に
な
る
よ
う
な
講

座
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
区

民
が
自

ら
の
健

康
づ
く
り
に
対

す
る
動

機
付

け
や
実

践
が
で

き
る
よ
う
、
参

加
者

の
要

望
や
内

容
の
充

実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ー
ル
の
活

用
等

、
講

座
参

加
者

の
拡

大
に
努

め
、
広

く
区

民
へ
の
健

康
づ
く
り
や
生

活
習

慣
病

予
防

に
関

す
る
情

報
の
普

及
啓

発
を
行

い
ま
す
。

・
健

康
講

座
：
計

1
0
回

実
施

、
延

べ
1
8
3
名

参
加

・
生

活
習

慣
病

予
防

講
座

：
計

1
7
回
実
施
、
延
べ
8
3
3
名
参
加

・は
じ
め
て
の
離
乳
食
教
室
：計

2
4
回
実
施
、
延
べ
2
7
5
名
参
加

・
乳

幼
児

食
事

相
談

会
：
計

1
2
回

実
施

、
延

べ
7
3
名

参
加

引
き
続

き
区

民
が
自

ら
の
健

康
づ
く
り
に
対

す
る
動

機
付

け
や
実

践
が
で
き
る
よ

う
、
参

加
者

の
要

望
や
内

容
の
充

実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活

用
等

、
講

座
参

加
者

の
拡

大
に
努

め
、
広

く
区

民
へ
の
健

康
づ
く
り
や
生

活
習

慣
病

予
防

に
関

す
る
情

報
の
普

及
啓

発
を
行

い
ま
す
。

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

健
康

づ
く

り
か

ら
生

活
習

慣
病

予
防

ま
で

、
知

識
の

普
及

・
啓

発
と

実
践

の
た

め
、

専
門

医
・

栄
養

士
・

保
健

師
等

に
よ

る
講

座
を

開
催

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
年

代
に

応
じ

た
男

女
の

健
康

づ
く

り
の

支
援

健
康

推
進

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
6

健
康

教
育

の
実

施

掲
載

ペ
ー

ジ
11

1
担

当
課

2
3
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-
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B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

女
性

の
生

涯
に
わ
た
る
健

康
問

題
に
つ
い
て
講

座
を
実

施
し
、
講

師
と
参

加
者

の
交

流
も
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
母

子
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相

談
（
月

2
回

）
、
グ
ル
ー
プ
お
母

さ
ん
の
時

間
（
月

1
回

）
実

施
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

女
性

の
生

涯
に
わ
た
る
健

康
問

題
に
関

す
る
知

識
の
普

及
啓

発
を
図

る
た

め
、
女

性
の
健

康
づ
く
り
に
関

す
る
健

康
教

育
や
情

報
提

供
等

を
引

き
続

き
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
関

係
機

関
と
連

携
し
、
区

民
か
ら
の
相

談
に
対

し
て
迅

速
に
対

応
し
ま
す
。

３
月

の
女

性
の
健

康
週

間
に
合

わ
せ
、
み
な
と
保

健
所

に
て
女

性
の
健

康
に
関

す
る
健

康
講

座
「
女

性
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
ど
う
向

き
合

う
？

」
の
実

施
及

び
ロ
ビ
ー
展

示
を
行

い
ま
し
た
。

女
性

の
生

涯
に
わ
た
る
健

康
問

題
に
関

す
る
知

識
の
普

及
啓

発
を
図

る
た
め
、
女

性
の
健

康
づ
く
り
に
関

す
る
健

康
教

育
や
情

報
提

供
等

を
引

き
続

き
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
関

係
機

関
と
連

携
し
、
区

民
か
ら
の
相

談
に
対

し
て
迅

速
に
対

応
し
ま
す
。

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

女
性

の
健

康
講

演
会

な
ど

女
性

の
健

康
に

関
す

る
健

康
教

育
を

進
め

ま
す

。
ま

た
全

て
の

区
民

を
対

象
に

行
っ

て
い

る
相

談
に

お
い

て
内

容
が

多
岐

に
わ

た
る

場
合

は
、

迅
速

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

必
要

に
応

じ
て

関
係

機
関

と
連

携
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

女
性

の
生

涯
を

通
じ

た
健

康
支

援

健
康

推
進

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
0

女
性

の
健

康
に

関
す

る
健

康
教

育
及

び
相

談
の

実
施

掲
載

ペ
ー

ジ
11

2
担

当
課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
流

行
下

に
お
い
て
も
、
エ
イ
ズ
・
性

感
染

症
検

査
を
通

年
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
普

及
・
啓

発
事

業
に
お
い
て
は
、
対

象
者

の
実

情
を
踏

ま
え
な
が
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
通

じ
た
情

報
提

供
と
、
大

学
イ
ベ
ン
ト
、
区

内
中

学
校

に
お
け
る
エ

イ
ズ
･
性

感
染

症
普

及
啓

発
授

業
を
実

施
で
き
た
た
め
。

令
和

５
年

度
か
ら
保

健
所

で
の
エ
イ
ズ
・梅

毒
検

査
を
即

日
で
実

施
し
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

エ
イ
ズ
・性

感
染

症
検

査
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
状

況
を
踏

ま
え
て
再

開
し
ま
す
。
普

及
・
啓

発
に
つ
い
て
は
、
引

き
続

き
既

存
の
事

業
を
実

施
し
つ
つ
、
区

内
大

学
と
連

携
し
た
エ
イ
ズ
・
性

感
染

症
啓

発
イ
ベ
ン
ト
の
再

開
を
検

討
し
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
状

況
を
踏

ま
え
、
エ
イ
ズ
・性

感
染

症
検

査
に
つ
い
て
は
、
保

健
所

事
業

と
し
て
年

2
6
回

、
区

内
医

療
機

関
に
に

委
託

し
て
A
Iチ

ェ
ッ
ク
を
実

施
し
ま
し
た
。
普

及
・
啓

発
に
つ
い
て
は
、
区

内
大

学
と
連

携
し
た
エ
イ
ズ
・
性

感
染

症
啓

発
イ
ベ
ン
ト
を
年

１
回

、
中

学
校

で
の
感

染
症

予
防

授
業

を
年

６
回

実
施

し
ま
し
た
。

エ
イ
ズ
・性

感
染

症
検

査
に
つ
い
て
は
、
保

健
所

で
は
、
H
IV

/梅
毒

検
査

を
即

日
検

査
と
し
て
、
医

療
機

関
に
委

託
し
て
Ａ
Ｉチ

ェ
ッ
ク
を
実

施
し
ま
す
。
普

及
・
啓

発
に

つ
い
て
は
、
引

き
続

き
既

存
の
事

業
を
実

施
し
つ
つ
、
区

内
大

学
等

と
連

携
し
た
エ

イ
ズ
・
性

感
染

症
啓

発
イ
ベ
ン
ト
実

施
し
ま
す
。

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

対
象

者
の

実
情

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

エ
イ

ズ
・

性
感

染
症

検
査

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
学

校
等

と
連

携
し

た
普

及
・

啓
発

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

互
い

の
性

や
健

康
に

関
す

る
理

解
の

促
進

保
健

予
防

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
9

性
感

染
症

等
に

関
す

る
啓

発
・

情
報

提
供

掲
載

ペ
ー

ジ
11

2
担

当
課

2
4
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B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

女
性

の
生

涯
に
わ
た
る
健

康
問

題
に
つ
い
て
講

座
を
実

施
し
、
講

師
と
参

加
者

の
交

流
も
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
母

子
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相

談
（
月

2
回

）
、
グ
ル
ー
プ
お
母

さ
ん
の
時

間
（
月

1
回

）
実

施
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

女
性

の
生

涯
に
わ
た
る
健

康
問

題
に
関

す
る
知

識
の
普

及
啓

発
を
図

る
た

め
、
女

性
の
健

康
づ
く
り
に
関

す
る
健

康
教

育
や
情

報
提

供
等

を
引

き
続

き
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
関

係
機

関
と
連

携
し
、
区

民
か
ら
の
相

談
に
対

し
て
迅

速
に
対

応
し
ま
す
。

３
月

の
女

性
の
健

康
週

間
に
合

わ
せ
、
み
な
と
保

健
所

に
て
女

性
の
健

康
に
関

す
る
健

康
講

座
「
女

性
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
ど
う
向

き
合

う
？

」
の
実

施
及

び
ロ
ビ
ー
展

示
を
行

い
ま
し
た
。

女
性

の
生

涯
に
わ
た
る
健

康
問

題
に
関

す
る
知

識
の
普

及
啓

発
を
図

る
た
め
、
女

性
の
健

康
づ
く
り
に
関

す
る
健

康
教

育
や
情

報
提

供
等

を
引

き
続

き
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
関

係
機

関
と
連

携
し
、
区

民
か
ら
の
相

談
に
対

し
て
迅

速
に
対

応
し
ま
す
。

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

女
性

の
健

康
講

演
会

な
ど

女
性

の
健

康
に

関
す

る
健

康
教

育
を

進
め

ま
す

。
ま

た
全

て
の

区
民

を
対

象
に

行
っ

て
い

る
相

談
に

お
い

て
内

容
が

多
岐

に
わ

た
る

場
合

は
、

迅
速

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

必
要

に
応

じ
て

関
係

機
関

と
連

携
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

女
性

の
生

涯
を

通
じ

た
健

康
支

援

健
康

推
進

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
0

女
性

の
健

康
に

関
す

る
健

康
教

育
及

び
相

談
の

実
施

掲
載

ペ
ー

ジ
11

2
担

当
課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
流

行
下

に
お
い
て
も
、
エ
イ
ズ
・
性

感
染

症
検

査
を
通

年
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
普

及
・
啓

発
事

業
に
お
い
て
は
、
対

象
者

の
実

情
を
踏

ま
え
な
が
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
通

じ
た
情

報
提

供
と
、
大

学
イ
ベ
ン
ト
、
区

内
中

学
校

に
お
け
る
エ

イ
ズ
･
性

感
染

症
普

及
啓

発
授

業
を
実

施
で
き
た
た
め
。

令
和

５
年

度
か
ら
保

健
所

で
の
エ
イ
ズ
・梅

毒
検

査
を
即

日
で
実

施
し
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

エ
イ
ズ
・性

感
染

症
検

査
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
状

況
を
踏

ま
え
て
再

開
し
ま
す
。
普

及
・
啓

発
に
つ
い
て
は
、
引

き
続

き
既

存
の
事

業
を
実

施
し
つ
つ
、
区

内
大

学
と
連

携
し
た
エ
イ
ズ
・
性

感
染

症
啓

発
イ
ベ
ン
ト
の
再

開
を
検

討
し
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
状

況
を
踏

ま
え
、
エ
イ
ズ
・性

感
染

症
検

査
に
つ
い
て
は
、
保

健
所

事
業

と
し
て
年

2
6
回

、
区

内
医

療
機

関
に
に

委
託

し
て
A
Iチ

ェ
ッ
ク
を
実

施
し
ま
し
た
。
普

及
・
啓

発
に
つ
い
て
は
、
区

内
大

学
と
連

携
し
た
エ
イ
ズ
・
性

感
染

症
啓

発
イ
ベ
ン
ト
を
年

１
回

、
中

学
校

で
の
感

染
症

予
防

授
業

を
年

６
回

実
施

し
ま
し
た
。

エ
イ
ズ
・性

感
染

症
検

査
に
つ
い
て
は
、
保

健
所

で
は
、
H
IV

/梅
毒

検
査

を
即

日
検

査
と
し
て
、
医

療
機

関
に
委

託
し
て
Ａ
Ｉチ

ェ
ッ
ク
を
実

施
し
ま
す
。
普

及
・
啓

発
に

つ
い
て
は
、
引

き
続

き
既

存
の
事

業
を
実

施
し
つ
つ
、
区

内
大

学
等

と
連

携
し
た
エ

イ
ズ
・
性

感
染

症
啓

発
イ
ベ
ン
ト
実

施
し
ま
す
。

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

対
象

者
の

実
情

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

エ
イ

ズ
・

性
感

染
症

検
査

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
学

校
等

と
連

携
し

た
普

及
・

啓
発

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

互
い

の
性

や
健

康
に

関
す

る
理

解
の

促
進

保
健

予
防

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
1
9

性
感

染
症

等
に

関
す

る
啓

発
・

情
報

提
供

掲
載

ペ
ー

ジ
11

2
担

当
課

2
4

3 4

3

3 4

3

3 4

3

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

み
な
と
保

健
所

や
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
関

係
機

関
と
連

携
を
図

り
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
し
た
こ
と
で
、
母

子
保

健
サ
ー
ビ
ス
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
し
妊

娠
、
出

産
、
子

育
て
の
不

安
を
軽

減
で
き
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

相
談

内
容

に
よ
り
、
適

宜
、
関

係
機

関
と
連

携
を
図

り
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
母

子
保

健
サ
ー
ビ
ス
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
し

妊
娠

、
出

産
、
子

育
て
の
不

安
を
軽

減
し
ま
す
。

妊
娠

届
を
提

出
し
た
妊

婦
に
対

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実

施
し
ま
し
た
。
相

談
内

容
に
応

じ
て
保

健
福

祉
係

、
保

健
所

、
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
で
対

応
し
ま
し
た
。

相
談

内
容

に
よ
り
、
適

宜
、
関

係
機

関
と
連

携
を
図

り
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
母

子
保

健
サ
ー
ビ
ス
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
し
妊

娠
、
出

産
、
子

育
て
の
不

安
を
軽

減
し
ま
す
。

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

妊
娠

届
を

提
出

し
た

妊
婦

に
対

し
、

母
子

健
康

手
帳

を
交

付
す

る
と

と
も

に
、

妊
婦

健
診

の
受

診
を

促
し

、
母

子
と

も
に

健
や

か
な

出
産

を
助

け
ま

す
。

そ
の

際
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

今
後

の
母

子
相

談
に

つ
な

げ
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

生
涯

を
通

じ
た

健
康

支
援

芝
地

区
総

合
支

所
区

民
課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
1

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
と

健
康

相
談

掲
載

ペ
ー

ジ
11

2
担

当
課

掲
載

ペ
ー

ジ
11

2
担

当
課

麻
布

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
1

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
と

健
康

相
談

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

妊
娠

届
を

提
出

し
た

妊
婦

に
対

し
、

母
子

健
康

手
帳

を
交

付
す

る
と

と
も

に
、

妊
婦

健
診

の
受

診
を

促
し

、
母

子
と

も
に

健
や

か
な

出
産

を
助

け
ま

す
。

そ
の

際
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

今
後

の
母

子
相

談
に

つ
な

げ
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

生
涯

を
通

じ
た

健
康

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

継
続

的
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
相

談
を
実

施
し
、
適

宜
、
関

係
機

関
と
連

携
を
図

り
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
母

子
保

健
サ
ー
ビ
ス
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
し
、
妊

娠
、
出

産
、
子

育
て
の
不

安
を
軽

減
し
ま
す
。

母
子

手
帳

の
交

付
時

に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
相

談
を
実

施
し
ま
し
た
。
支

援
の
必

要
性

を
把

握
し
た
妊

婦
に
対

し
、
保

健
所

・
子

ど
も
家

庭
支

援
セ
ン
タ
ー
等

の
関

係
機

関
と
連

携
し
、
妊

婦
・
出

産
・
育

児
へ
の
支

援
を
行

い
ま
し
た
。

継
続

的
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
相

談
を
実

施
し
、
適

宜
、
関

係
機

関
と
連

携
を
図

り
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
母

子
保

健
サ
ー
ビ
ス
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介

し
、
妊

娠
、
出

産
、
子

育
て
の
不

安
を
軽

減
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

関
係

機
関

と
連

携
し
、
妊

婦
・
出

産
・
育

児
へ
の
支

援
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
点

を
評

価
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
11

2
担

当
課

赤
坂

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
1

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
と

健
康

相
談

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

妊
娠

届
を

提
出

し
た

妊
婦

に
対

し
、

母
子

健
康

手
帳

を
交

付
す

る
と

と
も

に
、

妊
婦

健
診

の
受

診
を

促
し

、
母

子
と

も
に

健
や

か
な

出
産

を
助

け
ま

す
。

そ
の

際
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

今
後

の
母

子
相

談
に

つ
な

げ
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

生
涯

を
通

じ
た

健
康

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
母

子
手

帳
交

付
時

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
し
、
妊

娠
・
出

産
、
子

育
て
の
不

安
を
軽

減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
虐

待
を
防

止
し
ま
す
。

母
子

手
帳

交
付

時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
し
、
妊

娠
・
出

産
、
子

育
て
の
不

安
を
軽

減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
虐

待
防

止
に
努

め
ま
し
た
。
（令

和
4
年
度
実
績
：3

3
4
件
）

引
き
続

き
、
母

子
手

帳
交

付
時

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
し
、
妊

娠
・
出

産
、
子

育
て
の
不

安
を
軽

減
す
る
こ
と
に
よ
り
、

虐
待

を
防

止
し
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実

施
し
、
必

要
に
応

じ
保

健
指

導
を
実

施
し
た
こ
と
を
評

価
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

2
5

− 143 −



3 4

3

3 4

3

3 4

3

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
持

続
す
る
中

で
も
徐

々
に
来

所
が
増

え
、
母

親
学

級
で
は
感

染
状

況
を
見

な
が
ら
妊

婦
同

士
の
交

流
の
場

を
継

続
し
て
設

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
両

親
学

級
で
は
、
令

和
4
年

度
か
ら
沐

浴
実

習
を
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
来
所
者
：両

親
学
級
６
８
２
組
1
,3

4
6
人
、
母
親
学
級
延
８
８
６
人

令
和

４
年

度
よ
り
両

親
学

級
に
て
沐

浴
演

習
再

開
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

令
和

４
年

度
か
ら
両

親
学

級
は
沐

浴
を
再

開
し
ま
す
。
沐

浴
を
通

し
て
、
よ

り
父

親
と
母

親
が
出

産
後

の
イ
メ
ー
ジ
を
持

ち
や
す
い
よ
う
な
環

境
を
整

え
ま
す
。
母

親
学

級
で
は
引

き
続

き
妊

婦
同

士
の
交

流
の
場

を
設

け
、
妊

婦
の
不

安
解

消
に
努

め
る
と
と
も
に
、
必

要
時

心
理

士
と
の
面

談
に
繋

げ
孤

立
化

を
防

ぎ
ま
す
。

両
親
学
級
は
6
8
2
組
1
,3

4
6
人
、
母
親
学
級
は
延
８
８
６
人
来
所
し
ま
し
た
。
両

親
学

級
で
は
父

親
手

帳
を
配

布
し
、
父

親
が
妊

娠
・
出

産
の
経

過
に
つ
い
て

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
実

施
し
ま
し
た
。
令

和
４
年

度
か
ら
両

親
学

級
で
は
沐

浴
実

習
を
再

開
し
、
実

習
を
通

し
て
、
よ
り
父

親
と
母

親
が
出

産
後

の
生

活
の

イ
メ
ー
ジ
を
持

ち
や
す
い
よ
う
な
環

境
を
整

え
ま
し
た
。
母

親
学

級
で
は
引

き
続

き
妊

婦
同

士
の
交

流
の
場

を
設

け
、
妊

婦
の
不

安
解

消
に
努

め
る
と
と
も
に
、

講
義

の
中

で
助

産
師

と
の
面

談
事

業
を
紹

介
し
、
母

親
学

級
後

に
直

接
面

談
に
繋

ぐ
な
ど
支

援
の
環

境
を
整

え
ま
し
た
。
必

要
時

心
理

士
と
の
面

談
に
繋

げ
て
い
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
縮

小
す
る
中

、
母

親
学

級
の
沐

浴
実

習
再

開
に
つ

い
て
の
検

討
や
、
母

親
学

級
実

施
形

態
に
つ
い
て
、
早

期
に
検

討
を
す
す
め
ま
す
。

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

母
親

学
級

や
両

親
学

級
を

開
催

し
、

妊
婦

と
そ

の
パ

ー
ト

ナ
ー

を
対

象
に

、
二

人
が

と
も

に
学

び
支

え
合

い
、

前
向

き
に

子
育

て
が

で
き

る
よ

う
に

、
妊

娠
・

出
産

・
育

児
の

知
識

や
情

報
の

提
供

を
し

ま
す

。
ま

た
、

子
ど

も
を

持
つ

喜
び

、
育

児
に

対
す

る
責

任
を

実
感

し
、

育
児

に
積

極
的

に
対

応
す

る
方

法
を

学
び

ま
す

。
月

齢
や

対
象

別
に

地
域

の
仲

間
づ

く
り

の
支

援
や

情
報

交
換

を
行

う
機

会
を

積
極

的
に

つ
く

り
、

親
の

孤
立

化
防

止
や

不
安

の
解

消
に

努
め

ま
す

。
ま

た
講

座
を

開
催

し
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

女
性

の
生

涯
を

通
じ

た
健

康
支

援

健
康

推
進

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
2

両
親

学
級

な
ど

母
子

健
康

教
育

掲
載

ペ
ー

ジ
11

3
担

当
課

掲
載

ペ
ー

ジ
11

2
担

当
課

高
輪

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
1

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
と

健
康

相
談

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

妊
娠

届
を

提
出

し
た

妊
婦

に
対

し
、

母
子

健
康

手
帳

を
交

付
す

る
と

と
も

に
、

妊
婦

健
診

の
受

診
を

促
し

、
母

子
と

も
に

健
や

か
な

出
産

を
助

け
ま

す
。

そ
の

際
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

今
後

の
母

子
相

談
に

つ
な

げ
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

生
涯

を
通

じ
た

健
康

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

母
子

健
康

健
康

手
帳

交
付

時
に
妊

婦
健

診
の
受

診
勧

奨
や
サ
ー
ビ
ス
の

紹
介

、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

健
師

が
児

童
虐

待
リ
ス

ク
へ
の
早

期
対

応
を
可

能
と
し
、
母

子
の
健

康
の
保

持
・
増

進
を
図

り
ま

す
。

妊
娠

届
を
提

出
し
た
妊

婦
に
対

し
、
妊

婦
健

診
の
受

診
勧

奨
や
妊

娠
時

か
ら
出

産
後

ま
で
切

れ
目

の
な
い
支

援
が
継

続
で
き
る
よ
う
母

子
保

健
事

業
の
紹

介
や
サ
ー
ビ
ス
利

用
へ
の
つ
な
ぎ
を
行

い
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
必

要
時

は
関

係
機

関
と
連

携
し
な
が
ら
個

別
支

援
を
行

い
ま
し
た
。

令
和

４
年

度
実

績
　
母

子
健

康
手

帳
の
発

行
件

数
（
5
5
1
件

）

母
子

健
康

健
康

手
帳

交
付

時
に
妊

婦
健

診
の
受

診
勧

奨
や
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実

施
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

健
師

が
児

童
虐

待
リ
ス
ク
へ
の
早

期
対

応
を
可

能
と
し
、
母

子
の
健

康
の
保

持
・
増

進
を
図

り
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

届
出

時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
ハ
イ
リ
ス
ク
妊

婦
を
早

期
に
把

握
で
き
、
出

産
後

の
育

児
支

援
に
も
つ
な
が
っ
た
た
め
。

健
康

推
進

課
で
実

施
し
て
い
る
産

後
母

子
ケ
ア
事

業
等

、
区

で
実

施
し
て
い
る
事

業
や
サ
ー
ビ
ス
の
周

知
等

を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
11

2
担

当
課

芝
浦

港
南

地
区

総
合

支
所

区
民

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

妊
娠

届
の
提

出
時

に
妊

婦
健

診
の
受

診
の
必

要
性

や
出

産
に
対

す
る
不

安
の
解

消
に
つ
な
が
る
相

談
を
実

施
し
ま
し
た
。

妊
娠

時
及

び
出

産
に
関

す
る
港

区
や
東

京
都

で
行

っ
て
い
る
事

業
の
情

報
提

供
を
丁

寧
に
伝

え
る
と
と
も
に
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
方

法
に

つ
い
て
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
1

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
と

健
康

相
談

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

妊
娠

届
を

提
出

し
た

妊
婦

に
対

し
、

母
子

健
康

手
帳

を
交

付
す

る
と

と
も

に
、

妊
婦

健
診

の
受

診
を

促
し

、
母

子
と

も
に

健
や

か
な

出
産

を
助

け
ま

す
。

そ
の

際
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

今
後

の
母

子
相

談
に

つ
な

げ
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

生
涯

を
通

じ
た

健
康

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

相
談

の
内

容
に
よ
り
、
適

宜
、
関

係
機

関
と
連

携
を
図

り
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
し
、
妊

娠
、
出

産
、
子

育
て
の
不

安
を
軽

減
し
ま
す
。

母
子

手
帳

の
交

付
時

等
を
相

談
の
機

会
と
捉

え
、
妊

娠
中

や
出

産
の
不

安
な
ど
の
解

消
に
努

め
る
と
と
も
に
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
ま
し
た
。

ま
た
、
芝

浦
港

南
地

区
子

育
て
あ
ん
し
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
レ
マ
マ
相

談
の
紹

介
な
ど
、
地

域
で
で
き
る
子

育
て
支

援
に
努

め
ま
し
た
。

相
談

の
内

容
に
よ
り
、
適

宜
、
関

係
機

関
と
連

携
を
図

り
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
し
、
妊

娠
、
出

産
、
子

育
て
の
不

安
を
軽

減
し
ま
す
。

2
6
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-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
持

続
す
る
中

で
も
徐

々
に
来

所
が
増

え
、
母

親
学

級
で
は
感

染
状

況
を
見

な
が
ら
妊

婦
同

士
の
交

流
の
場

を
継

続
し
て
設

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
両

親
学

級
で
は
、
令

和
4
年

度
か
ら
沐

浴
実

習
を
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
来
所
者
：両

親
学
級
６
８
２
組
1
,3

4
6
人
、
母
親
学
級
延
８
８
６
人

令
和

４
年

度
よ
り
両

親
学

級
に
て
沐

浴
演

習
再

開
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

令
和

４
年

度
か
ら
両

親
学

級
は
沐

浴
を
再

開
し
ま
す
。
沐

浴
を
通

し
て
、
よ

り
父

親
と
母

親
が
出

産
後

の
イ
メ
ー
ジ
を
持

ち
や
す
い
よ
う
な
環

境
を
整

え
ま
す
。
母

親
学

級
で
は
引

き
続

き
妊

婦
同

士
の
交

流
の
場

を
設

け
、
妊

婦
の
不

安
解

消
に
努

め
る
と
と
も
に
、
必

要
時

心
理

士
と
の
面

談
に
繋

げ
孤

立
化

を
防

ぎ
ま
す
。

両
親
学
級
は
6
8
2
組
1
,3

4
6
人
、
母
親
学
級
は
延
８
８
６
人
来
所
し
ま
し
た
。
両

親
学

級
で
は
父

親
手

帳
を
配

布
し
、
父

親
が
妊

娠
・
出

産
の
経

過
に
つ
い
て

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
実

施
し
ま
し
た
。
令

和
４
年

度
か
ら
両

親
学

級
で
は
沐

浴
実

習
を
再

開
し
、
実

習
を
通

し
て
、
よ
り
父

親
と
母

親
が
出

産
後

の
生

活
の

イ
メ
ー
ジ
を
持

ち
や
す
い
よ
う
な
環

境
を
整

え
ま
し
た
。
母

親
学

級
で
は
引

き
続

き
妊

婦
同

士
の
交

流
の
場

を
設

け
、
妊

婦
の
不

安
解

消
に
努

め
る
と
と
も
に
、

講
義

の
中

で
助

産
師

と
の
面

談
事

業
を
紹

介
し
、
母

親
学

級
後

に
直

接
面

談
に
繋

ぐ
な
ど
支

援
の
環

境
を
整

え
ま
し
た
。
必

要
時

心
理

士
と
の
面

談
に
繋

げ
て
い
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
縮

小
す
る
中

、
母

親
学

級
の
沐

浴
実

習
再

開
に
つ

い
て
の
検

討
や
、
母

親
学

級
実

施
形

態
に
つ
い
て
、
早

期
に
検

討
を
す
す
め
ま
す
。

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

母
親

学
級

や
両

親
学

級
を

開
催

し
、

妊
婦

と
そ

の
パ

ー
ト

ナ
ー

を
対

象
に

、
二

人
が

と
も

に
学

び
支

え
合

い
、

前
向

き
に

子
育

て
が

で
き

る
よ

う
に

、
妊

娠
・

出
産

・
育

児
の

知
識

や
情

報
の

提
供

を
し

ま
す

。
ま

た
、

子
ど

も
を

持
つ

喜
び

、
育

児
に

対
す

る
責

任
を

実
感

し
、

育
児

に
積

極
的

に
対

応
す

る
方

法
を

学
び

ま
す

。
月

齢
や

対
象

別
に

地
域

の
仲

間
づ

く
り

の
支

援
や

情
報

交
換

を
行

う
機

会
を

積
極

的
に

つ
く

り
、

親
の

孤
立

化
防

止
や

不
安

の
解

消
に

努
め

ま
す

。
ま

た
講

座
を

開
催

し
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

女
性

の
生

涯
を

通
じ

た
健

康
支

援

健
康

推
進

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
2

両
親

学
級

な
ど

母
子

健
康

教
育

掲
載

ペ
ー

ジ
11

3
担

当
課

掲
載

ペ
ー

ジ
11

2
担

当
課

高
輪

地
区

総
合

支
所

区
民

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
1

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
と

健
康

相
談

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

妊
娠

届
を

提
出

し
た

妊
婦

に
対

し
、

母
子

健
康

手
帳

を
交

付
す

る
と

と
も

に
、

妊
婦

健
診

の
受

診
を

促
し

、
母

子
と

も
に

健
や

か
な

出
産

を
助

け
ま

す
。

そ
の

際
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

今
後

の
母

子
相

談
に

つ
な

げ
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

生
涯

を
通

じ
た

健
康

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

母
子

健
康

健
康

手
帳

交
付

時
に
妊

婦
健

診
の
受

診
勧

奨
や
サ
ー
ビ
ス
の

紹
介

、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

健
師

が
児

童
虐

待
リ
ス

ク
へ
の
早

期
対

応
を
可

能
と
し
、
母

子
の
健

康
の
保

持
・
増

進
を
図

り
ま

す
。

妊
娠

届
を
提

出
し
た
妊

婦
に
対

し
、
妊

婦
健

診
の
受

診
勧

奨
や
妊

娠
時

か
ら
出

産
後

ま
で
切

れ
目

の
な
い
支

援
が
継

続
で
き
る
よ
う
母

子
保

健
事

業
の
紹

介
や
サ
ー
ビ
ス
利

用
へ
の
つ
な
ぎ
を
行

い
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
必

要
時

は
関

係
機

関
と
連

携
し
な
が
ら
個

別
支

援
を
行

い
ま
し
た
。

令
和

４
年

度
実

績
　
母

子
健

康
手

帳
の
発

行
件

数
（
5
5
1
件

）

母
子

健
康

健
康

手
帳

交
付

時
に
妊

婦
健

診
の
受

診
勧

奨
や
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実

施
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

健
師

が
児

童
虐

待
リ
ス
ク
へ
の
早

期
対

応
を
可

能
と
し
、
母

子
の
健

康
の
保

持
・
増

進
を
図

り
ま
す
。

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

届
出

時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
ハ
イ
リ
ス
ク
妊

婦
を
早

期
に
把

握
で
き
、
出

産
後

の
育

児
支

援
に
も
つ
な
が
っ
た
た
め
。

健
康

推
進

課
で
実

施
し
て
い
る
産

後
母

子
ケ
ア
事

業
等

、
区

で
実

施
し
て
い
る
事

業
や
サ
ー
ビ
ス
の
周

知
等

を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

掲
載

ペ
ー

ジ
11

2
担

当
課

芝
浦

港
南

地
区

総
合

支
所

区
民

課

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

妊
娠

届
の
提

出
時

に
妊

婦
健

診
の
受

診
の
必

要
性

や
出

産
に
対

す
る
不

安
の
解

消
に
つ
な
が
る
相

談
を
実

施
し
ま
し
た
。

妊
娠

時
及

び
出

産
に
関

す
る
港

区
や
東

京
都

で
行

っ
て
い
る
事

業
の
情

報
提

供
を
丁

寧
に
伝

え
る
と
と
も
に
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
方

法
に

つ
い
て
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

-
-

B

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
1

母
子

健
康

手
帳

の
交

付
と

健
康

相
談

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

妊
娠

届
を

提
出

し
た

妊
婦

に
対

し
、

母
子

健
康

手
帳

を
交

付
す

る
と

と
も

に
、

妊
婦

健
診

の
受

診
を

促
し

、
母

子
と

も
に

健
や

か
な

出
産

を
助

け
ま

す
。

そ
の

際
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

今
後

の
母

子
相

談
に

つ
な

げ
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

生
涯

を
通

じ
た

健
康

支
援

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

相
談

の
内

容
に
よ
り
、
適

宜
、
関

係
機

関
と
連

携
を
図

り
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
し
、
妊

娠
、
出

産
、
子

育
て
の
不

安
を
軽

減
し
ま
す
。

母
子

手
帳

の
交

付
時

等
を
相

談
の
機

会
と
捉

え
、
妊

娠
中

や
出

産
の
不

安
な
ど
の
解

消
に
努

め
る
と
と
も
に
関

係
機

関
と
の
連

携
を
図

り
ま
し
た
。

ま
た
、
芝

浦
港

南
地

区
子

育
て
あ
ん
し
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
レ
マ
マ
相

談
の
紹

介
な
ど
、
地

域
で
で
き
る
子

育
て
支

援
に
努

め
ま
し
た
。

相
談

の
内

容
に
よ
り
、
適

宜
、
関

係
機

関
と
連

携
を
図

り
、
適

切
な
保

健
指

導
を
実

施
し
、
妊

娠
、
出

産
、
子

育
て
の
不

安
を
軽

減
し
ま
す
。

2
6

3 4

3

3 4

3

3 4

3

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

各
種

サ
ロ
ン
事

業
や
プ
レ
マ
マ
応

援
事

業
な
ど
は
工

夫
を
し
て
継

続
実

施
で
き
ま
し
た
。
宿

泊
型

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
前

年
度

よ
り
は
利

用
率

が
上

が
っ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
利

用
者

を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
た
め
。

産
後

宿
泊

型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
数
：2

5
3
人

/
年

プ
レ
マ
マ
応

援
事

業
利

用
者

数
：
1
,0

7
6
人
（面

接
：4

9
9
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
：５

７
７
人
）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
妊

娠
中

か
ら
利

用
で
き
る
プ
レ
マ
マ
応

援
事

業
か
ら
、
産

後
の

サ
ロ
ン
事

業
、
宿

泊
型

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
、
妊

娠
期

か
ら
産

後
、
育

児
ま

で
切

れ
目

の
な
い
支

援
が
で
き
る
よ
う
、
関

係
機

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
な
ど
を
活

用
し
支

援
を
行

い
ま
す
。

う
さ
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ
を
は
じ
め
と
す
る
デ
イ
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、
「
事

業
名

4
6
う
さ
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ
の
実

施
」
に
記

載
。
ま
た
、
マ
マ
の
健

康
相

談
（
訪

問
）
は
「
事

業
名

1
2
4
妊

産
婦

・
新

生
児

訪
問

」
に
記

載
。

妊
婦

全
員

面
接

（
プ
レ
マ
マ
応

援
事

業
）
は
、
1
,0

7
6
件
の
相
談
を
受
け
、
内
５
７
７
件
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
面
接
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
会

議
を
開

催
し
、
切

れ
目

の
な
い
支

援
が
で
き
る
よ
う
連

携
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
宿

泊
型

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
5
か

所
の
医

療
機

関
と
契

約
し
、
年

間
２
５
３
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
イ
ケ
ア
・
乳

房
ケ
ア
の
開

始
に
向

け
準

備
を
進

め
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
妊

娠
中

か
ら
利

用
で
き
る
プ
レ
マ
マ
応

援
事

業
か
ら
、
産

後
の
サ
ロ
ン

事
業

、
宿

泊
型

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
ケ
ア
乳

房
ケ
ア
な
ど
、
妊

娠
期

か
ら
産

後
、
育

児
ま
で
切

れ
目

の
な
い
支

援
が
で
き
る
よ
う
、
関

係
機

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
な

ど
を
活

用
し
支

援
を
行

い
ま
す
。

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

妊
婦

全
員

面
接

、
産

後
４

か
月

未
満

の
母

子
を

対
象

と
し

た
デ

イ
ケ

ア
の

開
催

、
母

子
保

健
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
る

妊
産

婦
の

相
談

支
援

、
新

米
マ

マ
健

康
相

談
（

訪
問

）
、

宿
泊

型
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

事
業

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

関
係

機
関

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

開
催

等
を

通
じ

、
子

育
て

世
代

の
孤

立
化

を
防

止
し

妊
娠

・
出

産
・

育
児

期
に

お
け

る
切

れ
目

の
な

い
支

援
体

制
を

構
築

し
、

安
心

し
て

育
児

が
で

き
る

環
境

を
整

備
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

女
性

の
生

涯
を

通
じ

た
健

康
支

援

健
康

推
進

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
5

産
後

母
子

ケ
ア

事
業

掲
載

ペ
ー

ジ
11

3
担

当
課

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

出
生

通
知

書
を
提

出
し
た
人

に
対

す
る
訪

問
実

施
率

は
目

標
の
8
5
％

を
達

成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
き
ま
し
た
が
、
昨

年
よ
り
も
増

加
し
た
た

め
。

令
和

４
年

度
①

新
生

児
訪

問
件

数
：
1
,6

3
4
件
（数

値
速

報
値

）
②

出
生

通
知

書
受

理
件

数
：
1
,9

9
2
件
（数

値
速

報
値

）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

妊
娠

届
出

時
や
母

親
学

級
、
両

親
学

級
等

で
出

生
通

知
書

の
提

出
と
新

生
児

訪
問

の
周

知
を
図

り
、
訪

問
の
実

施
率

8
5
％

を
目

指
し
ま
す
。
R
４
年

８
月

か
ら
の
福

祉
総

合
窓

口
の
開

始
に
あ
た
り
、
地

区
担

当
保

健
師

と
の
連

携
の
在

り
方

に
つ
い
て
再

考
し
、
妊

娠
期

か
ら
産

後
ま
で
、
母

子
の
心

身
状

態
に
応

じ
た
適

切
な
支

援
が
一

貫
し
て
実

施
で
き
る
よ
う
に
取

り
組

み
ま

す
。

妊
婦
訪
問
９
件
、
新
生
児
訪
問
1
,6

3
4
件

、
マ
マ
の
健

康
相

談
4
8
件

実
施

。
出

生
通

知
書

を
提

出
し
た
人

へ
の
訪
問
実
施
率
は
8
2
.0

％
で
、
令
和
３
年

7
7
.7

％
よ
り
増

加
し
ま
し
た
が
、
新

生
児

訪
問

数
は
横

ば
い
で
す
。
妊

娠
時

か
ら
の
訪

問
及

び
助

産
師

窓
口

に
お
け
る
電

話
・
面

接
に
よ
る
相

談
の
ほ
か
、
支

所
保

健
師

や
医

療
機

関
等

と
の
連

携
に
よ
り
、
重

層
的

か
つ
継

続
的

に
相

談
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
新

生
児

訪
問

の
実

施
率

の
豪

華
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

妊
娠

届
出

時
や
母

親
学

級
、
両

親
学

級
等

で
出

生
通

知
書

の
提

出
と
新

生
児

訪
問

の
周

知
を
図

り
、
出

生
通

知
数

を
増

や
し
、
か
つ
訪

問
の
実

施
率

8
5
％

の
継

続
を

目
指

し
ま
す
。
地

区
担

当
保

健
師

と
の
連

携
の
在

り
方

に
つ
い
て
再

考
し
、
妊

娠
期

か
ら
産

後
ま
で
、
母

子
の
心

身
状

態
に
応

じ
た
適

切
な
支

援
が
一

貫
し
て
実

施
で

き
る
よ
う
に
取

り
組
み
ま
す
。

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

保
健

師
や

助
産

師
に

よ
る

訪
問

を
行

い
、

新
生

児
等

の
発

育
、

栄
養

、
生

活
環

境
、

疾
病

予
防

等
に

関
し

適
切

な
指

導
を

実
施

す
る

と
と

も
に

母
子

の
心

身
状

態
等

を
的

確
に

把
握

し
た

上
で

適
切

な
支

援
を

提
供

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

生
涯

を
通

じ
た

健
康

支
援

健
康

推
進

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
4

妊
産

婦
・

新
生

児
訪

問
（

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
）

掲
載

ペ
ー

ジ
11

3
担

当
課

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

妊
婦

健
康

診
査

費
用

に
つ
い
て
は
継

続
し
て
支

援
を
実

施
し
、
ま
た
、
特

定
不

妊
治

療
つ
い
て
は
、
令

和
5
年

1
月

よ
り
保

険
適

用
制

度
に
対

応
し
た
新

た
な
制

度
を
開

始
し
す
る
こ
と
で
、
経

済
的

負
担

の
軽

減
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

【
執

行
率

】
　
妊

婦
健

康
診

査
9
2
.0

％
　
特

定
不

妊
治

療
費

助
成

7
9
.9

5
％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
妊

娠
等

に
関

す
る
経

済
的

負
担

軽
減

を
図

り
、
妊

婦
、
胎

児
の

健
康

、
ま
た
、
少

子
化

対
策

の
推

進
に
寄

与
し
ま
す
。

妊
婦

健
康

診
査

費
用

や
特

定
不

妊
治

療
を
行

う
夫

婦
の
治

療
費

の
一

部
を
助

成
し
、
経

済
的

負
担

の
軽

減
を
図

り
、
妊

婦
、
胎

児
の
健

康
、
少

子
化

対
策

の
推

進
に
寄

与
し
ま
し
た
。
ま
た
特

定
不

妊
治

療
費

助
成

制
度

に
つ
い
て
は
、
令

和
5
年

1
月

よ
り
保

険
適

用
制

度
に
対

応
し
た
新

た
な
制

度
を
開

始
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
妊

娠
等

に
関

す
る
経

済
的

負
担

軽
減

を
図

り
、
妊

婦
、
胎

児
の
健

康
、

ま
た
、
少

子
化

対
策

の
推

進
に
寄

与
し
ま
す
。

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

妊
産

婦
健

康
診

査
の

費
用

や
特

定
不

妊
治

療
を

行
う

夫
婦

の
治

療
費

の
一

部
を

助
成

し
ま

す
。

ま
た

、
特

定
不

妊
治

療
に

つ
い

て
、

令
和

３
年

度
申

請
分

か
ら

、
年

齢
制

限
を

導
入

し
、

「
治

療
開

始
時

の
妻

の
年

齢
を

4
3
歳

未
満

」
と

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

生
涯

を
通

じ
た

健
康

支
援

健
康

推
進

課

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
3

妊
娠

に
関

す
る

費
用

の
助

成

掲
載

ペ
ー

ジ
11

3
担

当
課

2
7
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A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

養
育

状
況

を
確

認
し
、
必

要
な
家

庭
に
対

し
、
家

事
・
育

児
等

の
訪

問
支

援
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

児
童

福
祉

法
改

正
に
伴

い
、
令

和
6
年

度
以

降
に
養

育
支

援
訪

問
事

業
は
専

門
的

相
談

支
援

に
特

化
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
た
め
、
現

在
行

わ
れ
て
い
る
「
育

児
・
家

事
援

助
」
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
世

帯
訪

問
支

援
事

業
で
対

応
と
な
り
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

今
年

度
も
引

き
続

き
、
食

事
支

援
を
含

め
た
支

援
を
行

い
、
妊

娠
出

産
時

の
育

児
支

援
と
、
す
べ
て
の
子

ど
も
に
対

す
る
虐

待
の
発

生
予

防
を
図

り
ま

す
。

家
庭

訪
問

を
行

い
養

育
状

況
の
確

認
を
し
、
必

要
な
家

庭
に
対

し
訪

問
支

援
者

が
家

事
・
育

児
等

支
援

を
行

い
ま
し
た
。
食

事
支

援
を
行

う
予

定
だ
っ
た
家

庭
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
し
た
が
、
実

施
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年

度
も
引

き
続

き
、
食

事
支

援
を
含

め
た
支

援
を
行

い
、
妊

娠
出

産
時

の
育

児
支

援
と
、
す
べ
て
の
子

ど
も
に
対

す
る
虐

待
の
発

生
予

防
を
図

り
ま
す
。

養
育

支
援

が
特

に
必

要
で

あ
る

と
判

断
し

た
家

庭
に

、
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

、
子

育
て

・
家

族
支

援
者

、
保

健
師

、
助

産
師

等
が

訪
問

し
、

養
育

に
関

す
る

援
助

を
行

い
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

生
涯

を
通

じ
た

健
康

支
援

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
6

養
育

支
援

訪
問

事
業

掲
載

ペ
ー

ジ
11

3
担

当
課

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

2
8
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育

状
況

を
確
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、
必
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家

庭
に
対

し
、
家

事
・
育

児
等

の
訪

問
支

援
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

児
童

福
祉

法
改

正
に
伴

い
、
令

和
6
年

度
以

降
に
養

育
支

援
訪

問
事

業
は
専

門
的

相
談

支
援

に
特

化
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
た
め
、
現

在
行

わ
れ
て
い
る
「
育

児
・
家

事
援

助
」
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
世

帯
訪

問
支

援
事

業
で
対

応
と
な
り
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

今
年

度
も
引

き
続

き
、
食

事
支

援
を
含

め
た
支

援
を
行

い
、
妊

娠
出

産
時

の
育

児
支

援
と
、
す
べ
て
の
子

ど
も
に
対

す
る
虐

待
の
発

生
予

防
を
図

り
ま

す
。

家
庭

訪
問

を
行

い
養

育
状

況
の
確

認
を
し
、
必

要
な
家

庭
に
対

し
訪

問
支

援
者

が
家

事
・
育

児
等

支
援

を
行

い
ま
し
た
。
食

事
支

援
を
行

う
予

定
だ
っ
た
家

庭
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
し
た
が
、
実

施
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年

度
も
引

き
続

き
、
食

事
支

援
を
含

め
た
支

援
を
行

い
、
妊

娠
出

産
時

の
育

児
支

援
と
、
す
べ
て
の
子

ど
も
に
対

す
る
虐

待
の
発

生
予

防
を
図

り
ま
す
。

養
育

支
援

が
特

に
必

要
で

あ
る

と
判

断
し

た
家

庭
に

、
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

、
子

育
て

・
家

族
支

援
者

、
保

健
師

、
助

産
師

等
が

訪
問

し
、

養
育

に
関

す
る

援
助

を
行

い
ま

す
。

施
策

の
方

向
女

性
の

生
涯

を
通

じ
た

健
康

支
援

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

人
権

の
尊

重
と

生
涯

を
通

じ
た

健
康

を
支

援
す

る
事

業
名

1
2
6

養
育

支
援

訪
問

事
業

掲
載

ペ
ー

ジ
11

3
担

当
課

課
題

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援

事
業

内
容

2
8

第
４

次
港

区
男

女
平

等
参

画
行

動
計

画
（

Ｒ
３

～
Ｒ

８
）

　
令

和
４

年
度

事
業

実
績

・
進

捗
状

況
調

査

4 1

11

　

掲
載

ペ
ー

ジ
11

6
担

当
課

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
2
7

幅
広

く
区

民
か

ら
親

し
ま

れ
る

リ
ー

ブ
ラ

の
機

能
の

充
実

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

リ
ー

ブ
ラ

フ
ェ

ス
タ

に
関

し
て

は
、
昨

今
日

時
も

開
催

方
法

も
臨

時
的

対
応

で
し

た
が

、
次

年
度

は
、
例

年
通

り
6

月
に

開
催

が
決

ま
り

ま
し

た
の

で
、
基

本
事

項
を

再
確

認
す

る
と

と
も

に
、
コ

ロ
ナ

禍
で

学
ん

だ
知

識
を

加
え

な
が

ら
、
よ

り
新

し
い

リ
ー

ブ
ラ

フ
ェ

ス
タ

を
登

録
団

体
と

協
力

し
て

企
画

し
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、
1
0

月
の

区
民

ま
つ

り
へ

の
出

展
を

通
じ

て
、
広

く
区

民
に

男
女

平
等

参
画

セ
ン

タ
ー

事
業

を
紹

介
し

ま
す

。
主

催
講

座
で

開
催

し
た

「
#

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
」
も

内
容

を
変

え
な

が
ら

、
シ

リ
ー

ズ
化

し
て

い
け

る
よ

う
に

し
ま

す
。
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

イ
ベ

ン
ト

や
情

報
取

得
は

日
常

化
し

て
い

ま
す

が
、
そ

れ
ぞ

れ
の

S
N

S
の

特
性

を
分

析
を

し
て

、
リ

ー
ブ

ラ
か

ら
の

情
報

を
的

確
に

発
信

し
て

い
き

ま
す

。

男
女

共
同

参
画

週
間

に
合

わ
せ

男
女

平
等

参
画

フ
ェ

ス
タ

in
リ

ー
ブ

ラ
2

0
2

2
を

6
月

2
5

日
と

2
6

日
の

２
日

間
開

催
し

、
開

催
の

様
子

は
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
に

掲
載

し
ま

し
た

。
ま

た
今

年
度

は
、
芝

浦
運

河
ま

つ
り

、
み

な
と

区
民

ま
つ

り
に

リ
ー

ブ
ラ

の
ブ

ー
ス

を
設

置
し

、
区

民
に

ア
ン

ケ
ー

ト
の

協
力

を
呼

び
か

け
な

が
ら

、
リ

ー
ブ

ラ
の

認
知

向
上

を
図

り
ま

し
た

。
主

催
講

座
で

は
、
近

年
若

い
世

代
か

ら
の

注
目

度
が

高
ま

っ
て

い
る

田
嶋

陽
子

さ
ん

を
招

き
リ

ー
ブ

ラ
ホ

ー
ル

で
講

演
会

を
実

施
し

ま
し

た
。

「
シ

ア
タ

ー
・リ

ー
ブ

ラ
」
は

感
染

対
策

を
徹

底
し

年
間

6
本

の
映

画
を

リ
ー

ブ
ラ

・
ホ

ー
ル

で
上

映
し

ま
し

た
。

前
年

度
か

ら
は

じ
ま

っ
た

連
続

講
座

「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
」
は

、
今

年
度

『
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
v
o
l.
2

』
と

し
て

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

の
連

続
講

座
を

開
催

し
ま

し
た

。
主

催
講

座
で

は
、
「
男

性
介

護
」
「
男

性
に

対
す

る
性

暴
力

」
「
男

性
育

休
」
「
男

性
の

感
じ

る
窮

屈
さ

」
を

テ
ー

マ
に

そ
れ

ぞ
れ

開
催

し
、
男

性
利

用
の

増
加

を
図

り
ま

し
た

。
S

N
S

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
T

w
it

te
rと

F
a
c
e
b
o
o
k
、
In

s
ta

g
ra

m
を

活
用

し
、
リ

ー
ブ

ラ
の

取
り

組
み

、
施

設
の

紹
介

を
し

ま
し

た
。
ま

た
月

に
三

回
、

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
『
ク

ラ
ブ

L
』
を

発
行

し
、
情

報
発

信
の

充
実

を
図

り
ま

し
た

。

男
女

平
等

参
画

フ
ェ

ス
タ

に
関

し
て

は
、
引

き
続

き
登

録
団

体
等

と
共

同
し

6
月

の
男

女
共

同
参

画
週

間
に

実
施

し
ま

す
。
ま

た
、
区

民
ま

つ
り

、
芝

浦
運

河
ま

つ
り

、
み

な
と

パ
ー

ク
芝

浦
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

に
も

積
極

的
に

参
加

し
、
リ

ー
ブ

ラ
の

利
用

を
呼

び
か

け
ま

す
。
各

事
業

に
お

い
て

、
男

性
が

参
加

し
や

す
い

工
夫

を
す

る
と

も
に

、
若

い
世

代
か

ら
の

持
ち

込
み

企
画

に
つ

い
て

も
積

極
的

に
協

力
し

ま
す

。
S

N
S

に
つ

い
て

は
そ

の
特

性
を

活
か

し
て

、
リ

ー
ブ

ラ
か

ら
の

情
報

を
的

確
に

発
信

し
、
若

者
へ

の
利

用
を

促
し

ま
す

。

課
題

拠
点

施
設

リ
ー

ブ
ラ

の
充

実

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

の
拠

点
施

設
と

し
て

、
若

い
世

代
や

男
性

も
気

軽
に

立
ち

寄
れ

る
よ

う
な

工
夫

や
機

能
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

施
策

の
方

向
区区

民民
にに

親親
しし

まま
れれ

るる
施施

設設
とと

しし
てて

のの
機機

能能
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
８８

】】

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

男
女

平
等

参
画

フ
ェ

ス
タ

の
開

催
に

あ
た

っ
て

、
区

民
、
利

用
者

、
団

体
の

声
を

反
映

さ
せ

た
イ

ベ
ン

ト
に

な
る

よ
う

、
実

行
委

員
会

形
式

で
合

意
形

成
を

図
り

な
が

ら
、
企

画
・
運

営
を

し
ま

し
た

。
里

中
満

智
子

さ
ん

の
主

講
演

は
、
運

営
ス

タ
ッ

フ
等

の
活

動
で

当
日

参
加

で
き

な
か

っ
た

参
加

団
体

に
後

日
視

聴
会

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、
２

週
間

限
定

で
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
を

行
い

ま
し

た
（
4

2
名

視
聴

）
。

例
年

好
評

の
「
シ

ア
タ

ー
・リ

ー
ブ

ラ
」
は

、
年

間
6

作
品

を
上

映
し

、
第

1
回

目
は

、
映

画
『
カ

ラ
ン

コ
エ

の
花

』
上

映
後

に
講

演
会

を
開

催
し

ま
し

た
。
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

対
策

と
し

て
人

数
規

制
を

行
っ

て
い

ま
し

た
が

、
毎

回
定

員
を

超
え

る
申

込
み

が
あ

り
、
映

画
の

上
映

を
通

し
て

、
区

民
に

図
書

館
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

を
活

用
し

た
男

女
平

等
参

画
関

係
資

料
を

紹
介

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
」
と

い
っ

た
連

続
講

座
や

、
男

性
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

主
催

講
座

に
つ

い
て

は
、
ど

れ
も

申
し

込
み

時
に

定
員

以
上

の
応

募
が

あ
っ

た
な

ど
、
区

民
等

か
ら

求
め

ら
れ

た
企

画
を

出
す

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
特

に
「
男

性
の

た
め

の
井

戸
端

会
議

」
講

座
は

港
区

在
住

・
在

勤
者

が
5

0
％

を
超

え
、
初

め
て

参
加

が
６

0
%

、
2

0
代

・
3

0
代

の
参

加
が

5
0

%
と

課
題

と
し

て
い

る
層

（
男

性
、
若

年
層

、
区

内
在

住
・
在

勤
・
在

学
、
新

規
開

拓
）
へ

ア
プ

ロ
ー

チ
が

で
き

ま
し

た
。

S
N

S
情

報
発

信
の

充
実

を
心

が
け

、
フ

ォ
ロ

ワ
ー

も
そ

れ
ぞ

れ
増

加
し

ま
し

た
。

【
交

流
促

進
】

１
．
令

和
4

年
6

月
2

5
日

（土
）2

6
日

（日
）「

第
4

2
回

男
女

平
等

参
画

フ
ェ

ス
タ

 i
n
 リ

ー
ブ

ラ
 2

0
2

2
 “

私
”が

ひ
ら

く
現

在
・未

来
」参

加
者

延
べ

1
,0

1
3

名
　

主
講

演
：
令

和
4

年
6

月
2

6
日

（
日

）
午

後
1
時

3
0

分
～

3
時

「
自

分
で

道
を

切
り

拓
く

と
い

う
こ

と
～

未
来

を
創

る
ひ

と
た

ち
へ

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

」参
加

者
1
1
5

名
　

満
足

度
8

9
.9

％
（
報

告
記

事
：
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
7

4
号

）
2

．
令

和
4

年
1
0

月
2

日
（日

）「
芝

浦
運

河
ま

つ
り

2
0

2
2

」（
ア

ン
ケ

ー
ト

回
収

1
9

9
枚

）
3

．
令

和
4

年
1
0

月
8

日
（土

）・
9

日
（日

）「
み

な
と

区
民

ま
つ

り
2

0
2

2
」（

ア
ン

ケ
ー

ト
回

収
3

3
2

枚
）

4
．
令

和
5

年
3

月
4

日
（
土

）
「
み

な
と

パ
ー

ク
芝

浦
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
（
主

催
講

座
、
展

示
、
リ

ー
ブ

ラ
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

（1
8

5
名

）
）

【
主

催
講

座
】

5
．
「
令

和
4

年
度

　
シ

ア
タ

ー
・
リ

ー
ブ

ラ
<

全
6

回
>

」
参

加
者

延
3

0
1
名

　
満

足
度

7
7

.8
％

（
平

均
）

6
．
「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
v
o
l.
2

 書
い

て
人

生
を

楽
し

も
う

～
大

人
の

文
章

表
現

講
座

<
全

5
回

>
」
参

加
者

延
1
1
2

名
　

満
足

度
8

8
.6

％
（平

均
）

7
．
令

和
4

年
9

月
1
0

日
（
土

）
午

後
2

時
～

4
時

「
男

が
介

護
す

る
と

い
う

こ
と

」
参

加
者

2
0

人
　

満
足

度
6

6
.7

％
8

．
令

和
4

年
9

月
2

5
日

（
日

）
午

後
2

時
～

4
時

「
田

嶋
陽

子
さ

ん
講

演
会

 わ
が

・
ま

ま
を

生
き

る
」
参

加
者

9
8

人
　

満
足

度
9

0
.2

％
9

．
令

和
4

年
1
1
月

1
3

日
（
日

）
午

後
2

時
～

5
時

「
男

性
に

対
す

る
性

暴
力

」
参

加
者

2
6

人
　

満
足

度
1
0

0
％

1
0

．
令

和
4

年
1
2

月
1
0

日
（
土

）
午

後
2

時
～

4
時

「
男

性
育

休
の

リ
ア

ル
～

育
児

・
介

護
休

業
法

改
正

の
ポ

イ
ン

ト
と

男
性

育
休

の
魅

力
～

」
参

加
者

1
6

人
　

満
足

度
1
0

0
％

1
1
．
令

和
5

年
3

月
1
9

日
（
日

）
午

前
1
0

時
～

午
後

0
時

3
0

分
「
男

性
の

た
め

の
井

戸
端

会
議

～
“
男

だ
か

ら
”
感

じ
る

窮
屈

さ
を

探
る

」
参

加
者

1
5

人
　

満
足

度
1
0

0
％

【S
N

S
】

T
w

it
te

r：
フ

ォ
ロ

ワ
ー

5
4

6
（前

年
度

比
1
3

6
％

）、
F
a
c
e
b
o
o
k
：フ

ォ
ロ

ワ
ー

7
8

6
（前

年
度

比
1
1
4

％
）、

In
s
ta

g
ra

m
：
フ

ォ
ロ

ワ
ー

2
1
4

（
前

年
度

比
1
4

4
％

）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

A
A

A

1
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4 1

11

4 1

11

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
2
8

区
民

・
団

体
の

活
動

支
援

掲
載

ペ
ー

ジ
11

6
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

助
成

事
業

に
よ

る
団

体
育

成
を

行
い

ま
す

。
助

成
事

業
、
フ

ェ
ス

タ
企

画
部

も
新

規
の

団
体

に
応

募
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

広
く

広
報

活
動

を
行

い
ま

す
。
ま

た
、
助

成
事

業
実

施
団

体
に

は
、
学

習
団

体
ま

た
は

推
進

団
体

登
録

を
促

し
、
男

女
平

等
参

画
セ

ン
タ

ー
（
リ

ー
ブ

ラ
）
の

積
極

的
な

利
用

を
目

指
し

ま
す

。
次

年
度

も
主

催
講

座
に

て
「
#

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
」
を

シ
リ

ー
ズ

と
し

て
企

画
し

て
区

民
同

士
の

情
報

交
換

、
活

動
拠

点
と

し
て

リ
ー

ブ
ラ

施
設

を
提

供
し

て
い

き
ま

す
。

リ
ー

ブ
ラ

パ
ー

プ
ル

リ
ボ

ン
運

動
も

、
新

た
に

参
加

い
た

だ
け

る
利

用
団

体
を

募
り

、
イ

ベ
ン

ト
を

周
知

し
定

着
さ

せ
て

い
き

ま
す

。

5
件

の
助

成
事

業
（
ホ

ッ
プ

1
件

、
ス

テ
ッ

プ
3

件
、
ジ

ャ
ン

プ
1
件

）
を

実
施

し
ま

し
た

。
リ

ー
ブ

ラ
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

運
動

2
0

2
2

で
は

、
「わ

た
し

た
ち

は
性

犯
罪

・性
暴

力
を

許
さ

な
い

」と
題

し
、
啓

発
パ

ネ
ル

と
共

に
、
リ

ー
ブ

ラ
登

録
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
一

言
付

け
た

パ
ー

プ
ル

の
作

品
を

借
り

受
け

、
展

示
し

ま
し

た
。

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ

ア
シ

ス
」
で

、
男

女
平

等
推

進
団

体
・
学

習
団

体
を

と
り

あ
げ

、
紹

介
し

ま
し

た
。

昨
年

度
よ

り
始

ま
っ

た
主

催
講

座
「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
」
は

、
個

々
人

の
表

現
活

動
を

後
押

し
す

る
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
講

座
を

5
回

連
続

で
開

催
し

ま
し

た
。

次
年

度
も

引
き

続
き

助
成

事
業

に
よ

る
団

体
育

成
を

行
い

ま
す

。
助

成
事

業
実

施
団

体
や

個
人

の
活

動
が

、
男

女
平

等
参

画
推

進
団

体
・
学

習
団

体
登

録
へ

つ
な

が
る

よ
う

促
し

て
い

き
ま

す
。

男
女

平
等

参
画

フ
ェ

ス
タ

in
リ

ー
ブ

ラ
2

0
2

3
の

企
画

講
座

は
、
実

施
者

お
よ

び
リ

ー
ブ

ラ
の

チ
ー

ム
制

と
し

、
連

携
し

な
が

ら
運

営
を

行
い

ま
す

。
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

制
限

が
緩

和
さ

れ
て

き
て

い
る

状
況

下
で

、
区

民
個

人
や

登
録

し
て

い
な

い
団

体
と

も
協

力
事

業
と

し
て

活
動

の
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
で

、
男

女
平

等
参

画
推

進
団

体
・
学

習
団

体
の

紹
介

や
、
区

内
で

活
動

す
る

団
体

・
個

人
を

取
り

上
げ

、
情

報
の

提
供

に
取

り
組

み
ま

す
。

課
題

拠
点

施
設

リ
ー

ブ
ラ

の
充

実

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

の
た

め
の

区
民

及
び

団
体

の
活

動
拠

点
と

し
て

、
情

報
や

活
動

の
場

を
提

供
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

区区
民民

にに
親親

しし
まま

れれ
るる

施施
設設

とと
しし

てて
のの

機機
能能

のの
充充

実実
【【

責責
任任

項項
目目

８８
】】

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

助
成

事
業

で
は

、
各

事
業

に
リ

ー
ブ

ラ
の

担
当

者
（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
）
が

付
き

、
計

画
書

の
作

成
か

ら
当

日
の

運
営

・
報

告
書

提
出

ま
で

伴
走

し
ま

し
た

。
ま

た
、
令

和
5

年
度

の
助

成
事

業
の

募
集

に
お

い
て

は
、
多

方
面

に
働

き
か

け
1
3

件
の

申
請

が
あ

り
ま

し
た

（決
定

企
画

：
8

件
）
。

「リ
ー

ブ
ラ

パ
ー

プ
ル

リ
ボ

ン
運

動
2

0
2

2
」で

は
、
作

品
を

貸
し

出
し

し
て

い
た

だ
け

る
団

体
数

が
昨

年
9

団
体

か
ら

1
1
団

体
へ

増
え

、
協

働
し

て
女

性
へ

の
暴

力
を

な
く

す
運

動
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

主
催

講
座

「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
」
は

、
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

の
状

況
に

合
わ

せ
、
希

望
者

に
は

オ
ン

ラ
イ

ン
受

講
を

可
能

と
ま

し
た

。
キ

ャ
ン

セ
ル

待
ち

の
希

望
や

、
終

了
後

も
今

後
の

開
催

の
問

い
合

わ
せ

が
あ

り
、
ニ

ー
ズ

の
高

い
区

民
の

活
動

・
交

流
の

場
に

な
り

ま
し

た
。

【
助

成
事

業
】

1
．
ホ

ッ
プ

「
女

性
の

た
め

の
Ｏ

Ｎ
Ｅ

 Ｄ
Ａ

Ｙ
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

講
座

」
〈
全

3
回

〉
参

加
者

延
4

3
名

2
．
ス

テ
ッ

プ
「
性

の
し

ゃ
べ

り
場

in
み

な
と

」
〈
全

4
回

〉
参

加
者

延
5

9
名

3
．
ス

テ
ッ

プ
「
生

き
づ

ら
さ

を
抱

え
て

い
る

あ
な

た
へ

～
漢

方
、
ア

ロ
マ

、
カ

ラ
ー

で
癒

す
～

」
〈
全

2
回

〉
参

加
者

延
4

5
名

4
．
ス

テ
ッ

プ
「み

な
と

マ
ン

シ
ョ

ン
防

災
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
2

0
2

2
」参

加
者

2
1
名

5
．
ジ

ャ
ン

プ
「
災

害
時

の
男

女
平

等
参

画
を

考
え

る
～

東
日

本
大

震
災

で
被

災
し

た
女

性
た

ち
の

写
真

と
「
声

」
か

ら
～

」
展

示
（
令

和
4

年
7

月
2

日
（
土

）
～

1
4

日
（
木

）
）
及

び
ト

ー
ク

イ
ベ

ン
ト

（
参

加
者

2
4

名
）

【
そ

の
他

事
業

】
6

．
リ

ー
ブ

ラ
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

運
動

2
0

2
2

　
1
1
月

1
2

日
（土

）～
1
1
月

2
5

日
（金

）団
体

作
品

展
7

．
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
　

7
3

号
：
男

女
平

等
学

習
団

体
「
ジ

ェ
レ

リ
ツ

ェ
」
、
7

5
号

：
男

女
平

等
学

習
団

体
「
パ

ル
シ

ス
テ

ム
東

京
港

あ
け

ぼ
の

会
」
、
特

集
号

：
男

女
平

等
推

進
団

体
「
（
公

社
）
日

本
女

子
プ

ロ
将

棋
協

会
（
L
P

S
A

）
」

8
．
「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
v
o
l.
2

 書
い

て
人

生
を

楽
し

も
う

～
大

人
の

文
章

表
現

講
座

<
全

5
回

>
」
参

加
者

延
1
1
2

名
　

満
足

度
8

8
.6

％
（平

均
）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
2
9

区
民

・
団

体
の

活
動

と
の

連
携

A
A

A

掲
載

ペ
ー

ジ
11

6
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

外
部

機
関

と
の

連
携

を
継

続
・
強

化
し

ま
す

。
積

極
的

に
様

々
な

機
関

と
連

携
す

る
こ

と
で

、
開

か
れ

た
運

営
を

図
り

、
様

々
な

知
見

や
意

見
を

運
営

に
反

映
さ

せ
ま

す
。
ま

た
、
リ

ー
ブ

ラ
の

活
動

や
事

業
を

外
部

へ
紹

介
し

て
い

く
よ

う
に

努
め

て
い

き
ま

す
。
特

に
、
出

前
講

座
の

企
業

向
け

講
座

は
、
港

区
産

業
振

興
課

と
の

連
携

を
強

化
し

、
保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

と
学

校
向

け
出

前
講

座
に

お
い

て
は

、
港

区
の

教
育

関
連

施
設

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ

ア
シ

ス
」
で

は
今

年
度

、
学

校
法

人
麻

布
学

園
「
お

料
理

研
究

部
」
を

取
材

し
掲

載
し

ま
し

た
。
ま

た
、
区

内
に

あ
る

大
使

館
に

「
世

界
の

映
画

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・
セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
」
特

集
に

て
お

勧
め

映
画

を
紹

介
し

て
も

ら
い

ま
し

た
。

ノ
ル

ウ
ェ

ー
大

使
館

主
催

の
映

画
上

映
会

＆
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
イ

ベ
ン

ト
を

協
力

事
業

と
し

て
取

り
組

み
、
S

O
G

IE
理

解
促

進
の

啓
発

を
図

り
ま

し
た

。
年

に
２

度
開

催
す

る
利

用
者

懇
談

会
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
の

共
有

や
、
よ

り
よ

い
リ

ー
ブ

ラ
で

の
活

動
に

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
実

施
し

、
懇

談
を

深
め

る
と

と
も

に
課

題
の

解
決

を
図

り
ま

し
た

。
運

営
協

議
会

を
毎

月
１
回

開
催

し
、
リ

ー
ブ

ラ
の

運
営

に
か

か
わ

る
様

々
な

事
項

を
協

議
し

ま
し

た
。

そ
の

他
、
主

催
講

座
に

お
い

て
防

災
課

と
の

連
携

、
区

内
企

業
等

の
講

師
選

定
な

ど
、
積

極
的

に
地

域
の

男
女

平
等

参
画

を
進

め
る

視
点

で
開

催
し

ま
し

た
。

今
後

も
区

内
機

関
や

企
業

、
団

体
と

の
積

極
的

な
連

携
を

継
続

し
、
様

々
な

知
見

や
意

見
を

事
業

に
反

映
さ

せ
、
開

か
れ

た
運

営
を

図
り

ま
す

。

課
題

拠
点

施
設

リ
ー

ブ
ラ

の
充

実

事
業

内
容

区
が

実
施

す
る

事
業

等
で

連
携

を
図

り
、

よ
り

効
果

的
に

地
域

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
区区

民民
にに

親親
しし

まま
れれ

るる
施施

設設
とと

しし
てて

のの
機機

能能
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
８８

】】

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ

ア
シ

ス
」
で

は
、
区

内
の

学
校

や
大

使
館

に
男

女
平

等
参

画
推

進
の

視
点

か
ら

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

し
た

誌
面

を
紹

介
し

ま
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

で
し

ば
ら

く
取

り
組

む
こ

と
が

難
し

か
っ

た
協

力
事

業
に

つ
い

て
も

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
、
リ

ー
ブ

ラ
の

活
動

や
男

女
平

等
参

画
事

業
の

重
要

性
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

利
用

者
団

体
を

対
象

に
し

た
利

用
者

懇
談

会
で

は
、
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

団
体

を
超

え
た

意
見

交
換

を
行

い
、
懇

親
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

、
そ

こ
で

得
た

意
見

を
リ

ー
ブ

ラ
の

運
営

に
反

映
で

き
ま

し
た

。
主

催
講

座
で

は
、
「
多

様
性

配
慮

の
視

点
で

避
難

所
運

営
を

考
え

る
」
に

港
区

防
災

危
機

管
理

室
防

災
課

か
ら

職
員

を
派

遣
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
「
企

業
向

け
出

前
講

座
」
や

「女
性

活
躍

推
進

講
座

」
の

募
集

案
内

を
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
に

掲
載

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。
「
不

妊
治

療
と

仕
事

の
両

立
」
講

座
に

港
区

不
妊

・
不

育
相

談
ダ

イ
ヤ

ル
の

対
応

を
し

て
い

る
特

定
非

営
利

活
動

法
人

F
in

e
を

講
師

に
、
「
港

区
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
に

は
区

内
企

業
の

株
式

会
社

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

に
基

調
講

演
を

し
て

い
た

だ
く

な
ど

、
事

業
に

お
い

て
区

内
で

活
動

す
る

機
関

と
積

極
的

に
連

携
を

図
り

ま
し

た
。

1
．
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
：
7

4
号

「
特

集
：
W

it
h

コ
ロ

ナ
時

代
の

料
理

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

」(
港

区
内

ユ
ー

ス
の

活
動

紹
介

：
学

校
法

人
麻

布
学

園
 麻

布
中

学
校

 麻
布

高
等

学
校

 お
料

理
研

究
部

）
、
7

6
号

「
世

界
の

映
画

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

」
（
ノ

ル
ウ

ェ
ー

・
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

大
使

館
）

２
．
協

力
事

業
：
令

和
4

年
1
0

月
9

日
（
日

）
午

後
2

時
～

4
時

「
ノ

ル
ウ

ェ
ー

大
使

館
主

催
/
プ

ラ
イ

ド
ハ

ウ
ス

東
京

共
催

/
港

区
立

男
女

平
等

参
画

セ
ン

タ
ー

協
力

事
業

『
H

e
i 
V

e
rd

e
n
』
上

映
会

＆
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
イ

ベ
ン

ト
」参

加
者

4
3

名
3

．
利

用
者

懇
談

会
：
第

1
回

：
令

和
4

年
5

月
2

7
日

（
金

）
午

後
6

時
3

0
分

～
8

時
（
会

場
）
、
5

月
2

8
日

（
土

）
午

前
1
0

時
3

0
分

～
1
2

時
（
会

場
）
、
5

月
2

8
日

（
土

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
、
第

2
回

：
令

和
4

年
1
0

月
1
4

日
（
金

）
午

後
6

時
3

0
分

～
8

時
（
会

場
）
、
1
0

月
1
5

日
（
土

）
午

前
1
0

時
3

0
分

～
1
2

時
（
会

場
）
、
1
0

月
1
5

日
（
土

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
4

．
運

営
協

議
会

：毎
月

1
回

、
木

曜
午

後
4

時
～

午
後

5
時

（4
月

1
4

日
、
5

月
1
2

日
、
6

月
９

日
、
7

月
1
4

日
、
8

月
1
8

日
、
9

月
8

日
、
1
0

月
1
3

日
、
1
1
月

1
0

日
、
1
2

月
8

日
、
1
月

1
2

日
、
2

月
9

日
、
3

月
9

日
）

5
．
主

催
講

座
：
令

和
5

年
1
月

1
4

日
（
土

）
午

後
2

時
～

4
時

「
多

様
性

配
慮

の
視

点
で

避
難

所
運

営
を

考
え

る
」
参

加
者

1
3

名
　

満
足

度
9

1
.7

％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

A
B

A

2
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4 1

11

4 1

11

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
2
8

区
民

・
団

体
の

活
動

支
援

掲
載

ペ
ー

ジ
11

6
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

助
成

事
業

に
よ

る
団

体
育

成
を

行
い

ま
す

。
助

成
事

業
、
フ

ェ
ス

タ
企

画
部

も
新

規
の

団
体

に
応

募
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

広
く

広
報

活
動

を
行

い
ま

す
。
ま

た
、
助

成
事

業
実

施
団

体
に

は
、
学

習
団

体
ま

た
は

推
進

団
体

登
録

を
促

し
、
男

女
平

等
参

画
セ

ン
タ

ー
（
リ

ー
ブ

ラ
）
の

積
極

的
な

利
用

を
目

指
し

ま
す

。
次

年
度

も
主

催
講

座
に

て
「
#

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
」
を

シ
リ

ー
ズ

と
し

て
企

画
し

て
区

民
同

士
の

情
報

交
換

、
活

動
拠

点
と

し
て

リ
ー

ブ
ラ

施
設

を
提

供
し

て
い

き
ま

す
。

リ
ー

ブ
ラ

パ
ー

プ
ル

リ
ボ

ン
運

動
も

、
新

た
に

参
加

い
た

だ
け

る
利

用
団

体
を

募
り

、
イ

ベ
ン

ト
を

周
知

し
定

着
さ

せ
て

い
き

ま
す

。

5
件

の
助

成
事

業
（
ホ

ッ
プ

1
件

、
ス

テ
ッ

プ
3

件
、
ジ

ャ
ン

プ
1
件

）
を

実
施

し
ま

し
た

。
リ

ー
ブ

ラ
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

運
動

2
0

2
2

で
は

、
「わ

た
し

た
ち

は
性

犯
罪

・性
暴

力
を

許
さ

な
い

」と
題

し
、
啓

発
パ

ネ
ル

と
共

に
、
リ

ー
ブ

ラ
登

録
団

体
か

ら
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
一

言
付

け
た

パ
ー

プ
ル

の
作

品
を

借
り

受
け

、
展

示
し

ま
し

た
。

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ

ア
シ

ス
」
で

、
男

女
平

等
推

進
団

体
・
学

習
団

体
を

と
り

あ
げ

、
紹

介
し

ま
し

た
。

昨
年

度
よ

り
始

ま
っ

た
主

催
講

座
「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
」
は

、
個

々
人

の
表

現
活

動
を

後
押

し
す

る
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
講

座
を

5
回

連
続

で
開

催
し

ま
し

た
。

次
年

度
も

引
き

続
き

助
成

事
業

に
よ

る
団

体
育

成
を

行
い

ま
す

。
助

成
事

業
実

施
団

体
や

個
人

の
活

動
が

、
男

女
平

等
参

画
推

進
団

体
・
学

習
団

体
登

録
へ

つ
な

が
る

よ
う

促
し

て
い

き
ま

す
。

男
女

平
等

参
画

フ
ェ

ス
タ

in
リ

ー
ブ

ラ
2

0
2

3
の

企
画

講
座

は
、
実

施
者

お
よ

び
リ

ー
ブ

ラ
の

チ
ー

ム
制

と
し

、
連

携
し

な
が

ら
運

営
を

行
い

ま
す

。
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

制
限

が
緩

和
さ

れ
て

き
て

い
る

状
況

下
で

、
区

民
個

人
や

登
録

し
て

い
な

い
団

体
と

も
協

力
事

業
と

し
て

活
動

の
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
で

、
男

女
平

等
参

画
推

進
団

体
・
学

習
団

体
の

紹
介

や
、
区

内
で

活
動

す
る

団
体

・
個

人
を

取
り

上
げ

、
情

報
の

提
供

に
取

り
組

み
ま

す
。

課
題

拠
点

施
設

リ
ー

ブ
ラ

の
充

実

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

の
た

め
の

区
民

及
び

団
体

の
活

動
拠

点
と

し
て

、
情

報
や

活
動

の
場

を
提

供
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

区区
民民

にに
親親

しし
まま

れれ
るる

施施
設設

とと
しし

てて
のの

機機
能能

のの
充充

実実
【【

責責
任任

項項
目目

８８
】】

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

助
成

事
業

で
は

、
各

事
業

に
リ

ー
ブ

ラ
の

担
当

者
（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
）
が

付
き

、
計

画
書

の
作

成
か

ら
当

日
の

運
営

・
報

告
書

提
出

ま
で

伴
走

し
ま

し
た

。
ま

た
、
令

和
5

年
度

の
助

成
事

業
の

募
集

に
お

い
て

は
、
多

方
面

に
働

き
か

け
1
3

件
の

申
請

が
あ

り
ま

し
た

（決
定

企
画

：
8

件
）
。

「リ
ー

ブ
ラ

パ
ー

プ
ル

リ
ボ

ン
運

動
2

0
2

2
」で

は
、
作

品
を

貸
し

出
し

し
て

い
た

だ
け

る
団

体
数

が
昨

年
9

団
体

か
ら

1
1
団

体
へ

増
え

、
協

働
し

て
女

性
へ

の
暴

力
を

な
く

す
運

動
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

主
催

講
座

「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
」
は

、
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

の
状

況
に

合
わ

せ
、
希

望
者

に
は

オ
ン

ラ
イ

ン
受

講
を

可
能

と
ま

し
た

。
キ

ャ
ン

セ
ル

待
ち

の
希

望
や

、
終

了
後

も
今

後
の

開
催

の
問

い
合

わ
せ

が
あ

り
、
ニ

ー
ズ

の
高

い
区

民
の

活
動

・
交

流
の

場
に

な
り

ま
し

た
。

【
助

成
事

業
】

1
．
ホ

ッ
プ

「
女

性
の

た
め

の
Ｏ

Ｎ
Ｅ

 Ｄ
Ａ

Ｙ
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

講
座

」
〈
全

3
回

〉
参

加
者

延
4

3
名

2
．
ス

テ
ッ

プ
「
性

の
し

ゃ
べ

り
場

in
み

な
と

」
〈
全

4
回

〉
参

加
者

延
5

9
名

3
．
ス

テ
ッ

プ
「
生

き
づ

ら
さ

を
抱

え
て

い
る

あ
な

た
へ

～
漢

方
、
ア

ロ
マ

、
カ

ラ
ー

で
癒

す
～

」
〈
全

2
回

〉
参

加
者

延
4

5
名

4
．
ス

テ
ッ

プ
「み

な
と

マ
ン

シ
ョ

ン
防

災
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
2

0
2

2
」参

加
者

2
1
名

5
．
ジ

ャ
ン

プ
「
災

害
時

の
男

女
平

等
参

画
を

考
え

る
～

東
日

本
大

震
災

で
被

災
し

た
女

性
た

ち
の

写
真

と
「
声

」
か

ら
～

」
展

示
（
令

和
4

年
7

月
2

日
（
土

）
～

1
4

日
（
木

）
）
及

び
ト

ー
ク

イ
ベ

ン
ト

（
参

加
者

2
4

名
）

【
そ

の
他

事
業

】
6

．
リ

ー
ブ

ラ
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

運
動

2
0

2
2

　
1
1
月

1
2

日
（土

）～
1
1
月

2
5

日
（金

）団
体

作
品

展
7

．
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
　

7
3

号
：
男

女
平

等
学

習
団

体
「
ジ

ェ
レ

リ
ツ

ェ
」
、
7

5
号

：
男

女
平

等
学

習
団

体
「
パ

ル
シ

ス
テ

ム
東

京
港

あ
け

ぼ
の

会
」
、
特

集
号

：
男

女
平

等
推

進
団

体
「
（
公

社
）
日

本
女

子
プ

ロ
将

棋
協

会
（
L
P

S
A

）
」

8
．
「
＃

港
区

で
つ

な
が

り
た

い
v
o
l.
2

 書
い

て
人

生
を

楽
し

も
う

～
大

人
の

文
章

表
現

講
座

<
全

5
回

>
」
参

加
者

延
1
1
2

名
　

満
足

度
8

8
.6

％
（平

均
）

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
2
9

区
民

・
団

体
の

活
動

と
の

連
携

A
A

A

掲
載

ペ
ー

ジ
11

6
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

外
部

機
関

と
の

連
携

を
継

続
・
強

化
し

ま
す

。
積

極
的

に
様

々
な

機
関

と
連

携
す

る
こ

と
で

、
開

か
れ

た
運

営
を

図
り

、
様

々
な

知
見

や
意

見
を

運
営

に
反

映
さ

せ
ま

す
。
ま

た
、
リ

ー
ブ

ラ
の

活
動

や
事

業
を

外
部

へ
紹

介
し

て
い

く
よ

う
に

努
め

て
い

き
ま

す
。
特

に
、
出

前
講

座
の

企
業

向
け

講
座

は
、
港

区
産

業
振

興
課

と
の

連
携

を
強

化
し

、
保

育
園

・
幼

稚
園

向
け

と
学

校
向

け
出

前
講

座
に

お
い

て
は

、
港

区
の

教
育

関
連

施
設

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ

ア
シ

ス
」
で

は
今

年
度

、
学

校
法

人
麻

布
学

園
「
お

料
理

研
究

部
」
を

取
材

し
掲

載
し

ま
し

た
。
ま

た
、
区

内
に

あ
る

大
使

館
に

「
世

界
の

映
画

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・
セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
」
特

集
に

て
お

勧
め

映
画

を
紹

介
し

て
も

ら
い

ま
し

た
。

ノ
ル

ウ
ェ

ー
大

使
館

主
催

の
映

画
上

映
会

＆
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
イ

ベ
ン

ト
を

協
力

事
業

と
し

て
取

り
組

み
、
S

O
G

IE
理

解
促

進
の

啓
発

を
図

り
ま

し
た

。
年

に
２

度
開

催
す

る
利

用
者

懇
談

会
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
の

共
有

や
、
よ

り
よ

い
リ

ー
ブ

ラ
で

の
活

動
に

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
実

施
し

、
懇

談
を

深
め

る
と

と
も

に
課

題
の

解
決

を
図

り
ま

し
た

。
運

営
協

議
会

を
毎

月
１
回

開
催

し
、
リ

ー
ブ

ラ
の

運
営

に
か

か
わ

る
様

々
な

事
項

を
協

議
し

ま
し

た
。

そ
の

他
、
主

催
講

座
に

お
い

て
防

災
課

と
の

連
携

、
区

内
企

業
等

の
講

師
選

定
な

ど
、
積

極
的

に
地

域
の

男
女

平
等

参
画

を
進

め
る

視
点

で
開

催
し

ま
し

た
。

今
後

も
区

内
機

関
や

企
業

、
団

体
と

の
積

極
的

な
連

携
を

継
続

し
、
様

々
な

知
見

や
意

見
を

事
業

に
反

映
さ

せ
、
開

か
れ

た
運

営
を

図
り

ま
す

。

課
題

拠
点

施
設

リ
ー

ブ
ラ

の
充

実

事
業

内
容

区
が

実
施

す
る

事
業

等
で

連
携

を
図

り
、

よ
り

効
果

的
に

地
域

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

を
進

め
ま

す
。

施
策

の
方

向
区区

民民
にに

親親
しし

まま
れれ

るる
施施

設設
とと

しし
てて

のの
機機

能能
のの

充充
実実

【【
責責

任任
項項

目目
８８

】】

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ

ア
シ

ス
」
で

は
、
区

内
の

学
校

や
大

使
館

に
男

女
平

等
参

画
推

進
の

視
点

か
ら

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

し
た

誌
面

を
紹

介
し

ま
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

で
し

ば
ら

く
取

り
組

む
こ

と
が

難
し

か
っ

た
協

力
事

業
に

つ
い

て
も

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
、
リ

ー
ブ

ラ
の

活
動

や
男

女
平

等
参

画
事

業
の

重
要

性
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

利
用

者
団

体
を

対
象

に
し

た
利

用
者

懇
談

会
で

は
、
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

団
体

を
超

え
た

意
見

交
換

を
行

い
、
懇

親
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

、
そ

こ
で

得
た

意
見

を
リ

ー
ブ

ラ
の

運
営

に
反

映
で

き
ま

し
た

。
主

催
講

座
で

は
、
「
多

様
性

配
慮

の
視

点
で

避
難

所
運

営
を

考
え

る
」
に

港
区

防
災

危
機

管
理

室
防

災
課

か
ら

職
員

を
派

遣
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
「
企

業
向

け
出

前
講

座
」
や

「女
性

活
躍

推
進

講
座

」
の

募
集

案
内

を
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
に

掲
載

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。
「
不

妊
治

療
と

仕
事

の
両

立
」
講

座
に

港
区

不
妊

・
不

育
相

談
ダ

イ
ヤ

ル
の

対
応

を
し

て
い

る
特

定
非

営
利

活
動

法
人

F
in

e
を

講
師

に
、
「
港

区
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
に

は
区

内
企

業
の

株
式

会
社

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

に
基

調
講

演
を

し
て

い
た

だ
く

な
ど

、
事

業
に

お
い

て
区

内
で

活
動

す
る

機
関

と
積

極
的

に
連

携
を

図
り

ま
し

た
。

1
．
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ

ア
シ

ス
」
：
7

4
号

「
特

集
：
W

it
h

コ
ロ

ナ
時

代
の

料
理

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

」(
港

区
内

ユ
ー

ス
の

活
動

紹
介

：
学

校
法

人
麻

布
学

園
 麻

布
中

学
校

 麻
布

高
等

学
校

 お
料

理
研

究
部

）
、
7

6
号

「
世

界
の

映
画

か
ら

考
え

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

」
（
ノ

ル
ウ

ェ
ー

・
ア

イ
ス

ラ
ン

ド
・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

大
使

館
）

２
．
協

力
事

業
：
令

和
4

年
1
0

月
9

日
（
日

）
午

後
2

時
～

4
時

「
ノ

ル
ウ

ェ
ー

大
使

館
主

催
/
プ

ラ
イ

ド
ハ

ウ
ス

東
京

共
催

/
港

区
立

男
女

平
等

参
画

セ
ン

タ
ー

協
力

事
業

『
H

e
i 
V

e
rd

e
n
』
上

映
会

＆
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
イ

ベ
ン

ト
」参

加
者

4
3

名
3

．
利

用
者

懇
談

会
：
第

1
回

：
令

和
4

年
5

月
2

7
日

（
金

）
午

後
6

時
3

0
分

～
8

時
（
会

場
）
、
5

月
2

8
日

（
土

）
午

前
1
0

時
3

0
分

～
1
2

時
（
会

場
）
、
5

月
2

8
日

（
土

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
、
第

2
回

：
令

和
4

年
1
0

月
1
4

日
（
金

）
午

後
6

時
3

0
分

～
8

時
（
会

場
）
、
1
0

月
1
5

日
（
土

）
午

前
1
0

時
3

0
分

～
1
2

時
（
会

場
）
、
1
0

月
1
5

日
（
土

）
午

後
2

時
～

3
時

3
0

分
（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
4

．
運

営
協

議
会

：毎
月

1
回

、
木

曜
午

後
4

時
～

午
後

5
時

（4
月

1
4

日
、
5

月
1
2

日
、
6

月
９

日
、
7

月
1
4

日
、
8

月
1
8

日
、
9

月
8

日
、
1
0

月
1
3

日
、
1
1
月

1
0

日
、
1
2

月
8

日
、
1
月

1
2

日
、
2

月
9

日
、
3

月
9

日
）

5
．
主

催
講

座
：
令

和
5

年
1
月

1
4

日
（
土

）
午

後
2

時
～

4
時

「
多

様
性

配
慮

の
視

点
で

避
難

所
運

営
を

考
え

る
」
参

加
者

1
3

名
　

満
足

度
9

1
.7

％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

A
B

A

2

4 1

2

4 1

2

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
0

学
習

機
会

の
提

供
の

充
実

掲
載

ペ
ー

ジ
11

7
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き

続
き

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

に
努

め
つ

つ
、
オ

ン
ラ

イ
ン

や
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
（
オ

ン
ラ

イ
ン

＋
対

面
形

式
）
、
対

面
講

座
等

、
適

切
な

講
座

形
式

で
、
区

民
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

学
習

機
会

を
提

供
し

ま
す

。

「
男

性
育

休
」
「
男

性
介

護
」
「
男

性
の

感
じ

る
窮

屈
さ

」
を

テ
ー

マ
に

し
た

主
催

講
座

や
男

性
育

休
を

テ
ー

マ
と

し
て

出
前

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

女
性

の
育

休
後

の
復

職
を

テ
ー

マ
に

し
た

連
続

講
座

た
、
シ

ン
グ

ル
マ

ザ
ー

の
ラ

イ
フ

キ
ャ

リ
ア

を
テ

ー
マ

に
し

た
講

座
を

開
催

し
ま

し
た

。

対
面

講
座

や
オ

ン
ラ

イ
ン

講
座

、
ま

た
は

そ
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ト

等
、
適

切
な

講
座

形
式

で
今

後
も

男
性

向
け

講
座

や
多

様
な

切
り

口
で

実
施

し
て

い
き

ま
す

。
ま

た
行

動
計

画
に

基
づ

き
、
区

民
の

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
企

画
を

展
開

し
、
区

民
の

よ
り

よ
い

学
習

機
会

の
提

供
の

一
助

に
な

る
よ

う
努

め
ま

す
。

課
題

拠
点

施
設

リ
ー

ブ
ラ

の
充

実

事
業

内
容

男
性

向
け

講
座

や
女

性
の

た
め

の
再

就
職

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

男
女

平
等

参
画

に
関

わ
る

基
礎

的
知

識
を

学
ぶ

多
様

な
講

座
を

開
催

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
男

女
平

等
参

画
セ

ン
タ

ー
（

リ
ー

ブ
ラ

）
の

事
業

の
充

実

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

男
性

向
け

の
講

座
の

充
実

を
図

り
ま

し
た

。
ま

た
、
講

座
テ

ー
マ

に
あ

わ
せ

て
開

催
方

式
を

検
討

し
、
多

様
な

主
催

講
座

を
展

開
し

ま
し

た
。

ま
た

令
和

4
年

度
は

出
前

講
座

を
5

件
増

や
し

（
9

件
→

1
4

件
）
、
在

勤
者

に
こ

れ
ま

で
以

上
に

男
女

平
等

参
画

に
つ

い
て

の
啓

発
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
受

講
者

は
5

4
9

名
で

、
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
は

回
答

者
4

1
6

名
の

う
ち

男
性

が
7

4
％

と
、
前

年
3

9
％

（参
加

者
2

7
1
名

、
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
1
0

7
名

）の
倍

近
く

と
な

り
ま

し
た

。

【
主

催
講

座
】

1
.令

和
4

年
9

月
1
0

日
（
土

）
午

後
2

時
～

午
後

4
時

「
男

性
が

介
護

す
る

と
い

う
こ

と
」
参

加
者

2
0

名
　

満
足

度
6

6
.6

％
2

.「
育

休
か

ら
の

復
職

準
備

講
座

～
育

児
も

仕
事

も
自

分
も

大
切

に
す

る
た

め
の

ヒ
ン

ト
<

全
2

回
>

」
　

・令
和

4
年

9
月

2
8

日
（
水

）
午

後
2

時
～

午
後

3
時

3
0

分
「
復

職
後

の
働

き
方

の
イ

メ
ー

ジ
を

つ
か

む
」
参

加
者

1
4

名
　

満
足

度
1
0

0
％

　
・令

和
4

年
1
0

月
5

日
（
水

）
午

後
2

時
～

午
後

3
時

3
0

分
「
復

職
後

の
育

児
・
家

事
・
夫

婦
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
考

え
る

」
参

加
者

1
2

名
　

満
足

度
1
0

0
％

3
.令

和
4

年
1
0

月
2

3
日

（
日

）
午

後
1
時

～
午

後
3

時
「
シ

ン
グ

ル
マ

ザ
ー

の
た

め
の

ラ
イ

フ
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
講

座
～

仕
事

を
人

生
の

味
方

に
し

て
私

ら
し

く
幸

福
に

生
き

る
」
参

加
者

8
名

　
満

足
度

8
3

.３
％

4
.令

和
4

年
1
2

月
1
0

日
（
土

）
午

後
2

時
～

午
後

4
時

「
男

性
育

休
の

リ
ア

ル
～

育
児

・
介

護
休

業
法

改
正

の
ポ

イ
ン

ト
と

男
性

育
休

の
魅

力
」
参

加
者

1
6

名
　

満
足

度
1
0

0
％

5
.令

和
5

年
3

月
1
9

日
（
日

）
午

前
1
0

時
～

午
後

0
時

3
0

分
「
男

性
の

た
め

の
井

戸
端

会
議

“
男

だ
か

ら
”
感

じ
る

窮
屈

さ
を

探
る

』
」
参

加
者

1
5

名
　

満
足

度
1
0

0
％

【
出

前
講

座
】

6
.令

和
4

年
5

月
2

5
日

（
水

）
午

後
2

時
3

0
分

～
午

後
4

時
3

0
分

「
新

し
い

働
き

方
、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、
そ

し
て

人
生

～
イ

ク
ボ

ス
で

、
成

果
と

笑
顔

が
共

に
ア

ッ
プ

」参
加

者
2

1
名

　
満

足
度

9
0

.4
%

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
1

図
書

資
料

の
充

実

11
7

担
当

課

-
-

A

掲
載

ペ
ー

ジ

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

男
女

平
等

参
画

専
門

図
書

資
料

室
と

い
う

専
門

性
を

深
め

る
選

書
に

努
め

ま
す

。
一

般
に

流
通

す
る

図
書

だ
け

で
は

な
く

、
同

種
機

関
等

の
発

行
物

や
研

究
機

関
発

行
物

な
ど

の
収

集
と

整
理

に
努

め
、
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

資
料

室
を

充
実

さ
せ

ま
す

。
ま

た
、
配

架
書

籍
の

並
列

に
つ

い
て

、
利

用
者

が
見

つ
け

出
し

や
す

い
よ

う
に

を
適

宜
点

検
す

る
と

同
時

に
整

理
の

行
き

届
い

た
環

境
づ

く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

シ
ア

タ
ー

リ
ー

ブ
ラ

で
は

、
リ

ー
ブ

ラ
の

図
書

資
料

室
に

所
蔵

す
る

上
映

権
付

の
映

像
資

料
の

上
映

を
通

じ
て

、
幅

広
い

世
代

に
む

け
て

男
女

平
等

参
画

や
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

へ
の

理
解

促
進

に
つ

な
げ

ま
す

。

男
女

平
等

参
画

専
門

資
料

室
と

い
う

特
性

を
活

か
し

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

や
女

性
学

を
中

心
に

研
究

機
関

の
専

門
資

料
も

含
め

た
最

新
資

料
を

、
日

本
十

進
分

類
法

の
各

分
野

バ
ラ

ン
ス

よ
く

収
集

し
ま

し
た

。
学

術
書

な
ど

専
門

性
の

高
い

も
の

か
ら

新
書

・
文

庫
や

絵
本

な
ど

ま
で

幅
広

く
取

り
そ

ろ
え

る
選

書
と

し
ま

し
た

。
所

蔵
数

1
8

,7
7

1
点

、
前

年
度

末
か

ら
の

増
加

数
は

6
4

2
点

で
し

た
。

H
P

や
S

N
S

(I
n
s
ta

g
ra

m
 F

a
c
e
b
o
o
k
 T

w
it

te
r)

を
活

用
し

、
新

着
図

書
や

D
V

D
の

紹
介

な
ど

の
情

報
発

信
に

も
努

め
ま

し
た

。
シ

ア
タ

ー
リ

ー
ブ

ラ
で

は
、
多

様
な

社
会

を
知

る
た

め
に

必
要

な
人

権
を

尊
重

す
る

意
識

の
醸

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
男

女
平

等
参

画
や

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
へ

の
理

解
促

進
に

つ
な

が
る

映
画

を
上

映
し

ま
し

た
。

特
集

棚
に

つ
い

て
は

毎
月

3
つ

の
テ

ー
マ

を
設

定
し

利
用

促
進

に
努

め
ま

し
た

。
ま

た
講

座
関

連
本

を
紹

介
す

る
コ

ー
ナ

ー
を

設
置

し
ま

し
た

。
「
こ

こ
ろ

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
」コ

ー
ナ

ー
も

常
設

し
ま

し
た

。
書

架
に

つ
い

て
、
所

蔵
資

料
の

確
認

の
た

め
曝

書
を

行
い

、
書

架
狭

隘
箇

所
の

解
消

・
利

用
者

の
動

線
の

観
点

か
ら

、
ま

た
港

区
立

三
田

図
書

館
か

ら
の

移
管

本
の

受
け

入
れ

に
よ

り
、
大

規
模

な
移

動
・
整

理
・
均

し
を

行
い

ま
し

た
。

男
女

平
等

参
画

専
門

図
書

資
料

室
と

い
う

専
門

性
を

深
め

る
選

書
に

努
め

ま
す

。
一

般
に

流
通

す
る

図
書

だ
け

で
な

く
、
同

種
機

関
等

の
発

行
物

や
研

究
機

関
発

行
物

な
ど

の
収

集
と

整
理

に
努

め
、
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

資
料

室
を

充
実

さ
せ

ま
す

。
三

田
図

書
館

か
ら

の
移

管
本

の
分

類
・
デ

ー
タ

入
力

・
配

架
等

受
け

入
れ

を
完

了
し

ま
す

。
入

口
近

く
の

掲
示

コ
ー

ナ
ー

に
「
港

区
ゆ

か
り

の
人

物
」
や

「港
区

の
図

書
館

紹
介

」
の

掲
示

や
そ

れ
に

伴
う

展
示

を
す

る
な

ど
、
図

書
資

料
室

利
用

の
促

進
と

共
に

図
書

と
関

連
し

た
掲

示
や

展
示

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
H

P
で

「
新

着
本

紹
介

」
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
S

N
S

等
で

の
情

報
発

信
を

充
実

さ
せ

ま
す

。
書

架
に

つ
い

て
は

図
書

資
料

室
・
書

架
・
雑

誌
棚

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、
雑

誌
棚

の
整

理
を

行
い

、
ま

た
棚

上
や

棚
横

の
サ

イ
ン

と
差

し
込

み
サ

イ
ン

を
作

成
し

ま
す

。
絵

本
の

あ
る

棚
前

を
親

子
で

く
つ

ろ
い

で
閲

覧
利

用
で

き
る

場
所

と
し

て
活

用
し

ま
す

。

課
題

拠
点

施
設

リ
ー

ブ
ラ

の
充

実

事
業

内
容

特
色

あ
る

図
書

資
料

の
収

集
・

整
備

、
国

内
外

の
男

女
平

等
参

画
に

関
す

る
情

報
を

収
集

し
、

提
供

・
発

信
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

男
女

平
等

参
画

セ
ン

タ
ー

（
リ

ー
ブ

ラ
）

の
事

業
の

充
実

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

男
女

平
等

参
画

専
門

資
料

室
の

図
書

資
料

と
し

て
、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
5

名
で

選
書

を
行

い
、
内

容
が

相
応

し
い

も
の

か
を

精
査

し
決

定
し

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

偏
り

が
な

い
よ

う
、
蔵

書
と

の
バ

ラ
ン

ス
を

と
る

よ
う

努
め

て
い

ま
す

。
新

刊
図

書
・
D

V
D

に
つ

い
て

は
例

年
通

り
H

P
に

画
像

と
リ

ス
ト

を
ア

ッ
プ

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
S

N
S

で
画

像
に

紹
介

文
を

添
え

発
信

、
動

画
で

の
紹

介
な

ど
工

夫
し

ま
し

た
。

特
集

棚
コ

ー
ナ

ー
に

は
様

々
な

啓
発

月
間

等
に

合
わ

せ
テ

ー
マ

に
応

じ
た

選
書

を
行

う
ほ

か
、
開

講
す

る
講

座
の

関
連

本
と

し
て

５
・６

冊
揃

え
て

配
架

し
、
講

座
の

学
び

を
深

め
ら

れ
る

選
書

を
行

い
ま

し
た

。
書

架
移

動
に

つ
い

て
は

、
1
1
月

の
絵

本
の

移
動

を
皮

切
り

に
、
三

田
図

書
館

よ
り

移
管

図
書

を
受

け
入

れ
る

た
め

、
ま

た
、
こ

れ
を

契
機

に
利

用
者

の
利

便
性

を
高

め
る

た
め

、
ほ

ぼ
全

部
の

資
料

を
２

・
３

月
に

移
動

し
、
そ

れ
に

伴
い

、
棚

上
サ

イ
ン

の
掲

示
も

手
掛

け
て

い
ま

す
。
さ

ら
に

、
絵

本
を

通
路

が
広

い
場

所
へ

移
動

し
、
面

出
し

を
し

て
い

る
絵

本
な

ど
を

読
む

子
ど

も
の

姿
が

よ
く

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
リ

ー
ブ

ラ
の

窓
口

で
貸

し
出

さ
れ

た
図

書
の

総
数

は
、
5

3
,8

3
9

冊
と

前
年

比
1
0

,6
0

3
冊

増
、
2

4
.5

％
増

と
な

り
ま

し
た

。

【
図

書
室

特
集

棚
テ

ー
マ

】
令

和
4

年
4

月
「
多

様
性

」
「
戦

争
と

平
和

」
「
性

暴
力

/
J
K

」
、
5

月
「
性

の
多

様
性

」
「
家

族
」
「
日

本
国

憲
法

」
、
6

月
「
男

女
雇

用
機

会
均

等
法

」
「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

」
「
男

女
共

同
参

画
」
、
7

月
「
世

界
人

口
デ

ー
/
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

・
ラ

イ
ツ

」
「
人

身
取

引
」
「
政

治
」
、
8

月
「
世

界
の

男
た

ち
」
「
暴

力
」
「
戦

争
と

平
和

」
、
9

月
「
食

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

」
「
障

害
者

雇
用

」
「
防

災
」
、
1
0

月
「
パ

パ
育

休
」
「
ピ

ン
ク

リ
ボ

ン
」
「
ガ

ー
ル

ズ
デ

ー
」
、
1
1
月

「
D

V
」
「
児

童
虐

待
」
「
過

重
労

働
」
、
1
2

月
「
地

球
温

暖
化

」
「
障

害
者

」
「
男

性
学

」
、
令

和
5

年
1
月

「
防

災
」
「
食

・
料

理
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
」
「
転

職
」
、
2

月
「
こ

こ
ろ

セ
ラ

ピ
ー

」
「
メ

デ
ィ

ア
」
「
教

育
」
、
3

月
「
ケ

ア
労

働
」
「
戦

争
と

平
和

」
「
国

際
女

性
デ

ー
」

【
シ

ア
タ

ー
リ

ー
ブ

ラ
上

映
作

品
名

】
『
カ

ラ
ン

コ
エ

の
花

』
『
ひ

ま
わ

り
』
『
マ

イ
・
ブ

ッ
ク

シ
ョ

ッ
プ

』
『
タ

レ
ン

タ
イ

ム
 優

し
い

歌
』
『
＜

主
婦

＞
の

学
校

』
『
リ

ト
ル

・
ガ

ー
ル

』
【こ

こ
ろ

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
コ

ー
ナ

ー
】

利
用

者
に

配
慮

し
た

コ
ー

ナ
ー

づ
く

り
と

、
心

の
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

や
区

・
都

・
国

の
各

相
談

機
関

の
カ

ー
ド

等
を

設
置

し
ま

し
た

。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

3
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4 1

2

4 2

1

4 2

1

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
2

相
談

事
業

の
充

実
・

連
携

掲
載

ペ
ー

ジ
1
1
7

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

一
般

相
談

、
法

律
相

談
、
専

門
相

談
の

特
徴

と
機

能
を

活
か

し
、
相

談
者

の
状

況
と

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

相
談

体
制

を
構

築
し

ま
す

。
相

談
員

の
資

質
向

上
と

連
携

を
図

る
た

め
、
月

に
１
回

研
修

を
実

施
。
講

師
を

招
聘

す
る

講
義

と
と

も
に

、
相

談
室

内
ケ

ー
ス

検
討

や
港

区
関

係
機

関
の

情
報

共
有

な
ど

に
よ

り
、
相

談
室

内
外

の
連

携
を

強
化

し
、
相

談
者

に
対

し
て

的
確

か
つ

有
効

な
情

報
の

提
供

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
知

識
づ

く
り

を
醸

成
し

ま
す

。

月
曜

日
～

土
曜

日
の

1
0

時
～

1
6

時
お

よ
び

火
曜

日
・金

曜
日

は
1
8

時
～

2
1
時

に
相

談
室

を
開

設
し

、
2

,4
9

4
件

の
相

談
を

受
け

ま
し

た
。
さ

ら
に

、
夫

婦
家

庭
問

題
専

門
相

談
を

年
間

1
2

回
（
相

談
実

績
2

8
件

）
、
法

律
相

談
を

年
間

2
4

回
（
相

談
実

績
4

6
件

）
を

実
施

し
ま

し
た

。
相

談
員

研
修

は
毎

月
１
回

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
ま

し
た

。
L
G

B
T

や
D

V
被

害
者

・
加

害
者

プ
ロ

グ
ラ

ム
、
電

話
相

談
、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、
関

連
法

律
に

つ
い

て
講

師
に

よ
る

講
義

の
他

、
相

談
室

内
の

ケ
ー

ス
検

討
や

港
区

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
情

報
交

換
会

も
実

施
し

、
相

談
員

の
知

識
・
資

質
向

上
と

相
談

室
内

外
の

連
携

・
情

報
共

有
を

図
り

ま
し

た
。

さ
ら

に
、
相

談
室

内
の

緊
急

対
応

な
ど

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

更
新

、
リ

フ
ァ

ー
先

リ
ス

ト
の

更
新

を
図

り
、
相

談
者

に
対

し
て

的
確

か
つ

有
効

な
情

報
が

提
供

で
き

る
運

営
も

行
い

ま
し

た
。

相
談

件
数

が
増

加
し

て
お

り
、
さ

ら
に

相
談

者
の

相
談

し
た

い
要

望
に

対
応

す
べ

く
、
相

談
時

間
な

ど
を

調
整

し
、
相

談
件

数
の

増
加

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
事

業
部

と
連

携
し

、
L
G

B
T

の
方

の
相

談
を

相
談

室
お

よ
び

法
律

相
談

に
繋

げ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

案
内

や
企

画
を

強
化

し
ま

す
。

相
談

員
研

修
に

お
い

て
は

、
「
孤

独
・
孤

立
対

策
」
「
L
G

B
T

」な
ど

政
府

の
法

案
に

基
づ

く
研

修
を

実
施

し
、
相

談
員

が
政

府
の

方
向

性
に

基
づ

く
新

し
い

テ
ー

マ
に

対
し

て
知

識
や

情
報

を
更

新
で

き
る

内
容

と
し

ま
す

。

課
題

拠
点

施
設

リ
ー

ブ
ラ

の
充

実

事
業

内
容

自
分

自
身

、
家

族
、

仕
事

、
人

間
関

係
、

性
的

指
向

・
性

自
認

等
、

様
々

な
問

題
に

つ
い

て
、

有
資

格
者

の
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
や

弁
護

士
が

専
門

的
見

地
か

ら
サ

ポ
ー

ト
し

、
必

要
に

応
じ

て
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

男
女

平
等

参
画

セ
ン

タ
ー

（
リ

ー
ブ

ラ
）

の
事

業
の

充
実

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

相
談

者
の

状
況

と
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
相

談
体

制
と

し
て

、
資

格
と

経
験

を
持

つ
1
0

名
の

相
談

員
を

配
置

し
、
全

開
室

日
を

予
定

通
り

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
、
予

定
通

り
の

専
門

相
談

・
法

律
相

談
も

実
施

し
ま

し
た

。
相

談
員

研
修

も
予

定
通

り
月

1
回

実
施

し
、
講

義
・
ケ

ー
ス

検
討

・
関

係
機

関
の

情
報

共
有

を
行

い
ま

し
た

。
さ

ら
に

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
更

新
や

リ
フ

ァ
ー

先
リ

ス
ト

の
更

新
に

よ
り

、
相

談
者

に
的

確
か

つ
有

効
な

情
報

提
供

を
行

う
体

制
を

作
り

ま
し

た
。

・相
談

件
数

は
2

,4
9

4
件

（前
年

比
1
2

0
.7

%
）で

し
た

。
・
夫

婦
家

庭
問

題
専

門
相

談
は

2
8

件
（
前

年
比

9
6

.5
%

 ※
1
回

回
数

減
）
、
法

律
相

談
は

4
6

件
（
前

年
比

1
3

1
.4

%
）
で

し
た

。
・
相

談
員

研
修

は
年

間
1
2

回
実

施
す

る
と

と
も

に
、
関

連
施

設
な

ど
の

外
部

研
修

に
つ

い
て

も
相

談
室

内
で

共
有

し
、
責

任
者

お
よ

び
相

談
員

も
任

意
で

参
加

し
ま

し
た

。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

各
課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
3

職
務

分
担

の
男

女
平

等
の

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
1
1
9

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

職
務

分
担

に
当

た
っ

て
、
性

別
に

よ
り

分
配

・
決

定
す

る
こ

と
な

く
男

女
平

等
を

推
進

し
ま

す
。

職
務

分
担

に
当

た
っ

て
、
性

別
に

よ
り

分
配

・
決

定
す

る
こ

と
な

く
男

女
平

等
を

推
進

し
ま

し
た

。
職

務
分

担
に

当
た

っ
て

、
性

別
に

よ
り

分
配

・
決

定
す

る
こ

と
な

く
男

女
平

等
を

推
進

し
ま

す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

職
務

の
分

担
に

当
た

っ
て

、
性

別
に

よ
り

配
分

・
決

定
す

る
こ

と
な

く
男

女
平

等
を

推
進

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
庁

内
に

お
け

る
女

性
活

躍
の

推
進

-
-

Ｂ

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

担
当

課
に

事
業

実
績

調
査

を
依

頼
し

、
取

組
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

ま
し

た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
事

課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
4

職
員

の
意

識
・

実
態

調
査

の
実

施
・

検
証

掲
載

ペ
ー

ジ
1
1
9

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き

続
き

、
テ

レ
ワ

ー
ク

を
推

進
す

る
こ

と
で

「
勤

務
庁

で
の

勤
務

」
と

い
う

固
定

観
念

に
と

ら
わ

れ
る

こ
と

な
く

、
自

宅
で

の
勤

務
を

可
能

と
す

る
こ

と
で

、
通

勤
等

に
係

る
負

担
軽

減
を

図
り

、
子

育
て

等
と

仕
事

を
両

立
し

や
す

い
環

境
を

整
え

ま
す

。

テ
レ

ワ
ー

ク
を

推
進

す
る

こ
と

で
「
勤

務
庁

で
の

勤
務

」
と

い
う

固
定

観
念

に
と

ら
わ

れ
る

こ
と

な
く

、
自

宅
で

の
勤

務
を

可
能

と
す

る
こ

と
で

、
通

勤
等

に
係

る
負

担
軽

減
を

図
り

、
子

育
て

等
と

仕
事

を
両

立
し

や
す

い
環

境
を

整
え

ま
し

た
。
ま

た
、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
感

染
予

防
対

策
及

び
柔

軟
な

働
き

方
の

観
点

か
ら

、
積

極
的

に
実

施
す

る
た

め
特

例
的

に
区

分
や

実
施

上
限

を
拡

大
し

運
用

し
ま

し
た

。

職
員

へ
女

性
活

躍
推

進
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

等
を

実
施

し
、
回

答
結

果
を

参
考

に
職

員
が

子
育

て
等

と
仕

事
を

両
立

し
や

す
い

環
境

整
備

に
向

け
た

取
組

を
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

「
港

区
職

員
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

プ
ラ

ン
」

に
基

づ
き

、
男

女
が

等
し

く
仕

事
と

生
活

の
調

和
を

実
現

で
き

る
職

場
環

境
の

醸
成

の
た

め
、

職
員

の
意

識
啓

発
に

取
り

組
み

ま
す

。
施

策
の

方
向

庁
内

に
お

け
る

女
性

活
躍

の
推

進

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
感

染
予

防
対

策
及

び
柔

軟
な

働
き

方
の

観
点

か
ら

、
積

極
的

に
テ

レ
ワ

ー
ク

を
実

施
す

る
た

め
特

例
的

に
区

分
や

実
施

上
限

を
拡

大
し

運
用

し
ま

し
た

。
コ

ロ
ナ

禍
を

契
機

に
職

員
の

テ
レ

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
は

浸
透

し
て

き
ま

し
た

が
、
一

部
の

所
属

で
は

テ
レ

ワ
ー

ク
に

対
す

る
理

解
・
促

進
が

不
十

分
で

あ
る

こ
と

か
ら

子
育

て
等

と
仕

事
を

両
立

し
や

す
い

環
境

整
備

を
進

め
て

行
く

上
で

は
、
更

な
る

テ
レ

ワ
ー

ク
の

推
進

が
必

要
で

す
。

【
区

分
】

（
テ

レ
ワ

ー
ク

Ａ
）テ

レ
ワ

ー
ク

端
末

を
使

用
し

た
在

宅
勤

務
、
（
テ

レ
ワ

ー
ク

Ｂ
）個

人
所

有
の

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
使

用
し

た
在

宅
勤

務
、

（
テ

レ
ワ

ー
ク

Ｃ
）
テ

レ
ワ

ー
ク

端
末

や
個

人
所

有
の

パ
ソ

コ
ン

等
を

使
用

し
な

い
在

宅
勤

務
【
上

限
】

テ
レ

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
は

、
原

則
、
週

２
日

（
所

属
長

が
認

め
る

場
合

は
月

８
日

）
ま

で
で

す
が

、
育

児
や

介
護

を
行

う
職

員
、
妊

娠
中

の
職

員
及

び
骨

折
等

の
一

時
的

な
負

傷
に

よ
り

通
勤

が
困

難
な

職
員

に
つ

い
て

は
、
原

則
、
週

４
日

ま
で

と
し

ま
し

た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

4
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4 1

2

4 2

1

4 2

1

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
2

相
談

事
業

の
充

実
・

連
携

掲
載

ペ
ー

ジ
1
1
7

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

一
般

相
談

、
法

律
相

談
、
専

門
相

談
の

特
徴

と
機

能
を

活
か

し
、
相

談
者

の
状

況
と

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

相
談

体
制

を
構

築
し

ま
す

。
相

談
員

の
資

質
向

上
と

連
携

を
図

る
た

め
、
月

に
１
回

研
修

を
実

施
。
講

師
を

招
聘

す
る

講
義

と
と

も
に

、
相

談
室

内
ケ

ー
ス

検
討

や
港

区
関

係
機

関
の

情
報

共
有

な
ど

に
よ

り
、
相

談
室

内
外

の
連

携
を

強
化

し
、
相

談
者

に
対

し
て

的
確

か
つ

有
効

な
情

報
の

提
供

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
知

識
づ

く
り

を
醸

成
し

ま
す

。

月
曜

日
～

土
曜

日
の

1
0

時
～

1
6

時
お

よ
び

火
曜

日
・金

曜
日

は
1
8

時
～

2
1
時

に
相

談
室

を
開

設
し

、
2

,4
9

4
件

の
相

談
を

受
け

ま
し

た
。
さ

ら
に

、
夫

婦
家

庭
問

題
専

門
相

談
を

年
間

1
2

回
（
相

談
実

績
2

8
件

）
、
法

律
相

談
を

年
間

2
4

回
（
相

談
実

績
4

6
件

）
を

実
施

し
ま

し
た

。
相

談
員

研
修

は
毎

月
１
回

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
ま

し
た

。
L
G

B
T

や
D

V
被

害
者

・
加

害
者

プ
ロ

グ
ラ

ム
、
電

話
相

談
、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、
関

連
法

律
に

つ
い

て
講

師
に

よ
る

講
義

の
他

、
相

談
室

内
の

ケ
ー

ス
検

討
や

港
区

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
情

報
交

換
会

も
実

施
し

、
相

談
員

の
知

識
・
資

質
向

上
と

相
談

室
内

外
の

連
携

・
情

報
共

有
を

図
り

ま
し

た
。

さ
ら

に
、
相

談
室

内
の

緊
急

対
応

な
ど

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

更
新

、
リ

フ
ァ

ー
先

リ
ス

ト
の

更
新

を
図

り
、
相

談
者

に
対

し
て

的
確

か
つ

有
効

な
情

報
が

提
供

で
き

る
運

営
も

行
い

ま
し

た
。

相
談

件
数

が
増

加
し

て
お

り
、
さ

ら
に

相
談

者
の

相
談

し
た

い
要

望
に

対
応

す
べ

く
、
相

談
時

間
な

ど
を

調
整

し
、
相

談
件

数
の

増
加

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
事

業
部

と
連

携
し

、
L
G

B
T

の
方

の
相

談
を

相
談

室
お

よ
び

法
律

相
談

に
繋

げ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

案
内

や
企

画
を

強
化

し
ま

す
。

相
談

員
研

修
に

お
い

て
は

、
「
孤

独
・
孤

立
対

策
」
「
L
G

B
T

」な
ど

政
府

の
法

案
に

基
づ

く
研

修
を

実
施

し
、
相

談
員

が
政

府
の

方
向

性
に

基
づ

く
新

し
い

テ
ー

マ
に

対
し

て
知

識
や

情
報

を
更

新
で

き
る

内
容

と
し

ま
す

。

課
題

拠
点

施
設

リ
ー

ブ
ラ

の
充

実

事
業

内
容

自
分

自
身

、
家

族
、

仕
事

、
人

間
関

係
、

性
的

指
向

・
性

自
認

等
、

様
々

な
問

題
に

つ
い

て
、

有
資

格
者

の
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
や

弁
護

士
が

専
門

的
見

地
か

ら
サ

ポ
ー

ト
し

、
必

要
に

応
じ

て
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
り

ま
す

。
施

策
の

方
向

男
女

平
等

参
画

セ
ン

タ
ー

（
リ

ー
ブ

ラ
）

の
事

業
の

充
実

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

相
談

者
の

状
況

と
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
相

談
体

制
と

し
て

、
資

格
と

経
験

を
持

つ
1
0

名
の

相
談

員
を

配
置

し
、
全

開
室

日
を

予
定

通
り

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
、
予

定
通

り
の

専
門

相
談

・
法

律
相

談
も

実
施

し
ま

し
た

。
相

談
員

研
修

も
予

定
通

り
月

1
回

実
施

し
、
講

義
・
ケ

ー
ス

検
討

・
関

係
機

関
の

情
報

共
有

を
行

い
ま

し
た

。
さ

ら
に

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
更

新
や

リ
フ

ァ
ー

先
リ

ス
ト

の
更

新
に

よ
り

、
相

談
者

に
的

確
か

つ
有

効
な

情
報

提
供

を
行

う
体

制
を

作
り

ま
し

た
。

・相
談

件
数

は
2

,4
9

4
件

（前
年

比
1
2

0
.7

%
）で

し
た

。
・
夫

婦
家

庭
問

題
専

門
相

談
は

2
8

件
（
前

年
比

9
6

.5
%

 ※
1
回

回
数

減
）
、
法

律
相

談
は

4
6

件
（
前

年
比

1
3

1
.4

%
）
で

し
た

。
・
相

談
員

研
修

は
年

間
1
2

回
実

施
す

る
と

と
も

に
、
関

連
施

設
な

ど
の

外
部

研
修

に
つ

い
て

も
相

談
室

内
で

共
有

し
、
責

任
者

お
よ

び
相

談
員

も
任

意
で

参
加

し
ま

し
た

。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

各
課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
3

職
務

分
担

の
男

女
平

等
の

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
1
1
9

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

職
務

分
担

に
当

た
っ

て
、
性

別
に

よ
り

分
配

・
決

定
す

る
こ

と
な

く
男

女
平

等
を

推
進

し
ま

す
。

職
務

分
担

に
当

た
っ

て
、
性

別
に

よ
り

分
配

・
決

定
す

る
こ

と
な

く
男

女
平

等
を

推
進

し
ま

し
た

。
職

務
分

担
に

当
た

っ
て

、
性

別
に

よ
り

分
配

・
決

定
す

る
こ

と
な

く
男

女
平

等
を

推
進

し
ま

す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

職
務

の
分

担
に

当
た

っ
て

、
性

別
に

よ
り

配
分

・
決

定
す

る
こ

と
な

く
男

女
平

等
を

推
進

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
庁

内
に

お
け

る
女

性
活

躍
の

推
進

-
-

Ｂ

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

担
当

課
に

事
業

実
績

調
査

を
依

頼
し

、
取

組
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

ま
し

た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
事

課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
4

職
員

の
意

識
・

実
態

調
査

の
実

施
・

検
証

掲
載

ペ
ー

ジ
1
1
9

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き

続
き

、
テ

レ
ワ

ー
ク

を
推

進
す

る
こ

と
で

「
勤

務
庁

で
の

勤
務

」
と

い
う

固
定

観
念

に
と

ら
わ

れ
る

こ
と

な
く

、
自

宅
で

の
勤

務
を

可
能

と
す

る
こ

と
で

、
通

勤
等

に
係

る
負

担
軽

減
を

図
り

、
子

育
て

等
と

仕
事

を
両

立
し

や
す

い
環

境
を

整
え

ま
す

。

テ
レ

ワ
ー

ク
を

推
進

す
る

こ
と

で
「
勤

務
庁

で
の

勤
務

」
と

い
う

固
定

観
念

に
と

ら
わ

れ
る

こ
と

な
く

、
自

宅
で

の
勤

務
を

可
能

と
す

る
こ

と
で

、
通

勤
等

に
係

る
負

担
軽

減
を

図
り

、
子

育
て

等
と

仕
事

を
両

立
し

や
す

い
環

境
を

整
え

ま
し

た
。
ま

た
、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
感

染
予

防
対

策
及

び
柔

軟
な

働
き

方
の

観
点

か
ら

、
積

極
的

に
実

施
す

る
た

め
特

例
的

に
区

分
や

実
施

上
限

を
拡

大
し

運
用

し
ま

し
た

。

職
員

へ
女

性
活

躍
推

進
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

等
を

実
施

し
、
回

答
結

果
を

参
考

に
職

員
が

子
育

て
等

と
仕

事
を

両
立

し
や

す
い

環
境

整
備

に
向

け
た

取
組

を
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

「
港

区
職

員
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

推
進

プ
ラ

ン
」

に
基

づ
き

、
男

女
が

等
し

く
仕

事
と

生
活

の
調

和
を

実
現

で
き

る
職

場
環

境
の

醸
成

の
た

め
、

職
員

の
意

識
啓

発
に

取
り

組
み

ま
す

。
施

策
の

方
向

庁
内

に
お

け
る

女
性

活
躍

の
推

進

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
感

染
予

防
対

策
及

び
柔

軟
な

働
き

方
の

観
点

か
ら

、
積

極
的

に
テ

レ
ワ

ー
ク

を
実

施
す

る
た

め
特

例
的

に
区

分
や

実
施

上
限

を
拡

大
し

運
用

し
ま

し
た

。
コ

ロ
ナ

禍
を

契
機

に
職

員
の

テ
レ

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
は

浸
透

し
て

き
ま

し
た

が
、
一

部
の

所
属

で
は

テ
レ

ワ
ー

ク
に

対
す

る
理

解
・
促

進
が

不
十

分
で

あ
る

こ
と

か
ら

子
育

て
等

と
仕

事
を

両
立

し
や

す
い

環
境

整
備

を
進

め
て

行
く

上
で

は
、
更

な
る

テ
レ

ワ
ー

ク
の

推
進

が
必

要
で

す
。

【
区

分
】

（
テ

レ
ワ

ー
ク

Ａ
）テ

レ
ワ

ー
ク

端
末

を
使

用
し

た
在

宅
勤

務
、
（
テ

レ
ワ

ー
ク

Ｂ
）個

人
所

有
の

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
使

用
し

た
在

宅
勤

務
、

（
テ

レ
ワ

ー
ク

Ｃ
）
テ

レ
ワ

ー
ク

端
末

や
個

人
所

有
の

パ
ソ

コ
ン

等
を

使
用

し
な

い
在

宅
勤

務
【
上

限
】

テ
レ

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
は

、
原

則
、
週

２
日

（
所

属
長

が
認

め
る

場
合

は
月

８
日

）
ま

で
で

す
が

、
育

児
や

介
護

を
行

う
職

員
、
妊

娠
中

の
職

員
及

び
骨

折
等

の
一

時
的

な
負

傷
に

よ
り

通
勤

が
困

難
な

職
員

に
つ

い
て

は
、
原

則
、
週

４
日

ま
で

と
し

ま
し

た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

4

4 2

1

4 2

1

人
事

課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
5

職
員

研
修

の
充

実

掲
載

ペ
ー

ジ
11

9
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

新
規

採
用

職
員

に
男

女
平

等
参

画
に
つ
い
て
の
認

識
を
深

め
て
も
ら
う
た

め
の
講

義
を
今

後
も
取

り
入

れ
て
い
く
と
と
も
に
、
引

き
続

き
、
人

権
・
男

女
平

等
参

画
担

当
と
連

携
し
、
職

員
の
人

権
感

覚
を
高

め
る
た
め
の
研

修
を

実
施

し
ま
す
。

新
規

採
用

職
員

、
主

任
・
係

長
昇

任
時

職
員

、
管

理
職

職
員

の
各

職
層

に
対

し
、
人

権
感

覚
を
更

に
高

揚
さ
せ
る
べ
く
研

修
を
実

施
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
新

規
採

用
職

員
や
昇

任
職

員
、
ま
た
管

理
職

に
対

し
、
男

女
平

等
参

画
に
つ
い
て
の
認

識
を
深

め
、
よ
り
一

層
の
人

権
感

覚
を
高

め
て
い
く
た
め
、
研

修
を

実
施

し
て
い
き
ま
す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

に
つ

い
て

の
認

識
を

深
め

、
人

権
感

覚
の

更
な

る
高

揚
を

図
る

た
め

の
職

員
研

修
を

職
層

別
な

ど
段

階
ご

と
に

積
極

的
に

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

庁
内

に
お

け
る

女
性

活
躍

の
推

進

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

新
規

採
用

職
員

や
管

理
職

等
、
必

要
な
職

員
に
対

し
確

実
に
研

修
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
女

性
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
と
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
等

の
両

立
に
向

け
て
女

性
活

躍
推

進
研

修
の
実

施
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
事

課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
6

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
予

防
と

相
談

窓
口

で
の

解
決

掲
載

ペ
ー

ジ
11

9
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
週

間
の
機

会
を
通

じ
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
具

体
的

な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行

為
や
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
な
が
る
偏

見
、
意

識
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
説

明
す
る
研

修
を

実
施

す
る
な
ど
、
職

員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対

す
る
意

識
を
高

め
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
未

然
防

止
に
取

り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
職

員
団

体
の
相

談
窓

口
を
更

に
増

員
し
、
よ
り
相

談
し
や
す
い
環

境
を
整

え
ま
す
。

令
和

４
年

度
に
お
い
て
も
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
週

間
の
機

会
を
通

じ
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
未

然
防

止
に
取

り
組

み
ま
し
た
。

ま
た
、
令

和
４
年

５
月

１
日

か
ら
、
職

員
団

体
の
苦

情
処

理
窓

口
担

当
を
柔

軟
に
増

員
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
「
港

区
職

員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
防

止
等

に
関

す
る
要

綱
」
を
改

正
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令

和
４
年

1
1
月

か
ら
1
2
月

に
か
け
て
、
「
働

き
や
す
い
職

場
づ
く
り
に
関

す
る
職

員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
窓

口
に
関

す
る
職

員
の

意
識

に
つ
い
て
、
調

査
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
週

間
の
機

会
を
通

じ
て
、
女

性
職

員
へ
の
不

快
に
さ

せ
る
性

的
な
言

動
及

び
妊

娠
・
出

産
・
介

護
に
関

す
る
制

度
を
利

用
す
る
女

性
職

員
へ
の
勤

務
環

境
を
害

す
る
よ
う
な
言

動
を
未

然
に
防

止
す
る
こ
と
で
、
女

性
職

員
が

意
欲

的
に
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
図

る
こ
と
の
で
き
る
勤

務
環

境
を
整

備
し
ま
す
。

ま
た
、
当

該
言

動
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
に
関

す
る
苦

情
申

立
件

数
0
件

を
目

指
し
ま
す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止
に

向
け

、
啓

発
週

間
の

実
施

に
よ

り
、

意
識

の
浸

透
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

労
使

に
よ

る
苦

情
処

理
委

員
会

や
教

育
委

員
会

事
務

局
内

の
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

委
員

会
を

中
心

に
、

相
談

や
苦

情
の

処
理

に
つ

い
て

取
り

組
み

ま
す

。
施

策
の

方
向

庁
内

に
お

け
る

女
性

活
躍

の
推

進

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

継
続

し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
週

間
の
機

会
を
通

じ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
を
呼

び
か
け
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
未

然
防

止
に
取

り
組

ん
だ
こ
と
に
加

え
、
職

員
団

体
の
苦

情
処

理
窓

口
担

当
を
柔

軟
に
増

員
し
、
よ
り
相

談
し
や
す
い
環

境
を
整

備
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

5
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4 2

1

4 2

1

4 2

1

教
育

人
事

企
画

課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
6

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
予

防
と

相
談

窓
口

で
の

解
決

掲
載

ペ
ー

ジ
11

9
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

・
引

き
続

き
相

談
体

制
を
維

持
し
、
実

際
に
相

談
が
寄

せ
ら
れ
た
際

の
対

応
方

法
な
ど
に
つ
い
て
担

当
職

員
間

で
共

有
し
ま
す
。

・
相

談
窓

口
に
つ
い
て
、
校

園
長

会
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
週

間
等

の
機

会
を
捉

え
て
こ
ま
め
に
周

知
し
、
気

軽
に
相

談
、
問

合
せ
が
行

え
る
窓

口
と
し

て
の
認

知
度

を
高

め
ま
す
。

・
引

き
続

き
教

員
向

け
研

修
を
実

施
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被

害
の
防

止
に
努

め
ま
す
。

引
き
続

き
、
教

育
人

事
企

画
課

内
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
相

談
窓

口
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
週

間
を
設

定
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に

向
け
た
意

識
の
浸

透
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
教

員
向

け
に
行

う
研

修
を
通

じ
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被

害
を
未

然
に
防

ぐ
た
め
の
ス
キ
ル
の
向

上
を
図

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
相

談
体

制
を
維

持
し
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
相

談
窓

口
の
認

知
度

を
高

め
る
た
め
、
よ
り
効

果
的

な
周

知
を
行

い
ま
す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止
に

向
け

、
啓

発
週

間
の

実
施

に
よ

り
、

意
識

の
浸

透
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

労
使

に
よ

る
苦

情
処

理
委

員
会

や
教

育
委

員
会

事
務

局
内

の
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

委
員

会
を

中
心

に
、

相
談

や
苦

情
の

処
理

に
つ

い
て

取
り

組
み

ま
す

。
施

策
の

方
向

庁
内

に
お

け
る

女
性

活
躍

の
推

進

-
-

C

自
己

評
価

Ｃ
　

達
成

半
ば

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

教
育

人
事

企
画

課
の
相

談
窓

口
へ
の
相

談
実

績
が
１
件

で
し
た
。
幸

い
実

例
が
少

な
い
可

能
性

も
あ
り
ま
す
が
、
相

談
体

制
に
つ
い
て
十

分
認

知
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

教
育

人
事

企
画

課
の
相

談
窓

口
へ
の
相

談
実

績
：
相

談
１
件

東
京

都
相

談
窓

口
経

由
の
問

合
せ
：
３
件

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
事

課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
7

管
理

監
督

者
の

育
成

掲
載

ペ
ー

ジ
11

9
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
管

理
職

研
修

で
全

部
長

級
、
課

長
級

職
員

全
員

を
対

象
に
人

権
・
ラ
イ
ン
ケ
ア
研

修
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
職

場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
防

止
に
向

け
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
研

修
を
全

職
員

に
実

施
す
る
予

定
で

す
。
継

続
し
て
実

施
す
る
こ
と
で
、
正

し
い
知

識
の
定

着
を
目

指
し
ま
す
。

管
理

職
全

員
を
対

象
に
、
人

権
プ
ラ
ザ
で
「
人

権
研

修
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
今

年
度

は
、
昨

今
話

題
と
な
っ
て
い
る
L
G
B
T
Q
を
ト
ピ
ッ
ク
に
組

み
入

れ
、
最

新
の
事

例
を
含

め
た
講

義
を
受

講
し
ま
し
た
。
そ
の
他

、
同

研
修

内
で
基

本
的

な
男

女
平

等
に
つ
い
て
の
知

識
も
学

び
、
最

新
の
正

し
い
知

識
を
習

得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
女

性
職

員
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
り
得

る
女

性
管

理
職

等
が
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就

任
し
、
悩

め
る
若

手
女

性
職

員
の
良

き
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
管

理
職

全
員

を
対

象
に
し
た
管

理
職

人
権

研
修

を
実

施
し
ま
す
。
毎

年
の
実

施
と
は
な
り
ま
す
が
、
内

容
に
変

化
を
つ
け
、
基

本
的

な
ポ
イ
ン
ト
を
押

さ
え
つ

つ
、
今

年
の
ト
レ
ン
ド
的

な
要

素
も
加

え
な
が
ら
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
管

理
職

が
女

性
活

躍
の
視

点
を
も
っ
て
女

性
職

員
の
指

導
育

成
や
キ
ャ
リ
ア
形

成
支

援
、
管

理
職

へ
の
受

験
勧

奨
を
行

え
る
よ
う
取

り
組

み
ま
す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

職
層

別
の

研
修

で
、

男
女

平
等

に
つ

い
て

の
正

し
い

知
識

と
管

理
監

督
者

と
し

て
の

役
割

を
認

識
で

き
る

研
修

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

庁
内

に
お

け
る

女
性

活
躍

の
推

進

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

管
理

職
全

員
を
対

象
に
適

切
に
男

女
平

等
に
関

す
る
研

修
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
全

職
員

を
対

象
と
し
た
悉

皆
研

修
の
中

で
も
、
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
な
ど
に
触

れ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
研

修
を
実

施
し
、
管

理
職

だ
け
で
な
く
全

職
員

に
対

し
て
研

修
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
事

課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
8

女
性

職
員

の
活

躍
促

進

掲
載

ペ
ー

ジ
11

9
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
管

理
職

を
担

う
人

材
を
若

手
職

員
時

か
ら
積

極
的

に
育

成
す

る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ー
ト
を
活

用
し
、
子

育
て
・
介

護
な
ど
仕

事
と
家

庭
の
両

立
不

安
な
ど
か
ら
昇

任
選

考
の
受

験
を
控

え
る
職

員
に
対

し
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
配

慮
し
た
昇

任
意

欲
醸

成
と
育

成
を
目

指
し
、
丁

寧
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
を
実

施
し
、
女

性
職

員
が
キ
ャ
リ
ア
や
家

庭
と
仕

事
の
両

立
の
悩

み
な
ど
を
相

談
で
き
る
機

会
を
設

け
ま
し
た
。

対
面

質
問

や
匿

名
質

問
や
座

談
会

形
式

な
ど
、
様

々
な
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
気

兼
ね
な
く
相

談
し
や
す
い
体

制
を
作

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
や
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ー
ト
を
活

用
し
、

子
育

て
・
介

護
等

、
仕

事
と
家

庭
の
両

立
不

安
な
ど
を
ベ
テ
ラ
ン
女

性
管

理
職

等
に

相
談

で
き
る
機

会
を
設

け
、
昇

任
へ
の
不

安
等

を
減

ら
す
と
と
も
に
、
係

長
級

の
女

性
比

率
を
５
０
％

以
上

と
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

人
事

部
門

と
各

職
場

で
人

材
育

成
を

担
う

所
属

長
、

係
長

と
い

っ
た

管
理

監
督

者
と

の
連

携
を

強
化

し
、

職
員

一
人

ひ
と

り
の

能
力

や
ラ

イ
フ

イ
ベ

ン
ト

に
応

じ
た

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
支

援
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

庁
内

に
お

け
る

女
性

活
躍

の
推

進

-
-

C

自
己

評
価

Ｃ
　

達
成

半
ば

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

キ
ャ
リ
ア
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
両

立
に
つ
い
て
、
同

じ
女

性
で
キ
ャ
リ
ア
と
家

庭
を
両

立
し
て
い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
質

問
し
た
り
、
逆

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
逆

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
な
ど
、
令

和
４
年

度
に
新

た
に
体

制
を
整

え
、
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

そ
の
一

方
、
相

談
件

数
は
匿

名
１
０
件

、
座

談
会

０
件

、
対

面
１
件

と
、
多

く
の
実

績
を
残

せ
た
と
は
言

え
な
い
た
め
、
引

き
続

き
、
制

度
の
周

知
に
取

り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

6

− 152 −



4 2

1

4 2

1

4 2

1

教
育

人
事

企
画

課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
6

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
予

防
と

相
談

窓
口

で
の

解
決

掲
載

ペ
ー

ジ
11

9
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

・
引

き
続

き
相

談
体

制
を
維

持
し
、
実

際
に
相

談
が
寄

せ
ら
れ
た
際

の
対

応
方

法
な
ど
に
つ
い
て
担

当
職

員
間

で
共

有
し
ま
す
。

・
相

談
窓

口
に
つ
い
て
、
校

園
長

会
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
週

間
等

の
機

会
を
捉

え
て
こ
ま
め
に
周

知
し
、
気

軽
に
相

談
、
問

合
せ
が
行

え
る
窓

口
と
し

て
の
認

知
度

を
高

め
ま
す
。

・
引

き
続

き
教

員
向

け
研

修
を
実

施
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被

害
の
防

止
に
努

め
ま
す
。

引
き
続

き
、
教

育
人

事
企

画
課

内
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
相

談
窓

口
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
週

間
を
設

定
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に

向
け
た
意

識
の
浸

透
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
教

員
向

け
に
行

う
研

修
を
通

じ
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被

害
を
未

然
に
防

ぐ
た
め
の
ス
キ
ル
の
向

上
を
図

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
相

談
体

制
を
維

持
し
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
相

談
窓

口
の
認

知
度

を
高

め
る
た
め
、
よ
り
効

果
的

な
周

知
を
行

い
ま
す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止
に

向
け

、
啓

発
週

間
の

実
施

に
よ

り
、

意
識

の
浸

透
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

労
使

に
よ

る
苦

情
処

理
委

員
会

や
教

育
委

員
会

事
務

局
内

の
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

委
員

会
を

中
心

に
、

相
談

や
苦

情
の

処
理

に
つ

い
て

取
り

組
み

ま
す

。
施

策
の

方
向

庁
内

に
お

け
る

女
性

活
躍

の
推

進

-
-

C

自
己

評
価

Ｃ
　

達
成

半
ば

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

教
育

人
事

企
画

課
の
相

談
窓

口
へ
の
相

談
実

績
が
１
件

で
し
た
。
幸

い
実

例
が
少

な
い
可

能
性

も
あ
り
ま
す
が
、
相

談
体

制
に
つ
い
て
十

分
認

知
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

教
育

人
事

企
画

課
の
相

談
窓

口
へ
の
相

談
実

績
：
相

談
１
件

東
京

都
相

談
窓

口
経

由
の
問

合
せ
：
３
件

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
事

課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
7

管
理

監
督

者
の

育
成

掲
載

ペ
ー

ジ
11

9
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
管

理
職

研
修

で
全

部
長

級
、
課

長
級

職
員

全
員

を
対

象
に
人

権
・
ラ
イ
ン
ケ
ア
研

修
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
職

場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
防

止
に
向

け
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
研

修
を
全

職
員

に
実

施
す
る
予

定
で

す
。
継

続
し
て
実

施
す
る
こ
と
で
、
正

し
い
知

識
の
定

着
を
目

指
し
ま
す
。

管
理

職
全

員
を
対

象
に
、
人

権
プ
ラ
ザ
で
「
人

権
研

修
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
今

年
度

は
、
昨

今
話

題
と
な
っ
て
い
る
L
G
B
T
Q
を
ト
ピ
ッ
ク
に
組

み
入

れ
、
最

新
の
事

例
を
含

め
た
講

義
を
受

講
し
ま
し
た
。
そ
の
他

、
同

研
修

内
で
基

本
的

な
男

女
平

等
に
つ
い
て
の
知

識
も
学

び
、
最

新
の
正

し
い
知

識
を
習

得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
女

性
職

員
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
り
得

る
女

性
管

理
職

等
が
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就

任
し
、
悩

め
る
若

手
女

性
職

員
の
良

き
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
管

理
職

全
員

を
対

象
に
し
た
管

理
職

人
権

研
修

を
実

施
し
ま
す
。
毎

年
の
実

施
と
は
な
り
ま
す
が
、
内

容
に
変

化
を
つ
け
、
基

本
的

な
ポ
イ
ン
ト
を
押

さ
え
つ

つ
、
今

年
の
ト
レ
ン
ド
的

な
要

素
も
加

え
な
が
ら
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
管

理
職

が
女

性
活

躍
の
視

点
を
も
っ
て
女

性
職

員
の
指

導
育

成
や
キ
ャ
リ
ア
形

成
支

援
、
管

理
職

へ
の
受

験
勧

奨
を
行

え
る
よ
う
取

り
組

み
ま
す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

職
層

別
の

研
修

で
、

男
女

平
等

に
つ

い
て

の
正

し
い

知
識

と
管

理
監

督
者

と
し

て
の

役
割

を
認

識
で

き
る

研
修

を
実

施
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

庁
内

に
お

け
る

女
性

活
躍

の
推

進

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

管
理

職
全

員
を
対

象
に
適

切
に
男

女
平

等
に
関

す
る
研

修
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
全

職
員

を
対

象
と
し
た
悉

皆
研

修
の
中

で
も
、
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
な
ど
に
触

れ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
研

修
を
実

施
し
、
管

理
職

だ
け
で
な
く
全

職
員

に
対

し
て
研

修
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
事

課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
8

女
性

職
員

の
活

躍
促

進

掲
載

ペ
ー

ジ
11

9
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
管

理
職

を
担

う
人

材
を
若

手
職

員
時

か
ら
積

極
的

に
育

成
す

る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ー
ト
を
活

用
し
、
子

育
て
・
介

護
な
ど
仕

事
と
家

庭
の
両

立
不

安
な
ど
か
ら
昇

任
選

考
の
受

験
を
控

え
る
職

員
に
対

し
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
配

慮
し
た
昇

任
意

欲
醸

成
と
育

成
を
目

指
し
、
丁

寧
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
を
実

施
し
、
女

性
職

員
が
キ
ャ
リ
ア
や
家

庭
と
仕

事
の
両

立
の
悩

み
な
ど
を
相

談
で
き
る
機

会
を
設

け
ま
し
た
。

対
面

質
問

や
匿

名
質

問
や
座

談
会

形
式

な
ど
、
様

々
な
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
気

兼
ね
な
く
相

談
し
や
す
い
体

制
を
作

り
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
や
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ー
ト
を
活

用
し
、

子
育

て
・
介

護
等

、
仕

事
と
家

庭
の
両

立
不

安
な
ど
を
ベ
テ
ラ
ン
女

性
管

理
職

等
に

相
談

で
き
る
機

会
を
設

け
、
昇

任
へ
の
不

安
等

を
減

ら
す
と
と
も
に
、
係

長
級

の
女

性
比

率
を
５
０
％

以
上

と
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

人
事

部
門

と
各

職
場

で
人

材
育

成
を

担
う

所
属

長
、

係
長

と
い

っ
た

管
理

監
督

者
と

の
連

携
を

強
化

し
、

職
員

一
人

ひ
と

り
の

能
力

や
ラ

イ
フ

イ
ベ

ン
ト

に
応

じ
た

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
支

援
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

庁
内

に
お

け
る

女
性

活
躍

の
推

進

-
-

C

自
己

評
価

Ｃ
　

達
成

半
ば

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

キ
ャ
リ
ア
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
両

立
に
つ
い
て
、
同

じ
女

性
で
キ
ャ
リ
ア
と
家

庭
を
両

立
し
て
い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
質

問
し
た
り
、
逆

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
逆

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
な
ど
、
令

和
４
年

度
に
新

た
に
体

制
を
整

え
、
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

そ
の
一

方
、
相

談
件

数
は
匿

名
１
０
件

、
座

談
会

０
件

、
対

面
１
件

と
、
多

く
の
実

績
を
残

せ
た
と
は
言

え
な
い
た
め
、
引

き
続

き
、
制

度
の
周

知
に
取

り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

6

4 2

2

4 2

2

4 3

1

人
事

課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
3
9

男
性

職
員

の
育

児
参

加
の

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
12

0
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
男

性
職

員
の
育

児
参

加
を
一

層
推

進
す
る
た
め
、
所

属
長

に
よ

る
育

児
休

業
の
制

度
周

知
及

び
意

向
確

認
の
義

務
化

に
よ
り
、
男

性
の
育

児
休

業
取

得
率

の
向

上
を
目

指
す
と
と
も
に
、
出

産
支

援
休

暇
及

び
育

児
参

加
休

暇
の
取

得
が
定

着
す
る
よ
う
、
意

識
啓

発
と
組

織
風

土
の
醸

成
を

進
め
ま
す
。

令
和

４
年

４
月

１
日

よ
り
、
職

員
又

は
そ
の
配

偶
者

が
妊

娠
し
、
又

は
出

産
し
た
こ
と
を
申

し
出

た
と
き
、
所

属
長

に
よ
る
育

児
休

業
の
制

度
周

知
及

び
意

向
確

認
を
義

務
化

し
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
４
年

１
０
月

に
育

児
参

加
休

暇
の
対

象
期

間
を
拡

大
し
た
こ
と
で
、
よ
り
一

層
、
男

性
職

員
の
育

児
参

加
を
推

進
し
ま
し

た
。

男
性

職
員

の
育

児
参

加
を
一

層
推

進
す
る
た
め
、
引

き
続

き
、
所

属
長

に
よ
る
育

児
休

業
の
制

度
周

知
及

び
意

向
確

認
を
行

い
、
男

性
職

員
の
育

児
休

業
取

得
率

５
０
％

以
上

を
目

標
に
し
ま
す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

男
性

職
員

が
主

体
的

に
子

育
て

を
行

い
家

事
・

育
児

等
の

多
様

な
経

験
を

得
る

と
と

も
に

社
会

全
体

で
子

育
て

を
担

う
風

土
を

醸
成

す
る

た
め

、
男

性
職

員
の

育
児

参
加

を
推

進
し

、
男

女
が

と
も

に
仕

事
と

子
育

て
等

の
両

立
が

し
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
を

進
め

ま
す

。
施

策
の

方
向

区
職

員
の

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

「
港

区
職

員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・バ

ラ
ン
ス
推

進
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
目

標
と
し
て
い
た
男

性
職

員
の
育

児
休

業
取

得
率

５
０
％

以
上

を
達

成
し
た
た

め
。

「
港

区
職

員
の
育

児
休

業
等

に
関

す
る
条

例
」
を
改

正
し
、
令

和
4
年

１
０
月

1
日

か
ら
、
育

児
休

業
の
取

得
回

数
制

限
の
緩

和
に
よ
り
、
育

児
休

業
の
取

得
回

数
を
限

度
２
回

ま
で
と
し
、
産

後
パ
パ
育

休
の
取

得
回

数
も
２
回

ま
で
に
緩

和
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
事

課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
4
0

長
時

間
労

働
改

善
の

取
組

推
進

掲
載

ペ
ー

ジ
12

0
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き
続

き
、
超

過
勤

務
に
つ
い
て
は
、
所

属
長

に
事

前
命

令
と
条

例
で
定

め
る
上

限
規

制
の
遵

守
を
徹

底
す
る
よ
う
通

知
す
る
ほ
か
、
超

過
勤

務
が
多

い
職

場
に
は
適

宜
人

事
課

に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
な
ど
、
所

属
と

一
体

と
な
っ
て
対

応
策

を
検

討
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時

差
勤

務
な
ど
時

間
・
場

所
に
と
ら
わ
れ
な
い
多

様
な
働

き
方

を
推

進
し
ま
す
。

超
過

勤
務

に
つ
い
て
は
、
所

属
長

に
事

前
命

令
と
条

例
で
定

め
る
上

限
規

制
の
遵

守
を
徹

底
す
る
よ
う
通

知
し
た
ほ
か
、
超

過
勤

務
が
多

い
職

場
に
は
適

宜
人

事
課

に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
な
ど
、
所

属
と
一

体
と
な
っ
て
対

応
策

を
検

討
し
ま
し
た
。

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
感

染
予

防
対

策
及

び
柔

軟
な
働

き
方

の
観

点
か
ら
、
積

極
的

に
実

施
す
る
た
め
特

例
的

に
区

分
や
実

施
上

限
を
拡

大
し
、
運

用
し
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
超

過
勤

務
に
つ
い
て
は
、
所

属
長

に
事

前
命

令
と
条

例
で
定

め
る
上

限
規

制
の
遵

守
を
徹

底
す
る
た
め
、
超

過
勤

務
が
多

い
職

場
に
は
適

宜
人

事
課

に
よ

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
な
ど
、
所

属
と
一

体
と
な
っ
て
超

過
勤

務
縮

減
に
取

り
組

み
ま
す
。

併
せ
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時

差
勤

務
な
ど
時

間
・
場

所
に
と
ら
わ
れ
な
い
多

様
な
働

き
方

を
推

進
し
ま
す
。

課
題

区
職

員
の

男
女

平
等

参
画

の
推

進

事
業

内
容

職
員

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

と
と

も
に

、
区

民
サ

ー
ビ

ス
の

効
果

的
・

効
率

的
な

提
供

を
実

現
す

る
た

め
、

テ
レ

ワ
ー

ク
や

時
差

勤
務

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

の
更

な
る

拡
充

に
よ

り
、

職
員

が
時

間
や

場
所

に
と

ら
わ

れ
ず

に
勤

務
が

で
き

る
「

新
し

い
働

き
方

」
の

確
立

に
取

り
組

み
ま

す
。

施
策

の
方

向
区

職
員

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

超
過

勤
務

対
策

に
つ
い
て
は
、
条

例
で
定

め
る
上

限
規

制
の
遵

守
を
徹

底
を
通

知
す
る
と
と
も
に
、
適

宜
人

事
課

に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
等

、
所

属
と
一

体
と
な
っ
て
進

め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
柔

軟
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
運

用
が
で
き
ま
し
た
。

一
方

で
、
全

庁
の
超

過
勤

務
時

間
に
つ
い
て
は
、
横

ば
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
超

過
勤

務
の
更

な
る
縮

減
に
向

け
た
取

組
が
必

要
で
あ
る
た
め
。

【
区

分
】

（
テ
レ
ワ
ー
ク
Ａ
）テ

レ
ワ
ー
ク
端

末
を
使

用
し
た
在

宅
勤

務
、
（
テ
レ
ワ
ー
ク
Ｂ
）個

人
所

有
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

用
し
た
在

宅
勤

務
、
（
テ
レ
ワ
ー
ク
Ｃ
）
テ
レ
ワ
ー
ク
端

末
や
個

人
所

有
の
パ
ソ
コ
ン
等

を
使

用
し
な
い
在

宅
勤

務
【
上

限
】

テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
原

則
、
週

２
日

（
所

属
長

が
認

め
る
場

合
は
月

８
日

）
ま
で
で
す
が
、
育

児
や
介

護
を
行

う
職

員
、
妊

娠
中

の
職

員
及

び
骨

折
等

の
一

時
的

な
負

傷
に
よ
り
通

勤
が
困

難
な
職

員
に
つ
い
て
は
、
原

則
、
週

４
日

ま
で
と
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
4
1

在
住

・
在

勤
者

の
意

識
・

実
態

調
査

の
実

施
・

検
証

掲
載

ペ
ー

ジ
12

2
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

の
改

定
に
合

わ
せ
て
実

施
し
ま
す
。

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

の
改

定
は
令

和
８
年

度
を
予

定
し
て
い
る
た
め
、
今

年
度

は
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
。

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

の
改

定
に
合

わ
せ
て
実

施
し
ま
す
。

課
題

計
画

推
進

体
制

の
充

実

事
業

内
容

在
住

・
在

勤
者

の
男

女
平

等
参

画
社

会
に

つ
い

て
の

意
識

を
把

握
し

、
行

動
計

画
計

上
事

業
の

評
価

と
し

て
、

定
期

的
に

意
識

調
査

を
実

施
し

ま
す

。
（

前
回

調
査

：
令

和
元

年
度

実
施

）
施

策
の

方
向

計
画

の
進

行
・

管
理

-
-

-

自
己

評
価

ー
 
未

実
施

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

7

− 153 −



4 3

1

4 3

1

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
4
2

男
女

平
等

参
画

施
策

を
進

め
る

行
動

計
画

の
策

定
と

年
次

報
告

の
作

成
及

び
公

表

掲
載

ペ
ー

ジ
12

2
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

に
基

づ
き
、
男

女
平

等
参

画
施

策
が
総

合
的

か
つ
計

画
的

に
進

捗
す
る
よ
う
中

心
的

役
割

を
果

た
し
ま
す
。

ま
た
、
年

次
報

告
書

を
８
月

中
に
発

行
し
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま

す
。

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

に
基

づ
き
、
男

女
平

等
参

画
施

策
が
総

合
的

か
つ
計

画
的

に
進

捗
す
る
よ
う
中

心
的

な
役

割
を
果

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
年

次
報

告
書

を
予

定
ど
お
り
発

行
し
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広

く
公

表
し
ま
し
た
。

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

に
基

づ
き
、
男

女
平

等
参

画
施

策
が
総

合
的

か
つ
計

画
的

に
進

捗
す
る
よ
う
中

心
的

役
割

を
果

た
し
ま
す
。

ま
た
、
年

次
報

告
書

を
８
月

中
に
発

行
し
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。

課
題

計
画

推
進

体
制

の
充

実

事
業

内
容

条
例

に
基

づ
く

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

を
策

定
し

ま
す

。
ま

た
、

計
画

計
上

事
業

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
、

年
次

報
告

を
作

成
し

公
表

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
計

画
の

進
行

・
管

理

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

予
定

ど
お
り
、
計

画
を
進

捗
さ
せ
、
年

次
報

告
書

を
発

行
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
4
3

男
女

平
等

参
画

推
進

会
議

の
充

実

掲
載

ペ
ー

ジ
12

2
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

港
区

男
女

平
等

参
画

推
進

会
議

を
開

催
し
、
男

女
平

等
参

画
行

動
計

画
、

そ
の
他

の
重

要
事

項
を
区

長
の
諮

問
に
応

じ
て
審

議
し
、
男

女
平

等
参

画
の
実

現
に
向

け
た
取

組
を
推

進
し
ま
す
。

港
区

男
女

平
等

参
画

推
進

会
議

を
開

催
し
、
男

女
平

等
参

画
行

動
計

画
、
そ
の
他

の
重

要
事

項
を
区

長
の
諮

問
に
応

じ
て
審

議
し
、
男

女
平

等
参

画
の
実

現
に
向

け
た
取

組
を
推

進
し
ま
し
た
。

港
区

男
女

平
等

参
画

推
進

会
議

を
開

催
し
、
男

女
平

等
参

画
行

動
計

画
、
そ
の
他

の
重

要
事

項
を
区

長
の
諮

問
に
応

じ
て
審

議
し
、
男

女
平

等
参

画
の
実

現
に
向

け
た
取

組
を
推

進
し
ま
す
。

課
題

計
画

推
進

体
制

の
充

実

事
業

内
容

区
長

の
付

属
機

関
と

し
て

、
学

識
経

験
者

、
団

体
、

公
募

区
民

計
1
5
人

の
委

員
で

構
成

す
る

港
区

男
女

平
等

参
画

推
進

会
議

に
お

い
て

、
行

動
計

画
そ

の
他

の
重

要
事

項
を

区
長

の
諮

問
に

応
じ

審
議

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
計

画
の

進
行

・
管

理

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

予
定

通
り
港

区
男

女
平

等
参

画
推

進
会

議
を
開

催
し
、
男

女
平

等
参

画
の
実

現
に
向

け
た
取

組
を
推

進
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

8
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4 3

1

4 3

1

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
4
2

男
女

平
等

参
画

施
策

を
進

め
る

行
動

計
画

の
策

定
と

年
次

報
告

の
作

成
及

び
公

表

掲
載

ペ
ー

ジ
12

2
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

に
基

づ
き
、
男

女
平

等
参

画
施

策
が
総

合
的

か
つ
計

画
的

に
進

捗
す
る
よ
う
中

心
的

役
割

を
果

た
し
ま
す
。

ま
た
、
年

次
報

告
書

を
８
月

中
に
発

行
し
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま

す
。

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

に
基

づ
き
、
男

女
平

等
参

画
施

策
が
総

合
的

か
つ
計

画
的

に
進

捗
す
る
よ
う
中

心
的

な
役

割
を
果

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
年

次
報

告
書

を
予

定
ど
お
り
発

行
し
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広

く
公

表
し
ま
し
た
。

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

に
基

づ
き
、
男

女
平

等
参

画
施

策
が
総

合
的

か
つ
計

画
的

に
進

捗
す
る
よ
う
中

心
的

役
割

を
果

た
し
ま
す
。

ま
た
、
年

次
報

告
書

を
８
月

中
に
発

行
し
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。

課
題

計
画

推
進

体
制

の
充

実

事
業

内
容

条
例

に
基

づ
く

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

を
策

定
し

ま
す

。
ま

た
、

計
画

計
上

事
業

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
、

年
次

報
告

を
作

成
し

公
表

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
計

画
の

進
行

・
管

理

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

予
定

ど
お
り
、
計

画
を
進

捗
さ
せ
、
年

次
報

告
書

を
発

行
で
き
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
4
3

男
女

平
等

参
画

推
進

会
議

の
充

実

掲
載

ペ
ー

ジ
12

2
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

港
区

男
女

平
等

参
画

推
進

会
議

を
開

催
し
、
男

女
平

等
参

画
行

動
計

画
、

そ
の
他

の
重

要
事

項
を
区

長
の
諮

問
に
応

じ
て
審

議
し
、
男

女
平

等
参

画
の
実

現
に
向

け
た
取

組
を
推

進
し
ま
す
。

港
区

男
女

平
等

参
画

推
進

会
議

を
開

催
し
、
男

女
平

等
参

画
行

動
計

画
、
そ
の
他

の
重

要
事

項
を
区

長
の
諮

問
に
応

じ
て
審

議
し
、
男

女
平

等
参

画
の
実

現
に
向

け
た
取

組
を
推

進
し
ま
し
た
。

港
区

男
女

平
等

参
画

推
進

会
議

を
開

催
し
、
男

女
平

等
参

画
行

動
計

画
、
そ
の
他

の
重

要
事

項
を
区

長
の
諮

問
に
応

じ
て
審

議
し
、
男

女
平

等
参

画
の
実

現
に
向

け
た
取

組
を
推

進
し
ま
す
。

課
題

計
画

推
進

体
制

の
充

実

事
業

内
容

区
長

の
付

属
機

関
と

し
て

、
学

識
経

験
者

、
団

体
、

公
募

区
民

計
1
5
人

の
委

員
で

構
成

す
る

港
区

男
女

平
等

参
画

推
進

会
議

に
お

い
て

、
行

動
計

画
そ

の
他

の
重

要
事

項
を

区
長

の
諮

問
に

応
じ

審
議

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
計

画
の

進
行

・
管

理

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

予
定

通
り
港

区
男

女
平

等
参

画
推

進
会

議
を
開

催
し
、
男

女
平

等
参

画
の
実

現
に
向

け
た
取

組
を
推

進
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

8

4 3

1

4 3

2

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
4
4

男
女

平
等

参
画

推
進

会
議

に
よ

る
第

三
者

評
価

の
実

施
《

新
規

》

掲
載

ペ
ー

ジ
12

2
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

行
動

計
画

に
お
け
る
責

任
項

目
に
つ
い
て
、
事

業
の
実

績
を
評

価
し
、
７
月

中
に
答

申
と
し
て
ま
と
め
ま
す
。

行
動

計
画

に
お
け
る
責

任
項

目
に
つ
い
て
、
事

業
の
実

績
を
評

価
し
、
７
月

６
日

に
答

申
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

受
け
た
答

申
に
つ
い
て
は
、
年

次
報

告
書

と
し
て
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
広

く
公

表
し
ま
し
た
。

行
動

計
画

に
お
け
る
責

任
項

目
に
つ
い
て
、
事

業
の
実

績
を
評

価
し
、
７
月

中
に
答

申
と
し
て
ま
と
め
ま
す
。

課
題

計
画

推
進

体
制

の
充

実

事
業

内
容

行
動

計
画

に
お

け
る

特
に

重
点

的
に

取
り

組
む

べ
き

施
策

（
責

任
項

目
）

に
つ

い
て

、
計

画
計

上
事

業
の

実
績

を
評

価
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

計
画

の
進

行
・

管
理

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

予
定

通
り
答

申
を
ま
と
め
、
受

け
た
答

申
を
年

次
報

告
書

と
し
て
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
広

く
公

表
し
た
た
め
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

区
長

室

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
4
5

広
報

・
情

報
誌

の
充

実

掲
載

ペ
ー

ジ
12

2
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

広
報

み
な
と
や
ミ
ナ
ト
マ
ン
ス
リ
ー
と
い
っ
た
広

報
紙

等
を
活

用
し
、
男

女
平

等
参

画
社

会
の
視

点
に
立

っ
た
表

現
を
推

進
し
ま
す
。

広
報

み
な
と
や
ミ
ナ
ト
マ
ン
ス
リ
ー
と
い
っ
た
広

報
紙

等
に
お
い
て
、
男

女
平

等
参

画
社

会
の
視

点
に
立

っ
た
表

現
及

び
内

容
で
掲

載
し
ま
し
た
。

広
報

み
な
と
や
ミ
ナ
ト
マ
ン
ス
リ
ー
と
い
っ
た
広

報
紙

等
を
活

用
し
、
男

女
平

等
参

画
社

会
の
視

点
に
立

っ
た
表

現
を
推

進
し
ま
す
。

課
題

計
画

推
進

体
制

の
充

実

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

に
か

か
る

事
業

の
番

組
制

作
・

発
信

や
、

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
を

発
行

し
、

広
報

・
啓

発
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る

広
報

・
啓

発
の

充
実

-
-

A

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

広
報

み
な
と
に
掲

載
す
る
記

事
に
つ
い
て
は
、
男

性
や
女

性
と
い
っ
た
対

象
者

を
限

定
す
る
よ
う
な
表

現
を
極

力
避

け
、
権

利
や
機

会
平

等
に
与

え
ら

れ
る
表

現
で
作

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
男

女
平

等
参

画
社

会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
」
の
記

事
を
広

報
み
な
と
に
２
度

掲
載

（
４
月

1
1
日

号
・
1
1
月

1
日

号
）

し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

9
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4 3

2

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
4
5

広
報

・
情

報
誌

の
充

実

掲
載

ペ
ー

ジ
1
2
2

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ
ア
シ
ス
」
（
年

4
回

＋
増

刊
号

発
行

）
を
発

行
し

ま
す
。
時

世
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
特

集
記

事
を
心

が
け
る
と
と
も
に
、
区

民
・
団

体
の
誌

面
参

加
を
追

求
し
ま
す
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ク
ラ
ブ
L
」
を
月

３
回

発
行

す
る
と
と
も
に
、
各

種
S
N
S

（
T
w
it
te

r、
F
a
c
e
b
o
o
k
、
In

s
ta

g
ra

m
）
で
の
情

報
発

信
も
積

極
的

に
行

い
ま
す
。

リ
ー
ブ
ラ
H
P
を
よ
り
見

や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
改

定
し
ま
し
た
。

港
区

で
毎

月
発

行
し
て
い
る
「
広

報
み
な
と
」
内

の
「
み
な
と
お
し
ら
せ
ボ
ー
ド
」
に
て
、
主

催
講

座
な
ど
の
情

報
を
掲

載
し
ま
し
た
。

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ
ア
シ
ス
」
を
発

行
し
（
季

刊
4
号

・
特

集
1
号

）
、
特

集
記

事
や
団

体
の
取

組
を
紹

介
な
ど
、
情

報
を
発

信
し
ま
し
た
。

毎
月

3
回

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ク
ラ
ブ
L
」
を
発

行
し
、
主

催
講

座
等

の
お
知

ら
せ
の
ほ
か
、
施

設
の
利

用
案

内
を
記

載
し
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
S
N
S

（
T
w
it
te

r、
fa

c
e
b
o
o
k
、
In

s
ta

g
ra

m
）
を
活

用
し
、
従

来
の
利

用
者

だ
け
で
な
く
、
若

年
層

に
も
認

知
さ
れ
る
よ
う
、
情

報
の
発

信
を
行

い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

用
や
情

報
誌

の
発

行
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
S
N
S
の
発

信
を
と

お
し
て
、
港

区
に
お
け
る
男

女
平

等
参

画
事

業
の
広

報
と
啓

発
活

動
を
行

い
ま
す
。

課
題

計
画

推
進

体
制

の
充

実

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

に
か

か
る

事
業

の
番

組
制

作
・

発
信

や
、

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
を

発
行

し
、

広
報

・
啓

発
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る

広
報

・
啓

発
の

充
実

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

H
P
を
抜

本
的

に
改

定
し
、
よ
り
美

し
く
、
見

や
す
く
、
親

し
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

港
区

発
行

の
広

報
誌

「
広

報
み
な
と
」
に
主

催
講

座
の
情

報
を
掲

示
し
、
区

民
に
向

け
て
広

く
情

報
を
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

リ
ー
ブ
ラ
が
発

行
す
る
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
で
は
、
毎

号
の
特

集
で
そ
れ
ぞ
れ
男

女
平

等
参

画
/
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
な
社

会
の
視

点
に
立

っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
企

画
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ク
ラ
ブ
L
」
、
S
N
S
（T

w
it
te

r、
fa

c
e
b
o
o
k
、
In

s
ta

g
ra

m
）
を
活

用
し
、
リ
ー
ブ
ラ
で
の
多

様
な
価

値
観

に
沿

っ
た
活

動
を
配

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
港

区
広

報
誌

「
広

報
」
み
な
と
】

1
.「
み
な
と
お
し
ら
せ
ボ
ー
ド
」
に
て
主

催
講

座
な
ど
の
情

報
掲

示
（
不

定
期

）
【
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
】

1
.令

和
4
年

6
月

発
行

「
特

集
　
戦

争
と
平

和
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
考

え
る
」
V
o
l.
7
3

2
.令

和
4
年

8
月

発
行

「
特

集
　
Ｗ
it
h
コ
ロ
ナ
時

代
の
料

理
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
V
o
l.
7
4

3
.令

和
4
年

1
1
月

発
行

「
特

集
　
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症

と
女

性
を
め
ぐ
る
課

題
」
V
o
l.
7
5

4
.令

和
5
年

2
月

発
行

「
特

集
　
世

界
の
映

画
か
ら
考

え
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
V
o
l.
7
6

5
.令

和
5
年

3
月

発
行

「
特

集
　
大

人
も
知

り
た
い
、
今

ど
き
の
性

教
育

」
特

集
号

【
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ク
ラ
ブ
L
」
】

1
.毎

月
3
回

（1
日

、
1
1
日

、
2
1
日

）・
臨

時
号

1
回

（令
和

4
年

7
月

7
日

）発
行

、
月

平
均

4
8
7
人

配
信

【S
N
S
】

T
w
it
te

r：
フ
ォ
ロ
ワ
ー
5
4
6
　
前
年
度
比
1
3
6
％
、
F
a
c
e
b
o
o
k
：フ

ォ
ロ
ワ
ー
7
8
6
　
前
年
度
比
1
1
4
％
、
In

s
ta

g
ra

m
：
フ
ォ
ロ
ワ
ー

2
1
4
　
前

年
度

比
1
4
4
％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

1
0
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4 3

2

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
4
5

広
報

・
情

報
誌

の
充

実

掲
載

ペ
ー

ジ
1
2
2

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ
ア
シ
ス
」
（
年

4
回

＋
増

刊
号

発
行

）
を
発

行
し

ま
す
。
時

世
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
特

集
記

事
を
心

が
け
る
と
と
も
に
、
区

民
・
団

体
の
誌

面
参

加
を
追

求
し
ま
す
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ク
ラ
ブ
L
」
を
月

３
回

発
行

す
る
と
と
も
に
、
各

種
S
N
S

（
T
w
it
te

r、
F
a
c
e
b
o
o
k
、
In

s
ta

g
ra

m
）
で
の
情

報
発

信
も
積

極
的

に
行

い
ま
す
。

リ
ー
ブ
ラ
H
P
を
よ
り
見

や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
改

定
し
ま
し
た
。

港
区

で
毎

月
発

行
し
て
い
る
「
広

報
み
な
と
」
内

の
「
み
な
と
お
し
ら
せ
ボ
ー
ド
」
に
て
、
主

催
講

座
な
ど
の
情

報
を
掲

載
し
ま
し
た
。

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「
オ
ア
シ
ス
」
を
発

行
し
（
季

刊
4
号

・
特

集
1
号

）
、
特

集
記

事
や
団

体
の
取

組
を
紹

介
な
ど
、
情

報
を
発

信
し
ま
し
た
。

毎
月

3
回

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ク
ラ
ブ
L
」
を
発

行
し
、
主

催
講

座
等

の
お
知

ら
せ
の
ほ
か
、
施

設
の
利

用
案

内
を
記

載
し
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
S
N
S

（
T
w
it
te

r、
fa

c
e
b
o
o
k
、
In

s
ta

g
ra

m
）
を
活

用
し
、
従

来
の
利

用
者

だ
け
で
な
く
、
若

年
層

に
も
認

知
さ
れ
る
よ
う
、
情

報
の
発

信
を
行

い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

用
や
情

報
誌

の
発

行
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
S
N
S
の
発

信
を
と

お
し
て
、
港

区
に
お
け
る
男

女
平

等
参

画
事

業
の
広

報
と
啓

発
活

動
を
行

い
ま
す
。

課
題

計
画

推
進

体
制

の
充

実

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

に
か

か
る

事
業

の
番

組
制

作
・

発
信

や
、

男
女

平
等

参
画

情
報

誌
「

オ
ア

シ
ス

」
を

発
行

し
、

広
報

・
啓

発
を

行
い

ま
す

。
施

策
の

方
向

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る

広
報

・
啓

発
の

充
実

-
-

B

自
己

評
価

Ａ
　

ほ
ぼ

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

H
P
を
抜

本
的

に
改

定
し
、
よ
り
美

し
く
、
見

や
す
く
、
親

し
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

港
区

発
行

の
広

報
誌

「
広

報
み
な
と
」
に
主

催
講

座
の
情

報
を
掲

示
し
、
区

民
に
向

け
て
広

く
情

報
を
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

リ
ー
ブ
ラ
が
発

行
す
る
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
で
は
、
毎

号
の
特

集
で
そ
れ
ぞ
れ
男

女
平

等
参

画
/
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
な
社

会
の
視

点
に
立

っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
企

画
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ク
ラ
ブ
L
」
、
S
N
S
（T

w
it
te

r、
fa

c
e
b
o
o
k
、
In

s
ta

g
ra

m
）
を
活

用
し
、
リ
ー
ブ
ラ
で
の
多

様
な
価

値
観

に
沿

っ
た
活

動
を
配

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
港

区
広

報
誌

「
広

報
」
み
な
と
】

1
.「
み
な
と
お
し
ら
せ
ボ
ー
ド
」
に
て
主

催
講

座
な
ど
の
情

報
掲

示
（
不

定
期

）
【
男

女
平

等
参

画
情

報
誌

「
オ
ア
シ
ス
」
】

1
.令

和
4
年

6
月

発
行

「
特

集
　
戦

争
と
平

和
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
考

え
る
」
V
o
l.
7
3

2
.令

和
4
年

8
月

発
行

「
特

集
　
Ｗ
it
h
コ
ロ
ナ
時

代
の
料

理
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
V
o
l.
7
4

3
.令

和
4
年

1
1
月

発
行

「
特

集
　
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症

と
女

性
を
め
ぐ
る
課

題
」
V
o
l.
7
5

4
.令

和
5
年

2
月

発
行

「
特

集
　
世

界
の
映

画
か
ら
考

え
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
V
o
l.
7
6

5
.令

和
5
年

3
月

発
行

「
特

集
　
大

人
も
知

り
た
い
、
今

ど
き
の
性

教
育

」
特

集
号

【
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ク
ラ
ブ
L
」
】

1
.毎

月
3
回

（1
日

、
1
1
日

、
2
1
日

）・
臨

時
号

1
回

（令
和

4
年

7
月

7
日

）発
行

、
月

平
均

4
8
7
人

配
信

【S
N
S
】

T
w
it
te

r：
フ
ォ
ロ
ワ
ー
5
4
6
　
前
年
度
比
1
3
6
％
、
F
a
c
e
b
o
o
k
：フ

ォ
ロ
ワ
ー
7
8
6
　
前
年
度
比
1
1
4
％
、
In

s
ta

g
ra

m
：
フ
ォ
ロ
ワ
ー

2
1
4
　
前

年
度

比
1
4
4
％

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

1
0

4 3

3

4 3

3

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
4
6

港
区

男
女

平
等

参
画

行
政

推
進

会
議

の
連

携
強

化

掲
載

ペ
ー

ジ
1
2
3

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

男
女

平
等

参
画

行
政

推
進

会
議

を
必

要
に
応

じ
て
開

催
し
、
区

の
男

女
平

等
参

画
施

策
の
計

画
的

な
推

進
に
関

し
協

議
し
ま
す
。

令
和

４
年

度
は
、
男

女
平

等
参

画
行

政
推

進
会

議
の
開

催
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
港

区
男

女
平

等
参

画
推

進
会

議
か
ら
の
答

申
を
受

け
、
全

庁
に
共

有
し
、
行

動
計

画
を
推

進
し
ま
し
た
。

必
要

に
応

じ
て
、
男

女
平

等
参

画
行

政
推

進
会

議
を
開

催
し
、
区

の
男

女
平

等
参

画
施

策
の
計

画
的

な
推

進
に
関

し
協

議
し
ま
す
、

課
題

計
画

推
進

体
制

の
充

実

事
業

内
容

庁
内

の
横

断
的

組
織

で
あ

る
「

男
女

平
等

参
画

行
政

推
進

会
議

」
を

開
催

し
、

区
の

男
女

平
等

参
画

施
策

の
計

画
的

な
推

進
に

関
し

協
議

し
ま

す
。

ま
た

、
行

動
計

画
の

進
捗

状
況

を
踏

ま
え

、
全

庁
的

に
行

動
計

画
を

推
進

し
ま

す
。

施
策

の
方

向
組

織
の

連
携

-
-

-

自
己

評
価

ー
 
未

実
施

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

各
課

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
4
7

男
女

平
等

参
画

の
視

点
で

の
施

策
の

実
施

掲
載

ペ
ー

ジ
1
2
3

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

の
計

画
計

上
事

業
に
つ
い
て
、
事

業
実

績
調

査
を
行

う
と
と
も
に
、
進

捗
状

況
に
つ
い
て
担

当
課

に
よ
る
自

己
評

価
を
全

事
業

で
実

施
し
ま
す
。

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

の
計

画
計

上
事

業
に
つ
い
て
、
４
月

に
事

業
実

績
調

査
を
行

い
、
事

業
担

当
課

に
よ
る
全

事
業

の
自

己
評

価
を
実

施
し
ま
し
た
。

男
女

平
等

参
画

行
動

計
画

の
計

画
計

上
事

業
に
つ
い
て
、
事

業
実

績
調

査
を
行

う
と
と
も
に
、
進

捗
状

況
に
つ
い
て
担

当
課

に
よ
る
自

己
評

価
を
全

事
業

で
実

施
し
ま

す
。

課
題

計
画

推
進

体
制

の
充

実

事
業

内
容

男
女

平
等

参
画

を
推

進
す

る
に

は
、

分
野

横
断

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

す
。

区
の

全
て

の
施

策
に

つ
い

て
、

男
女

平
等

参
画

の
視

点
に

留
意

し
推

進
し

ま
す

。
施

策
の

方
向

組
織

の
連

携

-
-

B

自
己

評
価

Ｂ
　

お
お

む
ね

達
成

自
己

評
価

理
由

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

担
当

課
に
事

業
実

績
調

査
を
依

頼
し
、
取

組
の
進

捗
を
確

認
し
ま
し
た
。

自
己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

1
1
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4 4

1

人
権

・
男

女
平

等
参

画
担

当

目
標

男
女

平
等

参
画

社
会

実
現

に
向

け
た

推
進

体
制

を
充

実
す

る
事

業
名

1
4
8

区
民

・
団

体
等

へ
の

支
援

掲
載

ペ
ー

ジ
1
2
4

担
当

課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き

続
き

、
助

成
事

業
に

よ
る

団
体

育
成

を
行

い
ま

す
。
助

成
事

業
に

採
択

さ
れ

た
団

体
だ

け
で

な
く

、
説

明
会

に
参

加
し

た
団

体
や

応
募

し
た

団
体

に
も

、
学

習
団

体
ま

た
は

推
進

団
体

登
録

を
促

し
、
男

女
平

等
参

画
セ

ン
タ

ー
（
リ

ー
ブ

ラ
）の

積
極

的
な

利
用

を
目

指
し

ま
す

。
S

N
S

や
各

種
イ

ベ
ン

ト
等

で
、
新

規
団

体
登

録
の

増
加

に
向

け
て

広
報

活
動

を
行

い
ま

す
。

助
成

事
業

に
は

、
男

女
平

等
参

画
社

会
の

実
現

と
い

う
目

的
に

賛
同

す
る

港
区

の
個

人
・
団

体
に

向
け

て
、
ま

た
リ

ー
ブ

ラ
に

団
体

登
録

し
て

い
な

い
団

体
に

向
け

て
も

広
く

開
か

れ
た

事
業

と
し

て
実

施
し

て
い

ま
す

。
令

和
4

年
度

の
助

成
事

業
に

つ
い

て
は

、
令

和
3

年
9

月
2

9
日

と
1
0

月
9

日
に

説
明

会
を

実
施

し
、

2
回

の
選

考
を

経
て

結
果

、
5

団
体

の
実

施
し

ま
し

た
。
ま

た
、
令

和
5

年
度

の
説

明
会

を
令

和
4

年
9

月
2

5
日

と
1
0

月
2

日
に

開
催

し
、
1
3

件
の

応
募

を
受

け
、
そ

の
う

ち
8

件
の

助
成

を
決

定
し

ま
し

た
。

区
民

・
区

の
団

体
に

よ
り

主
催

す
る

団
体

育
成

支
援

事
業

実
施

の
支

援
を

継
続

し
ま

す
。
リ

ー
ブ
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績
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続
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に
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令

和
3

年
9

月
2

9
日

と
1
0

月
9

日
に

説
明

会
を

実
施

し
、

2
回

の
選

考
を

経
て

結
果

、
5

団
体

の
実

施
し

ま
し

た
。
ま

た
、
令

和
5

年
度

の
説

明
会

を
令
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催
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な
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地
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課

目
標

男
女
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等

参
画
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実
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に
向

け
た

推
進

体
制

を
充
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る
事

業
名

1
4
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Ｎ
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Ｏ
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動
助

成
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載

ペ
ー

ジ
12

4
担

当
課

令
和

４
年

度
の

事
業

目
標

令
和

４
年

度
の

事
業

実
績

・
推

進
状

況
次

年
度

の
事

業
目

標

引
き

続
き

、
審

査
会

の
女

性
比

率
5

0
％

以
上

を
目

標
と

し
、
公

平
な

視
点

で
団

体
ヒ

ア
リ

ン
グ

等
、
審

査
段

階
か

ら
男

女
平

等
参

画
の

視
点

を
も

っ
て

審
査

し
ま

す
。
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動
助

成
決

定
団

体
に

つ
い

て
は

、
さ

ら
に

男
女

平
等

参
画

に
留

意
し

た
事

業
運

営
を

行
う

よ
う

注
意

喚
起

を
行

う
と

と
も

に
団

体
活

動
を

支
援

し
ま

す
。
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６
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O
活

動
助

成
審
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を
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催
し

ま
し

た
。
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員
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、
男

女
3

人
ず
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（
女

性
比

率
５

０
％

達
成

）
バ

ラ
ン

ス
よ

く
構

成
し

て
お

り
、
助

成
申

請
団

体
に
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い

て
は

、
審

査
の
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ら

男
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平
等

参
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の
視

点
を

も
っ

て
審

査
し

ま
し

た
。
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続
き

、
審

査
会

の
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率
5

0
％

以
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を
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と

し
、
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平
な

視
点

で
団

体
ヒ

ア
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ン
グ
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、
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査
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ら
男
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平
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参
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の
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点

を
も

っ
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審
査

し
ま

す
。
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助
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決
定

団
体

に
つ

い
て

は
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さ

ら
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女

平
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参
画

に
留

意
し

た
事

業
運

営
を

行
う

よ
う

注
意

喚
起

を
行

う
と

と
も

に
団

体
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

課
題
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民

・
事

業
者

・
教
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機

関
等

と
の

連
携

事
業

内
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な

と
パ
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ト

ナ
ー

ズ
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金
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活
用

し
、

区
内

で
活

動
す

る
Ｎ

Ｐ
Ｏ

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
が

行
う

公
益

活
動

に
対

し
、

そ
の

経
費

の
一

部
を

助
成

し
ま

す
。
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具
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員

は
、
男

女
3

人
ず

つ
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性
比

率
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達
成

）
バ

ラ
ン

ス
よ

く
構

成
し

て
お

り
、
審

査
段

階
か

ら
男

女
平

等
参

画
の

視
点

を
も

っ
て

審
査

し
た

た
め

。

第
1
回

審
査

会
　

令
和

4
年

４
月

1
8

日
（
月

）
第

１
回

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
　

令
和

4
年

５
月

9
日

（
月

）
第

２
回

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
及

び
第

２
回

審
査

会
　

令
和

4
年

５
月

1
6

日
（
月

）
中

間
視

察
　

令
和

4
年

1
1
月

7
日

（
月

）
活

動
報

告
会

　
令

和
5

年
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月
3
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（
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己

評
価

の
推

移

3
1
/
元

2
3

そ
の

他
、

事
業

の
実

績
・

推
進

に
か

か
る

具
体

的
情

報

令
和

４
年

1
1
月

1
日

よ
り

東
京

都
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
宣

誓
制

度
の

運
用

が
開

始
さ

れ
た

こ
と

に
伴

い
、
あ

ら
た

め
て

「
み

な
と

マ
リ

ア
ー

ジ
ュ

制
度

」
と

の
違

い
や

連
携

を
図

る
た

め
の

出
前

講
座

を
実

施
し

、
講

師
に

「
み

な
と

マ
リ

ア
ー

ジ
ュ

制
度

」
の

標
準

様
式

と
さ

れ
る

契
約

書
の

原
型

を
作

成
し

た
弁

護
士

を
招

き
、
条

項
の

重
要

性
や

効
力

、
都

と
の

連
携

等
に

つ
い

て
学

習
し

ま
し

た
。

ま
た

、
全

国
の

自
治

体
や

セ
ン

タ
ー

か
ら

多
数

寄
せ

ら
れ

る
、
講

座
内

容
へ

の
問

合
せ

や
講

師
の

紹
介

等
、
対

応
し

ま
し

た
。

1
．
令

和
4
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1
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Ⅲ 港 区 男 女 平 等 参 画 推 進 会 議 

答 申 

 



第４次港区男女平等参画行動計画（令和３年度～

８ 年 度 ） 令 和 ４ 年 度 事 業 実 績 の 評 価 に つ い て

答 申

令和５年７月 日

港区男女平等参画推進会議

− 163 −



− 164 −



1 

１ 令和４年度事業実績評価の実施について

（１）事業評価の意義

平成１６年４月１日に施行された港区男女平等参画条例（以下「条例」という。）

は、次の７つの基本理念を掲げています（条例第３条）。 

 

１ 人権尊重と性別等による差別の解消 

２ 性的指向、性自認及び性別表現の尊重と干渉、侵害の禁止 

３ 社会制度や慣行の中立性及び個性と能力の発揮の確保 

４ 意思決定過程での男女の平等参画 

５ 男女の家庭生活と社会生活の両立 

６ 生涯を通じての健康と妊娠・出産等に関する権利の尊重 

７ 教育の場での男女平等参画推進 

 

この基本理念を実現していくために、区は港区男女平等参画行動計画を策定

し（条例第１２条）、それに基づいた事業を平成１７年度から実施してきました。 

 事業評価は、令和３年３月に策定された第４次港区男女平等参画行動計画―

みんなで進めよう 男女平等―（以下「行動計画」という。）に盛り込まれた事業

を第三者の立場で評価するものであり、条例第１５条に基づいて設置された港

区男女平等参画推進会議が区長の諮問に応じ、調査審議を行いました（条例第１

６条）。 

港区男女平等参画推進会議委員は、学識経験者・区内の男女平等参画関係団体

に属する者・公募区民から構成されており、この事業評価は区民目線で客観的に

行ったものです。第三者による事業評価を行うことによって、様々な視点から事

業の実施状況の課題が明らかになり、区は、それを今後の事業展開に生かしてい

くことができます。 

 
（２）事業評価の対象

 令和３年３月に策定された行動計画には、条例の基本理念に基づき、次の４つ

の目標が設定されています。 

 

１ あらゆる場における男女平等参画を推進する 

２ ワーク・ライフ・バランスを推進する 

３ 人権の尊重と生涯を通じた健康を支援する 

４ 男女平等参画社会実現に向けた推進体制を充実する 

 

− 165 −



 2 

そのなかで、区が重点的に取り組むべき「施策の方向」を「責任項目」と位置

付け、第三者評価の対象としています。 

 今年度の事業評価は、８つの責任項目に属する２５事業の令和４年度におけ

る取組について評価しました。 

 
【責任項目】 

１ 事業者における女性の活躍の促進 

２ 審議会等委員への女性の参画拡大 

３ 防災分野における男女平等参画の推進 

４ 働き方改革に対応した職場環境の整備促進 

５ 在宅介護を担う男女に対する支援の充実 

６ 性別等による差別の根絶に向けた働きかけ 

７ 暴力防止教育と啓発 

８ 区民に親しまれる施設としての機能の充実 

 
（３）事業評価の方法

 今回の事業評価は、それぞれの事業について、担当課が事前に行った自己評価

結果や事業に関する資料・データをもとに、港区男女平等参画推進会議が第三者

の立場で取組を検証したものです。 

 評価に当たっては、事業ごとに設定された目標に対する進捗度や男女平等参

画の視点での実施状況から、「ほぼ達成」「おおむね達成」「達成半ば」「不十分で

課題がある」「不十分で課題が多い」「未実施」の６段階で評価しました。なお、

評価については、責任項目毎に設定した評価の視点や基準を踏まえています。 

 具体的な作業は、港区男女平等参画推進会議を２つの部会に分け、第一部会は

安中委員が部会長に、第二部会は藤間委員が部会長となり、必要に応じて担当課

職員等から事業に関する説明を受ける中で、各事業の評価を部会ごとに議論し、

評価を行った上で、最終的に港区男女平等参画推進会議として、答申にまとめま

した。 

なお、港区の評価の特徴は各事業の評価理由を具体的に示しているところで

すが、これは各部会における議論により決定しています。 

（４）事業評価の結果

 今回の事業評価結果は、責任項目８項目のうち「ほぼ達成」が３項目、「おお

むね達成」が５項目であり、「達成半ば」、「不十分で課題がある」「不十分で課題

が多い」「未実施」はありませんでした。今回、「おおむね達成」であった責任項

目については「ほぼ達成」をめざしてください。 

 責任項目下の２５事業の今回の事業評価結果は、「ほぼ達成」が１３事業、「お
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 責任項目下の２５事業の今回の事業評価結果は、「ほぼ達成」が１３事業、「お

3 

おむね達成」が１１事業、「達成半ば」が１事業となっています。 

 今回、「おおむね達成」であった責任項目については、「ほぼ達成」をめざして

ください。 

行動計画の取組を進める上では、港区男女平等参画推進会議各委員が事業評

価に際して提示した意見をまとめた「評価理由等」を参考にしていただき、可能

な限り次年度の取組に反映させていただきたいと考えます。 

また、男女平等参画を進めるためには、担当課を横断する事業が多々あります。

担当課において、男女平等参画の推進へのさらなる理解を深め、担当課間での連

携・協力が必要な事業については、調整を行い、その実態を次年度の自己評価結

果や事業に関する資料・データにおいて示していただければと思います。 

港区男女平等参画推進会議は、行動計画が掲げる目標の実現に向け、積極的な

取組が展開されることを期待します。 
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 4 

責任項目

１ 

目 標 １ あらゆる場における男女平等参画を推進する 

課 題 １ 働く場における女性の活躍の促進

施策の方向１ 事業者における女性の活躍の促進

○ 評価基準 

１．事業者への啓発・情報提供が効果的に行われたか

２．最新の情報提供に努めたか

３．事業者における女性活躍の推進のための働きかけができたか

４．事業の効果を検証したか 

 

● 総合評価 

評価 評価理由等

Ａ ほぼ達成 

事業者における女性活躍の推進に向けて、各事業が効果的に実施され

ており、評価できます。また、講座やセミナーの実施に当たっては、

オンライン開催や講座内容に合わせて開催時間を工夫するなど、受講

者が受講しやすい環境が整備されています。 

今後は、各事業への参加者増加のため、裾野を広げる周知方法の工夫

に期待します。また、事業評価を適切に行うため、定量的な目標を掲

げるよう努めてください。 

 

● 事業別評価 

事業名 評価 評価理由等

１

ワーク･ライフ･バラ

ンス推進企業認定制

度の推進
Ａ ほぼ達成

・新規認定企業数が大きく増加していることや、継続企業

数も着実に目標を達成していることから、本事業の成果

を評価できます。また、申請のあった企業については、

実態確認のため、ヒアリングを行っており、工夫してい

ることを評価します。

・事業周知用リーフレットの送付について、港区の入札参

加資格がある事業者に郵送で送付しているということ

ですが、より裾野を広げる工夫に期待します。

２
区との契約希望事業者

に対する働きかけ Ａ ほぼ達成

・工事の特別簡易型総合評価方式について、令和４年度か

ら新たに厚生労働省の「女性活躍推進認定」及び「次世

代育成推進認定」を評価項目に追加したことについて、

政策への実行力が強く、評価できます。

・業務委託契約については、昨年度までは「ワーク・ライ

フ・バランス推進企業認定」と「女性活躍推進認定」そ

れぞれで 点の評価点でしたが、今年度からはいずれ

かを取得している場合の評価として、 点に統合され

ています。区としては苦渋の決断だったと思われます

が、取組の中で丁寧に変更点や変更趣旨等の説明を行っ

ていくことを期待します。
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5 

事業名 評価 評価理由等

３
事業者向け講座・講演

会の開催 Ａ ほぼ達成

・ワーク・ライフ・バランスに関連した事業者向けセミナ

ー開催後、社会保険労務士による個別相談会を実施して

いることを評価します。今後は、オンライン開催の整備

や労働基準監督署との連携に期待します。

・リーブラが実施している出前講座については、企業が行

いにくいテーマを実施しており、勇気ある決断です。引

き続き、行政の視点から様々な講座を実施することを期

待します。

４
労働関係法令、各種制

度の周知
Ａ ほぼ達成

・産業振興センターのコワーキングスペースや成人式に

て、ポケット労働法のウェブ版ページをご案内する紹介

ちらしを配布していることを評価します。今後は、ちら

しの配付効果を検証するため、アンケートの実施等の取

組を期待します。

・リーブラが行っている各講座において、高い満足度が得

られていることを評価します。

５

事業者に対する女性活

躍推進法に基づく一般

事業主行動計画策定の

啓発《新規》

Ｂ おおむね達成

・開催講座について、業務の一環として参加できるよう平

日の昼間に開催していることを評価します。理論編と実

践編それぞれ年１回の開催となっているため、回数を増

やすことを期待します。

・今後は、中小企業等の参加者増加に向けた事業周知の工

夫に努めてください。

６

各種ハラスメント対策

の強化に向けた支援

《新規》
Ａ ほぼ達成

・出前講座は、港区ならではの有意義な取組として、企業

が関心を持つ内容に合わせて実施していることを評価し

ます。周知については、リーブラだけではなく、港区ホー

ムページにおいても行う等の工夫に努めてください。

・企業向けの出前講座の実施時間について、企業の希望に

合わせて、実施していることを評価します。
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 6 

責任項目

２ 

目 標 １ あらゆる場における男女平等参画を推進する 

課 題 ２ 政策・方針決定過程への女性の参画促進

施策の方向１ 審議会等委員への女性の参画拡大

○ 評価基準 

１．審議会等への女性の参画推進のためのガイドラインを周知したか

２．各課において女性委員割合を向上するための取組ができたか

３．審議会等の女性委員の比率が高まったか

４ 女性委員がいない審議会等がなくなったか

 

● 総合評価 

評価 評価理由等

Ｂ おおむね達成 

作成したガイドラインについて、全庁に対して周知されていることは

評価できます。 

区の審議会等における女性委員比率は、若干上昇していることは成果

として認められますが、まだ目標に掲げた数値には達していません。

引き続き、目標達成に向けた取組に期待します。また、審議会等の開

催に際して、一時保育の実施や開催時間の工夫など、性別等にかかわ

りなく参加できる工夫がされています。今後は、オンライン開催につ

いても記載することを期待します。 

 

● 事業別評価 

事業名 評価 評価理由等

女性の参画推進のた

めのガイドラインの

作成・周知《新規》
Ａ ほぼ達成

・作成されたガイドラインについて、目標がしっかりと数

値化されているとともに、全庁に対して周知されいるこ

とは評価できます。

・性の多様性を踏まえ、次回計画策定時の令和８年度以降

は、性別の捉え方について、整理・検討が行われること

を期待します。

審議会等委員の女性

参画の推進 Ｃ 達成半ば

・資料の作成にあたり、区職員の管理職女性比率について

も詳しく分析していることは評価します。

・女性の参画推進のためのガイドライン作成後、若干女性

委員が増えていることは成果として評価できます。

・まだ目標を達成できていない審議会等が複数あることか

ら、目標達成に向けた取組に期待します。
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 6 

責任項目

２ 

目 標 １ あらゆる場における男女平等参画を推進する 

課 題 ２ 政策・方針決定過程への女性の参画促進

施策の方向１ 審議会等委員への女性の参画拡大

○ 評価基準 

１．審議会等への女性の参画推進のためのガイドラインを周知したか

２．各課において女性委員割合を向上するための取組ができたか

３．審議会等の女性委員の比率が高まったか

４ 女性委員がいない審議会等がなくなったか

 

● 総合評価 

評価 評価理由等

Ｂ おおむね達成 

作成したガイドラインについて、全庁に対して周知されていることは

評価できます。 

区の審議会等における女性委員比率は、若干上昇していることは成果

として認められますが、まだ目標に掲げた数値には達していません。

引き続き、目標達成に向けた取組に期待します。また、審議会等の開

催に際して、一時保育の実施や開催時間の工夫など、性別等にかかわ

りなく参加できる工夫がされています。今後は、オンライン開催につ

いても記載することを期待します。 

 

● 事業別評価 

事業名 評価 評価理由等

女性の参画推進のた

めのガイドラインの

作成・周知《新規》
Ａ ほぼ達成

・作成されたガイドラインについて、目標がしっかりと数

値化されているとともに、全庁に対して周知されいるこ

とは評価できます。

・性の多様性を踏まえ、次回計画策定時の令和８年度以降

は、性別の捉え方について、整理・検討が行われること

を期待します。

審議会等委員の女性

参画の推進 Ｃ 達成半ば

・資料の作成にあたり、区職員の管理職女性比率について

も詳しく分析していることは評価します。

・女性の参画推進のためのガイドライン作成後、若干女性

委員が増えていることは成果として評価できます。

・まだ目標を達成できていない審議会等が複数あることか

ら、目標達成に向けた取組に期待します。

7 

事業名 評価 評価理由等

性別にかかわりなく

参加できる工夫 Ｂ おおむね達成

・審議会等にオンラインで参加できることも工夫の一つと

して挙げられると考えられます。

・子育て中の方への配慮だけではなく、介護をしている方

への配慮についても報告を期待します。

− 171 −



 8 

責任項目

３ 

目 標 １ あらゆる場における男女平等参画を推進する 

課 題 ６ 男女平等参画の視点に立った防災対策の充実

施策の方向１ 防災分野における男女平等参画の推進

○ 評価基準 

１．防災組織や防災訓練への女性の参画が拡大したか

２．事業が進捗しているか

３．男女平等参画の推進に寄与しているか

４．事業の効果を検証したか 

 

● 総合評価 

評価 評価理由等

Ｂ おおむね達成

男女平等参画の視点を踏まえた防災対策や、防災分野における女性の

参画の促進に向けた取組がされていることを評価します。 

しかしながら、地域防災組織や防災訓練への女性の参画が少ない状態

が続いており、工夫、検討の余地があります。引き続き、改善に向け

た取組に期待します。 

 

● 事業別評価 

事業名 評価 評価理由等

地域防災組織・防災訓

練への女性の参画促進 Ｂ おおむね達成

・前年度と比較して、女性委員の比率が増えたことは評価

します。

・令和８年度が計画の最終年度ですが、大地震や大災害は

いつ発生するかわからないことから、目標にかかわら

ず、積極的に女性の参画促進に努めてください。

・令和８年度以降の計画策定時には、各地域のライフスタ

イルや年齢構成等を考慮したうえで策定することが望

ましいと考えます。

男女平等参画の視点に

立った防災対策の推進 Ａ ほぼ達成

・男女平等参画の視点を踏まえた避難所運営について、災

害発生に備え、カイロやおりものシート、生理用ショー

ツ等、計画期間にかかわらず、前倒しして用意している

ことを評価します。

・引き続き、多様な視点を踏まえた防災対策の推進に期待

します。
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 8 

責任項目

３ 

目 標 １ あらゆる場における男女平等参画を推進する 

課 題 ６ 男女平等参画の視点に立った防災対策の充実

施策の方向１ 防災分野における男女平等参画の推進

○ 評価基準 

１．防災組織や防災訓練への女性の参画が拡大したか

２．事業が進捗しているか

３．男女平等参画の推進に寄与しているか

４．事業の効果を検証したか 

 

● 総合評価 

評価 評価理由等

Ｂ おおむね達成

男女平等参画の視点を踏まえた防災対策や、防災分野における女性の

参画の促進に向けた取組がされていることを評価します。 

しかしながら、地域防災組織や防災訓練への女性の参画が少ない状態

が続いており、工夫、検討の余地があります。引き続き、改善に向け

た取組に期待します。 

 

● 事業別評価 

事業名 評価 評価理由等

地域防災組織・防災訓

練への女性の参画促進 Ｂ おおむね達成

・前年度と比較して、女性委員の比率が増えたことは評価

します。

・令和８年度が計画の最終年度ですが、大地震や大災害は

いつ発生するかわからないことから、目標にかかわら

ず、積極的に女性の参画促進に努めてください。

・令和８年度以降の計画策定時には、各地域のライフスタ

イルや年齢構成等を考慮したうえで策定することが望

ましいと考えます。

男女平等参画の視点に

立った防災対策の推進 Ａ ほぼ達成

・男女平等参画の視点を踏まえた避難所運営について、災

害発生に備え、カイロやおりものシート、生理用ショー

ツ等、計画期間にかかわらず、前倒しして用意している

ことを評価します。

・引き続き、多様な視点を踏まえた防災対策の推進に期待

します。

9 

○ 評価基準 

１．事業者への啓発・情報提供が効果的に行われたか

２．最新の情報提供に努めたか

３．事業者における女性活躍の推進のための働きかけができたか

４ 事業の効果を検証したか 

 

● 総合評価 

評価 評価理由等

Ｂ おおむね達成 

ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組が効果的に実施されて

いることは評価できます。中小企業の発展につながるよう、より裾野

を広げた周知、啓発を期待します。 

また、事業報告書については、記載内容の充実や所管部署間での調整

を図り、工夫や改善点がわかりやすく整理されるよう努めてください。 

 

● 事業別評価 

事業名 評価 評価理由等

事業者に対する次世代

育成支援対策推進法に

基づく一般事業主行動

計画策定の啓発

Ｂ おおむね達成

・一般事業主行動計画策定に向けた啓発のため、仕事と家

庭の両立支援事業のリーフレットの活用や関連講座の

実施については、評価します。

・事業報告書の記載内容について、産業振興課と重複して

いる部分があるため、所管部署間で調整し、有機的に事

業を行ってください。

仕事と家庭の両立支援

事業の実施 Ｂ おおむね達成

・本事業を行うことで、企業に休暇、休業の取得を誘導す

るきっかけになっていることを評価します。

・一般事業主行動計画の策定を交付要件に入れるなど、世

間の状況に合わせた要件の見直しの検討を期待します。

・交付件数が少ないため、原因を究明し、令和５年度は予

算執行率 ％以上になるよう周知の工夫に取り組んで

ください。

責任項目

４ 

目 標 ２ ワーク･ライフ･バランスを推進する 

課 題 １ 事業者におけるワーク･ライフ･バランスの推進

施策の方向２ 働き方改革に対応した職場環境の整備促進
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 10 

事業名 評価 評価理由等

多様で柔軟な働き方促

進への啓発 Ｂ おおむね達成

・ワーク・ライフ・バランスシンポジウムを大々的に実施

できたことを評価します。

・ワーク・ライフ・バランスシンポジウムや出前講座にて、

テレワークや在宅勤務等の柔軟な働き方の紹介を継続

的に行うことを期待します。

・事業実績記載時には、シンポジウムの開催内容や参加人

数等詳細を記載するよう努めてください。
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 10 

事業名 評価 評価理由等

多様で柔軟な働き方促

進への啓発 Ｂ おおむね達成

・ワーク・ライフ・バランスシンポジウムを大々的に実施

できたことを評価します。

・ワーク・ライフ・バランスシンポジウムや出前講座にて、

テレワークや在宅勤務等の柔軟な働き方の紹介を継続

的に行うことを期待します。

・事業実績記載時には、シンポジウムの開催内容や参加人

数等詳細を記載するよう努めてください。

11 

責任項目

５ 

目 標 ２ ワーク･ライフ･バランスを推進する 

課 題 ３ 仕事と介護の両立に向けた支援

施策の方向２ 在宅介護を担う男女に対する支援の充実

○ 評価基準 

１．介護保険制度や障害者福祉制度の普及・啓発が図れたか

２．事業が進捗しているか

３．男女平等参画の推進に寄与しているか 

 

● 総合評価 

評価 評価理由等

Ｂ おおむね達成 

仕事と介護の両立に向けて、様々工夫した事業を行っていることを評

価します。引き続き、在宅介護を担う男女に対する支援の充実を図る

ことを目的に、就労する家族のための取組を期待します。また、事業

報告書については、本会議で適切な評価を行うため、評価基準を踏ま

え、記載内容の充実を図るとともに、工夫や改善点がよりわかり易く

なるよう努めてください。 

 

● 事業別評価 

事業名 評価 評価理由等

介護人材の確保・支援 Ｂ おおむね達成

・介護のしごと面接・相談会において、介護保険課と障害

者福祉課にて連携を密にして行っていることを評価し

ます。

・「男女平等参画の推進に寄与しているか」が評価の視点

の一つになるため、今後は、本事業が男女平等参画の推

進に寄与しているか分かるように記載するよう努めて

ください。

施設入所介護サービス

の充実 Ｂ おおむね達成

・施設入所時の評価点として、家族が就労しているため、

介護が困難であるという項目があることを評価します。

・港区には、介護施設入所者の意見を聞く介護相談員がい

ると思いますが、介護相談員の取組も踏まえ、今後自己

評価等を行うことを期待します。

・事業評価を適切に行うために、事業実績や推進状況につ

いては具体的な事例を記載するように努めてください。
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 12 

事業名 評価 評価理由等

通所介護サービスの充

実
Ａ ほぼ達成

・通所介護サービスについて、就労している家族の意見を

受け、利用可能日数の増加や延長事業を行っていること

を評価します。

・コロナ禍において、工夫して事業に取り組んだことやア

フターコロナの取組を検討していることを評価します。

・事業評価を適切に行うために、事業実績や推進状況につ

いては具体的な事例を記載するように努めてください。

ショートステイの充実 Ｂ おおむね達成

・介護する家族が支援を受けて就労に向かうことができる

環境を継続的に整えていることは評価します。

・課題や情報共有について、引き続き、区立施設、民間施

設双方で連携をとりながら充実を図ることを期待しま

す。

・在宅介護を担う男女に対する支援の充実という施策の方

向性にあわせて、具体的に評価できるよう評価の視点を

基準化し、報告を行うように努めてください。
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 12 

事業名 評価 評価理由等

通所介護サービスの充

実 Ａ ほぼ達成

・通所介護サービスについて、就労している家族の意見を

受け、利用可能日数の増加や延長事業を行っていること

を評価します。

・コロナ禍において、工夫して事業に取り組んだことやア

フターコロナの取組を検討していることを評価します。

・事業評価を適切に行うために、事業実績や推進状況につ

いては具体的な事例を記載するように努めてください。

ショートステイの充実 Ｂ おおむね達成

・介護する家族が支援を受けて就労に向かうことができる

環境を継続的に整えていることは評価します。

・課題や情報共有について、引き続き、区立施設、民間施

設双方で連携をとりながら充実を図ることを期待しま

す。

・在宅介護を担う男女に対する支援の充実という施策の方

向性にあわせて、具体的に評価できるよう評価の視点を

基準化し、報告を行うように努めてください。

13 

責任項目

６ 

目 標 ３ 人権の尊重と生涯を通じた健康を支援する 

課 題 １ 人権を尊重する意識の醸成と性別等による差別の根絶

施策の方向４ 性別等による差別の根絶に向けた働きかけ

○ 評価基準 

１．多様な性のあり方について効果的な啓発が行われたか

２．男女平等参画条例の普及・啓発に努めたか

３．事業が進捗しているか

４ 男女平等参画の推進に寄与しているか

５．事業の効果を検証したか 

 

● 総合評価 

評価 評価理由等

Ｂ おおむね達成 

ＳＯＧＩＥに関する意識啓発では、区民向けの講座に加え、小学校教

員向けにも講座を行っており、様々な人に向けて啓発を行っているこ

とを評価します。さらに、男女平等参画情報誌オアシスを活用し、広

く啓発を行っていること等、多様な取組を評価します。 

教育分野における理解促進については、学習した内容を保護者会で周

知したことは評価しますが、保護者の反響を把握する等、工夫してく

ださい。性の多様性に関する教育について、継続的な取組を期待しま

す。 

 

● 事業別評価 

事業名 評価 評価理由等

ＳＯＧＩＥに関する意

識啓発 Ａ ほぼ達成

・小学校教員向けに講座を行っており、受講した教員が児

童に内容を伝えることで、小学生のうちから多様な性に

ついて勉強できる環境を整えていることを評価します。

引き続き教育委員会等と連携し、効果的に実施すること

を期待します。

・次回以降は、実績値だけでなく、目標数値の記載を行う

よう努めてください。

・本事業は、人権課題として、重要なテーマであるため、

引き続き力を入れて啓発を行ってください。

教育分野における理解

促進《新規》 Ｂ おおむね達成

・性の多様性は教育が重要であり、学校で取組を強化して

いることは評価します。引き続き、取組の推進を期待し

ます。

・学習の前後でこどもの意識がどのように変化したかを把

握するため、アンケートを取るなど、工夫することを期

待します。

・今後、適切な事業評価に向けて、具体的に内容を記載し

てください。
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責任項目

７ 

目 標 ３ 人権の尊重と生涯を通じた健康を支援する 

課 題 ２ 配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶

施策の方向１ 暴力防止教育と啓発

○ 評価基準 

１．ＤＶの未然防止、根絶に向けた啓発が効果的に行われたか

２．デートＤＶについて、若い世代への啓発が効果的に行われたか

３ 事業の効果を検証したか 

 

● 総合評価 

評価 評価理由等

Ａ ほぼ達成

様々な講座やパネル展、冊子の発行等、幅広く行っていることを評価

します。 

講座やパネル展等の事業実施場所や相談先の周知についての工夫に期

待します。 

ＤＶ被害者は、相談場所に直接出向くことに勇気がいるため、ホーム

ページやＳＮＳ等を活用した周知を今後も積極的に行うことを期待し

ます。 

被害者の思いにどのようにアプローチするかを重点的に考え、取組を

推進してください。 

 

● 事業別評価 

事業名 評価 評価理由等

ドメスティック・バイ

オレンスに関する意識

啓発
Ｂ おおむね達成

・子ども家庭支援センターにて作成している冊子「ＤＶか

ら一歩踏み出すためのガイドブック」の配布に限らず、

広報みなとや 、ホームページ等を活用し、広く

周知していることは評価します。冊子をトイレに置く

等、人目を気にせずに手に取ることができる環境の整備

を期待します。

・リーブラにおいて実施している心のサポートルームにつ

いて、対面だけではなく、電話での匿名相談を行うこと

ができることを評価します。

・啓発事業の実施については、アクセスのしやすさが重要

であるため、リーブラ以外の場所、他施設での開催も期

待します。

デートＤＶに関する意

識啓発 Ａ ほぼ達成

・子ども家庭支援センターにおいて、リーフレットを区内

の中学校・高等学校等、幅広く配布していることは評価

します。被害者本人からだけではなく、周囲の人からも

相談できるよう広く周知を行うことを期待します。

・リーブラにおいて、様々な事業を意欲的に行っているこ

とを評価します。幅広い年齢層へのアプローチに期待し

ます。
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責任項目

７ 

目 標 ３ 人権の尊重と生涯を通じた健康を支援する 

課 題 ２ 配偶者等に対するあらゆる暴力の根絶

施策の方向１ 暴力防止教育と啓発

○ 評価基準 

１．ＤＶの未然防止、根絶に向けた啓発が効果的に行われたか

２．デートＤＶについて、若い世代への啓発が効果的に行われたか

３ 事業の効果を検証したか 

 

● 総合評価 

評価 評価理由等

Ａ ほぼ達成

様々な講座やパネル展、冊子の発行等、幅広く行っていることを評価

します。 

講座やパネル展等の事業実施場所や相談先の周知についての工夫に期

待します。 

ＤＶ被害者は、相談場所に直接出向くことに勇気がいるため、ホーム

ページやＳＮＳ等を活用した周知を今後も積極的に行うことを期待し

ます。 

被害者の思いにどのようにアプローチするかを重点的に考え、取組を

推進してください。 

 

● 事業別評価 

事業名 評価 評価理由等

ドメスティック・バイ

オレンスに関する意識

啓発
Ｂ おおむね達成

・子ども家庭支援センターにて作成している冊子「ＤＶか

ら一歩踏み出すためのガイドブック」の配布に限らず、

広報みなとや 、ホームページ等を活用し、広く

周知していることは評価します。冊子をトイレに置く

等、人目を気にせずに手に取ることができる環境の整備

を期待します。

・リーブラにおいて実施している心のサポートルームにつ

いて、対面だけではなく、電話での匿名相談を行うこと

ができることを評価します。

・啓発事業の実施については、アクセスのしやすさが重要

であるため、リーブラ以外の場所、他施設での開催も期

待します。

デートＤＶに関する意

識啓発
Ａ ほぼ達成

・子ども家庭支援センターにおいて、リーフレットを区内

の中学校・高等学校等、幅広く配布していることは評価

します。被害者本人からだけではなく、周囲の人からも

相談できるよう広く周知を行うことを期待します。

・リーブラにおいて、様々な事業を意欲的に行っているこ

とを評価します。幅広い年齢層へのアプローチに期待し

ます。
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責任項目

８ 

目 標 ４ 男女平等参画社会実現に向けた推進体制を充実する 

課 題 １ 拠点施設リーブラの充実

施策の方向１ 区民に親しまれる施設としての機能の充実

○ 評価基準 

１．多様な利用者層を意識した講座の実施や機能の充実が図られたか

２．区民・団体の活動を支援したか

３．区内企業・学校・ＮＰＯ等と連携し、地域の男女平等参画を推進したか

４ 事業の効果を検証したか

 

● 総合評価 

評価 評価理由等

Ａ ほぼ達成

 

様々な取組を意欲的に行っていることを評価します。講座やイベント

は積極的に行われていますが、実施していることを知らない人が多く

いるように感じるため、特に若年層や男性への認知度を上げるために、

既存の周知方法だけではなく、様々な広報に力を入れることを期待し

ます。 

また、リーブラの事業を区内他施設で実施するなど、他施設との連携

を期待します。 

 

● 事業別評価 

事業名 評価 評価理由等

幅広く区民から親しま

れるリーブラの機能の

充実
Ａ ほぼ達成

・若年層への認知度向上に向けて、ＳＮＳを活用している

ことは評価します。さらなる認知度向上に向けて、より

踏み込んだ取組を期待します。

・新たな参加者の集客のため、区内図書館等と連携するな

ど、出張してリーブラの事業を実施することを期待しま

す。

区民・団体の活動支援 Ａ ほぼ達成

・助成事業は、区民が主体的に実施する素晴らしい事業で

あり、評価します。

・助成事業をより多くの人に知ってもらうため、既存の情

報発信だけではなく、様々な手法を活用し、周知を行う

ことを期待します。

区民・団体の活動との

連携
Ａ ほぼ達成

・団体と連携、協力した講座実施や、利用者懇談会の開催

等、幅広く様々な事業を行っていることを評価します。
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参考資料１

審議経緯

 
開 催 日 内   容 

令和５年５月 23日 諮問 

第４次港区男女平等参画行動計画（令和３年度～８年度） 令和４年度

事業実績の評価について検討 

令和５年６月５日 第４次港区男女平等参画行動計画（令和３年度～８年度） 令和４年度

事業実績の評価について検討 

令和５年６月 19日 第４次港区男女平等参画行動計画（令和３年度～８年度） 令和４年度

事業実績の評価について検討 

令和５年７月 13日 答申 

第４次港区男女平等参画行動計画（令和３年度～８年度） 令和４年度

事業実績の評価について 
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参考資料１

審議経緯

 
開 催 日 内   容 

令和５年５月 23日 諮問 

第４次港区男女平等参画行動計画（令和３年度～８年度） 令和４年度

事業実績の評価について検討 

令和５年６月５日 第４次港区男女平等参画行動計画（令和３年度～８年度） 令和４年度

事業実績の評価について検討 

令和５年６月 19日 第４次港区男女平等参画行動計画（令和３年度～８年度） 令和４年度

事業実績の評価について検討 

令和５年７月 13日 答申 

第４次港区男女平等参画行動計画（令和３年度～８年度） 令和４年度

事業実績の評価について 
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参考資料２

港区男女平等参画推進会議委員名簿

  （任期：令和４年７月１６日～令和６年７月１５日） 

氏名 所属など 備考 

学識経験者 

◎斎藤  悦子  お茶の水女子大学教授  

藤間  公太 
 京都大学大学院教育学研究科准教授 

 

○安中   繁  特定社会保険労務士  

区内の男女平等参画関係団体に属する者 

林   明美 
地
域
社
会 

港区民生委員・児童委員協議会  

尾崎  直美 
教 
育 
ＮＰＯ法人 みなと授業錬成アカデミー  

門脇  睦美 
生
涯
学
習 

一般財団法人 女性労働協会専務理事  

野中  寿彦 
人
権
啓
発 

公益財団法人 人権教育啓発推進センター 

アイユ編集長 
 

臼井  浩之 
雇 

用 

港区商店街連合会   

遠山  友季 
メ
デ
ィ
ア 

株式会社 ＴＢＳテレビ  

人事労政局 人事部 

 

公募区民 

小川  翔子  公募区民  

川元  恭子  公募区民  

幸田 千栄子  公募区民  

深田  絵里  公募区民 
 

福島  正純  公募区民 
 

宗像 雄一郎  公募区民 
 

◎は会長、○は副会長 
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 港区男女平等参画条例  
平成 16年３月 19日 

条例第３号 

 

目 次 

前文 

第１章 総則（第１条―第６条） 

第２章 性別による権利侵害の禁止等（第７条・第８条） 

第３章 基本的施策等（第９条―第 14条） 

第４章 港区男女平等参画推進会議（第 15条―第 18条） 

第５章 苦情等の申出（第 19条―第 22条） 

第６章 雑則（第 23条） 

付則 

 

 

私たちは、全ての人が人権を保障され、性別等により差別されずに、一人一人の人権

がかけがえのないものとして尊ばれる社会の実現を願っている。 

港区は、昭和五十三年に女性問題の担当部門を設けたのをはじめ、婦人会館の開設、

婦人総合計画の策定など、先駆的に男女平等参画に取り組み、性別による差別の解消に

努めてきた。 

こうした取組によって、男女平等は前進してきているものの、性別による固定的な役

割分担意識に基づく社会制度や慣行は、今なお存在している。これらを解消し、男女平

等を実現するには一層の努力が不可欠である。 

港区は、世界に情報発信する国際性豊かな都市であり、基本構想に人間性の尊重を掲

げ、性別等や国籍の違いをこえて、人権が守られる地域社会の実現を目指している。 

私たちは、港区の歴史に誇りを持ち、未来に希望を抱き、同時に全ての人が性別等に

とらわれず自分らしく豊かに生きることのできる男女平等参画社会を実現する固い決

意を込めて、この条例を制定する。 

 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、男女平等参画社会の形成に関し、基本理念を定め、港区（以下「区」

という。）、区民及び事業者の責務を明らかにするとともに、区の施策の基本的事項を

定め、男女平等参画の推進に関する施策（以下「男女平等参画施策」という。）を総

合的かつ計画的に推進することにより、男女平等参画社会を実現することを目的とす
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る。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところ

による。 

一 男女平等参画 男女が、性別等にかかわりなく個人として尊重され、その個性と

能力を発揮する機会が確保されることにより、対等な立場で家庭、学校、職場、地

域等の活動に共に参画し、責任を分かち合うことをいう。 

二 性別等 性別、性的指向及び性自認をいう。 

三 性的指向 恋愛又は性愛の対象となる性別についての指向をいう。 

四 性自認 自己の性別についての認識をいう。 

五 性別表現 外面に表れる性別についての自己表現をいう。 

六 セクシュアル・ハラスメント 性的な言動により当該言動を受けた個人の生活環

境を害すること又は性的な言動を受けた個人の対応により当該個人に不利益を与

えることをいう。 

七 区民 区内に居住し、勤務し、在学し、又は滞在する者をいう。 

八 事業者 営利、非営利の別にかかわらず、区内において事業活動を行う個人、法

人及び団体をいう。 

（基本理念） 

第３条 男女平等参画社会を形成するため、次に掲げる事項を基本理念として定める。 

一 全ての人の人権を尊重し、性別等による差別的取扱いの解消を図ること。 

二 全ての人の性的指向、性自認及び性別表現が尊重され、誰からも干渉されず、侵

害を受けないようにすること。 

三 性別による固定的な役割分担意識に基づく社会制度及び慣行を解消するよう努

め、国籍にかかわりなく、全ての人がその個性と能力を発揮できるようにすること。 

四 男女が、家庭、学校、職場、地域等において意思決定の過程に平等に参画するこ

と。 

五 男女が、相互の協力及び社会の支援の下に、子の養育、家族の介護その他の家庭

における生活（以下「家庭生活」という。）の責任を分かち合うとともに、家庭生

活と、職場、地域等における生活（以下「社会生活」という。）とを両立させるこ

とができるようにすること。 

六 男女が、対等な関係の下に、互いの生涯を通じての健康と女性の妊娠、出産等に

関する権利を尊重すること。 

七 学校教育、生涯学習その他のあらゆる教育の場において男女平等参画の推進に取

り組むこと。 

（区の責務） 

第４条 区は、基本理念にのっとり、男女平等参画施策を総合的かつ計画的に推進する
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る。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところ

による。 

一 男女平等参画 男女が、性別等にかかわりなく個人として尊重され、その個性と

能力を発揮する機会が確保されることにより、対等な立場で家庭、学校、職場、地

域等の活動に共に参画し、責任を分かち合うことをいう。 

二 性別等 性別、性的指向及び性自認をいう。 

三 性的指向 恋愛又は性愛の対象となる性別についての指向をいう。 

四 性自認 自己の性別についての認識をいう。 

五 性別表現 外面に表れる性別についての自己表現をいう。 

六 セクシュアル・ハラスメント 性的な言動により当該言動を受けた個人の生活環

境を害すること又は性的な言動を受けた個人の対応により当該個人に不利益を与

えることをいう。 

七 区民 区内に居住し、勤務し、在学し、又は滞在する者をいう。 

八 事業者 営利、非営利の別にかかわらず、区内において事業活動を行う個人、法

人及び団体をいう。 

（基本理念） 

第３条 男女平等参画社会を形成するため、次に掲げる事項を基本理念として定める。 

一 全ての人の人権を尊重し、性別等による差別的取扱いの解消を図ること。 

二 全ての人の性的指向、性自認及び性別表現が尊重され、誰からも干渉されず、侵

害を受けないようにすること。 

三 性別による固定的な役割分担意識に基づく社会制度及び慣行を解消するよう努

め、国籍にかかわりなく、全ての人がその個性と能力を発揮できるようにすること。 

四 男女が、家庭、学校、職場、地域等において意思決定の過程に平等に参画するこ

と。 

五 男女が、相互の協力及び社会の支援の下に、子の養育、家族の介護その他の家庭

における生活（以下「家庭生活」という。）の責任を分かち合うとともに、家庭生

活と、職場、地域等における生活（以下「社会生活」という。）とを両立させるこ

とができるようにすること。 

六 男女が、対等な関係の下に、互いの生涯を通じての健康と女性の妊娠、出産等に

関する権利を尊重すること。 

七 学校教育、生涯学習その他のあらゆる教育の場において男女平等参画の推進に取

り組むこと。 

（区の責務） 

第４条 区は、基本理念にのっとり、男女平等参画施策を総合的かつ計画的に推進する

 

ものとする。 

２ 区は、男女平等参画施策を推進するに当たり、区民、事業者、国及び他の地方公共

団体と連携し、協力するものとする。 

３ 区は、男女平等参画施策を推進するため、必要な体制の整備及び財政上の措置を講

ずるものとする。 

（区民の責務） 

第５条 区民は、基本理念にのっとり、男女平等参画社会について理解を深め、家庭、

学校、職場、地域等において主体的に男女平等参画を推進するよう努めなければなら

ない。 

２ 区民は、区が実施する男女平等参画施策に協力するよう努めなければならない。 

（事業者の責務） 

第６条 事業者は、基本理念にのっとり、男女平等参画社会について理解を深め、その

事業活動に関し、男女平等参画を推進するよう努めなければならない。 

２ 事業者は、区が実施する男女平等参画施策に協力するよう努めなければならない。 

 

第２章 性別による権利侵害の禁止等 

（差別的取扱い等の禁止） 

第７条 何人も、家庭、学校、職場、地域等において、性別、性的指向又は性自認によ

る差別的取扱いをしてはならない。 

２ 何人も、家庭、学校、職場、地域等において、セクシュアル・ハラスメント、配偶

者等への暴力、児童虐待（児童買春、児童ポルノに係る行為等を含む。）その他の暴

力的行為（精神的なものを含む。以下「暴力的行為」という。）をしてはならない。 

３ 何人も、他人の性的指向又は性自認に関して、公表を強制し、若しくは禁止し、又

は本人の意に反して公にしてはならない。 

４ 何人も、正当な理由がない限り、他人の性別表現を妨げてはならない。 

（公衆に表示する情報についての留意） 

第８条 何人も、公衆に表示する情報において、女性に対する暴力的行為を助長する表

現その他の性別等による差別を助長する表現を行わないよう努めなければならない。 

 

第３章 基本的施策等 

（基本的施策） 

第９条 区は、男女平等参画を推進するため、次に掲げる施策を行うものとする。 

 一 男女平等参画に関する学習機会の提供及び意識啓発を行う施策 

二 多様な情報伝達媒体からの情報を各人が能動的に解釈し、自ら発信する能力を育

成する施策 

三 暴力的行為その他の人権侵害の根絶を図るとともに、これらの被害を受けた者に
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対し必要な支援を行う施策 

四 男女が共に家庭生活と社会生活とを両立し、自立して豊かに暮らすことができる

ようにする施策 

 五 生涯を通じた健康づくりを支援し、妊娠、出産等に関する権利を尊重する施策 

 六 性的指向、性自認又は性別表現に起因する偏見、嘲笑、いじめ、嫌がらせその他

の人権侵害の根絶を図り、全ての人の尊厳を守るための施策 

 七 性的指向又は性自認にかかわらず、誰もが人生を共にしたい人と家族として暮ら

すことを尊重する施策 

八 男女平等参画の推進に関する調査研究、情報の収集及び分析並びに情報の提供を

行う施策 

（みなとマリアージュ制度） 

第９条の２ 区は、性的指向又は性自認にかかわらず、誰もが人生を共にしたい人と家

族として暮らすことを尊重する施策を推進するための制度（以下「みなとマリアージ

ュ制度」という。）を設けるものとする。 

２ みなとマリアージュ制度の利用に関し必要な事項は、区規則で定める。 

（付属機関等への男女平等参画の機会確保） 

第 10 条 区長は、男女平等参画を推進するため、区の付属機関等の委員の男女構成に

ついて、第 12条第１項に規定する行動計画に数値目標を定めるものとする。 

（雇用の分野における男女平等参画の推進） 

第 11 条 区は、事業者に対し、雇用の分野における男女平等参画を推進するため、情

報の提供その他必要な支援に努めるものとする。 

２ 区は、必要があると認めるときは、事業者に対し、男女平等参画に関する調査及び

広報についての協力を求めることができる。 

３ 区は、必要があると認めるときは、区との契約を希望する事業者に対し、男女平等

参画の推進に関する報告を求め、適切な措置を講ずるように協力を求めることができ

る。 

４ 区は、男女平等参画の推進に関して積極的な取組を行っている事業者を表彰するこ

とができる。 

（行動計画） 

第 12条 区長は、男女平等参画施策を総合的かつ計画的に推進するための行動計画（以

下「行動計画」という。）を策定するものとする。 

２ 区長は、行動計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

３ 区長は、行動計画を策定するに当たっては、区民及び事業者の意見を反映できるよ

う適切な措置を講ずるとともに、あらかじめ第 15 条に規定する港区男女平等参画推

進会議の意見を聴かなければならない。 

４ 前２項の規定は、行動計画の変更について準用する。 
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対し必要な支援を行う施策 

四 男女が共に家庭生活と社会生活とを両立し、自立して豊かに暮らすことができる

ようにする施策 

 五 生涯を通じた健康づくりを支援し、妊娠、出産等に関する権利を尊重する施策 

 六 性的指向、性自認又は性別表現に起因する偏見、嘲笑、いじめ、嫌がらせその他

の人権侵害の根絶を図り、全ての人の尊厳を守るための施策 

 七 性的指向又は性自認にかかわらず、誰もが人生を共にしたい人と家族として暮ら

すことを尊重する施策 

八 男女平等参画の推進に関する調査研究、情報の収集及び分析並びに情報の提供を

行う施策 

（みなとマリアージュ制度） 

第９条の２ 区は、性的指向又は性自認にかかわらず、誰もが人生を共にしたい人と家

族として暮らすことを尊重する施策を推進するための制度（以下「みなとマリアージ

ュ制度」という。）を設けるものとする。 

２ みなとマリアージュ制度の利用に関し必要な事項は、区規則で定める。 

（付属機関等への男女平等参画の機会確保） 

第 10 条 区長は、男女平等参画を推進するため、区の付属機関等の委員の男女構成に

ついて、第 12条第１項に規定する行動計画に数値目標を定めるものとする。 

（雇用の分野における男女平等参画の推進） 

第 11 条 区は、事業者に対し、雇用の分野における男女平等参画を推進するため、情

報の提供その他必要な支援に努めるものとする。 

２ 区は、必要があると認めるときは、事業者に対し、男女平等参画に関する調査及び

広報についての協力を求めることができる。 

３ 区は、必要があると認めるときは、区との契約を希望する事業者に対し、男女平等

参画の推進に関する報告を求め、適切な措置を講ずるように協力を求めることができ

る。 

４ 区は、男女平等参画の推進に関して積極的な取組を行っている事業者を表彰するこ

とができる。 

（行動計画） 

第 12条 区長は、男女平等参画施策を総合的かつ計画的に推進するための行動計画（以

下「行動計画」という。）を策定するものとする。 

２ 区長は、行動計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

３ 区長は、行動計画を策定するに当たっては、区民及び事業者の意見を反映できるよ

う適切な措置を講ずるとともに、あらかじめ第 15 条に規定する港区男女平等参画推

進会議の意見を聴かなければならない。 

４ 前２項の規定は、行動計画の変更について準用する。 

 

（年次報告） 

第 13 条 区長は、行動計画に基づいた施策の実施状況について、年一回報告書を作成

し、これを公表するものとする。 

（拠点施設） 

第 14 条 区は、港区立男女平等参画センターを拠点として、区民及び団体による男女

平等参画に関する活動への支援その他の男女平等参画施策の推進に関する事業を実

施するものとする。 

 

第４章 港区男女平等参画推進会議 

（設置） 

第 15 条 男女平等参画の推進を図るため、区長の付属機関として、港区男女平等参画

推進会議（以下「推進会議」という。）を置く。 

（所掌事項） 

第 16条 推進会議は、行動計画その他男女平等参画の推進に関する重要事項について、

区長の諮問に応じ、調査審議し、答申するものとする。 

２ 推進会議は、行動計画に基づいた施策の実施状況について調査審議し、必要に応じ

て区長に意見を述べることができる。 

（組織） 

第 17条 推進会議は、区長が委嘱する委員十五人以内をもって組織する。 

２ 区長は、前項の委嘱に当たっては、委員の男女構成が均衡するよう努めなければな

らない。 

（任期） 

第 18 条 委員の任期は、二年とし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。た

だし、再任を妨げない。 

 

第５章 苦情等の申出 

（苦情等の申出） 

第 19 条 区民及び事業者は、区長に対し、次に掲げる事項について苦情及び相談の申

出（以下「苦情等の申出」という。）をすることができる。 

一 区が実施する男女平等参画施策又は男女平等参画の推進に影響を及ぼすと認め

られる施策に関する事項 

二 性別による差別等男女平等参画を阻害する要因により人権が侵害されたと認め

られる事案に関する事項 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる事項については苦情等の申出をすることがで

きない。 

一 裁判所において係争中の事項又は判決等のあった事項 
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二 法令の規定により、不服申立てを行っている事項又は不服申立てに対する裁決等

のあった事項 

三 苦情等の申出の処理に関する事項 

（苦情等の処理） 

第 20 条 区長は、苦情等の申出を受けた場合は、男女平等参画社会の形成に資するよ

う適切に対応するものとする。 

２ 区長は、苦情等の申出について適切かつ迅速に処理するため、港区男女平等参画苦

情処理委員（以下「苦情処理委員」という。）を置く。 

（苦情処理委員の所掌事項） 

第 21 条 苦情処理委員は、苦情等の申出について、必要があると認めるときは、次に

掲げる事務を行う。 

一 苦情等の申出に係る調査を行うこと。 

二 第 19 条第１項第一号に規定する事項に関し、是正の勧告又は改善意見の表明を

し、その内容を公表すること。 

三 第 19 条第１項第二号に規定する事項に関し、関係者に対し助言、指導、是正の

要請及び意見の表明をすること。 

（定数等） 

第 22 条 苦情処理委員は、三人以内とし、男女平等参画の推進に深い理解と識見を有

する者のうちから、区長が委嘱する。 

２ 苦情処理委員の任期は、二年とし、補欠者の任期は、前任者の残任期間とする。た

だし、再任を妨げない。 

 

第６章 雑則 

（委任） 

第 23条 この条例の施行について必要な事項は、区規則で定める。 

 

   付 則 

 この条例は、平成 16 年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。ただし、

第５章の規定は、施行日から起算して６月を超えない範囲内において区規則で定める日

から施行する。 

 

   付 則 

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 
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二 法令の規定により、不服申立てを行っている事項又は不服申立てに対する裁決等

のあった事項 

三 苦情等の申出の処理に関する事項 

（苦情等の処理） 

第 20 条 区長は、苦情等の申出を受けた場合は、男女平等参画社会の形成に資するよ

う適切に対応するものとする。 

２ 区長は、苦情等の申出について適切かつ迅速に処理するため、港区男女平等参画苦

情処理委員（以下「苦情処理委員」という。）を置く。 

（苦情処理委員の所掌事項） 

第 21 条 苦情処理委員は、苦情等の申出について、必要があると認めるときは、次に

掲げる事務を行う。 

一 苦情等の申出に係る調査を行うこと。 

二 第 19 条第１項第一号に規定する事項に関し、是正の勧告又は改善意見の表明を

し、その内容を公表すること。 

三 第 19 条第１項第二号に規定する事項に関し、関係者に対し助言、指導、是正の

要請及び意見の表明をすること。 

（定数等） 

第 22 条 苦情処理委員は、三人以内とし、男女平等参画の推進に深い理解と識見を有

する者のうちから、区長が委嘱する。 

２ 苦情処理委員の任期は、二年とし、補欠者の任期は、前任者の残任期間とする。た

だし、再任を妨げない。 

 

第６章 雑則 

（委任） 

第 23条 この条例の施行について必要な事項は、区規則で定める。 

 

   付 則 

 この条例は、平成 16 年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。ただし、

第５章の規定は、施行日から起算して６月を超えない範囲内において区規則で定める日

から施行する。 

 

   付 則 

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 

 

 港区男女平等参画条例施行規則 

平成 16 年３月 31 日  

規則第 13 号  

（趣旨） 

第１条 この規則は、港区男女平等参画条例（平成 16年港区条例第３号。以下「条例」と

いう。）第９条の２第２項及び第 23条の規定に基づき、条例の施行について必要な事項

を定めるものとする。 

（用語） 

第２条 この規則において使用する用語の意義は、条例で使用する用語の例による。 

（みなとマリアージュカードの交付） 

第２条の２ 区長は、みなとマリアージュ制度を利用する者をみなとマリアージュ制度利

用登録簿に登録し、みなとマリアージュカード（第１号様式）を交付するものとする。 

（男女平等参画推進会議） 

第３条 条例第 17条に規定する港区男女平等参画推進会議（以下「推進会議」という。）

の委員は、次の各号に掲げる者につき、当該各号に掲げる員数以内を区長が委嘱する。 

一 学識経験者 三人 

二 区内の男女平等参画関係団体に属する者 六人 

三 区民のうちから公募により選定した者 六人 

２ 推進会議に、会長及び副会長を置く。 

３ 会長は、委員の互選により選出し、会務を総理し、推進会議を代表する。 

４ 副会長は、委員のうちから会長が指名し、会長を補佐し、会長に事故があるときは、

その職務を代理する。 

（会議の運営） 

第４条 推進会議の会議は、会長が招集する。 

２ 推進会議は、委員（会長及び副会長を含む。次項及び第４項において同じ。）の過半

数の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 推進会議の議事は、出席した委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、会長の

決するところによる。 

４ 推進会議は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して、会議への出席を求

め、その説明又は意見を聴くことができる。 

５ 推進会議の会議は、公開とする。ただし、推進会議が公開することが適当でないと認

めるときは、この限りでない。 

６ 会長は、会議録を作成し、これを保存しなければならない。 

（苦情処理委員） 
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第５条 区長は、条例第 22条第１項の規定に基づく港区男女平等参画苦情処理委員（以下

「苦情処理委員」という。）の委嘱に当たっては、女性及び男性をそれぞれ一人以上選

任するものとする。 

２ 区長は、苦情処理委員が心身の故障のため職務の遂行に堪えないと認めるとき、又は

苦情処理委員に職務上の義務違反その他苦情処理委員としてふさわしくない行為がある

と認めるときは、これを解嘱することができる。 

３ 苦情処理委員は、職務上知ることのできた秘密を漏らしてはならない。その職を退い

た後も、同様とする。 

（申出の方法） 

第６条 条例第 19条第１項の規定による苦情及び相談の申出（以下「苦情等の申出」とい

う。）は、苦情等処理申出書（第１号様式の２）により行わなければならない。ただし、

特別の理由があると認めるときは、口頭で苦情等の申出をすることができる。 

２ 前項ただし書の規定により口頭で苦情等の申出をする場合は、区長は、その内容を聴

取し、書面に記録するものとする。 

（調査及び処理） 

第７条 区長は、前条の苦情等の申出があったときは、苦情処理委員に対し、苦情等の申

出の調査及び処理（以下「調査等」という。）を依頼するものとする。 

２ 前項の依頼を受けた苦情処理委員は、必要があると認めるときは、速やかに当該苦情

等の申出の調査等をするものとする。この場合において、苦情等の申出の内容により必

要と認めるときは、合議体を構成して調査等をすることができる。 

３ 区長は、調査等を依頼した苦情等の申出が、条例第 19条第２項第１号又は第２号に該

当するに至ったときは、苦情処理委員に調査等の中止を依頼するとともに、調査中止通

知書（第２号様式）により申出をした者（以下「申出者」という。）に通知するものと

する。 

（調査開始の通知等） 

第８条 苦情処理委員は、調査を開始するときは、当該苦情等の申出に係る区の機関又は

関係者に対し、調査開始通知書（第３号様式）により通知するものとする。ただし、条

例第 19条第１項第２号に係る苦情等の申出の場合において、相当な理由があると認める

ときは、口頭で通知することができる。 

２ 苦情処理委員は、区の機関又は関係者に対し、当該苦情等の申出に係る説明又は資料

の提出を求めることができる。 

３ 苦情処理委員は、職務を行う場合には、身分証明書（第４号様式）を携帯し、関係者

の請求があったときは、これを提示しなければならない。 

４ 第１項の通知を受けた関係者は、当該申出者に対し、苦情等の申出を理由として不利

益な取扱いをしてはならない。 

（是正の勧告等） 
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第５条 区長は、条例第 22条第１項の規定に基づく港区男女平等参画苦情処理委員（以下

「苦情処理委員」という。）の委嘱に当たっては、女性及び男性をそれぞれ一人以上選

任するものとする。 

２ 区長は、苦情処理委員が心身の故障のため職務の遂行に堪えないと認めるとき、又は

苦情処理委員に職務上の義務違反その他苦情処理委員としてふさわしくない行為がある

と認めるときは、これを解嘱することができる。 

３ 苦情処理委員は、職務上知ることのできた秘密を漏らしてはならない。その職を退い

た後も、同様とする。 

（申出の方法） 

第６条 条例第 19条第１項の規定による苦情及び相談の申出（以下「苦情等の申出」とい

う。）は、苦情等処理申出書（第１号様式の２）により行わなければならない。ただし、

特別の理由があると認めるときは、口頭で苦情等の申出をすることができる。 

２ 前項ただし書の規定により口頭で苦情等の申出をする場合は、区長は、その内容を聴

取し、書面に記録するものとする。 

（調査及び処理） 

第７条 区長は、前条の苦情等の申出があったときは、苦情処理委員に対し、苦情等の申

出の調査及び処理（以下「調査等」という。）を依頼するものとする。 

２ 前項の依頼を受けた苦情処理委員は、必要があると認めるときは、速やかに当該苦情

等の申出の調査等をするものとする。この場合において、苦情等の申出の内容により必

要と認めるときは、合議体を構成して調査等をすることができる。 

３ 区長は、調査等を依頼した苦情等の申出が、条例第 19条第２項第１号又は第２号に該

当するに至ったときは、苦情処理委員に調査等の中止を依頼するとともに、調査中止通

知書（第２号様式）により申出をした者（以下「申出者」という。）に通知するものと

する。 

（調査開始の通知等） 

第８条 苦情処理委員は、調査を開始するときは、当該苦情等の申出に係る区の機関又は

関係者に対し、調査開始通知書（第３号様式）により通知するものとする。ただし、条

例第 19条第１項第２号に係る苦情等の申出の場合において、相当な理由があると認める

ときは、口頭で通知することができる。 

２ 苦情処理委員は、区の機関又は関係者に対し、当該苦情等の申出に係る説明又は資料

の提出を求めることができる。 

３ 苦情処理委員は、職務を行う場合には、身分証明書（第４号様式）を携帯し、関係者

の請求があったときは、これを提示しなければならない。 

４ 第１項の通知を受けた関係者は、当該申出者に対し、苦情等の申出を理由として不利

益な取扱いをしてはならない。 

（是正の勧告等） 

第９条 苦情処理委員は、条例第 21条第２号に規定する是正の勧告又は改善意見の表明（以

下「是正の勧告等」という。）をする場合には、是正勧告等通知書（第五号様式）によ

り区の機関に通知するものとする。 

２ 苦情処理委員は、条例第 21条第３号に規定する助言、指導、是正の要請又は意見の表

明（以下「助言等」という。）をする場合には、助言等通知書（第６号様式）により関

係者に通知するものとする。ただし、相当な理由があると認めるときは、口頭で通知す

ることができる。 

３ 苦情処理委員は、是正の勧告等又は助言等をする必要のない場合は、その旨を速やか

に、区の機関又は関係者に通知するものとする。 

（調査結果等の通知） 

第 10条 苦情処理委員は、苦情等の申出について調査等が終了したときは、速やかに調査

結果報告書(第７号様式)により区長にその結果を報告するものとする。 

２ 区長は、前項の報告があったときは、速やかに調査等の結果を、当該申出者に対し調

査結果等通知書（第８号様式）により通知するものとする。 

（是正その他の措置の報告） 

第 11条 区の機関は、是正の勧告等を受けた場合は、当該是正の勧告等に係る措置結果を

是正措置報告書(第９号様式)により区長に報告しなければならない。 

（庶務） 

第 12条 推進会議及び苦情処理委員の庶務は、総務部総務課において処理する。 

（委任） 

第 13条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、区長が定める。 

 

付 則 

この規則は、平成 16年４月１日から施行する。 

付 則（平成 16年９月 30日規則第 85号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

付 則（平成 18年３月 31日規則第 54号） 

この規則は、平成 18年４月１日から施行する。 

付 則（平成 22年３月 29日規則第 31号） 

この規則は、平成 22年４月１日から施行する。 

付 則（平成 31年３月 29日規則第 17号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

付 則（令和２年３月 31日規則第 19号） 

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の港区男女平等参画条例施行規則第１

号様式による用紙で、現に残存するものは、所要の修正を加え、なお使用することが

できる。 
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